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論文の要旨

本研究は ､
コ ー ナ ー が 実際の 行為と深く結び つ い て い る点で コ ー ナ ー が 単位空間を形づくる重要な要素

で ある こ と示 し､ い か に単位空間の中で コ
ー ナ ー を 形成して い く かを明らか にする もの で あるo

ユ ニ ヴア
ー サル ス ペ ー

ス に みられ るよう に建築空間は ､ そ の まま 1 つ の 空間とし て活用されるよ りは,

実際には い く つ か の 行為 ･ 業務が行われ る場所で 分節され て い る こ とが多い ｡ それ ら の行為が行われる 1

つ 1 つ の 場所の まとまりを コ
ー

ナ
ー

とみ る こ とが で きる. コ
ー

ナ
ー は 行為が行われ る最も小さな空間の 単

位で あり､ そ れ自
一
体は独立 した室 とはな らな い他の 場所と連続 した空間で ある｡ 個 々 の行為が行われる場

所として コ
ー

ナ
ー

を他の 室や空間と連動させ て 計画する こ とは単位空間で 展開され る活動全体を構築する

ち.の で あ る｡ そ の た め建築計画にとっ て も コ ー ナ
ー

の 意義は高い . しか し､ 建築計画にお い て こ の コ
ー

ナ
ー

に つ い て 明確な計画手法や理念は確立され て おらず､ コ ー ナ
ー

は あ る大空間の 中で 行為との 関係づけを想

定されずに安易に計画され る こ とが多い ｡

本研究の 目的は ､ 子 どもの 個々 の 行為の まとまり と全体の活動との 関連から コ ー ナ ー を 形成するため の

要件を明らかにする こ とで ある ｡ 特に ､
コ ー ナ ー と行為の 関係を明らか にする こ とで ､ コ ー ナ ー が 単位空

間を形づく る重要な要素で ある こ とを示す｡

本研究は保育施設 (幼稚園
･ 保育園) と小学校を研究対象として い る ｡ こ れ には 2 つ の 選定理由がある｡

1 つ は､ 保育者や教師による コ
ー ナ ー

設定は経験的で あり､ コ
ー ナ ー 形 成の ため の要件は必ず しも整備さ

れ て い な い こ と で ある｡ もう 1 つ は ､ 保育施設で は個人 の 自発的な活動を促そう とする自由保育, 小学校

では 集団括動が前提となる授業､ と両施設で は教育方式の 違い があり､ そ の 違 いをふまえた コ
ー ナ ー 形 成

の た め の設計条件を考察する必要があるため である｡

こ の た め､ コ ー ナ
ー

が 設定され て い る 4 園 の 幼稚園 ･ 保育園､ 2 校 の 小学校を選定して 1 年以上 に渡る

観察調査 ･ ヒ アリ ング調査を行い ､
コ ー ナ ー の 使われ方, 設え方などを把握 した｡ こ の調査デ

ー

タ を基に

7 章 の構成で分析を行 っ て い る ( 第
一

章) ｡

第 二 章 で は ､
コ ー ナ ー の 理論的背景, 実際の施設に設定され て い る コ

ー ナ ー を把握する こ と で ､ ｢ コ ー ナ ー

とは ､ 単位空間の
一

部 として ､ 他の 場所から異化された場所｣ と定義して い る｡ ま た コ
ー ナ ー には､ 家具

な ど で空間を分節して つ くられる ｢ 分節型の コ
ー ナ ー

｣ と 壁な どの 建築躯体によ っ て他 の 空間に付属して

つ く られ る ｢ 付属型の コ
ー ナ ー

｣ の 2 つ の コ
ー ナ ー

の つ く られ方がある こ とを示 し て い る.



こ れ以降は ､ 第 三 - 玉 章 で は保育施設､ 第 六章は小学校をケ
ー

ス ス タデ ィ と して ､ 分析を進め る c 保育

施設で は個人が自由に活動す る自由保育時の 遊び活動､ 小学校では集団が
一

斉に活動する 授業時の 学習活

動を主な分析対象として い るo

第 三 章で は ､ 保育室 では保育計画 に基づき 1 年間に渡 っ て コ
ー

ナ
ー

設定が変わ っ て おり ､ コ
ー ナ ー

設定

が子ども の 発達と密接に関わ っ て い る こ とを明らかにし て い る｡ そ の中 で , コ
ー ナ ー

の 設定す るため には

コ ー ナ ー

の 種類, 位置関係､ 広 さ､ 家具 の設え方を考慮する必要が ある こ と､ ま た､ 保育 のね ら い によ っ

て コ
ー ナ ー

の 設定の 仕方は異なる ことを示 して い る ｡

第 四 章で は ､ 子 どもの 遊び を行う場面を分析するこ と で , 遊び にお ける コ ー ナ ー の 利用特性を明らか に

し て い る
｡
コ

ー

ナ
ー

の 利用 とし て , 特定 の行為だけが行われ る専用的な使われ 方と､ い ろ い ろ な遊びが行

われ る兼用 的な使われ方が ある こ とを示 して い る｡ また専用 ･

兼用的な使わ れ方がされ る要因を明らか に

する こと で , 遊 び行為を コ ー ナ ー の 使われ 方の 関係を想定して コ ー ナ ー を設定す る こ とが で き る こ とを示

し て い る.

第五章 で は､ 個 々 の 遊び行為と全体の遊び活動との 関係を捉える こと で ､
コ ー ナ ー は 単体で 存在する よ

りも複数の コ ー ナ ー が 関係する こ と で , 遊 び の 展開を誘発で きる こ とを明らか に し て い る. 子 どもが発達

して いく中で遊びの 展開を促して いく こ とは保育上必要なこ と で あると考えられ て い る. コ
ー ナ ー の 関係

を操作するこ と で ､ 遊びの展開を促す こ とが で きる こ とを示 して い る｡

第 六章 で は, 教室内に ｢ 付属型 コ
ー ナ ー

｣ を もつ 学習ス ペ
ー

ス を 主に分析対 象とし て い る . 授業中にみ

られ る学習活動で の 場所の 使われ方を分析し､ 教室内に コ
ー ナ ー

を付属させ る こ と で ､ 1 . 学習活動の展

開が容易に行えやすい ､ 2 . 教 師が コ
ー ナ ー

の 利便性を認識 して O S 内に自ら家具で ｢ 分節型 コ
ー ナ ー

j

を つ く るよ うにな っ て い る こ と など の コ ー

ナ
ー

の 有効性を明らか にして い る.

以上 の 分析をふ まえ､ 第七草で結論を述 べ る｡ まず､ 本研究で 得られた成果を保育施設における コ
ー

ナ
ー

､

教育施設における コ
ー

ナ
ー

の 施設別にま とめる ｡ そ の 成果に基づき, 単体の コ
ー

ナ
ー

の 形成､ コ
ー

ナ
ー

や

室を含めた単位空間の 構成とい う 2 つ の 視点か らコ ー ナ ー 形 成の 要件に つ い て の提案を行 っ て い る｡ 単体

の コ
ー

ナ
ー

の 形 成に関し ては ､ 行為 の種類 ･ 行為の つ ながり ･ コ ー ナ ー づ く り と い う コ ー ナ ー の 利用特性

に対応して ､ 付属 ･ 分節 ･ 包囲 ･ 象徴と い う コ ー ナ ー を形成する手法を使い分けるこ とを述 べ て い る｡ ま

た､ 単位空間の構成に関しては , ラテ ィ ス 的モ デル
･ ヒ エ ラルキ ー

的モ デル と い う教育方法の 違い による

2 つ の 活動の展開モ デルを整理して ､ 単位空間を構成するため の 手掛かり とな る こ とを述 べ て い る｡ そ し

て ､ 最後に ､ 本研究で得られ た コ
ー

ナ
ー

の 計画的意義を論 じる こ とで研究の総括とし て い る｡
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第
一

章 研究 の目的と方法

ト 1 はじめ に

本研究は､ 多様な活動の 展開を促すた め の 空間づく り

と して コ - ー ナ
- ー に 着目し､ 建築種に限らず横 断的に コ

ー

ナ ー の 意義, コ ー ナ
ー

形成 の 要件を提示する こ とを 目標

と して い る｡

図書館にみられるブラウ ジ ング コ
ー ナ ー ･

一

般書架 コ
ー

ナ
ー ー

､ 複 合施設内の ロ ビ
ー - に み られ る情報 コ

- ー ナ - ー

､ オ

フ ィ ス空間の 業務 コ
ー ナ ー

､ 打 ち合わせ コ
ー ナ ー

､ な ど

私たちが 普段過ごす施設には身近に コ
- ー ナ - を数多くみ

る こ とが できる ｡

こ れ ら の大規模な 空間や 多目的な空間は ､ ユ ニ ヴ ァ
- I

サ ル ス ペ ー

ス の 計画理 論にみ られ るよう に､ そ の ま ま 1

つ の 空間として活用 され るよ りは ､ 実際には いく つ か の

行為 ･ 業務が行われ る場所で分節され て い る こ とが多い o

そ れ ら の 行為が行われ る 1.
つ 1
ー
つ の 場所の ま とま り を

コ
ー

ナ
ー とみ る こ とが で きる o

コ
- ー

ナ
-

I
-

は 独立した部屋 ではな く, 他の 空間と連続し

た場所で ある｡ そ の ため ､ 個 々 の コ
ー ナ ー

で 行 われ る行

為 ･ 業務が連動 しやすい o コ
- -

ナ
- ー

を 用 い る こ とによ っ

て 連続的な空間を構成する こ とが で き､ そ こ で 行われ る

活動は多様な展開を つ くりだすこ とが期待され る.

1 2 本研 究の 目的

1
-

2
-

1 本研究の目的

1) 多種多様な活動の展開を容認するべ き単位空間の 計画

と して ､ 単位空間の中で コ
ー

ナ
ー を 形成する の た めの要

件を提案すること

コ ー ナ ー が 活動 の 展開の ため の基盤とな っ て い る こ と

を明らか に し､ コ - ー ナ - 形 成が活動の 展開の 誘発に と っ

て有効 で ある こ と を示す｡ そ し て ､ どの よう に コ ー ナ
ー

を形成して い く べ きか の 要件を提案するo

2) ケ
ー

ス ス タデ ィ ( 保育施設
･

小学校) を通 して､ 多種

多様な活動の 展開を行為や場所の つ ながりから明らかに

する こ と

-

L1 に多種多様な活動の 展開とは い っ て も､ そ の括動

の 展開か ら計画論 へ 反映し て い くため には､ 何 らか の 規

則性を見い だす必 要が ある｡ 本研究では , 各活動の 展開

を行為の つな が りや 場所の つ なが り と い う切り 口 から分

析する こ とで ､ そ の 特徴を明らかにする｡

3) 保育施設
･ 小学校 にお ける コ ー ナ ー の 形成の ため に､

個別の問題提示
･ 提案を行うこ と

本研究は保育施設 と小学校の 2 つ の ケ
ー

ス ス タデ ィを

通して上記の 目的を達成するために行うが ､ 施設別の コ
- -

ナ
-

の 形成 の 指針も 合わせ て 明らか にする｡ 保育施設は

子ども の 発達 に伴う保育室の 環境づく り, 小学校は多様

な学習を行うため の 環境づくり の視点か ら ,
コ ー ナ ー の

形成の 指針を提案するo

- 3 -
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一

章 研究 の目的 と方法

1--･3 本研 究の 方法

1
-

3
-

1 ケ ー

ス ス タデ ィの選定

本研究は､ 活動の 展開を捉えるた めに､ 保育施設
ト1 )

( 幼

稚園 ･ 保育園) の自由保育時の活動と小学校の 授業時の

活動をケ
- ー

ス ス タデ ィ として選定したo そ れ は以下の 2

点 の 理由が あるo

l つ 日の 理由は･､ 保育施設と小学校が共に コ
-
ー

ナ
- ー

を

豊富に形成し て い る施設で ある こ と で あるo

保育施設や小学校は , 子ども の 過ごす施設と して､ 子

ども の ′トさな ス ケ ー ル に合 っ た環境づく りを行うため に,

コ -
-

ナ
- ー

を形成する こ とが多い c また ､ 多 く の場合､ コ
- -

ナ - の 形成は保育者や教師など利用者の 手によ っ て 行わ

れ て い る. そ の た め･, 両施設の コ
-
ー

ナ
-

I
-

を 形成する際の

の 閉経意識
l'2'' * コ ー ナ ー の 利用を把握しやすい c

2 つ 目 の 理由は､ 両施設でプ ログラム の 有無
卜3)
と いう

視点か ら活動の 展開を据え るため であ る｡

本研究では､ 保育施設で は自由保育時の 活動､ 小学校

で は授業時の 活動を主 に取 り 上げるが ､ こ の 2 つ の 活動

はプロ グラム の 有無 と い う違いが ある｡ 保育施設の 自由

保育は子どもた ちが 自由に遊びに取り組んで お り, 任意

に個人べ -
一

ス で 活動が 展開して い る
'.4)

o
こ の た め保育室

で は不 特定の 子どもの 遊びを想定 しなが ら コ ー ナ ー を 形

成する必 要が あ る｡
一

方 ､ 小 学校 の 授業は､ 教師 の 指導

の 中で 子 どもた ちが学習を行 っ て おり､ 授業 と い うプロ

グラ ム に沿 っ て 集団べ
- -

ス で活動が展開して い る
1 ' 5 )

o そ

こ で は授業と い う大きな全体の 活動の 流れ の 中 で , 多様

な学習を行うた めに教室 周りに コ
- ー ナ - ー を形 成して い るo

こ の 個人個人が自由に活動を行う場合､ プ ログラム と

い う大きな流れ の 中 で 集団で活動を行う場合では ､ 空間

づ くり の 方向性は大きく異なるo よ っ て ､ こ の プ ロ グラ

ム の 有無による活動の 展開を捉え る ことで ､ コ ー ナ
ー ー

形

成 の共通点 ･ 相違点を明らか にする｡

ま た ､ 他施設 にお い て展開され る活動は ､ こ の プ ロ グ

ラム の有無に よ っ て 集約する こ とが で き る｡ そ の ため ､

他施設で の コ
- ー ナ - - 形 成 を横断的に捉える 上 で も こ の視

点によ っ て 活動を捉える こ とに意義があ る,
3

- 4 -

l
l

l) 保 育施設

保育施設ほ , 幼 稚園 と保育園 の両方の 施設を指す場 合に開 いて い るー また, 保育園

はl,E]
L. 重複祉法 で は保育所と定義されて い るが , 実際 にほ保育園 と称す る施設が 多い こ

と ､ 幼保一･一･･ 元化 が行 われて い るこ とな どをふま えて ､ 本研究 で は保育所 の こ とを保育

園 と称す る.
ン

l - 2) 問題意識の把握

コ.
- ナーーを形成す るた 捌 こ, 千 どもの活動を どの よ うに捉 えてい るか , また どの よ

うな方法 ,}JS あるか ､ な どの 問題意糸を把握す る こ とG ニコ､ - ナ L - の 使われ方を観察する

だ けでは ､ これ らの 深 い 視点 まで は捉 えるこ とがで きな い ｡ そ の ため ､ 実際 に利用者

が コ --チ - ･ を形成して い る施設で あれぼ ､ 利用 者へ の ヒアリユ ダな どL
'
'

_ よっ て ､ こ れ

らの 間確意識を把握で きる と考えた .
,

1
-3) プ ログラムの有無

施設に$3 i
.ナる括動の 自由度を考えた場合 ､ 個人が自由 に活動できる もの と. プロ グ

ラムな どに よっ て活動が制限されてL ･) る もの がある ,
こ こで い うプE3 グ ラム とはある

大きな活動の 枠組み があり, 段 階の手原 を踏 んで 活動を行 うという意味 で用 い て い るB

授業やイ ,-; ニ ト 執務な どの 活動 が これ にあた る｡ プロ グラムの用 爵は各時間 の̀ 施設

の 活動内容 を指す場合 に用 い られる こ ともあるが, 本研究で はそ の 活動内容の 中で 上

記の意 味に蔽当する活動に限定 して用い る .ン

この プu グラムの 有無L
'
'

_ よ っ て 活動 J:) 展開の 仕方は異な ると考えた.i そ
こで これ ら

の 2 つ の 活動を捉 えるた 馴 こ保育施設とJト学校 をケ
ー

ス スタディ として選定 した ｡

l- 4) 任意で行われる個人ペ
ー

ス の活動

r 任意で 行われる個人べ ･

･
-

ス の活動J とは ､ 個人がそれぞれの 目的 をもっ て 自由に活

動 を行う こ とを指す o それぞ れの 人が自分の 意志で 行う内容 を決 Li) るため ､ 主体的な

活動 であ るL , また ､ 個 人べ - - ス の 活動 で 法EfE, るが ､ 活動 を行う 中で グル ー ･ 7
p

を形成す

る場 合もありえる .
,

1
-

5) プロ グラム下で行われる集団ベ
ー

ス の活動

本研究 で ､
｢プログ ラム下 で行 われ る集団 べ

･ -

ス の 活動J とは , 複数の 人が 目的 を共

有 して 同じ内容 の 活動を行 うこ とを指す ｡ プ ロ グラムとい う制約が あるとい う意味で

は従属的な活動とい える ｡ 多く の場 合､ プ ログ ラム は集団で行 うもの であるため , 集

団ベ -ース で 活動 を行
､

う, ゝ



第
一

章 研究の 目的と方法

1 - 3 -2 本 研究 の構成

本研究の 各章の構成を以下に示す｡

第 2 章 で は, まず､ 保育施設
･ ′｣ ､ 学校 の コ ー ナ ー

の 実

態整理 を行い ､ 本研究で扱う コ
- ー

ナ -
-

の 定義を行うo 保

育施設､ 小学校における コ
ー ナ ー が 設定され て きた 歴史

的背景を概観し､ 各施設の 図面 を通して実際にみ られる

コ ー ナ ー

の 整 理を行うo そ し て ､ 実態整理 を通 し て コ
ー

ナ ー ー の 定義を行うo

第 3 章 - 6 章はケ -
ー

ス ス タデ ィ による分析を行う｡ 保

育施設 ･ 小学校を対象とした既往研究は共に数多く ある

が､ そ の 中で コ - ー ナ - ー の 使われ 方を論 じた も の は保育施

設で はは とんど行われ て い な い o そ の た め , 両施設で活

動の 展開を論じる前に､ まず第 3
- 4 章で は 保育施設で

コ
ー ナ ー

の 使われ 方の 実態を捉え る｡ そ し て第 5 章 で は

保育施設にお ける活動の 展開､ 第6 章で は 小学校 におけ

る活動の展開を明らか にし て い く ｡

第 3 章で は 保育室にお け る 1 年間 の コ
ー

ナ
ー

設定から

保育と コ - ー ナ - ー の 関係に焦点をあて るo こ れは保育者側

の 視点から コ
ー ナ ー の 使 わ れ方を捉えた も の で あ る. 煤

育室 では ､ 保育者が各 コ - ー ナ -
ー

を 設定 し て い る｡ 保育者

が コ ー ナ ー を 設定する際に は, 何 らか の 子ども の 発達や

保育に関する視点が内在 して い るo そ の コ
- - ナ - - を設定

する要因を読み取る こ と で 子ども の 発達と コ
ー ナ ー の 関

係を 明らか にするo また ､ 具体的な コ - - ナ - ー の 設 え方を

読み取る こ とで ､ ど の よ うな コ ー ナ ー

の 設定 の方法が あ

るか も明らか にする｡

第 4 章で は､ 子 どもの 行為と コ
ー ナ ー

の 設 え の 関係に

焦点 をあ て る. こ れ は子ど も側の視点か ら コ
- ー

ナ
- ー

の 使

われ 方を捉えた も の で あるo 子 ども の 年代別の遊び方の

比較 を通し て ､ 子 ども の 発達 に伴う遊び方の 広がり を読

み取 る/
) 使 わ れ方を据え る視点は, 各 コ

ー

ナ
ー

の 遊び行

為の割 合, 遊びの 分布で ある｡ そ して ､ 子 ども の 発達に

よ る遊びの 広が りと コ
ー ナ ー の 設え と の 関係を明らか に

する｡

第 5 章 で は､ 保育施設にお い て , 任意 で行われ る個人

ベ
ー

ス の 活動の 展開から コ -
-

ナ -
ー

の 使 われ方を明らかに

する｡ 自由保育中で は子どもたちは 自由に活動を行 っ て

い る｡ そ こ で 1 人 1. 人
の 遊び活動を抽出し､ 行為 ･ 場所

の つ な が りか ら活動の 展開を類型化する0 日由に活動を

行 っ て い るた め､ 多様な活動の 展開があるが･ ､ そ の 中で

とくに特徴的な展開の パ タ
ー

ン を明らかにするo そ して ､

遊び活動の 展開を行う中で ､ 保育室 の 各 コ
- ー ナ - ー

の つ な

がりに つ い て 明らかにするo

第 6 章では ､ 小学校にお い て､ 授業 の プ ロ グラム の下

で 行わ れ る集団ペ ー ス の 活動の 展開か ら コ ー ナ
ー

の 使わ

れ 方を明らか にするo まず ､ 授業中で行わわる学習活動

を抽出し､ 類型 化する. そ し て , 学習活動の展開が行わ

れ る中で 教室 ･ コ - - ナ - ー ･ O S の 異な る場所の利用特性を

を読み取る ｡ 特 に集団で プロ グラム を行う 中で ､ ど の よ

うな活動単位の 変化があり､ そ れ に伴 い 各場所を使い分

け て い るかを明らかにする｡

第 7 章は本研究の 結論を述 べ る｡ まず ､ これ まで の分

析結果より得られた成果を施設別に整理 し､ 各施設で の

計画の指針を提示する. そ し て , 研究 の 成果をよ り
一

般

論 へ 展開し､ コ
- -

ナ -
ー

を形 成する際に どの ような要件が

必要とされ るかを提案する. ま た こ の 要件の他施設 へ の

応用に つ い て も提案する｡

- 5 -
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ナ
ー 設定 の

一 年間 の 変化

･ 保 育室の I El の保育のi75 れ

･

保 育室 に おけ る コーナー設定の 外的雪国
･ 保 育望における 1 年間の コーナー惣買
･

保 育計 画に 叢?- ( j - ナーの ねらい
･

まと め

第四 章 二 子 ど もの 遊び 活動の場面か らみ る

コ
ー

ナ
ー

の 利用 特性 とそ の 要因

丁 保 育皇 ･ テラス における逝び行為の 分類

･ 遊 び行為 の割 合か らみ る コーナ- の 専用性と汲用性
･ 遁 t[

'

行為 の分 花からみるコーナーの 専用
･

装用世の 要因

- まとめ

第五 章 : 子 ど もの 遊 び活動の展開か ら み る

保育 ス ペ ー ス の 構成

L

遊び着動の 展 開と遊 び着動 の類型 化

･ Zj5空 しr=i凌び 活動 タイプの 特徴

･ 遊び孟動 にお ける遊 びの展 尉倫

･ 遊び舌動の展BJ からみ るコーナーの つな がリ
･ ま とめ

第六 章 : 授業 中の 学習活動 の 展 開か らみ る

学習 ス ペ ー

ス の 構成

･ 学智者軌の 月聖化と空間空足

･ 宇宙溝助に おける コ- ナー
.

O S の利用特 性
L 苧 智活動の 展開に伴う筆雷ス ペース 内の 使い 分け
･

宇富里FP) に おける学習薦旦九の 領l或

･ まと め

第七 章 : 結論

･ 官給の 構成

･ 保育施設 ･ /j＼学校rこおける研究の 成果

. コーナー形成 の 要件
･ 不凍究の 知見の 他施設錘 へ の応用 に向け て

･ 今後の 展開

図 1-1 研究の フ ロ ー
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1
-

3
-

3 用語の 定義

コ
ー

ナ
ー

コ - ナ - とは ､ 他の 空間と連続するよう に形づく られ

た場所を指すo コ - - ナ - ー は 角地と い う意味で も用 い らわ

る こ とが多い が､ 本研究 で はそ の ような 意味で は なく､

特定の 場所の 意味で用 い る o 詳 しくは第2 章で定義するo

ま た, 保育施設で は各 コ
-

ナ
一 に 名称を つ け て い るo

そ の 名称を表す場合は 【製作 コ -
-

ナ -
ー

】 (例) と表記するo

複数の コ
ー ナ ー

を 指す場合は 【製作 ･ ま ま ごと コ ー ナ ー】

と 【 】 内に複数の コ -
ー

ナ - ー の 名称を含め るc

コ
ー

ナ
ー

形成/ コ ー ナ ー 設定

コ ー ナ ー を 空間内に家具などを用 い て 形 づく る こ と｡

本論中には コ ー ナー- 形 成と コ ー ナ ー -

設定と い う 言葉を用

い て い るが , 同 じ意味で ある o
コ ー ナ ー

形 成はよ り計画

的な 意味と し て ､ コr-I - ナ - ー

設定は施設の コ
-

-
- ナ - -

の 実態

を示 す意味で 用 い て い る o 第 1 章と第 7 章 で は コ
ー ナ -

形 成を ､ 第 2 -

6 章で は コ -･- ナ - -

設定を用 い て い るo

保育施設

保育施設は, 幼稚園 と保育園の 両二方の 施設を指す場合

に用 い る｡ ま た ､ 保育園 は児童福祉法 で は保育所 と定義

され て い るが ､ 幼保 一 元 化が行われ て い る こ とから幼稚

園に対する用語 と して ､ 本研究で は 保育所の ことを保育

園と称す るo

保育者

保育施設で は保育を行う者の 名称は､ 幼稚園 で は教師､

保育園で は保育士 と異な っ て い る｡ 本研究で は ､ 教師や

保育土 を ｢~保育者_
J と統 一 し て称するo

保育ス ペ ー

ス

幼稚園や保育園 の 保育室 とそ の 前面の テ ラ ス を含めた

ス ペ
- -

ス を指す o 保育施設で は 主に コ
- ー

ナ
- ー

を 保育室内

に設定して い るが ､ ま れ にテ ラ ス で も設定し て い る こ と

が あ るた め ､ 保育室 とテ ラス を含めた ス ペ
- ー

ス を保育ス

ペ ー

ス とするo

遊び行為

遊び行為とは , あ る時間断面で 捉えた静的場面の 遊び

をい うo 本研究で は､ 2 .5 分お き の ビデオ調査によ っ て遊

び場面を抽出して い る｡

遊び活動

遊び活動 とは ､ 関連する遊び行為の ま とまり ( 総体)

を い う｡ 2 .5 分 お きに抽出した場面を時間軸上に並 べ て捉

え る と､ 遊び行為が連続 して い る こ とがあるo そ の 連続

した遊び行為の総体を 1 つ の 遊び活動と して い る｡

遊び活動 と遊び行為の 関係は ､ 全体 とそ の 構成要素で

あ る
｡

学習 ス ペ
ー

ス

小学校の 教室 とオ
ー ー

プ ン ス ペ ー

ス を含めた ス ペ - -

ス を

指す｡ 小学校の 授業は 教室 以外に もオ ー プ ン ス ペ ー

ス で

行われ る こ とが あ るため ､ こ れ ら の 空間を指す場合には

学習ス ペ ー

ス を用 い る｡

オ
ー

プ ン ス ペ ー

ス

オ ー
ー

プ ン ス ペ - ー ス と は ､ 小 学校 で 多様な教育 ･ 学習を

行うた め に故室 に隣接し て 設置された ス ペ -

ス ｡ ワ ー ク

ス ペ
- -

ス や多目的ス ぺ -I- ス と も呼ばれ るが ､ 本研究で は

オ
ー

プ ン ス ペ ー ス に統
一

す る｡ 多目的ス ペ ー

ス の 補助制

皮 (1.
9 8 4) が 定め られ て 以 来､ 多 く の 小学校 で オ ー - プ ン

ス ペ
ー

ス を有し て い る｡

学習活動

授業中に行われ る活動を学習の 内容 ･ 進め方によ っ て

分類 した個別の 活動o 本研究 で は,
一

斉授業, 発表､ 話

し合 い ､ 演習 ･ テ ス ト､ 実習 ･ 作業, そ の 他 の 6 つ の活

動に分類して い る｡

学習単位

個 々 の 学習活動を行 う集団の 人数単位o 本研究 で は ク

ラ ス ( 学級全員) ､ グ ル ー プ ( 2 - 8 人) , 個 人 ( 1 人)

の 3 つ の 単位に分類 して い る ｡

- 7 -
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章 研 究の 目的と方法

1 4 既往研究 の 整理 と本研究の位置づけ

1
-

4
-

1 本 研究に関連する既往研究の整理

本研究に関連す る研究論文 を､ 主 に 日本建築学会計画

系論文集か ら選び出し､ ｢ 保育施設に関する既往研究｣ ､ ｢ 小

学校を対象とす る既往研究
_.
ト l
~
子 ども の 空間認知を対象

とする既往研究｣ に分け て整理 した ｡ 選定 した論文を図

i-12 ､ 図 I- 3 に 年代順に示すo 以下にそれぞれ の既往研究

の 貴重な成果の概要を簡単に述 べ る｡

1
-

4
-

2 保育施設における既往研究の概要

1) 施設計画 を主題とする研究

こ こ で は, 主 に施設全体の 計画に つ い て 論じ て い る既

往研究を取り上げる o
こ才1 ら の研究にはr 夜間保育所._

トr
~
他

施設 と複合化 した 保育所｣ , ｢ 幼保
一

体 型施設｣ など
一

般

的な保育施設とは異な り施設水準が 低い施設に着日した

も のが あ る o

少子 化に伴う子育て の社会的 ニ
ー ー ズ の 高まりか ら ､ 施

設サ ー ビ ス の 多様 化が求め られ て い る ｡ 特 に保育園は､

夜間保育所や他施設種の複 合化した保育園な ど､ 保育サ

ー ビス の 充実化を図 る こ とで 多様な施設形態がみ られ る｡

し か し､ そ の- 一

方 で施設水準が低い ま ま運営され て い る

施設も少なくな い ｡

北浦
･

萩原
･ 木下ら(0 3--0 4) に よ る r

~
夜間保育所の 施

設整備に関す る研究
1~-6)｣ で は ､ 夜間保育所 とし て は 生活

面の 環境の 充実化が必要 と明らか にし つ つ も ､ 基本的に

は通常の 保育所と同様な 環境を用意す べ き で あ る こ とを

明らか に して い る｡ ま た ､ 小 池 ･ 定行(0 6 ) に よ る Ⅰ
~＼
保育

所の 他施設との 複合化に関する研究(0 6)
l~7)J でtま ､ 他施

設種と複合化 した 園は ､ 既存 の 施設 を改修して 利用する

ことがおお く子どもの 身体ス ケ
ー ル に適し て い な い こ と,

十分な 園庭を とる こ とが で き て い な い な ど の 課題を明ら

か にし て い る,
3

近年で は ､ 幼稚園 と保育園 の---
･

元 化が進め らわ て おり ､

幼保
一

体型施設で あ る認定 こ ども園
1~毎'' が 2 0 0 6 年 1 0 月

か ら誕生 した o 山 田 ･ 上 野 ら(0 6) に よ る r
L
幼保

一

体型施

設の 研究
ユ~9 )

'

｣ で は ,
こ の 施設 の現況をア ン ケ

- 卜か ら整

理 し､ 施設の 課題点を明らか にし て い るo

- 8 -

l - 6) 夜間保育所の施設整備 に関 する研 究 : 文 11l - 113 )

北浦かほる
･

萩原美智子
･ 木下 恵津子

. 木 下千絵 (0 3- O 4) は夜間 保育所の 施設計画

に関 する 一

連の研究 で , 2 1 園の夜 間保育所の 詳細な実態調査 から遊 び空間
･ 生活空間

に必 要な条件 ､ 施設形態 による空間 の 構成の 特徴 につ い て 明らか に し､ 最後 に夜間保

育所 の 保育環境整備を示し た E, そ の 中で 氏 らは､ 夜間保育所で は生活空間 の整備が 全

体 的に未整備で あ ると指頼 して い る, ､ 生活空間 の 整備 は ､ より家庭的な保育 を行う た

L
V) に 少 人数 グルーー･ プを対 象 とす る小 空間構成 の 施設計画 が望ま しい と述 べ て い る ｡ 宏

た, 遊び空間の 整備は､ 通常 の保育所 と共通する テ
ー

マ で あ () ､ 特に ｢墓内環境 のセ ッ

ティン グ
.
卜 ｢墓内外空間 の 連続 粗l ､ r 走り回 れる 外部空間.

1 の 条件が現 状の 夜間保 育

所にほ充 足され て いない こ とを述 べ て い る ｡

l
-

7 ) 保育所 と他施設 の複合 化に関する研究 : 文 1 4 )

小池孝子
･

密行 まり子(0 6) は ､ 東京都 内の複 合塑の 認可
I A 型認証 保育所 へ の アン ケー- ～

ト調凄 か ら､ 保育所 が他施設種 と複合化す る こ とに よるメリ･:) ト ･ デ: I { リ
L
, トを把握

し､ 施設の 現況 と練薙 を明らか に L た 】､ 民 らは ､ 高齢 者施設な ど(D 公共 施設 との 複合

化で ほ併殺す る施黄との 交鴇や利 岡な どの メリ ッ トがあるが . 居住施 設 とU-) 複合の場

合は住民 との交流 はそれほ ど行 われなく デメリ
,

ソ ト面が大 きい と指 摘して い る｡ そし

て ､ 既存の 施設を改修して 利 喝す る こ とが多く干 ど もの 身体 スケ, - ル に適して い ない ､

十分な園庭をとる こ とが で きない ､
A 型諸証保~脅所 の 整備課愚として 挙げて い る )

1
･

8) 認定 こども圃

幼稚園 と保育 園の 両機能 ､ 地 域 にお ける子育 て支 援を実地 する機能 を備えて い る施

設の こ とをい う ｡

_
,)) 子 化や待 機児童の 増加 に伴う幼保

一 元化 に向けた取り組み によっ

て
,
2 0 0 6 年 1 0 月か ら蕗定 子 ども園 の 制度が始まっ た ぅ 都 道府県(= よる独 白の基 準を

満たす こ とで 諸定され るー そ の た 棒寒 露可の 保 育園や幼 稚園で も諸定 を受 け る こ とは

可能で ある )

1- 9) 幼保一体型施設の 施設整備 に関する研究 : 文 1- 5)

(11田あすか
･ 上野浮

･

樋宿綾子 ( 0 6) 紘 , 幼保･--一･･棒型施設 L

'

D 施設計 酎 こ関する研究で ､

全国 の 幼保---
･ 体型 施設 へ の アニ ケ - ト調香 ( 有効回答数 1 1 1 ′′3 (.

:)0 ) . 5 蘭 の 観察調査

か ら ､ 幼保･一体型施設 を運 営 ･ 建築 形態
･

縫 繰か ら*.型
化 を行 t, ) , 施設 i7) 問題 ･ 課題

点 を明 ら ,

j
J りこした ｡ 民 らは ､ 幼稚園 と保育園 が

一

体化 する 理由は
'

9 干 化に よる閲!,
t
! の

減 少に よる もJ
T

) で あるこ と ､ 幼稚園児 ･ 保育園児の 交 流iま主 に運営や 建築 形態Fこ凄く

反 映さf? L てし j る こ とな どを指摘 して い るー また , こ の 研究で 依 っ て い る施設ほ認定子

ども園以外 u) 幼稚園 と保育 園の両 横能 を備え て い る 施設も含薫れて い る J
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2) 単位空間の構成を主題とする研究

こ こ で は ､ 主 に ､ 保育室 の 構成や使われ 方を論じ て い

る既往研究を取り 上げる｡ こ れ ら の研究では ､
｢ 食事 ･ 午

睡な ど の 生活括軌ト r 終日 の 保育活動の時間的特性
_
h r 生

活習慣行動｣ な ど各保育活動に着目した もの がある.

食事 ･ 午睡な どの 生活活動に着日 したも の とし て ､ 小

川 ･ 石 井 ･ 斉藤ら(7 9 ) に よ る ｢ 保育室の機能分離に関す

る研究
ト1 机

_
h 青木 ･ 河野 ･

竹下
･

北岡(8 0一-8 4) に よ る r 保

育室の 平面用途の 分化に関する研究
1- l l )｣ が あ る｡ こ才1 ら

の研究では ､ 特 に食事
･

午睡 の 保育活動の 移行に着日 し､

保育室を い く つ か の 小 さな 場所に分節するこ と の 有効性

を述 べ て い る｡

ま た ､ 食事
･

午睡活動で は 子ども全員に対して 保育者

の補助が必要で ある こか ら ､ 保育者の負担も少なくな い ｡

こ の 視点か ら , 青木 ･ 竹~~~F (8 5 ) に よ る ｢ 乳児保育室の集

団編成に関する研究
i- j･
2 )
J で は食事や午睡時の 保育者の負

担を軽減するた め の 集団編成と し て , 小規模単位の 保育

が望まし い こ とを指摘して い る｡

保育活動全体に着目 した も の には, 藤 田 ･ 山 崎(0 6) に

よ る ｢~保育活動の 時間的特性に関す る研究 卜
1
L?I)

._
l が ある o

全活動の 中で も､ 特 に自由保育の 活動に着目し､ 保育室

以外の 場所に魅力的な 空間を用意す る こ とが子ども の遊

ぶ場所の 選択性を与える こ とを明らか にして い る｡

ま た､ 保育室 で は遊び ･ 食事 ･ 午睡活動の移行の 合間

には活動の 準備 ･ 片付け ･ トイ レな どの 行動がみられる｡

宮本 ･ 中尾(0 7) によ る 【
ー
園児の 生活習慣行動の研究

卜
I
1
4
,
i
,

=
l

で は､ こ れ ら の 行動を 生活習慣行動 と位置づけ, 保育室

周り に道具置 場や トイ レな ど の サ ブス ペ - ー

ス を構成す る

モデルを示 し て い る.

1
-

1 0) 保育空間の機能分載 に関する研究 : 文 1 1 6 -

l
-

8)

･L J rl信子 ･ 石井順子 . 斉藤幸子 ･ 梶 島邦江( 7 9) ほ, 保育空間 の機能分離に関する
一

連の研究 で ､ 乳児 と幼児 の た 時の 空 間の 分離､ 食事と午睡 の 場所の 分離 の有効 性を示

して t ･ 1 る ｡ 民 らは乳獲で は基本的生活を中心 とした多様な活動が行 える
一 室 空間 . 幼

児 で は活動の 質的分叱に対 応した空 間が望 ましい と結構し て い る ｡ さ らに食事から午

睡 まで の 移行時間 に着目し . 食事
･

着替え
･ 午睡 に おけ る壁間の 使われ方のパ タL-

- ニ

を分析す る こ とで ､ 食事と午睡 の壕 の分鞭が有効 で あ るこ とを明 らか 巳 して い る｡

1
-

l l) 保育室の平面用途の分化 に関する研究 : 文 1
-

9 - 1
-

1 2)

青木 正夫
･

河野 泰治
･ 竹下輝和 ･ 北岡俊郎 ( 8 0- 8 4 ) は, 乳児保育墓の 平面 伺途 の 分

化 に 関する 一

連の 研究で , 詳細な 範寮調査
･

分析を通 して , 3 歳末満児 の保育は集団

的な保 育が支配的 で あるこ と､ 食事や午睡 な どの 保育活動が 連続L て 移行 して い く こ

と を明 らか に たー そ して , 保 育が スム､-- ズ に 行わ れるた めには ､ 保 育室 を行 為の場 ､

次の 行 為の 準備の 場 , 保育が移行す る
一

時 的な間 に子 どもたち を移す ｢ 逃げ の空 間｣

に 分け て 構成する こ とが必要で あるこ とを述 べ てし jる ｡ 安た ､
こ れらの 自らの 知見を｢逃

げの 空間.1
を備え る実際 の保育宝で 検証 する こ とに より ､ 知見 の有効性を示 して い るo

l
-

1 2) 保 育室 の* B]細 成に関する研究 : 文 1-1 3 - 11 1 4 )

青木正夫
･

竹下輝和( 8 5 ) は , 保育室 の集団編成 に関 する
一

連 J) 研究 で ､ 当時 , 乳児

の ク ラス集団構成は年齢に よっ て 大 保育室単位が 主流で あ T' た中で ､ 月齢による酪期

組 t

後期絶 と した小規模単位 の 保育単位 が有効 で ある こ とを保育士 の 疲才1 喪 を測定 す

る こ とで 明らか にした ¢

l
-

1 3) 保育活動の時間的特性 に押する研究 : 文 1- 1 5)

藤田大柿
･ 山崎俊裕(0 6) 紘, 保育活動の 時間的特性に関 する研究 で . 幼児 5 6 名 u-)

追跡調査か ら保育活動の時 間比率や鋳動場 所の 実態 整理 を行 っ たD 特 に子 どもが自由

に 遊ぶ 自由保育に 着日し て おU , 保育皇以 外の 場所 に 魅力的 な空 間を用意す る こ とが

子 どもの 遊ぶ場所の 彦択性 を与える と述べ て い る ¢

1- 1 4) 園児の 生活習慣行動に関する研究 : 文 I11 6)

宮本文 人
･

中尾友子( 0 7 )邑ま園児の 生活習慣 に 関わ る行動に 着目し て研究 を行 っ て い

る ク 生 活習倍行動とは準備 ･ 片付け ･ 身支度 な ど毎 日繰 f) 適 さ才It る行動 で ある｡ 民 ら

は生 活習慣 )) 行動 で は下足頼､ 荷 物麿壕 , 道具置場 , トイL･- ､ 手洗 い 場が よ( 利 昭さ

れ て い る こ とを明らか に し､ こ れらの 場所 を生活支援空間 と位健 づけた . そ して生 活

習慣 の 行動 の行 われ方 をいく つ かの パ タ
､

･
-

ン に整理 し､ パ タ-- ニ別 に生活支援空 間 と

保育室 の構 成の モ デルを示した ｡

- 9 -
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3) 子どもと環境の関わりを主題とする研究

こ こ で は ､ 主 に子どもが自由に遊びを行う自由保育の

中で ､ 子 ど もの 遊びと環境と の 関わり を論じ て い る既往

研究を取り 上げる ｡
こ れ ら の 研究 で は ､ こ の 年代の 子ど

も の 遊び方 には心身の 発達面が強く反映され て い る こ と

か ら､ 遊びを通 して 子ども の 発達の 特性 を明らかに し て

い る こ とが多い o

村井 ･ 長橋(9 8) は ､
｢ 子 ど も の 探索行動に 関す る研究

トユ5)

._
l で ､ 子 ど も の 発達には探索行動が重要で あると位置

づ け､ 探索行動を促すた め の 物的環境を 明らか に し て い

るo

子ど も の 人 間関係の 発達に着目 した研究 には ､ 佐藤 ･

高橋ら(0 2一-0 4) に よ る l
一
子 どもの 社会性の獲得に関する研

究
I-1 7 )｣ , 岩 下(() 1) に よ る ｢ 障害児 と健常児の 交流に関す

る研究
ト

1

i 6 )

__
l が あ るo 保育施設は子ど もが初めて他者との

関わり を意識 して 過ごす 施設で あ る こ とか ら､ こ れ ら の

研究では子どもが他者と関わ る場面の 詳細な分析により､

子 どもの 人 間関係の 構築す る ため に用意す べ き物的環境

を明らかに して い る｡

子ども と保育者の 関わり に着目した 吉田 ･ 森(o 6) によ

る r 自主創造的遊びに関する研究
i-1
1
L8 )

ー
j で は ､ 保育者と子

どもが 関わ る場面を通して ､ 物的環境の 中で も保育者に

よ る環境の ア ブ オ
ー - ダ ン ス の 活用 , そ の ため の 施設環境

づく りが必要と述 べ て い る｡

I.
上旧】 ･ 上 野 ･ 登張(0 4-･0 6) に よ る ｢子 どもの 居場所に関

する研究
1 1 9)
｣ で は ､ 子ども の遊びに関わ る環境の 要素を

人的 ･ 物的 の 両面か ら総合的に論 じて い る｡ 氏 らは 園全

体で 子どもの 活動場面の 成立に 関わ る物的
･ 人 的な環境

の 要素を明らか にして い るo

ま た , 保育施設に関す る研究で はな い が ､ 仙 田ら によ

る r 遊び環境に 関する
一

連 の 研究
1~2 0)J は ､ 子 ど もと環

境との 関わ りに つ い て 大きな成果を挙げて い る. 民 らは ､

子 ども の 遊びの ため の 環境を市街地
･

集合住宅
･ 小児病

院などの 様々 な ケ
ー

ス ス タデ ィ で 論 じて い る ｡ 研究対象

に よ っ て 問題設定
･

分析方法は異な るが ､ 基本的な考え

方 とし て ､ 子 ども の 遊び 空間に は 6 つ の 原空間があ る こ

とを述 べ て い る｡

- 1 0 -

l
-

1 5) 子どもの探索行動 に関する研究 : 文 1
-

1 7)

村井巌裡 ･ 長 橋純男 ( 9 8 ) は ､ -
=

f
- ども探索行動 に関す る研 究で ､ 探索行動 が子 とも L

'

D

良好な心身の 発達の た めに重 要で ある と位置 づ け ､ 探索行動を促 すた めの保育 環境 の

要素を主成分回帰 分析か ら明 らか に した.; 民 らは特 に･
=

j
:･

どもの 良好な発達の た 糾 :二は

園庭が重要な役割 を担う こ とを示 して い る ー

i
-

1 6) 障害児と健常児の交流 に関す る研究 : 文 l
-

1 8 )

岩下将務( 0 1) は､ 障害児が 普通 学校
･

学級 の 中で 教育
･ 生活が行 われる ぺ きとい う

上11t (醤r at io n の 観点の 高まりか ら, 障害児 と健常児 の交流 の 重要性 を棺桶して い るo 民

らは障害兜が 保育園 に訪 問 して健常 児 と
一 緒に 遊ぶ交流 保育 を取り 上 帆 障育児 と経

常児の 交流す る場面 の詳 細な分析から , 砂場 や築LIJな どの
=

チどもが多 様に 遊び を展開

できる場所 で 両者の交流 がみ られて い る こ とを明 らかにし てい る 心

1- 1 7) 子 どもの社会性の捷特 に関す る研究 : 文 111 9 - 1
1

2 0)

佐藤将之
･

高橋Bt 志
･

西 出和彦( O 2･ 0 4 ) は ､ 子 どもの 社会 性獲得 の
一 連の 研究 で ､

ビデオ *
_
ま ラを用 い た個人の追跡調査か ら､ 連び グル

L

-
:

j の 人数 が推 移して いく場 面

を抽出
･

分析す るこ とで ､ 子 どもの 友達関係 が括集されて い くた めに必要 とな る物的

環境 の 要素を述べ てい る ｡ 民らは , 友達関 係が発展L てい くた め(D 要素として ､ 複数

の 遊びが 同時に行 われて い る こ と､ 視覚
･

聴覚のつ ながり ､ 全体 の 遊び を見通せ る均

所な どを挙げ て い る t､ また･-
一 度遊びか ら離 打てr ボ ー

つ と見渡す r 傍鶴｣ の 行為盲ま--
-

舵

的 に軽視 され がちであるが , 社会 性獲得 の たゆ に全体 の 遊び を見渡す こ とは重 要な行

為 と意味づけてい る 仝

l- 1 8) 子 どもの 自主創造的遊び に関する研究 : 文 1
-

2 1)

吉田祥子 一 森傑(0 6) は ､

;:

i
- どもの 自主創 造的遊びに関す る研究で ､ 3 歳 児の 遊びと

そ の コ年後 の子 .t
'

もの 遊び の 比較 分析を通
1

L.
h

TI . 保育 者と子ども ､ 子 とも同士 が関わ

る場 面に着目し ､ 子 どもと保育者J) 双方 が豊か な遊びを楽 しむこ との で きる施設デザ

イニ の あり方を検討 して い る 】､ 自主創造 的遊び とは ､ -
=

f
･ どもが湊健脚 に環境 との 闘わ

り を捉 え他 者と協働して 運ぶ こ とを指 して い るo 民らは他者との 協衝 の 中で も特に 干

さ三もと保育者との 協同 に着E= ノ て お り ､ 干 どもが自主創遠的に運ぶ た 捌こは ､ 保育者

が構築環境 の アフ す･･
- ダ ン ス を活用 で きるた めの 施設環境デザ イ ンの アプロ 十 声が必

要と述べ て い る 仝

1-1 9) 子どもの居場所 に関する研究 : 文 1- 2 2 - l1 2 4)

山由あすか
･ 上野淳

･

登張故 夢( o 4- L1 6 ) 紘 . 保育園 内の 子 どもの 居場所L'
'

_ 関する----･

連 の研究 で ､ 千 どもの 追跡調 査か ら抽出した活動 場面 の詳 細な分析 を通 して ､ 年齢段

階別 の子 どもの活動の 特性 ､ 活動場面の 成立 に関わる 人的
･ 物的の 要素 を明 らか に した .

民 らは､ 干 どもは 年齢が上がる とともに括 軌範曲が広が
e
J ､ 活動時間が長くな るこ と､

また保育士 や園児な どの 人の 要素 , 場 所や遭其の 要素の 関わりが強< なる こ とを指摘

して い る ｡ そ して , 3 日間 計3 年間に 渡り子 どもの 居場所を把握す る こ とで , 千 ども

の 居場所 には反復性があり ､ 年齢段 階で 反復牲 に特徴 が諾
L
, るこ とも明らかに してい る (

.

l12 0) 遊び環境 に関する研究 : 文 1
- 2 4 - 1- 3 5)

仙田浦ら(8 1-0 5) は ､ 子 どもの あそび環 境 を切 }) 口 とした
一

連の 研究 で ､

==f - どもの

遊びを観点か ら施設計画 や地域計画 を提示 して い る｡ その 研究対象 ほ市街地
･

集合fli･:

宅地 ･ 小児病院な ど幅広 い o 研究 対象 で Fこよっ て 分析:方法は 泉なるが , 藍本的 な考 え

二万として 遊び の原空間があ るb G,
I ,( の 願空 間 とは子 どもの あそ び財 産に必要な 要素 で

あり ､ 自然 . オー- プニ ･ 遭 ･ アナ･-- キー
ー

･ アジ ト ･ 遊具の 6 つ の スぺ--
- スが ある と述

べ て い る6

市街地で の遊び環境 の 研究で盲も 採集し た遊び場 を 4 つ の 卦 こ
.
'

rI 類 L , ･1 つ J) 型の

遊び場 に関 して遊びの 原空間 との 関連やそ の 遊び場力号成立す る条 件 を明 らかに して い

る ｡

小児病院で の選び環 境 の 研究で ほ , テ ど もの あそび環境か らみた小 児病院の 計画 を

論 じて い るo その 中で 氏らは､ 干 どもの動 的
･ 静的遊び を展開 で きる 場所 と して プレ

イルー- ムや ナ LI - ス ステ･･ - シ ョ ニが重 要な空間 で ある こ とを喝らか に して おり ､ こ(l ら

の 空間を中心と した病棟計圃
･

J) 要件を提示 し･
-

(= い る ー
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章 研究の 目的 と方法

1
-

4
-

3 小学校におけ る既往研究の概要

1) 施設計画を主題とする研究

こ こ で は ,
｢ 小 学校 の 複合化｣ ､ ｢ 学校開放による地域と

の 連携
..
J に つ い て 論じ て い る既往研究を取り上げるo こ

れ ら の研究で は ′J ､学校 を地域の核 とな る施設とし て 位置

づ け. そ の施設計画を論じて い るもの が多い ｡

小学校の 複合化に着目 した研究で は, 上 野 ･ 本野(9 7)

ら の研究があ る. 氏らは ､
l~小 ･ 中学校と地域公共施設の

複合化
1~2 1 ｣ に 関す る研究で , 東京都区部の複合化した ′.

ト･

中学校の 2 7 の 事例を､ 施設種や建築形態､ 運営 ･ 管理 の

面か ら詳細に分析 し, 主 に 小 ･ 中学校と地域公共施設が

相互交流する際の 計画課題を明らかに して い るo

学校開放によ る地域との 連携に着目した研究で は , 管

原 ･ 藍鐸 ･

i_
i
_J 田(0 7)

の 研究が あるo 氏 らは ､
1ー次世代に向

けた教育環境の 整備新指針 と方法
11-2 2 j｣ に 関する研究で ､

地域住民が参加する学習活動を取り上げ､ 運営 ･ 人材な

ど ソ フ ト の 視点か ら児童 へ の 学習効果を高め るため の要

件を明 らか にし て い る｡

2) 単位空間の構成を主題 とする研究

こ こ で は ､ 主に, 教室 ･

O S な どの学習ス ペ
ー

ス の構成

を論じて い る既往研究を取り上げるo 1 9 7 0 年代の ｢ オ
ー ー

プ ンプラン ･

ス ク ー ル｣ の 誕生, 1 9 8 4 年の 文部省による｢ 多

目的ス ペ - ー

ス の 補助制度J の発足によ っ て ､ O S を 有する

小学校は急速に普及して きた ｡ こ の () S の 普及に伴っ て ､

多様な教育方法を促す ため の 教室
･

O S な ど の学習ス ペ
- ー

ス の 計画論が､ 1 9 8 0 年代から数多く の既往研究によ っ て

展開され て い るo こ れ ら の 研究では ､ 主 に r 児童 の 学習

活動｣ , ｢ 教師の 教育方法｣ ､ ｢ 学習ス ペ
ー

ス の 計画動向｣ , ｢ イ

ギ リ ス ･ ア メ リ カな ど海外事例..1
な ど様 々な観点に着日

したも の がある ,
3

児童 の学習活動に 着目 した研究で は ､ 学習活動の展開

や学習活動の 場面を分析す る こ とにより, 教室 ･ () s の 使

わ才1 方を論 じた もの が多い o

上 野 ･

連(8 8-8 9) は ｢(:) S の 使 わ れ方の 研究
1`2 3'｣ で ､

O S 内の 校具の 配置か ら (二) S が 多様な場によ っ て 構成され

て い る こ とを 明らか にし て い る ｡
こ れ は ､ 当時､ そ れ ほ

ど利用が捉え られ て い な か っ た中 で ､ 詳細な ()S の 利用

実態を明らか に し て い る ｡ そ して ､
こ の 研究に関連して ､

l 12 1 ) 小 ･ 中学校 と地域公 共施 設の複 合化 に珂する研究 : 文 1- 3 6)
上野浮 ･ 本野純(9 7 ) は ､ 小 ･ 中学校 と地域公共 施設の 複合化i'= 関する研究で ､ 東京

都区部の 複合化した小
･ 中学校の 2 7 の事例 を対象に , 建集計圃の 特性 ､ 運営 ･ 管理 の

課題 を明 らか にした,コ 建集計画の特性は施設種類 ･ 建築形態 ･ 動線計画な どの 観点か ら,

運営 ･ 管理 の 課鳶 はス タ ッ フ の構成
･

学校開放
t

運営者の評価 な どの 観点 から分析を

行 っ てい る .
,
これ ら(D 分析の 結果 とL て ､ 民 らは , 生建学習 系の 施設 や高齢 者施設と

の 複合が 中心 で ある こ と. 学校専用 部分に動 線が入 F) 込 まない ようL
'
,

_ ア クセ
ス の分離,

ゾ･1
-

ニ ング計画が 行わ才1 て い るこ と , 管理 ･ 運営面の 課題 と して厳格な規 定や取り決

めが される こ とは やむ を得な い が ､ それが施設相互の 自由な利 用 ･ 交涜 を阻む側面が

ある こ とを述
. てて い るJ

l1 2 2) 次世代に向けた教育環境の 整備新指針 と方法 に的する研究 : 文 1-3 7)

菅原麻衣子 ･ 藍滞宏 ･

tLJ 田将 史((J 7) は ､ 地 域の教育力を生か した学習
･

交流活動 に

関す る研究 で ､ 地域住 民が参加す る学習活動 を取 り上Bず. 運 営 ･ 人材な どソ フ ト的な

視 点か ら､ 児妻 ･ 艶邑 ･ 地域住 民 の 主体的な活動参 虹 児塞 へ の 学習効果 を高めるた

め J-) 要件 を明 らか臣こして い る o 研究 対象 として い る 学習宙 掛ま､ 主 に生括 ･ 振 合学習

の 授業 ･ 交流 行事 ( 学習発表会
･ 文 虹寮

･

運動会) で あ るG その 中で , 民 らは ､ 児童

が主 体的に 活動 に取り組むた めには, 教員 ･ 地域住民 の姿勢 が重 要で ある と述べ て い る o

そ の た h
T
7

) の 要件 とL て ､ 地 域住民が 活動 の 運営
･ 企 画か ら関 われる よう に地域 と学校

との 協働体制づく り､ 学校 と地 域 (D 中心組範 ( 公民館を例 にして い る) ､ 地域 の 人材活

用の必 要性を挙げ てい る ｡

ト2 3) O S の使われ 方に関する研究 : 文 1
-

3 8 - 文 1- 3 9 )

上野浮 . 連建夫(8 8- 8 9 ) 紘 ,
｢ O S O) 使われ~方j の 一

連の 研究 で , O S を有す る7 校 の

小学 校を対 象 に校其 の醗匿や 児童の 学習の 観察に より､ O S ほ様々 な頓 に よ っ て 分節さ

れ て い る こ と. 授業中 u.) 学習が展開す る際 に こ れらの 場が フL･･ヰシ ブル に 使われて い

る こ とを明 らか に して い る ∴ 二J ) 研究は , 当時i まとん .ど() S の 使 われ方が把握 さわ て

い なか っ た 中で ､ 詳細な () S の 実態を報告し. て い る. ン

- l l -



第
一

章 研究 の目的 と 方法

倉斗 ･ 上 野 (9 9･0 0) に よ る r 学年ス ペ ー

ス の 空間構成の

研究
1--2 4 )｣ で は ､ 1 日 の 全活動の 実態を整理 し､ 各活動に

必要とされ る場や コr-
- ナ - - に よ る O S の 空間構成の モ デ

ル を提案して い る｡ これ ら の研究で は､ いずれ も O S に豊

富な コ
ー ナ ー

ー

が 形成され て い る小学校を対象と して い る｡

ま た ､ 当 時の 先進的な事例で ある打瀬 ′J ､ 学校 の 学習活

動 ･ 生活活動を対象とした研究 として ､ 田代 ･

長揮(9 8)

に よ る ｢児童の学習
･ 生活活動の展開の 研究

1.2 5)｣ や ､ 倉斗 ･

上 野 (0 1) に よ る r 打瀬小学校の 学年ス ぺ
- -

ス の 研究
1~2 6)J

が ある ｡ 打瀬小学校は 1 9 9 5 年 に設計され , そ の 斬新的

な計画案は建築の みな らず教育関係者か らも注目された ｡

上記 の 研究によ っ て ､ 豊富な コ
ー ナ ー が 形成され て い る

こ と, こ の コ - - ナ - ー が 児童 の 居場所や学習活動の 場と し

て よく利用され て い る こ とが ､ 明らか にされ て い る.

こ れ ら の 先進的な 事例や 豊富に コ
- ー ナ -I - が 形 成さ才1 て

い る小学校は､ 全国的には少数で ある｡ 多く の 小学校で は ､

画
一

的 ･ 均質的な O S が計画され ､ 従来通り の教室中心の

学習が行わ れ る こ とも少なくな い o こ の O S が 未整備な

小学校にお いて 学習活動の 実態を捉えた研究もある｡ 今

井
･ 中井ら( 0 0-() 1 ) は ,

｢ 学習 ス ペ ー

ス の 利用計画の 研究

11 2 7)
.｣
で は ､ 複式学級や小規模な 小学校を対象に ､ 学習活

動の 展開を分析L , , O S が 未整備な 小学校にお い て も個人

机の 配置を変えて 教室 内で多様な場を形成 して い る こ と

を明らかに して い る｡ ま た, 柳沢
･

柿沼ら(0 6) によ る｢ 家具
･

コ
- ー

ナ
- ー

の 使われ方の研究
1~2 8)J で は ､ O S が 積極的に使

わ わ て い な い 小学校を対象に､ 教師と協働して 実験的に

o s 内 に コ - ー ナ - を形 成して ､ 授業中の 学習活動 に対する

コ ー ナ ー の 有効性を検証して い る.

教師の 教育方法に着目した も の には 宮本文人らによ る

一

連 の研究が ある o 宮本 ･ 木村ら( 9 5) は ｢ 個 を 生かす学

習モデル の研究
ト2 9)
J で ､ 教師の 授業に対する考え方に基

づ き､ 学習 モ デルと コ
ー ナ ー

の 種類 の 関係を構造モ デル

とし て示 して い る｡ また ､ 宮本ら(0 2･･0 5) に よ る r
~
特別教

科の 授業方法の研究
I-3 (-u｣ で は ､ 理 科

･ 生活
･

図工 などの

特別教科を取り上げ､ 教師 の 環境に対する要望を把握す

る こ とで ､ 特別教科の ため の 学習ス ペ
ー

ス に必 要な物的

要素を明らかにし て い る ｡
また ､ 宮本 ･ 下倉(0 6 ) は ､

【~授

業におけ る 床座の 形態
l'3 1 )J の 研究で ､ 床座学習の効果を

- 1 2
-

1
-2 4) 学年ス ぺ

-

ス の空間構成 に関す る研究 : 文 l
-

4 0 - 文 1
-

4 1)

倉斗綾子
･ 上野浮(9 9-r)r)) は､ 学 年ズ ぺ-

- スの 空間構成 に 関する
一

連の研究 で , 児

童の 1 日の学習
･ 生 鮮舌戦の 実態 を明らか にし ､ 多様な コ

ー → ナ -

- の 形成 した学年ス ′く
- -

ス の構成 を論じて い る o こ の研究 でい う学年スぺ
- -

ス とは ､ クラス 及 び OS を含めた

1 つ の 学年ユ ニ ッ トを示 して い る.～ 5 つの 小 学校 の 観察事例 から コ ー ナ ー ー

の 形成状況 ､

学 習活動
･ 生活活動 の集 団編成別 の コ

- サ ー

の 使われ方に つい て分析L ており ､ 結論

として 学年 ス ぺ一- スにおけ るコ･
-

ナ
ゝ
- の 形成 につ い て提果しノた - 民らは､ こ の 提案ほ

1 つ の ダイ アグラムを示 して い るが､ 実際 には低
･

中
･

高学年によっ て構成 の 仕方ほ

鼻な るとも述べ て い る｡

1
-2 5) 児童の学習 ･ 生活活動の展開 に的する研究 : 文 1 - 42)

田代久芙 ･ 長滞泰(9 8) は､ 児童の学習 ･ 生 活活動 の展開 に関す る研究 で ､ 先 進的な

事例 として打 瀬小学校 を対義に ､ 1 2 名の 児童の追跡調査 を行い . 児 童の 学習
･ 生活活

動の広がりや行 為と場所の 対応関係 を明らかL-I_ して
い る b なお ､ この 研究で の 活動の

展 開は 主に 活動場所の広 がりや額域を指してい るu そ の 中で ､ 民らは , O S にお い て.

児蛮は 家具な どを空 間に馴染む手掛か りと してい るこ とか ら､ 家具の 殻えを含めた計

画 の必 要を指摘して い る ｡ また , 学年別 の 家具の 設えの 違い として ､ 座っ ての 作業が

多 い低学年で は背J) 低 い家具 の充実
･

床材の 配慮 , 高学年で ほ喝逮に合わせたコ
､ - ナ･

-

を形成で きるような融通性の ある家具の 同意す るこ と , を述べ て い る心

1
-

2 6) n 瀬 小学校の学年ス ペ ー

ス に押する研究 : 文 1-4 3)

身斗綾 子 ･ 上野 浮(〔)1 ) 紘 , 計画段階か ら囲 わっ て きた打泉小学校 に怠 ける∠1 年 間の

利用実態 を報賃して い る 仝 打 瀬小は画期的 な平面 プラン であり建轟の みな らず教育関

係者か らも注 目され て いた o 打漁小の 学年スぺ
､ 一

ス には, C .S . の 他 に G .S . . W .S . . M ,S .

の 3 タイ プの 場が あり , 兜妻の 人数増加や教 育方法の 変化 に合わせて 様々な形 で設け

られて い る こ とを述べ てい る ｡

l
-

2 7) 学習ス ペ ー ス の 利用計画に関する研 究 : 文 1 - 4 4 - 文 1 -4 5)

今井正次
･

中井孝 幸
･

赤絵光哉
･ 上 西其哉(O O-O l) は ､ 学習 スぺ

- -

ス の利 用計簡 の

一

連の 研究で ､ よ ?) - ･般的な小学校に お けるオ ー ープンス タ ー -

.
7V の シ ス テム を導入す る

ため の学 習ス ぺ
･ 一

スの 構成を論 じてい る｡ まず ､ 小学校 の複式学級に 焦点 をあて ､ 学

習活動における環境要或 の 整理 や授業の シミュ レ
- - シ ョ ニ を行う こ とで , 複式学級 の

場合､ 2 学年の ス ぺr- - ス の 他にさ らに第 3 の 学習 の 場所を教室内外 に設える こ とで ､

より学習校カ言上がりやす い環境 が提供 できると指括して い る ｡ 次に教皇
･ OS をもつ学

習ス ぺ - ･

ス (単 式単 軌 に焦点をあ て､ 学習 活動 の 進行 洞 時 ･ 展 開性) に 伴 う空間

設定や学年 による空間設定 の 相異を分 ,VT す るこ と で ､ 教皇 の レイアウトを工夫す るこ

と で異なる学習空間 に対応 できるこ と ､ O S で はグル ー

ープ活動
.

実習活動 に対応で きる

家具が各 クラス にまβ要 で ある こ とを棺桶して い る ,
, また ､ 学年 による相異で は ､ 自主

的な空間形成 につ いて 述 べ て 冶り , 高学年で は豪農の 柔軟な配催す る , 低学年では予

め家具で場 所を同意 する必要がある こ とを述べ て い る J

1
-

2 8) 家具 ･ コ ー ナ ー の使 われ 方に関する研究 : 文 1 - 4 6 )

柳沢要
･

柿沼雄
一 郎 ･ 華 美慧((16) 紘 , 小学校

I

D オ ー ー プン スぺ - ･ スの 家具 .

コ
- ー ナ ーー-

の 使われ方 に 関する研究 を行 っ てい る . その 中で ､ 氏ら枝 ､ オ ー サ プニ スぺ-- ス に新た

に 家具で コ
ー ナ ー ･ を穀定す るこ とで授業 での 使われ方に どの ような変 化がみられたか

を分析L て い るo そ
1

L て､ コ - サ ー - を毅定 す るこ とで W S を利用す る ことが多くな っ

たこ と ､ W S は教室 と連動して使うこ とが多い こ と､ 特に W S での利 岡特性は､ グ) ト
-

プ ･

個人で の利用 ､ 児童が席 を自由に#_
ぶ 自由学習 で の利用が多 い こ とを指播して い るむ

また .
この 研究 を通 じて 教師へ W S の 利用の 意 轟を高ゆら㌢1た こ とも重要な成果で あ

ると述 べ て い る｡

1-2 9) 個を生かす学習モ デル に関す る研究 : 文 1- 4 7)

宮本文 人 ･ 木村--･哉 ･ 山口勝 巳( 9 5 ) は ､ 個 を生かす学習 モ デルに関する研究で ､ 多

様 な教育方法 に対 応した O S の構 成 を明 らかにして い る o 教育学の 分野で は ､ 個性 を

生 かす 叔育を推進 するため に学習 モ デル を提案 さ(l て 畠
Pj ､ 宮本らは ,

こ才1 らの 学習

モデル を参考に 4 つ の 学習モ デル と5 つ の 学習指導 の 形態 を整理 して い る｡ そ L/ て ､

アンケ ､ - ト調査 よ () 把 握した学 習時 の コ･1
- ナ･-

一 利用 に関する教 師の 考え:方を基 に ､ 学

習 モ デル ･ 学習指導 の 形勝 とコ ､ - ナ L - 0-) 種類 との 関係を構造的 モデル として示 し､ 教

育力法 によっ て頒 LVI
) られる コ - ー ナ - -

の穣頼 長明らかにして い る



第
一

章 研究の 目的と方法

整理 し て ､ 空き ス ペ - ー

ス の 重要性を指摘して い るo

以 上 の研究で は､ 活動の 実態や教師の 教育方法な ど実

際の 使われ方 を分析する こ と で学習ス ぺ - 1

ス の 構成を明

らか に し て い る
｡
こ れ ら の 研究に対 し､ 平面計画の 特徴

から学習ス ペ ー

ス の構成を捉えた研究を以下にあげる.

O S の 有する ′J ､学校の 平面計画に着目した もの と して ､

上 野 ･ 原 田( 9 4) に よ る lー公立小 ･ 中学校の 平面計画動向

の研究
ト3 2'
-
'

｣ が あ るo こ れ は O S が普及し始めた頃の 小学

校の 平面計画 を対象に ､ 平面計画の パタ･-
-

ン を分類する

こ と で ()S の 特徴を明らか にし て い る｡

海外 の 小学校の 平面計画に着目 した も の には､ 上 野 ･

逮(9 2-9 ･4) に よ る ｢ イギ リ ス の 小学校の 学習ス ペ ー

ス の

構成に関す る研究
て13 3 J'
"
J , 鈴木 ･ 柳沢 ･ 上野(0 0) に よ る r~ア

メリ カの 小学校の ユ ニ ッ トブラ ンに関する研究
1~~3Li)｣ が あ

る｡ こ れ ら の研究で は ､ 日本と､ イギリ ス ･ ア メ リ カの

教育や 制度は異な る こ とを指摘しつ つ も､ イギリ ス やア

メ 7) カ の 小学校が ′J ､ 規模な場所や コ - - ナーーー を単位とする

学習ス ぺ
-

ス の 構成が ､ 日本 の 画
一

的な O S の 計画 にと

っ て学ぶ べ き点が多い こ と述 べ て い る｡

3) 子どもと環境の関わ りを主題 とする研究

こ こ で は , 休 み時間を 中心 とす る子 ども の 自由な行勤

と環境の要素との 関わ り を論 じた既往研究を取り上げる｡

こ れ ら の 研究 で は ｢ 学習 ス ペ ー

ス の 環境要素｣ ､ ｢ 屋 外空

間の 環境要泉1 に着目 した も の があ るo 環境の 要素には ､

柱 ･ 壁 ･

段差や家具 ･ 校異な どの 物的要素, 他者と の関係
･

グ ル ー - プな ど の 人的要素､ 植物 ･ 動物な ど の自然的要素

な どが挙げらわ る o

教 室 ･ () S な ど の 学習ス ぺ -
-

ス 対象に した もの と し
~

r ,

柳沢要(9 1-9 2) に よ る ｢ 子 ども の 行動場面に関する研究

ト3 5)

_
J . 伊藤 ･ 長滞( 0 2) に よ る 1 グ ル ー ー プ形成と居場所選

択に 関す る研究
ト3 6)
｣ が あ る｡ 柳沢(9 1-9 2) は ､ 行動 パ

タ ー

I
-

ン と物的環境のセ ッ トで あ る r 行動場面.1
に着日し,

ク ラ ス 毎の 行動領域や個人の 居場所が , 物的要素 (桂 ･ 壁 ･

段差 ･ 校異な ど) を手掛か りに形成さわれ て い る こ とを

明らか とし て い る｡ そ し て , 伊藤
･

長揮((.
) 2) は ､ 子 ども

の 居場所の 形 成に と っ て ､ 物的要素に加 え､ 子 ど も の友

達関係とも い う べ きグル ー プ間の 社会的な 関係も影響し

1- 3 0) 特別教科の授業方法 に関す る研究 : 文 1- 4 8 - 文 1- 4 9)

宮本文 人
･"b'畑順 也 ･ 伊藤 博明( 0 2- 0 5 ) は . 特 別教科 の 授業方法に 関 する研究 で .

教師の 個別的な授 業が行え るた姥) の , 特別教蓋 の 空間構成 の検討をi-L
:

f っ て い る｡ こ の

研究 で は､ 2 偏 に渡っ て ､
r理科｣ ､ r生 活

･

図画 工作｣ の 教科 を取り上げ てし､ る ,
､ 教師

へ の アン ケー→ トにより ､ 授業 の行 い 方を把握L. , 学習方法
･

学習蔚僚や環境
･

学 習場

所 の 3 つ の 観点か ら授 業方 法 の) 1 ク
ー

･ ン を整理 した.っ
この 授業方法71 ク ー- ン を設備 の

必要性 の 有無 によっ て 分類 して , そ れぞれ の特徴 を読み取 り, 学 習空 間 として 必 要な

ス ペ-
-

ス を明 らか に して い る仝

i- 3 1 ) 授業 における床座の形態rこ関する研究 : 文 11 5 0 一 文 1 1 5 1 )

宮本 文人 ･~~fI 愈玲子( 0 6-()7) は ､ 授 業 に鳥目る床座 の形 態 に関す る-1
一

連 の 研究 で ､

自由 に場所 を選択で きる床 座 で の学 習に 着目 して ､ 床座 を考慮 した学 習空間の あり方

を考察して い る n 床座の 学習場 面の写真 を､ 8 校 の訪問調査 . 雑誌や書類 ･ 小学校 L

,

D ホ -ーー
ムペ

ー

ジか ら収集L て ､ そ の 写其 を基 に床 座の 形態 の特 性や床座 に よる学習の 効果 を

明らか に して い る ｡ また ､ 次報にお い て , 床座で の学 習の 内､ 教師が 児童 に向か っ て

指導 す る形 の r 主体 ㌧ 一 客休 園倖J の学 習場 面を取 り上げ , さ らi': 詳細な分析を行 っ て

い る っ こ ららの研究 の 中 で , 民らは庶座を考慮 するた 捌 こは , 学習空 間k: おい て ､ 家

具 を配置しな い 空 きス ぺ･･
- スが特に重 要な意味 を持 つ こ とを述べ ､ 空きス ぺ

L -

ス の 設

え方 を提 示して い る ｡

1-3 2) 公立小
･

中学校 の 平面計 画動 向に関する研究 : 文 1- 5 2)

上野浮 ･ 原田耗( 9Ll = ま､ O S を有す る小
･

中学校の 平面計画動向の研究 で ､ O S を有

す る 2 7 6 O 枝 の 小 ･ 中学校 の プ ランを分析し､ O S の スぺ し 一

ス タイ プ ､ (-) s を含む平面

プ ランの タイ プを整理 し , 小 . 中学校で J) 平面計画 の特徴 を明らかに して い る 〉

l- 3 3) イギリス の小学校 にお ける字音ス ペ ー

ス の構成 に関す る研究 : 文 I
1

5 3 - 文 1- 5 4 )
上 野浮

･

運建夫( 9 2- 9 4) は､ イギリス の ,J t 学校 における学習 ス ぺ --ス の溝成 に関す

る
一

連 J) 研 究で ､ イギリ ス の 6 校 (D 小学校 を対 象 に ､ 学 習スペ
-

I-ス の 家具配 置 ､ 使

わわ方 の 実態か らイギリス (I ) 小学校 に おけ る学 習ス ペ ー

ス の塘成J:) 特性 を明らか にし

■て い る. , イギリス の 小学校で は ､ 小規模 な学習 コ
-

- ナ
一

に よっ て 学習ス ぺ- - ス全 体が

構成 されて い る こ と. そ の コ ､ - ナ ゝ - を大 きく まとゆる とB a s e ､ G e n e r ;i . P r a (1 i( I ll ,

A (
･

ti v it y の 4 つ の 場 を見 い だせる こ とJ)特 性がみ ら1 1 るこ とを明 らか に して い るD ま

た ､ コーーナ､1
-

の 撞頬 ･ 敬の 多 ざ､ コ･ - ナ し一の密度 の 高さがイギ i_
) スと日本で の 学習 スべ､I

-

スで 異な る こ とを明らかに して い る b 民 らはイギ リス と日本で は , 公教育の 穣本的な

速い が あると指摘しつ つ ､ イギリ ス の 小さ い ス ケ -ーー.
7L,(D 空間 を設 計当初か ら意 図的 に

創り出す計画 態度は 日本 の 画･
-

的 なオ
ー -

プ ン ス へ
-

･
-

ス (D 計画 にとっ て 学ぶ ぺ き点だ と

逮
/
<lてし) る ｡

l
-

3 4) アメリカの小 学校の ユ ニ ッ トプ ランに関す る研究 : 文 11 5 5 一 文 1 -5 6)

鈴木賛 - ･ 糊嘩 要
･ 上野浮(O O) 紘. アメリ +J の 小学 校の ユ ニ ソ トプ ラニ, に関す る研

究を待っ た っ 民 らは . アメリカの ユ ニ L

:' トプラ ン に は大きくク ロ-
- ズド型 ( 共有スぺ･･

-

ス 有無) ･ オーープ;- 壁 (:大規模
･

分節1 に分類 で き .
い ず才l のタイ プに おい て も クラス

集団 を確保するた めの設 えカキなさわ'T: い るこ と , クラ ス ル ー ･

ム 内 ･ 共有 スペ -ース には ､

デ ス ク ･

ワ
- ･ クの コーーナ

- ー を中心 に多様 な学習が 形成され て おり､ 面 積として も日本

と比較 して余裕 がある こ と､ を指輪して い る. )

また . 関連研究 として ア メ りカの 小学校 の変 遷に関す る研究 も行 ナ てい る, ､ 民 ら邑ま､

そ の アメリカの 小学校 の歴史 , 現在の 状況 を文献調 査 ･ 実地調査 を基 に報草 して い る ら

ア メ リ
.
+
J で は】9 6 0 年代 からオ

､ ; f ニ･ プ ラン ス ク
L

･- ルが 誕生L , たが ､ 教 育現場 の不 満

な どの影響 から衰退 して い < )
しかし , その 中で 1 9 ･S () 年代以 降も

､

すL - プニ-} ラン ス クL-
ル が有効 活用 されて い る 小学校 もみ られ . それ らの 小学校 が今日 まで 利用 され て きた

特徴 を整理 して 述べ て い る (
.

1- 3 5) 子 どもの行動場面 に関 する研 究 : 文 1- 5 7 - 文 l-5 8)

柳滞 空( 9 1-
(
) 2 ) 揺 , オ ー

プ ン プラ ンス クー-A)レにまミける児童の様 々 な行動 が物理的環

境 ( 家具 ･ 壁 ･ 柱 ･ 段差 な ど) に よ ナ て どの ような影響 を受もするか を論 じて い るe そ

の 1 で は . 授業 ･ 休み 時間の 行動宮城 に着目し. , 行動 僚機が学年で 明確に分かれ るこ と .

学 年単位 J .) 使先商機 と全学年 の公共債域がある こ と, そ の 味覚
･ 公共 性ほ コ､-

- ナー
ー 量 ､

-i
,
ペ

ー

ス 間 J)J境界 ､ 相互 の連結 の さ才l 方に よっ て 変化 するこ となどを明らかに した 】

そ ･
J

'

) 2 で は , 児童 の行 動場面 に 着目 し, 児室が家 具
･

桂
･

壁
･

段差 /
J

i どの 物理的環

- 1 3 -



-

r い る こ とを明らかに して い る.

屋外空間を対象に した もの として ､ 声
･

藍滞ら( 0 3) に

よ る ｢
-
屋外空間の 子 ども の 居場所形成に関す る研究

1~3 7)
.I

が あ る｡ 民 らは ､ 小学校の 校庭にお ける 子どもの 居場所

の 形 成にお い て ､ 校庭 の 様 々な環境の 要素を取り 上げ､

子 ども の 活動が み られ やすい 場所にあ る環境の 要素を明

らかに して い るo

1- 4-4 子どもの空間認知に関する既往研究の概要

子ども の 空間認知を 主題とする研究では , 子どもが発

達 して い く中で 空間をどの ように捉え て い く か と い う発

達過程を論 じた もの が多い ｡

実践装置を作成して 子ど もの 空間認知を捉えた も の と

して ､ 北浦(7 3) に よ る r 空間構成要素に関する研究
1~3 8)
.
I

が あ る. 氏 は､ 子どもが 空間の 形態や素材を認識 し始め

る年齢段階を明らかに したo

ま た, 子どもに模型や 描画を作成 して もらう こ と で ,

子 ど も の 内面 的な 図式 を捉え た研究 もあ る｡ 岡崎
･ 柳

沢ら(9 2-9 9) に よ る ｢ 子ど もの 図式に関する
一

連 の研究

:i-3 9)
.
J で は居住空間構成法 とい う独自の 実験方法を用 い て,

子ども の 内面的な世界を読み取 っ た｡ 同様に萩原
･ 北締

ら(9 9-0 0) に よ る r 子ども の 空間表象に関する研究
1
･-
4 L)

1

)
A

で は ､ 住宅 ･ 児童館なZf
l

-=子どもが普段過 ご して い る空間

に対する認識の アブロ
ー ー

チ を明らかに して い る.

小学校の 内部空間の 空間認知に関して , ス ケ ッ チ マ ッ

プやパズル マ ッ プな ど の 子 どもに図を作成して もらうこ

と で , 子どもの 空間認知を明らか にし て い る研究が ある.

小 学校の 平面構 成は ､ 従来 の 画
一

的な も の か ら多様化 ･

個性化 して い る｡ そ の 中で ､ 複雑な 平面構成とな っ て も

分かりやすい空間が必要であるo 宮本
･ 谷 口(9 2) は ､ l

一
児

童の 小 学校の 空間認知に関す る研究
l'.- u)｣ で ､ 子ど もに

小 学校のイ メ
- ー ジ マ ッ プを書かせ る こ と で ､ 空間認知の

発達段階を明 らかに して い るc ま た, 高橋
･ 船越

･ 積 田

(9 9) は ､
け〈ズル マ ッ プ法の 開発とそ の 適用 に関す る研究

-i-4コ)｣ で ､ 新 しくパズル マ ッ プ法と いう実験方法を提案し,

そ の 実験結果を重回帰分析を用 い て 空間認知の 段階を数

量 的に表せ る こ とを明らか にし て い る｡

- 1 4 -
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境 にどの ような意味付 けを持たせて い るかをアブ オ ー プ ンス の 視点から明 らか にした , ,

そ L て ､ 特にオ ー ープン ス ぺ-A- スで は児童の行動 を受 け入 れるための十分な質的 の異 なっ

た場を用 意 して ､ 場の 魅力 を高める こ とが必要 と指摘して い る ｡

l
-

36) グル
ー プ形成 と居場所選択 に関する研究 : 文 1

-

5 9)

伊藤俊介 . 箆棒泰( 0 2) ほ , 児垂の プル ･- プ形成 と居場所選抑 こ関する研究で , 干 ど

もの グル ー

プ 間の 社会的 関係によっ て . 授業
･ 自由時間の 活動場所 として 数蓋

･ オ ー -

プンス ぺ - ･

ス の 選択に特徴 がみられるこ とを明らかと した .
> 民 らほ ､ その 特徴 として ､

オ
ー ･

プン ス ぺ
- ･

ス には 他の グル
ー

プ との 交流 が少ない r 孤立 グル
ー ー

プ｣ やグル
ー プ の

こえて つ きあい の 広い lヰ -- バ ーI-ソニ ｣ が滞在する候向､ そ の他 の グル ー･ ･ プは鞍墓 に

滞在する傾向が あると述べ て い るb こ の特徴 は , ある挺度 ､ ( 人 口) 密度が高い 時 に現

れたこ とから ､ 密喪 と行動の 質的な関連性 も指堵してい る ｡

l
-

3 7) 屋外空間の子 どもの居場所形成 に関す る研究 : 文 l
-6 0 )

早発三 ･ 斉局在
=

f
-
･ 藍津 宏 ･ 後藤匠(() 3) は ､ 小学校 の屋外 空間の

=

f
･

どもの 居場所形

成 に関す る研究 で ､ 2 較 の小学校 を対 象に . 全.
r
ra 童 へ 0:) 利用場所 ヒ関 するアン ケ

ー- ト

調査 ､ 宿動時間 別の 観察調査 から ､ 子 どもの 居場所と屋外空間 (校庭) の環 境 要素と

の 囲わり を明 らか にして い る.､ こ の 研究にま5 い て 屋外空間の 環境要 素を, 自然的 要素

働 物
･

植物
･ 水 ･ 土 ･

岩) , 人工的要素 ( 遭具
･ 工作物) , 認知的要素 (()Ⅰ肥 ‡1 ､ S e :l T li･･

I: ･l X = r] ､ CI L: 6 e) , 地形的要素, 位鼓的 要素 ( 玄関 からの拒離) に分類t/ て い るo 居場所形

成 と環境 要素の 関わり として , 氏らは , 干 どもの 居場所の 形成では特に自然的要素が

求 められ るこ と ､ また各要素の多 く含む場 所が利 用属性や宙動時間 の 多様化に 伴い 活

用 効率が高く なる こ と､ 反対 に環境 要素が少な い場 所は樹人が 占有 で きる専桐的なJ-'A

所となる ことを述べ て い る ｡

l
-

3 8) 空間構成要素 の常識 に関 する研究 : 文 11 6 1)

北浦か括る(7 3) ほ､ 千 どもの空 間構 成要素の 謬鼓に関する研究で , 実験装置 を作成

し , 子 どもが空間の 形態や t･ e x t u r e を謎蔵する年齢段 階を明 らかに してい る . 民らは､

墓の 形態とt e x h l r e, では ､ 千 どもが遠い を鉄則する時期はt-e xt u r e の 方が早い (l 歳6

,

I

,L 月) 方言､ 志向を判断する時期は空間の二方が早い (2 歳 6 ケ 月) ことを述べ て い る ,

l1 3 9) 子 どもの 図式 にBg する研究 : 文 1
-

62 - 1 6 4 )

岡崎甚幸
･

柳沢和彦
･

難波黄綬
･

菊池 憲
一 (9 2- 99) は , 居住 空間構成法 を用 い た子

どもの 図式 ( s h e r n a) の･-1 一 連の研 究で ､ 子 どもの 中に存在す る内的 世界の 図式を模型

や描画の 作曲 から読み取 っ た｡ 居住空間構成法 とは干 どもに 具体的 な生活 空間 を模型

や描画 によっ て 自由に 作成させる実験で ある｡ 民らは ､ その 模型や描画 の 作品の 表現

から . 模型 ､ 描画 の作品 には子 どもの 発達に 応 じて それぞ才1 4 つ の 段階 がある こ と､

模型と描画 には共 通した図式を取り出す こ とがで きる こ とな どを述
.ミ てい る o

l
-

4 0) 子 どもの空間表象に関す る研究 : 文 I1 6 5
-

1
-

6 8 )

萩原美智子 ･ 北浦 かほる ･ 増 田朋子 ･ 宮内美和(9 9-il o) 盲ま. ･
=

f
･ どもの空間表象 に閲

する-1
一

連の研 究で , 子 どもの模型 や描 画の 作品 から . 日常白馴こ過 ごす 空間を対象とし

た千 どもの空 間把 握の 段階 を明らかに した っ 同様 な実験 を用 いた住宅 や児童館の 空間

把握, 模型 と措圃 に よる実験方法の 比較 を行 っ てい る ｡ 民 らは ､ 子 どもはまず家具 や

設備債券な どの 室内の 装備 を手掛 かり に空間 を把握 して いるが最終 的には空間全体 を

把握して いく よう にな るこ と, 空 間把握には年齢に加 えて そ の空間で 過ごす経験の 茎

も影著 して い る こ とを述ぺ て' いる d

l
-

4 1) 児童の小学校 の空 間欝知 に関する研究 : 文 l
-

6 9 )

宮本文人 ･ 谷口 汎邦(93) は ､ 児童の 小学校 の 空間認知に 関する研究 で ､ スケッ チマ
L

:
,

プの 描商 と指 定 した場所の 位遣の推定 ( 地点 の 再僑 成 と呼んで い るj の 2 つ の 方法 を

用い て , 児童 の 小学校の 空間 琵知 の溌 連段階 を明らか にした o 調査対 象の 小学校はや

や複雑な平面 をもつ もの を選定 して い る ｡ 民らは, 2 つ の 方法 に よる実験結果が低学

年と高学年にそれ圧 ど差が みられない こ とを明らか に して い る , そして ､ 小学校の よ

うな児童が普段から慣れ親し んで い る施設の 空間認知は ､ 低学 年の 児童であっ て も､

かなり発達 して い る と述べ て い る .

1
-

4 2) パズルマ ップ法の 開発とその適 用に関する研究 : 文 1- 7 0)

高橋大輔 ･ 船越徹 t 横田洋( 9 9) は ､
7 l
o

.
7:)レマ L

: 7 プ法の 開発 とその 逓周 に関す る研究

守 ,
′ト学校 の平 面図 をい く つ かの切 り取られた ル

ー

ツ を組み合わせ るとい う r ) ミズル

マ ッ プ法j ,
=としj う実験を用 い て , 子 どもの小学校 の空 間経知 を読み取 っ て い る｡ 民 らは､

実験結果 の作品の 評価 に関 して , 重囲帰分析 を同い た解析方法を示 し ､ 小学校 の内部

空間J) 空間認 知の 程度 を数量 的に明らか にで きる こ とを示 して い る 6 そ L. て ､ そ の結

果より ､ 小学校 が分かりやす い 空間構成 とな るためLI
J

_
は ､ 中庭

･

モ
ー ルな どの 外部空

間 か:, の 視線 ､ プ り ッジ ･

吹き抜けな ..i
f

名空 間の 形態や構成 ､ 造 () i.f けの家 具やオ 7'Lジ工

な どの エ レメニ トの 効果的な配置 ､ が有効で ある こ とを述べ てい る b
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1- 4 - 5 本研究の位置づけ

ユ
_--4･-2

- 1一･4･･4 で み て きた よう に､ 既往研究で は い ずれ

も独創的な統点か ら貴重な成果を明らかに し て い る. こ

才1 ら の既往研究 に対する本研究の 位置づけとし て ､ 本研

究で新 しく扱う観点を以下に挙げる｡

1) 保育施設を対象 と研究にお ける本研究の位置づけ

･ コ ー ナ ー を用 い た保育空間や学習空間の計画を明らか と

する こ と

保育空間 ･ 学習空間を】. つ の 場と して利用 する の で は

なく ､ 様 々 な 場に分節して 利用する方が望まし い こ とは

既往研究で指摘され て い る o
こ の 保育室 を分節した場所

が コ ー ナ ー と い え る｡ コ ー

ナ
ー

の 使われ 方は既往研究の

中で触れ られ る こ と もある が, そ の 詳細な研究や､ 体系

的に整理 した研究はみ られな い o 本研究で は ､
コ - ナ -

の 使われ方や設定の され方 を詳細に捉え る こ と で ､ 保育

室の計画に新た な知見を提示 で きるも の と考え る｡

･ 時期的な変化とい う視点で コ ー ナ ー の 使われ方を明らか

にする こ と

多く の 既往研究で は､ あ る
一

時的な期間を設定して調

査 を行う こ とが多く ､ い わば短期的な使われ 方を捉え て

い るっ しか し､ 特 に､ 保育室 で は , 空間 の使われ 方や コ ー

ナ ー ー

の 設定が ､ 子 ど もの 生活の 変化に伴 っ て 定期的に変

わ っ て い く こ とが み らわ る ,
,
こ の 保育空間の 使われ方が

子 ども の発達に伴 っ て 変化する と い う視点は今 まで 指摘

され て い なか っ た観点で あ る o そ こ で ､ 本研究で は ､ 時

期に伴う コ
- -

ナ
- ー

設 定 の 変化や､ 遊び ･ 学習による使わ

れ方の変化を明 らか に し て い く ｡

･

遊 び活動の展開､ 学習活動の 展開という視点から空間構

成を明らかにする こ と

子どもの 遊びや 学習を捉え る場合､ 子どもが活動する

瞬間的な場面を取り上げ､ 子 どもと環境の 関わ りを捉え

る こ とが多い ｡ こ の よ う な抽出した 場面を詳細に据える

こ とは 重要な観点で あ り , す で に多く の 既往研究で 貴重

な 成果を提示 し て い る｡ しか し､ 保育空間 ･ 学習空間に

お い て ､
]
_
つ 1
.
つ の 遊びが 相互 に関連 して発展して いく

こ と も重要な課題で あ る,
3 そ こ で ､ 本研究で は, 遊び活

動や学習活動の 展開に伴う空間の 使い分けを捉え る こ と

で ､ 活動の 展開を促すた め の 空間構成を明らか に し て い

くo

- 1 5 -
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●●●夜間保

北捕 喜

l
育所の施設計画

# # 0 3- 0 4

●複合型 保育所の施設環境

小 池
.

定行 論報 0 6

●幼保 - 体型施恵の現況

山ヨ . 上野 技術 0 6
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西本 . 今 井 , 木 下 論報

●保 育活動の時間的特性
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に関す る研究

ー

｢逃げの空 間｣ を もつ 保 育室

音大正
.

竹 下ら 諜報 0 3イ)4

I
● ●乳児 重の集 団編 成

青木 正 . 竹下 論報 0 5

藤 田 一 山崎 論 報 0 6

保 育施設 における

子 どもと環境の関わリ

に 関する研究

●探索行動の

村井 . 長橋

発達 ●園児

論報 9 8 佐藤

｢ ■■■
■
1

●障害児 と健常児の交j売

曽下 論報 0 ー

の社会
上

性獲得 と空 間の 相互 関係
t

高橋 論報 0 2-0 4

∩
●子 どもの 居場所

山田 . 上野 論報 0 4-∝i

●子 どもの 自主創造的遊び

吉 田 . 森 論報 0 6

●生活習慣行動

吉本
. 中尾 論報

遊 び環境 に関する

= あそび 環境の構造 ● = 集合住宅あそぴ環境 ●道 にお けるあそび 環境
仙 田 論報 8 1

-82 仙EEl . 谷口 ら 諜報 9 9イ) 0 仙 ヨ . 積 ら 論報 0 5

l■ -
● ● ●小児病院におけるあそぴ環境

既往 研究 仙田 . 浦添 一 仲 ら 論報 0 0 - 0 2
l

●●市街地におけるあそび環境

仙ヨ .

三 強 ら 論報 0 1

I

図 1-2 本研究 に 開運する既往研究の整理 1
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鈴木
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●オ
ー プ ンス ぺ -

ス の 空持

上野
.

倉斗 論報 9 9
-

0

学習ス ペ
ー

ス の利用計

今井 .

赤松
. 上西 . 中

構成

論報 0 0- 0 1

特別教科の学習空 間

吉本 ら 論報 0 2 - 0 5

●家具
.

コ
ー

ナ
ー の使われ 方

柳;挙 妓術 0 6

● - .●授真 における床座 のチ

苦本
. 下倉 論報 0 6

機能関連

･ 生活活動の展 間

田代 論 報 9 8

個 を生かす学習モデル

富奉 ら 論 報 0 0

● アメリカの小 学校 の事例研

上野 . 鈴木 . 柳 善 論報 0

小学校における

子どもと環境 の関わり

に 関する研究

● - - .● 児童の行動場面

柳 津 論報 9 1 -9

●累年齢の交流 ●児蓋

らみた空間解析

ノ 座席選好

子 どもの 居場所 選択

伊藤 . 長寿 論報 0 0

●屋外空間【 おける子 どもの居場所

妻崎 論報 9 1 宮本 論報9 4 藍さ苧
一 声 論報 0 3

子 どもの 空間認知

に関する既往研究

●空 間の 素材 . 形の認識

北浦 諜報 7 1 ●空間告知 と平面構成 ●パ スル マ ッ プ法 による空間認知の分萱析 ●●●●●

吉本 . 谷 口 論報 9 2 船越 . 穣 ヨ . 高橋 論報 9 9 教室の天井 高による心耳 的影

.: 住空間 触 法 と潜在的 図式
●●
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l
の 什 ジ ー ⊥子 どもの空間表象

宗方 . 佐藤 . 橋本 - 上野 ら

論報 0 6
-

0 7

岡崎 . 柳i挙ら 論報 9 2 - 9 9 柳 薄 . 高橋 論報 9 2 北浦 . 萩原 論報 9 9 -0 0

図 ト3 本研 究 に関連する既往研究の整理 2

I

. .. . .. .. .▲

-

｣

1

ヨ

並

等
I?a
8
工二

き
n
-

トゝ
亮莞



1 5 調査 の 概要

1-5-1 調査経緯

1) 保育施設での調査経緯

まず､ コ ー ナ - の 実態を把握するため ､ M 幼稚園で O 3

年 7 日 - 0 3 年 ].
2 月 にかけて 予備調査を行い ､ 保育者が

子どもの 発達に伴 っ て コ
ー ナ ー の 設定を定期的に変えて

い る こ とを発見したo 当初は拙者らが 様々 な コ
-
ー

ナ
- ー

設

定を提案 して
=

子ども の 遊び へ の 影響を捉える レイア ウ ト

実験
凱-1j を 予定して い た が, 実際の 園 で は保育者が定期

的に レイア ウ トを変え て お り､ そ の ような 実験を 日常的

に行 っ て い る こ とが分か っ た た め､ レイ アウト実験は行

わず に保育者に よる コ
ー ナ - 設定を

一

年間に渡 っ て捉え

る こ とに したo また ､ 複数 の 園 で比較するため に 0 幼稚園､

N 保育園を調査対象に加えた ｡ 幼稚園と保育園を調査対

象とした の は , 子 ど もの 遊びと環境との 関わりは幼稚園 ･

保育園 ともに共通の テ
ー マ で あ る と考えるため で ある ｡

次の 段階とし て ､ 保育室 で の 子 どもの 遊びが時期によ っ

て ど の よ うに異な るか を捉え るため に､ ビデオ撮影によ

る遊びの 観察調査を M 幼稚園
･

T 幼稚園で行 っ た o

2) 小学校での調査経緯

小学校 を対象 とした 既往研究ほ数多く 行われ て お り,

授業中や休み時間中で コ -
- ナー-

-

が よ く利用 さわて い る こ

とは明らか にされ て い る ｡ 既往研究で は､ 主 に O S に コ
ー

ナ ー - を 有す る小学校を対象 と し て い るが ､ 本研究で は､

教 室内に コ
ー ナ ー を有する S 小 学校 を調査 対象 に選定し

て い るc 教 室 内に コ
-ーー ナ - - が ある場合 にどの ような 学習

効果が得られ るか を明らか にす る こ と で ､ コ
ー ナ ー 研究

に関す る新た な知見を得る こ とをねら い として い る｡ ま

た ､ 比較対象と し て従来の 教室内に コ
ー ナ ー

の な い タイ

プと して N 小学校も調査対象とし て選定した o

- 1 8 -

第一----
一

章 研究の 目的 と方法

1-5
-

2 調査方法

1) 保育施設での 調査方法

･ 保育室の家具レイ アウ ト通年調査

こ の調査 の 目的は ､ 保育室 ･ テ ラ ス にお ける コ - ー ナ - -

内の 家具の 設えや場所の 1 年間の 変化を把握するため で

ある ｡ 調査期間は 0 4 年 4 月
- 0 5 年 3 月 で あり､ M 幼稚

園 ( 以下M 園) , 0 幼稚園 ( 以
-1 こ() 園) ､ N 保育園 (以

~ー~F N~園)

の 全て の 保育室 の 計 1 0 保育室 で 行 っ た ( 義 l l ) o

まず､ 保育室に傭わ っ て い る全 て の家具
･ 遊具 の 実寸

を計測 して､ 置かれ て い る位置を平面図に 記載した｡ そ

の後は , 毎月 1 回ず つ 保育室の レイ アウ トを写真掘 掛こ

よ っ て記録して ]一年間分
の 保育室の レイアウ トを採取 し

た o な お ､ 幼稚園で は 8 月 や夏休み にあた るた め調査を

行 っ て いな い o

･

保育者 へ の コ
ー ナ ー 設定に関する意識調査

こ の 調査 の 目的は ､ 保育者が子 どもの 括動を どの よう

に 捉え て コ
ー ナ ー を 設定 して い る の か ､ ま た コ - ナ - 設

定す る際の ね ら い を把握するた め で ある｡ 調 査期間､ 調

査対象施設は､ ｢ 保育施設の 家具レイ アウト通年調査｣ と

同様で ある (表 ト2) o

幼稚園 で は ヒアリ ン グにより , 保育園 で は ア ン ケ
ー

ト

に より保育者の意識を把握 した o 幼稚園 で は ､ 各 ク ラス

の 担任の 保育者に ｢ コ
ー ナ ー

の 名称と場所｣ ､ ｢ どの よ う

なねら い を も っ て コ
- ー

ナ
- ー を設定したかJ . r

~
子ど もた ち

の 様子｣ に つ い て ヒ アリ ン グした ,3 ヒ ア リ ング の 際には

各月の 保育室 の レイ アウ トの 図面や 写真を用意 して ､ 保

育者が 話しや すい よう に努めた ｡
ヒ ア リ ングを行う時間

は保育者 1 人あた り約 1 時間で あ るo ヒ ア リ ン グを行う

時期は 8 月､ 1 2 月 ､ 3 月 の 学期末にま とめ て 行 っ たG 保

育園では､ 保育者に ヒアリ ン グを行う ため の ま とま っ た

時間を とる こ とが で きなか っ たた め ､ 各ク ラ ス の 担任の

保育者にア ンケ -
ー

ト を行 っ たc ア ン ケ
- - ト の 項目は幼稚

園 の ヒ ア リ ン グ項目と同様で あ る ｡ ア ン ケ ー ト は);;= こ l

度 の ぺ - -

ス で行 っ た o

･ ビデオ撮影による遊びの観察調査

こ の 調査 の 目的は ､ 保育室 で 子ど もが どの ような遊び

を行い ､ コ
ー ナ ー を利用 し て い る の か を把握す るた め で

ある｡ 調査期間は 0 5 年 9 月
-

0 6 年 3 月 で あり ､ M 園 の

3 - 5 歳児の 各 1 ク ラ ス と T 幼稚園 (以
~~F T 園) の 3 歳
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児保育室の計 4 保育室 で 行 っ た ( 表】.I-3) ｡

子 どもは動きが早 く写真撮影や 記述だけで は保育室内

の 子 ども全員の 動きを捉える こ とがで きな い た め､ ビデ

オ掘影を行 っ た ｡
ビデオ撮 掛ま､ 2 .5 分 お き に約 3 () 秒 ほ

ど保育室 ･ テ ラ ス を撮
.
# し たo 自由保育は 目によ っ て時

間帯が異な るた め ､ 開始時間を ｢ 1 人目が登園して
,

きた

時間
_
h 終了時間を r

'
保育者がお片付け を子どもに指示 し

た 時間｣ と して い る｡

また ､ 観察した 日 の 保育室 の レイアウトや保育者の コ - I

ナ -

設定に関す る意識も把握する こ と で 子ども の遊びを

分析する際の参考と した c

2) 小学校での調査方法

･

教師へ の 空間設定に関する意識調査

こ の 調査 の 目的は ､ 教師が教室周り の 場所 ( コ - ー ナ - I

や o s) を ど の よ う に利用 しよ う と して い る の か ､ また

() S な ど に コ ー

ナ
ー -

を 設定して い る の か を把握するた め で

あるQ 調査期間は (.
) 7 年Ei 目 で あり､ S 小学校 (以 下 S 校)

の 全 6 ク ラ ス の 担任に ヒ ア リ ン グを行 っ た (表 I--4)o

S 校で ほ教室 内に コ ー ナ ー が あ る こ とが特徴で あり､ そ

の コ
- - ナ -

I
-

が 日常的に ど の よう な こ とに利用 され て い る

の か を中心 に ヒ ア リ ン グを行 っ た｡ そ の 他 の ヒ アリ ング

項目は , O S に お ける コ - ー ナ - ー の 設定､ 授業中によく利用

す る場所､ 子 どもが滞在 しや すい場所な どに関する こ と

で ある｡ ヒ ア リ ングを行 っ た時間は教師 ]. 人 あたり約 3 0

分 で あるo

･

授業時間の観察調査

こ の 調査の 目的は､ 授業中における活動場所が教室 に

加え どの ような 場所で 行わ才1 て い るか ､ そ の 活動内容は

何か を把握す るた め で ある ｡ 調査は S 校と N
` 小学校 (以

下 N 校) で 行 っ た｡ 調 査 期間は 0 6 年 1ー0
- ]ー]ー月 と 0 7

年 6 - 7 月 で あ り, l 回 目が S 校全ク ラ ス ､ N 校 2 ･ 3 ･

6 年 生各 1. ク
ラス の 計 9 ク ラ ス ､ 2 回 目 が S 校全クラ ス

の み で行 っ た ( 表 1- 5) 0

授業時間にお い て ､ 予 め用意 した学習ス ペ
-

-
-

ス の 平面

図に教師 ･ 児童 の 位置､ 家具 の 位置を記入 し, 同時に授

業内容 ･ 学習単位
･ 児童 の 様子 を詳細に記述 した o また ､

補足 とし て写真撮影を行 っ た ｡

表 ト1 調査 日 (保育室 の家具 レイ ア ウト通年調査)

M

ちゆ ラリつ ぶ組 3 歳
0 4 ′.

′

2 3 0 5/ 2 8 0 6′2 4 0 7′ー2 0 9 /
′

2 7 1 0 /2 7

1 1 ′
′

2 9 1 2 ′
′

1 0 0 1′2 2 0 2/ 2 4 0 3 ′
′

1 7

すみれ組 4 歳
0 4 /2 2 0 5′2 7 0 6 /2 3 0 7ノ

′

1 5 0 9 ′
′

2 4 1 0 ′
′

2 6

l 1/1 6 1 2 / 肪 O T /
'

1 7 0 2 / 2 1 0 3 / 1 7

たん ぼぽ組 4 歳
0 4 ′

′

2 ー 0 5 ′
′

2 6 0 6′2 2 0 7 /■
′

1 4 0 9/ 1 6 ー0 /2 5

S ー1′ー7 ー2 / 0 7 0 1 /1 9 0 2 /
′

1 8 0 3 ′
′

1 了

さ< ら組 5 歳
0 4 /2 0 0 5/ 2 0 06 /1 7 0 7 / 0 8 0 9/ 2 1 1 0 /2 1

1 1 ′
′

1 9 1 2 /
′

0 8 0 1′2 0 0 2′2 5 0 3 /
′

ー1

うめ組 5 歳
0 4 /19 0 5 ′

′

1 8 0 6/ 1 6 0 7′0 9 0 9 / 1 5 1 0 /1 5

l l /2 6 1 2 /
'

O 9 O 1/ 2 1 0 2 /2 3 O 3/ 0 9

0

園

さく ら粗 4 歳
0 4 /1 6 05 / 1 9 0 6 ′

′

1 5 0 7 / 1 3 0 9 / 1 4 1 0/ 1 9

1 ー/2 2 1 2 / 1 3 0 1′1 8 0 2′2 2 0 3 / 0 8

ゆリ組 5 歳
0 4/ 1 6 05 /19 0 6/ 1 5 0 7′1 3 0 9 / 1 4 1 0/ 1 9

ll/2 2 1 2 / ー3 0 1/ 1 8 0 2 /
′

2 2 0 3 / 0 8

N

トトロ 組 3- 5 歳
0 4/ O 8 O5 ′25 06/ 2 1 0 7 /2 l O 8 /

'

2 6 09/
'

3 0

1 0/2 8 1 1′3 0 1 2/
′

2 ー 0 1 /
`

1 4 0 2 /2 8 0 3/ 2 8

ピノキオ細 3- 5 歳
0 4/O 8 0 5 / 2 5 0 6/2 1 07 /2 1 0 8 /2 6 0 9/ 3 0

E3 1 0/ 2 8 1 1 / 3 0 1 2/ 2 1 0 1 /1 4 02 ′
′

2 8 0 3/ 2 8

ライオン 組 5 歳
0 4′0 8 0 5′2 5 0 6/ 2 1 0 7 /2 1 0 8 /

′

2 6 0 9/ 3 0

1 0′
′

2 8 1 1 /3 0 1 2/2 1 0 1 /1 4 0 2 /2 8 0 3/ 2 8

表 ト2 調査 日 (保育者 へ の コ ー ナ ー 設定 に 関する意識調査)

M

義

ちゆ ラリつ ぶ組 3 歳 0 7 / 0 ー 1 2/ 2 ー 0 3 / 2 5

すみれ組 4 歳 0 7 /0 1 1 2/ 2 0 0 3 /2 5

たん ぼぽ組 4 歳 0 7′0 1 1 2 / 2 1 0 3 /
′

2 9

さく ら組 5 歳 0 7′0 1 12 / 2 0 0 3 /2 9

うめ組 5 歳 0 7 / 0 1 1 2 / 2 0 0 3 /2 5

0

爾

さく ら粗 4 歳 0 7 /
′

2 6 1 2 ′
′

1 6 0 3 /l l

ゆリ組 5 歳 0 7 /2 6 1 2 /
ノ

1 6 0 3 /■ーー

～

トトロ組 3-5 歳 N 匪で は､ アンケ - トによリ保育者の意識を把握

ビ/ キオ組 3- 5 歳
した ○ アン ケ ー トは レイア ウト通年調査を行 つ た

園 日に先 月のレイアウ トに関するア ンケ - トを配布

ライオ ン組 5 歳 し､ 翌 月回収 した○

表 ト3 調 査日 (子 どもの 遊び の観察調査)

M

園

ち ゆうリ つ ぶ組 3 歳 0 9 /2 8 1 2 / 0 2 0 l/ 2 5 0 3 / l 4

たんぽぼ組 4 歳 0 9 /27 1 2 /
′

1 8 0 ー′3 ー 0 2 /2 3

うめ組 5 歳 0 9 /2 6 1 1 / 2 8 0 1/2 3 0 2 /2 2

T

園
うさぎ組 3 歳 1 0/

′

1 4 1 1 / 0 9 1 2/ 0 7 0 ー′
′

2 0 0 2 ′
′

0 9 0 3 ノ
′

`ー5

表 1-4 調査 日 (教 師の 空間設定 に関する意識調査)

S

校

1 年生 0 6/ 0 6

2 年生 0 6′0 6

3 年生 0 6′0 6

4 年生 0 6/ 0 6

5 年生 0 6 ′
′

0 9

6 年生 0 6 ′
′

0 9

表 1 - 5 調査 日 (操業時間 の観察調査)

S

校

1 年生 1 1′
'

0 1 1 1 /0 2 0 6 /2 1 0 6 /2 9 0 7 ′
′

0 4

2 年生 l l/ 0 1 11 ′
′

0 2 0 6 ′
′

2■ー 0 6 ′
′

2 9 0 7 ′
′

0 4

3 年生 1 ー/ 02 1 1ノ0 7 0 6ノ2 2 0 6 /2 8 0 7 /
′

0 6

4 年生 l l/ 02 1 1 /0 7 0 6/ 2 2 0 6 /2 8 0 7′∝;

5 年生 ■ー1′
′

0 7 1 1 ′■
′

0 9 0 6/ 2 2 0 6 /2 8 O 7 / αS

6 年生 1 1 ′.
′

0 7 1 1 ′
′

0 9 0 6′
′

2 2 0 6 /2 8 0 7 ′
′

0 6

～

校

2 年生 ー1 / 2 1 ー1 ノ
′

2 9

3 年生 1 1 ′
′

2 2

6 年生 ~ー1ノ
′

2 5 ■ー1 ′
′

2 9

- 1 9 -
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1-5-3 調 査対象施設の 概要

1) M 幼稚園

_
1 4 幼稚園ほ､

I

. 垂県樺市の TTT 衝 他 に 位置し て お り, jii-

くiこ は 小学校 ･ 中 学校があ る o L岩音竜 は年齢別に 編成さ

t l･1 ､ 5 忘削uL . は 2 ク ラ ス , .

L

i 歳 児 は l ク ラ ス で あ る ｡ 各

保育宅 は L 字型 に 配荷さか テ ラ ス で つ な が っ て い る c テ

ラ ス の 帖は広く ､ 白FET 保育中に は各年齢の 交流の 場とな っ

て い る
｡ 遊戯宅 は 哲段施錠され て お り ､ 保育室を中･L ､ に

保育が行われ て い る ｡ 隣接す る ′ト学校 の 児 童やEr l 学 校の

牛従たち とは .

'

jii /HJj r郎 こ設け られ る 行事の 中で 交流を広

げて いる o また 受 け入れ 保
J

n
'

もTJ-
･

つ て お り ∴主歳未満の~(
A

の た め に他用途
'

i l:
_

.

冒, 園 庭を開放して い る ｡

銅査l･i 2 年[T]守｣
L- つ た

｡
2 ()() 4 年 4 I-｣

- () 5 年 こ3 J-】で は 3

- 5 歳 児 の 全 様育毛 で l 保育室 の 家具 レイ ア ウ ト通 年調

査ト ｢ 保育者 へ の コ ーナ - 設定に 関す る 意識# ,
r
T] 査｣ を行 っ

た .
(〕5 年 9 月 - 0 6 年 3 月 で は 3 - 5 歳児 の 各1 ク ラ ス

で ｢ ビデオ積影 によ る遊び の 視察調査｣ を行 っ た,

_

∪ [
たんr f ば組(4)

⊥
十 十-

⊥
十

T ラ7

F議員 胃の 2 F r こは

舎き義軍/Jl ある

T L
L

1-1
■

l

iiiiiiiii i

困 ト4 平 面 図 ( M 園) S c al e : 1 / 8 0 0

衰 ト6 保育室 の編成 と 園 児数 ( M 園)

うめ意自
5 議児

6 0 l 8 1 7 3 3 ー5 ー7 コ2

さ くらi8 6 O 1 7 1 7 3 `】 1 5 1 7 3 2

たん一まr =
J

紺
4 ,-

L

a 児
6〔) l 7 1 7 3 5 l 9 り 3 3

すみれ綿 6 D ー7 柑 3 4 l 9 1 コ 3 2

ち ゆラ リつ ぶ 柑 3 [:真l tjL 6 0 ー0 1 0 2 1 l O 1 ○ 2 0

- 2 0

2) ○ 幼稚園

o 幼稚園は ,

=

_ 歪児津市
の 豊か な自然馬鹿に 恵まれ た

盛付地 # ,
=
にl .i: 1

L

-b
7

; し て お り, 小 学校が隣接して い る o 隣揺

す る ′卜
L

L

-f 較と連携を図 る こ と で ､ 幼 児と
E
,

U
L 竜と の 交流を

広げて い る ｡ な お ､ 会議室 は現IEE . 3 歳以下の 干を対象と

した 預か り保育 ( さ くらんぽ ク ラ ブ) の た め の 部篤 とし

て 放用 し て い る o 保育室は 4 歳児 ､ 5 歳児 の 各 1 ク ラ ス

か ら編成され. 各保肯重 へ は テ ラ ス か ら ア プ ロ
ー

チ する｡

トイ レ ほ 両保育室に 捕まわ る形 で 配 置され , 保育室 から

直接入れ る よう に な っ て い る｡ 言周査朴象施設の 小で は施

設自体の 大きさ は炭も 小さ いが ､ こ れ は学級数が他の 施

設と比 べ て 少な い ため で あり ､ 保
J

[l
<

皇 の 広 さほ 他の 2 施

設と同等の 広さがあ る ｡

調 査は 2 【)() 4 年 ′1 i-】
- () 5 年: H･~】の 一年間か け て-1 ､ 5

歳 児 の 各保育室 で I 保育察 の 家具 レ イ ア ウ ト通年調 査ト

｢ 保育者 へ の コ ーナ - 設定に 関する意識調査｣ を行 っ た o

l
＼

__
:

ゝ

･ 4･二

職 員拙の 2 F には 速戎王

室 /}
1
ある

図 1- 5 平 面 図 ( 0 園) S c aJ e -, I / B O D

蓑 l-7 保育室の 箭成と園児数 ( 0 園)

ゆ リ組 5 議ltdL. G 上l 9 9 1 8

さ く ら祖 4 慮児 6 4 1 0 ー7 2 7
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3) N 保育園

八 保冷厘=ま､ 三 重偲鈴鹿市の 茶畑にBfJ ま れ た 豊富な自

然の中 にIl:I: 琶 し. 遠 く に ほ鈴鹿l 日焼を望む ことが で き る ｡

2 ()() l まトの
･

-

1f= 童保有株 ･ 子 育て 支援セ ンタ
ー

を含むL
Tb

d 舎の

建 て 樟 え をl胡に . 同 年 9 F = こ コー∵ トー保育を始め ､ 同年

1 2 F｣ に は ′1 -

5 歳しUL で ､ 翌 年(H J に は :ラ - 5 歳 児 で 晃

年齢保育を始めた , 聞 合ほ . 乳 児妹と幼児棟が , 干 育て

支援セ ン タ - や 管理機簡の 左右に配 置さi l て い る ｡ 各保

育 科 j: 木 を基調 とした 仕上げ を行 っ て おり . 家庭的な 暖

か み の あ る雰囲気とな っ て し) る ｡

調 査 は 2 0 0 4 年 4 日 - 0 5 年 3 月 の 一年間か け て 3 - 5

歳 児 の 晃年齢保育室 で ｢ 保
J

r1
'

童の 家具 レイ ア ウ ト通年調

査 I . [ 促音苫 へ の コーーナーー設定に 関す る 意識調査l を行 っ

た ⊂

i
-
ノ

ヒ l コ 粗 ~~~~-

言
.
｡

..

T
ギ剖

L

㌻

｢⊥

｣_)

_1 +

tT 9
%

l
:弓 レ I ～

,

'
s三読- ム

1

､ ･
･三J･
1
S

-

/ ユニr
i
､1 V C

● トトロ用

I(3 ｢ 5 議)

4 ) T 幼稚園

丁 幼稚園 は. 三 重県樺前の 閑静な住宅街 L
l

_ 位 置
し､ jif

く に は 小学校もみ られ る G 儲4貞す る 小学校 と連携を園 る

こ と で . 幼L
U
L . とLuL . 竜 と の 交流を広げて L･ l る o 保台童は 4 ､

5 歳 児 は各 l ク ラ ス . 3 歳 児 は 2 ク ラ ス で 編成さわ て い

る
っ 各保育皇は直列 に 配置さ れ テ ラ ス で つ な が っ て い る.

子 ど もは登 園 の 際 に 園庭を 通 っ て テ ラ ス か ら供育宝 に ア

ブL~j
-

チす る｡ 遊戯室は普段か ら施錠ほ し て い なし､ た め ､

自由保育中で も子 どもは遊ぶ こ と が で きる ｡

調-盆 は 2 ()() 5 年 9 月 - 0 (; 年二号J-1 に か け て :i 議児 の 1

ク ラ ス で ビデオ手冶影に よ る 観察調査を行 っ た｡

きリん組 リす柑 ひ よこ租 う さぎ娼
｢

旧
r:5 :)

'
K

L ) ( 4 滋 ) ( 3 歳 ) く3 f,五)

u

L d用) 湯沸
_

■~~
一

ヽ

●

1

.
■■･ L

( ' ぐ~主宰 開 項.･ ､
.

.

L

l

∴
一･

●

図 ト6 平面図 ( N 園) S c a b : 1/ 8 0 O

表 l-8 保 育室 の 編成 と園 児数 ( N 園)

ト トロ組 3- 5 .認上Fa 8 D 2 6 2 ー 4 7

ピノ キオ絹 3- 5 歳 児 1 D 5 2 4 2 2 4 6

ライ オン組 5 忌児 G O 匹 (5) ( 1 6)

ウサギ 柑､ コ ,) サ +, 組 2 慮 児 ( 高月 臥 1氏月鶴) 9 3

リス組 1 式児 8 日

ヒ∃ コ組 O 弟比 5 5

民生 離ク フ ス-: ト トロ&El {_
ピノキオ 純) 汰 . J

←

-- 5 ;TR I
R
L まて の 凱 FIL 恕を それぞれ 示

'
L ･ ､

そ J) 会計
'
J た人 蕪を ｢ 計｣ として 示す.

フ ィ オン絹r i 5 岩児 /)1 三FI.? 即異音 を口 う謹 皇

に 利用 T モこ∵程声望てあ る 7 こ め L 凱
H

L
致Tま 5 .

A

)まI
tl
L J) 人こ与壬 ( ■∵て示 して いる- また､ 塾

児慾 u i5i 帝 対現の 保喜亨 L7 虚児顎の みを ,7Tt す.

図 117 平 面 図 (T 園) S c aFc ニ 1 / 8 0 0

表 1- 9 保育皇 の 編成 と 園児数 ( T 園)

きリん . ,q] 5 古瓦児 6 7

リす寿日 L
1 歳児 6 7

ひよ こさ月 3 Ii互児 G 7

うさ ぎ碁8 3 tB .lFIL . 6 7 9 7 1 6

劉
FI
L 教L ! 調節 対 象の 保胃亨の 芝児≡タの み を ,Tt す.

T 震て は うさぎ印 ( 3 f題

児) の みで 詞雷 そ子7 っ L う さぎ 組の 喜IRL 散r i 4 月 町 で は T 5 重たっ た 7 ji .

l l F : に 転入生;Ji 充 た た め 1亡三毛 と [L {_I
) てIb l る.

2 l -
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5) S 小学校

s ′卜
1

1f, 校 は , 三 重県多気酢 の 長閑な農村地帯 に 位置す

ら .

_
, 2 D O r) 年 2 芦= こ 普通教室 の あ る 棲 の

'

ai .

期 工事が完了

して ､ 新校舎の 利)7] が 開始さ れた ｡ ま た特別簸童の あ る

槻ほ 2 0 0 7 年 ] 月 に 完了した ∩ 教
J

i:. の 編成は 1 学年 1 ク

ラ ス の
iTf. 年

･

-

1
'

-
y

放 と な っ て お り,
i - i) 年 生 は 1 階に ､

:i

- 6 年 生 は 2 階に 位置 し てL･ ゝる ) ｡ ま た教室周 り の 学指
-
ス

ぺ - ス の 特徴は ､ 教 室内 に i:) つ の コ
ー

ナ
ー

が あ る こ と,

鞄
'

J; 1:
_
が 雁行状に配列され てし1 る こ とが あげらわ る ｡

銅盤は ()(i 年 1() - l l )-j t O 7 年(; - 7 日 の 2 回 に
/
JJ け

て 摺軍帽間の 観
'

,* 調 査 を行 い ､ 0 7 年 6 月 に 教師 へ の 空間

設定に対す る意識調 査を
/

(i - ) て い る ｡ 授業時間の 槻窯調

硬 で は.
i L 司E] の 調 査 時で は 特別教 室 の あ る 棟 が ⊥ 車中

で あ っ た ため ､ 全て の 授業を敦皇周 り の 学 習ス ベ - 7 1 で

行 っ て し1 た ｡ 2 恒旧 の 詞賓時 で は 新校舎が竣工 し て おり .

授業は様 々 な教室 で行わわ て い た ｡

2 2

2 F

1 F

図 I- 8 平 面 図 ( S 校) S c ale : l / 8 0 0

表 1- 1 0 教皇 の 編成 と 児童 数 (S 校)

1 年 白0 1 1 2 ー0 2 2 1 0 5 1 5

2 王 6 O 1 17 6 2 5 1 2 1 0 2 2

3 卓 8 0 1 ー5 9 2 4 1 7 7 2 ▲】

4 皇 8 0 1 6 Eq ー7 1 5 1 0 2 5

5 主 呂0 q 9 Eq Z O 6 Eq ー7

6 皇 8 0 q E] ■】 2 0 9 q 2 0

F呈雨児 早急歪 8 D ■ 0 2 1
J

2 3
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3) N 小 学校

N 小学校は ､

I

_ 歪 児 亀山前
の LトL ､洋持市街地 に 位L uT; す る ｡

校舎 の_老朽化
の た め 新技舎建設計画が行われ . 2 r)〔)6 勺

=

3

)l 末 に 新校舎が竣1■∴ ト｣ 年 4 FJ か ら新校舎で の 授業が 締

ま っ たo 教室 の 編成は各教室 とも に 3 ク ラ スず つ 備わ っ

て い る が ､ 児 童数が 少な いた め 1 - 2 年生 は 各:号 ク ラ ス ､

3
-

6 年
'

+-.(･ま各
2 ク ラ ス とな っ て お り ､ 空 き教宅があ る Q

教室周 り の
J

学習 ス ヘ - ス は各学年ご と に 分かれ て い る .

ま た . 教 我 と C) S の け 切 り の 建具は 可 動式で あ り､ 通 常

タイ プ ･ 拡弓届 タイ プ ･ (上切 りをはずした オ ー プ ン タイ プ

の 3 通り に 教毛 の)iこさ を変更 で き る . こ の 教
J

i l
_
のIL; さ ば

定期的に 変更し て い る が ､ そ の 際は 各
I

7 : 年 で 統
一 し て 変

更 して い る .,

表 I-l l 教室 の 編 成と 児童 数 ( N 校)

学年

孝女塁

} h =

(rT l )

ク フ ス 鼓

2 0 0 S i - 度

璽児数 ( 人)

男児 女児 汁

ー皇 6 B 3 4 2 3 1 7 3

} + 6 8 3 3 7 4 D 7 7

3 年 5 B 3 6 3 1 6 丁

EE) 5 B ヨ4 2 8 6 2

5 年 E3i
.
i -i 3 3 4 1 7 4

6
`

三 () a 2 3 3 3 0 6 3

隠朽児? 級 l
I 'B 5 q 6

汁 l 6 2 1) 0 2 0 2 4 2 2

ネタ雪 面f昌一ま. 辿 常タイ プ
の 積全J: r 匠I言き 貢 T, 拓 塩

タ イプの 鴫告

~7L: Liき皇室 蘭書昌[i 6 3 , ; i- と ′ゝ }=.._

1 F

図 l-9 平 面 図 ( N 校) S し二d e : l / 8 0 0

2 3
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第二章

保育施設 ･ 小学校における コ ー ナ ー の 定義とそ の歴史的背景





2 1 本章 の 目的と方法

2- 1-1 は じめ に

前章で は 本研究の 目的や 方法を示 し､ 既往研究におt
:I

る 本研究の 位置づ けを行 っ た c 本章で は ､ 保育施設
･ 小

学校で みられる コ
- ー ナ - -

の 事例を捉え ､ コ
ー ナ ー

ー
-

の 定義

を行う,3 建 築計画にお い て コ
-

ナ
-

の 定義は行われ て お

らず､ ど の よ うな 区画 ･ 場所が コ
- ー

ナ
-

で あ る かを明確

にする必要があ る｡

第 二 章 保育施設
･ 小学校 に お ける コー･- チ -･ の 定義 とそ の歴 史的 背景

2-1-2 本章の 目的と方法

1) 本章の 目的

本章の 目的は､ 保育施設
･ 小学校 におけ る コ ー ナ - が

設定された歴史的背景や コ
- - ナ - -

の 設定 の され 方の整理

を通し て コ
- ナ -

の 定義を行う こ とで ある｡

建築計画にお い て コ
ー

ナ
ー - に つ い て 明 確に定義され て

いな い
. そ の ため､ 本研究で 施設の どの ような場所を コ

ー

ナ
ー

と するか定義を行う必要が あ るo そ こ で 保育施設 ･

小学校で コ
ー

ナ ー が 設定され るよ うにな っ た経緯､ ま た

実際に設定され て い る コ
- -

ナ -
ー

の 実態 の 把握 ,
コ

- ー

ナ
-

を形成する要素の整理を通し て コ - ナ - の 定義を行うo

2) 本章の方法

本章は以下の通りに進め るo

施設にみられ る コ ー ナ ー

の 実態把握(2-2 ､ 2 -

3)

ま ず､ 保育施設､ 小学校に お い て コ
- - ナ - ー が つ く られ

るよう にな っ た歴史的背景の 整理 を行う｡ そ し て , 各施

設の 図面を読み取り ､ ど の よ うな空間 ･ 場所が コ ー ー ナ･- -

と し て 設定され て い る の か を把握するo

事例からみ る コ ー ナ ー を形成する要素(2-4)

コ
ー ナ ー

の 事例を通し て ､
コ ー ナ ー を形 成するため の

要素 (家具
･ 壁 な ど) が み られ るかを整理する｡

保育施設
･

J小学校における コ
ー ナ ー

形成の課題(2-5)

こ の 章 で 取り上げる事例は コ
- - ナ･ - - を 比較的う まく形

成し て い る施設を取り 上げ て い るが ,
こ の よ う な施設は

少な い o そ こ で ､ 保育施設
･ ′J ､ 学 校にお ける コr-I - ナ - 一 に

関する課題を整理 する ｡

コ ー ナ ー

の 定義(2
- 6)

以 上 の実態把握
･

事例分析か ら本研究に用い る コ
ー ナ -

に つ い て定義を行うo

ー3 1 -



第 二 章 保育施設 ･ 小学 校に･お ける コ
-･･ す -

･

の定義 と そ の歴 史的背景

2･･･2 保育施 設に み られ る コ ー ナ ー

2-2-1 保育施設における コ
ー

ナ
ー

の歴史的背景

1) 保育内容の 変遷

保育内容は ､ 大 きく捉える と ｢ 自由保育｣ と ｢ 一 斉保育｣

の 2 つ に分けられ るc こ の 内､ コ
- - ナ ーー- は 自由保育との

関連が深 い｡ 保育内容は, 現在 で は ｢ 自由保育｣ を中心

に行 っ て い るが ､ 時代によ っ て は ト
･

斉保育_｣
を中心に

保育を行 っ て きた 頃もみ られ るc こ こ で は ､ まず保育内

容の変遷を文献
2~1 ､ よ り整理する0

日本 で は 1 8 7 6 年 に 日本 で最初の 保育施設 で ある東京

女子師範学校附属幼稚園 (現､ お茶 の 水女子大学附属幼

稚園) が創設された o 幼稚園が設立され た, こ の 頃は フ レ
ー

ベ ル ( ど.
F r o b e l)

2~2) の 思想に基づ いて い たo フ レ ー ー ベ ルは

子ども の遊びに教育的意義 を見 い だし､ 遊 び の 発展を促

すため に ｢ 恩物 (G 8 b e)
2~3)
] と呼ばれる遊具を考案したo

こ の恩物による保育が広ま っ て い っ た が, 必ず しもフ レ
ー

ベ ル の 思想が十分に理解さ才r ヂ, 恩物で遊ぶ時間を小学

校の時間割の ように分けて保育を行 っ て い た ｡

そ の 後､ 倉橋惣三
2~4 ,' ら に よ っ て 一

斉保育の ような恩物

中心 の 保育は批判され, 子ども の 自発的な 遊びを中JL と

する保育が 行わ れ るよ うにな る｡ 倉橋は ､ 子 ども の 自発

的な遊びの 尊重､ 遊び を誘発する 環増や遊具の月｣ 意､ 保

育者の 目的を も っ た環境の 構成な どが保育に必要 と考え

て い た o 倉橋は こ の 考え方 を ｢ 誘導 保育｣ と呼んだが,

現在 の r 自由保育
..
1 の こ と で ある ｡ そ し て ､ r 幼稚園令._E

が初め て 1 9 2 6 年 に制定された ｡ そ の 中で ｢ 遊戯｣ には

自由遊戯 (自由遊び) と律動遊戯 ( 苦楽や ダン ス などの

集団遊び) が 位置づ けられ ､ 自由保育が幼稚園の 中で急

速に広ま っ たo

一

方 ､ 保育園は ｢ 託 児所｣ と し て 創設 され た頃から幼

稚園の 保育を踏襲 して い たとさわ るが､ 実際には恩物を

用 いず, 自由保育を中心 に保育を行 っ て い た｡

戦時中にな る と､ 多く の 幼稚園 ･ 保育園 は閉園 や廃園

となり ､ ま た保育内容も鍛錬 ･ 国歌斉唱な ど戦時色の 強

い もの とな り衰退して い く｡

戦後､ 連合軍総司令部( G王-･1Q ) の 指導の 下､ 教育改革が

進めら れ 幼稚園 ･ 保育園 とも に自 由保育を主 と した保

育が行わ才1 る ようにな る ｡ 幼稚園 で は学校施設とし て ｢ 保

- 3 2 -

育要領(1 9 4 8)
_
l が 制定､ 保育園は 児童福祉施設として r 福

祉施設最低基準( 1 9 5 0)｣ が 制定された o

しか し, ア メ リ カ に よる占領下が終わる頃か ら子 ども

の自発惟を重視する 保育に対す る批判が強まり ､ 小学校

と連携した 教育が 求められ るよ うにな る｡ そ う した社会

背景の 中で幼稚園で は ､ 1 9 5 6 年に ｢ 保育要領｣ が ｢ 幼稚

園教育要領 ( 以下､ 教育要領)
.
1 と し て 改訂さ れ 保育内

容は ｢ 健康 ･ 社会 ･ 自然 ･ 言語 ･ 音楽リズム ･ 絵画制作｣

の 6 つ の 簡域に分けられ､ そ れぞれ の ねら い を達成する

た め の 望ま し い経験や活動が示 され る こ とにな っ た ｡ し

か し､ こ の 保育 を領域に分けた こ とが弊害とな り , 各園

で 6 領域を小学校の 教科の よう に扱う こ とが み られ る よ

うにな り､ 保育者主体の---
･ 斉保育が広 まる こ とにな っ た ｡

1 9 6 4 年 に は, ｢ 幼稚園教育要領｣ が 改訂 され る｡ こ の

教育要領で は､ 幼稚園教育の 独自性を示 し､ 小学校 と の

違 い を明確 した 内容とされ た ｡ こ の 要領 を基盤に､ 保育

園 で も 1 9 6 5 年に f
一
保育所保育指針 ( 以下､ 保育指針) J

が制定され ､ 保育園独自の 保育内容の 基準が定められ た｡

こ れら の 教育要領や保育指針で は自由保育を意図する 内

容で あ っ た が､ 保育の 6 領域が改訂前 と同 じま ま で あ っ

た こ とで ､ 依然と小学校の 教科の よ うに-
一

斉保育を行う

囲 も少なく なか っ た o ま た ､ さ ら に モ ン テ ､
ソ ソ

- リ 保育

2-5)
, シ ュ タ イ ナ ー - 保 育

2~6) ･ ピ ア ジ ェ ･ カ ミ イ 式保育
2~7)

な ど の 欧米の 保育や早期保育な どが導入 され ると､ 保育

内容が多様化して い き暖味な もの とな っ た ｡

こ の よ うな現状が しばらく続くが ､ 1 9 8 9 年に教育要領､

Ⅰ9 9 0 年 に保育指針の 改訂によ っ て ､ 子 ど もの 主体的な 生

活を中JL,l に 保育を行う こ とが明示 され た. 保育内容は ｢ 健

康 ･ 人 間関係 ･ 環境 ･ 言葉 ･ 表現
_
J の 5 憤域に変更され ､

こ の 領域は総合的に保育を行う も の とされた ｡ そ の 結果,

自 由保育が 広ま っ
-

r い く が ､ 以前 の 保育に比 べ 保育者が

教育的で な い と い う理 由か ら ｢ 放任｣ と批判され る こ と

も少なくなか っ た ｡

そ の後､ 以 前の 内容を引き継く形 で ､ 1 9 9 8 年 に教育要

衝､ 1 9 9 9 年 に保育指針が改訂され るo そ して ､ 現在 で も

自由保育を中心 に保育を行われ て い る ｡ 自由保育の 理解

が深ま ると共 に､ 子 ど もを 主体的な遊びを促すため の 園

の 環境づく巨) が よ り
一

層求め られ るようにな っ て い る,3



第 二 牽 保育施設
･

小学校に お ける コ
- ー

ナ
- ､ の 定義 とそ の 歴史的背景

2) コ
ー ナ ー と 自由保育

自由保育は子 どもが 主体的に遊びに取り組む こ とを目

的とし て い る｡ こ の 自由保育を行う 園は ､ 保育室に コ
ー

ナ
ー ー

を設定する こ とが多い ｡ こ れ は ､ 保育室 の 中に い ろ

い ろな遊びの コ
ー ナ ー

を 設定する こ とで ､ 子 ど もが自ら

好きな遊びに取り組めるようにするた め で ある｡

も と もと､ 自由保育が始 められ た 1 9 2 () 年代か ら､ 保

育室に遊び場所を用意する こ とは行われて い たとされる ｡

自由保育の考え を示 した倉橋惣三は, 保育者の 目的を もっ

た 環境の構成の 必要性を主張 して い る｡ こ の 目的を も っ

た 環境の構成とは､ 保育者が 子どもの 遊びを 誘発するた

めに､ 遊び場所 を予め用意 して い く こ とであ る｡ 当時は

こ の遊び場所は コ ー ナ ー と は呼ばれる こ とはなか っ たが､

自由保育を行うた 捌 こ保育室 の 環境が 重要視 され て い た

と思われ る｡

コ - ー ナ - ー の 用語が保育施設や保育学で広く広ま っ た の

は 1 9 6 0 年代 の 頃 で ある
2'8 '

｡ 当時は ｢
一

斉保育｣ を中心

に保育が行われ て お り ､ 小 学校の ように保育者が子 ども

に対 し て どんな遊びをする かを指示 し て い た o しか し､

こ の一
一

斉保育の や り方は ､ 子 ども の遊びの 主体性が な い

と疑問視され るよ うにな る｡ そ し て , そ れ ま で
一

斉保育

を行 っ て きた 園で も自由保育を見直すようにな るが ､ 保

育者に とっ て ど の よ うに子どもを自由に遊ばせ るか は最

大の課題で あっ た ｡
こ の よ うな状況の 中で ､ 保育室 の 中

に コ ー ナ ー を設定し て 保育を行う ｢ コ ー ナ ー 保育｣ が紹

介され ､
コ - ー ナ - ー と い う用語が広まるき っ かけ とな っ た .

コ ー ナ ー 保育は､ 自由保育とは とん ど同じ意味で 用 い ら

れ てお り ､ 自由保育に比 べ て 保育室 に コ - ー ナ - - を設定す

る こ とをよ F:) 目的的に示 した保育内容とい える｡ そ れ ま

で
一

斉保育だけでなく 自由保育 も行 っ て い た 園では も と

も と遊び場所を用意し て い た が , コ
ー ナ ー

保育 の 広まり

と共に , こ の遊び場所をコ
- -

ナ
- ー と呼ぶ ようにな っ た .

以_.
との よう に, 保育施設で コ

ー

ナ
ー

の 用語が広 ま っ た

の は､ コ
- ー

ナ
- -

保育 の影響があるo ただ､ 自由保育と コ
- I

ナ
-

保育はどち らも子どもが主体的に遊びに取り組む こ

とを目的と して お り､ 2 つ の 保育内容の違い は ほ とん ど

な く, 名称 の 違 い だけと も い える ｡ も と もと､ 自由保育

を行う園で は保育室に コ
- ー

ナ -
-

を 設定 して お り ､ 自 由保

育が行われ る共に コ ー ナ ー が 設定され てきた と いえ る｡

2
-

1) 保 育内容に関する文献

保育内容 の変遷 をまとめるにあたり ､ 主 に参照 に した文献は ､ 以下の 慮り

･ 森上史郎 . 大意生田啓友
･

渡辺茶利編 ､ 11 莱管内容総論 , 新 ･ 保育者座 ･

11 (文 2- 1)｣ ､
･ 立 川多恵 子 ･ 上垣内信子

･ 浜口臓 チ ,
｢ 自由保育とほ何か 1◆w,｣ にとらわれな い r心｣

の保育 (文 2-2 )｣.ン
･ 柴崎正行

･

田中奉行 ,
r 新

･

保育 講座 9 保育 内容 r頻境｣ (文 2-3 )A

2
-

2) フ レ
ー

ペ ル

フ L,I-
- ベル ( F ri ed l-i c h W i]h ell 1 1 A u ぎーj St' F r(: )b el . ] 7 8 2-1 8 5 2 ) ほ, ドイ ツ の教育家

であり , 財界最初 の幼稚園 を創設した ｡ 幼児の 諸讃思考開発の 教材として屈物を考案

した . 著書 に r 人間 の教育J がある l､

2 - 3) 恩物

幼稚園の 創始者フL,
L 一

ベ ルガミ創案 した体系的な教育道具 を眉物 ( G a b e) とい う｡ 幼

児 に事物の 本質 を象徴的 に甥解させ ､ 神的想像力 を啓
.
発するた 捌 こ考案された,

･ 第 l 庖物 ( 六球) ･ 第 8 思 物 (棒) ･ 第 1 5 愚物 ( 折紙)

･ 弟 2 庖物 ( 三体 : 球､ 立方駄 ､ 円柱)
･ 第 9 恩物 (項)

･ 第 1 6 風物 ( 切離)

･ 第 3 恩物 ( 立方体 の棲み木) ･ 第 1 0 恩物 ( 粒) ･ 第1 7 恩物 ( 豆細工)

･

第 4 恩物 ( 直方体 の積み木)
.

第 1 1 恩物 ( 穴 削ナ)
･

第1 8 恩物 ( 組成)

･ 第 5 恩物 ( 小立方体 と三角柱の棲み木) ･ 第 1 2 恩物 ( 縫取) ･ 第1 9 恩物 ( 珍)

･ 第 6 恩物 ( 立方体 と直方体 の積み木)
･

第 1 3 恩物 ( 絵弧紙)
･

第 2 0 恩物 (粘土)

･ 第 7 腰物 (色版) ･ 第 1 4 愚物 ( 般鑑I

2 -4) 倉樺惣三

倉橋惣三 (1 8 8 コー1 9 5 5) は ､ 東京女子 師範学校 の 諦師を鎧
●

て' , 1 9 1 7 年にほ教授 に

就任し ､ 東京女子師範学校 附属幼稚園 (現 ､ お茶の 水女子大学附属幼稚園) の主事を

務めた ｡ 戦後､ 日本保育学会を創資し . 初代会長となっ た｡

2 -5) モ ンテ ッ ソ ー リ保育

モニ チッ ソ･1
-

リ保育 (教育) ほ､ 2 0 世紀始 馴こマ リア ･ モニ テッ ソ
し

- J ) (M a ria

M (〉Ilt e S S X : -ri , L 8 7 0･ 1 9 5 2) によIr' て考案され た保育の方法 で ある} 彼女は ､ ロ
ー

マ に

1~千 どもの 家｣ と呼ばれる保育施設を設 立し ､ 独特 の 教育法を集 い たo こ の保育 の特徴

は ､ 干どもたちが安心 して 自由に遵ぺ るように, 環境の 整備 を重視してい る ことである 丘

そ れは ､
l腰えられた環 境｣ と呼ば れ､ 4 つ の 要素を満たす ことを説い てい る.⊃

1 . 子 どもが 自分で 自由 に教具 を選ぺ る環境構成

2 . や っ て みた いな と思わ せる ､ おも しろそうな教具

3 . 社会性
･

協調性を促すための . 3 歳の 晦を持つ 晃年齢混合クラス 編成

4 . 干 どもそれぞ れの発達段 階に適l ノ た環境 を整 備し. 干 どもの 自己形成を援助す る

教 師 ( 人的な堵魔)

2
-6) シ ュ タイナ ー 保育

シュ タイナ ー - 保育 (教育) は､ ル ドルフ ･ シ ュ タイ ナ
ー ー

(R u d r)lf St e il l e r .

1 8 6 1- 1 92 5) によ っ て考案された保育の二方法で ある ｡ 人間の 成長 を7 年おき(OJ
･
- 7 歳:

意志 の成長,
7 - 1 4 歳 : 感構の 成長 ,

1 4 - 2 1 歳 : 思考の 成長) に分けて ､ そ の 段階

別 の教育方法 を提案して い る;

2
-

7) ピアジェ ･ カミイ式保 育

ピアジご ･ JJ ミイ式保育は ､ ピア ジェ (J c a n P i a g et ､ 1 8 9 6-1 9 8 0) の弟子 で あるコ

ニス タニス ･
I

;J ミイが ､ ピアジェ の 構成論 に基づ いた幼児教育論 を展開 した 】､
コ ニス

タ;
_
ス

･ カミイ は日系 3 世 の アメリカ人で あり . 日本語名は上井和子で ある ｡ ピア ジ

ェ に よる構成論 は, 干 どもが発達する中で 知識が構成されて いく過度 を明 らかにした

もので あ る,

2
-

8) コ
ー

ナ
ー

が広 まっ た時期

塩川寿平 ､
r大地保育場境論 (文 2- 4)J , p . 6 1 ､ より

- 3 3 -



現在で は. 環境を通 し て子 ども の 保育 を行う こ とが必

=要とされ て い る
219'l

o 1 9 9 8 年の 幼稚園教育要領､ 1 9 9 9 年

保育所保育指針の 改訂 によ っ て ､ 環境を通 し て 保育を行

う こ とが必 要で あ る こ とが 明確化 された ｡ 保育所保育指

針によ る と､ 保育 の 環境には ､ 人的環境 ･ 物的環境
･

社

会環境 ･ 自然環境の 4 つ の 環境があ り ､ こ れ ら の 環境を

通 して 子 どもに主体的な遊びを誘発 して い く こ とが必要

とされ るo

コ - - ナ - - は 物的環境の 1 つ と し て みな されて い るo ま

た ､ 保育 の 現場で は よく ｢ 保育室の 環境構成､ 環境 の再

構成
2~州

_
1 とい う用語が用 い られ るが ､ こ の r 保育室の環

境構成｣ は複数の コ
ー ナ ー を 関連づ けて保育室を構成す

るこ と､ r 保育室 の 環境の 再構成J とは ､ 発達によ っ て子

ども の 遊び方が変わ っ て い く と共 に保育室の コ
ー ナ ー

設

定を変える ことを意味するe

保育者は , 子 ども の 発達に合わせ て 保育室に コ
ー

ナ
ー

を 設定し
~

r い る が ､ 明確な理論があるわ けで はな く , 煤

育者の経験則によ っ て こ れ らを行 っ て い る ｡
つ ま り､ コ

ー

ナ ー ー

設定は保育者の 力量によ る と こ ろが 大き い o 特 に名

ばかり の コ ー ナ ー を 設定 し て , 子 ども の 活動に配慮して

い な い こ と もみ られ ､ 各園で の コ
- ー ナ - ー

設 定に差が みら

わ る と い う課題 もみ られ る ｡

一

定の 7l( 準 で コ
ー ナ ー

設定

が 行われ , 各保育者が 共有の 認識を持 つ こ とがで きるた

め にに も, 子 どもの 発達に伴 っ て ど の よう に コ
ー ナ ー を

設定するか に つ い て の 十分な理 論整備が 必要 とな ると思

われ る｡

2- 9) 環境を通 した保 育の蕗 要性

幼稚園教育費衡 ( 2 (二)(j 0 年 4 月施行 . 二丈2- 5) ■では r幼児の 主体的な 活動 が確保され

る よう に幼 兜 一 人ひ とりの 行動 J) 理 解と予想 に基づ き計画 的 に環境 を構成 しなければ

な らな い - こ の 場合に おい て ､ 教師は幼児 と人や もの との かかわ りが重要で あるこ と

を踏まえ . 物的
･ 空間的環 境 を構成 しJ なければな らない 儒 一 章捻則第 一 *')

_
l と記さ

れて い る ｡

また保育所保育指 針 ( 2 0 伽〕年 4 月施行 ∴丈 2-6) で も r 保育所 におい て は , --
･

人ひ

とりJ:) 子 ぎもが ､ 安心 して 生活が で き ､ また ､ 発達に応t: た適切 な刺激 と撰取が与え

られ るこ とにより . 能動 的 ､ 意欲的に 活動が で きる ような環境が構 成されな ければな

らない (第二 章第三節)｣ と記-されて い る.)

2- 1 0 ) 環境構成 ､ 環境の再構成

新 ･ 保育士養 成講座編纂委員会, r 新 ･ 保育士 養成講座 第 7 巻 保育原理 ( 文 2 7 ) ,I ,

I ) . 6 】 , より

-

3 4 -

第 二 章 保 育施設
･

小 学校 に お ける コ
ー

--
-

ナ
- の定義 とそ の 歴史的背 景

3) 保育内容の整理

前項で は ､ 保育内容は主 に自由保育 と
一

斉保育が ある

こ と, コ ー ナ ー 設定は自由保育との 関わ りが 深い こ とを

述 べ た . ま た ､ そ の 他 の 保育内容と し て コ･
- -

ナ -
ー

保育も

あ り, こ わ は ほ とん ど自由保育と同 じ内容で ある こ と も

指摘したc

多く の 場合は ､ 保育施設の 保育内容は こ の ｢ 自由保育｣ ､

r~ 一

斉保育J を指す こ とが多い ｡ ただ､ 実際には保育内容

は各園で の 保育の 特徴を示すも の と し て ､ 様 々 な も の が

み られ る｡ 各園で どの ように子 どもを保育 して い るかを

示すため に､ 延長保育､ 異年齢保育､ コ
ー ナ ー

保育､ 自

由保育な ど の よ う に､ 様 々 な こ とに対 して I
~一
0 0 保育

.ー
l

が 用 い られ て い る｡ 近年で も子育て ニ ー ズの 多様化や少

子化な ど の社会的変化の 影響を受け､ 長時間の 保育 を行

う､ 兄弟姉妹の ある家庭が少な い こ とか ら異年齢で 保育

を行うな どが行われ て い るo

こ こ で は, こ の 多様にみ られ る保育内容の 整理 を行う ,
,

こ れ らは ､ 主 に r 保育 の 主体J .

l~1呆育童 の編成
__
l ､ r
L
保育

者の 割当 て｣ , ｢ 子ども の 受け入れ｣ ､ ｢ 保育時間｣ に 5 つ

に分類する こ とがで き るo 分類 した保育内容を表 2･-1 に

示 す .

･ 保育の主体に関するもの

f~保育の 主体J に 関す る保育内容は ､ 自由保育､ ---
･

斉保

育に代表され るよ うに , 子 どもか保育者の どちらが 主体

とな っ
~

r 活動するか を示 すも の で あるc 子 どもが主体と

なる保育で は､ 自由保育､ コ
ー ナ ー 保育, つ た え合 い 保育､

誘導保育が あるが , こ れ ら の 内容にほ とんど違い は みら

れな い ｡ こ わ ら の 保育内容を行 う場合､ 子どもが主 体的

に遊びに取り組むた め に､ 予め遊び場所を コ
- ー ナ - と し

て 用意す るこ とが 多い Q そ の 中 で コ ー ナ
ー

保育は , コ
ー

ナ ー ー を 設定する こ とをより明確化した もの である｡

保育者が 主体とな っ て 保育を行う も の には､
一

斉保育

と設定保育がある｡ 保育者が 子ど もに遊びを指示す るや

り方はや らせ と批判され る こ ともあ るが ､ 子ども全員で

活動を行う こ とも子ど も の 発達には必 要で あ る｡ そ の た

め ､ 自由保育を行う固 で もある
一

定 の 時間を使 っ て
一 斉

保育は行われ て い る｡



第二 章 保 育施設
･ 小 学校 に おけ る コ

ー

ナ
-

--･ の定義 とそ の歴 史的背景

･ 保育室の編成に関するもの

これ は , 保育を行うた め の 子ども の 集団の単位に関す

る も の で ある｡ 最 も多 い もの が 年齢別保育で あり ､ 3 歳

児､ 4 歳 児 の よう に年齢によ っ て 保育室を編成する物で

ある
｡ そわ に対 して晃年齢保育は ､ 子 ど もの 年齢に関わ

らず に保育室を編成するも の で あ る｡ 近年で は兄弟数の

減少な ど もあ り 晃年齢が 関わ り合う こ とも 少な くな り､

こ の よ う な晃年齢で 保育室を編成するこ ともみ らわるよ

う にな っ て い るo ま た 入園 し
ー

r か ら の 年数で保育室 を編

成す る も の を保育年齢別保育とい う｡ こ れ らは各保育室

に分け て 保育を行う も の で あるo こ れ に対 して ､ 1 つ の

空間に子 ども全員を集め て保育を行う も の に合同保育や

グル ー プ保育があ るo

･

保育者 の割当てに関する もの

これ は , 保育者が ど の よう に子どもを担当するか に つ

い て み た も の で あ る｡ 小学校の よう に各保育室を 1 人 の

保育者が 担任 と して 受け持 つ も の を担任制保育 と呼ぷ｡

反対 に､ 各保育室を複数の 保育者で 受け持 つ も の をチ ー

ム 保育と呼ぷ ｡ 担任制保育は子 どもが担任とな る保育者

へ 愛着を持ちや す い こ と､ チ
ー

ム 保育は受け持つ 子ども

た ち の 保育を保育者間で相談し合え る こ とが ､ そ れぞれ

利点とし て あるo

･

子どもの受け入れ に関するもの

子どもの 障害にかか わ らずに 園で 子どもを受け入 れる

もの を総合保育とい う｡

･

保育時間に関する もの

これ は ､ 保育 を行う時間帯に関する も の であ るo 保育

園 で は通常の 保育時間は () 8 :3 () - 1 7 :() () ま で で あ るが ､

こ の 時間外 に保育を 行う こ と を延長保育 と呼ぶ ｡ 朝 は

0 7 :0 0 - 0 8 :3 () ､ 夜は 1 7 :0 0 - 1 9: 0 0 ま で 保育を延長す

る こ とが よくみ られ る
｡
ま た午前の 延長保育は早朝保育

とも呼ばれ る こ ともあ る｡

こ の 保育時間の 延長は ､ 幼稚園 で も行われてお り､ 預

かり保育と呼ばれ る｡

表 2-1 保育 内容 の分類

保育内容の分類 保育内容の 詳細

保育の

主 体

千
ど

!)
王

自由保育

子 どもが自 副こ活動 で きるこ とを保障する保育である ウ 園

児の 自発性 ､ 創造性 などを葦祝する場合 ､
それ らが発揮 さ

れ やす い ように保 育者の 教育的意図は環境設定 に展開さ

れ るぺ きで あリ, 放任 とならない 配慮が感要である ,,

コーナ
ー

保育者が 園児 の活動 を予測 し､ それらの活動に必要な もの
保育 を用意 したコ- ナ- を何カ所か設けて保育を行う もの 亡

つ たえ合い
蜜児た ちの自由な発 想と行動が ､ 次の行為を誘発 して ､ 相

体 互 に影響を与 え合 うぐ 園児 たちの発想を先生が発展させ ､

保育 またそれを きつ かけとして ､ 園児たちが興味を広げるよう

に棺藩す るとい う仕組 みで ある ○

誘 導保育
つ たえ合い保育 と似 てい るが , 園児たちの 自 由な発想と吊

動を取リ 上げなが ら, 保育者の意図する方向に誘 い込む と
いう点で異なる e

煤
育
者
主
価

一

斉 保育

保育者が 明確な到達 日榛 を持 つ て園兇を指導計画の下に

導いて いく保育であ る〔 集団と しての達 成感や個人で見つ

ナられな いよ うな体験が得 られる ○ その内容が画一的 ､ 管

理的 にな らな いよ うな 配慮が され るベ きである ○

設定保 育
保育者が保育課題を設定 し､ これ に全 員を参加させる保育

である ○

一

斉保育 と異な る点辻､ 保育課 題は共通であるが

子供の活動は必ずしも同
一

で あるとは限らない 点である ○

保育室

年 齢別保育

子 どもの年齢 ､ すなわ ち同年齢 によつ てクラス を編成 し､

保育を行う もの Q 子 どもにとつ ては発達段 階の近い 仲間や

同年齢の友達を得 られ やす い ○

晃年 齢保育

異年齢の園児の集団保 育を指 すu 近年減
-

)-亡きた近所や家
庭の中で異年齢の園児が 関わ る機会 を保 育規 場に取リ入

(混合保 育)
れようとする保育で ､ 縦割 リ保 育とも呼 ばれ る ぐ 子どもの

生活その ものを自然な存在形 態としてとらえなお した場

令,
こ の保育方法が こ< 自然で あるとい う意見もある ,

保育年齢別保 育

保育年齢 , すなわち子 どもの保 育#_験年数
によつ てクラス

を編成 し保育を行う方法 ○ 保 育年齢が異な るこ とで ､ 集団
の編成 生活 へ の適応度が異な るため ､ 入 園して からの 年数によリ

保育内容を変える u

合 同保 育

クラス の粋を取リ除き ､ 全保 育者が全 園児を保育するも

の ○ 運動会などのよ うな軍全体の行事や自由誉園日などに

取リ入れられるこ とが 多い つ この場合 は保 育者間の十分な

話し合い が必要である ○

グル - ブ保育
合同保育のようにい つ たんは クラスな どの枠 を取リ払う

が､ 園児の 興味 ､ 関心が近 い もの 同士で グル
ー プを作リ ,

( 解体保 育) それ ぞれのグル ー プ に保育者がつ きグル
ー プごとの議動

を行 う保育 ○

保 育者の

割当て

担任制保育

一

つ の保育室に一名の保育者を姐任 とす る保 育○ 保 育者 -

人で 受け持 つ とい う こ どご子 どもが退任 ヘの愛着を持ち

やすい面 もあるが ､ 保育者の個性が保育 室の 子どもたちの

雰 囲気に大 き< 影響する こ ともある○ また補助 と して ､ 複

数の保 育室に担 当する保育者を配置す る場合もあるウ

チーム保育
- つ の保 育室 を数人の保育者が娃 当する保 育e それ ぞれの
保育者 が異 なる役割を もつ て保育を行 い , 子 どもの 活動を

(チ ー ムティ ー

誘漣したリ､ 寮助 したリする ○ また , 子 どもの様子につ い
チ ング) て様 々な視点 から捉える寿ができ ､ 保育者 どうしも相 談 し

なが ら保 育が おこ ねる ことが特徴である ウ

子 どもの
総合保育

子 どもの障 害のあるな しにかかわ らず ､ 健常児
t 障害児と

受 け入れ もに保育を行 うもの ○ この場合 ､ 医療 . 福祉な どの専門機

関との連携が重 要である ○

保育時 間

延 長保育
保 育爾の通常の保 育時間は午 前 8 時3O 分 - 午後 5 暗 まで

であるが
､
その 時閣外 の保育を指す ○ 朝は午 前7 暗 - 8 時

3 O 分 ､ 夜 は午後 5 時 - 7 暗 まで延 長で きるこ とが多い u

預かリ保育
幼稚 園 における通 常の保 育時 間後 で も地 域の 実態や保護

者の要望 によリ, 保 育時間を延長 して保育を行 うもの o

- 3 5 -
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2- 2- 2 保育施設におけ る コ ーナ ー

設定

保育施設に み ら れ る コ-- ナ ー 設
'

Fii
7

を み て い < c 保育施

設 で は ､ j= に 保育室l･小 こ コ - ナ - を 設定し て い る こ と が

多い o 保育室 で み ら才1 る コ 1
-

ナー
ー

の 多く は. 家具な どを

川 い て三豊定され て い る . 各 コ
- ナ ー は ､ 畑で 周囲を囲う､

敷物を敷く ､ 机 を置 く な ど､ 家具 を 工 夫し て 置かれ て い る c

保育室 の コ
ー

ナ ー設定をみ る と､ 保育室全て に コ
ー

ナ ー

が敷き詰め られ て い る の で は なく ､ 適度に 分一散して コ ー

ナ ー が 配置さわ て し1 る( 図 L2- 1 - 2- 2 ) o 保育室 に コ
ー ナ ー

を 設
L

iii
I

す る こ と で ､ 遊 び場所が 図と し て 現才1 て い る り 子

ど もたちが 保育室 に 入 っ て きた時に ど こ に ど の ような 遊

び場所 があ るか 分か る よ う に な っ て い る ｡

ま た , 保育室iこ よ っ て は ､ 意 図 的に 広 く 空け らわ た ス

ペーー

ス を と っ て い る こ と も み られ るo こ の ス ペ I -

ス で は

劇的な遊びもみ る こ とが で き る ｡ こ の よ う に ､ 保荷室 で

は子 ども の 様 々 な遊び を誘発す る た め に ､ 各コ
ー

ナ
ー と

コ ー

ナ
ー 以 外の 噺帝があ る と い える｡

な お ､ 本研 究で 対象と して い る 保育室は全て 家具で コ
- -

ナ - を設定して い る ｡

･■方､ 保育施設 に よ っ て は ､ 壁 な どで 囲われた コ
ー

ナ
ー

を 保育室のIr■に つ く っ てt･ - る もの もあ る ｡ ニ の よ うな コ
ー

チ-
-

は ､ 特 に シ ュ タ イ ナー
ー

保育を行 う園 で よ く み る こ と

が で き る . シ ュ タ イナ ー 保育で は , 様 々 な芸術的な 要素

を取り入れ て 保育を行 う こ とが特徴的で あ り ､ 保育室 も

特色 的な
'

'
1

L

u

; 問 と す る こ とが 多し1 . 国 2-:う の 事 例 でt･ま ､ 穴

< ら の よ うな コーーナーーが 独立 した場所と して 保育室 の 中

に 計雨され て い る こ と が み られ る ｡

以 上 の よ う に , コー- ナ 1
-

に ほ ､ 家具 で つ く らi1 た コ
ー

ナ - と ､ 壁 で 囲われ た コ - ナ 一 に大きく分け る こ とが で

き る D 本研究で は . 家具 で つ く ら れ た コ ー ナ ーーを分節型

の コ ーナ - . 壁 で 囲わ れ た コ ーナ ーを付属型の コ - ナ-

とす る o

芸
~…

･

.

}'

軍二
･

F ::
-

'
L

F:
;

+
?

-

華

図2-2 M 匡l の 保 育室 の 平 面 囲 (l / 2 0 0)

ー3 6 -

図 2-1 M 園 の 保育室 の コーナー設定

図 2-3 聖 テ レ ジ ア 幼 稚 園 の 保育室 の 平 面 囲 (l / 2 0 0)

(6 日有空アーキ テ
/
J チ ｢ 7 2 D O:) 辛 1 1 月 1 1 日号 〔貰 21各) J_ L

1 2 3 より 引斥)



第 二 章 保育施設 ･ 小学 校に お ける コ ー ナ ー の定義 と そ の歴 史的背景

2
-

2
-

3 保 育施設における コ ー ナ ー に 着目 した既往研究

こ こ で は ､ 保育施設を対象に コ - - ナ - ー を論 じて い る建

築学や 保育学の 既往研究や 文献を取 り 上げ､ コ
ー ナ ー に

関する知見を整理す るo 保育施設を対象にし･ た研究で は ,

物的環境の 1 つ と し て コ
ー ナ ー につ い て 触才1 て い る こ と

が多 いo そ の た め､ コ
ー

ー
ー

ナ
- -

を直接扱 っ て い な く て も､

コ ー ナ ー に 関連する 内容がみ られ るも の も取り上げて い

る｡ また ､ 以 下 にあげる研究には､ l
~~
1
_･･
4 既往研究の 整理

と本研究の 位置づけ｣ で 取 り上げた研究の 中で ,
コ ー ナ ー

に つ い て論 じて い る もの に つ い て は再度取り上げて い るo

多く の研究で ､ 保育環境の 在り方とし て , 保育室ある

い は施設全体をい く つ か の 小 さな場所に分節するこ とが

必要で あ る こ とを指摘 して い る｡ 無藤 ･ 倉持ら(9 3) は ､

保育学の 立場か ら､ 子 ども の 発達の ため に必要な環境構

成と して 3 つ の 原則 ( 分節す る空間､ 変額する空間､ 構

成する空間) を挙げて い るo こ の 内､ 分節する空間では ､

閲環境は様 々な形 で 区切 られ て い なければな らな い と述

べ て い る
2~1…･

/
'

11 同様 に､ 中沢(9 6) は ､ 保育室内を分節する

必 要性を指摘して い る｡ 氏は ､
｢ 子 どもがそ れぞれ安定感

を持 っ て 遊ぶ には ､ 室 内に い く つ か の ある程度囲まれた

空間が必要 で あり , 保育室で遊びの た めに 区切 っ た場は

コ - ー ナ - と呼ばれ て い るJ と述 べ て い る
2- 1 2)

o

ま た､ ゲ ー リ ー ･ ム ー ア ( M o o r e . G . T . ､ 8 5) は , 児童

保育施設の 行動観察調査 よ り, 空間が分節さわた児童保

育施設の 方が ､ 子 ども の探求心 な行動や児童相互 の コ ミ ュ

ニ ケ - ー

シ ョ ン 行動な どが多く発生す る こ とを見いだ して

い る
2-1 3)

o 氏は ､
こ れ らの 子どもの 行動を促すため空間を

分節する 5 つ の 条件を挙げて い るが､ こ れ らは コ
- ー

ナ
- I

を 設定する方法とし てみ る こ とが で きる｡

建築計画の 研究で は . 北浦( 0 3) が ､ 夜間保育所の 施設

計画に関す る研究で ､ 夜間保育所にも同様にコ
ー ナ - が

設定され て い る こ と を指摘 して い るo 民 らは､ コ
- ー

ナ -
-

の 効果と して ､
｢ 小 さ く区切らわ た空間の 落ち着きと, 遊

びを誘発する子 ども 主導型の (遊び環境の) セ ッ テ ィ ン

グにあ る｣ と述 べ て い る
2-1
`l-)

,3

こ れ ら の 研究で 指摘され て い るよ うに , 子 ど もが活動

するた 捌 こは, あ る 程度､ 空間を分節する こ とが 必要で

あ るo 保育室 内の コ
- ー ナ -

設定も､ 空間を分節す る方法

の 1 つ で ある と いえ るl)

2-l l) 無藤 ･ 倉稀らによる環 境構 成の度倒 : 文 2
1

9

無藤隆 ･ 倉持清美 ･ 柴坂寿子 ･ 田代和美 ･ 中島寿子 ･ 柴崎正行(9 3) は ､ 干 どもに とっ

て の 園環境の 意 味に 関す る研究 で , 干 どもの環 境 の 関わり ､ 子 どもの 発達の ための 環

鼻 構成 ､ 圃場境 へ の 提言 を論 じて い る, ､ そ の 内､

二

f
-

どもの 発達の ため の環 境構 成の 原

則 に つ い て 以下 の 3 つ を挙 げてい る｡ こ こ で は , 空間とい う言葉 をもの や場 所 ､ 環境

な ど噛広 い意 味で用 い て い る ｡

1 . 分節する空間

保育室 ･ 園庭など Li
l

) 空間 を分節 す るこ とに よっ て , 区切 られた空間で 子 どもが巧み

に使 うこ と を促 すと華 に ､ そ こ が集中 して 遼ペ る よ うに なっ て い る こ とが必 要で あ る

と述 .くて い る , また. それ らの空 間の 区切 りは , 干 ども白身に よ り様 /< に 変化 可能 で

あ るこ とが干 どもの 自由な発 想を引 き出すこ とに つな がると述 .て て い る
J

2 . 変貌する空 間

い ろい ろな もの を変 えて いく こ と T
=

f
. どもの 遊び を刺激 する と述べ て い るo こ こ で

の 空間は主 にもの ( 物品) を意味L て おり ､ 具体的な事例 として 側面の絵 を挙げて いる , ,

季節の 循環 に応 じた環境 J) 変化が子 どもの 成長 の速度 に見合うとも述ぺ て い るd

3 . 構成 する空 間

様 々 な環 境要素 が岡倉され て い る 中で ､ 子 ど もが それ らを選び出し . 組 み合 わせ る

こ とが で きる こ とが必 要で あると述べ て い る. つ ま () ､ 単 に 遭具を使 っ て 遊ぶ の で は

なく ､ 置 鼻を観み 合わせ て 使 っ た r) ､ 遅鼻 白体 を子供が作り出せる こ とが重要 で あ る

と述べ て い る 】､

2- 1 2)

高橋たまき
･

中沢和子 ･ 森 上史郎共 著 ､
r遊び の発達学 展開編 仁丈 2- 1 0)Jl ､ p , 1 9 3

2- 1 3) 空間 を分節 する 5 つ の条件

ゲ･･ J }- - ･

1_1.1
一 ア (M ･:く) r e .G . T . ､ 8 5 ) が挙げ た空間 を分 針㌻る条件は以下の 連 t,

:) 守

ある ｡

1 ) 部分的 に囲われた壁 ､ あるい はパ ー → テ ィ シ ョ ン

2 ) 部分的 に空間を分け る物と して 使わ れ ､ 子 どもJ:) 意志で動 かせる本棚 や物入れ用

の キャ ビネ ッ ト

3 ) 空間を分節 で きる ような床 もしくは天井の しベ ルの変化

4 ) 空間を分節で きる ような床 の :11J バ･1
-

, テク スチ ャ.･
-

の変化

5) 住やその 他視 覚的に 強 い エ レメニ トによっ て 暗示 される境界 ､ もしくは連結 して

感 じられるような壁の 連結

(耕津要 , r 児童の 行動場 面か らみた空間 解析に関 する研究 ( 文 2-】】うA I二'Ⅰ) .2 5･2 6 よ

り引 即

2
-

1 4)

北浦 かはる ･ 萩原美智 子 .
r 保育 環境 として の遊び空間の あり方 - - 夜間保育所 の 保

~膏環境型備 に向けて L一 (文 2--1 2)』,

- 3 7 -



耶'~ー. 苛 侃 古n-設
･ 小

i

声綬i = おしチろ コーーLl- ♂) 定 義 とそ L
') 歴 史 的･肖景

保育境 内 の コ
ー

ナ
ー の 偶 成や使わ才1 方 に つ い て 論L; た

もの ほ ､ そ才l ほ ど多く はな い が ､ 実践記線から の軸告や ､

コ ー ナー- t7) 実態を捉えた研究が あ る .

保計チの
'

)J 野 で は ､ 窪 田(() 2 ) ほ ､ 保育の 実践記 録を通

し て 白 {, の 同 に 翁 ける保育
J

i;_ 内
の コ ー- ナー- の 構成に つ い

て 紹介し て い る D そ の 小 で ､ 氏 は､ 保台重 の 亡1-
■で 製作遊

びが 重要 で あ り . 製作 コ1 - ナ1 -

に 常 に 教師が 滞在する こ

と ､ 製作 コ - ナ - か らそ の 他 の コ - ナ
- を 見渡 せ るよう

に す る こ と の 必 要で あ る と述 べ て い る
コ 15 '

｡

建 築
･

-
l

-;
I

, の
/

/J 野 で は, 拙者ら に よ る ｢ 保育室 の コ
ー

ナ -

設定 の 1 年間 の 変化や コ
ー

ナ
ー と 遊び の 関わ り に つ い て

論L; た一連の 研究
2 1 h )

｣ が あ る ｡ そ の 他 で は , 井本佐 ･ 走

行 ら(0 5) の l 保育空間 の セ .

ソ テ ィ ン グ と 子 ど も の 行為に

関す る 研究
三■L 7)
｣ や ､ 山 田 ･ 服部(I) 5) の ｢ 自FFl 遊び 時間

に おけ る 子 どもの 行動分析に 関する研究
=
'

■1 RJ
_
I で ､ 供育童

の コ ーナー看護定の実騰が 報告され て し1 る .

そ の 他 の 研究とし て ､
コ ー ナ-

- を 直摘扱 っ た も の で ほ

な い が ､ 小 川 に よる研究や仙田 に よ る 研究で は コ
-

ナ 一

に 関す る員重な成果をあげて い る o 小 川( 0 4) は , 保育空

間の イ ス煙と床 座で の 遊び 方の 違い を積み 木遊びを例に

説明 し て い る ( 岡 2- 4) o こ の 座 の 違 い に よ っ て遊び方が

異な る こ とほ ､
コ ー ナ - の ,I;,

'

i え を考 え る
_
とで も重要な 視

,

i
.

i

.( と な る ｡ ま た ､ 仙 ロ は , 保育施設 で の 子 ど もの i帯博行

勤の 調査 よ F.) ､ 子 ど もが滞留す る場所とし て :う つ の 1 .q: 間

を挙げ て い る｡ そ ら才l ほ , 隠れ ら才l る 場所 I 閉所I ､

･i:;: な

どが憩 い て あ る ような ｣
'

･ ど も たち に と っ て 特別な場所 ｢別

所 ト そ して 岳l･ 1 喝所 l 高F H で あ る ( 同 2 5) G こ う した

場所も l つ の コ
ー ナ ー と し て拭え る こ とが でき. コ ーナ

ー

が 子 どもの 滞
p'

r TI
U し や すし･- 場 所 で あ る o

以_
1二の よ う に ､ 多く の 既 往研究で は ､ 分節された空間 ､

堀 な ど様 々な 用語 を用 い て い る が , 子 ど も の た め の 必 要

な確度づ < り と し て い く つ か の ′トさな 場所を用 意す る こ

とは-,
J]三通 し た認識で あ る c こ の こ と か ら も. コ - - ナI - を

設定す る こ とf･ま .

′トさ な場)
Tjf を 川意す る こ と で あ り､ 保

育施設 に と っ て fj
-

効 で あ る と思 われ る じ しか し ､ 実際 に

コ ー

ナー- が ど の よう に 利m さオl て 1. 1 る か を 明 ら か に し て

い る 研究 は
/i> な く ､ 本研 究 で は子 ども の 発達を踏 まえ た

コ - + - の 性わ3 L J)- を 明 ら か に し て い く__

3 8 -

2- 1 5) 窪ff] 初代 に よ る コ- チ- の棉 戚

霜 n 糾七l.了､ 小川1
)y ク､

･ 荷)F 乎 何編菅 .
r 岡城 別 障子f 内容 ,

= リー7
*

L L?
T胃堵 ( 文

コ 】Jq ) J i ) 中で . ｢ 7
, 子
吉も と 共 に汐 び場作 り 卓【.

よ う (] l)J 8 F '- L 9 7 ) 】 二い う 憧で

製 作 コーナ- を中心 とす る コー-).- i) 偶成f lLr, し ミ11; ぺ て しJ J )

2- T 6) 書出者 らに よ る j - ナーを扱っ た思 往研究

主7
L

Lf 既往研クモと L て は以 F J-) も Jr ) がある
.

･ 西木 雅人 . 争♯ 正:欠 ･ 木 下誠･ . r保育 7 L け.I) ム†二伴-I) コー･ ナー-SIT 'i
'

7) 一年間の 変

n .一環讃晋に よる 空F m 空電 /1
.

らみ る 群青基計両 に1EI T ろ 研究- (文 : 1-4 )』

- 西 本雅 人 ･ 年j阜正次 .
r 籍青春 に よる 保育去 L7) 二1 - ナ一読定上そ

'
J)偶 成に成 すろ 開発

l一文2 】.E-)) J
･ 西本雅 人 ･ 今‡F 正次 . 木I-奴- .

r 自由捉命中r= j3 EpI る 干.
L ': も J
_
) 還( F 講軸 と コーナー

の鞄 一
生t

<

j･ L: 園する 研究 l 文 コ-l〔りJ
･ 西本雅 人 ･ 今# 正次 ･ 木 下誠 一､ T 自由尿管中F= 孝_

i(i ろ
二

J
二ども の 遊びの 展開性 に 岡す

る研死 (文 2･1 7 り

2- 1 7) 保育空拘の セ ッテ ィ ング と〒 どもの 行為 に閑す る研究 : 文 21 1 8

井本佐保塁
. 直 行Ei-

r
) 千

･ ,J 一 泡草子
'

. L1 5 ) ほ ､ 保育奄耶 Jj 七
､･ ′ テ ィ ニ グ と干.I: も

LT} 行

為 に 閑JT る 研究 て .
:ll- ナーそ百足左す る : 固十 コーj､- が 祝意 さ 11 て い ない L 田 で苓

与 閉寮 調査 (1
･

行い ,
コ - ナー.;蔓竜 J ) 宥 恕E : よ る 干 ,

:
二 t ' -I/) 行重々 J) 比托 を行 T , て い ろ . 氏

･
T
) は ､

コー- ナーーが常 に 空間 セーり テ ィ ニ ?Lさ才./ L い る こ とで . r･ ども .iミ自 ら遊
-

J を探 し ･

見 二) 汁 . そ JT , r: TJ: にi呈.韻 7: きる 環境が 整え =, I L て お り . そ れがf- ≡も 詔自 発性 を促す

とW ミぺ て い る .

21 1 8) 自由遊び時間に おける子 どもの 行動分碗に関する研究 : 文 2- 1 9

山rT7 患栗 ･ 駁都苓生( 0 5 ) ミ.i . 一塁暦7阜
J J 自由遊T F 矧 71如二おミ･: る千.竺･ぎ. の 行享!13分析 に閤

㌻る 研究 で . 3 頓 に お Lpl る 竜田絶 し

∫
).1 0 分間 v

l

) 千 ごもジJ 行 #J 今着日し , 登園 して か ら

千 :

i :

: もが還てj 出すまで のq!b き . 各コーナーでC,1 還7 人I) 来迎 を 細苦 して いる . そ lワ中 で .

民 らi i . 搾召 宅 u? 環境i y .ifL J l, 果た る叫 旨に も ､ i- ど もた ち J)ff 軒 に は- 葎 J)一共血点! ,
rて

･み i
=
, ( l る こ と をt6 ｢坑し て ぃ る〉

懲 Å竜 ,

J
/ ;? こT ざ しl

.
ニ! ' !･5 塩 入‡■頭JJ

_
のi6 校
.
～-rl: 乃･ I

窄 も
') 台｣ , 2 + ,L J ｡･

･とr
J

'

. ･ ∴

..
1~■.

■I .

与…ムl 乱 '

-
I

- 那 L J■J-
I;J 5

妥壬詣-::
]

等要吉
t

l綜± ≡･
'
:

J

t

i

表ま蒜1 .
.
? ,ig;

･

L

'

;-
▲

豊貰E;3
1t と七il iチラU

'

, q :i ( 1:t
■

ヽ h-争r車._
点T )

'

乞i{J [

国 2- 4 イ ス 塵と床座の積み木遊びの遊び方の違 い (小川)

レ｣＼川信7 .
F 7 どもの生 表と保育棒迅- ( 文 2-2 0) 』. L3 β9 2-9 3 より引用)

I

､ ∴
-

I /

国 2-5 子 ど もの 滞留しやすい 3 つ の 場 所 ( 仙 田)

( 仙∃ 鼠 F三男境 7~サイ ンま昌蓋 く文 2- 2 1) い ).
1 5 3 より引j= )



前~ー_ 苧 偶育施[-i琶
･ ト

r'; 二陀( = 才5 i･ナる コ-･づ-･ u-j
'

/i: ;滝と そ しつ暦
r

t 約p[14 宗

2 3 ′ト学校 にみ られ る コ ー ナ ー

2-3-1 小学校の コ
ー ナ ー

の 歴史的背景

小学校 の コ-
l

ナ - は , ⊂)S に 忍 従 さか る こ と がおお く み

らゎ る.; 暦
1il 的に み る と ､ コ ー ナ ー は ､ 教室 欄 り の 充実化､

o s の 発展 ､ ま た はオ ー プ ン プ ラ ン ス ク - ル の 誕牛と共 に

設定 さfl る よ う に な っ て きた D そ こ で ､ 小
､

芦校の コ - ナー

の 歴 史的背景を.
O S や オーー-/ ン

ー

j ラ ン ス ク ー

ル の 関連と

共 に み て い く.
;

1) 教室周り の 空間 の 充臭化

教境 周 り の O S は ユ9 7 0 年頃か ら 一般的に み ら れ る よ

う に な-) て き たが ､ そ れ以前にも教室 周(
I

) の 充実を行う

考 え 方が み ら わ て い た ｡ 鈴木は , 右u-JJ に 教室周 り の 空間

の 新し い 試 みが された の は .
1 9 5 5 年 の 旧宮前小学校 ( 図

2 6) で あ る とfE
･

i筒し て い る
2pL W

c 氏 に よ る と .
こ の ′｣ ､ 学

校は ､ 文 部省から の 鉄骨追放舎に関す る研 究開発の 委託

に よ り建築 学会が モ デル校 とし て 建設 した B 計画上 の 特

徴とし て ､ 教 皇周り に 生活 ス へ - ス と し て 手洗 い ,
L ト ソ

カー- な どの 前
L

+! を設け て い る o こ の 教 案 周F
,

) の ス ぺ-1 ス

の 充実化i･ま ､ ( ) S の 先駆 けとな っ た とし1 え る ｡

そ の 後､ 小学 校の 計画 と して ､ 教 室周 り の 空間を学田

ス ベ - 7, と し て 充実さ せ る こ とが 様々な 試み が行わf l て

き た o
1 9 r) 0 年 の 札幌市立I-

l

i: 駒内小学校 ( 園 2 7) で は ,

旧 宮前小
/

f
･

校の よ う に ､ 各漁真 の前 に 小さな ワ - ク ス ヘ -

ス を 設 け て い る ｡

ま た ､ こ の 時期か ら現TT
=
の () S の 原型 が み ら才l る よ う

に な っ た o 1 9 6 8 年 の 膚E H f
:

市立イく二 小学 校 ( 国 2 8) で

E･ま､ 教室前の 廊 ド部
/
)J を () S と し て 計画し て い る ｡ () S に

ほ , 各教室 の 共有の 場 と し て . 教材や家具が 置かi l て い る｡

こ の 廊下郡 ,

'

'J を 拡大 し て (.
) S と し て Li h 白け る こ とは､ 現

在で も
･

般杓に行われ て い る方法で ある｡ 1 9 7〔) 牢の 館r h

市立北条,卜学校 ( 図 2-9) で は ､ 同様 に教室 前に ()S が 計

画され て い る が ､ 段差 を利用 して 廊下 と O S を分け てお り ､

I

?
I

: 習の た め の 場所の 作格をよ り鶴め て t l る '.

こ 才1 L
t

, の-jj
J
IL列 の 通 り ､ 教宅周 り の ス へ-- ス の 充実か ら

始ま り ､ iFi (̀T_
=
の ( ) S の 原型が み ら れ る よ う にな っ て きた ,i

2- 1 9)

宝島不 買- I r 小
rT1 学校 に おけ る 実胃 ス ペ ース の 革j京成 にEj5 す る研芥 (l専士論 文 , 文

2-2 2) a . FL2 7 8 より

･
｣
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図 2-6 旧宮 前小学校(1 9 5 5)
(熊木 実- ､

ど′｣.､ rT l 亨佼 にお ける実 習ス ペ- ス の 異義成 に 蘭する研究 ( 又 2-2 2 )A) . L 3.
2 7 9

よ L｣ 引用)

･ 内

諾
･ r

図 2- 7 札幌市立 真駒内小学校(1 9 6 0)
( 飴 六 腎- I

FJ

.
i＼中学校 におけ る冥曽ス ペース の 毒東成 に 醒するl許冥 ( 文 2-2 2 )J] L P 2 8 0

よ り引用)

図 2- 8 春 日井市立 不 二 小学校(†9 68)

(王台茶 賢- . q 小中学校r = おける実習ス ペース の 再編成 に関する5
= 宗 ( 文 2･2 2) B . p.2 2 4

よ L) 引罵)

v 筑 L = 滑:i:=T ,l〕

漆二
~

….ぎIr f:
I

L

F T
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A
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図 2-9 館 山市立 北 条 小 学 校( 1 9 7 0)

( 日不 珪藻学会i 眉､ 7 崇 2 版コ ンハ /) ト建築設 計蕪村契成 (文 2-2 3) A . p. 1 5g よ り引 F u
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前1.苧 粍背旗呂貨
･ ･ 卜i

二
二陀に おぃ;L るIJ-- 十-- L I

T

) 在姦 とそ L
;
) Wl ri .L 的 Lテ宗

2) オープン ス クール に よる コ ー ナ ー 設定 へ の 影響

当時､ ア メ リ 1J な ど で 行わ れ て い たオ - プ ン ス ウ - ル

を実現を目標と して .
1 9 7 2 年 にJ)n 藤草 間初等学校 ( 同

2-1 ()) が 計Ld Ti さ れ た｡ こ れ が 円本最初の オ
ー プ ン ス ク ー

J L タ イ プの ′い学校とさ才l る ｡ オ ー プ ン ス クー- ル で は ､ 小

グル ープ に よ る
J
l

i
J

: 習を 其本に 学習状況 に応じ て 自由 に
･
L

-i

営 集団を編成して い く 教育方法が と らわ た｡ こ才1 は ､ 従

来の 固定的な学級に よ る 人人数の 一斉授業を1JI- う教-
l

T1

'

と

は 区 別され たで 加 藤学閥 初等学校で は ､ 教生 ほ なく .
4

つ の 教皇 の 広さ に 相当す る 学習 ス ペ
ー

ス が あり ､ 異 な る

学年で の テ ィ
ー

ム テ T
- - テ ン ダ が行われ た ｡ 学習 ス ベーー

ス に は小 プル - ブ の 学習 を行う の た め の 場所を家具で

コ
ー ナ ー

と して つ < っ て い る こ とが み られ るo

1 9 7 8 年の 東浦町立緒川 小学校 (図 2- l l) で は . 各学年

の 教室が ラ ー- ニ ン ゲ セ ン タ ー や ､ 広 々 と した 多E] 的 ホ --

1L と つ な が っ て お り .

一

体的な
'

'3 間 と し て計画され た ｡

多目 的ホ ー ルi･ま . 家具 を用 い て 様 々 な コ I - ナ1 - が 設定さ
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ー 慈師チ ェ ック コーナー
･ オリエ ンテーシ ョ ン コ-
ナ-

･ 国書 コーナー ･ 歯音コ- ナ- ･ 図書 コーナ-
L プ リ ン トドリル コーナ-

･

学習LA コーナー
･ プリ ン ト . ドリ ル コ-
ナ-

- A V 壇皇宅暑コーナー - A V コーナー

･

o H
D 学習 コーナ-
- ス ライ ド学習 コーナー
･

V T R 予習 コーナー
･

コ ン ビユ- タコ- ナ- ･

コ ン ピュータコーナー ･

コ ン ピュータ コーナー
ー 掲示 . 展示コ- ナ- ･ 層貴 . 掲 示コーナー ･ 掲示 一 層示 コ- ナ-
ー 潜師コーナー ･ 教 師 j - ナ- - 教良市整 備 コ- ナ-
一助′.I- 教具コ- ナ- - 教 具コーナー 一助方寸一致具J見納 コーナー
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･
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･ 生物 コーナー
- 水巧リ コーナ-
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を比較 して い る . 各節実 でE l そ れぞれ独 自の 観点に 基つ いて コーナ- の領頴そ望 璽し
~r いるため . 宏･ す しも内容j T一致 し~r い るわけで は fi い ハ
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前 ｢ 苛 何 百姑&
L

･ 小 ｣
二二柁i こ才. りJ る コ-- ナーーーVIJ3i:;掩 とそ J )TWp Tt 的

:

Li ,i;

ス と し て の 喝] .

L 特 定 の 日(1(] を 持 っ た 各種の コ-- ナ
ー

l

の :う つ の 喝 がJ形成さ才1 て い る こ とを指摘した｡

ま た ､ 教 室や ()S を 含む 学習ス ペー- ス の 構成を論じ る

rl l で コ ーナ - に つ い て 述 べ て い る も の もあ る ｡ 倉 斗 ･ L1
.

節 ( 0 〔り は . 5 つ の 小学校の 観察 剖列か ら学習 ･ 牛iLF;-t[.一動

の 集団編成に 伴う コ - ナ ー の 使わi11 j )~に つ い て 分析し て

お り , 教 基 ･ O S ･ コー- ナー- を含めた学年ス へ
- ス の 空間

構成を提示 し て い る ( 凶 2-2 0) ｡ こ の 提案は 1 つ の ダ イ

ア プ ラ ム を示し て お り ､ 実際 に は低 ･ 中 . 高学 年に よ っ

て偶成の 仕j)A は見な る と も述 べ て い る ｡

同様 に ､ 宮 木 ･ 木村 ･

Ll ‖｣ は(9 5) は ､ 教師 へ の ア ン ケ-
ー

ト調 査 から , 教n-r】j の 授業L こ対 す る考え方を分析し､ 学 習

モ デ ル と コ ー ナ ーーの 種耳 の 関係を構造モ デル とし て 示 し

て し1 る
コ ご U'

(l到 2-LZ l ) o こ れ ほ授業の 方法とい う ソ フ ト的

な視点か ら コ
ー ナー- の 偶成を提案して い る o

子 ど もと 環境の 関 わ り に つ い て 論 じた 研 究の Ffl に も

コ
ー

ナ1
-

に つ しi て 論 じて い る も の があるG 柳鐸(9 ] 9 0 ) 紘 ,

｢ 児 童 の 行動場d]
'

に 関す る 研究
H l)

｣ で . コ ー ナ - の配置

が ､ 学 習巌示および自Li] 時間の 児並 の 行動領域形成に 闘

わ っ て い る こ とを述 べ て い る ｡ また ､ 伊藤 ･ 良滞(() 2) は ､

l 児 塵の グル
ー

プ 形成 とIさ弓場所選択に 関す る研究
ヱ.ココJ
_
l の

Il l で .
O S r] .J で は ､ J

'

- ど もた ちが テ ーブルやイ スが配置さ

才1 た コーーナ -ーで 活動し て い る こ と を述 べ て い る o こ わ ら

の 研究は､
コ ー ナ ー が (- ど も の 行為を惹き つ け る 場所で

ある こ と. 促育施設 を 対象 と した既
/

(L: 研究 で み ら才l た よ

う に , () S を 小 さな場所で 分節す る必 要作を述 べ て い る ｡

そ の 他に は, ア メ リ カ ･ イ ギ リ ス の 小学校の 事例を扱 っ

た研 究で コ
ー

ナI
-

に つ い て 論 じて t･ - る c u 木の 小学校に

み られ るオ ーブン ス ク - ル や ､ テ 1
･

-

ム テ 1 - テ ン ダの

教育方法は ア メ リカ ･ イ ギ リ ス の 小 学校 の 影響を受け て

導入 され た｡ ア * り 1 J ･ イ ギ リ ス の 小学校で は ､ R 本の

伝統的な教育方法 に み ら れ る よ う に 大人数で の
一

斉授業

が行われ て きた時代もあ
･

-' た が . 今でi･ま個別的な故百方

法が行わわ て お り ､ 様 々 な コー- ナ - が連続し て 小槻模な

Jli:
J

= 習 ス ペ ース が棉成さ れ て し1 る,,

上 野 ら( 9 2-9 4) に よ る 研 究
:I:

I:て

で は ､ イ ギ リ ス の 小 学

校 て は予習 ス ペ ー ス に ほ B ; 1 S e ( ク ラ ス 集[j
=

j の 帰店 の 場) .

- 4 4 -

国 2-2 † 学習モ デル と コーナ- の 関係 (宮本 ･ 他)

この 国は冨卒らの 示 ㌻E] の- 告3 で あ L) L 完全習得の学習 を行う 陛の モ デル を示 した

もの で ある . 雷太 らは この 他の 学習につ いて も同意 に国を示 して い る ｡

(吉本 文人 ･ 茶ヰ.j一議 ･

LLJ u 勝 巳 .
F 小 学校 に おけるオ- フン ス ペー

ス と褒 を堅か ㌢学習 モ T- ル に関す る研 究 (3Z: 2-2 7 )A より引用)

2- 3 0 )
r

ff 本文人 ･ イ; 村 p哉 ･ 山 口 Iq* p. .
r 小学校 Eこ古 ける 寸--プン ス

′･:.--p^ と培 を生 かす学

田 モ デル に関 する研究 ( 丈 ヨーヨ7 り より

=･コ1 )

何問要 .
r 小芋校す- ゾ; ス . こ- ス に壬3 け 7J

l
,

Ll
.. g LT
J )f〒動 態域 P , 成 に つ い て 一一児 壷J)

行動梢iEi から 見た空阿 解析EこL対｢ ｢ る研 究 そ L
T) 1 (て コ･2 凱 J

坤薄雲 . F 小芋校[: お け 7,
_
I
.巳笹!: 稗確約環塊 相互J ) 関連にF59 T ろ 考憲 一

l
.

E]
L . 垂の 行朗

唱団 ,j ･
i

.
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1
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上野 浮 .
r イ ギ り ス : = 肘 ,

.

L 7
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_
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荊｢~弓11 †Liこ市丸 設 . 小
`

f: 掛 二才3 け る コー ト L
7
〕定式 L

}
I

.
そ tr) 歴 rl=l

-

1;J7 ;-
L

f 宗

G c l l e r El】 ( 罪 数 ･

J

fl-, 会な ど
･ 般教科的な学

･1
.1甲が 朕開され

る 場) ､
P T 乱

.

しiし
･

こ11 ( 観 察 ･ 実験な ど実習 ･ 械作的な性格を

fT
=

つ た 学う1
-

tr[ 勤に 村山す る 場) .
A c ti v it y ( 演劇 や ブ ロ ッ

ク遊びな ど動的な活劇の た め の 場) の･壬 つ の 場 が あ る こ

と . 学
>

t-y ス
ぺ一- ス に は多様 な コ ーナ-

-

が 形成され て しゝ る

こ と を述 べ て い る ( 図 2-2 2) c また ､ 日 本 の 教皇 に 相 当

す る B a s c は 全体の 中で 1〔) 数 % 程度を占め るだ け で あり .

日常的な
J:ぎ: 習が コ - ナ - をIr】JL ､ に 行わ れ て い る こ とを日

本の 小学校 の 違 い とし て あげ てし1 る ｡

柳 滞
. 鈴木 ･ 1 二即 日)()) は ､ 様 々 な ア メ リカ の 小

､

Ij :校 の

事例 ( 同 2 2 3) を あげ .
ユ ニ I./ トプ ラ ン の特徴 を整理 し

て い る
2. 2p=)

o R 本の 教室 と の 適し▲ と し て 面積
･

平面形状
･

方位の 自由度が点し) こ と を挙げて い る o そ して . 各 ユ ニ ッ

トプラ ン に は ク ラ ス 集団 の ため の ス ペ ー ス が確保さわ ､

多様な学潜 コ
ー

ナ
ー

- が 形成さ才1 て い る こ とを 割列を挙げ

て 述 べ て い る/;

以 l
･

_
の よ う に , 小

(

7 :校 を 対象とす る コ ー ナ ー に 関す る

既
'

(i
;

. 研究で は , O S を百した樽徴的な平面プラ ン をも つ 小

･

l

戸枝､ 様 々 な コ
ー ナ ー

が 設定され て い る 小学校を対象に

研究を行う こ と が多 い ｡
こ か ら の既得研究に よ り､

コ- I

ナ
一

に 関 す る 様 々 な独創的な知見が提示さ れ て い る .

しか し､ 依然 と教室 中心 の 樗賃が 行われ て い る現状を

踏 まえ る と､ 現7T
:
の (二)S の 計 画 ､

コ ー ナ - の 計 画が ['
/
/I

に 教育 の 現場 の 実態を反映 して い る か に つ い~r 今後 も解

明し て い く 必 要が あ る と思 わi l る ｡ ま た . 款待側が 積極

的に コ -
ー

ナ -- づ く りが 行 う こ と を､ 学
;

.哲 ス ヘ
ー

ス の 偶戊

や 家 ,

Ej
< の 充実な と の 環境懲備に よ っ て 誘発 し て い く こ と

も必要と患わわ る ?

図 2- 2 2 イ ギ リス の 小 学校の学習ス ベ - ス の 事例 ( 上 野)

( 上胃i享. q イ ギリス rこおけ る小字扱建築の 計同数句とその 伝われ方の1立≡ ( 文 2- 3 1)A

よ
'

･
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図 2-2 3 ア メ リ カの 小学 校 の 学習 ス ペ - ス の 事例

(櫛 葦 ･ 姶木 ･

上 野)

(魯博 要 ･ 鈴木 賢一1

上 野三重. F アメ リ カの 学校 建築 ( 文 2･ 3 3) コ､ p.
1 0 9 よ り引月)
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i' 百鬼 設 ･ 小
r
L
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r

= 按 に お け る コ･ -).- vl)
(

ii: 克 と そcつFfF
=

史的
;

[1 屑

2 4 コ
ー ナ ー を形成す る要素

2-4-1 コ ーナーの 事例からみる要素の 抽出

コーー ナ ーー の jj: 例 を も と に . コ ー- ナー- を 形戒 し て い る 要

素と し て ､ そ れ ら を側血 ･ 床 面 ･ 天 井面
･

作業面の ′1 つ

に の 要素を柏汁1 L た o

1) 側 面 面 の 要素

側面 の 要言酌ま､
r 壁l . I 建具｣ 1 家具l な どが あ る o

｢ 家具J

は さ ら に ｢ 柑 ･ ラ ッ ク
･ パ ー テ ィ シ ョ ン ･ つ い た て｣ な

ど に 分 針亡き る . こ の l 壁｣ .
1 建具
_
l E 家具｣ で 周 囲を囲

む こ と によ っ て .
コ ー ナ ーを形成す る こ とが で き る ｡ 国

2 2 4 の 事例は. 壁 で 3 方 を阿む こ と で 穴 < ら の ような コ ー

ナ
ー

､ 図 2･ 3 5 の 事例は ｢ 壁｣ や ｢ 建 具J を使 っ て ア ル コ ー

ブの よ うな コ ー

ナ
ー と な っ て い る . 岡 2 2 6 . 2- 2 7 の 事例

で は, と も に 】~家具｣ を利用 した コ ーナーで あ るが , 家具

の 高さ に よ っ て も コ-ーナ-- の 雰囲気は
.

変わ っ て く る .

2) 天 井画の 要素

Ji 井面の 要 素に は I パーーゴラ ･ 布 . 悲 飾L が あ る o ま

た ､ 事 例 は抽出で きな か っ たが ､
｢ の れ ん ､ も こ し｣ な ど

も同様に二尺)F
=

面 を傾作し て コーーナ
-- を 形成す る要素 にな

る o 図 2-2 8 の 事例 は,
パ - ゴ ラ を 利用す る こ とだけあ る

塊所だけ天井面を下げる こ と に よ っ て コ
ー ナ ーーを形 成し

て い る
L
. 固 2-2 9 の 事例は , 布で 天井を凶う こ と に よ っ て

コ
ー

ナ
ー

を象徴n (J に み せ て い るo

3) 床面 の要素

床Tgf の 要素に は I 段 幕 卜 l
■
飲物ト l 床面の 素材l が あ る L

こ れ ら の 要素に よ っ て コ - ナ - を象徴的に み せ る こ とが

で き る o 例 え ば､ 図 2 3 0 の g]:例 の よ う に , 一段下げる こ

と に よ っ て .
コ ー ナ ー を 形成し て い る L 図 i2-3 1 の 事例で

は ､ 敷物を敷く こ と で ､ そ の 場所 を コ ー ナ ー と し て み せ

て し- る .
〕 重 た , 床面の 素材を変化さ せ る こ と で も敷物 を

敷 い た時と同様に .
コ ーー

ナー- を形成す る こ とが で き る o

4) 作業面 の要素

作某而の要素は r 家具l で あ るウ ニれ は ､ 机 ･ イ ス ･

テ
-

プルな どを指し て い る っ これ ら の ｢ 家 具｣ を置くだけ で も,

そ の 場所を コー
ー ナ ー と し て 象徴的に み せ る こ とが で き る o

図 2一こう2 の 事例 で ほ ､ 机 の みが置か れ て い る が ､ 机が 1 つ

あ る だけ で も 他 の 場所とは 区別さわ た コI
- ナ ー

と な っ て

い る
o

一4 6 -

図 2-2 4 図 2-2 5

壁 を利 用 した コ ーナ1 1 壁 を 利用 した コ ーナー2

( E) 比欝設計繭 .
r 地iflL . の 城 4 ( 文 2- 3 6)｣ .

L ]

.
3 3 より引用)

園 2-2 6 図 2-2 7

家具を 利 用 した コーナーl 家具 を利用 L , た コ - ナー 2

図 2-2 8 図 2- 2 9

パ ーゴ ラ を 利用 した コーナー 布を利用 した コーナー

国2- 30 園 2- 3 1

段差 を利用 した コ ーナー 敷物を 利 用 した コーナー

( 建事 質料研 究所 鼠 r建 染設計資料 9 1 保

育 園
･

幼相31 3 ( 又 2･ 3了) ｣ p.
6 7 より引用)

園 2- 3 2

座席面 を 利 用 した コ ーナー
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ー
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ナ
-

･ の定義 とそ の歴史的 背景

2-4-2 要素の 分類

こ こ で は ､ 前節で分類 した 各要素の 関係に つ い て 整理

す るo 保育施設や ′J ､ 学校 の コ
ー

ナ
ー

の 事例より, 4 つ の

要素を抽出したが ､ こ れ らは 大きく コ - - ナ - ー の 周囲を囲

む も の と､ コ ー ナ ー を 象徴的にみせ る もの に分ける こ と

が で きる｡

前者 の コ
ー ナ ー

の 周囲を囲むた め の 要素は , 側面の 要

素で あるo 具体例を挙げれば､ 棚 やラ ッ ク､ パ ー ー テ ィ シ ョ

ン などの 家具, 壁や柱な どが挙げられ る (表 2-3) ｡ これ

ら の 要素の あ る コ - ー ナ - は ､ 他 の 場所か ら仕切りを つ く

る こ と で , 形成され て い る と いえ る｡

ま た ､ 後者の コ･ 一 - ナ - ー を 象徴的に見せ るため の 要素は ､

天 井面 ･ 床面 ･ 作業面の 要素で あるo こ れ ら の 要素があ

る こ と で ､ 周囲と の 仕切りは な い が , あ る場所を象徴的

にみせ る こ と で ､ 他の 場所 との 違 い を示す こ とが で きるo

周囲が 囲われ て い な いた め ､ 基本的に コ
- - ナ - -

へ の 出入

りは自由で ある と い え る｡ 各要素の 具体例は表 2- .
I

.
享 に 示

す通り であ る.

以 上 の よう に､ コ ー ナ ー

を 形 成す る要素を抽出 ･ 整理

を行っ た o 本研究では ､ 保育施設 ･ ′J ､ 学校における コ - - ナ - I

の 事例よ り コ ー ナ ー を 形成す る要素を整理 した が､ こ の

こ とは ､ 保育施設 ･ 小学校 に限らず他施設種で も同様に

み ら才It る と 思わ才,t る o

表 2 - 3 コーナ
ー

を 形成す る要素 の具体例

要素の 分類 表具 的な もの ( 可動) 建築的な もの ( 固定)

側面

･ 棚 ､ ラ ッ ク､ 引出など ･ 壁
コ

- ナ - の周囲を

淘むために用い ら

れる

の収納道具 ･ 柱

･

つ いた て ･ パーゴラ
･ パーテ ィ シ ョン ･

の れん ､ も こ し

天井画

･

フ.ア プリツ ク ( 布)

･

天井高の変化

( 上 げる､ 下げる)

コ
ー

ナ
ー を象徴的

に見せるために用

‖ られ る

･

オ ブジェ ･ トッ プライ ト

･ ひさ し

床面

･ じゆうたん ､ 敷物 ､ 畳 .
･ 段差 ( 下方向)

カ ー ペ ッ ト ･ 床仕 上げ ( テクス チ ユ

･ 舞台 アの変化 ､ 色の変 化)

作業 面

･ 机 ､ テ
ー

ブル

･ イス ､ ス ツ ー ル .

ソフ ァ ー

.
ペ ン チ

- 4 7 -



2 -5 保 育施設 ･ 小学校に お ける コ ー ナ
ー

の 課題

保育施設 ･ 小 学校にみ られ る コ
- ー ナ - ー に つ い て ､ 社会

的背景や コ - ナ - 設定 の 実態, 既往研究の 整理 を行 っ て

きたo 保育施設 ･ 小学校で は､ 子 ども の 多様な 活動の た

め に コ ー ナ ー を 形成する こ とが 有効 で ある と認識され て

い る｡ しか し､ そ の 一

方 で コ
- ー ナ - ー 形 成 に課題 も多く残

され て い る o

2
-

5 - 1 保育施設における コ
ー ナ ー の課題

保育施設で は ､ 子 ども の 様 々な活動を誘発 するために

は ､ 小 さ な場所 を分節的に用意する こ とが有効で ある こ

とが指摘 され て い る c そ の ].
つ が ､ 保育室 の コ

- ー

ナ -
-

設

定 で あろう ｡

保育施設にお ける コ
- ー ナ - - の 課題には以下の こ とが考

えられ る｡ 第 1 に､ 保育者が経験則 で コ
ー ナ ー を 設定し･

て お り､ 保育室 の環境づく りは保育者の 力量 に委ねられ

て い る こ と で あ る｡ 本研究にお い て 保育者に ヒ アリ ン グ

を した と こ ろ､ r どの よ うに コ
- -

チ
- ー を つ くれば よ い か分

か らな い｣ ､ ｢ コ
ー

ナ
ー

の 設定に 自信が な い｣ と い う意見

が 何人 もの 方か ら聞かれた o 保育者が 理論的に コ
- ー ナ - I

を 設定 で き るた め にも .
コ ー ナ ー 形 成に 関する理論整備

が 必要であ るc

第 2 に､ 子 ども の 発達 に伴 っ て コ ー ナ ー の 使 わオ
ー

し方が

ど の よう に変化 して い くか が明らか とされて い な い こ と

で あ る｡ 保育施設を対象 に コ
- ナ - の 使わ れ方 を捉えた

既往研究は 少な い o 子 ども の 発達 に伴 っ て コ
- - チ - ー を形

成するため に も､ まずどの よ うな使われ 方の 特性が ある

の かを明らか にする こ とが必要で ある ｡

第 3 に ､ 保育室の 計画にお い て ､ 保育者による コ
ー ナ ー

の 設定 の 実態が十分に理解 され て い な い こ とで あるo 保

育者は子どもの 発達に伴 っ た コ
ー ナ ー の 設定を行 っ て お

り , 保育者によ る空間の 使い こ な しが 日常的に行われ て

い る｡ こ の よ う な実態は ､ 今 ま で 指摘され て い な か っ た

点 で あ り､ どの よう に-----
▲

年の 中 で コ
- - チ - - 設 定が行われ

て い るか を把握す る こ とは ､ 保育室の 計画にお い て 重要

な知見とな ると思 われ る c

- 4 8 -

第 二 章 保育施設
･ 小学校 に お ける コ --- ナ

-

0 ) 定 義 とそ の 歴 史的 背景

2
-

5
-

2 /小学校における コ
-

ナ
ー

の 課題

小学校にお い て O S に コ - - ナ -
ー

を 設定 し て い る こ とが

多くみ られ る｡ こ れ は O S を 1 つ の 大空間と し て 使う の

で はく､ 様 々 な小 さな 場所に分節して 使 っ て い る と い え

る.
,
の コ

ー ナ ー や () S の 使 われ方に 関し て ､ 様 々 な既往

研究によ っ て 独創的な知見が提示 され て い るが ､ 課題が

全くな いわけで はな い ｡

第 1. に ､ 依然と教室 中心の 授業が行われ て い る こ とが

多く ､ O S が あ まり使わ才1 て い な い こ とが ある｡ こ れ は小

学校によ っ て も異な るが ､

一

般 的な O S は 多様な利用 を

許容するため に廊下 部分を拡大 した もの が多く , こ の 均

質的 ･ 画
一 的 な空間が逆 に O S で の 活動の 弊害とな っ て

い る ｡ 大 きな ス ペ
ー

ス を利用する活動 もみ られ なくはな

い が ､ 現実的には家具な ど で コ
ー - ナ - ー を形 成する こ とが

o s で 学習を行うた め の 手掛か りとな る と考え られ る｡ い

か な る学習の た め に コ
- - ナ - ー を O S に形 成 して おくか を

検討して い く必 要があ るo

第 2 に､ 教師や子 どもが コ
ー ナ ー - を形 成するため の環

境整備が十分に行われ て い な い こ とが あ る｡ 学習が 多様

に展開するため には ､ 教師や 子どもが学習に合わせ て 自

由に コ ー ナ ー を 形成 で き るような フ レキ シブルな空間が

必要で あるが ､ そ の た め の 家具の 充足や () S の 構成は未

だ十分 で はな い ｡ 教師や 子ど もが 積極的に コ
ー

ナ
- を形

成でき るような環境整備が戒め られ るo

以 上 の よう に ,
コ - ナ - の 課 題は多く残され て い る｡

本研究では ,
こ れ ら の 課題に対する 1 つ の 解として ､

コ ー

ナ ー ー 形 成 の要件を提示するo そ の ため に､ 子 どもの 遊び
･

学習活動の展開 ､ そ れ に伴う コ
- ー ナ - ー

の 使われ方を､ コ
- I

ナ - - の 設 えと の 関係性か ら明らかにす るo
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iヒ石 地蒜
. 小;= 陀 に おぃラ~る コー-づ一 U

=

)
'
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/
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ー ナ ー

の 定義

2-6-1 コ ーナーの 定義

本研 究て は コ
ー

ナ-- を F あ る単托空間の 一部 とし て 異

化 ( 図化) さ れ た場所｣ と定義す る c

保育施設 や 小学校で み られ る コ -ーナ - ほ基<
7

其 の 配置,

壁 でutL う こ と で 他 の 場所とは見な る 特別な場所と し て 設

定さ才1 て い る し こ れ は コ
ー ナ ー とそ の 他 の 空 間を r 問

_
l

と ｢ 地｣ の 関係とし て み る こ とが で き る ｡ あ る 一 様な 宅

間の 中で ､ 固4~[ の 精 勤IPJ 所 を r 図1 と し て 示す た め に ､

家 具や壁な ど で 場所を囲 っ て い る｡ そ の r Bi:]｣ と な る場

所が コー- ナー- で あ り､ コ -ーナ
- ー は r 地J と なる空間か ら

異化さわ て い る と い え る ヮ

施 設の 実態か ら コ ーナ - を大きく 分類す る と, 家具 に

よ っ て 空間を分節する 形 で 設定され る分節型 の コー- ナ
ー

.

壁 な ど で 囲う こ とに よ っ て 他 の 空間 に付属す る 形 で 設定

され る 付問型 の コー
ー ナ ー が あ る ｡ 本研 究 の 頚: 例 で は ､ 保

J

F]
'

施 設 で は今 て
/

) J 節 型 の コ ー ナ ー

で あ り . 小
'=

f =校 で は ､

付W ,型 コ
ー

ナー- と分節型コ -
ー

ナ-- が み らわ る o

コ
ー

ナ
ー

の 要素 に は ､ 側面
･ 天井面 ･ 床面

･

作業面 の

要素が ある ｡ 要 素 と コ
ー

ナー
ー

の 設え方 と の 関係を捉え る

と､ 側面の 要素は コ - ナ - を組む こ と で 異化するた め に ､

フこ川面 ･ 探 画 ･ 作繋両の 要 素ほ コ - ナー
-

を 象徴 的に み せ

る こ と でjT ;. 化す る た 釧 こ]Tj い られ る と い え る D

最後 に ､ 単位
'
J

;三間†) ､J の 各 場所の位置 づ けを行うc

単位空間 と は あ る 空間 の 計画 や 設計 の 際 に 機能的
･ 生

活的に 関係づけ ら才~t た
'

'ニ? 問の まと まり で あ る c 郡市ス
J

7 -

ル で は性宅 ･ 施設が 1 つ の 単(:/A. 空間となるが , 建築内 の

7
, ケ ー )L で は棟 ･ ブ [j .

:/ ウ
･ ユ ニ ッ トな どが 1 つ の 単位

空間 とな る よ うよ う に ､ 空間 の ス ケーールiこ よ っ て ､ 対象

となる牢位空間は 異な る =

本 研 究 で は ､ 保育場設で は E (岩音毛 と そ の 前面 の テ ラ

7, を 含めた 保再 ス へ - 7 J ､ 小
Jl-i:
I

, 校で は ｢ 汲童群と ()S を

含め た 学習ス ′く-
:
L 】 を . そ わぞ才1 単相空間と して 扱 う 亡

重 た ､ 単 位!,;W uW tJ OLJ 喝J
r)i を ｢ 室｣ ､

｢ コ - ナ - ｣ .
｢ コ ー ナ

ー

以 外の 場所l と 分け てj'
rl

L え て い る ( 図 2 3 3 -- Ll' 3 5)

ピ房義 .E]
[ ｣ ノ抵 土】

G
p
〔 n

』 N

r.三=て二以竺宍
草地の ス ベ

ー~ス) ∫
l ココ !

⊂= ▲

r コーナー以外 の =各所
( 他 の スペース)｣

帝塁の コーナーは 全 て ｢
′

寸

席 型コ- ナー｣ で ある ｡ また､

便 盲 t . コ- ナーの 策 題を
色で 示 T っ

コーナ- 以外 の 宅 R7 u ま､
まと まっ て 広 く 空け られ て

伺 い る瑠 疏 と､ 各 コーナーの
隙 間に空 い た滝所力i ある ｡

囲 2-3 3 保 育施設 の単位 空間 と各場所 の 位置 づけ ( M 園)

r 分節空コーナーJ S に細 : 1 /5 0 0

図 21 3 4 小 学 校の 単位空間 と各場所 のイ立置 づ け ( S 小)

･

重 ( 園)

: F
]

L 室 の よ う に 蟹 な ど で完全に 仕切 られ て い る 李1副

･ コー ナー ( 圃)

: 家 P ..な ど が 設 え ら4 1 る こ と て R l 化 さ か た空 間

･

コ ーナー以外 の 場所 (他 の ス ペ ース)

: 単 位空 間 内 F ｣ 基 ･

コ･- ナ･- 以 外c
r
) 喝 所で あ り ､ (･1J もな く

空 け ちヨ1 た乍l削

園 2- 3 5 単位 空 間内 の 各場所 の 位置 づ け

4 9 一



第 二 章 保育施設 . 小学校 に お ける コ -ーナ - の 定義 とそ の歴史的 背景

参考文献 の
一

覧

文 2-1)

森 上史郎 ･ 大豆 生 田啓友 ･ 渡辺英則 (編) ､
F

'

保育 内容総論

新 ･ 保 育講座 4 Kト ミ ネ ル ヴ ァ 書房 ,
2 0 ( = ,0 /1

文 2- 2)

立川 多恵子 ･

上 垣内信子 ･ 喪 □順 子 (共 著) ､ F 自 由保育とは

何か ｢一形｣ に と らわ れ な い I~心｣ の 保育』･､ フ レ
ー

ベ ル 館､

2 0 0 1 , 1 2

文 2--3)

柴崎正 行 ･

B] r-rt-
J 奉行 ､

F 新 ･ 保 育講座 9 保育内容 ｢環境l .ト

ミ ネル ヴ ァ 書房 ､ 2 0 0 二l
.

.0 4

文 2- 4)

塩 川 寿 平 ( 香) ､ f
'

大 地 保 育 環 境論』､ フ レ
ー ベ ル 館､

2 0 0 7 .0 7

文 2･一5)

保育指針研究会 .
F 幼稚 園教育要領.J ､ 文部科学省, ]_ 9 9 8

文 2-6)

保育指針研究会 ､
F 保育所保育指針Kト 厚生労働省 雇用均等 ･

児童家庭局､ 1 9 9 9

文 2･･7 )

新 ･ 保育 士 養成講座編纂委員会､ i
'

新 ･ 保 育士 養成講座 第

7 巻 保育原現! ､ 社会 福祉法 人全 国社会福祉協議会 , 2 0 0 2

文 2-8 )

日経ア -
ー キテ ク チ ュ ア (梶) ､ f

'

日経 ア･
-

キテ クチ ュ ア 2 0 0 2

年 1 1 月 1 1 日 号』､ 日経 B P 社 ､ 2 0 0 2

文 2･･9 )

無辞陸 ･ 倉 持清美 ･ 柴坂寿子 ･

田代和美 ･ 中島寿子 . 柴崎正 行､

F 園環 境 は 子 ども に と っ て どの よ う な 意味 を持 つ か <旦､ 日本

保育学会保育学研究, 第 a l. 巻､ p.
D .1 1 3-こ1 2 2 .

1 9 9 3

文 2- 1 ())

高橋 た ま き
･ 中沢相子 ･ 森上 史郎 (共著) ､ l

】

遊び の 発達学

展開編』､ 培風館･ . 1 9 9 6 .0 6

文 2･- l l)

柳 揮要､ 『児童 の 行動場面か らみ た 空間解析に関す る研免卜

東京大学博士論文､ 1 9 9 2 .0 3

文 2-:I_ 2)

北浦か ほ る ･ 萩原 美智子､

F
'

保育環境 と し て の 遊 び空間 の あ

り 方 一 夜 間保育所 の 保育環境整備 に向けて -

』･ ､ 日 本建築

学会計画系論文集､ 第 56 3 号 ､ 王)I) .1 3 9-･1 4 6 ､ 2 () 0 3 .0 1

文 2- 1. 3)

小 川 博久 . 新井孝 昭 (共著) .
F 領 域別保育内容 シリー ー ズ:1 3

環 亀』､ ひ か り の く に､ 2 0 0 2

文 2--1 4)

西本雅 人 ･ 今井正 次 ･ 木 下誠
一

､
r 保育 プ ロ グ ラム に伴 う コ ー

ナ ー

設 定 の------
L

年間 の 変 化 一 保 育者 に よ る 空間設定 か らみ

る保育室計画 に関す る研究 -

.

_
1 ､ 日本 建築学会計画系論文集､

第 6 O ll 号､ p D .
!

117- 5 5 ､ 2 0 0 6 .()3

- 5 0 -

文 2-- 1 5)

西本雅人 ･ 今井正 次､ f
■

保育者 に よ る 保育室 の コ ー ナ ー 設 定

とその 構成 に関す る研究J ､ 日本建築学会大会学術講演梗概

集､ Fr i. 分冊 ､ D D .4 9- 5 O ､ 2 0 0 /1 .0 8

文 2- 1 6 )

西本雅 人 ･ 今 井正 次 ･ 木下誠
一

､
f
]

自 由保育中に お け る 子 ど

もの 遊び活動 とコ ー ナ ー の 拠点性 に 関す る研究』､ 日本 建築

学会大会学術講演梗軌集, E-- 1 分冊 ､ Ⅰ)Ⅰ) .2 6 5一･2 6 6 ､ 2 0 0 6 .0 8

文 2- 1 7)

西本雅人 ･ 今 井正 次 ･ 木 下誠
一

､
F 自 由保育中に お ける 子ど

もの 遊びの 展開性 に関す る研究.』､ 日本 建 築学会大会学術講

演梗概集､ E･-1 分冊､ p Ⅰ) .4 9 7･･4 9 8 ､
2 0 0 7 .0 8

文 2-1 8)

井本佐保 里 ･ 定行 ま(
I

) 子 ･

/卜池孝子 ､ i
'

保育空間の セ ッ テ ィ

ング と子ども の 行為 に関す る研究身. 日本建築学会大会学術

講演梗概集､
E- 1 分冊, p p . 4 5 9- ′4 6 O ､

2 0 0 5 .0 9

文 2- 1 9 )

山 田恵美 ･ 服部寄生､ r 登 園後 の 自 由遊び時間に お け る 子 ど

もの 行動分析』､ 日本建築学会大会学術講演梗概集､ E･･1 分冊､

‡) p .4 6 1-･4 6 2.. 2 0 0 5 .0 9

文 2- 2 0)

小 川 信 子 ( 普) ,
F 子 ど も の 生 活 と 保 育施設 .旦. 彰 国 社.

2()() 4 .0 7

文 2･･2 1 )

仙田 滴 (香) ､ F環 境デザイ ン辞義』-. 彰国 社､ 2 0 0 6 .0 6

文 2･2 2 )

鈴木 賢 一

､
F 小中学校 に お け る 実習 ス ペ -- ス の 再編成 に関す

る研究』, 名 古屋大学博士 論文､ 1. 9 9
2 ,() 2

文 2-2 3 )

日 本建築学会(編) ､ f
l

第2 版 コ ン パ ク ト建築設計資料集成』-､

丸善､ 1 9 9 4 .0 8

文 2一-2 4)

長薄情 ･ 中村勉 (著) , F ス タ ー
-

ル ･ リ ボり ユ･
-

シ ョ ン ･
一 個

性 を育む 学校.! ､ 彰国 社 . 2 0 0 二l ‥ 0 7

文 2- 2 5)

上 野淳 ･ 連建夫､ f
]

小 学校オ ー プン ス ペ ー ス に お け る場 ･ コ ー

ナ
ー の 形 成 に 関す る研究 - ′ト学校 オ ー プ ンス ペ ー ス の 使

わ れ 方 に関する調査 ･ 研究(1)) 』､ 日本建築学会計画系論文

報告集､ 第 3 8 6 号 ､ p p ,9 0-9 9 , 二1 9 8 8 .0 4

文 2-2 6)

倉 斗綾子
一

上 野 浮､
F 学 習 ･

生 活 活動 に お け る コ ･ -

ナ
･

一形

成 ･ 情 動展開 の 実態 か らみ た 小 学校学年ス ペ
-

ス の 空 間構

成 に関する考察』､ 日 本建築学会計画系論文集､ 第 5 3 1 号 ､

pf) .1 1 1--1 1 臥 2 0 () 0 .0 5



第 二 章 保育施設
･ ′ト学 校に お ける コ

- ー

ナ
- - の 定義とそ の 歴史的背 景

- 5 1 -

文 2-･ 2 7 )

宮本 文 人 ･ 木村--- ･ 哉 ･ 山口 勝 巳､ F 小学校 に お け る オ ー プン

ス ぺ
･ -

ス と個 を生 かす学習 モ デル に 関する研究.J ､ 日本建築

学会計画系論文集 ､ 第14 7 0 号 ､ T) r) .7 3-8 3 ､ 1. 9 9 5 .0 ,

-
J

l

文 2-2 8 )

柳滞要､ F 小 学校 オ ー プ ン ス ペ ー ス に お け る 児童 の 行動領域

形成 に つ い て 一 児童の 行 動場面か ら見 た 空間解析 に関す

る研究 そ の 1 』､ 日本建築学会計画系論文報告集､ 第 42 4

号､ p p .3 卜 3 6 ､ 1
.
9 9 :1
.

.0 6

文 2- 2 9 )

柳 揮要､
F 小 学校 に お ける 児童 と物理的環境相互 の 関連 に関

す る考察 一 児 童 の 行 動場面か ら見 た 空間解析 に関す る研

究 そ の 2 』､ 日本 建築学会計画系論文報告集､ 第 4 3 5 号 ､

l:)r) .5 1- 5 6 ､ 1 9 9 2 .0 5

文 2-3 0)

伊藤俊介 . 良滞泰､
F 小 学校児童 の グル - プ形成 と教室 ･ オ

ー

プ ン ス ぺ ･- ス に お け る居場所選択 に関す る研究.

_
J , 日本建築

学会計画系論文集､ 第 5 6 0 号 ､ I)壬) .1 1 9･･1 2 6 ､ 2 0 0 2 .0 1

文 2--3 1)

上 野浮､ lイ ギ リ ス にお け る 小 学校建築 の 計画動向 とそ の 使

わ れ 方 の 概要.ト 日本建築学会計画系論文報告集. 第･4 :3 3 号 ､

pT) .6 3- 7-14 ､ 1 9 9 2 .0 3

文 2-3 2)

連 建夫 ･ 上野享争､
r l ギ リ ス の 小 学校 にお け る学習 ･ 生 活活

動 と学習 ス ペ -

ス の 構成』､ 日本建築学会計画系論文集､ 第

46 0 号 ､ 1:)Ⅰ) .9 5-- 1 0 2 ､ 1 9 9 4 .0 6

文 2-3 3 )

柳揮要 ･ 鈴木賢 一 ･

上 野 浮 (共著) ､ F ア メリ カの 学校建艶ト

ポイ ッ ク ス ､
2 0 0 ′4

.0 6

文 2･-3 4)

鈴 木賢 一 ･ 柳 滞 要 ･

._ヒ野浮､
r 公立 小 学校 に お け る ク ラ ス

ル
ー

ム と ユ ニ ッ ト プ ラ ン に 関す る研究
一 米 国の 学校建築

に関す る 研究
･ -

』､ 日本建 築学会計画系論文集､ 第 5 2 7 号､

p
.
Tj .1 2 9一二1 3 6 .

2 ()0 0 .0 】.

文 2-3 5)

柳 滞要 . 鈴木 賢---
L

･ 上 野 浮､ r 米国 の 郊 外立 地型 の 小 学校

建築 の 変遷 と今 日的状況 一 米 国 の 学 校建築 に関す る研

究 -

』､ 日本建築学会計画系論文集､ 第 5 3 1 号 ､ I)I) .9 5-- 1 0 :' ､

2 0 0 0 .0 5

文 2-3 6)

日比 野 設計 (編) ､
F幼児 の 城 4 幼稚園 ･ 保育園 施設特集貞 ,

星雲社･､ 2 0 0 6 .0 2

文 2･3 7)

建 築資料研究所 ､
i
】

建 築設5i･ 資 料 9 1 保育 園 ･ 幼 稚 園3 』 ､

建築資料研究社､ 2 0 0 3 .0 ∫4



- 5 2 -



第三章

子ども の発達か らみ る保育室 の コ
ー ナ ー

設定の
一 年間の変化





第三 章 子 どもの 発達 に伴う保育室 の コ
ー

ナ
ー

設 定の一年間の 変化

3 -1 本章の 目的と方法

3- ト1 は じめに

第
一

章, 第 二 章 で は 本研究の 序論 とし て , 研究 の 背景

や目的､ コ ー ナ ー

の 定義な どの 概念整理を行 っ た .

第三 牽か ら第五 章で は保育施設の 保育室 を対象に ｢ コ

ー ナ ー

形 成｣ を捉え て い く . 保育室で は ､ 保育者が子ど

も の 遊び ･ 生活 の 活動 を行う 場所とし て コ
ー

ナ
ー

を 設定

し て い る
｡ そ の た め ､ コ

ー

ナ
ー

形 成を捉 える視点には,

保育者側の コ
ー

ナ
ー

を 設定する意図を読み取るも の と子

ども側の遊び ･ 生活 の活動に よる使われ方を読み取るも

の の 2 つ の視点がある ｡

こ の 内､ 本章 で は ,
コ ー ナ ー 形 成の 保育者側の 視点と

し て ､ 保育室 の コ ー ナ ー

設定 の 1 年間の 変化に着目する .

1 年間を通 し て 各年齢の 保育室 の コ
ー ナ ー

設定を捉える

こ と で ､ 子 ど も の 発達や 保育計画に伴う保育室の 環境づ

くりを論じるc

l 年間を通 し て 保育室 の 環境を捉えると, 保育者が子

ども の発達に応じ て 保育室の コ ー ナ ー

設定を変える こ と

が あ る. 幼児期の 子ども の 発達はめざま しく ､ 遊び ･ 生

活や周囲の 人 間関係は様々 な環境の 刺激を受けて 1 年と

い う期間で も変わ りやす い o そ の ため､ 同 じ年齢で あ っ

て も時期によ っ て 用意す べ き保育の環境は異な っ て くる｡

しか し､ 子 ど もの 発達に伴う環境づくりはそ の 重要性

3-1) は 認識され て い るが ､ 具体的な 方向性に つ い て の 明

確な 知見は 得られ て い な い c 子ども の発達に関して はピ

ア ジ ェ の 発達段階､ 保育に関し て は幼稚園教育要領や保

育所保育方針な ど の 理論が各園 で 認識され て い るが , 依

然､ コ ー ナ ー 設定は子 ども の 様子をみな がら保育者の 経

験則で 行われ て い る状況 であ る ｡ ま た､ 建築計画として も､

保育室 の 環境を 1 年間の サ イ クル と い う長期的な視点で

捉えた研究は行われ て い な い ｡

そ の た め , 保育的な視点か ら コ
ー ナ ー

形 成を捉える上

で
, どの よう に保育室 で 1 年を通じ て コ

ー ナ ー

が 設定さ

れ て い るか を捉え る必要が あ る .
こ の 通年の コ

ー

ナ
ー

設

定を年齢別 に読み取 る こ とによ っ て ､ 3 歳 - 5 歳 に かけ

て の 3 年間の ス パ ン で 子 ども の 発達や保育に応じた保育

室の 環境づく りを示す こ とが で き る c

3
-

ト2 本章 の 目的と方法

1) 本章の目的

･ 各年齢の 1 年間の コ
ー

ナ
ー

設定を捉える ことで､ 子 ども

の 発達に伴 っ た保育室の コ
ー

ナ ー 設定の方向性を明らか

にする こと｡

幼児期の 子 ども の発達は めざま しく ､

一 年 と い う期間

で も求められる環境づく りは異な っ て く る｡ しか し､ ど

の よう に子ども の 発達に応じ て 環境づ くり を行うか に つ

い て の 知見は得られ て い な い ｡ そ こ で 1 年間に渡 っ て コ

ー ナ ー

設定が ど の よ うに変えられ て い るか を捉え る こ と

で , 子 ども の 発達に応 じた コ
ー ナ ー

設定の 方向性を明ら

か にする こ とが で き る と考え る. ま た ､ こ れ らを各年齢

で 明らか にする こ と で , 3 年間の ス パ ン で 保育室 の 環境

づくり につ い て も論 じる｡

･

保育計画と コ
ー ナ ー

設定 の 関係を示すこ とで ､ 保育にお

ける コ
ー ナ ー

の 役割を明らか にする こ と｡

保育計画 と コ
ー

ナ
ー

の 関係を示 すこ とで , コ
ー

ナ
ー

が

単 に任意の 遊び場所 と し て 設定 され て い るだけで なく ,

保育に と っ て も コ
ー

ナ
ー

が 重要な役割 を担っ て い る こ と

を明確にする こ とが で きると考える｡ また ､ こ の コ
ー

ナ
ー

の 役割を 明確にする こ と で ､ 建築計画 と して コ
ー

ナ
ー を

形 成する こ とがすなわ ち子ども の 保育に も関連 して い る

こ とを示すこ とにな り､ 建築計画上の 意義も大きい ｡

3-1 ) 環境
-

ブくりの圭要性 : 文 3 - 1 -

3- 2)

幼稚園教育要嶺や 保育所 保育指針で は保育 宝の 環境づく りの 重要性を指清して い るo

しか し､ 子 どもの 保育を各年齢 に応 じて 具体的 に 述べ て い るの に対 して , 保育室 の環

境 づく りの 具体 的な方向性 につ い て は述べ られて いな い o
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2) 本章の 方法

･

保育室の 1 日の使われ方の把握(3
-

2)

まず､ 保育室 で の 活動内容を把握するた め に､ 各 園 で

の 1 日 の 保育の 流れ に伴う保育室 の使われ方を整理 する｡

･ 保育室の コ ー ナ ー

設定の特徴の 分析(3 -

3)

次 に､ 保育室に設定され て い る コ ー ナ ー

の 特徴を明ら

か にする｡ 各 園 で コ
ー

ナ ー 設定は多少の違い が み られ て

お り, そ の 違 い を コ ー ナ ー の 種類､ コ ー

ナ
ー

設定に用 い

られ る家具, コ
ー

ナ ー が 設定される期間な どの 観点か ら

まとめ , コ
ー

ナ ー 設定の 特徴をまとめる｡

･

1 年 間を通 した コ ー ナ ー

設定の方向性の分析(3 - 4)

3 - 5 歳児保育室を対象に 3 園 で 1 0 保育室 の コ ー ナ ー

設定を
一

年間に渡 っ て捉えた . そ れ ら を時期に伴う コ
ー

ナ ー 設定の 変化の 流れを読み取 り､ コ ー ナ ー

設定の 方向

性とするc そ し て ､ 各年齢の コ ー ナ ー

設定 の 方向性を比

較 し, 子 ども の 発達と コ ー ナ ー

設定 の 方向性 との 関連性

を明らかにする
｡

･ コ ー ナ ー の ねら い と保育計画 の関係の分析( 3
-

5)

保育者 へ の ヒ アリ ン グによ っ て把握 した各月 の コ ー ナ

ー

の ね ら い を類型化 して まとめ る
｡ そ し て 類型化した項

目と保育計画との 関連性を明らかにする｡

以 上を まとめ る こ とにより ､ 子 ど も の 発達に応 じた コ

ー

ナ ー 設定 の 方向性, 保育にお ける コ ー ナ ー

の 役割 に つ

い て の 知見を示 す｡
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3) 本章で用 い る用語の定義

･

コ
ー

ナ
ー

設定

コ
ー

ナ ー を あ る空間の 中に設え る こ と｡ 本章で は保育

室や テ ラス に て 家具を用 い て コ
ー ナ ー

を 設え る こ とを意

味する.

･ 保育室の構成

1 日 の 生活や子 ども の 保育に関連 した い く つ か の コ
ー

ナ ー を 保育室の 中に配置して 一 体 の 空間とし て ま とめ る

こ と｡ 保育室 の 空間づ く り｡ な お, 保育分野 は ｢ 保育室

の 環境設定｣ と い う用語が用 い られ て い る｡ こ こ で は環

境と い う言葉が 暖味な意味を持つ ため保育室の構成 とい

う用語を用い る｡

･ コ ー ナ ー の ねら い

コ ー ナ ー を 設定するに あた っ て 保育者が意図す る遊び

や 生活の 目標｡ 各 コ
ー

ナ ー の ね ら い や 全 て の コ ー ナ ー に

共通するね らい があ る.



第三 童 子 と もの 発達 に 伴う保 育室 の コ - ナー設定 の一年間の 変化

3-1-3 調査の 概要

調査 は 2 O O 4 年 4 Fj - () 5 年 3 日 の一一年間をか けて ｢ 保

育室 の 家具 レイ アウ ト通年調査｣ ､

｢ 保育者 へ の コ
ー

ナ
-

設 定 に 関す る 意識調査｣ を 3 園 1 0 保育室 で 行 っ た ( 義

3-1 - 3- 2 ) J 各調 査 の 概要を以下 に 示 す.

1) 保育室の家具 レイ 7 ウ ト通年調査

こ の 調 査 の E] 的 ほ､ 保育室 ･ テ ラ ス に おけ る コ ー ナ ー

内の 家具 の 設 え や場所の 1 年間 の 変化 を把握する ため で

あ る o 調査期間は 0 4 年 4 月 - () 5 年 3 月 で あ り､ M 幼稚

園 (以下 M 固) ､
0 幼稚園 ( 以下 0 聞) ､

N 保育園( 以下 N 閲)

の 全 て の 保育室 の 計 1 0 保育室 で行 っ た (表 1-1) 0

ま ず､ 保育毒に 使わ っ て い る 全 て の 家具
･

遊具 の 実寸

を計測して , 置 か才1 て い る位置を平面図に記載したo そ

の 後は ､ 毎 月 1 回ず つ 保育室 の レ イ ア ウ トを写真撮影に

よ っ て 記録 し て 1 年間分の 保育室 の レイ ア ウ トを採取 し

た . な お ､ 幼稚園 で は 8 日 や夏 休み に あた る ため調 査 を

行 っ て い な い ｡

2) 保育者 へ の コーナー設定に関する意識調査

こ の 調査の 目的は ､ 保育者が 子 ど も の 活動をどの よう

に捉え て コ - ナ ー を 設定し て い る の か､ ま た コ - ナ - 読

定す る 際 の ね ら い を把握す る た め で あ る o 調 査期間､ 調

査対象施設 は ､
｢ 保育施設 の 家具 レイ ア ウ ト通年調査.｣

と

同様で あ る (義 1-2)｡

幼 稚園 で は ヒ ア リ ン グに よ り､ 保育園 で は ア ン ケ
ー ト

に より保育者の 意識を把 握したc 幼稚園 で は ､ 各ク ラ ス

の 担任の 保育者に ｢ コ ーナーの 名称と場所｣ ､

｢ どの よ う

なね ら し) を も っ て コ ーナ ーを設 定した か｣ ､

｢ 子 ど もた ち

の 様子｣ に つ い て ヒ ア リ ン グした｡ ヒ ア リ ン グの 隙 に は

各月 の 保育室の レイ ア ウト の 図面や写 真を用意 し て ､ 保

育者が 話しやす い よ う に努 め た Q ヒ ア リ ン グを行う時間

は保育者1 人 あた り釣 1 時間で あ る o ヒ ア リ ン グを行う

時期は 8 月 ､ 1 2 月 ､ 3 月 の学期末に まとめ て 行 っ た . 煤

育園 で ほ ､ 保育者に ヒ ア リ ン グを行う た め の まとま っ た

時間をと る こ とが で きなか っ た た め ､ 各 ク ラ ス の 担任の

(呆育者にア ンケ
ー ト を行 っ たc ア ン ケ

ー ト の 項目は幼稚

固 の ヒ ア リ ン グ項目と同様で あ る . ア ン ケ - ト は月 に 1

変の べ - ス で行 っ た .

蓑 31 1 調 査対 象施設 の 概要 (第 3 童)

M 轟
三軍県

主筆市
ー9 6 6 年

6 0 00 r r:
g 3 O rー｢L
(R C 蓮 1 F)

○ 園
三 宅具

津市
1 9 5 6 告

2 l 【氾 rTl
=

5 3 0 rr T
l

(R C 造 2 F) 堅胃
=

~

毒
■

完……芸…]…

＼ J .
≡ 要具

給 茂市
1g 5 3 年

6 4 6 D m
了

呆早齢 ( 3-5 最i
E
a) クラス × 2 望

芋≡莞≡享……∃≡
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=

(R C 造 2 F)
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三
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表 312 調 査対象保育室 の 概要 (第 3 葦)

M 園

ちゆ うリつ ぶ絶 3 屈 1 0 ー0 2 0 I 6 2 m

すみ れ組 4 & 1 7 ーB 3 5 EE] 6 2 rTl
コ

たんぽぽ姐 4 退 1 7 ー7 3 4 EE] 6 2 rTl
2

さく ら蓄月 5 議 1 7 ー7 3 4 ■ 6 2 ｢¶

うめ書8 5 歳 l 8 ー7 3 5 ■ EEE5

0 園
さ< ら組 4 議 1 0 1 7 2 7 ■ 6 4 rTl

コ

ゆリ紺 5 歳 9 9 1 8 ■ 6 4 (Tl
2

N 園

トトロ組 3- 5 覆 2 6 2 8 5 4 3 且O rTl
?

ピノ キオ組 3- 5 歳 2 3 3 0 5 3 3 ー0 5 r｢
2

ライオン 組 5 歳 1 9 l 9 3 8 2 6 0 T Tl-
'

* M 誕の 4 歳児ク ラス の 2 空 で は現任の 他 にさ巨常勤の 良 胃老カi 2 宝 を顔f: する形で

つ し＼て い る,

5 7



第三 章 子 と もの 罪 劃 こ伴 う保育室 の コ ーナ- 設 定 の q
=

闇 の 変化

3 -2 保育電の 1 日 の 保育 の 流れ

3-2-I 1 日 の 保育の流れ

調 査対象施設の 1 日 の 保育 の 流れ を図 3-2 - 3- 4 に 示

す ｡ 幼稚園 と保育園 と で は 保育時間が 異な る た め ､ こ れ

ら を分けて 述 べ る ｡

幼稚園 で あ る M 臥 0 園 で は 1 日 の 保育の流れ は ほ ぼ

同様で あ り ､ 保育時間は 9 時
- 1 ,11 時 で あ る ( 図 3- i

-

3- 2 ) ｡ ｢ 自由保育｣ は 登園直後か ら行われ て お り , 登園 し

て きた 干か ら順 に 保育室 で 遊び始め る . 登 園 は 8 時 3 0 頃

か ら始まり､
9 時 3 O 分頃 ま で に は全員が登 園す る . そ の

後､ 1 1 時 0 0 分頃か ら トー
ー

芹
I
& 育｣ が始 ま る. こ の 開始

時間は ､ 厳密に 定 められ て おらず, 各担 任 の 保育者に よ っ

て 決められ る ｡ そ の た め ､ 3 歳児 で は自由保育 の 時間を

長め に と る ､ 5 歳児 で は 一

斉保育の 時間を長めに と る な

どの 年齢に 応 じた時間の 調整が み られ る ｡ 午前 で 保育が

終わ る 場合はそ の 後は降園 とな る が ､ 午後ま で 保育が 続

く場合は ｢( 食事) - 自 由保育 - (降 園) ｣ の 流れ とな る ｡

保育園 で ある N 園 で は ､ 保育時間は 9 時 0 0 分 - 1 6 時

で あ る が ､ 延 長保育を含め る と午前 7 時 - 午後 1 9 暗 ま

7 8 9 1 O 1 1 1 2

午前保育

午後 保育

午前保育

午後保育

ー5 8

で 保育が行われ て い る ( 国 3･ 3) . 午前中 の 保育の流れ ほ ,

幼稚園 と同様で あり､ ｢ 自 由保育 - ( 片付け) -･ , 一斉保育

- ( 食事) ｣ の 流れ で あ る ｡
ま た ､ 各保育に とられ る 時間

は 保育室を担当す る 保育者に よ っ て 決められ る ため ､ 日

に よ っ て 多少の遠 い があ る ｡ 午後の 流れは 年齢に よ っ て

異 な り､ 3
､
4 歳児 は ｢( 午睡) - (お や つ) - (お 帰り の 会)｣

で あ る が ､
5 歳児 は 午睡 の 時間に は別の 保育室に移動 し､

｢ コ ーナ
ー

保育｣ あ る し1 は ｢
一

斉保育｣ が行われ て い る ｡

降固は 1 6 暗から始ま るが ､ 子 どもたちは保育室で遊びな

が ら親の 迎え を待 つ c こ の 延 長保育と して の ｢ コ ーナ
ー

保育｣ は 1 9 時頃ま で行われ る

3-2-2 1 日 の保育の流れ に伴う保育室の 使われ方

幼稚園
･ 保育園 で は生活 の 大半を保育室で 過ごし て い

る . そ れ ら の 生活を大きく分け る と, 個 人 的な遊び ( 自

由保育､ コ
ー ナ ー 保育) ､ 全 体 で の遊び (

一 斉保育) ､ 食事 ( お

昼ごは ん､ お や つ) ､ 午睡があ り､ そ れぞれ に対応した 保

育室 の 使われ 方が あ る｡ 国別 に調査 対象施設の 保育室 の

使われ方を み て い く ｡

1 3 1 4 1 5 1 6 17 1 8 1 9 ( 時)

自ら選んで する活動

( 壁画 した子か ら) ら選んで す る活動

午前保育 と年後保育は 好日 に よっ て 決められ

て い る. , 月曜E) は午後保 育. 火
･ 金曜日は午

後保育が 行われおり .
そ れ以外 の 水

･

大 喝日

は各苧故 に よっ て 異な っ て し1 る｡ 年少組は そ

の どち らとも午前保育で あり . 年 中 ･ 年長は

午後保胃で あるこ とが多 い . これ は教 育芙習

が始宏る に従 い . 変更 される ｡

囲3-1 M 園 にお ける 生活 の 流れ

1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 ( 時)

国3-2 0 園r= おけ る 生;LB の 流れ

7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 E, T 7 1 B 1 9 ( 蒔)

延 採 乳 コーナー曳育 l 全体短胃
U

星尭)至庸 一 昼食 午 睡~( 3 . 4 歳児)I おやうr 廷島保育 ,
コ-- ナ一塊育

( 登園 した子か ら

l■■l
)

l■■l

朝のお 集ま リ

l

l l
お1 昌 L) の 会 ､ 隆国

つ至僧

l J l l

年齢別の 活動 ( 5 歳児)

4 歳児 も午睡の な い日は 年首告別の 活動を行

l
ラ

回 3- 3 N 園に お け る 生 活の 流れ
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り M 園にお ける 1 日 の 保育室 の使われ方

･ 自由保育 - お片付け(0 8 :3 0 - l l :0 0)

登 園して きた 1
･ か ら州別こ遊び始め る が､ そ の 前 に まず

テ ラ ス で お 帳面に 出席シ ール をはり ､ ロ ッ カー に 鞄をし

まう､ 靴 を履き替え る な どを行う ｡ 園 に 来て 間 もな い 時

期は保護者と別 れ る こ とを嫌が っ た r) , 1
一

連の 準備 に 時

間がかか っ た りする こ と もみ られ る .

自由保育で は ､ 子 どもた ちはそれぞれ の コ ー ナ ー

で 興

味を持 っ た も の で 遊ぶ｡ そ の 後､ 保育者の 合図でお 片付

け を始め､ トイ レ休憩があ る ｡ トイ レ から 戻 っ て きた後

に ほ とん どの 子 どもたちは 保育去内の 洗面所を使う｡ そ

の 際 に 洗面所前が混雑する た め ､ 洗面所付近に は あ 宏り

家具を置かず広 く空け て あ る ｡

･ 一斉保育(l l :0 0
- l l :3 0)

一 斉 保育は中央の ス ペ ー ス で 行う ため ､
コ ーナー の 設

定 も中央を広く 空け る 形 で 行われ て い る ｡

一 斉保育 で は

ピ ア ノ を使う こ とが多く､ 子 ど もた ちはピ ア ノ の 方 に 向

か っ て 集ま る ｡ そ れ は黒 板を使う 場 合で も同様で あ る ｡

そ の た め､ ピ ア ノ を置く 際に は一斉保育で 子 ど もの 集 ま

る向き を配慮す る必要が あ る o

･ 食事(l l :3 0 - 1 2 :3 0)

午後保育があ る E] で は 昼 食をと るが ､ そ の 際に は 中央

の ス ぺ … ス に 机を並 べ る ｡ 子 ど も たち はそれぞれ好きな

場所に 座 っ て よ い こ と に な っ て お り ､ 仲 の い い 友達どう

しで 座 る こ とが多い o

･

自由保育 - お帰り の会(1 2 :3 0 - 1 4 幻0)

食事が終わ っ た 子 たちは テ ラ ス の 洗面所 で 歯磨き をし

て か ら､ 遊び始め る ｡ 保育竃 で は食事中の 子が まだ残 っ

て い る ため､ テ ラ ス や園庭 へ 遊びに いく こ とが 多い ｡ また ､

午前中の 遊び の 続きを行う こ ともたびたびみ られ る G る .

保育者の 合図で お片付けを始め､ 帰り の 支度をし て か

ら
一

斉保育の 時と同様に 中央の ス ペ
ー

ス で 集ま る . こ の

頃 に は 保讃者が迎えの ため に テ ラ ス に 集ま っ て い る o そ

の た め ､ お 帰り の 会の 時 に 子 ど もが テ ラ ス に 集ま る 保護

者に 気をとられ な い よう に , テ ラ ス に 背を向け て 集ま る

こ と も み られ る 8 こ の 視線 の 配慮は特に 3 - 4 歳児保育

塞で よ く 行われ る b

それぞれの コーナ-

トイL/ , …先両所

中央の ス ペース

トイL/ . 洗百 折

園 3- 4 保育活動の;売れ と活動場所 ( M 園)

一斉保 育, 金額､ お 餅tノの 金を行 うス ペース

5 9 -

集 空っ た時 の子 ともJ) 視禄

A の 向 きに輿 まる と. テ i'
'

もた ちは 韻 に背 を向 け

る た 乱 視が来て t 】る こ とに 気 付かな し. ｡

B の 向 きに 集 吏 る と . 干 どもた ちは糊 を向 < だ け

で 溺が 来て いる か ど うか 分力} る ｡

まT=
'

累 中で きな い時 期lま A の 方向 で 娘まり . あ る

軽重項 が束て も気に した 〈 なる と B の 方向 で集 ま る

こ とが 多い
一

因 3-5 自由保育以外の請動の ス ペ - ス ( M 匡Ⅰ)

図 31 6 - 斉保 育の 様子 ( M 園)
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2) 0 匪= こお け る 1 日の 保育室 の 使われ方

･

自由保育
- お片付け(0 8 :3 0 - l l :0 0)

M 園 と 同様 に ､ 登 園 した来た子か ら順に , 鞄 をしま っ

て 靴を履き替え た り して か ら､ 遊び始め る o 自 由保育で は ､

子 ど もたち はそれぞれ の コ - ナ - で 興味を持 っ た も の で

遊 ぶ . コ ー ナ ー は M 囲 に 比 べ 少な め で あ る が,
こ れ は 一

斉保育の 際に 保育室を広く 使え る よう に あ ま り もの を置

か な い よう に して い る ため で あ る ｡

そ の 後, 保育者の 合図 で お片付け を始め ､ トイ レ体感

が あ る o こ の 保育室 で は壁面の 真ん 中に トイ レ の 扇が あ

り, 子 どもた ちが 一斉に トイ レ に行く と混雑す る ため に ､

そ の 周 辺を空け て 巻く必要があ る ｡

･ 一 斉保育(l l :0 0 - 1 1二3 0)

一 斉 保育は中央の ス ペ ー ス で 行わ れ る . M 圃 と同様に

ピ アノ の前 に子 どもた ちは集ま る こ とが多い o

･

食 事(l l :3 0 - 1 2 :3 0)

午後保育があ る 日 に は昼食をと る が､ そ の 際 に は中央

の ス ペ
ー

ス に机 に 並 べ る ｡ 子 ど もたち は それ ぞれ好きな

場所 に 座 っ て よ い こ と に な っ て お り ､ 仲 の い い 友達 どう

し で 座 る こ とが多い ｡

･ 自 由保育 - お帰り の会(1 2 :3 0 - 1 4 カ0)

食事が終わ っ た子から 歯磨きを し て , 遊び始め る ｡ M

園 と 同様に テ ラ ス や 園庭に 行く こ とが多 い ｡ お帰り の 会

に は , そ れ ぞれ 帰り の 支度をし て か ら
一

斉保育の 時と同

様に 中央の ス ペ ース で 集ま る ｡
お帰り の 会が始ま る 頓 に

は保讃者がテ ラ ス に集 ま っ て き て い る o O BiJ の 保育室 は

入 口が 片側に 位置して い る た め ､ 子 ど もた ちが 保育室 か

ら 保護者の 集ま っ て い る 様子 に気をと られ る こ とは少な

い
o

- 6 0 -

｢自 由保 軌

[:::::::: = :コ

⊂=二二_ ｣
I -
q
-

⊂= = = コ

⊂=:三
~

コ

-- それ ぞれの コーナー

･･ トイレ , 洗面所

ヰ 実 の ス ペース

トイ レ. 洗面所

ヰ 失 の ス ペース

Lそ れぞれの コ- ナ-

- 中央 の ス ペース

国 3-7 保育活動の流れと ス ペース ( ○ 園)

一斉 保育. 愈 乳 お錆りの 金を行うス ペース

図 3- 8 自由保 育以外 の
･

;舌動の ス ペース (0 園)

園 3- 9 一斉保育の様 子 ( 0 園)

囲 3- 1 0 食事の
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6 1 一

3) N 国 に おける 1 日の 保育室 の 使われ方

･

コ ーナー保育
- お片付け(0 8 :3 0 - 1 0 :0 0)

登 園 し て きた 子か ら順 に それぞf l の コ ーナ
ー

で 興味を

持 っ た も の で 遊 ぶ , 保適者もー緒に 保育室に 来る こ とが

あり ､ しば らく 一緒に 保育室 で遊ぶ姿も み られ る ｡ そ の 後,

保育者の 合図 で お片付けを始め る e

･ 朝 の お集まり - 一斉保育( 1 0 :0 0 - 1 1 ニ3 0)

朝 の お集まりはピ ア ノ が 置かれ たお集ま り の コ ー ナ ー

で 行 わ れ る ｡ こ の コ ーナーは ｢ コ ー ナ ー 保育｣ 時 の 遊び

の コ - ナ
- の l つ を利用 し て い る . 保育室 に は黒板は設

置され て おらず､ 移動式の ホ ワイ トボ
-

ドを 用 い て い る o

トイ レ休憩の 後､
一

斉 保育が始ま る が ､ 特 に 活動場所

は決 ま っ て い な い ｡ 全体 で 製作をす る 際に は真作 コ
ー

ナ

で 行う な ど コ ーナーを利用す る 場合や, 散歩や公園 に 遊

び に行 くた めに外 へ 出掛け る 場合もあ る o

･ 食事(l l :3 0 - 1 3 幻0)

保育室 に よ っ て 食事をす る 場所が 異な る ｡ 広 い 保育室

で は-一角 に 食事 コ ー ナ ー が あ り ､ 食事は そ こ で 行うが ､

狭 い保育室 で は ホ
ー ル で 食事を行う 4

･

午睡 ( 5 歳児は年齢別保育) (1 3 :0 0
-

1 5 :0 0)

3 ､

′1 歳児は食事の後に 午睡をす る ｡ 午睡は遊び の コ
-

ナ ーが あ る 場所 で 行うc 食事 の 進度は 子 ども に よ っ て 異

な る た め, 食事をし て い る 問 に午 睡 の た め に 布団を敷 <

な ど の 午睡の た め の 準備を保育者が行える よ う に ､ 食事

と午睡 の 場所を分けて い る
3~2■'

c

5 鼓 児 は 年齢別 保育にな る ｡ 5 歳 児 だ けが別 の 保育室

に 移動し て コ ー ナ ー 保育や
一

斉保育を行う ｡
ま た 4 歳 児

も午睡の な い 日は同様に 年齢別保育をす る .

･ お や つ - お掃り の会( 1 5 :O O - 1 6 :0 0 以 降)

お や つ ほ 食事の 時と同様の 場所で 行う D
お帰り の 会も

朝の お集 ま り の 時と同様に お集 まり の コ ーナーで行われ

る c そ の 後､ 子 ど もたち はそれぞれ コ ー

ナ
ー

で 好 きな遊

びを行い . 保護者が迎え に来た子か らjl馴 こ 帰 っ て い く ｡

3- 2) 良妻と午瞳の 局所 の 分配J 文 3- 3
-

3-5)

､川 らは ､ 深育所の 機能 予熱に 関する一意 の 『究で . 全 学と 午睡の 宅の 分雌 が有効

で ある こ とを俣胃台の ㌫璽 . 子ともの 行A
'

J の 観貞か ら明らか に した,

⊂= = ニコ

≡
⊂= = = =】

[:::::::::::::コ

[:::::::::::::コ

[=::三重:::コ

- それ ぞれの コーナー

･ お菜 まりの コ- ナ-

･ トイL/ . ;先函所

- コーナー内 . ホール .
そ の 他

トイ レ ､ 洗面所

･ 全車 コーナー

･-
±
睡 コーナー

ーー他の 保育 旦 ホール . その他

･ 食亨 コーナー

ーーお集まりの コーナー

- それぞれの コーナー

図 3-1 1 保育活動 の;売れ と ス ペ ース ( N 園)

集 まりの コーナ- /

因 3- 1 2 自 由保育以 外の)
'

舌動の ス ペ - ス (N 園)

園 3- 1 3 1 斉保育 の 格子 ( N 国)
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設定の 一年間の 変化

3 -3 保 育室 に お け る コ ー ナ ー

設 定 の 外的

要因

3-3-1 コ ー ナ ー の種類

1 年間の 観察 で みられた コ ー ナ ー の 種類は ､ 3 園 10 保

育室 で 計 2 5 種類 で あ っ た ( 表 3-3) ｡ こ れ ら の 種類は大

きく遊び ･ 生活 ･ 管 理 の 3 つ に分ける こ とが で きる｡

遊びの た め の コ ー ナ ー は 自由保育な ど の 子ど もの 遊び

場所とし て 設定され ､ 園 に よ っ て 様 々 な種類が みられる ｡

そ の 種類は 幅広く, も の を つ く る こ とを中心 とする創作

系, ま ま ごとな どの 模倣系､ 絵本を読む ･ 苦楽を聴く と

い っ た 受容系, そ の 他に もゲ ー ム系､ 運動系, 課題系の

コ
ー ナ ー

が あ る｡ こ れら の 中 で 【製作 ･ ま ま ごと ･ 絵本

の 各 コ ー ナ ー】 は ど の 保育室に も設定されて お り､ 子 ど

もにと っ て馴染み の あ る遊びとな っ て い る .

生活 の ため の コ ー ナ ー は 食事
･

午睡な どの 生活行為の

表 3-3 コ ーナ
ー

の種 類とそ の 内容

ため に設定され て い る｡ 保育園 で は保育時間が長 い こ と

で 生活行為を行う こ とが幼稚園 に比 べ て 多 い ｡ そ の た め,

保育園 で ある N 園 に これ ら の コ ー ナ ー が よ くみられ る｡

管 理 の ため の コ ー ナ ー は , 保育用 品な どを置く た め の

【身辺整理 コ ー ナ ー】 や保育者が保育日誌を書くな ど の作

業を行うため の 【先生 コ ー ナ ー 】 が ある. 【先生 コ
ー ナ ー

】

が保育室 にある こ と で ､ 保育者は 子どもを見守 りなが ら

保育室で作業を行え る こ とが で き る利点が ある｡

コ ー ナ ー は も とも と子 どもが自由に遊びを行え るた め

の 遊び場所と し て 設定され て い た｡ し か し､ 現在 で は コ

ー ナ ー

は 遊び場所と し て だけで は なく ､ 保育室 で の 1 日

の 活動全体に対 して 設定され て い る こ とが分か る｡

遵
戯

創作糸

製作
紙 や空き箱での工作 ､ お絵描 きな どで遊ぶ コーナ

ー

. 各 臥 各年齢で 中心的な コ ー ナ ー と して 扱われ ､ 広 い ス ベ-
● ● ●

ス を確 保するこ とが多い ○ また製 作遊び もその幅は広 く様々 な遊び方がみ られ る,

絵画 絵 の具を使 つ たお絵描きをす るた めのコ
ー

ナ ー

Q 絵の具は水 を使うた め室 内よリもテ ラス に設定 される こ とが 多い ○ ●

‡き物
お 手紙 や言糞遊びなど文字を使 つ た遊びをするためのコ ー ナ ー

○ 文字の表や絵本な どを近 くに置く こ とで , 子 ども
●が 身近 に文字に触れ られるよ うにしてい る ○

折リ紙 折 リ紙で 遊ぶコ
ー

ナ -

, 入園 当初 に家庭 にある身近な遊 びとして設定 される こ とが多い ○ ●

粘土
油粘土 を使つ て粘土遊びをするため のコーナ ー

o 粘土 の他 に粘 土板や型抜 きが用意 され てい る ○ 入園当初 に家庭 に
● ●

ある身近な遵 びと して設定 される こ とが 多い .

編み 物
編み物を するためのコ ー ナ -

. 編み物 は子 どもにとつ て複雑な作業であるため常時保育者が つ い て ､ やリ方を教 え
●てあげて い る○

水遊び シ ャボン玉や色水作 リなどの水を使 つ た遊 びをするための コーナ
ー

○ 水を使うためテラス に設 定される ○ ●

ブロ ッ ク 既製の フロ ッ クで遊ぷ コ
-

ナ
-

.
レゴ状か ら ビーズ状な もの までその種類lま豊富 に用意 され てい る ○ ● ● * 1

模倣系

ままごと
まま ごと逮びをす るためのコ ー

ナ ー

○ 既製 のシンクや棚 ､ テーブルな どが置かれ ､ 台所や居 間のような家庭の 中の
● ● ●ような雰 囲気がある ように設える こ とが多い ○

一 つ ｣

ご つ こ 遊びを行 うための コ -

ナ
-

o まま ごとコ ー ナ - と同 じような家具 . 遊具が置かれる こ とが 多い が ､ その種類
●や数を減 らす こ とで ､ ままごと遊び にとらわれず によリ広く遊ぶこ とを促 してい る ○

刺 劇 の道具を使 つ て劇を行 うためのコ
ー

ナ ー

○ 演劇会のある時期の前後に設定される ○ ●

受容系

絵本
絵本を読むための コ

ー

ナ ー

○ 絵 本の種類は年齢や季節 によつ て随時変わる
○ 大抵は他の コ

ー

ナ
ー

と仕切るこ とで ､

● ● ●
集中 して絵本が読めるよ うに してい る ○

ミ ニ カ
ー

既製 のミ ニ カ ー で遊ぶ コ ー ナー, 主に男の子 に人気がある ○ ●

昆虫
虫 かごが 置い てあリ ､ 子 どもた ちが昆虫やザリガ ニ ､ サカナなどの小動物 に触れるこ とできる コ- ナ

-

○ その小動
●

物 を調 べ るための図鑑な どを置 い てあると こ ろもある ○

音楽
ラ ジカセの音楽に合わせて踊 つ た リ､ 禁器で演奏 したリ して音を使つ た遊びをするための コ ー ナ ー

○ い ろい ろなテ -

● ●プや楽器が 置かれてい る
○

ゲ ー ム 系 ゲーム い ろい ろな ゲ ー ムや トラ ンプで遊ぶ コ
ー

ナ
ー

○ ● ●

運動系 連動 運動会の近くな ると一時的 に設定 され たコ - ナ - で あリ､ 平行棒とマ ッ トが置 かれ てい る ○ ●

課題系 課題
保育者があ る課題 を持つ た製作遊びを子 ども に投げかけるために設定 される コ

ー

ナ
ー

○ ある期間の 中で子 どもたち
● ● ▲ * 2

全員が課題 を達成 するこ とを目榛 にして､ 子 どもに製作遊 びを促 して いる ○

生

請

お茶飲み お茶を飲む ため のコ ー ナ ー

○ ● ●

集まリ
朝の会, 終わ リの会な どに子ど もた ちが集まるための コーナ -

. 他の コ ー ナ - を利用 する場合と独立 した コ ー

ナ
ー

●を設ける場合が ある○

食事 お昼 ごはん ､ おや つな どを食べ るための コーナ ー

○ 遊び場所 とは別 に独立 して設定 してい る
○ ●

午 睡 お昼寝をするための コ ー ナ ー

. ●

保
育

身辺整理 子 どものお便リノ- トや連絡簿 ､ または保育 用品が置 いて あ るコ ー ナ- o ●

先生 保 育者が作業を した リ､ 保 育者の荷物が置 い てある コーナ
-

, ●

* 1 : N 四では小さなgt み木やブロ ックの ある場所を秋み木 コ ー ナ ー と呼ん でいたが ､ M Eg と合わせるため ､

ブ ロ ッ クコ
ー

ナ
ー

として* 計 してい る .

* 2 : 課 蔦コ
ー ナ ー は設定 され ていな いが ､ 製作 コ ー ナーでは定期的 に課席遊びが行われて い る.

- 6 2 -
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図 3- 1 4 種類別 の コーナーの事例
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ー

ナー設 定の一年間の 変化

3
-

3
-

2 コ
ー ナ ー の設定される期間

1 年に渡 っ て コ
ー ナ ー

設定を捉え る と設定期間に特徴

がみ られ る
｡
主 に, 1 年 を通 じ て 常に設定され て い るも

の と､ あ る時期だけの期間限定で設定され る もの が ある｡

各保育室で 1 年間 の 中 で設定された コ ー ナ ー を 表 3-4 -

3- 1 3 に 示す｡ こ の こ とか ら､ 保育室 には基本とな る コ
ー

ナ ー が あり､ 必要に応 じて 定期的に新しい コ
ー

ナ
ー

が 設

定され て い ると い える｡

1) 長期で設定され る コ
-

ナ
-

長期で設定され て い る コ
ー

ナ ー は , 1 年 を通 じ て 設定

され る こ とが多く , コ ー ナ ー 設定の 際 の軸 となる｡ つ ま り､

保育を行うた め に最低限必要 とされ る場所とい える｡ 特

に､ 生活 の た め の 【食事 ･ 午睡 の 各 コ
ー ナ ー

】 や管理の

た め の コ ー ナ ー は 年中必要 とされる場所で あり ､ 保育園

で ある N 園 で は長期で 設定され て い る｡ 遊び の た め の コ

ー ナ ー

で は ､ 【製作
･ ま ま ごと ･

絵本の 各 コ
ー

ナ
ー

】 が慣

習的に設定され る こ とが多く ､ 各 園 で共通 して み られ る｡

2) 期間限定で設定され る コ
ー

ナ
ー

期間限定で 設定され る コ
ー

ナ
ー

は 必要に応 じ て 設定さ

れ て おり, 季節･ 行事や子どもの 遊び状況に関連 して いる｡

定期 的に新 し い コ
ー

ナ
ー

を設定する こ と で , 保育室の環

境に変化を与え て い ると い えるc

季節 ･ 行事に伴 っ た コ ー ナ ー を新 しく設定する こ とは,

子 ど もに季節の 変化, 行事が近づ い て い る こ とを感 じさ

せ る こ とにな る. 保育施設で は､ 子 どもが季節 ･ 行事を

身近に感 じる こ とが で きるよ う に と, 季節 ･ 行事に関連

した遊びが行われ る こ と も多い ｡ 例 えば､ 運動会に関連

した 【運動 コ
ー ナ ー

】､ 夏に関連 した 【昆虫 ･ 水遊びの 各

コ ー ナ ー

】 な どが これにあた る｡

ま た, 子どもは発達に伴 っ て遊び方も変わ っ て くる ｡ M

園 で の 【折り紙 ･ 粘土 ･ ブ ロ ッ ク の 各 コ
ー ナ ー

】, 0 園の

【ミ ニ カ ー コ ー ナ ー】 な どは入園間もな い 4 - 5 月 の 時期

に設定されて い るが､ こ れ は まず園で の 生活 に慣れ て も

らう間､ 普段家庭で も遊ん で い る折り紙や ミ ニ カ ー な ど

の 遊び場所 を用 意す る必要が あ るた め で あ る. こ う した

子 ども の 遊び状況に応 じて コ ー ナ ー が 設定され る こ とも

み られ る｡

一6 4 -

3) 各国の コ
ー ナ ー の 設定期間の特徴

最後に､ 各 園 で 設定され る コ
ー

ナ
ー

の 種類と設定期間

は特徴がみられ る｡ 以下にそ の 特徴を園別にまとめる｡

･

M 園の コ
ー

ナ
-

の 設定期間の特徴

M 園 では遊びの た め の コ ー ナ ー の 種類が豊富な こ とが

特徴で ある｡ こ の 内､ 【製作 ･ ま ま ごと ･ 絵本 コ ー ナ ー

】

は長期で 設定され て い る｡ そ の 他 の コ ー ナ ー は 期間限定

で 設定されてお り ､ 年齢によ っ てそ の 種類は異な る｡ 3

-

4 歳児保育室で は ､ 4 月 の 時期は 入園や進級などの影

響で 子ど もたち の 気持ちが 不安定な 状態になりや すい こ

とか ら､ 普段か ら家庭で も行う折り紙や ミ ニ カ ー の 遊び

を コ ー ナ ー と し て 設定し て い る .
5 歳児保育室 で は 【書

き物 ･ 編み物 の 各 コ ー ナ ー 】 な どの 比較的難 しい 遊びも

コ
ー

ナ ー と して設定され て い る｡

また ､ 生活 の た め の コ ー ナ ー と し て 【お茶飲み コ
ー ナ ー

】

が長期で 設定され て い る ｡ こ こ で は お茶を飲む こ とに加

え て ､ 食事後の 歯磨き をする場所 と して 利用 し て い るた

め であ る｡

･

0 園の コ
ー ナ ー の設定期間の特徴

0 園 の コ
ー ナ ー

の 種類は M 園と比較すると少な い｡ こ

の 園 で は特に製作遊びを重視 して お り､ 各年齢で 【製作

コ
ー

ナ
ー

】 は長期 で 設定され て い る｡ 期間限定で設定さ

れる コ
ー

ナ
ー

の 種類は M 園と同様で年齢によ っ て 異なる｡

ま た, 生活の ため の コ ー ナ ー と し て 【お茶飲み コ ー ナ ー

】

が夏 の 時期に設定され て い るc

･ N 園の コ ー ナ ー の 設定期間の特徴

こ の N 園 で は は とん どの コ ー ナ ー が 常時設定され て お

り, 1 年間を通 じ て 同じ種類の コ
ー

ナ
ー

が み られ る. 遊

び のた め の コ ー

ナ
ー

は 【製作 ･ ま ま ご と ･ 絵本 ･ ゲ ー ム ･

ブ ロ ッ クの 各 コ ー ナ ー】 が み られて い る｡

保育園で の 保育は 長時間に渡 るため ､ 生活 の ため の コ

ー ナ ー

､ 管理 の た め の コ ー ナ ー が 充実 して い る こ とも特

徴の 1 つ で ある｡ な お ､ ピ ノ キ オ組で は前年度ま で食事

コ ー ナ ー を 保育室 に設定 して食事を し て い た が, 子 ども

の 人数が今年度は 多く保育室にス ペ
ー

ス を確保で きな い

こ とか ら､ 今はホ
ー ル で 食事をし て い る｡



表 3-4 う め 組 ( M 園 ･ 5 歳 児) の

コ ーナー が設 定 され る 期間

汐
広主

創作 ● ● ● ●. ● ● ● ● ● ● ●
昏そ 初

i ,
r : L) ifE ●

砧土

水遊び

ノリーンク
まま L= と ● ● ● ●事暮≡● ● ●

ト÷ ● ● ● ●
:

.
:

● ● ● ● ● ● ●

ミ
_
カー
昆虫 ● ● ● ● ● ●

ご与

ゲーム
JL t! ●

謂;a

生

請
z ] 菜飲み ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

蓑 3- 6 た ん ぼぼ組 ( M 園
･ 4 歳児) の

コーナ
ー

が 設 定 され る 期間

rL ん ぽLぞ組

( M BJ･ 4 鼓妃)

過

エ

製Y F ● ● ● ● :

..
:: ● ● ● ● ● ● ●

好き勤

IiT 1) 援

一 卜 ●

水古 び ● ● ~
プロL) ク ●

富まこと ● ● ● ● - ● ● ● ● ● ● ●

F l + ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ミニ 7)- ●

ETG 虫

古書

ゲーム
iI 曳

EZSl ･≡:..:. ● ●

生
1

.
十.

一

三ー ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

蓑 3- 9 ゆ り組 ( ○ 園
･ 5 歳児) の

コ ーナ - が 設 定 され る期 間

千

丘…

lゝ+ ● ● ● ● = =-- ● ● ● ● ● ● ●
拾E7j

ぎ占エ

:一l i L T ●

まま二と ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

ド
一

一 ● ● ● ●. :≡.. ● ● ● ● ● ● ●
●;■.≡
:;≡..

課題 ●

ヰ

衰
点景放み ● ● 宅

表 3-1 1 ピノ キ オ 組 (N 園
･

異年 齢) の

コーナーが設定 され る 期間
ピノ午イ 紐

( N 且･ 長年並)

i7jf

良

製作 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

プロ ブ ク ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ままごと ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

E 3 ● ●

絵本 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ゲーム ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

二l

話

集ま U ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1｣ も

Lz

- i ) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

日 身辺整Ⅰ∃ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

光三 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

第三 章 子 と もの 先主引 こ伴 う保 育室 の コ ーナ- 設 定 の一年間の 変化

蓑 3-5 さく ら組 ( M 園 ･ 5 歳児) の

コ ーナーが 設定 さ れ る 期間

pゝこ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

F き幼 ● ●..■■. ● ● ● ●
折 リ毛正

芳占土

水i泣び

プロ.y
'
)

まま .= と ● ● ● ●≡:::≡:..:::≡● ● ● ● ● ● ●
過

ぷ
ご つ こ

l≡ヨ ● ●

ミニ カー
PG 望

●

ゲ- A
lヨ■

､

E ZE] -- ● ● ●

生

日
左茶飲み ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

表 3- 7 すみれ 組 ( M 園
･ 4 歳児) の

コ ーナーが 設定 され る期間

すみれ妻且

( rJEg･ q l丑i
u
L ,)

製作 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

lr j T I

折 リ右王 ● ●

蜂土 ●

)k 遡ぴ ● ● ●

フロ ッ ク

吉富 こと ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

JO

心
こ つ こ

埼 z= ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ミニ 刀-
且宝 ● ●

昌一禁 ●

ゲーム ●

連取 ●

1
Jli5

皇

請
お奔放み ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

表 3- 1 0 さ く ら組 ( 0 園 ･ 4 歳 児) の

コーナーが 設 定さ れ る期 間
さくらEE

(0 掬･ 4 虎児)
5 l 咋 ● ● ● ● :.; ● ● ● ● ● ● ●
絵画 ●

* t ● ●

妬み盤

日
L L
富まごと ● ● ● ● : ● ● ● ● ● ● ●

こつ こ

【≡ヨ ● ● ● ● --.
● ● ● ● ● ● ●

昏空

■t i 芦

生

請
お菜飲み ● ●

表 3- 1 2 ト トロ 組 (N 園 . 異年齢) の

コ - ナ
ー

が設 定 され る 期間

日

丑Z作 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

フロ ッ ク ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ま ま L= と ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

也 E 3 ●

冶本 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ゲーム ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

育

集ま t) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

全学 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

午 睡 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

管

壁

i} 正監理 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

先皇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

* コー ナーの種類 は､ 各 国 にみ られ た 種

類だ け を そ れ ぞ れ 記 載 した｡ コ ーナーが

確認 され た 月 にそ れ ぞ れ 黒 丸 で 表示 し て

い る ｡

蓑 3-8 ち ゅ う り っ ぶ 組 ( M 園
･ 3 歳児)

の コ
ー

ナーが 設定 され る 期間

ちゅ う L) っ ぶ柑

( M 凶 1 3 歳i
u
J

日
lヨ

製作 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

育 き均

∫,i リ旺 ●

* i

水 B2 ぴ ● ●

ブロ ック ●

ままごと ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

絵不 ● ● ● ● ● ● ● ●

ミニ カー ● ●

_
E?
E , 虫

ゲーム
連動

E ヨ

lヨ
.
I
右 FJ{ 飲み

去 3-1 3 ラ イ オ ン組 (N 園 ･ 5 歳児) の

コ ーナーが 設 定 され る期間
ライオンt E

仙 Bl
･ 5 歳L

']
L,
〕

i 現

恕作 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

フロ ッ ク ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ままごと

丘モ E]
絵本 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ゲーム ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

生
:

王

重言L) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

与 畢 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

牛頭

管

冒

身正整Ⅰ萱 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

先生 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

キ ラ イオ ン妄月は尊氏別r = 保育を‡了うだに 5 屈児の昏‡屋

と して伝わ れる 保胃空 で ある ;

一6 5 -



第 三 喜 子 と もの 発運 に伴 う保育室 の コ ーナー設 定の一年 間 の 変化

3-3-3 コ ーナー設定に影響を与え る外的要因

保育室 に は , 3 - 5 つ の コ
- ナ ー

が 設定され て お り ､

他 に も イ ス や机 の 置き場所､ 子 ど も の 作品置き 場も み ら

れ る b 各 コ - ナ
ー

は 保育室の 中で 敷き詰め ら れ て い る わ

け で はなく ､ 島の よう に 配置され て お り ､
コ - ナ ー

の 間

に は一定の 間隔が 保たれ て い る こ とが多 い ( 表 3-1 4) o ど

の 保育室 も こ の よ う に構成され て い る が ､ 入 口 など の 位

置関係に よ っ て コ
- ナ - の 配置 に 制限が み られた り. 方

針 に よ っ て コ
ー

ナ
ー

の 種類が決められた り と､ 園 に よ っ

て コ
ー ナ ー 設 定に 影響を与え る外的要因が み らゎ た｡ そ

れ ら の 外的要因を固 の 保育内容 ･ 平面構成
･ 保育室 の 形

態に分け て 以下 に 述 べ る .

I) 園の 保育内容に関する要因

･

園の 方轟十

コ
ー ナ ー

設定は基本的に 担E[- の 保育者に 任され て い る .

N 園 で は さ ら に コ
ー

ナ
ー

設定に 関す る方針を定め て い る ｡

そ の 方針で は .

｢ 各保育室に 【まま ごと ･ 製作 ･ 絵本 ･ ブ

ロ ッ ク の 各 コ ーナ - 】 を設定す る こ と｣ ､

｢ そ れ らを
` `

EEl

の 字
' '

の 形 に 配置する こ と｣ ､

｢【ま ま ご と ･ 製作 の 各 コ ー

ナ - 】 を隣接す る こ と｣ と い う きまりを定め て ､
コ ー ナ ー

設定の 取 り組 み を共通 の 認識として 示 して い る.

･ 保育室編成 (年齢別 ･ 異年齢)

保育室 の 編成は 年齢別と異年齢の 場合があ る が . 保育

室 の 編成に よ っ て も コ ーナ - 設定に違 い が み ら れ る . 午

齢別 の 場 合､ 各年齢段 階に沿 っ た コ ー ナ ー 設定が で き る

た め､
コ ー ナ ー

に お け る活動内容が明確に示 しやす い Q

表 3- 1 4 保育室内の構成 (s c al e : 1 / 3 5 0)

そ の た め､ 年 齢特有の コ ーナ ー

の 設定, 同 じ コ ーナ ーで

も年齢に よ っ て 活動内容を変え るな ど の 配慮をし て い る

晃 年齢 の 場合. 各 コ - ナ ー

で 3 - 5 歳 に 配慮する 必要が

あ るた め､ 幅広 い括勤内容を示す必 要があ るD

･ 食事空間と午睡空間

食事は全て の 園 で行われ て い る が ､ 【食事コ ー ナ ー 】 を

設定する かは園に よ っ て 異な る o N 園 で は保育園 で あり､

昼食やおや つ な ど食事をす る機会も多い ため ､ 予 め 【食

事 コ ー ナ -

】 を設定し て い る ｡ 特 に 保育園 で は食事後の

午睡 へ の 移行を ス ム
ー ズに 行う ため に ､ コ

ー ナ ー を 設定

する こと で 場所を分けて い る と恩われ る ｡ こ れ に対し､ M

園 ､ 0 園 で は 【食事 コ
ー

ナ - 】 を設 定せずに 部屋 の 真ん

中に 机を並 べ て 食事を行 っ て い る ｡ また , 午睡は N 閲 で

行われ ､ 午睡時に は遊びの コ ー ナ ー を
一

時的 に 片付け て

【午睡 コ ーナー】 を確保して い る｡

･ 集団活動を行う場所

自由保育を行う 園 で も, 全員 で の 合唱や 朝
･ 終 わ り の

会などの 集EE] 活動は行われ ､ そ の 場所の 位置も コ
ー ナ ー

設定に 影響す る ｡ M 園 ･ 0 園 は部屋 の 中央で 集団活動を

行 っ て お り ､ 中央を広く 空け て い る ｡ それ に対 し, N 園 で

は､ 集団活動の 場所を 【お集まり コ ー ナ ー 】 と して 設定

して い る ｡ ま た ､ 【お集去 り コ ー ナ ー】 を単独で設定で き

な い 場合は ､ 他 の コ ー ナ ーと兼ね て 設定し . 時間帯に よ っ

て コ
ー ナ ーを使い分けて い る ｡

さ< ら組 ( M 也農園) ゆリ組 (○ 幼稚 園) トトロ 絹 (N 保育風)

保
育
室
内
め

構
成

′l ま ま ご t】 L 虹作 ( R 毘 AZ 仔)J
t 甲 【ゲ-; ム】 l 7 D-j ク】 l

.

L D i 2 Z m

｢竺≡
■
…章■■

L創作ト- - 追:.

l目口息眉警
∃≡≡

=

日
= =

7
I ; m 去

Uq 毘 i )
( m

コ L

.
m ~-..A--

F
= =

∃
;-....

･■巡1=l=l
:

苧J='
:

.?L:I - , . 晦 軽 - ≡≡≡≡≡≡∃〉

( ど. 手 碓 〕 陳
､

. /
-
喝
仔 か ､iB )

= ■
⊥ ｣

ー
J /

'

還:
一
三:三≡禦 十 ,

- て

S9 ./ 一題
耶屋の

E
F
'
共 にオープン コーナ- を設定し_ ir き均- 凶作. ままこ 翌屋の 甲突 にオープンコーナーを 駈 し . 製作

.

旨真一投石 9) コ- 左側に退こ声の ⊃- チ- そ 言とめて定置 し_
石 伊j に畳 字コーナーを広

との コーナーは保 育室の 角を利用 L , て n 記 して い るE また L その }-- l ま信書 玉の角 t
-

1
I
J 用 して設 E してい る . 話題 SL 作

J
:
-

行 う コ- くと つ て い る. 甲 で も三 ま二と
ー

製作
.

括改
.

プEj ツ クの コーナー
3 つ の ⊃- ナ- の 同r=r 三 泉白粥な ス ペース がみ られ る. 栄百舘 の メ.. カ1S] 作 コ- ナ- とは別 r = 設だきれて い る† 臭伸｣の 口. ノ カー1 言 ほと■

■

田の軍
ノ

■e f に現還 し, 含まこと . 4
J 作 の コーナーは硬貨 して

正 < l こ( = 子 とも rc ちで∫豆対す るノこめコーナーをモ己正 して し 1 fL い E 子 ともたちの也人の両葛が しまつ てあり. そ の前面に コーナーを い る
.
オープン コーナーは担 冨

1

J
て 岩 らす . 子 ともが集 まる喝郡 岩

異 同. 怠弟ざ云動E 孟1臭 帝琴 の
⊂

P 央 に窪 まフ て 行う . 冬保育室はテ ラ E P

.
題 L , て い 在 い , 集 団. 食事孟勤 は

(
呆if 雲の中央 に兵 言つ て行う. 美3

= L) コーナーと して絵本 コーナーとI 用で汲 冒してい る. 各蛋青
ス から 7 ク 七 ス し.

石 伊｣の入口 は ト
ノ L , 附 こある共用空r. .7 ヘ と つ 各

'3; 官軍は テラス か ら 7 クセスし . 右作) 0) 入 口 は ト イ レ可 にあ る 雪を賢 < 昏軌空周がない ため ､ 号帝雪 には照 只で任 t7) つ て通5毒を確

T1 7)t る , 共用三flT) ヘ とつ f1 カーる
. 保 している .
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第 三章 子 ども の発達 に伴 う保 育室 の コ ーナー設 定 の 年間 の 変化

2) 平 面構成に関する要因

･ 皇空間の つ なが り

幼稚園 ･ 保育園は､ 保育室が 廊下や テ ラ ス な ど の 移動

空 間で つ なが る 平面構成が
一

般的 で あ る ｡ N 園 で は各保

育室 を つ なぐ廊下 がな く, あ る 保育室に 行く ため に別 の

保育室 を通 り抜け る必 要が あ る ｡ そ の ため ､ 背 の 高 い 家

具で保育室内を仕切る こ と に より通路を確保して い る ( 図

3- 1 5) ｡

3) 保育室の平面形態に関する要因

･ 保育室の 形
･ 広 さ

保育室 の 平面形態は コ
ー ナ ーの 配置に 影響しやす い ｡

入 口付近は 子 ども の 出入 りが多い た め､ 保育者は入 口 か

ら籍産れ た奥側 ほど静かなイ メ
ー ジ を も っ て お り ､ 【絵本 ･

ま ま ご と コ ーナ
ー

】 な どの 落ち着い て 遊ぶ コ
ー ナ ー が 配

置され やす い e そ し て ､ 角は コ
ー ナ ー を配置しや す い場

所で あ る｡ ま た､ 保育室 は広い 方が コ ーナーの 配置や数

な ど の 設定の 自由度が高く な る こ と もあ る o 他 に も窓か

ら の 外部 と の 位置関係 やEj 当 た りな ども コ
ー

ナ
ー

の 配置

に 影響して い る｡

･ 備え付けの 家具

保育室に は ロ ッ カーや 洗面舘､ 暖房 器異 な どの 備 え 付

け の 家具が み られ る ､
こ れ らは国 定され て い る た め､

こ

れ ら の 備 え 付け の 家具 を考慮して コ ー ナ ー を 配医す る 必

要があ る ｡ 0 圃 で ほ 子 どもが登 園 し て く る とまず室 内の

ロ ッ カ
-

に 自分 の カ バ ン を し まう た め ､
ロ ッ カ

ー の 前 に

コ
ー

ナ
ー

を 配置す る こ とは あ まりし て い な い o ま た､ 活

動 の 移行の 際に トイ レ ･ 手洗 い を行う こ とが よく あ り､

洗面器前は子どもたち で 混雑す る た め常に周囲は空け て

おく必要が あ る ｡

･ 家具 ･ 遊具

コ - ナ - は 家具や遊具 を組み 合わせ て設 定され る ため ､

ど の ような家具を用 い る か に よ っ て コ ーナ
ー

の 雰囲 気や

保育室の 雰囲気 は変わ っ て く る ¢ 保育室 で は様 々 な家具

が あ り､ 机や イ ス な どは子 供用 の 家具を 使用 し て い る ｡

そ の 他､ 多く の 保育室 で は カ ラ ー ボ ッ ク ス や 手作り の 棚

な どを 工 夫して コ ー ナ - を充実さ せ て い る .

N 笥で は各保育室をっ た <
'

田下7)( な < . ある保育室 に
'

ti くため に別の 保育雲を通り

抜 ける必要がある〈そ
の た め. 背 の高 い家具で 保育室 内をtt 切る こ とによ り通践を確

保 して し＼る 〔上図) ～ M ぁ の ような テラス か ら直蟻保育萱 に アク セス する方 式で は ､ そ

の ようなi員段のf-1 切りは必 要r= い ( 下Egl) .

囲 3- 1 5 童 空間の つ な が り に よ る コーナ- 設 定の 影響
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3 -4 保育室 にお ける 1 年間 の コ ー ナ ー

設定

3- 4-1 各保育室の 1 年間の コ ー ナ ー

設定

･ ち ゅうり っ ぶ組( M 園 ･ 3 歳) の 1 年間の コ
ー

ナ
ー

設定

一

学期 (4 月 - 7 月)

ち ゅ うり っ ぶ組 の 子 どもは 4 月か ら入園す るため , 始

め の 時期は ､ 慣 れな い 園 の 生活 に不 安定な気持ちに陥り

やすい ｡ そ の た め ､ 1 学期 の 始め は まず園で の 遊び
･ 生

活に慣れ る ことが保育の 中心 となる.

こ の 時期は , 子 どもが 園生活 に慣れ る こ とを重視 して

お り, ブ ロ ッ ク ･ ミ ニ カ ー ･ 折 り紙な ど家庭 で も行われ

る遊びを 中心 に コ ー ナ ー を 設定し て い る｡ ま た､ 1 人遊

びが多い こ とか ら､ 多 く の コ ー ナ ー を独立的に設定して

い る こ とが 特徴的で あ る｡ 例 えば ､ 【ま まご と コ ー ナ ー 】

で は ､ 畳 を置く ･

飾 り付けを行う ･ 背 の 高 い 家具で 囲う

こ と で
"

小 さ な部屋
"

の 雰囲気を 出す工夫を して い る｡

5 月 か ら 7 月に かけて ､ そ れ は ど コ ー ナ ー の 設定を変

え て い な い ｡ 子どもた ちが まず保育室 で 過ごすこ と に慣

れ 遊び道具の 収納場所や 生活の 流れ を子どもた ちが分

か る こ とを重視 して い るため で ある｡

2 学期 (9 月 - 1 2 月)

2 学期に入 る と､ 1 学期 で は独立 して い た コ
ー

ナ
ー に

つ な がりがみ られ るよう にな る ｡ 【ま まごと コ
ー

ナ
ー

】 を

積み木の 置き場所の 隣に位置する こ と で ､ 積み 木で 家を

作り ままご と道具を持ち込んで 遊ぶな ど遊びに つ なが り

を持たせよ うと して い る｡

また ､ 1 2 月 は お遊戯会が ある ｡
3 歳児 の 場合､ 行事 の

際は行事の活動が 自由保育時間にあ て られ る c そ の ため､

劇 の 練習が行いやすい よう に物を少なめ にし て い る ｡

3 学期 (1 月 - 3 月)

こ の 時期 にな る と､ 子 どもた ち に園 で の 遊び方を工 夫

する姿が み られ ､ 机 や積み木な ど い ろ い ろな家具を使っ

て自分た ち の 遊び場所をつ く るようになる｡ 2 月 には絵本

コ ー ナ ー を 設定し て い な い な ど､ コ ー ナ ー を 設定するよ

り も広い場所を確保しよ うと して い る｡

また ､ 1 月 で は , 入 口付近をピアノや家具で 囲 っ て い る｡

寒 くな り , 登 園 シ ー ル を貼る 場所をテ ラ ス か ら室内 へ 移

動 した の で , 遊び場所と区別するため で ある｡

- 6 8 -

第 三章 子 どもの発達 に伴う保育室の コ ーナ ー

設 定の一年 間の 変化

表 3 - 1 5 ちゅ う り っ ぶ組(M 園 ･

3 歳) の 保育者 の意図

保育者の意識

■
苧

期

4 月

全体の構成 は, 家庭でも してい る身近な遊び を中心にコ
ー

ナ
ー

を設定 する

ことで ､ よリ家庭 に近 い状況 に してい た
○

ままごとコーナ
ー は ､ 不安を抱えて いる こ とが予想 されたので ､ 奥側 の落

ち着けるよ うな狭 い場所 に設 定 した ○ また ､ 泉を思 い浮 かべ て安心でき

るように ､ 家庭 にある ような 物を中心 に置き畳を敷 い た○

折リ紙 コ
ー

ナ
ー は

､ 簡単な遊びか ら幼稚 園に慣れて もらおう と恩 つ たため ､

家庭にある身近な折リ紙 を置 い てコ ー ナ - を設定 した o また ､ 目のつ き

やすい 入口 前 に配置 した .

フロ ック コ ー ナ ー は､ 身近な遊び に取リ組んで もらうため ､ 泉庭 にある小

さなフロ ックを青 いて いた
○

ミ ニ カ ー

コ
ー ナ ー は､ 身近な 遊び に取リ組んで もらうため ､ 床 に円をチ

-

プで示 し , 道路 に見立てた ,

5 月

全体の構成は ､ い きな リレイアウ トを大きく変える と子 どもが戸惑つ て し

まうため ､ 最小限の変化 にとどめた ○

製作コ ー ナ ー は ､ 徐々 に製作遊 びに取リ組んで もらうため はさみや粘土を

置 いて ､ 新 しく設定 した
○

6 月
ままごとコ ー ナーは ､ 友達 と遊ぶようにな つ たためス ペ ー

ス を少 しだけ広

く した ○

7 月

ままごとコ ー ナ ー は ､ 子 どもは狭 い 所が落ち着くので ､ ピアノを利用 して

奥まつ た場所 に作つ た

絵 本コ ー ナ ー は ､ 奥の方が落 ち着 けるので ､ 奥の場所 に配置 した,

2

学

期

9 月

全体の構成 は ､ 子 どもた ちが落 ち着 い てきたので ､ コ
ー ナ -

設定 を大きく

変えた ○

ままごとコ ー ナ ー は ､ 瑳み木の 遊び と関連 を持たせたか つ たため
､ 積み木

の隣の位置 にした○

製作 コ ー ナーは ､ 落ち着 いて製作遊 びを してもらうため に､ 奥側 に持 つ て
きた ○ また . 材料の ある場 所と自分の道具 入れが 一 目で 分かるよ うに､

ス ペ
ー

ス を広く した ○
さらに , 子 どもがす ぐに使 えるように ､ 子 どもの

目線に合わせて材料 や道 具を置 いた ○

絵本コ
-

ナ
-

は､ 絵本の貸 し出しが始 まリ登園してすぐに返せるよ うに､

目のつ きやす い入 口側 に持 つ てきた ○

1 0 月
全体の構成は ､

1 0 月は運動会の季節 とい うこ ともあリ外 ヘ 遊び に行く こ と

が多かつ たので ､ あ まリ室 内は変えなか つ た .

1 1 月

製作コ ー ナ ー は ､ 空 き箱を使つ た遊びを してい てそれを充実させてあげた
い と思つ たので ､ 材料を増 や した ○ 子 どもた ちは ､ 空き箱 を組み合わせ

て遊ぶ ようにな つ て きた ,

ままごとコ ー ナ ー は､ 積み木 の遊び とのつ なが リを大切 に して ､ この位置
を維持 してい る ○ また , ままごと遊び と他の遊び との組み合わ せや ､

い

ろんな場所 をつ く つ て遊ぶ こ とを期待 して いる

一

斉保育時では ､ おや つ を食べ る場所 とみんなが集まる場 所を意識的 に分
けて い る○

1 2 月

ままごとコーナ
ー

は ､ 劇の 日で ､ 親の観客席 を確保 するため ､ 畳から じゆ

うたん に変 えた

家具の配置 に関 しては ､ 可動式のものを うまく配置 して いく こ とが保育室
をい ろい ろな 使い 方をするため には必要だ と思う ○ 表具の位置が 固定 さ
れな い こ とが 大事 だと思う ○

3

1 月

暖房 の暖気が 外 ヘ 逃げな いよ う､ 入口 の所を ロ ッカ ー で仕切 つ てい た ○

子 どもたちが 親と離れて
一

人で保 育皇に来れるよ うにと､ 部屋 の中でお帳

面のシ ー ルを貼れ るように した ○

ままごとコ
ー

ナ
ー

は ､ まま ごと遊 びと桂み木遊びが 関連を持 つ て欲 しかつ

たので ､ 隣同士 にしたウ

製作コ ー ナ ー は､ 製作材料や製作道 具が 充実 してきたので ､ 広く した ○

また ､ 子 どもたちが製作物を良く つく るよう にな つ たので ､ 置 き場所 を確

保 した

絵本コ
ー

ナ
ー

は､ 絵本の貸 し出 しを行 つ ておリ自分で本を遷ぺ るよ うにと
,

学

期

入口近くの目 に付く場所 に絵本棚を置 い た

お掃リの会の時 にテラス に親が集まつ てきてもあまリ気にしなくな つ てき

たため ､ ピアノを入 口側 に持 つ てきた ○

物を片付けておく場 所に関 して子 どもた ちに共通 した意識を持たせる こ と

が大 事だと気付 いた ○

つ い たては自由に場所 をつ くる こ とがで きるので ､ 便利な道具だ と思 つ た
○

2 月
子どもたちは ､ テ ラス にままご と道具を出 して逝ぷ ことが多か つ た ○ 最近

で は
､
つ い たてを壊 さな いで きちん と使えてく るようにな つ てきた ○

3 月
子どもたちがつ いた てや机 , 桂み木な ど色々な 物を使つ て遊び場所をつ く
るこ とが うまくな つ た ○
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･ すみ れ組 ( M 園 ･ 4 歳) の
一

年間の コ
ー ナ ー

設定

1 学期 ( 4 月 - 7 月)

M 園の 4 歳児保育室は､ 3 歳児保育室か ら の 進級組の

子ども と 4 歳か ら入 園 し て く る新入 組の子 ども で編成さ

れ て い る｡ 特 に新入組の 子 どもは新 し い 園生活に も慣れ

て い な い こ とか ら､ 環境 の変化に対する戸惑い も大き いo

l 学期の 始めは ､ 新 し い 環境に慣れ て い な い子どもが

い ろ い な遊び に取り組めるよ う に, コ
ー ナ ー

の 数 が多め

に設定して い る｡ 特 に , 個 人遊びが で きるよ うに 【まま

ごと コ
ー

ナ
ー

】 の 中を家具で仕切る､ 家庭 で も普段行う

遊びを 【折り紙 ･ 粘土 コ ー ナ ー 】 とし て 設定するなど少

人数で の 遊び､ 遊び の しやすさに重点が置かれ て い る｡

徐 々 に子ど も の遊びが活発にな る と､ 友達と の 関わ り

を大切にするため に､ 【製作
･ ま ま ごと コ ー ナ ー】 の ス ペ ー

ス を広げて 大人数で 遊 べ るように して い る｡

また ､ 6 月 ､ 7 月 で は 新た に 【水遊び コ
ー ナ ー ･ 昆虫

コ
ー ナ ー

】 を設するな ど､ 1 学期を通し て様 々な コ
ー ナ ー

を 設定して 子どもに遊びを促 して い る｡

2 学期 ( 9 月 - 1 2 月)

2 学期になる と､ 子 ども の 遊びの 変化に対して コ
ー

ナ
ー

設定を変え て い く 様子が 保育者の 意図か ら読み とれる｡

9 月 で は 【ま まご と コ ー ナ ー 】 で 家具 を充実した り｡ l l

月 で は子 どもが コ ー ナ ー 以外 の 場所に遊具を持ち出して

遊ぶよう にな っ たた めに､ 【まま ごと
･ 絵本 コ ー ナ ー 】 の

設えや ス ペ
ー

ス を変え て い る｡ そ の 他にも, 1 2 月 で は色

水遊びがまた 流行りだしたた め に 【水遊びコ
ー ナ ー

】 を

また設定して い る｡ また , こ の 時期か らは 【課題 コ
ー ナ ー

】

が設定され ､ 課題遊びを行われ るようになる｡

3 学期 ( 1 月 - 3 月)

今 ま で は子どもが戸惑わな い よう にあまり大きく コ
ー

ナ ー

設定を変える こ とは して いな か っ たが､ 3 学期に入 っ

て ､ 環境を変化させ る こ と で 子 どもに新鮮な気持ちで 遊

べ るよう に し て い る. 4 月 と 1 月 で は環境の 変化に対す

る子どもの 心理 的な影響が異な る こ とが読み とれ る｡

こ の 時期で は , 子 どもた ちが 工 夫し て 自分た ち で 遊具

を動か し て 遊ぶ よう にな っ て きた ため に, 行事や課題に

関連 して 【ゲ
ー ム ･ 音楽 ･ 課題 コ ー ナ ー 】 を設定 して い

る 他は ､ あ ま り コ ー ナ ー

設定を変える ことは し て い な い o
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第三 章 子 どもの 発達 に伴う保 育室の コ
ー

ナ
ー

設定の 一年 間の 変化

表 3
-

1 7 すみれ組( M 園 ･ 4 歳) の 保育者 の意図

保 育者の意図

■

4 月

全 体の構成は ､ い ろんな 遊びがで きるこ とを子 どもたち に知 つ ても らお う

と思つ て ､ 様々 な コ ー ナ ー を設 けた ○

ままごとコ
ー ナ ー は､ 少人数で逝んで いたので ､ 小さなス ペ ー

ス で コ - ナ
-

を二 つ に仕切 つ た ○ また ､ 落ち着いて逝 ぺ るよ うにするため ､ 部屋の

奥側に配置 して視線を通 さな い棚で 仕切るように した ○

粘 土コ ー ナ
ー

は ､ 粘土遊びとまま ごと遊びが つ ながリやすい と恩 つ たた め,

ままごと コ
ー

ナ
ー の隣 に置 いた○ また ､ 遊び方をわかリやすく示 すため､

机の上に粘土板や粘土 をはじめから置 いてお いた ○

折 リ紙 コ
ー

ナ
ー は

､ 家庭的な遊び がで きる ように ､ 泉庭 にもある折リ紙を

机の上に出 してお いた ○

絵本コ
ー

ナーは､ 落 ち着いて遵ベ るよ うに､ 部屋 の奥側 に配置 した ○

桂 み木 は ､ まず撮 み木 の遊び方を 分か つ て もらおうと思 つ て､ 立方体の穣

み木だけ にして圭 も少なく した.

5 月

製 作コーナ
ー は , 生活 廃材を使 つ た製作遊びが増えて きた ため ､ 机を増や

してス ペ
ー

ス を広く した○

折 リ紙 コーナ
ー は ､ 他の子た ちの 遊び に気をとられ集中で きな い 子が いた

学

期
ため

, 机の 向きを壁向きにした ○

ままごとコ
ー ナ ー は ､ リ ビング . 台所 と場所を決めて遊ぶよ うにな つ たため ､

コ
ー

ナ
ー の仕切 リをなく した ○ また ､ 後片付けを しやすくするた め､ チ

どもの視線の高 さに合 わせて表具の位者を変えた ○

撮 み木 は ､ だ いぶ 稜み木の遊び に慣れて きたため , 撮み木 の圭を多く して

積み木の種類を増や した.

6 月

水 連び コ ー ナ - は, 阜 < な つ てきて色7火遁びをさせ てあげた い と患 つ て ､

水遊び コーナ
ー をつく つ た ○

昆 虫コ ー ナ ー は, カエ ルや虫 に興 味が出て きたため ､ 台 や虫か ごを置 い て

コーナーをつ くつ た . また ､ みんなが 絵本で虫を調べ られる ようにする

ため
､ 昆虫の絵本を置 い ておいた .

7 月

水遊 びコ
ー

ナーは ､ 今の場所は 日陰がで きるので ､ 違う場所 に移動した ○

み んながつ く つ た製作物をみ られるよ うにするため , 子 どもの視線の 高さ

に合わせて製作物 を飾 つ てい た ○

部 屋の中に入る 時に靴の汚れ をふける ようにするた め､ 入口 前 に雑 巾など

の物置台を置 い た○

2

9 月

ままごとコーナ
ー は ､ お店屋 さん ごつ こ を して遊んで い たので ､ カ ウンタ

- を用意 した ○

製 作コ ー ナ ー は ､ 課題 コ ー ナ - を設定 するため に､ ス ペ ー

ス を狭く した ○

課 題コ ー ナ - は､ 課題遊び をするため に､ 目 につ きや すい 入 口前 に広 い ス

ベ
ー

ス に新 しく設定 した ○

連動コ - ナ - は , 運 動会に向けて運 動会 に使 う道 具に慣れて もらうために ､

新 しく設定 した ○ また ､ 靴を履 き替えずに気軽 に遊ぶ こ とがで きると忠

つ て ､ コ
ー ナーの場 所はテラス にした ○

1 0 月

製作コーナーは ､ 細かな物を使 つ て形を組み合わせて遵ぷ こ とを期待 して ､

製作材料 を増 や した ○ また ､ いろん な物を工夫 したリ ､ 何か ある物でラ

まく組み合わ せたリと , 製作遊びが単純な 遊びで はなくなつ てきた ○

1 1 月

ままご とコーナ ー は ､ コ
ー ナ ー で遊ぶ よリも遊具を持 ち出して違 う場 所で

学 遊ぶよ うにな つ てきたため ､ ス ペ
ー

ス を狭く した ○ 子 どもたちは , ゴザ

期 やつ いた てを使つ て自分たちで場所 をつ く つ て いる ○ その場 所にはまま

ごと遊具 の他 に絵本や菜器な ども持 ち込ん で遊ん でい る ○

課題 コ ー ナ ー は､ ドングリを使 つ た遊びを させ てあ げたか つ た ので ､
コ -

ナ - を 目のつ きやすい 入 口近く につ く つ た .

絵本コ ー ナ ー は, 子 どもた ちが読み たい 本を自分で絵本を持 つ て きて読め

る ようにな つ てきたので ､ 畳 を片付 けた , また ､ 子 どもた ちは絵本コ -

ナ - を製作遊びの場所と して使 つ て い るこ とが多かつ た ○

12 月

全体の構成は､ 片付け る場所 を憶え ても らうた めに､ 家具の位置 を国定 し

て いた ( その結 果 ､ お片付けが ス ム ー ズにい くようになつ た) ○

水遊び コ ー ナ ー は ､ 色水遊びがまた流 行リだ したので ､ 机やカ ッ プをまた

準備 してコーナ ー を つ くつ た ○ 子 どもたちの様子 は､ 3 歳児 の子 に教え

た リして い る○ 自分で色の為さな どを調整できるよう にな つ てきた ○

3

学

期

1 月

全体の構成 は､ 子 どもヘ の刺激 とな つ て新鮮な気持 ちで達び始 められるよ

うに､ 全体的に変えた ○

製作 コ ー ナ ー は ､ 壁面装飾 を子 どもと 一 緒 に作つ てい きた い と恩つ て ､ 壁

面 の近く にコーナ ー を移動した .

まま ごとコーナ ー は , 狭く しよ うとも考えたが ､ ままご と遊びを 4 歳の間

にもつ とやらせてあげた い と思つ て ､ 広 さは変 えな かつ た ○ また ､ 撮み

木遊び とままご と遊びの 関連で 子ど もた ちが作れ るスペ ー

ス を確保 して

おくため に､ ままごとコーナ
ー と積み 木の置き場所の間を空けてお いた ○

絵本コーナ ー は , 落 ち着いて逝 ベ るよう に､ ピアノの真 に配置 した ○
この

硬で は, 絵本コ
ー ナ ー は製作遊びやマ フ ラ ー 作 リをするなど多様な場所

とな つ てい た ○

ゲ ー ムコ ー ナ - は ､ み んなでゲ ー ムや トランプ . かるた遊びをで きるよ うに､

入 口近く の真 ん中の場所 に新 しく設定 した ,

2 月

課題コ ー ナ ー は ､ お離 さまを作る課題遵ぴ のために ､ 新 しく設定 した . また ､

作業 を進 めやすい よ うに､ 作業 過程ご とに3 つ のテ ー ブルを 配置 した○

青菜 コーナーは , テラ ス の舞台 (他の保 育室 の子 が青菜遊びを して いる)

が みえるように ､ テラス に新 しく設定 した ○

子ど もの視野 は狭 い ので , 隣接する コ ー ナ ー を何にするのかを いつ も迷 う○

隣のコ ー ナ ー を変える こ とで ､ 新 しい遊びに興味が持て るか もしれな い

と考えてい る ○

3 月
ヒヤ シンス の成長を全 員が観察 できる ように ､ 入 口 にヒヤシン ス を置 い て

おい た○
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表 3-†8 す み れ 組( M 園
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･ た んぽぼ組 ( M 園
･

4 歳) の
一

年間の コ
ー ナ ー

設定

1 学期 ( 4 月 - 7 月)

た んぽぼ組で も同じ 4 歳児 の すみれ組 と同様に, 4 月

で は子どもが い ろ い ろな遊びに取り組む こ とが で き るよ

う に､ 多 く の コ
ー

ナ ー を設定し て い る ｡ 特 に こ の 時期は ,

子 どもは友達と遊ぶ こ とも少な い こ とか ら少人 数で 遊 べ

る こ とを保育者は 意図して お り､ 【ままご と コ
ー ナ ー】 を

2 ケ所に設定する､ 【製作 コ
ー ナ ー

】 の机を離すな ど､ 小

さな ス ペ ー

ス の コ
ー ナ ー を設定し て い る ｡

子どもが 遊びに取り組み 出すよ う にな る と､ こ の 小規

模で 多く の コ
ー

ナ
ー

を 設定するや り方は ､ 徐 々 に行わ な

くな る｡ 5 月頃には保育室には 【製作 ･ ま ま ごと ･ 絵本コ ー

ナ ー】 だけとな り ､ 各 コ ー ナ ー の ス ペ
ー

ス も 4 月 に比 べ

広めに し て い る｡ 6 月 -

7 月 で はテ ラス に 【水遊び コ ー

ナ ー 】 が設定され た他は ､ 特 に変化はみられな い ｡

2 学期 ( 9 月 - 1 2 月)

2 学期 で は ､ 夏休み 明けに不安定な 気持ち を持っ て 子

どもが登園 し て く る こ とを予想 して , 1 学期と同じ コ
ー

ナ ー

設定を続けて い るc 保育室の 環境 を同じままに し て

おく こ と で , 子 ど もに不安な気持ち を抱か せな い た め の

配慮で ある｡

ま た, こ の 時期頃で は､ 子 ども の 遊びの 広が りを意識

して コ ー ナ ー の つ な が りに配慮する よう にな る｡ 1 1 月 に

【ままごと コ ー ナ ー 】が【絵本コ ー ナ ー 】の 隣に位置が変わ っ

て い るが､ こ れ は ま まご と遊びが 【絵本 コ ー ナ ー 】 で も

行えるよう に し て い るため で ある｡ コ ー ナ ー を 隣り合わ

せ にする こ と で ､ 遊び の 広が り を促 し て い る こ とが読み

とれる｡

3 学期 ( 1 月 - 3 月)

3 学期 で は､ 部 屋 の 雰 囲気 を変え るた めに ,
コ ー ナ ー

の 配置を大きく変え て い る｡ こ れ はすみれ 組で も同様に

み られ ､ 新 しく コ ー ナ ー を 設定 し直す こ と で 子ども に新

鮮な気持ちを持 っ て遊ばせ よう とし て い る｡

1 月 に コ
ー ナ ー

の 配置を大きく変えた後は､ 2 月 に 【課

題 コ
ー

ナ
ー

】 が 設定され た他は ､ こ の 時期の コ
ー

ナ
ー

設

定は同じ設定が 続けられ て い る｡ 保育者の 意図によ ると､

こ れ は子 ど もが 遊ぶ 中で 特 に設定に 問題 が 生 じ て い な

か っ たた め で あ る ｡
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第三 章 子 どもの 発達 に 伴う保育室の コ ーナー設 定の一年間の 変化

表 3-19 たん ぽぼ組( M 園 ･ 4 歳) の 保育者の意図

保育者の意図

■
学

4 月

全体 の構成は､ 入リ口 か ら各 コ
ー ナ ー を見渡 せるように した ○

製作 コ ー ナ ー は､ あまリ製作遊びを しな い と恩つ たため ､
二 つ の机を 離す

こ とで少人数で遵ベ るように して いた ○

ままごとコ - ナ - は ､ 撮み木遊び とままごと遊びが つ ながるよ うにす るた

め , 撮み木がある場所 の近く に設定 した ○ また ､ 3 歳か ら通 つ てい る子

と新入生の友達 関係 に配慮するため ､ コーナ ー を 2 つ 設定 した○ さ らに､

落ち着 いて遊ぶ こ とがで きるよう に, 部屋の隅 に配置 して因つ ておい た ○

絵本コ ー ナ ー は､ じつ くリ と読め るように ､ 部 屋の隅につ く つ た ○ また､

額が しい積み木遊びを してい る姿を巨 に入 らな いよ うにするため ､ 穣み

木のある場所か ら乱 した ○

フロ ッ クコ ー ナ ー は ､ 遊び に入 つ て行 きやすい ように ､ 部屋の中央 に敷物

を敷 いて コ ー ナ ー を作つ た ○

ピアノの位置 は､ 子どもで集 まつ た時に保護者の方がきて も視界 に入 らな
いよ うにするため , 部屋 の中央 に置 いた ○

5 月

製作コ ー ナ ー は､ 製作遊びがよく してい たので ､
二 つ の机をつ なげて大人

数で遊ベ るよ うにしてい た ○

ままごとコ ー ナ ー は ､ 少 しずつ 子 どもたちの交流が増えたため ､ 別々 の場

期 所 にあ つ た コ ー ナ ー をつ なげた ○ また ､ よリ泉の イメ ー ジに近づけるた

め に､ 敷物か ら畳 に変えた ○

フロ ッ クコーナーは ､ 自分た ちで ブロ ックやミ ニ カ ー を出 して撮み木 と
-

緒 に遊ぶよ うにな つ たため . 設定 しなくな つ た ○

粘土コ ー ナーは､ あまリそ こで遊ばなくなつ たため ､ 設定 しなくな つ た○

粘土は まま ごとコ ー ナ
ー

に置 いた ○

ピアノの位置lよ 子ど もた ちが集まつ た時に全体を見渡 しやす いよ うにす

るため ピ7 ノ の位置 を傾けた .

6 月

水遊びコ
ー

ナ
ー

は ､ 色水遊び . シャ ボン玉づくリな ど水を使 つ た遊びをさ

せてあ げたか つ た ため ､ 机や ラッ クな どで コ
ー ナ ー をつ くつ た ○

ピアノに向かつ て子ど もた ちが集まるが ､
お集まリの時 に保護者の 方が来

て も気にな らな い ようにな つ たため ､ ピアノの位置 を移動した ,

7 月

絵本コ
ー ナ ー は

､ 家庭 とあ まリ変わ らない 状態で絵本が読めるよ うにする

ため ､ 畳を敷 いた

テラス にある机は ､
プ ー ルが始 まつ たので ､ 水着の荷物の置き場 として出

してお いた
.

2

学

期

9 月

全体 の構成 は ､ 夏 休み明け に不安 定な様子で登園 してくる子 もいる かと予

想 して ､ あ まリレイアウ トを変えな かつ た

課題 コ
ー ナ ー は ､ お手紙 ( 敬老 の日) を‡く活動をするため に､ コ- ナ-

をつ く つ た ○ 製作 コ ー ナ ー とは別の場所で落 ち着い て課題遊びをや リた

か つ た
○

絵本コーナ
ー は, 子 どもた ちもだいぶ落ち着 いて本を読めるよ うにな つ て

きたので
､ 年長 や小学校の こ とを考 えて . 床座 からイス 座に変えた c

ピアノの位置 は ､ 全体を見渡 すこ とができるよう に､ 向 きを懐けた ,

1 0 月 全体の構成と して ､ 特 に必要がな かつ たので ､ レイア ウトは変えて い ない

1 1 月

製作 コ - ナ - は ､ 他の子た ちが作つ てい るものがみ られるよ うにす るため ,

机の配置を変 えた○

ままごとコ ー ナ ー は ､ 絵本コ ー ナ ー まで 遊び場所を広げ られる ようにする

ため ､ 絵本コ ー ナ ー の隣に した

12 月

劇 の道 具は ､ 普段の遊びか ら馴染 んでも らおう と患 つ て ､ 保育室 に置 い て

お いた ○

ミ ニ カ
ー

は ､ 既製のミ ニ カ
ー

よリ自分で重を作 つ て欲 しか つ た ため､ 片付

けた ○

3

1 月

全体 の構成 は , 部屋の角を利用 してコーナ ー を設定 した い と考 えてい る ○

製作コ ー ナ - は ､ 雰囲気を変 えるために ､ まま ごとコ - ナ - の場所 と入れ

替えた ○

ままごとコ- ナ- は ､ 雰 囲気を変 えるため に､ 製作コ - ナ - の場所 と入れ

替えた ○ また､ 畳 の上 に座 つ てカル タ遊びができるよう に, カルタ道 具

を置 いてお い た○

絵本コ ー ナ - は , 暖か い所で じつ くリ と絵本が読めるよ うに, ヒータ - の

近く に移動 した○

積み木 がある場所での遊び は､ 1
,
2 学期 は建物な どをつく ?

.

て遊ぶこ と多

学
か つ たが ､ 3 学期 は細長く並 べ たこ とがきつ かけで電車 ごつ こが はやつ

期
た

○

2 月

製作 コ
ー ナ ー は ､ 閉鎖的 にする意識はなか つ たが ､ 家具 の配置で結 果的 に

閉じた設定 になつ てい た ○ また､ 窓際に家具を置く と部屋が暗くな るの

で
､ あ まリ窓側 には物を置かな い ように して いた ○

課題 コ
ー

ナ
ー は

､
お離さまをつ くる課題があ つ た ので ､

コ
ー ナーをつ く つ た ○

また ､ 作業 を進 めやす いよ うに､ 作業過程ごとに 3 つ のテ ー ブル を用 意

した
○

3 月

1 月にコ ー ナ ー 設定を全体的に変えて ､ 子 どもた ちの活動 に問題が生 じれ

ば変え ようと恩つ たが ､ 戸惑 うこ となくあそんで いたため ､ あまリ頻 繁

に変え すぎ てもよくな い と恩 つ て 3 学期はあまリ変えなか つ た○
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･ さ く ら組 ( M 園 ･

5 歳児) の 一

年 間の コ
ー ナ ー

設定

1 学期 ( 4 月 - 7 月)

5 歳児保育室 で は比較的早い 時期か ら遊びの つ な がり

や ､ よ り学習的な遊びを保育者が意 図して い る こ とがみ

られ る
｡
6 月頃には 【ま まご と コ

ー

ナ ー 】 で の 遊びを積

み木遊びと関連を もた せ るため に, コ ー ナ ー の 位置を積

み木の 置き場所の 近くに変え て い る｡ ま た文字を書く こ

とに興味を持 っ て もらお うと､ 【絵本コ ー ナ ー

】 の 代わり

に 【書き物コ
ー ナ ー 】 を設定し て い る｡ 実際には 【書き

物 コ
ー ナ ー

】 に は絵本棚 も置かれ て お り絵本を読む こ と

も で きるが , 自分たち で絵 本を作る ､ 友達に手紙を書く

な どの 遊びを保育者が意図して そ の た め の 遊具を充実し

て い る
｡

2 学期 ( 9 月 - 1 2 月)

1 学期を通 し て子どもた ちが 主体的に遊びに取り組ん

で い た と保育者は感 じて い た c そ の 道び の 流れ を続けて

い く こ とを意識 し､ あ ま り コ ー ナ ー

設定を変え る こ とを

し て い な い .

一

方 ､ 5 歳児は課題遊びを行う こ とが多く ､

9 月､ 1 1 月 とテ ラ ス に 【課題 コ
ー ナ ー

】 を設定するなど､

頻繁に 【課題 コ
ー ナ ー

】 を設定し て い る ｡

3 学期 (1 月 - 3 月)

3 学期 に入 っ て ､ コ
ー

ナ ー 設定 を大きく 変え て い る.

幼稚園 で 過ごす日 も少なく な り､ で き るだけい ろ い ろな

友達を遊ん で 欲し い た め に､ 室 内の 見通しを 良くする こ

と で他 の友達が遊ん で い る様子が分か るように し て い る｡

【製作 コ ー ナ ー 】 で は課題遊びをする こ とも多い ため ,

中央の 位置に コ ー ナ ー を 配置 し て い るc こ れ は 保育中に

子 ども の 人数に合わせ て机 の数 を増や しやす い よう にす

るため で ある｡

ヒ ー

タ
ー

の 近 くにあ っ た 【まま ごと コ ー ナ ー 】 は , ヒ ー

タ
ー

を 使用するた めに位置を変え て い る｡ こ の コ ー ナ ー

に は家具 ･ 遊具が多く あ る の で 安全面を配慮 した ため で

ある ｡ し か し､ 【ま まごと コ ー ナ ー

】 と積み木の 置き場所

が離れ て しま っ た こ と で ､ ま ま ご と遊び と積み木の 遊び

の つ な が りがみ られ くな っ た
｡
こ の 例 の ように コ

ー

ナ
ー

の つ な が りによ っ て遊びの 状況が変わ る こ と もあ り､ 保

育者は各コ
ー

ナ
ー

の つ な がり を意識する こ とが多い .

- 7 4 -

第三 章 子 どもの 発達 に伴う保育室の コ
ー ナ ー 設 定の一年間の 変化

表 3 - 2 1 さくら組 (M 園 ･ 5 歳) の 保育者の意図

保育者の意 図

■
学

4 月

全 体の構成は , クラス も新 しくな リ様子を みるため ､ とリあえず コーナ ー

を広 し､ 積み木 コ ー ナ ー 前を空けるよう にした ○

製作 コ
ー

ナ
ー

は , じつ くリ と取リ込めるよ うに､ ス ペ ー

ス を広く した ○

積 み木 は ､ 中型 のものか ら大型 のもの にな つ たため ､ 壁 を使 つ て大 きく 使

えるよう にした ○

手製 のつ い たては , 人形h1 な どを他 の組 の子たちとできるよ うにするため ､

テラス に置 いた ○

イ スの置 き場所 は ､
コ

ー

ナ
ー を部屋 の隅に配置 したくて机を入 リ口 前に持つ

てきたと ころ置 き場所 がなくなつ たため ､ 中央の ピアノの前に した ○

5 月

手製 のつ い たて は ､ あ まリそれ を使 つ てテ ラス で遊ばなく なつ たた め ､ 部

屋の中に戻 し製作 コ
ー

ナ
ー

とままごと コ
ー

ナ
ー

の仕切 リと した ○

イ ス の置き場所 は ､ 子 どもが集まる時の動線をス ム
ー ズにするため ､ 入口

前に変えた

6 月

ま まごとコ
ー

ナーは ､ 捷み木 との関連を持たせたか つ たた め ､ ままごとコ
-

期 ナ
- を棲み木 コ

-

ナ
- の隣に持 つ て きた, また､ 部 屋のような雰 囲気を

を持たせよ うと畳を置 い た,

書き物 コ
ー

ナ
ー は

､ 文字を書く こ とに興 味を持 つ て取リ組んで もらい たかつ

たため ､ 新 しく設定 した○

テ ラス に置 い てある机 は ､ 蜂が 水飲み場 付近 に集まるよ う にな つ たた め ､

子どもが蜂に刺 され ると危な い から ､ 舞台の近く に移動した ○

7 月

ま まごとコ
ー

ナ
ー は

､ 年長が ままごとのよ うな ごつ こ 遊び はあまリ しな い

かなと恩つ て , 少 し控 えめに小さめ にした ○ しかし , 子どもた ちはごつ

こ遊びをする こ とが多かつ た○

書き物 コ
ー ナ ー は､ じつ くリと手紙を‡く ､ 本を読むこ とがで きる ようにに､

閉鎖 的な場 所 にした○ また ､ 書き物 コ
ー

ナ
ー は

, 製 作コ
ー

ナ
ー で製作的

な課題 遊びを多く してい たので ,
こ の コ ー ナ ー で も製作遊びがで きるよ

うにと考えた ,

2

学

期

9 月

ままごと コ
ー

ナ
- は

､
ご つ こ 遊びが盛んだ つ たため ,

ス ペース を広げた ○

‡き物 コーナーは､ 集中 して物事 を取 リ組 める ように ､
ピアノの後ろ にで

きた狭 い ス ペ
ー

ス を利用 した ○

課題 コ ー ナ ー は ､ 保育者が投げか けた い活動を提 示するた めに, テラ ス に

コ
ー ナ ー を設定 した ○ また涼 しい 季節だ つ た こ と､ 異年齢の交流がで き

るように､ テラス にした ○

ピアノ は､ 行 事の こ とで 学級で話 し合うこ とが多い ので黒板 を使 える よう

にするため ､ 位置を変えた

1 0 月

全体の構成は ､ この ままの流れで遊ばせよ うと思 い ､ あ まリ変 えなかつ た ○

運動会で使 つ た ア ー チ ェ リ ー の道 具をテラス に置 い てお いた ○ 子 ど もた ち

は扉 に貼 つ た的 にめが けて ､ ア ー チェ リ ー をよく して いた ,

広 い舞台で よく新 聞を 丸めて剣を作 つ てい たので ､ テラス にセ ロ テ ー プや

新 聞紙 を置 い た ○

1 1 月

書き物 コ ー ナ ー は ､ じ つ く リと遊ん だリとか仲の よい 友達同士で 遵ベ るよ

うに､ ス ペ ー

ス を狭め た○ 子 どもたちは朝 ､ 登 園してきた時 にこ こ に来

てしや ぺ つ てい たり して いた ○

12 月

製作コ ー ナ ー は ､ 自由保 育時間が短縮 された 日だつ たので ､

-

つ しか机を

出さな かつ た ○ しか し､ 劇 のお面 作リが盛ん にして いた ので ､ 保育 中に

もう 一

つ 机 を増や した ○

まま ごとコ ー ナ ー は ､ 劇 の練習 をするの にす つ きリ とさせ たか つ たので ､

畳を全部片付 けた , 子 どもた ちは自分たちで畳を 出すかと恩 つ たが ､ あ

まリ出 さず に遊んでい た ○

課 題コ ー ナ ー は , 劇の道 具作リのため にボンドや絵の具を使 うの で汚れて

もい いよ うに ､ テラス に設定 した .

コ
ー

ナ
ー

設定 に関 して ､
二 つ の入 口か ら部屋 に入 つ てきてバ ツ と目に入リ

｢遊び たい な｣ と思わ せる ための表 具の配置を考 えてい る , 見 える所 に

置くか ､ 動きやすく遊びやす い所 に青くかをす ごく考え てい る ○ 入 口は

子 どもの出入 リが多い ので空 けて おきたい ○ 黒 板もやはリ使 いた い ○

3

1 月

三 学期の全体の 構成 は､ なるべ く見渡 せる こ とを考 えた ○ 学年の 小さ い時

はいろ いろな 物で区切 つ て場所 をつ く つ て いるが ､ みんなで 何かをやろ

う とか ､ 人の遊びをよく見え るように , 全体的 に物 を寄 せて 真ん中を空

けるよう にした○

製 作コ ー ナ ー は､ 三 学期 は課 題遊びの機 会が多くな リ子ど もた ちがたく さ

ん座れるよ うに､ 広く した ○

ままごとコ ー ナ ー は ､ 暖房 ( ヒ ー タ - ) を使う と､ こ の辺リ に子 どもたが

溜まるので ､ 別 の場所 に移動した○ しか し､ まま ごとの コ ー ナ ー と撮み

木の置き場所 を離す と､ 遊び のつなカ< t) がなくな リ､ コ ー ナ ー で遊ぶ子
が少なくな つ た.

暖房 の前の場所 は ､ 暖か い所 でご ざを敷い てお正 月ゲ - ムや編み 物が でき

るよう に､ 広く 空けた ○ また ､ 子 どもたちは暖房 に張 リ付 くから ､ 張リ

学

那

付かな いよ うに工 夫 したい ○

ピアノは ,

一 斉保 育の時 にピアノ に座 リなが ら子 どもたちを見渡 しやすい

ように ､ 角度や向きを変えた .

2 月

ままごとコ - ナ - と撮み木 の場所を乱 した こ とで ､ 積 み木だけで 遊ぶ こ と

が多くな つ た ( その前は この場所 にい ろ いろな道具 を持 ち込 むこ とが多
かつ た) ,

音楽 コ ー ナ ー は ､ 音楽会のた めに普段 から練習で きるよう に､ コ ー ナーを
設定 した ○ 最初は テラス に設定 して いたが寒 かつ たので室内に移動した ○

コーナ ー 設定 に 関 して ､ コ
ー ナ ー を離す か ､ く つ つ けるか はい つ も迷 う○

つ なげると大 人数 で遊ベ る良 さもあるが ､ 各 コ ー ナ - だ けで遊びた い子

たちが接近 してしまうこ と もあるた め､ その時期によつ て変えて いる ○

3 月
課題 コーナ - は ､ 絵 の具を 使う こ とも幼稚 園の 間に経鼓して もらい たく ､

新 しく設定 した○
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･ う め組 ( M 圃 ･ 5 歳) の 一 年間の コ - ナ ー 設定

1 学期 ( 4 月 - 7 月)

5 歳児保育室 は全て 進級組の 子どもによ る編成で あり,

す で に園 で の 生活 に慣れ て い る こ とか ら､ 3 - 4 歳児 で

み られ た よう に 一

時的に コ
ー ナ ー

の 数 を多くする こ とは

して い な い ｡

しか し､ 友達関係が固定した まま遊ぶ こ とがみられ ､ 【ま

ま ご と コ
ー

ナ
ー

】 で は 4 歳か ら仲の 良か っ た子たちが独

占して 遊ぶ こ とが多く､ 他 の 子た ちが 遊びにく い と保育

者が感じて いた ｡ そ こ で ､ 5 月 で は
一

時的に【ままごと コ ー

ナ ー

】の 畳 を無くすこ と で遊びにくく し て い る｡ そ こ には ､

他 の コ
ー ナ ー

で の 遊びに も目を向けて 友達の 環を広げて

ほ し い と い う保育者の 意図が あ る｡ そ の 結果, 今 ま で と

は違う顔ぶ れで 遊ぶ こ とが 少しみ られ るよ う にな っ たた

め ､ 6 月 には また畳 を出して い る｡

また ､ 5 歳児 で は比較的早 い時期か ら課題遊びが行わ

れ て お り､ 7 月 には 【製作 コ ー ナ ー 】 で 絵 の 具を使 っ た

課題遊びを行うた めに コ ー ナ ー を広く して い る ｡

2 学期 ( 9 月 - 1 2 月)

2 学期 で は, 各 コ
ー ナ ー

で の 遊びをよ り充実させ るよ

うな設定を し て い る ｡ ま た遊びを通 し て 学習 させ る こ と

も保育者の 意図にみ られ る｡ 9 月 で は子どもに絵本を じっ

く り と読ん で は し い とい う こ とか ら､ 【絵本 コ
ー ナ ー

】 を

ピアノを利用 し て閉じられた設え にし て い る｡ 【製作 コ
ー

ナ
ー

】 で は , 製作材料や 道具を充実させ る こ と で ､ よ り

工 夫し て製作で きるように し て い る｡

ま た､ 1 0 月 ､ 1 1 月 に そ れぞれ 【運動 コ ー ナ ー 】､ 【折

り紙 コ ー ナ ー】 を期間限定で 設定 して い る｡ 特 に 【折り

紙 コ
ー ナ ー

】 は 3 歳児で は遊びに慣れ る こ とを意図とし

て い た の に対 し, 5 歳児 で は 折り方の 習得を意図して お

り , 年齢によ っ て コ
ー

ナ
ー

を 設定する意図が異なる ｡

3 学期 (1 月 - 3 月)

3 学期は 2 学期とはぼ同じコ ー ナ ー 設定 で あるが ､
コ ー

ナ ー 以 外 の 場所をや や広く し て い る｡ こ の 時期に もな る

と､ 子 どもた ちが自分た ち で コ
ー ナ ー 以 外 の 場所で 遊ぶ

こ とが活発 にな っ て く る ｡ そ こ で ､ そ う した場所を広く

とるた めに , ま ま ごと遊び の 遊具は壁にま とめ て 置かれ ､

【ままご と コ
ー ナ ー

】 を設定しなくな るo

ー7 6 -
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ー

ナ
ー

設 定の一年間の 変化

表 3-23 う め組( M 園 ･ 5 歳) の保 育者の意図

保育者の意図

■

4 月

全 体の構成は ､ 前 の友 達関係を引 きず つ てく ると恩つ たた め､ 座 つ て落 ち

着いて遊び始め られる場所 をつ くるこ とを心がけた ○

製 作コ
ー

ナ
ー で は､ 製作を通 じて 新 しい友達 関係 がで きる こ とを期待 した

ため ､ 材料の数を多く した.

ままごとコ
ー

ナ
ー で は､ 今までの 友達関係で落 ち着い て遊ん で ほ しい とい

う患い があ つ た ○

絵本コーナ
ー で は､ 絵本を じつ く リと読んで もらい た い ため ､ あまリ動線

として邪魔 されな いス ペ
ー

ス に置きたか つ た ○

棲 み木 の置き場所 は､ 大型 にな リみんなで協 力して片 づけられるよ うする

ため ､ 前面をひ ろく 空けるよう にした. また ､
い ろい ろな ものを 自分 の

思 いを持 つ て作つ て ほしかつ たため , 数や種矩を豊 富にした○

昆 虫コ
ー ナーは , 子 ど もた ちが 虫を暴か ら持つ てきた リ､ 園庭で捕ま えて

くるよう にな つ て きた ため , 新 しく設定 した ○

テラスの角地は ,
室 内の廊下の 入リ ロと接 しておリ ､ 子 どもたちの動線が

あるので危険がある ○

5 月

ままごとコ ー ナ ー で は ､ 友達関係 が固定 しすぎておリ もつ と他の遊び や友

学 達 に目を向け てほ しかつ たため ､ 畳 をたたむこ とで ､ コーナ ー 内を少 し

期 不親切 にした

昆 虫コ
ー ナ ー で は ､ カエ ルの死 骸で逝ぷ子 たちが いる ので命の大切 さと生

き物 と遊ぶ こ とを どう関わらせてい くかが課題 ,

6 月

ままごとコ
ー ナ ー で は ､ 今まで の友達 関係が うまく分 かれ て違う顔ぶれが

見 られるよ うにな つ てきたため ､ また畳を出した

絵本コ
ー ナ ー では ,

` `

エ ルマ ー の 冒険
■'

と いう本が人気があ リ､ 友達 と
一

緒
に印象 に残 つ た部分を繰リ返 し読んで い る ○ 物語の地図をみ て自分の忠

いと周 らし合わせた リする ○

撮 み木 に関 しては ､ 6 月始め にみんな でプ ラネタリウム を見 に行 つ た こ と

が撮み木で プラネタリウムをつ く る遊 びにつ なが つ た ○ ただ ､ 撮み木で

遵ぷ際 には安全性の こ とで口 を出 して しまいが ちになる○

7 月

製 作コ ー ナ ー で は ､ 絵の具の使 い 方 と片付 け方を しつ かリと覚えて もらう

ため ､ 絵の具を 出 した9

絵本コ
ー ナ ー で は､ 静 か に本に集中で きる場 所を つ くるよ うに心 軌ナた ○

この コーナ ー で は ､ 朝早く に友達が 来るまで絵本を読む子が い る○ 特定

の子た ちが使 つ てい る

2

学

期

9 月

製 作コ ー ナ ー で は , 自分な リに工 夫 して製 作を して もらい ため ､
い ろい ろ

な素材を充実 させた

ままご とコ ー ナ ー では ､
この位置な らや リた い子た ちが必要 に応 じて 遊ぺ

る と思 つ たため , 畳 をまた畳んだ

昆 虫コ ー ナ ー で は ､ 昆虫 と 一 緒 に土を 部屋の中 に入れ て しまうので , テラ

ス に置 いた

ピ7 ノは黒板 を利用 したか つ た から､ 移動した ○

1 0 月

全体 の構成は ､ 子 どもた ちに自分から遊び場所をつ くれ るようにするため ,

広 い場所をつ く るように心掛けた .

製作 コ ー ナ ー では ､ 運動会の ための道具 (忍者の剣) をみんなが作 るため ､

場所を用意 した ○

絵本コ
ー

ナ
ー

は ､ 集中 して読め るように ､
ス ペ

ー

ス を狭く した ○

課題 コーナーは . 劇の道具を作るた めに ､ 絵の具 コーナーを作 つ た ○

運動会 の話 し合い をするため ､ 黒板 の近くはできるだ け空 けてお い た○

1 1 月

製 作コ ー ナ ー で は ､

ー`

目打
'

とい う危な い 道具を使 う遊びを して い たため ､

年下の子が分 からな い ような奥 まつ た所 を作リそこ で使わせた ○

ままご とコ ー ナ ー では ､ 道 具を持 ち出し撮み木 と 一 緒に逝ぷよ うにな つ て

きたため ､ ス ペ
ー

ス を狭く した○ 片付けよ うとも患 つ たが , 新しい 友達

関係で遊ぷ姿が見 られたので ､ 狭 いなが らも残 してお いた ○

折 リ紙 コ ー ナーは ､ 折リ紙 の基本的な 折り方を 習得 して もらい ため､ 新 し

く設定 した ○ また ､ 比較的暖 かかつ た こ とと､ 異年齢 の交流 を促すため

に
､ テ ラス に設定 した .

1 2 月

全 体の構成は ､ 1 2 月 は部 屋の中で劇の 練習をするため ､ 広 い場所 を確保で

きるよ うにした○

ままご とコーナ
ー は , 劇遊 びが中心 とな つ て きたため ､ コーナ ー を用意せ

ずに､ 道具だ け置 い てお いた ○

3

1 月

絵本コーナーで は ､ あ る女の子 にとつ て特別の場所 にな つ て い た○ その子

は登 園後 ､ しば らくそ こで 何冊かの本を読む こ とが日課 とな つ てい た .

そのため , 落 ち着い て読む場所 を確保 したかつ た ○

子 どもたちが い ろい ろな コ ー ナ ー を つ くるため ､ まま ごとコ ー ナ ー を設定

する とそ のた めのス ペ ー スが確保で きないため ､ 設定 して いな い ○

子 どもたち は､ カルタな どの遊び を自分た ちで 敷物を敷いて ､ カルタな ど

の遊びを してい た ○

q1 の道具 は､ 1 2 月に ほあまリ劇 の余韻を 楽 しむ こ とができなか つ たため ,

少 し長め に残 してい た ○ ヒ ー タ ー の前は人気がある ○

2 月

課 題コ ー ナ ー は ､ ある 男の子が ｢絵の具｣ で遊 びたい とい つ たこ とか らテ

学 ラス に場所 を数日設定す るようにな つ た ○ 日頃絵 を描かない 男の子たち

期 も描 いて い た○

撮 み木の置 き場 所は ､ 子 どもた ちが 勝手 に片付 ける場所の位置 を考えて設

足 した ○ 片付 けやす い場所 を選んで いた ○ 板 の 境み木は当初 ､ 箱積み木

の 上に凄 かせてい たが ､ ヒ ー タ ー の隣に立てか ける ようにな つ た ○

3 月

製作コ ー ナ ー にある棚な どは､ 広く場所 を取リたい 時 にはす ごく邪魔 にな つ

た ○

物を保管す る場 所を もつ とう まく つ くリた かつ た ○ 3 月の終 わリの時 には

誰 の物 か区別 なく段ボ ー ル箱 に入れて い たが ､ 子どもたちはそれで も自

分 の物が分 かるよ うだ つ た○ だつ た ら､ 始 めから個人ごとの保管場所 杏

作 らず に､ 全員分の 場所 として作つ ておけぱよか つ たのかもしれな い ○
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･ さく ら組 ( 0 園 ･ 4 歳) の 一 年間の コ ー ナ ー 設定

1 学期 ( 4 月 - 7 月)

o 園 で は 4 歳児か ら受け入 れ て い るため ､ さ く ら組は

全て 4 月 から の 新入 組の 子ど も で 編成され て い る｡ よ っ

て , 1 学期 の 始めは まず園で の 遊び
･ 生活 に慣れ る こ と

が保育の 中心 となる ｡

そ の た め に, さ く ら組 の 始め の 時期は､ 子どもに分か

りやすく コ ー ナ ー の 遊び内容を示 すた め に､ あえ て 遊具

の種類を限定して い る｡ 例えば 【製作 コ
ー ナ ー 】 で は紙 ･

ペ ン
･ は さ み ･ 空き 箱な どの 材料

･ テ ー プな どが製作す

るため の 道具
･

材料が豊富に用意され て い るが ､
4 月は

まずお絵描きや折り紙な ど の遊びだけを行うため に, 祇
･

ペ ン だけを用意し て い る｡ そ の後､ 5 月 か ら 7 月にかけて ､

子 ども の 様子をみ なが ら ､ 徐々 に遊具の 量 ･ 種類を増や

して い る｡ こ の こ とは M 園 の 3 , 4 歳児保育室 で も同様

にみられ る ｡

こ の他､ 【絵画 コ ー ナ ー 】 や 【お茶飲み コ ー ナ ー】 を 5 月 ､

6 月 に設定して い る.

2 学期 ( 9 月 - 1 2 月)

2 学期に入 っ て ､ 子 どもの 遊びの変化に伴い ,
コ ー ナ ー

の つ な が り を意図し て コ
ー ナ ー を 設定す るよ う になる ｡

1 0 月 で は , 製作遊びと ままご と遊びの つ なが りがみ られ

るようにな っ た こ とか ら､ 【製作 コ
ー

ナ
ー

】 を 【ままごと

コ ー ナ
ー

】 の 近く に移動して い る｡ 1 2 月 に は､ 子 どもが

絵本を違う場所に持ち 出し て 読むよ う にな っ た た め に,

【絵本 コ ー ナ ー 】 の ス ペ ー

ス を狭く し て い る｡

ま た ､
1 2 月 か らは保育室 に ス ト ー ブ を置くため に 【ま

まごと コ ー ナ ー 】 の 位置を移動して い るc こ れ は , ス ト ー

ブ の 周囲に子 どもが集ま っ て 怪我 を しな い よう に保育者

が 普段い る こ と の 多 い 【製作 コ
ー ナ ー

】 の 近く に ス ト
ー

ブ を置い たため である｡

3 学期 ( 1 月 - 3 月)

3 学期は､ ス ト
ー ブ を置 い た 1 2 月 から コ

ー

ナ
ー

の 設定

を変え て い な い ｡ 保育者 と し て は､ ス ト
ー ブ の影響で あ

まり自由に コ
ー ナ ー の 配置を変え られ な い とし て い るc

ま た ､ 0 園 の こ の 時期は特に 園 の 行事が多く､ 行事に

関連した活動を保育室 で 行うた め に全体的に コ
ー ナ ー 以

外 の 場所を広く と っ て い る.

- 7 8 -

第三 章 子 どもの 発達 に伴う保育室 の コ ーナ ー

設 定の一年間の 変化

表 3-25 さく ら組 (0 園 ･ 4 歳) の保育者の意図

保育者の意 図

■

4 月

全体の構成 は ､ 子ど もが 園生活 に慣れ るために ､ 教師の位置を把握 しやす

いよ うにあ まリつ い たてを使わず に各 コ
ー ナ ー を開 かれた感じにした ○

製作コ
ー

ナ
ー は

, 分かリやすく遊びを示すため に, 机の上 にはサインペ ン

と紙 とクレパ ス以 外にあまリ物を置 かな い ように した ○

粘土コ ー ナ ー は ､ まず粘土の感触 を味わつ てほ しか つ たため ､ 設定 した ○

ままごとコ ー ナ ー は ､ 触 つ ても柔 らかい ウ レタ ン製の遊具や プラス ティ ツ

クの遊具を 出 してい た ○

撮み木は ､ 安全のため に､ 当たつ ても大丈夫な ウレタ ン製 に置 い た ○

5 月

製作コ
ー ナ - は ､ 園児が紙 をよく 使つ て遊ぶよ うにな つ た ため､ 紙をとリ

やすい ように画用紙の棚を移動 した ○

粘土コ
ー ナ ー は ､ 粘土遊びを少人数で遮ぺ るよ うにするた めス ペ ー

ス を狭

く した○ また ､ 粘土遊び にも少 しずつ 慣れてきたため粘土の量 を増 や し

た

ままごとコ
ー ナ ー は ､ 子 どもがよく動きまわ るよ うにな つ たためつ いたて

を移動し､ 遊具の圭を増や した○

絵画コ
ー

ナ
ー は ､ 水 を使 うので子どもの動線を考 えると水道 の近くの方が

学

期
い い ためテラス に設定 した

6 月

製作 コ
ー ナ ー は , 梅雨の時期は部屋で じつ く リと製作遊びができるよう に

したい と恩つ たため ､ 空き箱やチラシな どの遊具の種類を増 やした

粘土 コ ー ナ ー は ､ 粘 土の感触を十分 に味わ つ たので ､ 遊 びの幅を広げてあ

げるため､ のぱ し樺や型抜 きなどの遊具の種類を増や した .

お茶飲み コ ー ナ ー は､ 水筒を持 つ てきて良 い こ とにな つ たためテラス に力
-

ベ ッ トを敷い て新 しく設定 した ○

子 どもたちは撮み木 に慣れていく中で無造作だがよく遊ぶようにな つ たた

め
､ 積み木の数を多く した○

7 月

製作 コ
ー ナ - は､ 製作遊びに興味を持 つ て取 リ組む子たちが増えて きたの

で紙や箱など遊具の数 を増 や した ○

お茶飲み コ ー ナーは､ 机を出 した方が落 ち着い てお茶が飲めるか と思 つ た
ため机とイス を用意 した○

撮み木の取リ合 い も しぱ しぼ起 こリ , またたくさん使い たい とい う患 いが

出てきたため撮み木 の圭をさ らに増や した ,

音禁会が近くな リ､ 糞器を初めて見る子 もい るので ､ 日頃か ら触れ られ る

ようするため菓器を 出 した ,

2

9 月

製作コ ー ナ - は､ 日々 遊ぶ人数が変わ るので ､ 子どもの遊ぶ人数 によつ て

机の数を調整 して い た ○

ままごとコ
ー

ナ
ー は

, 子 どもが落 ち着 い て遊ぶ ことができるよ うに､ 部屋

の隅に移動した ○

こ の時期で は, 子 どもの気持 ちが落 ち着い てくるよう になリ ､ コ
ー ナーを

基点に広 い所で遊ぶ ようになる ○ 特 に年少 組はい ろんなものを散 らかす

ので ､ 安全面 に気を付けてあげる必要が ある ○

1 0 月

ままごとコ
ー

ナ
ー

は ､ ま まごと遊び と製作遊びはつ ながリがみ られ たので ,

製作コ ー ナ
ー に近 づけた ○

積み木 の置 き場 所 ､ 子 どもた ちが 隠れ られる場所を 自分た ちでつ く られ る

よ うにと､ ピアノの後ろ に移動した ○

行事 の関係で製 作物を作る機会が 多くな つ たので ､ ロ ッカ ー の 上を利用 し

て作品を展示 した○ こ れは ､ 誰がつ く つ てい るのかを保育者が把握す る

学

舶

ためで もある ,

1 1 月

製作コ
ー

ナ
ー は

､ 行事関連の遊びを行うよ うにな つ たため , ス ペ
ー

ス を広

く した ○

ままごとコ
ー

ナ
ー は

､ 子 どもたちで 遊具を移動する こ とが頻繁 になつ てき

た
○ 簡単 に動 かすこ とができる ように ､ キャ ス タ ー 付きの家具 に遊具を

しまうよ うにしてい る ○

絵本コーナ
ー は ､ 食事が終わ つ た子か ら順 に絵本を読んで待 つ てい られる

よ うにと､ 敷物 を置い た .

1 2 月

ままごとコ ー ナ - は ､ 子 どもたちが落ち着 いて達 ぺ るように ､ 部屋の隅に

移動 した ○

絵本コ
ー

ナ
ー は ､ 絵本を持 ち出 し違う場所で読 むようにな つ たため ､ ス ベ

-

スを狭く した ○

こ の時期か らス ト- フを置 い ているが ､ 安全面 を考 え､ ス ト
- プの周リ に

ものを置 かな い よう にした ( そのため他の コ
ー ナ ー の配置 に苦 労 した) ,

3

1 月

全体の構成は ､ ス ト- プがあるので ､ 少 しス ト - プの周辺 を動か した ○ ス

ト
- プ周辺 は安全を第

一 に考 えてい るので ､ ス ト - プがあ ると物 はそん

な に動かせない ○

製作コ ー ナ ー は ､ 遊ぶ人 数によ つ て机の数 を増 や したリ ､ 減 らしたリ して

し1 る, 必要なくな つ た机 はどんどんと片付 けて いる ○

冬の時期は劇的な活動 を中心に行 つ て い たため ､ 部屋や遊戯室 とい つ た皇

内で の活 動が多か つ た ○ 行事 がある時は , 部屋を広く して ､ 全体の活動

時間を長 く して いた . 特 に 3 学期は行事が 多い ため､ 学級 全体の時間が

学

期

長くな る ○

倉庫は絶対必要だ と思う ○ 特に ( 課題) 製作をする時には道具の用意が 多

い ので
､ 散 らか らな い ようにするため ,

3 月

刺 ( 指人形劇) コ - ナ - は , 行事で した劇の余韻を禁 しませてあ げた い と

思い , 新 しく設定 した ○ 子どもは ､ 自分 の 思い つ い たこ とを しやぺ つ て

友達がそれ に反応 した リ して い た ○ こ の年齢 の子どもは ､ 人 に見せた い

気持ちは少 しはあ るが ､ 基本的 には自分 が禁しみたい と思つ て いる ℡ 保

青書が少 し劇の話 の拡 を作 つ てあ げる と , 次の日からは自分たちの体験

をふまえてス ト
- リを膨らま して遊んで い た ○
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･ ゆり組 ( 0 園 ･ 5 歳) の 1 年間の コ
ー ナ ー

設定

1 学期 ( 4 月 - 7 月)

ゆ り組 の 子 どもは 4 歳児保育室か らそ の まま進級して

く る｡ 環境 の 変化は保育室が変わ る こ と ぐら い だが, そ

れ で も子ども の 心 理的影響は少な か らずあ るた め､ 4 月

の始め は 4 歳児保育室 と同じよ うに 【製作
･ ま ま ごと ･

絵本コ
ー ナ ー

】 を中心 に コ
ー ナ ー を 設定し て い る｡

一

方 , 5 歳児 もな る と環境の 変化に対する戸惑い は
一

時的な も の で あり､ すぐに遊びに取り組み だす ｡
そ の ため,

4 歳児保育室で み られ たような遊具の 種類を限定せずに,

各 コ ー ナ ー に始 めか ら豊富な種類を用意 し て い る｡ 課題

遊びも 4 月か ら 【課題コ
ー ナ ー 】 を設定し て行 っ て い る｡

ま た , 早 い 時期か ら子 ども の 遊びの 変化に伴 っ て コ
ー

ナ ー

設定を変え て い る｡ 7 月頃には､ 子 どもが好きな場

所で ご っ こ遊び を行う こ とがみ られ るよう にな っ た ため

に､ 【ままごと コ
ー ナ ー

】 を設定 しな くなる｡

2 学期 ( 9 月 - 1 2 月)

2 学期 で は､ 子ども の 遊びが コ
ー ナ ー か ら コ ー ナ ー

以

外 の 場所 へ 広が る こ とを保育者が 意図 して い る こ とが特

徴的で あ り ､
コ ー ナ ー の 設 え をあえ て 簡素に し て い る｡

そ の例 とし て , 【ま まごと コ ー ナ ー 】 の 代わ りに設定され

た 【ご っ こ コ ー ナ ー 】 が あ る｡ 7 月頃か ら子 どもが好き

な 場所 で ご っ こ 遊びが み られ るよう にな っ て い る ため､

【ご っ こ コ
ー ナ ー

】 は そ の基点とな る場所とし て 遊具だけ

が 置かれ て い る ｡

1 2 月 で は ､ 4 歳児 の さく ら組と同様, 保育室 にス ト
ー

ブ を置く ために , コ
ー

ナ
ー

の 設定を変え て い る｡

3 学期 ( 1 月 - 3 月)

3 学期 で は､ 子 ど もが保育室を広く使 っ て遊ぶため ､

コ ー ナ ー

以外 の 場所 を広く とりた い と保育者が意図して

い る. しか し, 実際には課題遊び ( 主 に製作) を行うた

め に 【課題 ･ 製作 コ
ー

ナ
ー

】 を広く とる必要が あり､ 2

学期に比 べ て コ
ー

ナ
ー

以外 の 場所の 広さは十分に と る こ

とが で き て い な い ｡ そ の た め､ 自由保育中で は､ 不要 とな っ

た机は随時片付ける こ と で , コ ー ナ ー 以 外 の 場所の 広さ

を確保して い た と保育者は述 べ て い る.

- 8 0 -

第 三章 子 どもの 発達 に伴う保育室の コ ーナ- 設 定の一年間の 変化

表 3 - 2 7 ゆり 組( 0 園 ･ 5 歳) の 保育者の意図

保育者の意図

■
学

期

4 月

全体の構成 は, 子 どもた ちは進 級 して保育室 が変わ つ たこ とで気持ちが不

安定 になる のを避けるため , 年少の 頃のレイアウ トとあ まリ変えなか つ

た ○ また ､ 子 どもたちが自分の遊び以外 にも ､ 友達が何 をや つ て遊んで

いるのかをみ られるよう に､ 5 歳児の保 育室ではあ まリコ
- ナ- を囲 い

たい とは思わ ない ○
年齢の幼 い時期 はコ

ー ナ- を因 つ て安 心させて あげ
たい と思 う○

ままごとコ ー ナ ー は , 安定 して ごつ こ遊 びが行えるよ うに心が けた

製作 コ - ナ - は ､ 材料の種類 が豊富 にな つ たため ,
い ろい ろな材 料を選ぺ

るよ うした

5 月

全体の構成は ､ 4 月時の遊びを十分 に遊び込 めるよ うに､ レイ アウ トは変

えな かつ た

製作 コ ー ナ ー で は ､ 状況 に応 じて紙の種 類を変え たり ､ 油性 ペ ンな どの製

作道 具を出 した ○

6 月
お茶飲み コ ー ナ

ー

は ､
7k 簡 を持 つ て きて良 い こ ととな つ た ため, テラス に

新 しく設定 した

7 月

全体の構成は ､ 全体の活動と個人 の遊びがバ ラ ンス よくで きるように した ○

ま まごとコ
ー ナ ー は ､ 様々 な ご つ こ遼びを して 自ら場 所を作るこ とが頻繁

にな つ たため ､ 設定 しなくな つ た ,

製作 コ
ー ナ ー は ､ 七夕製作や小学校 の交流があ つ たため ､ ス ペ

ー

ス を広く

した

青菜 コ
ー ナ ー は ､ 青菜会が近づ い てきたため に､ 普段か ら楽器 に 自由に触

れあつ て欲 しい ため ､ 新 しく設定 した○

お茶飲み コ ー ナ ー は､ 子 どもか ら場所 を広く した 方が い い と提案があ つ た

ので , 机を -

つ 増や した

プ ー ル活動 が始 まつ た ので , 着替 えたリ体操す るため 中央 のス ペ
-

ス を広

く とるように意識 した .

2

苧

9 月

ごつ こ コ ー ナ ー は､ 積み 木と組み 合わせて 自分 たちで場所 をつ く つ て 連ベ

るようにに ､ 最み木の置 き場 所の横に ､ 新 しく設定 した .

この時期 は､ 外で遵ぷこ とが多か つ た ○ 子 どもたちは ､

' .

よ さこ い
"

とい う

運動会で した競技のリ ズム体操 を頻繁に して いた ○ ○

1 0 月

製作コーナ ー は ､ 学級全体や行事 に関係 した製作課 題を多く してい た ○
1 0

月は製作課題が 多い 時期であリ ､ 課題遊び の合間にコ
ー ナ ー で逝 ぷとい

う形をとつ て い た○ 保 育者はできるだ け子 どもたちに課題遊びをやるこ

とを呼び かけて いた ○ 特 に課題製 作は ､ 全員が 一 斉 にはできな い ため ､

他のコ ー ナーで遊んで い ても課題製作がある こ とを知 らせながら ､
2

,
3

日かけて行 つ て いる ○

ごつ こ コ ー ナ ー は､ 子 どもた ちが 好き に遊 ぺ るよ うに､ あまリ頻繁 に設定

を変えずにしてい た○ こ のコ
-

ナ
- で はの課題遊びの合間 のち よつ と し

た息抜き として遊ん でい た ○ 子 どもにとつ て気分転換とな る遊び場所だ

つ た ○

編み 物 コ ー ナ ー は､ こ つ こつ と物事 に取リ組 む こ とを経験させる ために ,

新 しく設定 した ○

子 どもたちのリ ズム体操の遊 びは運動会の 競技が楽 しく て ､
しばらく 続 い

期 て いた ○ 始 めは 5 歳 児だけだ つ たが , 次章引こ 4 歳児 も参加 してい つ た ○

ラジカセをテ ラス に持 つ てい きみんなで菜 しく踊 つ てい た ○

1 1 月

製 作コ ー ナ ー は ､ 作品展 に向けて製作活動が活発 にな つ て きた の で ､ 広 く

とつ た

1 1 月は ､ 全体での活動 ( 行事) が多くな つ てきたので ､
で きるだけ中央を

ス ペ
ー

ス を広く 空けるように した ○

1 2 月

製 作コ ー ナ ー は､ 子ど もた ちが部屋全体 を広く使 つ て遵ぺ る ように ､ 部屋

の隅 に移動した ○

_
絵本コーナ

ー

は､
一

人で気持 ちを落 ち着けて絵本を読 めるよ うに , 小 さい

部屋の雰 囲気として象具で囲 つ た ○

ス ト- プは ､ 安全 を考えて ､ な るべ く子 どもた ちが触 れる接点が 少な いよ

うに近く に棚 を置 い た ○

子 どもたち はテ ラス にままごと道具を 持ち込んで遊ぶよう にな つ た ○ ま ま

ごとコ ー ナ - の位置を入 口近く に変 えた影響がある のかも しれな い ○ ま

た ､ たく さん の人数でル
ー ル を守リなが ら遊ぶ ( ドッ チやケイ ド口) 辛

が菜 しむ ようになつ てきた ○

3

学

期

1 月

課 題コ - ナ - は , お雛様の 人形をつ く る課題遊びのため に､ 製 作コ
- ナ -

とは別 に新 しく設定 した .

お正月達び と して コマ 回しをす るた めに ､ 中央の ス ペ ー

ス を 広く 空ける よ

うにした ○ 子 どもは コマ を回す際にい ろ い ろな所 に投 げて しまう恐れが

あるため , 広 い 場所が必要 とな る○

子どもた ちのコ マ 回 しに関 して ､ 始 めは回す こ とを菓 しんで い たが ､
だ い

ぷ 回せるようになる と､ 次に薙が長く回せるよ うになるかを競争す るよ

うにな つ た. 次にチ
ー

ムで対抗 するようにな つ た ○

三学期 にもなる と, 子 どもたち もだ いぶ集中力がつ い てきた ○ また ､
｢活動

内容｣ を伝た ら､ 内容を 理解 し､ 取リ組む意 志を持つ てくれる ようにな

つ てきた○

3 月

3 学期 はあ まリ コ ー ナ - を変え なかつ た ○ 少 し反省 して い る ○ 劇や修 了式

の練 習をするため に､ 中 央のス ペ
ー

ス を広くする必要が あつ た ○

刺 ( コマ 回しを取 リ入れたオ ズの魔法使 い) を した こ とが ､ 遵び方 にも影

響 しておリ ､ チ
ー ムで コ マ 回しを対決 して遊んで い る○

他の子 ど もの 遊び に関 して ､ 文 字を書く こ とに も興 味を持つ よう にな リ ､

お手紙をよく‡いたリす るようになつ た ○

行事を 通して ､ 友達 との協調性 や ｢ 自分た ちがや つ た｣ とい う行事の 達成

感を実感して もらい たい ○ 子 どもが大 きく なつ て いく中で 必要なこ とだ

と思う ○



第 三 喜 子 ども の 発達 に伴 う保 育室 の コ - チ- 設 定の-一年間の 変化

表 3-2 8 ゆ り組(0 国
･ 5 歳) の 1 年間 の コ ーナ - 設 定 ( s c aJ e : 1 / 2 5 0 ) * 【0 0】 は各 コーナ

ー

の名 称を 示 す

+ 4 月 5 月 6 月

堤

育
チ
の

レ

イ
7

ウ
卜

E1 缶
ラ リ ク

1 ンポ

(析 . ) 旦 ん で

事LI A , て い るー

両 用ti W
噴 < 即 ｢ h

F ,
b

色 塀 ( 三萱違-FL一 子
ノ E

蛇抄
は 器 具) F

ン 口

コ ン 糾 =
＼
山

臥 朋
＼

-

!j j
__

.ご - )

･ 好 一
: J/ ン ク

* P I H F

コン 左

.

師 ■

軍語報三言
抑〕

1
JL

l g r LJ 畳 ん て

切 ん~ごい る)

賢 仁還
i-用巳句 題 ( む洋道A ,

T
二

十盾 √ 下戸｢

iiiijiiiii i iE

テp｢ 7:Jレ□ j 蒜
L

&
亡 て

-

1

..
i

〔

〒.謝∴
｣

.
l
t 十 叫

町
芦 '

~~
忘 l

l R

{ 折 U富んで - Ll
.
､ し

テ 竹 □ ≡ 左
t

; ,
n て

ta ん て い る)

己 m 也 望 - - ､ 唾 & 作池昆l

【あ禿飲 み】

･＼
､､､､転
＼

..＼

手洗 い tI

管 ･
＼

､

㌧

賢
娼

＼
､も
＼

｣

月 7 月
_-_.
冶
.
月 9 月

保
育
重
の

レ

イ
7
ウ

ー 心 己倭 テ

こ
プル 位て 州 て あ る)

] ^ こ -:
1

l 個 人 用 のlq

[z ] 亡 地 福)
:

r〈 鮎
l il

岩館
■■■■■､.

…鮒
佃

掘 監 _遭
｣

コ パ 臥 絹 hhBiJ T
守 ララ賢

物 ,

r
T- ( ま 云 = 亡 )

宗ソ薫く芸 l
□
■
し.-----

.ヒつ こ, 7S
t

; ,
t て

正 月 臥覧6ia
:.

__._
A
:.

:

:草
レ｣

:
萱墓勤魯乳 癌喜

ト
, た 箱

■

吐
息 ｣ 旦 J

【お暴飲み】

琶
叫

＼

し

㍉

iiiii i iii b

･ ､､ ＼
､

､..､､雫
局 EEZil 1 1 月 1 2 月

保

胃
望
の

レ

L 石垣

コ
/
,
+ し 屈

-̂F g . n / ㌔

.｣ ｣ 皿_
｣________
月｣△
8 LT j 首

即三≡囲て.
f

竺ミ〒酢
.
′監ー- 良)

=

r
､
. ク リ 7. て A-----

切

:三二三1墓i,

iiiiiii E 軍 国
ラつ ク

拝 【量を
.
物】

′

′

f1 は S- .二と)

碓警j喜:
:

:
.
馨

帆

:.T TT a7 呂
妄ス

昌 運

--.._
】
p こ (B t h ,

ラ フ ク

監 禁予…守
【LT つ こ】

′宇山

i

/

イ
ア

m 6 岱

[ 鼎 ｢

L......._
l

, は 不 和
盃 n u 可

) [ 馬 珊 ｢ ｢
､

-.- ∫

/ Z

ノ.
榊 亡 羊 咽

. ､ か :i 色 町

田ロ [
｢
l ふ ._.____
ノ /ji , 6 i

=

Lミ,
-

;
t

]
ワ

ト rプた 指
圧 ⊂コ

畠 ′h
l

げと 栢
[亘 □

慮 く車丁

＼
＼琶

血 耳

｣ 旦 ⊥｣
慮

I

∵ 蘇
-

､

､､＼
.
､ も

月 1 月 Z 月 3 月

日
育

め

コンポ ｣ Ⅳ 一
旦ムfB の 蛸

芸うL
L

,
,3i篭苧デ

__
撃 W

-
I

-
.
r
? m 男j]Jj)

石ー! /

巳年. u 日 _
[
J
i {* 1 (

二
ンT ､

監言開
(到ー - ,

価

噺 l) 生ん で

tA ん で い う) ス ト- プ

回
.

.

′

′

豆 用 掬
【絵本】 L

ニ監言酢
.毘r-T 正 真,

t 声 L) 1 ん て

lJ んで いる) ス ト- プ

Ei]
.
.
/

匝 服 毎_
【 奈】 至

レ

イ
ア

塩 針

i
l
---- - , ごく准 郡

′

や≧葺 t

]
1

∩ . ｢ ｢ ∩
イ ス 匹]

級

,. ｢ ,1 n
, ∴...- 甜

q ,-■竜1…. -f;:f
'

f
t

T

,

ヨ

鍬

m

J

n

1 ∴--
D

a7 5
価
/

亀 !E l7z
l
:i;7 tT,
i A

■

)

ウ
ト

,,
,

,
; 福

亡些二ロ 息 げた 福
L ETr 7 7 T

､､

E

r

,! た 萌
. 璽L J

p

A I

L

玩

8 1 一



･ ピ ノキ オ組 ( N 圃 ･ 異年齢) の 1 年間の コ
ー

ナ
ー

設定

N 園 で は コ ー ナ ー 設定 の 基本型を園 の 方針で 定め て お

り､ 各保育室 で は年度始 めの 時期はそれ を元に コ
ー ナ ー

を 設定して い る｡ ピ ノ キ オ組で は ､ 以前は食事 コ
ー ナ ー

を 保育室に設定して い たが ､ 今年度は保育室の 人数が多

くな り コ ー

ナ
ー を と るた め の ス ペ ー

ス が な い こ とから ､

食事はホ
ー

ル で 行っ て い る｡

1 学期 ( 4 月 - 8 月)

こ の 時期は ,
2 歳児 の ピノキオ組 へ の 進級, 他園か ら

の編入 な どがあり, 新 しく保育室の 子どもが編成される ｡

そ の た め､ まず子どもが新し い 保育室の 環境に慣れる よ

うに､ 遊びやすさや 落ち着きさ を意識 して コ
ー ナ ー を 設

定 して い る. 大 きな特徴は ､ 各 コ
ー

ナ
ー

仕切っ て独立し

た小 さな部屋 の ように設定して い る こ とがみられる｡

徐 々 に子ども の 遊びが活発にな っ て い く に従 っ て ､ 各

コ ー ナ ー

の 大き さを見直 して い る｡ 7 月 には､ 各 コ
ー ナ ー

の ス ペ
ー

ス を広げるた めに , 全体的に コ ー ナ ー 設定を変

え て い る｡

2 学期 ( 9 月 - 1 2 月)

2 学期 で は､ 子ども の 遊びの 変化に伴 っ て , コ
ー ナ ー

設定を部分的に変え て い る こ とがみ られ る｡ 9 月 では ､ 【ブ

ロ ッ ク コ ー ナ ー 】 で大勢の 子どもが遊ぶ よう にな っ た た

め に､ ブ ロ ッ ク コ ー ナ ー の ス ペ
ー

ス を広く して い る｡ ま

た 同時に 【製作
･ 絵本 コ ー ナ ー】 の 設定も変え て い る｡

1 1 月 で は ､ 子 どもが劇遊びを行うこ とが多くな っ た こ と

で , 【ままご とコ
ー ナ ー

】 を 【劇コ
ー ナ ー

】 に変え て い る｡

【劇 コ
ー

ナ
ー

】 で は始めはま まごと の遊具も置かれ て い た

が､ 劇遊びを集中して 行え るように 1 2 月 にはままごと遊

具は片付けて い る｡ お遊戯会があ る こ ともあり ､ 1 月 ま で

設定し て い る｡

3 学期 ( 1 月
- 3 月)

こ の 時期で は ､ 引き続き子どもの 遊びの 様子を見なが

ら コ ー ナ ー を設定し て い る｡ ただし､ 3 学期 の 途中には

2 歳児 の移行が始まるた め, 4 月時と同じよ うな コ
ー ナ ー

の 設定に戻し て い る｡
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第三 章 子 どもの発達 に伴う保育室 の コ
ー ナ ー

設 定の一年 間の 変化

表 3 - 2 9 ピノ キオ組(N 園 ･ 異年齢) の 保育者 の意図

保育者の意 図

■
学

期

4 月

全 体の構成は ､ 子 どもたちが 新 しい環境 に慣れ るよう に､ 移行期 間である

3 月と比べ 家具の配置はほとんど変えず落ち着ける ことを心がけた ○

製作コーナ ー は､ 落 ち着いた場 所で好 きな絵を描 いたリ ､ 想像した物を作

つ たリする こ とを ､ 心掛けた ○

ままごとコ
ー

ナ
-

は､ 製作コ
-

ナ
-

と仕切 るた め､ 家具の配置を変 えた○

絵本コ ー ナ ー は , 落ち着い た場所で ､ 自分の興 味のある絵本を宇 に取リ ､

絵から想像したリ ､ 字に興味を持 つ て内容を理解する こ とを心掛けた ,

ブロ ッ クコ
ー ナ ー は, ブ ロ ッ クを積み上 げる こ とで物の高 い低 い バ ランス

など手先を使つ て頭で考える力を身につ ける こ とを心掛けた .

ゲ ー ムコ ー ナ ー は ､ パズルで絵を合わせた リ､ 考 えるこ とを葦うこ とを心

掛けた ○

集 まリのコ ー ナ ー は , 集まリ の時に落ち着ける ように ､ 先生 コ ー ナ ー にあ

る家具をコ - ナ - の仕切 リと して用い て , 囲つ て いた .

先生 コ
ー

ナーは ､ 全体を把握できる位置 にした ○

午睡 コ ー ナ ー は ､ 遊びの場所と分け ､ 落ち着いて眠れるよ うにした .

ク ラス が変 わリ ､
メ ンバ ー が替わ つ たのでコ

ー

ナ
ー

遊びを経鹸して いな い

子 もおリ､ 別のコ
ー

ナ
ー のおもち やを持 ち歩 いたリ , まだ使 い方が分 か

らずにい たため､ その都度鋭 明するようにした ○

6 月

まま ごとコ - ナ- は ,
コ

ー

ナ - に入つ て遊びたくな るような雰囲気にする

ため､ コ ー ナ ー に玄関を作つ た○

子 どもた ちの様子は ､ それぞれ自己主張 して トラブル にな るこ と もあ つ た

が ､ 間に入つ て原因を聞い たリ介入する姿が見 られるよう にな つ た , 力

プト虫 . クワガタ虫等を暴から持つ てきて見せ合 つ たリ して ､ 異年齢の

こ とも自然と関わる姿があ つ た ○

7 月

全体の構成は､ 1 つ 1 つ のコ ー ナ ー が 狭く感 じたので ､ ス ペ
ー スを広く使

うよ うにした ○

製作コ
ー ナ ー は ､ 素材を置く棚 を増や した ○

まま ごとコ - ナ - は､ 狭くて動き にく い ようだ つ たので ､ ス ベ
-

ス を広く

した ○

絵本コ
ー

ナ
ー は

､
コ

ー

ナ
ー が狭 く感じたので ､

ス ペ
ー

ス を広く した ,

8 月

子どもたちの様子は､ 友達との関わ リが増 えた乗た こ とや ､ 自分 の思 いが

強くな つ て きたこ とによ つ て友達 との トラブルが多くな つ た ○ 暑 さのた

め外 に出て遊びたが らな い子 もいた .

2

学

期

9 月

絵本コ
ー ナ ー は ､ 子 どもたちが落 ち着 いて遊 んで いな いようだ つ たので ､

場所を移動 した. その結果 ､ 絵本コ
- ナ - に入る子が多くなリ ､ 落ち着

いて ､ 絵本を見る姿が見 られるよ うにな つ た .

ブロ ック コ
ー ナ ー は､ フロ ッ ク遊びが人気があリ ､ 絵本コーナ - まではみ

出して しま つ て いたので ､ ス ペ
ー

ス を広く とるよ うにした .

1 0 月

子 どもたち様子 は､ 運動会を終えた頃 からトラブルが少 し減 リ, 子ど もた

ちで仲良く関わる姿がたく さんみ られ るようになつ た○ 以前 に比べ る と

異年齢同士の交わリ も増え ､ 年少児が年長児を頼る姿が出て きた .

1 1 月

製作 コ ー ナ ー は ､ お絵描 きが 好きな子が 多い ので ､ みんながで きるように

と机を大き い もの に変えた .

劇 コーナ
ー は ､
｢ さるか に合戦｣ のお話 しに興 味を持つ 子が多かつ たので ,

ごつ こ遊びを したリ例の道具を製作できるよ うに､ 新 しく設定 した .

絵本コ ー ナ ー は､ 落 ち着いて じつ く リと本を読 めるように､ 場所を移動した ○

ブロ ッ クコ
ー ナ ー は､ ブロ ッ クの取リ合い やトラブルが多い ので ､ 保育者

か らよく見える位置に変えた

1 2 月

製作コ ー ナ ー で は､ 子 どもた ちはクリス マ ス に期待を持ち ､ オ ー ナメ ント

や帽子づくリなど ､ 製作の苦手な子も取リ組む こ とができた ○

劇 コ ー ナ ー は､ お面や小道具 を作リ､ C D を 聞い たリ して 劇遊びを菜 しむ

姿がみられた ○

3

学

期

1 月
劇 コ ー ナ - では ､ コ

- ナ - で たく さんの子 たちが禁 しむ姿があ つ た. お遵

戯会を意識 してみんなの前で 演じたリ , 踊つ たリするのを菓 しめてい た ○

2 月

まま ごとコ ー ナ ー は, お遊戯会を終え ､ さるかにご つ こ も ー 段落つ い たので ,

またコ ー ナ ー を設定 した. 劇遊びコ ー ナーをままごとコ ー ナ ー に戻すと ､

子どもたちは久 しぷリとい うこ ともあ リ､ よく遊んで い た○ お遊戯会杏

終 えても ､ お気に入リのダンス を繰リ返 し属 つ て禁 しむ姿が見 られた ,

絵本コ ー ナーは ､ ソ フ ァ ー がな い 方がゆ つ た リと床に座れ ､ 落ち着い て絵

本を見れるため ､ 床座 に した ,
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･ ト トロ組 ( N 園 ･ 異年齢) の 1 年間の コ
ー

ナ
ー

設定

トト ロ組 で は保育室 が他保育室 に比 べ 広く ､ 食事 コ
ー

ナ
ー

が 設定され て い る こ とが特徴 で あ る｡ そ の た め, 保

育室を大きく ｢ 遊び ･ 食事 ･ 保育｣ の 場所に分けて各 コ
ー

ナ ー を 設定して い る｡

1 学期 ( 4 月 - 9 月)

こ の 時期は, 2 歳児 の トト ロ 組 へ の 進級､ 他 園か ら の

編入な どが あり , 新 しく保育室の 子 どもが編成され るた

め､ まず, 遊びやすい よ うに コ
ー ナ ー

で どんな 遊びをす

るの か を分か りやすく 示 し て い る ｡ 例えば ､ 【製作 コ ー

ナ ー】 で は製作に使う材料 を子ども の 目線 に合わせ て 置

い て おく ､ 【絵本 コ ー ナ ー 】 で は季節にあ っ た絵本
･

図鑑

を置くな ど, 子ども の 興味を引き 出すた め に設え を工夫

し て い る. ま た ､ 各 コ
ー ナ ー を 仕切る こ と で独立的に設

定 して い る こ と も こ の 時期 の 特徴で ある｡ 4 月 か ら 7 月

にかけて は､ 子 どもが し っ か り と コ
ー ナ ー

内 の 遊びに取

り組むた め に, あ ま り コ
ー ナ ー

設定を変えずに同じまま

にし て い る.

2 学期 ( 9 月 - 1 2 月)

こ の 時期 ごろか ら､ 子ども の 遊びや 生活を見直しな が

ら, コ ー ナ ー 設定を変え て い る｡ 9 月 には , 食事 の 流れ ,

一

斉保育時の 子ど もの 様子を見直 して い るc 【食事 ･ 集 ま

り コ ー ナ ー 】 の 位置を変え る こ とを中心 に 全体的に コ ー

ナ ー 設定を変え て い る｡ 食事 コ
ー ナ ー

で は ､ 今 ま で は コ
ー

ナ ー の 片側に配膳台を置い て い た が､ 食事 の 運搬や片付

けの 時間を短縮するた め に配膳台を コ
ー ナ ー

の 中央に置

い て い る ｡ ま た ､ 子 どもが外 に気が とらな い よう に､ 部

屋 の 中央に コ
ー

ナ
ー

を移動 し て い る c
l O 月 で は , 子ども

がブロ ッ ク を散 らかす こ とが多か っ たた めに ､ 中央 の場

所から部屋 の 奥に移動 して い る｡ し か し､ 部屋 の奥に コ ー

ナ ー を 設定 した こ と で , 保育者が 子 ども の 様子が 把握

しにくく 子どもの トラブル が絶えなか っ た こ とから コ
ー

ナ ー

の 位置を元 に戻し て い る ｡

3 学期 ( 1 月 - 3 月)

こ の 時期は行事が多くな る こ とか ら､ 行事を意識して

コ ー ナ ー を 設定し て い る ｡ ま た ,
2 月 すぎから 2 歳児 の

移行が始 まるた め ､
4 月時の ような遊びの 分か りや すさ ､

遊びやすさを意識した コ ー ナ ー

設定に戻して い る o

- 8 4 -
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表 3-31 トトロ 組(N 園 ･ 異年齢) の 保育者 の意図

保育者 の意 図

■

4 月

全体の構成は ､ 新 3 歳 児が 異年齢の仲 間入 リとな つ たので ､ 遊びやすい よ

うにした○ 特 に ､ どこ のコ ー ナ ー で誰が遊んで て ｢何をする所｣ r何が

あるのか｣ が 分かリやすい よ うにした○

製作コ ー ナ ー は ､ いろんな素材 や自然物に触れ られるよ うにす る､ 材料 を

増やした○ 始 めの時期は , ハ サ ミ . ノ リの使 い 方を教えるよう にして い

た
○ また､ リーダ

ー の保育者が居る場所 なの で , 子 どもたちの動きが把

握しやすい ように ､ 全体が見渡せ る位置 に した ○

まま ごと コ ー ナーは ､ 製作 コ ー ナーでものを作 つ た らままごとコ
ー ナ ー に

活用したリ ( 包丁が必要だ つ た ら､ 製作するなど) できるよ うに､ 横に

コ
ー

ナ
- を < つ つ けて連携が とれ るように した ○ また ､ 家庭でのまね ご

とを反 映で きるように ､ 落ち着 いた 雰囲気の中で遊ぺ るよう にした ○

絵本コ
ー

ナ
ー は

, 季節にあ つ た絵本
- 図鑑を用意 し､ 自由に調 べた リ自然

に興 味が持 てるように した ○ また ､ 落 ち着い た雰囲気の中で保育者 と千

どもの 1 対 1 の 関わ リ､ 大 きい 子が小 さい子 に読んで あげたリできるよ

うに､ 心掛 けた .

フ ロ ック コ
ー

ナ
ー

は ､ 子 どもたちに人気があリたく さんの人数が遊ぷ と予

想され たので ､ 少 しス ペ
ー

ス を広く し､ 多く の種類のフロ ックを置 いた ○

食事コ
-

ナ
- は

､ 菓 しい雰 囲気の中でバ ラ ンス よく食べ られ るようにした○

学 自分 のこ とは自分でできるよ うに, 自分 の食べ る ものは 自分で運ぶ
. 片

那 付けるように心掛けた ○

舞台は , 子ど もが落下する危 険が 感 じられるので ､ 入れな い ようにパ ー テ

イ シ ∃ンで 勝手に入れない よ うにしておい た ,

5 月

全体の構成は ､ まだ始 まつ て 1 ケ月 しかた つ てい ない ので , コーナーは変
えな い ように した ○

ままごと コ
ー

ナ
ー は

､ 奥まつ た場 所に位置 してお リ暗か つ たので ､ 日光が

届きやすく するため ､ 絵本コ
ー ナ ー との仕切リに使 つ て いた ピアノの位

置を変 えた,

新入組の子たちが ､ 徐々 に友達 の中に入つ て逝ベ る ようにな つ てきた.

6 月
ブ ロ ック コ

ー

ナ
ー

では ､ 子 どもたちが色別 . 形別 に片付 ける楽 しさを知 つ

たリ､ 自分 たちの力で片付けよ うとする姿がみられるよう にな つ てきた ○

7 月

製作コ
ー ナ ー は

､ 子 どもの 目線の高さ に合わせて材料を置くた めに､ 製作

コ
ー

ナ
ー

にボ ックス を並べ た ○ また ､ 製 作コ
ー

ナ
ー

にいろんな材料を置

く こ とによつ て自由は発想
.

集 中力が出てきたよう に思 う.

8 月

絵本コ
ー

ナ
ー は

､ 子 どもた ちはセミな どい ろんな 虫に興味 を持 つ ようにな

リ､ コ
ー

ナ
ー に置い てある図鑑で調 べ たリする姿がみ られた ○

身辺整理コ
ー

ナ
ー は

､ 机 (お 帳面 入れの台) が飛び出してい たので ､ 奥に

入れ るように して安全面 に配慮 した ○

2

学

期

9 月

全体の構成は ､ 大きく部屋の レイアウ トを変えたが , 食事 コーナーの位置
を動かすこ とを中心 として考えた ○

お集まリコ ー ナ - は ､ 外 に面 してい る と子 どもた ちが集まつ た時に外 に目

がい き集中 しにくか つ たので , 外 をみえにくくするため ､ 部屋の中央 に

移動 した○ 以前と比べ て ( パ
-

チ
- シ ョンな どで) 囲まれてな いので ､

収拾が つく のだろうか ? と恩 つ たが ､ けつ こう集中 して保育者の話を 聞

い てい た
○

食事コ ー ナ ー は ､ 運ぶ時 間や 片付 ける時間を短縮 するために､ 配膳 台の位

置 をコーナーの中央に配置 した ○ また2 つ の場所 に分ける こ とで ､ 早く

食べ たい子 ､ ゆつ くリ食べ た い子な ど気分によつ て場所を選ぺ るよ うに

した
.
その結 果 ､ 給 食の片付けや配膳 の際に ､ 子 どもたちの r待ち時間｣

が少なくな つ た (両サイ ドか ら片付 けられるよう にしたので) ○

1 0 月

製作コ
ー

ナ
ー では

､ 子 どもた ちが 自然物 ( ドング リ､ 枝 ､ 枯れ葉) な どを

使 つ て (散 歩などで拾 つ て きた もの) ､ 貼 つ たリ ､ 切 つ たリ という こ と

にも興 味が 出てきた ,

フ ロ ック コ
ー

ナ
ー は

､
フロ ッ クが 他の コ

ー

ナ
ー に散 らばつ たリせずに集中

して遵び込 めるように ､ 部屋の奥 に設定 した ○

ゲ ー ムコ ー ナ ー は ､ 子 どもた ちが 文字 (数字) な どに興 味を持 つ ようにな

つ てきたので ､ カルタや トランプ (5 歳児 がリ
ー ドし, ル ー ルを教えて

もらつ て) を して遊ぶ姿がみ られ るようにな つ て きた○

1 1 月

ブ ロ ック コ
ー

ナ
ー

は , 子 どもが よく遊んで いたが トラブル も多く､ 先 月の

場所 だと中の様子が見え にく かつ たため ､ 保育者が遊びを把握 しやす い

ように､ 位置 を変えた ,
その結果 ､ トラブルがあ つ て も対処 しやすくな

リ, 少 しケン力が減 つ てきた ○ また ､
ブロ ッ クが他の コ

ー

ナ
ー に出な い

ようにするため , 仕切リを多めにした ○

1 2 月

ま まごとコ ー ナ
ー

は, お遊戯会に向けての劇遊びを多くする ように して い

た○ 子 どもた ちは自由 にお面 をかぶ つ たリ ､
C D をかけなが らなリき つ

て遊ん だリ姿がみ られた ,

3

学

1 月

劇 コ
ー

ナ
ー

は ､ お遊戯会の劇遊びが最近の保 育活動 の中心となつ てきたた

め､ 新 しく 設定 した ○ また ､ テラス をス テ
ー

ジに見立てて遵ぷ こ とがで

きるように ､ 窓側に設定 した .

先生コ ー ナ ー は ､ 保育者 はあまリ机に座 つ て仕事 をするこ とがない ので ､

部屋 の偶に移動 した .

食事コ ー ナ ー は ､ 劇 コ
ー

ナ
ー

の兼ね合 いか ら､ 位置を移動した ,

2 月

全体の構成は ,
2 歳児が新 しく移行 してきたので ､

コ
ー

ナ
ー

が分 かリやす

期 い ように基 本の形に戻 した ○

製作コ
ー

ナ
ー は

､ リ
ー

ダ
ー の保育者が居る場所な ので ､ 子どもたちの動き

が把握 しやすい よう に､ 全体が見 渡せる位置 にした ○ また , 製作 コ
-

ナ
- が

､ 廊下側ではなくな つ たので , 集中 して遵ベ るようにな つ てきた ○

子 どもたちの様子 に関して､ 他の コーナーもおもちや が他のコーナーに行
つ たリとい う こ ともなく ､

2 歳児 も何の コ
- ナ- か理解 して遊んで い た ○
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･ ライ オ ン組 ( N 園 ･ 5 歳) の 1 年間の コ
ー ナ ー

設定

N 園 の ライ オ ン 組は ､ 3 - 4 歳児が ト ト ロ組やピノ キ

オ組で午睡をす る間､ 5 歳児 の 保育を行う場合に主 に利

用 され る｡ そ の 他には ､ 年齢別で 保育を行う 日が定期的

にあ り､ そ の 際の 5 歳児保育室とし て 利用する こ ともあ

る｡ そ の た め, 日常的に子どもが過ごす保育室で はな く､

利用頻度は低い ｡

1 学期 ( 4 月 - 8 月)

こ の 時期は ､ 遊びに関する もの は 【製作
･ 絵本 ･ ブ ロ ッ

ク ･ ゲ ー ム コ ー ナ
ー

】, 生活 ･ 管理 に関する もの は 【食事
･

先 生 ･ 身辺整理 コ ー ナ
ー

】 を設定し て い る｡ こ の 種類は

1 年間を通し て 同じまま であ る｡

製作遊びや絵本を読む こ とは集中 して取り組む こ とか

ら､ 【製作
･ 絵本 コ ー ナ ー 】 は部屋 の奥側に設定して いる｡

ま た､ 他 の 保育室 で み られる 【まま ごと コ
ー ナ ー 】 は

こ の 保育室で は 設定 して い な い . 他 園 の 5 歳児保育室 で

も後半の 時期にな る と､ 【ままご と コ
ー ナ ー 】 を設定しな

い ､ も しく は ス ペ
ー

ス を狭くする こ とを行 っ て い るc ま

ま ご と遊びは ､ 3 - 4 歳児保育室 で は ､ 保育者が 重点を

置い て い る遊びで あ っ た が ､ 5 歳児保育室で は , ご っ こ

遊びの 位置づ けは低くな り ､ 保育者は他の 遊びに重点を

置い て コ ー ナ ー を 設定 して い る ｡ 保育者が重点を置く遊

びが年齢によ っ て 異な っ て い る こ とが読み とれ る.

2 学期 ( 9 月 - 1 2 月)

9 月 に 一 度､ コ ー ナ ー

設定を全体的に変え て い る｡ 保

育室の 雰囲気を変える こ と で子 ども に新鮮な気持ち で 遊

びに取り組む こ とを期待 して る ｡
コ ー ナ ー

設定を変えた

当初は ｢ 前 の 方が い い｣ と言う子どもも い た が､ 日 が経

つ に従 っ て ､ 新鮮味を感 じ て い る様だ っ た と保育者が述

べ て い る｡

1 0 月 - 1 2 月 で は コ ー ナ ー

設定を変え て い な い ｡

3 学期 ( 1 月 - 3 月)

3 学期に入 っ て も､ 2 学期 と同 じまま の コ
ー ナ ー 設定

で ある｡ ラ イ オ ン組 で は 1 年間を通 し て コ
ー ナ ー

設定を

は とん ど変え て い な い ｡ こ れ は ｢ 保育室の 利用 頻度が低

い ため｣ ､ ｢ 5 歳児は自ら 工 夫し て 遊びを行え るため , あ

え て 保育者が コ ー ナ ー 設定を変える必要が な い た め｣ な

ど の 理由が考え られ る｡
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第三 章 子 どもの 発達 に伴う保育室の コ
ー

ナ
ー

設 定の一年間の 変化

表 3 - 3 3 ラ イ オン組( N 園 ･ 5 歳) の保育者の意図

保育者の意 図

■

4 月

3 月は昨年度の年長 児 2 7 名で利用 してい たが ､ 今年 度は年長 児が 1 6 人 と

かなリ少人数 になつ たこ ともあ リ､ 全体の構成は ､ 見通 しが よくなるよ

うに考慮 した ○ また ､ コ
ー ナ ー が部屋 の中心か ら対 ,q 的 にな るよう に考

虚 した

製作コ ー ナ ー は､ 静か に集 中 して製作 活動がで きる ようにする ため ､ 日当

た リが良く 部屋の 隅に設 定 した , また ､ 子 どもた ちがい ろ いろな材 料
.

道 具を使 つ て 自分なリに 自由に製作をで きるこ とを心壬掛ナた ○

絵本コ
ー ナーは､ 静か に集中 して遊ぺ るよ うにするため ､ 製作 コーナーと

同様 に部屋の 偶に高 い棚 に囲む よう にした ○ また ､ 子 どもたちが物語 に

親 しみ ､ 想像 したリ いろんな気持 ちになつ て本を読む こ とを心掛 けた○

ブ ロ ッ クコ
ー

ナ
ー

は ､
ブロ ッ ク遊び は少人数で するこ とが 多い ので ､ 狭 い

ス ペ
ー

ス と した ○

ゲ ー ム コ ー ナ ー は ､ ゲ ー ムで遊んで いく中で子 どもたちがグル
ー プで盛 リ

上が つ た リするので ､ 静かな コ ー ナ ー の場所か らは離 して配置 した ○

先生 コーナ
ー は

, 保育者 が机 に向かつ て いて も全 体的 に把握 しやす い位置

にした
○

食事 コ ー ナ ー は ､ 配膳 の時に ワゴンを使用 するので ､ 運びや すい 場所 にし

学

期

た

子 どもたちは , 1 つ の部 屋 に1 6 名しか属な い こ と もあつ て ､ 静かで落 ち

着い た雰囲気にな つ た. 部屋が変わ つ てもコ
ー ナ ー の内容は前 から使 つ

てい たのと同 じなので特 に子 どもたちの様子 に変化 はな かつ たと思う .

5 月

子 どもたちの様子 は, 年長組の 中で トトロ の 5 歳児 とピノキオの 5 歳 児に

分かれて遊んで い たが ､ 少 しずつ そ の壁 がなくな つ てきた . 友達が 作る

ものに刺激され て同 じ物を作ろ うとするな どお互 いを意識す るようにな

つ てきた ○

6 月

子 どもたちの様子 は ､ カ ブトムシやク ワガタに興味を示 し､ みんなで 観察

するようにな つ た ○ 泥団子作リ に夢 中になるなど , 時間のか かるこ とで

も根気よく取リ組 むようにな つ てきた ○

7 月

子 どもたちの様子 は ､ 文字が 書けるよ うにな つ て きて ､ 途中であ きらめた

リせず意欲的 に手紙な どを‡く姿 が見 られるよう にな つ た○ また ､ 子ど

もたちでケ ン力の仲裁をするよ うにな つ た○

8 月

子どもたちの様子 は ､ お互 い のこ とが分 かリ雰錦気になれてきた せい か冗

談を言 い合 う姿が出てきた ○ 遊びで は少 し難 しい もの (跳び 箱やうんて

い等) にも挑 戦するよう にな つ て きた ○
プ ー ルで潜 つ た リ泳げるよう に

なリ 自信がつ い た ○

2

学

期

9 月

製作コ - ナ - は､ 子 どもたちが落 ち着い て遊んで い たので ､ 特 に変えなか

つ た
○

ブ ロ ック コーナ
ー は ､ 遊ぷ子 ど もが減 つ て きた こ ともあ つ て ､ 模 様替え も

兼ねて レイ アウトの変更を した ○

絵本コーナ ー は､ 絵本コ ー ナ ー は落 ち着 い て遊んでいたので ､ 特 に変えな

かつ た○

子ど もたちの様子 は､ お泊 まリ保育を経験 し､ ( 親が居なく状況で) 友達 と

保育者 だけで お泊ま リしたとい う自身 からい ろん な事に挑戦する姿が増

えたので はな い か と思 う○ また友達 と協 力したリ ､ 役割分担するのが千

どもどうしの関わリでみ られるよう にな つ てきた っ
コ ー ナ ー を変え た当

初 は ｢ 前の方が い い｣ と言 う子もい たが少 し時間が経つ と新鮮みが感じ

られ た様 だ ○

1 0 月
子 どもた ちの様子 は､ 友達同士で ル

ー ルを 作つ て遊び を進 めたリ , 集 団で

遊ぶ のを好 むよう にな つ て きた ○

1 1 月

子 どもた ちの様子 は ､ あや とリが大流行 してい た ○ 憶えた技を披露 した リ ,

互い に教え合 う挙がみ られるよう にな つ た ○ 相手のベ ー

ス に合わ せな〟

ら分かリやすく伝えよ うとする様子が感じられる ○

1 2 月

子 どもたちの様子 は､ 大掃除を経 験した こ とで雑巾の使 い 方が上手 になつ

たリきれい に しようとい う気持 ちが増 したようだ つ た . カ タカナに興味

を持ち ､ ‡い たリ読ん だリするよう にな つ てきた,

3

学

期

1 月

子 どもたちの様子 は､ カルタ をみんなで作リ ､ 読み 手と取 る役 に分 かれて

何人かで遼ぷ資が あつ た ○ う まく役 に分かれて順番 に遊ベ るようにな つ

た と思う ○ また ( 4 月か ら小学生 にな るため に) 会話の 中に ｢ ラン ドセ

ル｣ や ｢ 学習机｣ の話 が出てくるよ うにな つ た○

2 月

子 どもたちの様子 は ,
お遊戯界 ヘ の取 リ組みを通 じて, ｢ みんなで やろう｣

と いう集団 としての意識が感 じられ るよ うにな つ た ○ また 交流がき つ か

けで コマ 回 し､ 竹 馬 ､ ビュ ンビュ ンごまが流行つ た ○
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第三 章 子 と もの発達 に伴 う保育委の コーナ- 設定の 年 間の 変化

3-4-2 年齢別にみ る コ ーナ
ー

設 定 の変化の 特徴

1) 3 歳児保育室における コ
ー ナ ー設定の 変化

幼稚園で は 3 歳児か ら入園が 始ま る た め ､
4 月 の 時期

は まず園 の 生†舌 に慣れ る こ と を大切 に して い る ｡ そ の た

め ､ まず子 ど も が保育室で の 遊び に 取り組み やす い よう

に折り紙
.

ミ ニ カ - ･ ブ ロ ッ ク な ど の 家庭で も み られ る

ような遊具を中心 に コ
ー ナ ー を一時的に 設定 し て い る こ

とが み ら れ る ｡ 5 日 頃 か ら は次第に 普段の コ
ー

ナ
ー

設定

に 戻し て い くが ､ あ ま り大きく コ
ー

ナ - 設定を変える と,

せ っ か く慣れは じめた 生活 に 支障が で て く る こ と も考え

られ る た め .
1 学期は あ まり コ ーナ ー設定を変えて い な

い ｡

2 学期 ころか らは徐 々 に 保育者は コ
ー ナ ー

の つ な が り

を意識して 設定す る よう に な る ｡ 子 ど もた ち の 遊びとし

て は まだ コ
ー

ナ
ー

内 で遊 ぶ こ とが多い が ､ 保育者が意識

的に 設定す る こ と で .
い ろ い ろ な場所を使 っ て 遊 ぶ こ と

を促し て い る d

3 学期は お遊戯会､ 卒 園式な どの 行事が多 い 時期で あ

る ｡ 3 議児 の 場合は､ 行事 の た め の 練習に 時間がか か っ

て しまう の で ､ どう して も自由保育の 時間を十分に と る

こ とが で きな くな る ｡ 重た行事の練習 の ため に 中央を広

くあけられ る こ とが多くな る｡

周 3-1 6 ち ゅ うり つ ぶ組 に お け る コーナー設定の変化 (1 / 3 0 0)

( M 園
･

3 歳 児)

8 8

2) 4 歳児保育室 における コ ー ナ ー 設定の変化

○ 園 で は全員が 4 歳か ら入園 し､ M 固 で は 半数が 4 歳

から新た に入園する . 4 月 の 時点で はちE ID う り っ ぶ 組 に み

られ たよ う に 家庭で の 遊び を コ
ー ナ ー と し て 設定す る こ

とが多く ､
コ ーナ ー の 数も多い ｡ また ､

M 園 で は 【ま まご

と コ ーナー】 を 二 つ 設定す る こ と で 入 関組と進級組が同

時に利用 で き る よう に し て い る. た んぽぼ組 ( M 園) で

は コ - ナ
ー

の 間を仕切る . 離すなど して独立した コ
ー ナ ー

を 設定し､
コ - ナ - 内で の 遊びを重視して い る ｡ そ の た

め 隙間とな る 場所もよく みられ る ｡ 次第 に ､ 子ど も の 遊

び状況 によ っ て . 複数 の コ
ー ナ ー

の つ な が りを意識して

コ
ー ナ ー

の 位置や家具の設えを行う .

1 月 頃に は ､ 各 コ
ー ナ ー

が ま とま っ て 配置 され .
コ ー

ナ
ー

以 外の 場所が広くな る . 両園 で は こ の 時期に な る と､

子 ど もたちは 1 つ の コ
ー

ナ
ー

に 留 ま っ て遊ぶ よりは , 自

分たち で好 きな 場所に遊具を持ち寄 っ て 遊 ぶ 姿が よく み

られ る よう に な る o そ の ため自由に 遊び場所が つ く り出

せ る よう に コ ーナ - 以外の 場所を広く し て い る o 他 に も

【製作 コ
ー ナ ー

】 で は遊具の 種類や量 が増やされ る Q 子 ど

もた ちが 表現的な製作を行うよう に な るた め ､ 材料や道

具 を充実す る こ とが あ る ｡

園 3- 17 た ん ぽぼ 組 にお ける コ - ナ- 設 定の 変化 (l / 3 0 0)

( M 園
･ 4 歳 児)
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3) 5 歳児保育室における コ ーナ ー 設定 の変化

5 歳児 ほ 両園 とも進級組 で あ る o M 聞 で は ク ラ ス 替え

が あ り一時的に 子 どもが 戸 惑う こと も み られ る が ､ 新 し

い 保育室 で の 生活 に 慣t l る の も 早 い . ゆ り組 ( 0 囲) で

は 4 月 の 時点で既 に コ - ナ - 間 の つ な が りをもた せ よ う

とし て い る ｡ 子 ど もが 固 で の 生活を十分に 経験 し遊び方

の 幅も広が っ て い る た め で あ る . また . 早 く から【製作コ -

ナ -】 の 材料や道具が充実され て い る c
さく ら組 ( M 園)

で は 【書き物 コ ー ナ ー】 で の 文字を扱 っ た 学習的な遊び

も重視され て い る o

l 月 に も な る と､ ゆ り組 ( 0 園) で は ､ ま ま ごと道具

の 置き場を確保す るだけ で ､ 【ままごと コ
- ナ ー

】 を設 定

し て い な い c 子 ど もた ちは好ん で 自分た ち の 遊び場所を

つ く り出す よ う に な る た め ､ コ
ー

ナ
ー

以外 の 場所が 広く

とられ ､ 保育室 で 一体的に遊 べ る よ う に して い る ｡ し か し ､

【絵本 コ ーナー】 な どは他の コ ーナ
ー

か ら遮る こ とで . 個

人 で集中し て本を読む ことを大切にす る こ ともみられた ｡

図 3- 1 8 ゆ り 組に お け る コ ーナー設定の変化 ( l / 3 0 0)

( ○ 園 ･ 5 歳児)

4) 異年齢保育室に おける コ ーナー設定の 変化

N 囲 で は コ ー ナ - を始め から まとま っ て 配置し て い る

ため ､
M 園や 0 圃 とは コ ーナ -

設定の 変化の 流れが異な

る o 晃年齢に よ る 特色と い うより も, N 園 の 方針に よ る

面が大き い (2-2-l : 園の 方針) ｡ N 園で の 流れは , まず年

度の 初めは基本型の コ
ー ナ ー配置を行う こ とが各保育室

で み られる . 4 月 以降は 子 ども の 遊び状況 に よ っ て 各保

育室で それぞれ コ ーナー設定を変えて いくが ､ 徐 々 に コ
ー

ナ ー の つ な が りや遊具が 充実して く る の は M 園､ ○ 閲 と

同様で あるc 独立性の 高い コ - ナ - が 多い こ とが ､
こ の

固 の 特徴で あ り. 晃年齢 と い う特色が反映 され て い る .

て い るc つ ま り. 5 歳児 に と っ て ま まごと コ ー ナ - の 必要

性がなくな っ て も､ 3 歳児 には まだ必要性があり ､ 幅広 い

年齢層に対して 多く の遊び場所を常に確保して い る ｡

N 固 で は. ま ず基本型の コ
ー

ナ
ー

配置があ り . 子 ど も

の 活 動状況 に よ っ て ､ 位置 を変えた り､ つ な が りを持た

せ たり し て い る . 2 月 に は 2 歳児が各保育室 へ 進級 し て

く る ため ､ 基本型 に戻す.

図 3-1 9 ト ト ロ 組 にお ける コ ーナー設定の変化 (1/ 3 5 0)

( N 園
･ 異年齢)

8 9



3 ヰ 3 コ ー ナ ー 設定 の 一 年間の 変化

以上､ 各年齢段階､ 異年齢の 保育室に つ い て コ
ー ナ ー

設定の
一

年間 の 大きな流れ を捉え て きた ｡ 各保育室とも

大きな流れは似たような流れ をと っ て い る｡

･ 4 月 の 段階では ､ 新 し い 環境に慣れ る こ とを重視する

ため ､ コ
ー

ナ
ー

の 種類や数が多くな る.

･ 始 め の 頃は各 コ ー ナ ー が独立し て設定され ､ コ ー ナ ー

内で の 遊びが 重視されるc

･ 次 第に子ども の 遊び状況によ っ て ､ 複数の コ
ー ナ ー

に つ な が りがみ られ るよう にな る｡

･

同時に製作材料や 製作道具
･ ま ま ご と の 道具など,

遊具の 種類や質が充実する よう にな る｡

･ 保 育室 が
一

体的に扱わ れ るよう にな り､ コ
ー

ナ
ー

以

外の 場所を広くとるようにな る ( M 園 ､ 0 園) ｡

以上 の ような大きな流れが あ る ことがみ られた ｡ また ､

年齢が高く な るに つ れ ､ 自 ら遊び道具を作り 出した り製

作を通 じて 表現す る こ とを楽しむ よう にな る よう に, 遊

び方の 幅が広が っ て くる. そ の た め, 同 じ コ ー ナ ー で あ っ

て も 3 歳児と 5 歳児 とで は活動の 目的が異なる ｡

- 9 0 -
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ー

設 定の一年間の 変化

3 - 5 保 育計 画 に基 づく コ ー ナ ー の ね らい

3 - 5 - 1 コ - ナ - の ねら いの分類

前章で コ
ー ナ ー

設定 の変化を捉えた 際に､ 保育者の 個々

の コ
ー ナ ー

設定に対する様々 な コ
ー ナ ー

の ね ら い がみ ら

れ た
. そ れ は ｢ 水を使 っ た遊び をさせ た い｣ ､ ｢ 音楽会が

近い の で楽器に親 しん で ほ しい｣ と い っ た ね ら い で あり ､

そ れ に対 して コ ー ナ ー の 設定方法が 異な っ て い る｡ 各保

育室で み られた全て の コ ー ナ ー の ね ら い を分類 した (義

3- 3 5) ｡ 子ども の遊び方に対するね ら いが ある
一

方 で ､ 保

育
･

安全な どの ね ら い もみられる こ とが分かる｡

3
-

5
-

2 各 コ
ー ナ ー の ねら い

1) 遊び ･ 活動へ の取り組み

【遊び ･ 活動 へ の 取り組み】 へ の対応は , [ 保育者か ら

の 意図的な遊び ･ 活動に対する投げか け] によ っ て コ
ー

ナ
ー

を 設定する場合 と､ [ 子 ども の 遊び ･ 活動 へ の 取り組

み の 変化] に よ っ て コ ー ナ ー を 設定する場合が あ る｡ 前

者は､ 新 し い コ ー ナ ー を 設定した り､ 遊具を充実させ る

こ とによ っ て 保育者の 意図する遊び ･ 活動 へ の 関心を促

して い る｡ 後者は ､ 子 ども の取り組み の 変化によ っ て 様々

な設定方法がみ られ た｡

2) 友達との 交流

【友達との 交流】 へ の対応も､ [ 保育者か ら の投げかけ]

と [ 子ども の取 り組み の 変化] が ある｡ 前者は コ
ー ナ ー

内の 遊具を充実す る こ と で 子 どもた ち の 関心 を促すこ と

が よくみ られた ｡ 中 には まま ご と コ
ー

ナ
ー

で 固定的なメ

ン バ ー がず っ と遊ん で い た こ とか ら､ コ
ー

ナ
ー

内の 遊具

を
一

時的に片付けて遊びにく くする こ と で 他の コ
ー ナ ー

や 友達に目を向けさせ よ う とす る こ ともみ られた ｡ 結果

的にそ の メ ンバ
ー は い ろんな 友達と遊ぶ よう にな っ た .

後者は 主に ス ペ
ー

ス の 広さ で対応す る こ とが多 い . 遊び

人数によ っ て コ ー ナ ー を 狭めた り広げたり し て い る.
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3) 子 どもの 心情

【子ども の 心情】 へ の 対応は ､ 子 どもが抱く コ ー ナ ー の

印象 に配慮する こ とを指す｡ [ 集中 した り, 落 ち着 い て]

遊ばせた い 場合には コ ー ナ ー を 入 口側から離し て 配置し

た り背の 高い家具で 囲 っ た り して い る｡ 狭 い場所や 隅の

場所は大人 にと っ て も落ち着きやすい場所で ある｡ ま た,

設 えを 工夫 し て [ コ
ー ナ ー

の 雰囲気] を大切にする場合

もある｡ で き るだけ コ
ー ナ ー

の 雰囲気を実際の 場所 (畳

の 部屋や台所な ど) の 雰囲気に近づけて い る｡

4) 季節

【季節】 へ の対応は , 水遊び ･ 編み物 の コ
ー

ナ
ー

の よ う

に [季節の 変化に沿 っ て] 特色 の ある コ
ー

ナ
ー

を設定し

て い る
｡
ま た ､ 季候 の 良い 時には テラ ス に コ ー ナ ー を設

定する こ ともみ られ る｡

5) 園での生活

【園で の 生活】 へ の 対応で は ､ [ 園 の 行事に伴 っ て] 特

色 の あ る コ ー ナ ー を 設定する こ とが多い o 短期間で 子ど

もが利用 する こ とを目的とし て い るため ､ 子 どもが気付

きや すい 入 口 の 前に配置する配慮もみられ る｡ また子ど

もた ち が行事の 余韻 を引きず っ て い る場合は､ 引き続き

そ の コ ー ナ ー を 設定し て い る こ ともみられ る｡

表 3 -3 5 コ ー ナ ー

の ねら いとそ の 内容

6) 子ども の 知覚 ･ 行動特性

【子どもの 知覚 ･ 行動特性】 へ の対応では , [ 視覚] や [ 認

識] , [動 きやすさ] な ど子ども特有の 特性に配慮して コ
ー

ナ ー を 設定し て い る｡ 子 ども の 背 の 高さ に合わせ て家具

を設えた り､ 床素材を変え る こ と で コ
ー ナ ー

の 場所を明

確にするな ど の設定方法がよくみ られ る ｡

7) 管理 ･ 安全

【管理 ･ 安全】 へ の 対応で は ,
コ

ー

ナ
ー

で 遊 ぶ際の安全

性に配慮して い るc [ 保育者が子 どもた ちを把握で き る]

よ う に保育室全体を見渡せ るよう に して い たり , [ 危険が

な い] よ う に家具の面をそ ろえ る､ ス ト ー ブの 近くに コ ー

ナ ー を 設定 しな い な ど､ 子どもが誤 っ で 隆我を しな い よ

うな配慮が され る｡

コ
ー

ナ
ー のね らい

遊び 一 着動 ヘ の

取 リ組み

保育者か らの投 げかけ (期待) 園児 に遊びを させてあげたい ､ して ほしい
､
させてあげた いとい つ た保育者の 遊びに対する期待を して設定 するね らい

遊 び . 活動 の取リ組みの変化 保育の 中で み られる 園児の遊び方の変化を予測 したリ ､ 観察するこ とで設定す るねらい

友達 との 交流

保育者か らの投 げかけ ( 期待) 友達の輪を広 げてほ しい ､ 仲の い い友達で連んで ほ しい とい つ た保育者の 園児 の交流に対する期待 して設定するね らい

友達 との交流の変化 保育の 中でみ られる園児の交流の変化 を予測 した リ ､ 観 察するこ とで設定 するね らい

子 どもの心情

落 ち着 きやすさ 気持 ちを落 ち着 いて逝ぺ るよう に､ 集 中して逝 ぺ るように設定するね らい

コーナ ー の雰EEI 気づくリ 家庭的な雰囲気や遊びたい 気持ち にさせる とい つ た空間のイメ - ジを考え設定 するねらい

季節 季節 にちなんだ遊びができるよう に､ また は季節の変化 を身近に衝児に感じて もらえるよう に設定するね らい

園での生活

行事 行事 に合わせて園児 にい ろい ろな興味を引 き出してもらうために設定するね らい

生活 の流れ 園生活の変化 に対応するように設定するね らい

子 どもの知覚 .

行動特性

動 きや すさ 園児が動きやすい ように設 定するね らい

視線の通リや すさ 園児の視線が通リやすい ように , または通リ にくく するように設定するね らい

コ
- ナ -

の 分か リやすさ 園児 にコ ー

ナ
ー での遊び方が 分かリやす いよ うに設定 するねらい

動きやす さ 園児が動きやすい ように設定 するね らい

管理 . 安 全

保育者の把握 保育者の 視線を通リやすく して園児が どこ にいて も把握 で きるように設定するね らい

道具の危険 家具や遊具の素材や置き方 の安全性を考慮 して設定 するね らい

建 築的要素の危険 窓や柱など建 築的要素の安全 性を考慮 して設定するね らい

ー9 1 -
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表 3-3 6 コ ーナーの ね ら い 別 にみ る コ ーナーの 設定方法

6l
〟

請

勤

Cr)

r 3

I)

柁

み

保再考

か らの

投 げかけ

fLEE祷)

選び ヘ の眼球を引きL d す E m 8 に つ く⊥旨所 (入 E 前) に百己正す る 遜 A の稚魚
.

製作の材料を増やす

買虚的な 【幹i圧な) 遜具 を出丁Bl の) 及びl こ
-

a h てもらう 同塵的 Ti 遜Lf の コーナーモFFZ 登する
n ぴi T のlB を広I 7Jる
選びを:3! める

ス ペース を広く-4 る 道具のI玉顔- 製作の村村を宅やす.
あえて既 製の Aiy

L
1
/E 片柳 アて盟異を製作 することを促 す

運びに園;垂をfTrT = せる 関連さ也たい コ---) を石岡士r = する
基 礎q 1 衣誕7j プ三 ( 字習ー 壬 マ ス

ダーす る
コーナ- をFE 草する . その孟動を投

げかけるこ とを塁現する

選びにち71 んだ遜 ,
r L
L .

*
i= 出 す

泣 げかET た い 諸島ウをrT る E W

選 び.
活動の

巧又リ経み

の 変化

よく逝ぷように 7 T̂ コF =

(書引 こ レイアウ トを変 え点しヽ) きー ス ペース 阜広 < す る 退 真の,宣皇鼻
,

eS 作D) 封書F
r
L

_
, 増 やす
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期 しい3着びがみられるように

なつ た
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丑 >

E
% をP L
r
文 きせる

二 極 頬のコーナーで選 びだ した そわらのコーナー宅原 F1士 に する
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第三 章 子 どもの 発達 に伴う保育 室の コ ーナ- 設 定の- 年間の 変化

3
-

5
-

3 保育計画 の 位置づけ

コ
ー ナ ー

の ね ら い には, 活動 の 投げか けや 行事な ど,

保育計画に関する もの も多く含まれ るc こ こ で は保育計

画に つ い て 整理 し, コ ー ナ ー

の ね ら い との 関係を探る｡

保育計画 は各保育室が定め る指導計画を指 し､ 年間の

指導計画 ( 長期) と月間 ･

週間の指導計画 (短期) がある ｡

こ の 指導計画は , 園独自の 教育課程 (幼稚囲) ､ 保育計

画 (保育園) を基 に作成され , 園 によ っ て指導計画が異

な る｡ 年間の 指導計画は年度初め に保育の 大きな枠組み

と して 大まかな保育内容が時期によ っ て決められ て い る.

表 3-3 7 に M 園 ･ ち ゅ う り っ ぶ 組の 年間の 指導計画を示

す｡ こ れ に対 し､ 月間 ･

週間の 指導計画は毎月
･

毎週 の

始めに作成され , 先月
･

先週ま で の 保育の 様子を踏まえた ､

よ り具体的な保育内容が決め られ る｡ 特 に子どもの 様子

や発達の 状況は毎日の 保育の 中で捉え て い く必要があり ､

月 ･ 週毎に保育内容や保育目標を定めて い る｡

保育計 画 と コ ー ナ ー の ね ら い と の 関係 を み る ( 義

3-3 8) ｡ コ ー ナ ー の ね ら い の 内､ 【活動 へ の取り組み】や【友

達 との交流】､ 【子 ども の 心情】 とい っ たね ら い は短期の

保育計画に関係 して い るo 子どもの 遊び へ の取 り組みや

友達との交流は ､ 子 どもたち の 性格や発達な どの 状況に

よ っ て 異なり ､ 保育者は子 どもたち の 様子を捉えなが ら

コ ー ナ ー

設定を変え て い る｡ 同 じ園 の 4 歳児 で あ っ て も

保育室が違えば, 子 ど もた ち の 様子は異な っ て くるため ､

保育室によ っ て 特色がみ られ るねら い で もある｡ そ して ,

【季節】 や 【園 で の 生活】 に含 まれ るね ら い は 四 季や行事

に関す る内容で あり､ 予め コ ー ナ ー の 設定す る時期や期

間の 見通しが 立て や すいた め, 保育 の 大枠が定められ る

表 3-3 7 ち ゅ うり っ ぶ 組 ( M 園 ･ 3 歳児) に おける 年間保育計画

年間の 指導計画に関係 して い る｡ ま た, 【子どもの 知覚 ･

行動特性】､ 【管理 ･ 安全】 は ､ 子 ども の 環境を構成する

上 で基本的な配慮で ある｡

こ の よ う に, コ ー ナ ー の ね ら い は保育計画に沿 っ て 決

め られ て い く ため に､ コ ー ナ ー

設定には
一

年間を通し て

基本的な 流れが み られ る. 保育者は ､ た だ子ど もの 活動

の 変化に対応するよう に コ
ー ナ ー を や みく もに設定する

の で はな く､ 保育計画とい うは っ き りと した保育目的を

持 っ て コ
ー

ナ
ー

を設定して い る.

表 3 - 3 8 コ ーナーのねら いと保育計画の 関係

遊び . 活動 ヘ の

取 リ組み

保育者 からの投 げかけ

(期待)

短期 の保 育計画

( 月間 . 週間指導計画)

教育課程 ( 幼稚 園)
保育計画 ( 俣育薗)

遊 び . 活動の

取 リ組みの変化

友達 との交流

保育者か らの投げかけ

(期待)

友達 との交流の変化

子 どもの心情

落ち着きやす さ

コ
- ナ - の雰囲気作リ

季節

( 年間指導計画)

長期の保育計画園での生活
行事

生活の流れ

子どもの知覚 .

行動特性

視線 の通リやすさ

基本的配慮

コ
ー

ナーの
分 かリやすさ

動きやすさ

管理 . 安全

保育者の把握
(保 育計 画とは

間接的に関連 してい る)

道具の危険

建築的要素の危険

園の行事 入園を祝う集い
子ども崇 リ

遠足

シルエ ッ ト

劇場鑑 賞

七夕崇リ

プ ー ル開始
(夏休み) 遠足 運動会

お餅つ き

お遊戯会
参観日 節分

ひな崇 リ . 青菜会

お別れ金
.

卒業 式

時期の 設定

不安定であるが ､ 教師 との関わリを深

め ､ 園生活を知る こ とで ､ 徐々 に安定
する時期

教師 と一緒に好 きな遊 びをする中で ､ 自

分が 出せ るようにな る時期
教師 のつなが リを基盤 にしなが ら気の合う友達とい るこ とが ､ 菜 しくな

る時期

保育のね らい

･ 喜んで 登園し ､ 教 師に親 しみを持つ こ ･ 身近な人々 や いろ いろな物に興味 ､ 関心
･

友達 と
-

緒 に遊ぶ楽 しさを感 じる .

と を示 し､ 変わろ うとするよう になる 一 自分なリにで きる ことを ､ 自分でやろ うとする ○

一 幼稚 園の生活 の流れ を知 リ ､ 園生活 の

リズムになれるこ と

･ 自分なリ にできるこ とを ､ 自分でやろう

とする

･ 身の 回リの いろい ろなこ とに興味 ､ 関心を示 し, 遊び に取リこ もうとする

保育内容

･

教師 と関わ リを持 つ こ とで幼稚 園に慣 ･ 好きな遊びや興味を持つ たこ とに取 リこ ･

気の合う友達と じつ くリ遵ぶこ と ､ 異年齢時の 関わリを持つ こ と

れ るこ と むこ と ･ 登 . 隆国時の支度や手洗い . うがい な どが一人でで きるようにな るこ と
･ 幼稚 園での生活の 流れ を憶 えるこ と 一 教師や友達と 一

緒に遊ぶ禁しさを知 るこ
･ 友達との関係を深め ､ 友達の してい る こと作つ たもの に興味をもち､ その

･ 幼稚園の い ろい ろな遊具 に興味を持 つ と やリ方を教えて もらつ たリ ､ 自分の遊びの中に取リ こんで遊んだリする

て遊ぶ こ と
･ 身近な物を使 つ て 描 いたリ ､ 作 つ たリ

す るこ と

･ で きるだけ一人で 着替えや排;
-

t! を行 える

ようになるこ と
･ 自分 の感情 を人 に伝 えるこ と

こ と
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第三 章 子 どもの 発達 に伴う保 育室の コ
ー

ナー設定の- 年間の 変化

3 -6 まとめ

本章では ,

一

年間に渡 っ て各学年の 保育室 における コ
ー

ナ ー

設定を捉え る こ とによ り ､ 3 歳 か ら 5 歳に至 る子ど

も の 発達段階におけ る コ
ー ナ ー

設定 の
一

連 の 流れ を明ら

か と し て きた ｡
コ ー ナ ー は 遊び場所か ら生活場所に至 る

ま で 多用途な目的で 設定され て おり , コ
ー

ナ
ー を設定す

る こ と で 活動 内容を子 ども に対 し て 明確に示 し て い る｡

ま た, 単体 の コ
ー

ナ
ー

が 活動場所 とな る こ とに加え ､ 複

数 の コ ー ナ ー と の 関連によ っ て 様 々 な活動の 展開を促す

場所に もな るよ うに ､
コ ー ナ ー の 配置や つ な が りを子 ど

も の活動によ っ て 変え て い く こ と で 多様な活動を促 して

い る｡ こ の よ う に､ コ ー ナ ー を 設定する保育室 で は発達

に よる子ども の 多様な活動の 変化に柔 軟に対応する よう

に ､ 保育者が コ
ー ナ ー を 用 い る こ と により 空間の使 い こ

な しを行 っ て い るc 本章 で 得られ た知見を 以下に記述す

る c

3
-

6
-

1 保 育室における コ
ー ナ -

設定の
一

年間の変化

コ
ー

ナ
ー

設定 の
一

年間 の 変化をみ る と､ 始 めは子 ども

が新 しい 環境に慣れ て い な い こ と もあり コ
ー

ナ
ー

内で 遊

ぶ ことが多く各 コ
ー

ナ
ー

を独立 し て 設定し て い る｡ 次第

に複数の コーーナ ーで 遊び出すな ど の 遊び状況によ っ て ､

コ
ー

ナ
ー

間の つ な が りを意識して 設定するよう になる と

い うよう に､ 子 ど も の 遊び 状況によ っ て コ ー ナ ー 問 の関

係が変化して い る｡ そ して 5 歳児にもな る と, 子 ど もが

遊び 場所を自分で 作り出す こ とが 多く み られ るよう にな

り ､
コ ー ナ ー の 数 は少な く し コ ー ナ ー 以 外 の 場所を広く

と るよう にな る ( M 園 ､ ○ 園) ｡

3- 6-2 年齢段階による コ
ー ナ ー の ねら い の違い

同 じコ
ー

ナ
ー

で あ っ て も年齢によ っ て 保育者の 意図す

る コ
ー

ナ
ー

の ね ら い は 異な る o 子ども の 年齢が 高い はど

よ り高度で 複雑な遊び を行う よう にな るため , 保育者は

遊具の 数を増や した り種類や質を変えて い る｡

ー9 4 -

3 - 6 - 3 保 育計画に伴う コ
ー ナ ー

設定

コ ー ナ ー 設定は 保育計画とい う 明確な 目的により行わ

れ て い る. まず､ 年間計画 とい っ た長期的な流れ の 中で

コ ー ナ ー

設定 の全体の 見通 しを立て るが ､ コ
ー ナ ー

の 配

置や つ な がり と い っ た詳細な設定は, 実際の 子 ど も の活

動を反映した月間
･ 週間の 保育計画に基づ い て 行われ る ｡

こ の よ うに, 保育者は意図する保育内容を､ コ
ー ナ ー 設

定を通し て子どもた ちに示 して い る と いえ る｡
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4 1 本章 の 目的 と方法

4 - 1- 1 は じめに

前章で は ､ 保育室にお け る コ - -

ナー
- の 設

'

'E が どう い う

もの か に つ い て 保育者 ( 設定者) 例の 視点か ら捉えて きた｡

第 3 章で は ､ 保育者が ､ 保育計画 に 基 づ い て , 計画的に

保育室の コ
ー ナ ー 設 定を時期によ っ て変え て い る こ とを

明 らかと した｡ こ の 子 と もの 発達 と共に ､ 時期によ っ て

コ
ー - ナ - - の 設定 ･ 保育室 の 空間づくりが 変えられ て い る

こ とは ､ 建築計画で は今ま で 指摘されなか っ た点で あり ､

空間の あり方として 新し い知見を発見した ｡

第 4 - 5 章 で は､ 保育室に おける実際の コ
ー ナ ー の 利

用 に つ い て 捉え て い く o 利用実態を整理 ･ 軍籍を行う こ

と で ､ コ ー ナ
ー

に は ど の ような特性が みられ る の か ､ そ

の 特性を有効に活用す る ため には ど の ような コ
- ー

ナ
-

の

設定を行う必要があ るか を明らか にするっ

そ の 中で 第 4 章で は ､ 子 ど も の 遊びの 場面を分析対象

に コ ー ナ - の 利 用を論 じて い くo 個 々 の 場面か ら遊び行

為 ･ 遊び場所
･ 遊び人 数を整理する こ と で ､ コ ー

ー

ナ
- -

の

設 え ( 家具 の 置き方
･ 遊具の 種類 ･ 位置な ど物的条件)

に よ っ て子ども の遊びが どの よう に影響されるか と いう ､

｢ 場所と行為の 関係｣ に つ い て 捉え て い く c

4-1-2 本章の 目的と方法

1) 本章 の目的

･ コ ー ナ ー で の 様 々 な子 ども の 遊び 方 を捉え る こ と で ､

コ ー ナ ー

の 利用特性を明らかとするこ と

保育施設にお い て ､ 子 ど もが どの ように コ ー ナ ー を利

用 して 遊ん で い る の かと い う こ とは 統然明らか とさ才1 て

い な いo そ こ で ､ ビデオ撮影によ る iZ .5 分 お き の 遊び 場

面を通 し て ､ 子 ど もが どの よ う に コー
-

ナ
- - を 利 用 し て い

る の か を把握する こと で ､ コ
ー ナ ー

の 特有の 利用 を利用

特性として ､ そ の 特性を明らかとす る o

･ 調査時期や年齢によ っ て コ
ー

ナ
ー で の子ども の遊び方が

異なる こ とを示すこ とで ､ 子 どもの 遊びの 時期的な変化

を明らか とする こ と｡

第 3 章 で は ,
1 年間の 保育室 の コ

- ナ -

設定を捉える

中で ､ 子 ども の 遊び の 変化に伴 っ て コ
- ー

ナ -
ー

の 設定を変

え て い る こ とを指摘したc こ の よ う に . 幼児期 の 子ど も

は発達が め ざま しく ､ 時期によ っ
-

r 遊び方も変わ っ て い

くo そ こ で , 本章 で は ､ 9 月 か ら 3 月 にか け て 定期的に

調査を行う こと で ､ 時期や年齢によ っ て ､ どの よ う に コ - -

ナ -

で の 子 ども の 遊び方が変わ っ て い くか を明 らか とす

るo

-

9 9 -
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2) 本章の 方法

本章は ､ 以 下の 手職 で分析を進め て い くc .

･ 遊び行為の 整理 ( 4-2)

王ず ､ 保育室 ･

テ ラ ス におけ る 2 .5 分 お き の 遊び場 由

か ら子 ども の 遊び を抽出す る｡ 子 ど も の 遊びは多様で あ

る ため､ 遊 び の 分類 を行う こ と で 保育室
･ テ ラ ス に お け

る子 ども の遊びの 全体像を把握す る｡ そ の 際には 保育分

野 におけ る遊びの 分類を把握す る こ と で ､ 保育 の 実態に

基づ いた分類を行う ｡

･ コ ーナ
ー

･ 場所別の 遊び行為の 割合の 分析 (4
-

3)

次 に ､ コ - ー ナ - 一 別 に ど の よう な遊び行為がみ られや す

い か に つ い て ､ あ る 特定の 遊び行為の 占め る 割合か ら専

用的 に利用 さ才l る コーー ナ - ー

､ 兼 用的に利 用され る コ - ー ナ

一 に 分け て 捉え て い く o そ し て ､ 時期によ っ て こ れ ら の

利用が ど の ように変化するか を明 らかにす るo

･ 保 育室 ･ テ ラ ス の 行為分布の 時期による比較分析 (4-4)

さ ら に ､ 保育室 ･ テ ラ ス にお ける行為分布を捉え ､ 子

ど も の 遊びが どの よう に広が っ て い くか を読み取る o 採

育室別に行為分布が時期によ っ て ど の よ う に 異な る の か ､

ま た そ の 違 い か ら子 ども の 遊び方が ど の よう に変わ っ て

い くかを明らか にす る ｡

以 上 の 分析か ら､ コ-I
- ナ - -

の 利用 特性 をま とめ ､ 時期

や 年齢によ る コ
ー ナ ー

で の 子ども の 遊び方の 変化を考察

する .

- l o o -

3) 本章で用 い る用語 の 定義

･ 遊び行為と遊び以外の 行為

自由保育中で 観察さわ た行為を ､ 遊7J: 行 為 と遊び以 外

の 行為に分けて 整‡
t

2 し て い る,
j 遊び才｣

二

為 と ほ ｢ f
･ ど も が

あ る 目的 (意志) を も っ て 主体的に取 り組 む行為J で あ

り ､ 子 ど もが楽しん で 行う行為とした ｡ 遊び以外の 行為 は､

登園か ら遊び出す ま で の 必要な行為 (鞄をし まう ､ ね 帳

面に シ
ー ル を貼る､ 靴 を履き替え るな ど) やボ

ー

T-) と す

るな ど の 無為 , 移動な ど の 目的がi
･ま っ き りしな い 行為 と

した ｡

･ 専用性と兼用性

専用性と兼用性 とは コ ー
ー

ナ
- ー

の 利用 の 特徴を示す も の

で あ る o あ る コ
ー

ナ
ー に お け る 特定の 行為の 占め る割合

か ら コ -
ー

ナ -
ー

の 専用 性 ･ 兼 用性 を判断した G 専用性が高

い 場所は特定の 行為 の 利用が大部分を 占め､ 兼用性が高

い場所は複数の 行為の 利用がされやすい こ とを示す｡
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第四 章 子どもの 遊び 場面 か らみる コーナーの 利用 特 性 とそ の 要 因

4 -2 保 育室 ･ テ ラ ス に お け る 遊 び 行為 の

分 類

4-2-1 保育にお ける子 ども の遊び の 位置づけ

現 在､ 幼稚園 ･ 保育園 に お い て (
-

ど も の 遊び は r~f- ど

も自ら環境とかか わり 生 み 出す 自発的な 活動 ( 行為)】 と

して 綻え られ て い る
4' 1
'
)
｡
こ の 程え方は 子 どもの 遊び とは

r~保育者が 子 どもに させ るl こ と で はな く ､

l 子 ど もが自

発的に取 り組む｣ こ とで あ る こ とを意味して い る ,
)

そ もそ も保育に お ける遊びの 位置づ けは様々 な捉え方

が され て きた ｡ 従来 の 保育で は ､ 恩 物 の 使川や保育領域

の 誤 っ た認識な どによ っ て ､ 子 ど も の 遊びは保育者が望

まし い遊びをさせ る こ とと位置づ けられた こともあ っ た｡

子 ども の 遊びは自発的に取り組む こ と で ある と い う認

識は古くか ら指摘され て きたが ､

I:

f
･

ど も が自発的に 取ち)

組む こ とが で きるた め には ､ 保育者が どの よう に子 ども

に接す るか , また 保育環 境が ど の よう に あ る べ きか に つ

い て は現在も明確には述 べ られは いな い o

特 に保育者が どの よ う に子 どもに接し て い くか に つ い

て は実際の 保育の 現場で も難し い 問題で あ る o あ ん まり

子どもに好き勝手に遊ばせる と ｢ 放任｣ とな っ て しまう し､

あ れ これと遊びをさせ る と rや らせj とな っ て しまう o

幼稚園 ･ 保育園 に保育プロ グラムが あ る よう に ､ 子 ど

も の 発達を援助して い く こ と も園 の 役割 で もあ り､ そ の

ため には遊びを通し て 子 どもに あ る こ とを経験させ る こ

と も必要とな る ( 例えば ､ 劇 や合唱 ･ 合奏はみんな で 1_

つ の もの を作り 上げる こ とが経験 となるが ､ そ の ため に

は保育中に模倣遊びや 楽器で の 音遊び も投げか ける必要

もある) 0

そ の 理由か ら自由保育中には l
一
課題遊び｣ と呼ばれ る

( 保育の現場で は ｢ 課題遊び｣ と い う とや らせ の よう に受

け取 られるた め ､ こ の 言葉は用 い らわ て い な い) 遊びも

み られるo こ れ は ､ あ る 一

定 の 期間内に 全員がそ の 遊び

を経験する ことを目標に 保育者が投げか ける遊びで あ る｡

保育者は自らそ の 遊びを行う こ と で ､ 子ど もが ｢ 僕もや

りた い 卜I と思 わせ る よう な状況を作 っ て い るo 必要に

応 じ て 保育者が 子ど もに ｢ 0 0 ち ゃ ん も
ー

緒 に遊ぽう｣

と呼 びかける こ と もあ るが ､ 課題遊びが ある期間は こ の

状況 作りによ っ て遊びを誘発して い く ｡

- 1 0 2 一

以上 の よう に ､ 保育 に お け る遊び J)I:I: 置 づ け は 卜干 ど

もが自発的に桐 り組む も の｣ で あ る が ､ Il-
I
- ど も が い ろ い

ろな経験を行うた め に 必要 に 応 じて 保育者が 投げか け る

も の もある ｡ そ の た め自由保育中で は ｢ 課題遊び｣ も み

られ るが ､ 本研究で は課題遊び も含め て 子 ど もの 遊び と

す る ｡

4- 2) 子どもの遊び : 文 4- 1

r保 育内容 経論.
J に よ㌢1ば ､ 現 行の 幼稚園教育 要寂去 よ( /( 羅膏所保育指針 に 志しj て ､

遵 TJ 毒まあ< まで も子 ども自ら環境 とかかわ り生 み出す 自発的な活動 とし て据 え られ て

ま∋り . 干ど もの 能動性 を受 け止 LV:) . 認 め､ 勤 王す保育 者′

'
)'f 求めら{!, て

い ると述/ て らゎ

て い る
. 麦た ､ 保育者カミ価値 づ…H 二 した望 まし い と考える 遊TJ ( 仕 立て 17) 活動 にIj

+

- ご も

を導 き ､ ---
-

方的 に ､ 限 らT !
_
た時間 内で 体験 させる こ とを r 遊びJ とほ呼ば か . ､ と指 摘

し て い る
o



第四 童 子と fL - の 遊び 場面 か らみ･-
'

' j --1 ナ- のネ] 用矧 笠とその 要 因

4-2-2 他研究における子どもの 遊び の 分類

子ども の 遊びは 多様で あり ､ そ J-) 全体像 を把握す る l･_

で 遊びを分類す る ことは 有効 で あ る ｡ 千 ど も の 遊び の 分

類 に つ い て は保軒声 ･ 発達苧 ･ 社 _
:三苧

･

建築
･

子な ごの様 々

な 軌烹から行われ て い る｡ 主な分巧を以~~F に挙ける
i ∴う'

｡

1 ) カ イ ヨ ワ による分類

ロ ジ 工 ･ カ イ ヨ r7 ( R o g e r c <1 川 ()i s) は 社会学の 観点か

ら､ 子 ど もか ら大人ま で の 遊び を対象とし て , 遊 びを競

争 ･ 偶然･ 模擬 ･ 肢皐の 4 つ の 主要項目に分類して いる ( 表

･4- 3) o ま た , カ イ ヨ ワ は､ ホ イ ジ ン ガ
一

に よ る 思想を受

け継ぎ､ 遊びとは 本質的な 6 つ の 活動 (自 由な 活動 ･

分

類 した活動 ･

不確定の 活動
･

非 生産的な活 動 ･ ル ー ル の

あ る活動 ･ 虚構 の活動) で あ ると
L

,ii
!

蓋 して い るc

2) ピ ア ジ 工 に よる分類

ジ ャ ン ･ ピ ア ジ 工 (J c a.ll P i a g c t) は 発達心理学 の 軌烹

か ら遊びを機能的遊び ･ 象徴遊び ･ ル ー ル の あ る遊び に

分類し て い る (表 4--4) o 子 ど も の 発達段階に 応じ て , 遊

びが機能的遊び - 象徴遊び - ル ー ル の あ る遊び へ と変わ

っ て い く こ とを述 べ て い る｡

3) バ
ー

テ ン による分類

バ
ー

テ ン ( M .
Ⅰ)

.
P a rt e n
_
) は ､ 遊 び の社会性 によ っ て ､ 何

も しな い活動､ 傍観者的活 動､ l 人遊び ､ 並 行遊び､ 連

合遊び , 共同遊びの 6 つ に分類し て い る ( 表 4-5) 0

4) 山下俊郎によ る分類

山下 俊郎は ､ ビ ュ ー - ラ ー ー ( C . B u h 】e r) の r 遊びとは機

能の 快をもた らす活動 で ある｣ と い う定義に基づ き, 幼

児心 理学の 観点か ら遊び を感覚遊び､ 運動遊び､ 模倣 ･

想像遊び､ 受容遊び, 構成遊び 5 つ に分類し て い る ( 義

4･･･6) ｡

5) 仙 円満によ る分類

仙 田満は建築学の 観点か ら主に屋外で の遊びを対象に

遊 び と空間の 関わ り によ っ て 物理 的環境内で の 遊び ( 物

と の 遊び, 場で の遊び) , 人 的環境内で の遊び ( 人と の遊び ,

行為 の遊び) に分類し て い る ( 表 一4-7) .

4- 3) 子 どものi猿びの 分強

力イ ヨ r7 の 壷びによる遊びの 分類 ロ ジ ェ . カイ ヨ ワ ,
r 遊びと人間 (文 4-2 )J より ､

ビアジ 工 1 7 ト テ 1 ･ 山下ら に よる遊びの 分類をま片 山忠次
･

名
'
,

fi 川知子 ､
r 生活保育 の

創造 (13L
'

`l-3 ) J より . そして 仙田浦 による遊 び .
,

JL) I,I 嶺は仙田滴 ､
r こ ども ･

J-) あそび環境
文 4 ィ1)Jl をそれぞわ参照 して い る o

表 4-3 カ イ ヨ ワ に よ る遊 びの 分類

鋸争

( A 巳Or
.

.- 競技)

捗者の 掛叫が 正確で文句 の /J ,
1 信也を持 ち得 るような理想的条件

の 下で 尭兵争着 たちが争 えるよ
L

) に ＼ 下等 の チ ャンス が 人為的に設

足 さf 'J 二琵軍争 け ツ カー､ テ ニ ス /1- ど)
偶然

( AJ e a- さい ころ L)
( ルーL , ツ ト､ 三く じ､ 競琵〒

穣王疑

自分が自 分で /= い何者かで ある､ と戯れ に信
,

j たリ ､ 自他に 信 じ

さ せたリ する とい う事実を 共通の 精微 とする多様な- 系列の 現象
(:rr 如ー{J ry 一 物真Ir-3.

) である , 遊ぷ人は , 自分の 人格を- 時自引二忘れ ､ 偽リ ､ 捨てて別

の人格を蓋う ( カ ラオケ ､ コス プン )

耽里 滑走 ､ 回転木馬 ､ フ ラン コ ､ ダン ス . オートJヽイ . 遊 憂他の r絶
(:it t x r 渦巻 き) 叫マ シーン｣ はイリ ンクス の 最た るもの

蓑 4-4 ピ ア ジ ェ によ る 遊びの 分 類

機能的遊び
感覚運動機能の 発達 にともなう遊 び.J 手足 を動 かし､ 視聴覚

. 喚覚 .

触覚 一 味覚など を駆使 して快感 を求めて遊 ぶc

象徴遊 び

撮み木を動物や乗物 に見立て て 連ん たリ ､ 人形をお気 に入リの 赤ん

坊にして お母 さん役を演 じた リ ㌻るー また ､ テ / ピ ー アニ メに登場

するヒ- ローを演 じたリす る遊 びぐ 語矢口的 発達 と情動酌側面の 発達
こ関係L J てし
_
＼る. ,

ルール の
ある遊 び

規則を作リ ､ 協力 し､ ルール を守る義務 を生 じさせる遊び ○ 他者の

立場を卑解 し､ 綱に事故 との 莞係を 国リな がら窪 められるの で ､ 自
己を客観視 しなければな らな い-L% 面 も多< なる 丁

ルール に従つ て ､

仲間と協力しなtJtLら遊ぶ こ とを通 して 自己中心尊 から立つ 自己中心
性 へ ､ 他律-'Ti から自立告 へ と移行 して いく e

表 4-5 バ ーテ ン に よ る遊びの 分類

何 もしな い話動
とリとめの ない卓 びで ､ 偶然見つ けた興味の ある もの を見つめ て い

るc Ej を引< もの がない とぶ らぶ らL , て い るウ (1∫ ℃ C し▲光 d b cr n v 由う

傍観者的活動 他の 子の遊 びをみ て い る ウ 遊びに 加ゎ らな い ウ ( r' n b 火 e r b d l a V k y)

1 人造ぴ
1 人で満足 して逝 ぷ ○ 他の 子 どもの 遊びは全< 気 にならず ､ 自分 て

人の世界で遊ぷ , ( s(東お y 噛 e ｢℃ b r-.t 曲 y)

並行遊び
他の子 どもの側で逝 ぷ亡 相互の 襲わリ合い はな いが ､ 同じ場所で逝
ぷ

○ (p a ｢ a b l a ct Nit y)

連合遊び
他の子 どもと- 終 に遵ぷ ぐ 書記のご つ こ 遊びで十分に役 割を果た し
たリ ､ 責任を まつ とうで きない 【 (a s s.: x; h tiv e p h y)

協同遊び

複数の 子 どもが細織的 に役 割を持ち ､ 巨的にそつ て 遊ぷ J L, - ルを

自分たちで相談 して決め るなど , 高度で 複雑な相互醒係を持つ 遊び ,

( c ∝ p e r at iv e s Lt Xd e m e rlt a ry P b.y)

表 4 - 6 山下 俊郎 に よ る 遊びの分類

感 覚遊 び

感覚機能を働かす こ とによリ､ 決をもたらす遵び ウ 視聴 監 触覚, 喚覚 ､

味覚などを通 して禁 しむ遊 びや

(オル j
-

- ルを聴く ､ 淀 や粘 土の 感触を果 しむなど)

連動遊 び

身体活動その ものを禁 しむ遊 び○ 体全体を使つ て ､ 滑リ 台やジャ ン

グルジムなどで遵ぷ e

( トロ ッ コ ､ 三 輪車 ､ 自転重 , ボ- ル , 耗 跳ぴ , かけつ こな ど)

模倣 ､ 想像遊 び
社 会生議を模倣 し､ 仲間 と役割 を担 つ て遊ぷ ,

ごつ こ遵ぴ に典型的
に現れる ○ ( まま ごと､ 郵便 ごつ こ

､
お店やごつ こ , 劇な ど)

受容遵び
外 から与え られた文化財を鑑賞 するとい う受け身にな つ た逝ぴ ○

( 絵本をみたリ ､ お話を開 いた リ､ ビデオを見たり､ C D を湘しl たリ ,

人 形劇を観たリするなど)

構成遊び

ものを組 み立てたリ ､ 自分で構想 して計 画的 に議動する遊び , 構極

的に対象と関わリ ､ 目的を持 つ て仲間と協 力して達成 して いく遊び
( 積み 木遊び ､ 制作遊び ､ 折 リ紙な ど)

表 4-7 仙 田満に よ る遊びの分類

物的

環境 内

で の 遊び

物 との遊 び

切 手集め などのく収集遊び>

ミ ニカ
ー

や笹舟 などの< おも ちや遊び>

花観みや スズ メとリなどの < 生物遊び>

凧作 リな どの < 造形遊び>

場での遊 び
ピクニ ッ クや肝試 しな どの < 非日常的空間体験>

隠れ家作 リや爆竹あ そぴなどの< アナ ー キ ー あそぴ>

人的 人との 遊び

野球やオセ ロな どの < ゲーム>
ス タ ー

の物真似 ごつ こ や駄菓子屋あそびな どの< コ ミ ュ ニ

環境内

で の 遊び

ケ- ショ ン >

行為の遊び
す もうや馬跳び , 竹 馬やフラン コなどの < 身体感覚遊び>
｢ なぞなぞ｣ な どの < 頭 の あそぴ>
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第 四章 子 どもの 遊び 場 面か らみ る コ- ナーの 利用 矧 生とそ の 要 因

4-2-3 本研究にお ける遊び の分類

1) 遊び行為と遊び 以外の 行為

本研究で は自由保育で 行われ る 行為 を対 象に論じ て い

くが ､ 自 由保育中で 子 ど もはず っ と遊ん で い る わ け で は

な い ｡ 自 由保育は開園 ((_
)8 :() 0 - () 9 :()(

-
)) か ら I l :() 0 頃 ま

で の 時間に 行われ て お り , 子 ど も の 登 園 ､ 鞄 を しまう ､

お帳面に シ
-

ル を貼るな どの 行為も行わわ る｡ 遊び と コ

ー･
-

ナ -
ー と の 関係を論じ て い くた め に､ 以 下 の 分析で は遊

び行為に着目す る｡ 遊び行為とは ｢ 子 どもがある 目的 (意

志) を も っ て 主体的に取 り組む行為J で あ り保育の 遊び

の 意味と関 連づ けたo 遊 び 以外の 行為は , 鞄 を し まう ､

シ
ー -

ル を貼る､ 靴を履き替え るな ど の 登園か ら遊び出す

ま で に必要な行為や また ボ ー つ とす る､ 歩 く ( 移動) な

ど目的がは っ きり しな い 行為とした o

自由保育l二11
こ] の 遊 び行為の 割合を図 41 1 に 示 すu 全体で

は約 8 割 の 行為が遊び行為で あ り . 3 歳児は登 園 し て か

ら遊び出すまで 時間がかか る こ とか ら, 遊び行為の 割 合

は低めで ある｡

2) 遊び行為の 分類

自由保育中の 保育室 ･ テ ラ ス で み られ た子ど もの 遊び

行為を保育学の 観点か ら の 山下に よ る 遊びの 分類を参考

に 6 グル ー
ー

プ､ 1 1 種類 に分類した ( 表 4--8) ｡ 本研究の 分

類 と山下によ る分類と の 関係を表 4- 9 に 示すc 山 下 に よ

る遊びの分類との 逢い は l
什
構成遊びJ の 位置づけが 大き

く 異な っ て い るo 山~-~F に よる ｢ 構成遊び｣ は 折り紙
･ ブ

ロ ッ ク の組み立て ･ 大型積み 木で の遊びな どが 含まれ る

が ,
こ れ ら の 遊びは場所の 利用 の仕方が 異なる ｡ 例 えば ､

大型積み木で の遊びは ､ 家 を つ く る, 囲 い を つ く るな ど

場所づくり で あるが ､ 折 り紙やブロ ッ ク の 組み 立て は も

の 作 りである｡ こ の た め､ 本研究では r
~
構成遊び_

】 に っ

い て は遊びの 種類を､ 造形遊びと構成遊びの 2 つ に分け

て い る. ま た､ 本研究の r 象徴遊びJ や 暮ザ
- ー

ム 遊びj

は 山下によ る分類で は分類で きなか っ た ため新 しく 種類

を追加した ｡ 山下 の l
~
感覚遊び

.
j は ､ 感覚機能を使う遊

び で あるが ､ こ れ は あ らゆる遊びに関係 して く るた め ､

今回 で の分類では除外して い るo な お ､ 以 降 の 分析で は ､

分類 した 1 1 種類の 遊び行為は ｢ 0 0 遊び｣ と表記す る｡
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うさぎ組

( T 薗 3 義兄)

ちゅ うリコ ぷ 組

( M 憂 3 歳児)

たん ばば組

( M 露 4 遺児)

うめ絶

( M 園 5 歳児)

全体

匡ヨ 遊 び 行為

⊂コ 遊 び以外の
'

17 為

0 % 1 0 % 2 0 % 3 0 % 4 0 % 5 0 % 6 0 % 7 0 % 8 0 ヲG 9 0
1

3乞 1 0 0
'

X

遊び以 外の 行為 とは誉寒 から遊び 出すまで の r鞍 を しまう . 牲を履 き替える｣ な ど

の準備行為 ､ 遊び中の無為 や移動行為である ｡ また ､ 行為敦は 2.
5 合お きの 観 察で み ら

れた子 どもと保育者の人数 であり ､ 全調査 日の 合計 を哀してい る c

図 4-1 自由保育中に お け る全行為 中 に対する遊び行為 の割合

表 4-8 本 研究 に おけ る 遊びの 分 類

遊びの 分類 遊び 内容

もの を

作 る遊び

製作遊 び 紙や廃材な とを佳 つ て い ろい ろな形 . もの を作る遊び q

造形遊び

,i氏以外の フロ ッ ク. 寿占土な どを組み 合わせたリ して い ろ い

ろな形
t もの を作 る遊 びぐ あるもの を並べ たリ ､ 集めた リ

するi況集遊 びももの の 構成 の 1 つ と して この 遊び に含め

て いる
つ また､ お盆描 きも含める つ

ものを

使 う遊び

額倣遊 び

日常生議の で きごとを真1E1 て莞 しむ遵び ウ 代表的な遊び は

まま ごと遊 び . 他 にもお医者 さんごつ こ ､ お店屋さんご つ

こ な どの ごつ こ遊 び､ 人形 . ぬい ぐるみを便つ た遊び ､ 動

物の 真iJ:1 が あるで

受容遊び

絵本を読 む 一 言禁を聴くな どものを蓬賞するとい つ た受 け

身純な遊 びつ また､ 音 を莞しむとい うこ とか ら音を出す遵

び もこ こ に含めるe

象徴遊び もの をあ るもの にみ たてて莞 しむ遊び

ゲ ー ム遊び

す ごろく やパ ズルなど ､
ある決め られたルール にそ つ て莞

しむ遊び ○ 市版の もの が多 いが ､ 大人や子 どもbi 経 つ た 亭

作リの ものもある ○

場所 を
構築遊び

大型撮み 木やつ い たて な とを僅 つ て場所を構築す る遊 びウ

大聖積み 木を使 つ こある もの ( 飛行機やロ ボ ツ 卜) を件 る

作 る遊び 遊び ○ また措み 木を積み 上げたリ ､ つ いたてを並 べた リと ､

大 きな もの を便つ た構 成遊び も含め る℡

場所 を

使 う遊 び

場所遊び
子 どもが大 型積み木やつ いたてな どを使 つ て作 リ出した

場所 を何 かに見立てて ( 清リ台な ど) 禁 しむ遊 びぐ

運動遊び 体 を動 かして楽 しむ遊び , 闘 い ごつ こな ども含 めるウ

保 育者が

課題遊び

自由保 育中に保育者が子 どもにな げかけて あるテーマ に
主体 とな そ つ た製 作をする , ある

一

定の期 間 (
一

週間な ど) で全 員

る遊び が取 リ組 む ご

その他
もの を探 す , ものを持ち込むな どの遊び とは直接 裾供 しな

い 行 為､ ものをみる 一 みせ る､

表 4-8 本 研究の 遊びの分類と山下 に よ る 遊びの分類との比較

本研究 によ る遊び行為の分類 山下による遊びの分楚

もの を作る遊び
製作遊び 構成遊び

造 形遊び 構成遊び

もの を使う遊び

模倣遊び 模倣 . 想像遊び

受容遊び 受容遊び

象徴遊び

ゲ ー ム 遊び

葛所を侍 る遊び 構築遊び 構成遊び

場所を使 う遊び
場所遊び 構成遊 び

運動遊び 運動遊び

保育者が主体 とな る遊び 課題遊び

その他 その他遊び



戸口 テ ナーI : .
･

二) 1 配: ､ : 51 LLl] r
H
J / こ こ二. コー

↓ J~
_

･! LrT1 7 引竺 .

i

_
千[二′

T

iL･ rj
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1) 製作遊び

l 製作選び｣ 卜上紙 や 空 き:f:(
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r L
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図 4-2 製 作 遊 び の 様 子
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ト
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/
L
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下
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め L^ ん で 撞ん■7? し＼る.

造 形 遊 び の例

･ お妻妾手昌き
･ 絵本 を作

7
i)

･ フロ ッ ク左柑みi L て る

･ ¥jl 土を T る
･ 色フ九を作る
I
l

i?】LJ 著と線で 繰頁 7 を作る
･ ドロ タン ゴを作る
･ 毛糸とカ ブ フで / 1 フ // を作る

苧
･ 毛糸を伝っ■r 窮 み切 をする
/tL ど

国 4-3 造 形遊 びの 桂子

写 真 ･ 上

ままことをして 遊 んで い るナ それ

ぞれの 投 ( 母 ､ 7 た と) を7 どもた

ちが茨 〇てし＼る.

写 真- 下
遊具の 包T やま正広 を仕 っ て 料理

をし て超 んで い る｡

模倣遊びの 例

一軒守を㌻る

- ごは んを食 べ る
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- お人)じ･ ぬ い ぐるみ 近び
･ お医者さんご っ こ
･ お店崖 さん ご っ こ

- 動物の 動きを兎似る
- ヒクニ･ソクご っ こ
･ 買 い 切 ごっ こ

I= t

園 4-4 模 倣遊 び の 様子
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6) ゲーム 遊び
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ー
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･1-7) e こ こ で述 べ るゲ - ム は 重l ]̂ で 行 う ゲーム と し て ､
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1
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ナ-ーで あ っ て +
i

, , 【編み物 ･ 家 の各 コ
ー

ナ ー -】 は 兼用的に 利用 され て い る tl こ れ ら の コーー
-

ナ-
ー

の

設定す る時期は 1 月 以降で あり ､ あ る 程度子 どもたち が

創造的に遊 べ るよう に な っ て い る時期で あるた め に､ 期

間限定で 設定され て い て も､ 兼用的な場所とな っ た と思

われ るo

コ
ー ナ ー

以外 の 場所で ほ ､ は とん ど の 調 査日 で 兼用 的

な利用 ､ ま た は運動遊び の 専用的な利用 の どちらか とな っ

て い る. コ ー ナ ー が 設定さわ て い な い こ と で じ っ くり と

取 り組む静的な遊びは定着しに くく ､ 闘 い ご っ こ やか け っ

こ の ような運動遊びが主 に行われ て い る ,
,

以 上 ､ コ ー ー ナ - - の 専用 ･

兼用 的な利用 の 時期的な変化

をみ て きた ｡ 常に 設定され て い る コ
- ナ -

で は専用的な

利用から兼用 的な利用 へ 徐 々 に 変化する こ とが読み とれ ､

長 い 期間 コ
ー ナ ー

で 遊 ん で い く 中 で 子 どもたち の遊びが

多様化して い ると思 われ るe ま た ､ 期間限定で設定され

て い る コ ー ナ ー は ､ 設定する 時期にもよ るが､ 専用 的な

利用 がされ る こ とが多い o

- 1 1 2 -
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4-3-4 コ
ー

ナーと遊び と の 関係

各 コ -
-

ナー
:

E:
:L

ど の よ う な遊び が行わ れやす い か を み る

こ とで
,
コ - ナ - と遊び と の 関 係を考察す る o

表 4--1 1 は . L

'

i コ -- 十-- で そ れぞ れ の遊び が行われた 目

数を示 して い る ,
;
｢ ● ､ ○ ､ I

J の 合計が コ ー ナ - が言]と定

さわ て た日数て ､ 全 調 査 で 常に 設定され る場合は 1 8 u 間

とな るo そ して ､

｢ ● ､ O ｣ は , 遊 び が み られ た日数を 示

して おf
,

) ､ そ の 内､

【ー●
_
l は各 コー- ナ

- -

で の 行為割合 (4- 3一一2

コ ー ナ ー ･

場 所別 の 遊び行為 の割 合を参照) が , G O % 以

上( 専用的な利用 とな る) 遊び を示し て い る ｡ ま た ､ 各 コ ー
ー

ナ -

で の 行為割合が I O % 未満とな る 遊び は､ コ
ー

ナ - と

の 関係が浅い と判断し､ こ の 表で は除外して い る｡

こ の裏より , コ
ー

ナ
ー

に よ っ て 行われやす い遊びが異

な る こ とが分か る｡ 大 きく ､ 1 1 種類の 遊びを もの 作り の

遊び､ も の を使う遊び ､ 場所づく り の 遊び､ 場所を使う

遊び ､ 保育者主体の 遊び に 大別 し て ､ ど の コ
- - ナ -

で 行

わわやす いか を以 下に示す っ

もの作りの 遊びは ､
r 製作遊び) や r 造形遊び

..
1 で あ り ､

【製作 ･ 絵本 ･ 折り紙 ･ 粘土の コ - ナ - 】 で行われる こ と

が多いc 特に ､ 【製作 コ - - ナ - ー】 で は 1
~
製作遊びJ との 関

係が強く､ 全調査 日 で ｢ 製作遊び｣ が行わ才1 て お り, 行

為割合が 6 0 % 以 上 とな る日 も多い ｡

同様に ､ もの を使う遊び を み る と､
｢模倣遊びl は 【ま

まごと ･ ご っ こ の コ - ー ナ - ー】 との 関係が強い と いえ るo (-餐

容遊び｣ は 【絵本 ･ 音楽の コ ー ナ ー

】､ ｢ 象徴遊び｣ は ｢ 絵

本 ･ ご っ こ の コ - ー ナ1
-

】､ rゲ
- ー ム 遊びj は【ゲ

- ー ム コ - - チ - ー

】

との 関係が強い ｡

場所づく り の遊びは ､ 【ままご と コ
- -

ナ
-

】､ コ
- ー

ナ
- I

以外の 場所で行われ る こ とが多い ｡ こ れ は ､ 子 どもが コ ー

ナ
-

を 新しく つ くる ､
コ - ー ナ - ー を つ く り変える遊びであ

る ｡
こ の 子どもによ る コ ー ナ ー づ く りは , あ る特定の 場

所で行う ことが多い こ とが分か る｡

場所を使う遊びは ､ 各 コ
ー ナ ー

で も み られ なくは な い

が ､ 主 に コ - ー ナ - ー

以 外 の 場所で行う こ とが 多い ｡ 運動遊

びは広い 場所を必要とするため ､
コ ー ナ ー で は み られ に

く い遊びと い える｡

最後に､ 保育者が主体とな る ｢ 課題遊び｣ は､ 【製作 コ ー

ナ
ー ー

】 で 行うか ､ 新 しく 【課題遊びの コ
- ー ナ - ー】 を設定

して 行っ て い る ｡
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第四 章 子 どもの 遊び場 面 か らみ る コーナーの 利用特性と その 要 図

･ 各 コ ー ナ ー にお ける遊び 方 の 時期的な変化

【製作 コ
ー ナ ー

】

【製作 コー
ー

ナー
-

】 は l 製作遊びJ が み ら れ る こ とが多い

が ､ :i/ (; 回 は兼用的な場所とな っ て い る ｡ そ の 内の 1 2 日 ､

2 月 は 雪だ る まや 劇の お面の 製作とい う F 課題遊びJ を

【製作 コ
ー ナ ー】 で 行 っ て い たため で あ る ｡ そ の ため ｢ 課

題遊びj が 行わわ る日は l 製作遊びJ と l 課題遊びJ の

兼用的な場所とな っ て い る｡ また ､ 残 りの 1 1 日 は ､ あ る

男 の子が長時間 1 人 で遊ぷ場所とな っ て い たため で ある.

こ の 日は【製作 コ
ー ナ ー

】 で遊ぶ子は ほとんどみ られずに ､

こ の 男 の子 も コ
- ー

ナ
- 一

に あ る机で はなく床で遊ん で い た ｡

そ の ため ｢ 製作遊び｣ は あ まりみられな く 兼用 的な 場所

とな っ て おり､ 特殊なケ -
-

ス だ っ た と思わわ るo

【折り紙 コ
ー

ナ
ー

】

【折 り紙 コ
ー

ナ
ー

】 は 1 1 月 ､ 2 月 に 設定され ､
い ずれ

も r~製作遊び
.
】 の 専用的な場所とな っ て い るo う さ ぎ組

の 女の 子は 折り紙 で よ く遊ん で い たが , まだ 1 人 だ けで

は 上手 に折る こ とが で きな い ため保育者に 手伝 っ て もら

う こ とが多か っ たo そ こ で 保育者と女の 子 たち がず っ と

遊ぶ ことが でき るように 【折り紙 コ.一
- ナ - -

】 が 【製作 コ
- I

ナ
-

】 と は別に コ ー ナ - と して 設定さわ た ｡ 折 り紙 で遊

ぶ子が多か っ た た め コ ー ー ナ - の 設 え に関わ らず 【折り紙

コ ー ナ ー 】 は ｢ 製作遊び｣ の専用 的な場所とな っ た o

【粘土 コ ー ナ ー

】

【粘 土コ
- ー ナ - -

】 は 1 0 月 - 】
_
2 月 に机だけが 置か わて

設定 され て い る｡ 1 0 月 ､ l l i;= ま粘土遊びを行う子 が多

く r 造形遊び
.
J の 専用 的な場所とな っ て い るo 【製作 コ

-

-
-

ナ -

】 に近 い場所に机が置かれ て い た こ とから､ 1 1 月 に

は r 製作遊び.j
も行わ才1 て い るo 同 じ設え の コ -

ー

ナ1 - - が

隣接 して い る こ と で ､ 両方の コ ー ナ
ー

で み られ る遊びが

行わ れ やすくな っ て い た と思わわる｡ 】.
2 月 には 【ままご

と コ ー

ナ
ー

】 の 近く に 設定され たが ､ は と んど遊びが行

わ才l な くな っ た ため 粘土は ままご と コ1一- ナ - ー に 置 かれ る

こ と になi:〕コ
ー

ナ ー と し て設定されな くな っ た｡

- 1 1 6 -

【ま まごと コ
ー

ナ
ー

】

【ままごと コ
ー ナ ー

】 は常に設定さわ て おり ､ そ の ほ と

ん どが l̀ 模倣遊びl の 専用的な場 所とな っ て い る ｡ ;う 歳

児と い う年齢が低い こ と もあり ､ ま ま ごとを中心 とす る

1 模倣遊び
_
l がよ く み らわた o 3 月 に は 兼用的な 場所とな っ

て い るが ､ 【家 コ ー ナ ー 】 と行き来しな がら子 どもたち で

好きなように コ - → ナ - - の 設 え をア レ ン ジし て遊ん で お り ,

単に ままごとをす る と い う遊び方より もより 工 夫し て遊

ぶよう に な っ て い る ｡ こ の 他にも 1 2 日 に はブ ロ ッ ク を持

ち込ん で ｢ 造形遊び｣ を, 2 月 には製作材料を持ち込ん で

r 製作遊び
.
】 をす る こ とがみ られた o 他 の コー

ー ナー
-

か ら遊

具を持ち込 み 【ままご と コ
ー

ナ
ー

】 で 遊ぶ こ とか ら, こう

歳児 にと っ て こ の コ
- - ナー

ー

が 思 い 入 れ の 強 い 場所とな っ

て い ると思われ る ｡

【家 コ
ー

ナ ー】

【家 コ
- -

ナ
- -

】 は劇に使用 する大道具を利用 し て 2 日 -

3 月 に設定され て おり ､ 兼用 的な場所 とな っ て い る o 特

に遊具は置い て はな く子 どもたち が好 きなよう に 遊 べ る

よ うに して おり､ 大 きな段ボ ー ル で 作られ た こ の 家は子

ど もがそ の 中に入 っ て も十分に 隠わ られ るよ うな も の で

あ っ た ー
こ の コ ー ナ ー

で は闘 い ご っ こ を し て い る男 の 子

た ちが基地 とし て使 っ た り､ 女 の 子が遊具を持ち込ん で

まま ごとを したりするな ど日に よ っ て い ろ い ろな遊びが

み られた o 特定 の 遊具が 置い て な い こ と､ 隠れ 家 の よう

な設え で あ っ た こ とが い ろ い ろな遊びが 行わわ る兼用的

な場所とな っ た と思われ るc

【絵本 コ
ー

ナ
ー

】

【絵本コ ー ナ ー 】 は常に設定され て お り､ 複数 の遊び の

専用 的な 場所とな っ て い るo こ の コ･ 一 -

ナ
一 に は絵本と

一

緒 にブ ロ ッ ク も置い て あるた め , ブ ロ ッ ク を使 っ た ｢ 造

形遊び.
1 の 専用 的な場所にな る こ とが 最も多い ( 1 0 月 ､

1 1 月 ､ 1 月) o また ､ 【折り紙 コ ー ナ ー 】 が設定され て い

な い 1 2 日 ､ 1 月 で は折り紙で 遊ぶ こ とが多くみ られ ､
【̀製

作遊び｣ の 専用的な場所 とな っ て い るo 3 歳児は絵本を

まだ 1 人 で読む こ とが赦 し い こ と もあり ､ 絵本を読む こ

とは 1 1 )
::

= こ少 しみ られ る程度で あ っ た , そ の た め 【絵本
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ず わ も I f f -
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ム 遊7J
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ほ お 正 ｣] r二間適した ゲーム ､
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J

[l
'

肯か 作-J た魚釣

･

'

) ゲーーム が 舞 い て あ る ｡ 干 ど もたち に と っ て 二J L ら の ゲー-

ム が 珍しか- ) た こ と も あ っ て ｢ ゲ- ム 遊び｣ が 多 く み ら

t l る こ と とな っ た u 麦 た .
こ こ で は l 製作遊び【 も
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j ) し

み ち才1 て い る が ､
これ は 【製作 コ ーナ ー】 と 【

'

J
:

- ム コ ー

ナ ー】 が同し二机 の 設 え で 隈指し て 設ンi: さ れIC い た た め ､ 【製

作 コ - ナ - 】で のl
~
製作遊び｣ が【ゲーーム コ ーナ

ー

】 に 広 が っ

た と思 われ る ｡
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1
戸手~lごほ コ ー~ト -1

､

人外 U) 場JErr L 二 t ' 遊 び:/) l･
7

_
L らゴi て い
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{
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-

I) ( ミ〕 1 偶 取;吐こF l

を守;･ い , そ U ) 喝】J斤で 遊ぶ こ と が あ る
_
l l ) H : ほ 【壬 宝 ご

と コー- ナー-】 の 近 くt 二fL
E

i み 木 が 置'二い て あ る 二 L で 【宝 ま

ごと コ ーナ--】 の 陣 に らう ー つ の 肘 壬を つ く る こ と を ;^
r'

j

し む こ と が み ら れ た-. 二 の 仰 の よ-:) に 桁み 人 の.Fl
l

!

f 喜I-[,)ii)i

に よ っ て ほ コ ー ナ ー と 関連した遊び ノj が み ら才Ⅰる こ と も

ある. 中央付近の 域i lTF で は 退 勤遊び が 行われ て し1 る 〕 fu]

も な い こ と が闘 い ご--,】 二 な ど の 体を軌か し て 遊 ぶ こ とを

孟雇発 し て い る と も い え る ｡ H 月 で は そ の よ
:

) な 広 ( 空 け

ら5 1 た 胤軒がなか-1' た た め . ほ と ん ご ｢Ⅰ聖刺:r& びr が子/.

わ れ る こ と は な か っ た ー

テ ラ ス で ほ ｢ 運動遊び｣ が よ く子Jl-i-) 4 L て い る が ､ 1 ( けj .

1 1 月 で は テ ラ ス に 敷物を11
(
( い て ピ ウ ニ･ソ

J-/ ご っ こ と し て

｢ 模倣遊びJ が
I

r;- わわ る こ と も み ら わ て い る
_

コ ー

ナー
ー 以 外の 場所で は, 千 ど も た ちがi!]] 所 を

一

っ く る

｢ 構築遊び｣ や 動き 阿-) て 遊 ぶ ｢ 運軌遊び｣ を7i う た め の

局所 とな っ て い る 6

製作 コーナー
専斥

重用

( 製作 . 逼丑Z .

弟月

〔各作 ,

漂毘逓ぴ)

専用

義持

( 製作 . i昌形 . ㌔: 筆用､
( 製作学び) 示筏卜 他の 迄

ぴ)

( 製作遼び)㌔ 表徴 . 票喜 一

他の益ぴ)

( 転作遊び)

tF リ綻 コーナー ･ ､ 専用
( 製作遵モ>)㌔

. 皆用
( 丑子宮迅 ひト

粘 土 j- チ-
､ 専用
( 造脂遵び)

′専用.
:-/

( 追l6遜て刃､
専用

(電位曳点U )

まま ごと コーナー
専用 ∴:.i-用 ､

､
汚用 ∴ ㌔

:

- 藷fq /
;

- 専用 .
着用

( 境地 . 絹
^

S i- .

他の 溢 ひ)
(一翼倣i蟹ぴ) 蔓碩 嘘 如 ( 那t 汚ぴ) ㌔.( 媒

1
, W 1 ぴ) 捕;UA?Tq び)

泉 コーナ-

克用

( 瑠所
.

杭纂
ー

他の 達ひ)

兼用

( 製作 . 嬢軸 .

象12(- 他の E1
ぴ)

絵本 コーナー
弓R3 / 曹 招

兼房

( 製作- 他 の 必
〟)

専用 守f巧 常用

(iB 形達ぴ 'l ㌔(〕昌形誘きぴ) ( 製符E{ u :) ( 荘形蕗ぴ) ( 運動蒋1L >)

雷雲 コ- ナ-
専用

( 受容連 ひ)

ゲーム コーナー
葛 尾

( ケ- ム遊 ひ)
専用

( //- ム遠ぴ)

1 1 7
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ナ1
-
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-
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･
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く乱作逸ぴ) ㌔(纂祭態ひ) i製作遠ぴ) 膿 蕗盛ぴ)

フロ ッ ク コーナー
雪月

( 這 形遊び)

養用

( 宝与 . 魚i圭 一

撃副 一 触の 迄

ぴ)

鼓用

く迄
r
qf . 簸て丑 .

連動遊び)

着用
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ま ま L

_LJ
J

とコーナー
㌔: : 専用 : i

㌔.
専用 ､ 専用

､
′ ･

菅 包

穣(,% 澄む) ( 積憤泣ぴ) ≡ ;二(額東逼ぴ) ,㌔
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専用 専用

兼用
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( 熟萄売主て> ) ( 無徳選び) 構毎 . 他の 遵

び)

‡会j 5: j - ナ-
専馬 車用

遼 ぴな し
専属 ∴

(東倣遊び) ( 象徴逝ぴ) ( 受容畠糾
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: ;

,

専用
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- 1 1 8 -
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′
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1
i
'

ゴ = てし - j〕二 と が み
L二
〉 か て い る

_. 【絵本
コ ー

トー】 l l 人 = 丁上i･く に(:I: j
L

F?t し て い る た め か ほ と / i / と滋二てノ小

-F い二' イ【 ろ こ と は な い ,

.
ir 上 . 1 H : H l に な る と コーーナーー

以外 u-) i ,E W rr で-~j
二 ど ら た t-, が 1 ス や 積み 木を仕 7 て]!

r
,
I

l

]戸)了を

つ く る こ とが多く み L:) 4
J

[ る よ う に な--) て く る ｡

･ 各 コ - ナ 一に おけ る 遊び方の 時期的な変化

【製作 コ ーナー】

【1jI3 作 コーーナ-ー】 は t て の 銅査 R で ｢ 製作遊び｣ c,-) 専 川

的な IBj
,
[
.

r と な ｢ て い る G 行 為数 も他 の コー- ナー- に比 べ て

最 も多く . ちEIZ' う り--' ぷ 組 で は ｢ 製作遊び｣ が 活 掛 こ手i

わ 才l て し1 る こ と がク)
h

か る c

【ブ ロ ッ ク コ ーナ ー】

【プ [ ト./ ク コ ーナー】 で は ～) j =1 は ｢ 造形遊び｣ の 専月】的

な場所 とな っ て い る が .
1 2 日 -

3 月 で は兼用的な場所 と

tJ:- 7 て い る u
こ の コ ーナ ーは 敷物だけ の 設え で ｢1 J 央 に 配

置 され て い たた め ､ 誰で も人り やす く な っ て お り . 他 の

コ - ナ - で の 遊び に 影響を貿け ながら い ろ し1 ろ な遊びが

行わ才1 る よ う に な っ た と 思われ る｡

【ままごと コ ーナ
ー

】

【至 宝ごと コ ーナ
ー

】 は全 て の 謝査 日 で ｢ 模倣遊び｣ の

専閉的 な場所 とな っ て い る 8 特 に 1.
月 ､ 3 月 で は l 模 倣

遊び｣ が よく み られ る よう に な っ て おり ､ 【ままご と コ ー

ナ- -】 を中心 に コ ー ナ ー 以 外 の 場所に も遊びが広が っ て

い る ｡ I- ど も の 成島と とも に ｢ 模倣遊び｣ の 遊び 方も多

様な 工 夫が みられ る よう に な っ て い る ｡

【辻本 1
-

ナ
ー

】

【絵本 コ ーナー】 は 常に 設定さi t て い る D し か し､ た

ま に絵本をみ る l 受容遊びl . 人 形 で 遊ぶ r 模倣遊びL を

す る こ とがあ るが . 行 為の～1 布ほは ほ とん ど み られな い .

こ の コ
ー

ナ
-

は 人 l_
J i1
:

TrELi
に 配置され て い た た め､ あ ま り

諮ち着 い て 遊ぶ 場所ではな か っ た と考えら .i 1 る
｡
この コ -

ナー- は . も と も と自閉症 の 子 が 気 に 入 っ て い た コ -
-

ナー-

で あ り ､ そ の T が す ぐ保育室 で 遊び約められ る よう に 入
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がみ られる ようにな り兼用的な場所にな っ て い た ｡

【課題 コ ー ナ ー 】

【課題 コ ー - ナ - -】 は 9 月 に テ ラス に 設定され た o
r 課題

遊び｣ の内容はお絵描きで あ っ たが ､ 【製作コ
ー ナ ー

】 と

は別の 場所に設定す る こ と で ､
｢ 課題遊びj を集中して 取

り組むよう に配慮して い る,3 そ の た めか比較的長い 時間

r課題遊びJ に取り組む ことが み られた c

【コ
ー

ナ
ー

以外 の場所】

ち ゅ うり っ ぶ組 で は コ
ー ナ ー

以 外に も積み 木付近､ 中

央付近､ 奥の洗面所付近の 場所で比較的遊びがみ らわ る｡

う さぎ組と同様に積み木付近の 場所は ｢ 構築遊び｣ ､ 中央

付近の 場所で は lう軍動遊び
.
】 がよく みられ て い る｡ 1 月

に は中央付近の 場所で もイ ス を使 っ て 場所を作る こ とが

み ら才1 ､ 徐 々 に遊び方が多様にな っ て い る ｡ また 奥 の洗

面所付近の 場所は 【まま ごと コ
ー ナ ー

】 の 延長 の 場所と

して r 模倣遊びJ が多くみられ た｡ 奥ま っ て い た場所であ っ

た こ と で､ まま ごとなどがしやすか っ た と思われる ｡

9 月 の 頃は中央付近の場所で l
~
運動遊び
_
J を行うだけで

あ っ たが ､ 徐 々 に コ ー ナ
ー

以 外 の 場所で も い ろ い ろな遊

びが行われるようにな っ て い る.

1 月 ､
3 月 な どは子どもたち で場所をつ く る こ ともよくみ

られ るような っ て きて い る｡

- 1 2 0 -

第四 章 子ともの遊 び場面 か らみ る コ - ナーの 利用 矧I
I

i とそ の 要 因

3) た んぽぼ組の 行為分布と各 コ
ー

ナーの 遊び方

･ 各月 の保育室の構成

たんぽぼ組で は 【製作 ･ ま 王 ごと ･ 絵本の 各 コ
ー

ーナ ー 】

が常に設定さわ て い る ｡ 9 日 に は 【粘土 ･ ご っ こ の 各コ - -

ナ -

】 も み られ ､ コ ー- ナ
-

の 種類が 多く み られ るが, 千

ど もた ちが コ-
- ナー

-

以 外 の 場所 で も遊び出す よう にな っ

たた め これ ら の コ ー ナ ー は 9 )~= 沈降設定さわ て い なシl o 1

f = こは冬 の 遊び と し て 【編み物 コ
- ー ナ - -】 が新た に設定

され て い る ｡ また こ の 保育室 で は 【製作 コ
ー ナ ー】 が 中

央に 広く 設定され る傾向が み られ るc 各コ
- -

ナー･ - は 部屋

の 角に 配置され て お り ､ 積 み 木が置い て あ る場所を広 く

空けて い るo

･

行為分布の 時期的な変化

た んぽぼ組で の遊び行為の 分布は､ 【製作 コ
ー ナ ー

】 に

分布が集中 して い る ことがみ られ る. 各コ ー - ナ -
-

に も分

布が み られ る が､ 同様に コ ー ナ ー 以外の 場所に も分布が

みられ ､
い ろ い ろな所に遊びが行われ て い る こ とが分か

る c 子どもた ちが 積み木を使 っ て 場所を つ くる こ とはあ

まり行わわて いな い が､ 【ままごと コ - - ナ - ー】 の横 で 場所

を つ く る こ と で コ ー ナ ー を 広げ て遊ん で い る こ とが み ら

れ た｡

･ 各 コ ー ナ ー にお ける遊び方の 時期的な変化

【製作コ ー ナ ー

】

【製作 コ
- ー ナ - ー

】 は r 製作遊び
"
l が多くみ られて お り

｢ 製作遊び｣ の 専用的な場所で あると い える｡ しか し､ ｢課

題遊び｣ が行わわて い る日は 】
-■
課題遊び

_
｣ が多くみ られ

る こと となり ､ 1 2 月 に は ｢ 課題遊び｣ の 専用的な 場所と

な っ て い る
. た んぽぼ組で はみ られた l

~
課題遊び,

1 は ク

リ ス マ ス ツリ ー ･ 雛 人形 を製作するもの で あり ､ 【製作コ
ー

ナ ー 】 で r 製作遊 U
-

J と
一

緒 に行わわ て い たため であ る.

また ､
1 月 は兼用 的な場所とな っ て い るが ､ これ は 【編み

物 コ
ー ナ ー -

】 が 【製作 コ
- - ナ - ー

】 の 隣に同じ机で設え ら

才l た た め で あるo 同 じ設え の コ
- ナ -

が 隣同士 にあ る こ

と で ､ い ろ い ろな遊びが行われ 兼用 的な場所とな っ た と

思われる o



宗 y7 昌 子 と t･の L瑳,:_ 場 面
/I , ら･ 与る コ ー

十-- /
｢
ト H .

rTl i
-

引1 ,
し

_
:

-:- (7) 要 図

責 4- 2 7 コ ーナー ･

場 所 別 の 逝 ひ 行 為割合 ( た ん ほ ぼ 組 'J 月)

コ~丁

メ.
:
l ニ コ~チ

i J

盲~
｣】
一 軍
ミ

･

･

≡きF LL-_i
j巨
…

:
.

･

:
_

○
F き二

一

i r = = コ =

. =
J

｢ 1
T

･
;

:

c)

:) .I J 1 7

iLll
,

T コーナー

ヨL ] 1J . ノ
i

L

.

国 4-2 3 保号 室 の透 ひ行 為の 分 布 ( たん ぽlま組 9 月)

筆舌右 コーナー

ビ7 / 1

.
{

石1･

.
呈lゝ

l

･;i - :･

＼

製作 コーナー

-
ol o

i : i .

_
と

コーナー

:戸与Ei
Al:

(印 昌伊ニヘ ンテ

__
⊥ こ 三三

囲 4- 2 4 保 育室 の 遊び 行 為の 分布 ( たん[まぼ組 1 2 月)

(空 c) て萱
' し

声l

編み物コ ーナー

〔iBノォ7=
l ミ斤)

( 与 3
1

イヾ.r ン

筑 両所伊三へ ンテ｣
｣

B

･: テラ ^

C l

-一言全軍 コーナ

､~ごア / †1 王J

:.
t
1

.15
/

-
1

市 ■

､

義作 コーナ

､~.三吉 こ と
コーナー

､

て廷
J
u T )

囲 4-2 5 保育室 の 遊 び 行 為の 分 布 (た ん ばぼ組 1 月)

図 4- 2 6 保 育室 の 遊 び 行 為の 分 布 (た ん ぽぼ紐 2 月)

1
謁享7

･ t当′
J

.
うf:
.
:Jil lJ-
/

■

づ- :/

T

辛 ,

T

d T L l
,

i
)
て EE)

枯 二 野戸l S つ/ i )

無声 Jて‡ 1ご/_
ーL10■′こ

I + -
r

l
'

/; b
L

/ . ンて l い〇<

革F
J

エr)

LS
L
I

T

T完): 六
ノ

f 守IT1 r
)ヨy l f

,/1
1r J L,J1{- ～

~早天 `

j- 訂T7I i γ 7-/ f与㌍ l1ゾ二 (i

T フ T. 辛 .ヨ こI / }1 しナ 】
'

J し/.
T フ ス

'

r

ノ
3]

T
I.1u

.
ヘ ノ テ

羊FF3
I

,うフニ ュ3 y .;- r l :
.( Jこて

lこ)くJH

丁 ブ ス 駈t J-I
lLて!

′
､
/ チ

キ用 JJi さ:.
一j ∴ ? 持 1 切 k: lO C X .

表 4- 2 8 コ ーナ- ･

場 所 別 の 遊 び 行 為割合 ( た ん ぼ ぼ組 1 2 月)

L
J
l
ノ

L 云 .
Y ･ 顔 色 至

:
i
I
愚1

-

ii
L
7
'

一
工
ち実 L L

'

3 if r 謹 む
.･
:
1

R 急 也 0
,
I

･_
7 ･ (

L

( ･~l . ;ヾ
-
T

p
'

､

.
J : ■ .･.

'

･ ∴
L

,
: : ､ P =L ･ .L .

二:
･

u

SJ 乍 可用 3 {i F X 2 % 2 3 = e 3 ㌢ コ75 1 ();) ‡ チ

_
6 写

よ占: こ上 苛 r=T
,

/
L

X- 問 Y
/ '

J 賢 3 X . I % l 1 1 〇〇ヲ: ( /.
J
+

+ キ詔 !}1 t < ^ 蓋 2 % 一口しi ガ E ]

･'わ
'IJ

t旨

EJ

l尺み r 1て f 熊,Fil S I P

_-
2 . 1 % 7 Y l t

'

i 拓 】与% lーー〔軌

甲宍 1.一声 無,i P
J % Z 5 実 8 荒 くS 菟 l コ¥ ー0 ⊂¢; 2 L1

T. 昏 付 火〒 香用 Z
r

2
'

) . 三R だ (i㌣. ぺ1 米 L【~Ji)i 1 r .i

虫 gTJ
` j ー;: 近 I 一l ≡;

l

X J
J-iS < 汚 ノ uフ:. ;亡-ラ; h lLー7;

t 3 2

ゴ 7 ノイ､. ､斤 ｢
:

. ち宅 a =
J
l
l

イ 呂;こ lfJ f_
rX lコ

-T フ ス 専j∃ r】1 ≠ も弓こ 1 u i W.
r ラ ス_

RJ⊇t -A
也

-

. ノ チ
E EL F ,7 J = :Flj架 I V r7 {

-53
J

LJ
^ EE ] h とプ£ l H 光 1 U t) y , ∩

表 4-2 9 コ ーナー
･

場所 別 の 遊 び 行 為割合 (た ん ぽぼ組 1 月)

製作 i
17
1舌三 項た

r

ii 容 態 恕
'
/ !A 詔 1妻‡iq 卓 <J

_
.

-苦言a [き5)-B TJ -a ( I :3! Tj 凄び in J ム 丑[} JTa U ,
1
1 L
r

j 孟u 讃u

∩
n
u

製[-
J

L 弗用
/
I
<jヲL

J

. 山 ■■■l由 1r)LJ * , : +
ま頁み

【
句 者斤i 4 2 r. > 7 3

<
○芳 Z ¥ 2 3E &

D

< l D ○ラー Z∈2

三言こと 着用 3 7 笥 T 〇黙 5 >-_
'

5 0 ¥ ID 〇¥ ー〇

良 一ゝ 畠 ,-? T L(ーX 1 U U %

他

の

喝

ー▲み不 T
T
t巨 J 8j g -E -.ー

ヲ1 l コ7< く7
J

.二 2 五% !)矢 93 { T X 1 U UうG 1 P , l

中央1 .I 車 泉用 夢 ≦ 2 % 5 劣 5 6 ヲ5 ～>5 2 7きS l D Dヲ言 5 9

I
1

E ■■■ Ⅷ ■■6 ヨ■■■ヨ 10 O
'

< 9 2

負 F) f 引亨云 無用 1 芸 r刀 % J
. ど

.
? ー% EEE=l 7 2

t
'

7 ノイLj 近 ′男F 1 l !t 7S 8 6 51 loo 克 ■
十
テラÅ ■子 Z D % 5 O 7 ; :l

L

iT }エ lo 塊 5〔)

7 ラ ス 定評

所LP ' くン テ
′専用 ーミL

_
うi: J

昌台 卑屈 E q 1O n 5% コ

表 4-3 0 コ ーナー ･ 場所 別の 遊び行為割合 (た ん ぽぼ組 2 月)

5 ]y f i5 形 嬢他 室容 舞;石 ゲー l五霞 土等所 i2ZZ 如 5空軍 他 0)
選び 選び 王手び 訳 U ぷぴ ム 弟び 遵 Lf I

_
k ぴ 3 ?

_
LF -h '-j

H
チ

u

別件
‥
専用 /:H
､
6 O 駕 l % 1 劣 Z 完 6 耳 2 4発 6 富 l5 O L< 2 2 1

書‡こと -.毒見∵∵ 国■■■ヨ■■■■■■■匹■■■■■■■■ヨ lQ O % 2 Z

指 i 専用 i鵜75 2 % L O TH I )9

亀

亡)

El
jl t

巧み
プた付近 # 用 3さ% 1 Z % 】9 諾 3 5 袈 1 し 4 )

入rl L = あ る

机1.1 石
I コ 5 r K t 2 ( }y i b %

_
7完 b 怒 3 汀 1ミー1 m ユ9

票
.
根 付j F 義ii . t7 % 4 % 1 6 % ( 7}S 3 5 ヲ≦ T D C r{ 23

_
Pa d) 叡付置 ★∵ ～好 二対% 2{ Y. ー5 乏ー 2 4 % lしー乙丘; r . 1

t =Jアノイ;E 史 套月 4 % 29 ㌍ 11 % E rJ
r

i: 7 汚 Ir)O 宍 2 8

守矢寸
､

】道 + ? lヨ■■■■■■■国■■■ヨ lO O X d ー

テ ラス ■ ｢ lヨ 田 ■■■■E ■■■■■■■■;■■■正ヨ 1 〇〇
=

X ∴

ナ ラス左石

所但j ' 1 ン テ
訂局 ー亡O 75 l むt 6i ■

舞 台 E3ヨ I(I)j {, l iーiー乏T

舶 ナ~LL
'

] + Lll 外の 題 所)

喜
R

岩-:
q

:::;:
I

;弓㌘
供)

朋 ･j ⊇ 0 ] -

i O コ- - L 州 ,J ニ呈F7T = = 舶 E [i ; LL F:

こ:
ー

ア
~

-ミ
ミ
､

(｡ i
-

:, 0 0 (〕 (J
Fj の 大き さ ( 行為 激)

1

O く r1 51 2 4 2 L:j {J r [ ≦ i]g 5 D ≦ r - ≦ 7 ･】 7 5 ≦ rl ≦ g 9 1 G O ≦ r1 5: 1 3 ヨ 2 0 O 弓 n

1 2 1 -



第こ L

L

;
7 子

l
ト= r , ち;17 ] 1 ii

l

(L
=

i]-メ) - ∫;A:1 ,二 1 - ! -- ･ つ才｣ rT1 1 引呈 ,
L
: i

=

:-( 空 FL_

【砧士 j - ナー】

t
.) J｣ ･1 I .;

'

Jl

b

定 ･さゴり 二 【札 十 コ ー ナ･--】 (-i r 道Ir() 遊 び｣ ･ )

1
川1 r
■
l
'
.

) た ｣i/; W F と 7
L

i L~, て い る
,
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/'5tJ｣ 小 L

)
i
;-
'

と荏 さ か て い た か , J
′

- ご ら た ! =, が あ 王 り拙 LIJ J:

け Tj 世 ぷ こ と が な く な っ た た れ 帖 1二は ほ £ ご t コ ー-

+ I-】 にL･
l

'

L か れ ‡) H 以降ほ設定 さ れ て い な い ｡
臼 Fj で 羊,

あ 至 ( l 遊びは み ら才1 な か っ た ｡

【編み 物 コ
ー ナ ー

】

【鮎 ･ み物 コ ー+ - 】 は冬 の 遊びとし て 1 )l に 設定さ4 J / 二
_

二 の コ ーー- ト ー は 【製作 コー- ナ ー】 のi掛 二 机 を:I( ,: べ た だ け

U ) 言設え だ- ) た c 【製fF コ ーナ ー

】 と 同じ設えだ っ た こ とて .

1 製(ll: 遊びl と r 造形遊び｣ が よ く み ら才l. る 兼用杓な場所

とな--' た とJi]. わ れ る ｡

【ままごと コーナー】

【ま 王 ご と コーーナ--】 は 常 に設1Li
'

さ れ て い る が ､ 幸浦 n()

な 場 帆 姫)u 的な 場所と 両)Jl の 別 川 が み らil る ｡ 全 て の

調査 l_】
で l 模す故遊びI が よ < み ら4 1 て い る が ､ 9 F‖まrlf主｣

い ご っ こ を し て い る 男の J
二

た ち が や っ て きて ｢ 運動遊び｣

を し て お り Lf4 倣遊びl が行われ る こ と は あまりな く 兼

If｣ 的な執
.

:rf と な っ て し】た ｡
1 I-] は 【ま ま ご と コ ーナ

- 】 の

隣 に もう ･ つ の 部 屋を つ い た て な ど で つ く り､ 絵 本な ど

を持ち込 ん で 進ん で い た た め . 瀬用的な場所とな っ た ニ ‡)

月 は り袋倣遊び l が 行わ才1 に く く 別 の 遊びが行われ て い

たた め,
i )l は T 枝胤塗び｣ と関連して い ろ い ろ な遊び を

行 っ た ため と兼用 的な 場所とな っ た要因が異な っ て い る

と考 えちれ る ｡

【蓋会本 コ - ナー】

た /L, ぼぼ 観 で は絵本を読む こ と が 好きな子が多く. 【絵

本 コ ーナーー】 で ほ ,

｢ 受容遊び (絵本を読む)｣ の 寺川的

な 場所とな っ て い た. 9 別 まま っ た く遊びがみ られなか っ

た が ､ 1 2 JJ -

2 月 に か け て は遊び もよく み らわ る よう に

な っ てし】 た c 奥ま っ た部星 の 角 にPIL: 芦 さ れ て い た こ とが ､

寒 い 冬の 時期に落ち着 い て 本を読む た め の 場所と し て )
'

-

ど も た ち に 好まれ て い た の で は なL･ 1 か と思 わわ る ｡

ー1 2 2 -
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で ほ ｢ 運 動遊び｣ か多 いIL郎りと [1 ナ L
r

:
.
1 る が ､ た ん ば は

糾 で ほ Ii
'

gi 勤iF(fE
I

L
J

-
I

:l の 他 に も l 製作i,i{ J( l ､ r 造形遊び ト r
)

:
.Lt

容遊び｣ な ど い ろ い ろ な遊びが･:-
I

+ ら才l /TJ 二 と が‡こLy= 微 で あ

ら.ー 王 た . 1 2 F] - 二三 目 に か け て 【ま 吏 ご と コー- 十--: の

院 に (
･

と も た ち 7
1

);- ) しゝた て な ど で 場所 を つ く る こ と :,
I

/ ･L み

ら か て い る ー 縮み 木 で 場 所を作る こと ほ あ去り み L
t

, わ な

い 〔

去 4- 3 1 調査 日 別 の 各 コーナ- の 利 用 (た ん ぼ ぼ 維)

豊作 コーナー
専用 専用

護岸

( 宏イ
J
F .主局み 1か

他の 遵 び)

一号f
=

( 乾作泣ぴ) ( 評責務び) ( 発作遊び)

y5 二二コーナー
十F=

(i毒)L1 逸ひ)

重石み 軸コーナ-

魚 用

( 盟
/

pf - in ろ 物
必び)

三三こ と j - ナ-

魚F =

( 基肥一項
'

1i- 害鳥
義 用

( 模倣一筆書-
三撃軌蓮ぴ)

専用

f?L 集 ー 運動遼

ぴ)

く壌放逐ぴ〕 ㌔(襲価K' ぴi
/㌔

こ つ こ コーナー
森用

( 項低 . 功 一
ft のiEr ぴ)

絵本 コーナー 連ぴ/1 L ,.
～～～ SjE / 守F!; 菅f =

､､
≡( 受電遊び) ( 聖香港ひ) ( 受啓包 ぴi

専用 弼な笥 所とな っ て い る罵含【ま, 専一稲 と姦 記して ( ) 内に牛召左の 迅 ひを 示し て
いる , 兼用tl

u-I な境所とな っ て い る鏡台L i . 森用 と真夏己して ( ) 内 に コーナー内で 寺7
われ たi盤びの rr l で よ 〈みられた選びを毒 して い る ｢

よくみ られた11iLぴと rある コ- ナ一
円 の 行為罫J 台1jf l O yd 以 上 と/Ef っ た遊び行為J で ある.

去 4-3 2 調査 日 別 の 各 コーナーの 利 用 (た ん ぽぼ組)

製作コーナー ､ 専用 専用 ‥ 専民 ､; ･ 専用 ､v( 整序港ひ) (義 援逝t >
r

卜
:
( 製作遊び〕 J(製倖選び)

ままごとコーナー

兼用

(壬真鶴
一

受谷
. :. 専取← 曹如

… :; 汲Jf)

( 製作- 頭 取-
他の 遊び)

書式萎 . 他の 遊

び)

(凌倣込び) ∈額ず放逸 ひ ぃ

絵 木コーナー
魚用 兼用

宵月′.
f

_
壁事 逸び)

魚用

( 変容 . 連立b . ( 製作- 卓也遵 ( 受容 . 象徴-
他の 遊び) 班) 蓮如逝Llr)

ゲーム コーナー
､ ‥専用
(/j 丁 ムgifび)

辞還 コーナー ･ 声尽 ′
1 訳遷選びト

. :
専f?.

(発露をぴ)

専用丘勺々宅所とな っ てし1 る土呂今は . 専用 と表記して ( ) 内 に特 定 の遊 びを示 して

い る｡ 魚用田な宅所 と/i つ てい る鳩色 は . 魚用と貢云己して ( ) 内 に j r ナー内で 市
われ た七びの 中で よ くみられた遊びを示 して い る., よ < み られ た逝 びと

r ある コーナー
内の 行員別台乃で 1 O % 1j .上 とな っ た遊 び行為｣ であ るく



第 四章 子ど もの 遊び場 面 か らみ る コ - チ- の 利用 矧 隻とそ の 要 因

4) う め組の行為分布と各 コ
ー ナ ー

の 遊び 方

･ 各 月の 保育室 の 構成

う め組 で は 【製作 . ま ま ごと ･

毒全車の 各 コ -- ナ
ー

】 が

常 に 設1E さわ て い る o さ ら に【ゲ
- -

ム コ-- ナ -
ー

】が l 二 目 に ､

【課題 コ
ー ナ - 】 が 9 )3 ､ 1 2 月 に新しく L主

J
tk 定 され て い る o

設定さ才l た コ
- ー

ナ
- ー

の 種類は全保育
`

J[;
_
の 中で 最 も 少 なく､

5 歳児 の保育室 でほあ まり コ
ー

ナ
-

を 設 定 せず に [- ど もた

ちが自分た ちで 工 夫し て遊ぶ よう に し て い る と思わわ る o

･ 行為分布の 時期的な変化

う め組 で の遊び行為の 分布は､ 各 コ
ー ナ ー

で 遊 び の 分

布がみ らわ て い る が､ 特 に コーー ナ--
l

以 外 の 場所で の遊び

の 多さが特徴的で あ るo 積 み 木な ど で 場所を作る こ とを

頻繁に行 っ て お り､
コ -

･
- ナ - - が 少なく て も自分た ち で 工

夫し て遊ん で い る｡ コ
ー

ナ
ー

で は 【製作 コ
ー ナ ー

】 は 常

に遊びが多くみ られ て い る ｡ また 【ゲ
-

･
-

ム コ
- -

ナ
- -

】､ 【課

題 コ
ー

ナ
ー

】 が設定され た 日 で は そ の コ
ー

ナ
ー

に も遊び

が 多い ｡ こ 才1 ら の 【製作 ･ ゲ-
-

ム ･ 課 題 の 各 コ -
-

ナー1 -】

は専用 的な 場所とな っ て い る が､ 【ままごと ･ 絵本の 各コ ー

ナ ー
-

】 は 日 に よ っ て 兼用的な場所となる こともあ る o

･ 各 コ ー ナ ー における遊び方の時期的な変化

【製件 コ ー ナ ー 】

【製作 コ - ー ナ - -】 は全 て の 調査日 で 設定され て お り､ 常

に ｢ 製作遊び｣ の 専用 的な 場所 とな っ て い る｡ 行為数も

他の コ1一- ナ - 一 に 比 べ て 最も多く ､ う め組で は r 製作遊び_j

が活発に行われ て い る こ とが 分かる｡

【まま ごと コ
ー ナ ー

】

【ままごと コ
- ー

ナ
- ー

】 は全 て の調査 日で設定され て おり､

専用的な場所､ 兼用的の 場所と両方の 使い方が みられ るo

う め組 で は 【まま ごと コ -
-

ナ
- ー

】 で r 模倣遊び
_
l を行う

こ とは少なくなり､ 9 月 ､ 3 月 は いずわ もあまり ｢ 模倣遊び｣

が行 われな か っ たため 兼用的な 場所とな っ た ｡ 子 ど もの

年齢 と とも に ｢ 模倣遊び｣ が あ まり行われ なくな っ て い

る の で はな い かと思わわるo また 9 月 は こ の コ - - ナー
ー

で

遊ぶ こ とは あまり み らなか っ たが , 1 2 月 に コ ー ナ ー

の 位

置 が変わる こ と に よ っ て遊びもよくみ られ るよう に な っ

て い るc 部 屋 の 角の位置に配置され た こ と で 落ち着い て

遊ぶ ことが で き る よ う に な ｢ た こ とが ､ 遊 びが み られ や

すくな っ た と思わわ る ｡

【絵本 コ
ー

ナ ー】

【絵本コーー
- ナ -

ー

】 も 全て の 調 査日 で 設 定され て おり､ 兼

用的 の 場所とな る こ とが 多い｡ 絵本の 貸し出しを行 っ て

お り､ 登 園時に絵本を返しに 来た時に つ い で に本を読ん

で い く こ とが よくみらゎ た｡ 遊び自体はあ まり行われ る

こ とはな いが ､
1 2 戸= こは女 の 子 たちが 【絵本 コ

- - ナ - -

】

で お店屋さん ご っ こ を し て おり ､ 本来とは違 っ た遊び 力

もみらわて い るc

【ゲ
ー

ム コ
ー

ナ
ー

】

【ゲ
ー

ム コ
ー

ナ
ー

】 は 1 2 月 に設定され ､
｢ ゲ

ー

ム 遊び｣

の 専用的な場所とな っ て い るo こ の コ -
l ナ--

一

に は中学生

が訪問した した際 にもら っ た 手作り の ゲ ー

ム が 置い て あ

る. 中央の 場所に囲 い もなく周 り の 遊びに影響を受けや

す い 設え で あ っ た が､ 新 しく 設定され た こ と､ ゲ - ム が

めずら しか っ た こ と に より 専用 的な利用 がされた の で は

な いか と思われ る ｡

【課題コ ー ナ ー 】

【課題 コ - ナ - -】 は 9 月 と 1 2 日 に テ ラ ス に 設定さわ ,

2 回 と も ｢ 課題遊び｣ の 専用 的な場所とな っ て い る｡ 課

題遊びの 内容は r 稲 の籾殻をとる こ と､ 絵 の 具を使 っ て

お絵描きする こ と｣ で あ っ た. 5 歳児 にもな ると ｢ 課題遊

び
._
l に も じ っ くり と時間をか けて 上 手に作ろう とする こ

とが みられ る
｡ た く さん の 子ど もた ちが ｢ 課題遊び｣ に

長 い 時間取り組んで い た こ ともあり ､ 遊びも多くみらわ

る こ とにな っ た ｡

【コ ー ナ ー 以外の 場所】

うめ組 では コ ー ー ナ - -

以 外の 場所では積み 木を使 っ て 場

所を つ く る ｢ 構築遊び｣ が盛ん に行われ て い る｡ 友達と

協力 して 】. つ の 場所を つ く る こ と で たく さん の 子 どもた

ちが遊ぶ こ とがみられた｡ 1 月 ､ 3 月 で は中央付近の 場所

で r 運動遊びJ が よくみ らわ るo

- 1 2 3 -
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第四 童 子 と も(I) 遊ひ 場面 か らみ る コーナーの 利 用年引生と そ の 要 因

414-2 行為分布か らみる子 どもの 遊び方の時期的な変化

各保育室 の遊び行為の 分布を似え て きた が ､

'

f- 齢段 階

に ともなう遊び力の 変化 を捉え て い く と次の 特徴が 挙げ

られる｡

1) 年齢に伴う遊び 行為の 分布の 広がリ

3 歳児 で は各 コ
ー ナ ー に 一

様 に
'

Jj
i

布が み られ て い る が ,

年 齢が上が る ととも に 比較的製作 コ - - ナ - 一 に 分布の 集中

や ､ 他 の コ
ー ナ ー

で の 遊びは少なくな る共 に コ ー ナ ー 以

外 の 場所 で の 遊びが活発に な っ て い く こ とが み られ る｡

コ
ー

ナ ー 以外 の 場所で は主 に積み 木付近や 中央の広 く空

い た場所で の 遊びが よく み ら れ て い るo 特 に 積み 木 付

近の 場所 では子 どもた ちが積み木 な どを使 っ て 場所を つ

く っ て遊ぶ こ とがみ られ て お り､ 年齢が上が る ととも に

こ の遊びは よく行われ て い る ｡ つ ま り, 年齢段階ととも に ､

コ - - ナ - -

中心 で の 遊びか ら徐々 に 保育室全体 へ 遊びが広

が っ て い く こ と､ コ ー ナ ー

で 遊 ぶ こ とか ら自分たち で 場

所を つ く っ て遊ぶよう に な っ て い くと い える｡

2) 子どもたちによる コ
ー

ナ
ー づ く り ( 固定･ 可変的な利用)

コ
ー

ナ ー 以外 の 場所で は ､ 子 ど もた ちが積み木や つ い

た て な どを 使 っ て遊び場所を つ く る こ とが み られ る｡ ま

た ､ 【まま ごと コ ー ナ ー 】 で は 子ど もたちが家具を動か し

た り ､ 隣 に場所を もう
一

つ つ く る こ と で ､ コ - - ナ - を 広

げ て い る こ ともみ られ る｡ こ れ らは ,
い ずれ も子どもた

ち が コ ー ナ ー - を つ く る/ つ く り変え る こ とであ り､ コ
- ～

ナ - や 場所 を可変的に利用 して い る とみなす こ とが で き

る. こ才1 に対し て , 保育者が設定 した コ
- ー

ナ
- ー

を ､ そ の

ま ま の 形 で 利用する ことを固定的な利用と い えるo

保育室 には 予め 保育者が コ
ー ナ ー ー

を 設定 して い るが ､

遊び の 状況 によ っ てi･ま､ 子 どもた ちが コ ー ナ ー ･ 場所を

可変的に利用する こ と で ､ コ
-

ー
ー

ナ - か ら コ - ー ナ - - 以 外 の

場所 へ 遊びが広が っ て い く っ
こ の 子どもた ちによる コ ー

ナ
ー ー づ く りは ､

ユ 年間の 後半の 時期になるは ど､ ま た 年

齢が 高くな るほどみられ る ｡ つ まり ､ 始 めは固定的に設

定され た コ - - ナーー

で 遊ん で い くが ､ 次第に可変的に自分

た ち の 遊び の ため に コ ー ナ ー を つ く る ようにな っ て く る

と思 わ わる ｡
こ の こ とは､ 始めか ら子 どもたちが何 もな

い 場所で コ ー ナ ー づ く りを行うと いう よりは ､ コ ー ナ ー

が あ る こ と で ､ 千 どもたち に よ る コ -ー
ー

ナ
- ー づ く り が促進

され た の で はな い か と思われ る

3) 年齢によ っ て よくみ られる遊びの違い

また ､ 各年齢で はそわぞれ特徴的な遊びが み られ て い

るo 各年齢で 共通 して 多 い遊び は r 製作遊び
,
j で あ る o

お 絵描きや空き箱を加 工 し て ある もの を つ く る ｢ 製作遊

びJ は そ の 内容も幅広くみ られ 常によ く み られ る遊び と

な っ て い る
｡

3 歳児 で 特徴的 な遊びは まま ごとな どの r 模倣遊び
"l

やブ ロ ッ クや粘土な どの ｢ 造形遊び｣ ､ ミ ニ カ - な どの ｢ 象

徴遊び
ー
J で あ るo よ り単純な 家庭で もよ くみ ら才-l る遊び

が行われ て い る と い える ｡

4 歳 児 で も 3 歳児 と同様に r 模倣遊び
_
J や r 造形遊び

ー
1

な どは よく みられ て い るo そ の 他 Ll 歳 児にな る と 1 人 で

字を読む こ とが で きるよ うにな るため絵本を読む 1̀
一
受容

遊び｣ が よくみらわるようにな っ て く る o

5 歳児 で は r 製作遊び
..
1 が よ り顕著に みられ るよう に

な っ て く るG 年齢が 上が る とと もに道具の 扱い方 も...
ヒ手

くな る こ と で より 工 夫した製作が行えるよう にな っ て い

く . 遊 ぶ時間も ｢ 製作遊び｣ にか け る時間も長く､ 集中

して 取り組む こ とがみ られ る｡
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4 ヰ3 コ ーナーが兼用化する要 因

コー- ナー- の 利 用 を遊び行 為 v
T

) 割 合 か ら 抗 え て い く と,

コ ー

ナ-- ほ特定の遊びが行 ,1 j れ や す い専)-1一卜j
':
J なf-り用 ､

い

ろ い ろ な遊びが行われ やす い 兼用的な利用 に 分け ら れ る ｡

も と もと､ 【製作 コ ーナ ー】 は ｢ 製作遊び
_
l i) た カ の 場所

と い う よ う に , コ - - ナ - - は 特
J

]i: の 遊 び の た:/
I

) に 設妊され

て い る
c そ の た め実際の 保育室の 遊び を み て

I

o ､ コ
- ナ -

は 特定の 遊び に よ っ て 専用的に 利用がさわ る ことが 多い 9

しか し､ 特定の 遊びの 場所と し て 設定された コ
ー ナ -

が ､ 時期 に 伴 っ て ､ い ろ い ろ な遊びが行わ 才1 る 兼用的に

利用され て い る こ とが み られ る よ うにな る
｡
｢ ∠卜4- 1 各保

育室 の行為 分布と各コ
- -

ナ
- -

の 遊び方
_
l

I

e一各保育宅 で コ
- ー

ナ ー

で の ｣
′
･

ど もの 遊び方を詳細に捉え ､ そ の 小で コ
ー ナ ー

が 兼用的に 使われ て い る状況を考察 も行 っ た, そ わ らを

まとめ る と ､ コ
ー ナ ー

が 乗用 化され る 要因 に は 主に ∠1- つ

の 要因があ げらわ る c

1) コ
ー ナ ー

の 設えに伴う兼用化

1 つ め の 要因とし て コ
ー

ナ ー の 設えが考え られ るc コ ー

ナ
ー -

の 設 え によ っ て は 兼用 的な場所 とな りやすく な る こ

とが あ る｡ 主 に コ ー ナ ー 間 の 仕切 りがな い こ と, 同 じよ

うな設えが 隣接 して い る こ と､ 子 ど もが設え を変えやす

い こ とがみ られ る コ ー ナ ー は 兼) 那勺な場所になりやす い 〕

2) コ ー ナ ー を 設定する時期に伴う兼用化

コ - - ナ ーー- が 長 い 期間設定され て い る こ と で ､ 次第に専

用 的な場所か ら兼用的な場所と変わ っ て い く こ とがみ ら

才1 る . 【まま ごと コ
- ー

ナ
- ー

】 や 【絵本 コ
-

･
-

ナ
-

】 は各保育

室で 常に設定され て い たが , 徐 々 に兼用 的な場所とな る

こ とが み られ た｡ こ れ は ､ 長期間 コ
- - ナ ー ー が 設定され る

こ と で ､ 子 どもたちが コ ー ナ ー

で の 遊びに慣れ ､ 新 し い

遊び方を行 っ た り ､ 遊びを広げて い くよ う に な る ため と

思 われ る｡
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3) 課題遊びに伴う兼用化

:i つ め の 要出と し て 課題遊びの 影響が あ る ,
) 保育者が

主体とな っ て l 課 題遊び1 を行う場 合､ 【製作 コ - ー

ナ -
ー

】

を利川 す る こ とが あ る J そ の 結果､ 〔製作 コ ー ナ ー

】 は

l 製作遊び】 と 1 課 題遊びl の 両方が行われ る こ ととな り ､

兼用 的な場所とな る ｡ つ ま り ､ こ の 場合は保育者が も と

もと兼用的な場所 とし て 使わ才1 る こ とを想定して い る と

い え る
｡
こ の 課題遊び の 影響に よ る 兼用化を避け る た め

に ､ 新しく 【課 題 コ
- -

ナ -
ー

】 を設定す る こ と もみられ て

い る ｡

4) 個人 の拠り所の場所とな る こ とに伴う兼用化

最後の 要因は個人 の 拠り所の 場所とな っ て い る た め で

あ る. コ ー ナ ー が あ る 子 に と っ て の 拠り所とし て 使われ

て い る こ とがみ られ る ｡ そ こ で は 遊び の ため の 場所と い

う よりは ､ 個人 の ため の 場所とな っ て い る ｡ そ の 子 が 長

時間そ こ に滞在し て い ろ い ろな遊びを行う こ と で 兼用的

な場所 とな っ て い る こ とがみ られ る ｡



第四 章 子 と‡
_

･ の 遊び場面 か らみ る j - ナーの 利用特性と そ の 要 因

4 5 ま とめ

本章で は , 保育室 ･

テ ラ ス に おけ る子 どもの 遊び を把

握し､
コ -ーー ナ ー→ の 利用 に つ い て ､ 各 コ - - ナ ー

ー
ー の 行為割合

か ら専用
･

兼用的な利用 ､ 行 為分 布か ら 自J 変的な 利川 と

い う利用特性がみ ら才1 る こ とを明らか に した o 本研 究 で

待らわた知見を以 下にまとめ る｡.

4- 5-1 コ
ー

ナ
ー

で行われや すい遊び

自由保育中に保育室 ･

テ ラ ス で み らわ た遊びに つ い て ､

1 1 種類に分類して ､ どの よ うな遊びが特徴的にみ られ る

か を捉えた ｡ 年齢別で は ､ 3 歳 児 で は r ま まごと遊び
.
ト

5 歳児 で は ｢ 構築遊び ､ 運動遊び｣ な どが み られや すく､

年齢段階によ っ て特徴的な遊び があ るo 各年齢で 共通し

て み られ る遊びは ｢ 製作遊び｣ で あり ､ 最 も行われ やす

い 遊び で あ っ た ｡

また ､ コ
ー

ナ
ー

･ 場所別に､ 特徴的な遊びを捉え る と,

コ
- ー

ナ
-

- 場所によ っ て それ ぞれ行われ やすい 遊びが 異

な っ て い る
o 大きな傾向と して は ､ 各 コ

ー ナ ー

で ､ そ わ

ぞわ コ
-
ー ナ - ー の 名称とな る遊び (例えば､ 製作 コ

- - ナ - -

で あれば製作遊び) が､ よ く行われ て い る｡

4-5-2 コ ー ナ ー

の 専用 ･ 兼用的な利用

また､ コ ー ナ ー

で の 遊び方と して ､ 各 コ
ー

ナ ー に お け

る行為割合 と捉え る こ と で ､ コ
- -

ナ
ー ー

が 専用 的な場所,

兼用的な場所とな っ て い る こ とを示 したo は とん どの コ ー

ナ ー - は 特定 の 遊びの 専用的な場所とな っ て おり､ コ - - ナ - ～

を 設定する こ と で保育室の 中で それぞれ の 遊びの 場所が

し っ か りと確保する こ とができ て い る｡

コ
ー

ナ
ー

が 長期間設定され る こ と で , 専用 的な利用 か

ら徐 々 に兼用 的な利用 へ 変わ っ て い く こ とが み られ る｡

子 どもた ちが ､
コ ー ナ ー を 長 い 期間利用 する中で ､ コ ー

ナ ー ー

で の 遊びが多様化 して い く こ とを明らか と した ｡ ま

た ､ 個 々 の コ ー ナ ー

で の 遊びの 状況 を捉え る こ と で ､ コ ー

ナ ー -

の 設え方 によ っ て も､ コ
- ー

ナ
ー

-
-

の 兼用 的な利用に影

響がみられ る こ とを示 した ｡

4 与 3 コ
ー ナ ー

の 固定 ･ 可変的な利用

保育室 ･ テ ラ ス に おけ る行為クJ 布を捉え る と, 始め は

各 コ
- →

ト
-

で 遊 び の 分布が集中 し て い る が ､ 次第 に コ -
-

ナ
ー

以 外 の場所で も遊び の 分布が広が っ て い く こ とが み

;,
I

, れ る
o
こ の 傾向は 各年齢で )ヒ通 し て み られ て い る が ､

特 に年齢が高い ほ ど､ コ ー ナ ー

以 外の 場所 へ 広が る時期

が 早 い ｡ そ し て ､
コ - - ナ - ー

以 外 の 場所で は､ 子 ど もた ち

自身が コ ー ナ ー を つ く る こ とで ､ 可 変的 に利用 し て い る

こ とがみ らわ て い る ｡ こ わ は､ コ -
ー

ナー
-

が 設定され て い

る こ と で ､ 子 ど もた ちだけ で もで も コ ー ナ ー を つ く た) 出

す よ う にな っ た の で はな い か と思 わわ る｡ こ わらか ら ､

子ど もたち の 遊びは ､ コ
ー ナ ー で の 固定的な遊びか ら徐 々

に 可変的にい ろ い ろ な コーー ナ - - を 子 ども自ら つ くり出す

よう にな る と い え る
｡
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第玉章

子ども の遊び活動の 展開か らみ る保育ス ペ ー

ス の構成





第 五 章 子 ともの 遊び活動の 展開か らみ る保育ス ペ
ー

スの 構成

5 1 本章 の 目的と方法

5 - ト1 は じめに

前章で は ､ 主 に個 々 の コ ー ー ナ - ー

の 設 えと子ども の遊び

の 関係を読み取 っ て きた ｡ 各 コ
ー ナ ー

に おける子どもの

遊び方を詳細に読み取 る こ とによ っ て コーー
ー

ナ -
ー

の 利 用特

性を把握し､ そ の コ
ー ナ ー

の 利用特性が時期に伴 っ て変

化 して い く こ とを明らか に し て きた ｡ そ して ､ そ の 変化

の 要因を捉え る こ と で ､ コ
ー

ナ ー の 設えが子どもの 遊び

方の 変化に影響して い る ことを指摘したo

保育室 で 実際に コ
-

ナ
-

を 設定す る際には､ 個 々 の コ

ー

-
- ナ - -

を 設 える他に､ コ ー ナ-1 一 同土 が 有機的に つ ながる

こ と で子 ども の 遊び を誘発する こ とが大切とされ る｡ そ

れ ぞわ の コ･-I
-

ナ
- ー

で の 遊びが ､ 他の コ - ー ナ - - と の 遊びと

つ なが っ て い く こ と で ､ 子 どもが遊び を深め て い く こ と

が で き るため で あるo そ の ため ､ 保育室 に コ - ー ナ - -

を形

成する際には ､ こ の 遊び の 広 が りを捉え て い く ととが必

要であ る｡

そ こ で , 本章 で は ､ 自由保育中の 子ども の遊び活動の

展開を明 らか にし て い く c そ して ､ こ の 子 ども の 遊び活

動の 展開して いく 中で どの ような遊びの つ なが り､ 場所

利用 の 特徴があ るか を明 らか とす る ‥ 保育室全体の 構

成に つ い て 考察を行う｡ ま た ,
こ の 子ども の遊び活 動は,

第 6 章で扱うプ ロ グ ラム の あ る集団の 活動に対 して ､ 任

意 の個人 の括動 として 位置づ け て い る｡

5-1- 2 本章の目的と方法

1) 本章の 目的

･ 任意な個人の活動として ､ 自由保育中の子ども の遊び活

動の展開の特徴を明らか にする こと

自由保育中で は ､ 子ども 1 人 1 人 が自由に活動するた

め ､ 複数 の コ
- - ナ - -

を 使 い 分けて 遊ぶ ､
1 つ の コ -- - ナ - I

で 様 々 な遊びを行うな ど､ 多様な遊び方がみ られ る o そ

こ で , こ の 多様な遊び方を捉え るた めに ､ 遊び活動 を抽

出 して ､ そ の の 遊び活動の 展開 して い く中で の 遊びの つ

なが り の特徴的なパ タ ー - ン を明らか にするo

･ 子 どもの遊び活動が展開して いく際の場所利用 を捉える

こ とで､ 保育室を構成する際の コ
ー ナ ー

の つ なが りを明

らかとする こと

実際の 保育室 で は ､ 複数 の コ - ナ - や コ - ナ -

以 外の

場所で 全体が構成され て い るが ､
こ の 保育室 の 構成を考

え て い く上 で ､ 複数 の コ ー ナ ー

､
コ ー ナ -

以 外 の 場所の

相互 の 関わ りを ど の よ う に捉 え て い く かが 必要で あ るc

そ こ で ､ 遊び活動の 展開に伴う活動場所を把握す る こ と

で ､ 活動が 展開して い く 際に ど の よ うな コ
- - ナ･ -I

-

の つ な

が り が特徴的に み られ や すい か を 明らか にする こ と で ､

遊び活動の 展開を誘発 し て い くため の 保育室 の 空間づく

りに つ い て の考察を行う c

ー1 3 1 -



第五 章 子 どもの 遊 び活動 の 展開か らみ る保育ス
ペ ー

スの 構成

2) 本章 の方法

本章で は以下の手順で 進め て い く ｡

･ 遊び活動の 展開の 整理(5-2 ､ 5- 3)

まず, は じめ に遊び活動の 抽出を行い ､ 抽出した 遊び

活動の 類型化を行うc こ こ で は ､ 遊び活動を展開の 仕方

によ っ て 3 つ の タ イ プに類型 化を行う｡ そ し て ､ 類 型化

した遊び活動に つ い て ､ 年齢
･ 行為種 ･ 活動場所 ･ 活動

時間の観点から特徴 を整理するo

･ 遊び活動の展開における遊びの つ ながりの分析(5
- 4)

次 に, 類型化 したそ才1 ぞれ の タイ プの 遊び活動にお い

て ､ 活動中にみ られ る特徴的な遊び つ の つ なが り の パ タ

ー

ン を 明 らか にするQ 活動が 展開し て い く中で ､ 様 々 な

遊びが 関連して 行われ て い るが ､ そ の 遊びを第 4 章で分

類 した 1 1 種 の遊び行為を基に整理するo そ して ､ 1 人 1

人の遊び活動にお ける遊びの 組み合わせ を分析す るo

･

遊び活動の展開に伴う場所利用の分析(5
-

5)

最後に､ 遊び活動が 行われ る コr--
- ナ - -

､
コ -ー

-

ナ -
-

以 外

の 場所を整理 し て ､ 保育室別 に遊び活動の 展開に伴う場

所利用の 特徴 を明らか にす るo そ し て ､ 遊び活動が展開

す る中で ､ 複数 の コ
ー ナ ー

が 関連 し て い く こ とを示すこ

と で ､
コ ー

-

ナ -
ー

の つ な が りが必要で ある こ とを明らか に

する,
3

以 上の 分析結果よl:) ､ 子 ど も の 遊び活動の 展開を促し

て い くた め の 空間づく りと し て ､ 保育室 に コ
- -

ナ
- - を形

成す る際に､ コ ー ナ ー 間 の つ な が りをどの よ うに捉える

こ とが よ い かを考察す る｡

- 1 3 2 -

3) 本章で用 い る用語の 定義

遊び活動

子ども の
一

連 の 動き の 中 で , い く つ か の 遊び行為が関

連 したあるひとまとまり の 遊びo 遊び行為の集合｡

遊び行為

子 どもの
一

連の 動き の 中で ､
1
_
つ 1 つ の 遊びに分類で

きる遊びの 最小 の 単位｡ 本研究で は 2 .5 分 お き の ビデオ

撮影によ っ て得られた場面ごと の遊びを指して い る｡

遊び活動の 展開

遊び活動の 中にみ られ る遊び行為や遊び場所が変わる

こ と で ､ 遊びの 内容が 広が っ て い く こ と｡ ま た ､ 本研究

で は､ 同 じ遊び行為をず っ と続い て い く活動も展開の 1

つ と捉え て い るo こ れ は ､ 子 ど もの 遊びの発 達にお い て ､

何 か に集中して 取り組む こ とも必要な こ とと考え るため

で あるc
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5---2 遊び活動 の 展 開と遊び活動 の類型化

5-2-1 子ども の遊び活動の展開

子ども の 遊びは ､ い く つ か の 異な る遊びが つ なが っ た

遊び活動 と して 捉え る こ とが で きる｡ 例 えば､ 武器を紙

で 製作 して 闘い ご っ こ をする と い う遊びは ､ 個 々 の 遊び

で は ｢ 製作遊び｣ ､ ｢ 闘 い ご っ こ｣ に分け る こ とが で き､

全体 で は r 武器を使 っ た 聞 い ご っ こ.
j と い う 1 つ の 遊び

活動とま とめ る こ とが で きる o
つ ま り , 個 々 の 異な る遊

び行為が つ なが っ て ある 1 つ の ま と ま っ た活動とな っ て

い るとみる こ とが で きる｡

遊び活動と遊び行為の 関係は ､ レオ ン チ エ フ の活動理

論
5-3) に ある よう に､ 全体 とそ の 構成要素の 関係で ある｡

遊び活動は い く つ か の 関連 した遊び行為の 集合で あり､

遊び行為をま 1 つ l つ の 遊びに分類で きる最小 の 遊びの 単

位で あるo

遊び活動は , 遊び行為 の つ な がり方に よ っ て 展開し て

い くと いえ るc こ の 遊び活動の 展開は遊びの 内容が広が っ

て い く こ と で あ る｡ ｢ 製作遊び｣ か ら ｢ 開 い ご っ こ｣ へ

つ な が っ て い く ように ､ 個 々 の 遊びを別々 に行うよ りも,

遊びが つ なが る こと で遊びの 内容が広が っ て い く ｡

こ の 遊び活動の 展開を捉 える こ と は コ
- ー ナーー- 設 定に

と っ て も重要な こ と で ある ｡ どの ような遊びの つ な が!
,

j

が あるか を明らか に で きれば､ そ れ に 伴い コ･一
- チ - の つ

な がり､ 保育室の 構成に と っ て 重要な知見とな る,
, 第玉

章では こ の 道び活動の 展開に着目し, ど の よ うな遊びの

つ なが りが あるか を明らかに して い く ｡

5-4 ) レオ ンチェ フ の活動理論

レオ ン チ エ フ は著書 r 子 ど もの 精神発逮J の 中で ､ 遊び には 全体 と して J) r 活動

(A cti v it y)｣ の 水準 と , そ u
-

) 中に含 まれる僻 々の r行為 (/＼ct i･
-

,
' n) j の 水準が あり ､ 活

動 と行為 の関係 は全休 とその 構成要素(D 関係にある という活動理論 を述べ て い る .
ノ

(文 5- 1
I
- 文 5-3)

5-5 )

神盲甲良輔著 ｢ 探-膏内容 の研 究l ､ 1 9 7 1 年 ､ 光 生鯨 : 第 2 帯- 2 章-(5) 幼,
E
,

EIL v
'

) 1 日 の

活動 の変化 に つ い て の 指導 ヒ,J7 注意点(L
I

J p . 1 3 6) のI--一都手左枠 (二丈 5-4 )

5- 6)

亀 ケ谷三郎 .
f~幼稚 園 にまミける 指導 計画- そ L

,

D 理論 と実際-｣ ､ I
t
lr)8 2 年 . 潜井書店 :

第 : 章 4 故 合的活垂れ 王)r ,I . 1 2 0 一 部抜 粋) (文 5･5 )
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第五 章 子どもの 遊び活動の 展開か らみ る保 育ス ペース の 構成

5
-

2
-

2 保育における遊びの展開の位置づけ

遊びの 展開は 子ど もの 保育にお い て も重要だと位置づ

けられ て い る｡ 遊び の 展開に関 し て は ｢ 遊びを中心 と し

た総合的な指導J と位置づ けらわ て い るo こ の f
L
遊びを

中心 とした総合的な指導｣ は 古く から ｢ 幼稚園教育要領｣

で 指摘され て きた こ とであ るが､ 領域別の 保育や自由保

育が放任で ある と の 誤解な どか ら保育には実践され て い

な か っ た e 遊びの 展開には ､ 子 どもが遊ん で い く中 で 保

育の 5 領域が相互 に 関連 して 遊びを深めて い く保育の ね

ら い が ある｡ さ ら に子 ども の 自発的な遊びを促すため に

は､ 保育者が誘導 して 遊びを展開させ る の で はな く ､ 遊

びの 展開を促すよう な保育室 の環境が求めらわるo 本章

で は ､
こ の 遊びの 展開を促す た め に どの よ うな コ

ー ナ ー

の 関係が必要で あるかを明らか に して い くo

ま た､ 遊び の 展開に つ い て は 様 々 な保育の 文献に て そ

の 必要性が述 べ られ て い るo 以下に簡単に紹介す るo

神沢は活動の 展開を数 日間に渡る展開､ 1. 日
の 中 で の

展開とに分けて そ の 必要性を述 べ て い る
5- 4)

0

"
･ ･ ･ ･ -

k
i p

/u) ら . 床 育者 と L , ては ､ 店 厳 の 遵腐 と発展 L
L' い う こ 1L- 杏

屠 と お L , て#
J

孝す る こ と がた い せ つ で あ る o そ の た め に は . 顔

児 の 潜 動 を. 咋[=-I ･ 今[=1 ･ 卵I=1 と い う遭 彦 と.
1 F=1 6!ij 潜動 の 中

で の 達 磨 と い う 2 面か ら 屠解 L , て い < ニ と が 必要 で あ り､ と <

にG-II
･

B の 朗児 の 宿動 の 中か ら､ 助児 の 農[IJ L , てと そ) < ん た 潜 磨

を[:i:T ノ亡､ に L , て ､ 雷 B の 原 産 を 設定 L , て や る と i･ もi l= . 顔.
増 の 潜

厳 が 符務 L , . 農 中L , . 発 展 で き る よ うir ､ 潜易 を で き る依 りt-f7

廟
=

L , な い よ う に する こ と が 大切 である G
･ ･ ･ ･ ･ ･

亀 ケ 谷は活動の 展開が総合的活動で あると指摘 し､ 保

育 5 領域が相互 に関連して い る こ とが大切で あ ると指摘

して い る
5~5 )

｡

"
- - こ の よ うi= ､ ある ひ と つ の膚 顔 や 潜薪 が摩周 ざ わ る と き .

そ の 潜身 の き っ か(/
.
1f ば 保 育者 に よ っ てな ざわ て も . そ の 潜動 の

遜展 がI-f
A ど も の た ち の 手(.= う っ り ､ ･ヂど もた ちが 自分 た ち の カ

で . 興 味, Bg J亡､ を遥求 し充宴 ざ せ て 行 < と い っ た 膚易 の 屠滞 の

任方 が磨倉荷潜叡 を.
貢え る畳要な要素 と な フ て い る の で あ るo

- -

(
′

解) ･ ･ ･ ･ ･ ･ ニ の よ う な 子ど も の 潜厳 を < 1紛合宿敷 > と呼Fgl
-

i , I

そ の 岸導 をく船倉B
/

j 措導> と い う の であ るo
'
'



第五 芸 子 と も の遊 び-;昌動の 累関/) , らみ る保 管ス ペース の 績成

5-2-3 遊び活動の 抽出

遊び の) 別間を捉 え る た め に . H 山 保 育中 に 行 っ た 2.
5

クJ
l

お き の ビ デオ桔影に よ る観察納 金か ら ､ ユ5 分 おき の1ui｣

人 のiI(if ん で い る l胡面 を杓 りt]
J

, し . そ の J~射百r の つ な が り に

よ-ニー て 遊び活劇を仙LLi し た_,

同 i7' l (;欠へ一
-

ジ) に そ の 遊びt.1 勤の 摘什EU 11 を示 す ｡ 子

ど も 1 人 】 人に つ き . 凶 5-] の よ うな凶を作成して ､ 白

山保百中の 2 .5 分お き の 遊び場Tn ( 遊び行 為と遊び場所)

をi.巴解した ,

. そ し て ､ 各遊び場巾の つ な が り に よ っ て .

遊び7l-r,- 動 を整理 した c

遊 び の 場 面に つ な が りがあ る か の 判断ほ.
2 つ あ る ｡

1 つ は l 各項何の 遊び行為
･ 遊 び均所の どちらかが連続

し て し- る こ と
_
l , も う l つ ば ｢ 兄 なる遊び行為で あ っ て も

行為ど うしが 同じ内容 と み な せ る こ と｣ で あ る c 後宵に

つ いp L
'- ほ , 例え ば､

r プt~｣ ッ ウ で 武器を作る｣ と ｢ プしj ッ

ク の J
l-_t講話を

も っ て 闘 い ご･T' こ l は 同 じk;A.
l

lJL ) ご っ こ の 遊び

と み な せ る よう に ､ 各場 面 に 恭 け る 遊び行為 を総台的に

捉え る こ と で】ミIj 断したG

以 ｣-.
の よ うな 方法 で ､ l 人 1 人 の r ど も ･ 保育者を対

象に . 保育雀 ･

テ ラ ス で の遊 びirT.- 動 の 旭拙 を行 っ た ｡ 詞

4i: R 別 の 仙LLl し た遊び活動の 活劇敦を責 5-iZ に 示 す L 仙

川した;獲び所動 の 縫紋‡･ま､
ヰ4 〔) 人 の 子 ど も や保育者を 対

象に ト佃 :i の 活動 であ る ｡ 自｢糾謀計いに 1 人あた り .

'

j
,

,1 の

il.･ 勤 を行
-

' て い る こ と に な る 〔. ま た ､
l つ の 柿動 の 平均

時間は 1 5 .7
/
jJ で あ る ⊃

表 5-2 観 察訴j査よ り 抽出した 遊 ひ 着動 の 数
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円 Pr'l

1 人あ
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〟
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.
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_
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た ん
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d

組

(4 議i
R
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9 3
,
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D
,

うめi=E

( 5 E7?
_
児)

0 9ノ2了 4 7 3 d EEgEl 1 1 1 ー3 2 3
.
3 5 8 4

l lノ2 8 5 9 3 2 l8 8 8 l o ョ 2 0
.
8 ヨ.4 9 0 7

D 1 ′
′

2 3 5 g 2 7 l 5 9 3 1 2 7 l 3
.
3 4
.
7 6 7 5

D 2 ′2 2 4 0 32 l 2 8 0 g 6 l 8
_
2 ユO 6 9 8

汁 2 0 5 l 25 E 3 5 9 EEEl lr7 2 田 2 8 6 4

岩† 8 2 t1' j u O 2 8 F > 14 1 4 8 3 】5.7 三l.4 ､ 9 3 3 L>

計算式の 提要

こL 娼BZ B] 散

b 人 封

c の ぺ 観だ人懲

L]i亀ひ了完動駈

e l 人あ たりの講 勤芸文

f て
ワ

均日寺岡

: 2. 5 分お きに樹 影 した 同語 r 調査 は 白ヨ勺呈背中に おこ f= つて

おり . 〔a 娼影E] 致) x (2 5 分) が自遥 銘胃の 時間にあた る-

: 調査 口 に蓋 に宍 た了 ともと保胃 者の 人数
.

=3- を r休んだ｣ 7
ともは 於い て い る_
: ( a 損影回故) × (b 人鼓)

一議 2 した遊び ;71兎
■

) の 敢

: ( d 】塑ひ 意軌怒) / (b 人数)

こ(i聖 U フ岳曳らの 告
1

;†時
?
'l) / ( d tT2 び講勤数)

- (遊 ひ講勤 の合ち十時 間) I (d 適ひ行 あ故) x ( 2_
5 分)

完動中の虫乙一行為Zi 壬冨 r= 逸ひj岩戯 の合 計時間を瓦r,
J

T らc

2
.
5 分おきの鳩 帯① ためl つ の 朽f ] 碍 間を 2.

5 奇 問 {_す
る

,

~観芦主した守7/ちの 巾で】甚び`こ禦廼 した了7 為の劫l

1 3 5



浜玉 三 千 ともの 遊 び 話 勤の民 間 か らみ る保 育ス ペース の 鳩成

5-2-4 遊び の 展開か らみる遊び活動の類型化

抽ill し た 遊び活動を . 所 動の 蟻悶 の 仕方l ニ よ っ て ､ 持

続的
･

榎台的
. 才色屑的と い う 二3 つ め 括軌 に梗型化した 悩】

5 二三) c

持続的展開とは 1 つ の遊び行為だ けを行う もの で あ る ｡

こ れ は 阿 5 2 の 上岡の 事例で あ り ､ 製作 コー- ナー
ー

で 空き

箱を組 み 合わ せ て もの を つ く る 様 J
'

･

を 示 し て い る 中 本研

究 で ほ ､
l つ の 遊びを 集中して%Jii け る こ とも. 子 ど も の

遊び の 発達を考えか ば重要な こと で あり ､ 展 開の 1 つ と

して 捉 え て し) る ｡

複合的展開､ 発展的展開は複数の 遊び11
･

為が 連続し て

い < も の で あ る ｡ こ の 内､ 複合的展開は 複数の 遊び行為

が 連続し て い る が 内容に つ なが り が み ら れ な く い ろ い ろ

な こ と を行 っ て しユる も の で あ る. ニ1 1 は 図 5 2 の 中岡 の

事例で あ り､ 始 めは まま ごと コ ー ナ -

で 人 形遊びを し て

し1 た が t 他の 子 が き っ か け に 空音柿を使 っ た遊び へ 変わ っ

て い く様 (- を,I( し て い る .

発 展的)1,ir 即 ま複数 の 行為が 連続して か つ 内容に 発展性

がみ ら れ る 状態で あ る ,

,
こ れ は図:-i- 2 の l

こ
凶の事例で あり .

プ ロ ･
.

J ク で 武器を作 っ た後に . そ の 武L
L
:壬を使 っ て 闘 い ご っ

こ に 発展し て い く様子を ,I( し て し1 る =

汚着勇的と展院の 清朝 ( 亨例 A)

ある
｢

つ の 逝び 行為だ けをp寺7 う もの

g
･

=I-;=-:, : 醒三
甲例 Aく9 二 1 5 - 9 こ 2 2 . 5)

袈咋 j - ナー
' ( fJT き . 他の 子t

l

: もたちかイや っ て いた r 空 音箱を絹み合わせて

もの を作るJ こ とに取り組む .

複合的な展開の活動 ( 雪例 C )

!主致の 異な る遊びを遠近して行うもの

;
_

i:i::
-

A

-

;
･

l
,j
i? 若頭

類例C (t〔) : 0 2,
5 - 1 0 : 17
.
5)

g- ま こと コーナーで 始めは人7E
･

遼ひ を して し＼た 仇 他の 7 が空 き箱 を持っ て

きたの を毛馴こ空 さ覇を仏 っ た遊びを行 いH
J

, T-
兜 ,5 的I= 屈l蒜; の;7 1軌 (寄 倒 B)

ある 遊び行 為を広 げて い く)i; で 軽蔑 の 硬護ある遊 びを行 うもの
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国 5-2 活動の展聞からみ た遊 び 活動の類 型化
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国 5- 1 遊 ひ 活 動の 抽出の 例

(う さ ぎ組 の あ る 男 の 子の 活動)



5 3 苦叩L. 化 し た遊び満 勤の 特徴

5- 3-1 類 型化 した遊び活動の活動数と活動割合

類型 化し た遊 びi.r; 勤のi[.1 動 数を表 5 3 に ,1 < す ｡ ki も 多

し1 活 動数ほ, 持続的な 括歩｣] の I I) 4 5 活 動 で あ り , 中細な

柿効は どよく み { ' れ る .ン 複 合的なW .1 勤 . 発l三郎勺な所動の

括 助数ほそ才1 ぞれ 1
J :う1 活軸､ コ()l 活 動 で あり . 持続的な

チ.1 動 に 比 べ る と捕勤致 に 弄が み らオ1 る ｡

こ の ま 王 で ほ 活動数の 比較に 偏 り が生 し る ため ､ 分析

対象の遊びiLri 軌をJ7;交f■) 込 む必 要が あ る e そ こ で . 5 分未

満の 活 臥 5 クJ 以 1',
の 晴勤 に ,

'

7J け て 類型化 した活動数を

比較 す る っ 5 分未満 の 活動 では ､ 持続的な括動の 割合が

9(-j % と ほ と ん どを [tr め て13 り ､ 複合的な展開や発展的な

展開は ほとん ど み られなし･) ｡ こ れ に 対 し て . 5 分 以 上 の

活動 で は ､ 持続的な活動が 多しl こ と に変わ り は な いが ,

複合的な柄勤や 発1I W
/
･

) なi LT;-動 も み られる よ う に な る . つ

麦 り . 遊 び が様 々 な 形 で 展開し て い くた め に は , 宿曲が

ある程度続 い て い く 必 要があ る と いえ る ｡

本研究 でi-ま遊びの 展開を分析す る こ とで 保古重 の
'

!と問

づ く り を明 ら か に L ~r し1 く こ と を 目的と し て い る た め .

よ り遊 び の 展開が み ら わ る 5 分以_
1二 の 活動 ( 8 :と!1 活 動)

を 以降 の 分f]T.--対象 とす る .

表 51 3 類型 化 し た 遊 び 活 動の 活動数

i
-

休の 活動買主 l O 4 5 r 7 0 L
/
J) 2 3 1 ( l 6: /i) 2 0 7 ( l Ll n5) 14 8 3 (

.
10 0 光)

議 y] 喝 閤/Ji

5 分未溢の 話 軌
6 3
E'
J (9 (-:※〕 18 ( 3 光) 6 ( l

u

is) 6 5 9 ( l O O さ
■
/

i)

;L岩動 時間が
5 分J,_
l ｢ の 言動

4 ー0 (〇0 % ) 2 ー3 し2 r ) %) 2 0 l (2 4 ワS) 邑2 4 ( 1 0 0 光コ

第五 言 子 と もC
r-J 遊ひ .

:

昌勤の 展 開/) " :- ,み るイ与: 育ス ペース の 晴成

5-3- 2 類型化 した遊び活動の比較

類型化し た 遊び.i■;仁動 に つ い て ､ 年 齢 ･ 行 為彼 の 致. 捕

助場所の 数､ 括 劫時間 の 閤点からそ かぞれ の 括夙割合を

比較す る こ と で ､ 糠徽を捉え て い < ｡

1) 年齢 によ る比較

まず . 年齢に よ る 陣徴を み て い く ( 去 5 ･4
､ 同 5 3) c

同 じこi 歳ジュで もう さぎ組 ( T 圃 :3 歳) と ち トD う り っ ぶ

紘 ( M 周 3 歳) で は傾向が若干異な る L

, 両 机 と も に 持続

的な括劫の 活動割合は . う さぎ粗が ′1 1 %
. ち 【･D う り っ ぶ

組が 4 6 % と ほ ぼ 同じ で ある ｡ し か し､ 裡含的な展開と発

展 的な 展開を比較す る と, う さ ぎ組は発 展的な活動の 括

勤割合が同じ (檀: 3 O % ､ 発 : 3 0 %) で あ る の に 対し て ､ ちilb

う り っ ぶ 組 で は複台的な活劇 の活動割合の Jj が高く な っ

て い る ( 檀 : 3 6 % , 栄 : 1 7 % ) り ま た . 年 肺が(i
,

1
A く な る た

んぽぼ組 ( M 匡卜1 歳) , う め組 ( M 囲 5 議) を み る と､ 持

続的なr.EI 動 と 発 破 的な所動ほ徐々 に析動割合が高く な っ

て おり ､ 複合的な活動割合は市戎少して い る ｡

こ の こ と か ら . 3 歳 児 の 遊び活動で は ､ し) ろ い ろ な遊

び を行う複合的な活劇 もよ く み らか る の に 対し て ､ ･4 歳

児. 5 歳 児 と子 ども の Ij宅長とと も に . 1 つ の 遊び を集中

して
/

f ｣
‥

う 持続的な活動､ 遊び の 幅を広げる 発展的な晴朗

の どち らか に移行し て い る と 思われ る o

表 5- 4 類型 化 し た 遊び 活 動と保 育室

うぎ孝細

( T 遷 3 E;?
_
)
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図 5-3 保 育室 別 に み た類 型 化 した 遊 び 活 動の割 合
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第五 章 子どもの 遊び活動の 展 開からみ る保育ス ペース の 構成

2) 行為種 によ る比較

類型化 した遊び活動にお い て ど の く ら い の 行為の 種類

がみ られ るかを捉え て い く o 行為種に つ い て は 4 章で取

り とげた 1 1 種 の遊び行為とし て集計 した (表 5-6 ) 0

表 5一一5 は ､ 類型化した 遊び活動別に遊び行為の 種類の

数を示 した も の で あ る. 全体的に､ 遊び活動にお ける行

為種では 1_
- 2 種類が はとん どであり､ :∋種類以 上は全

体の 7 .2 % ( 6 0 /8 2 4 活動) で あ る｡ 子どもは遊び活動の中

で い ろ い ろな遊びを行 っ ては い るが, 1.
1
. 種類

の行為種と

し て集計す る と､ そ の ほ とん どが同じ種類に含まれ て し

まうため ､ 1_ つ
の 活動内で そ才1 は ど多く の行為種はみら

れな い ｡ 例 えば､ 折 り紙
･ お絵描き ･ 空き箱を使 っ た製

作は全て製作遊びとい う同じ種類に分類されるた め, い

ろ い ろな遊びを行 っ て い る 活動で も行為種 とし て 1 種類

とし て集計 して い る .

次 に類型別にみ て い く｡ 行為種が 比較的多く みられ る

活動は発展的な活動 で ある ｡ 遊びを発展させ て い く こ と

は異な る種類の 遊びを 関連づ け て遊び を広げて い く こと

で あり ､ 結果的に行為種が多くな ると思われ る｡

表 5-5 類型化 した 遊び活動と行為種数

1 種類 4 1 0 (1 0 0 % ) 1 2 2 く5 7 % ) 7 (3 %) 5 3 9 (6 5 % )

2 種 5- 8 0 (3 8 % ) 1 4 5 ( 7 2 %) 2 2 5 ∈2 7 % )

3 種類 l 1 ( 5 % ) 4 8 (2 4 % ) 5 9 (7 % )

4 種莞宣 1 (0 % ) 1 (0 % )

表 5-6 遊び行為 の分類

遊びの 分莞頁 遊び内容

製作遊び 空き箱や紙を使 つ てものを作る ､ 折リ紙 をす る ､ な ど

造形遊び お絵描 き､ ブロ ッ クを組み立てる ､ 粘土 をする ､ など

模倣遊び 料理をする ､
ごはんを食べ る ､ 布 団を敷い て寝る ､ など

受容遊び ラジカセで青 果を聴く ､ 禁器をな らす, 絵本 をみる ､ な ど

象徴遊び ミ ニ カ- で遊 ぶ ､ 遊具を別の もの に見 立てて遊ぶ ､ など

ゲーム遊 び あや とリ ､ すごろく ､
パ ズル ､ 手遊び､ など

構築遊び 大型債み木 を使つ て 泉や忍者屋敷をつ くる , など

場所遊び 大型積み木で つ くつ た場所で遊ぶ . など

運動遊 び 開 い ごつ こ をする . じやれ合 う､ 棲 み木の上 に登る ､ な ど

課題遵 ぴ 絵の 具 を使 つ たお絵描 き､ 劃 の お面作リ , な ど

その他の遊び もの を触 る
一 見る ､ もの を探 す､ など

- 1 3 8 -

3) 活動場所によ る比較

類型化した遊び活動にお い て コ
ー ナ ー

や コ
ー ナ ー 以 外

の 場所を どの く ら い 利用 して い る の か を場所数か ら捉え

て い く ｡ 場所数につ い て は 4 章で取 り上げた 1 1 種の コ
ー

ナ ー ー と コ - - ナ - ー 以 外 の 保育室の 場所､ テ ラス を含めた 1 3

の 場所 とし て集計した ( 表 5-8 ) ｡

表 5･･･7 は , 類型化した遊び活動別 に利用 場所の 数を示

した も の で ある｡ 最大 で 6 ケ所利用 して い る遊び活動も

み られ て い るが､ 遊び活動の 多くは 1.
- 2 ケ 所 の 場所を

利用する も の で あ る. ;.
i - 4 ケ 所 の 場所を利用する遊び

活動で は コ
- ー ナ - ー 以 外の 保育室の 場所､ テ ラス の 2 ケ所

が含まれ て い る こ とが 多い o そ の ため ､ こ の 2 ケ 所 を除

いた コ - ー ナ - ー だけを捉えた 場合､ 子 どもが 1ー
つ の 遊び活

動を行う中で 1 - 2 ケ 所 の コ - ナ - を利用 し て い るとみ

る こ とができる ｡

次 に類型 別にみ て い くo 持続的な活動や複合的な活動

は 1_
- 2 ケ 所の 場所を利用する こ とが 多い ｡

こ わ に対 し,

発展的な活動は 3 ケ所以.._
とを利用する こ ともよく みられ

るo こ の こ とか ら､ 持続的な活動や複合的な活動を行う

際は ある場所に留ま っ て活動を行う傾向があ るが､ 行為

が発展 して いく に つ 才l 様 々 な場所を利用する傾向が ある

と い える)

表 5 - 7 類型化L , た 遊び活動と活動場所の数

1 ケ 所 2 9 9 (7 3 % ) 1 0 8 ( 5 1 % ) 6 2 (3 1 % ) 4 6 9 (5 7 % )

2 ケ 所 9 0 ( 2 2 % ) 7 2 ( 3 4 % ) 7 7 (3 8 % ) 2 3 9 (2 9 % )

3 ケ 所 ー9 (2 % ) 2 6 (~ー2 % ) 4 4 (2 2 % ) 8 9 ( ー1 % )

4 ケ所 2 ( 0 % ) 7 ( 3 % ) 1 5 (7 % ) 2 4 ( 3 % )

5 ケ 所 2 (1 % ) 2 (0 % )

6 ケ所 1 ( 0 %) 1 (0 % )

表 5 - 8 活動場所 の分類

コーナ
ー

製作コーナー､ 折リ紙 コ ー ナー ､ 編み物 コ
ー ナー,

粘土コーナ- ､ ブ ロ ッ クコーナ
ー

､ まま ごとコ- ナ- ､

ごつ こ コーナ ー

､ 家 コーナ ー

､ 絵本 コ
ー

ナ
ー

.

音禁コ ー ナー,

/
)
L ムコ ー ナー､ 課題 コーナ

ー

コ
ー ナー以外
の場所

保育室のその 他の場 所 ､ テラス のその 他 の場 所



4 ) 活 動時間 に よる比較

ITi 後( : . 類)iu] 化 し た遊び括ji:] に つ い て ､ 活動時rこ:1 の 特

徴を｣j上え る .
: 夫5 E) ほ ､ 5

/
/)
h

間 隔 に そJ l ぞ才1 の 類型 化し

た遊び括fiJJ の 活動歎を ,I( し た も の で あ る ｡ また ､ 刷 りJ 以

上 の
.

[

u

r｢ 軌 は ま と め て 所動数を示し てし▲ る⊂

車体的なLt .q
L
[占= ま, 短 時口JJ の 括劫で は持続的な活動が ほ

と/ し ど で あるが ､ 1 〔) 分以 上 の
.i;(.- 動か ら徐 々 に 複

'

,l
l

的な17f;-

動､ ヲE J表的な 活動の 活 動剖告が 高 < な っ て い く傾向があ

る ( 岡 5 ′･l) G i .
11r[ 動時 間が 良く な る に つ 才1 ､ そ の 傾向は強

く な る 二 様 々 な遊び
/

fj. 為 を複缶的 . 才色展的に行う こ と で

･

i.1rI 勤時間も長くな っ T い く こ と と い え る ,,

fE1 型 別 に み て し) く と ､ 持続的な活 動l･ま､ 1 つ の 遊び行

為を続け る た め ､ 短時間で のf.1[I 動 が 多 いカi . 中 に は ､ 6 0

分以 I-,
も の 時間､ 集rl l し て 遊 ん で い る も の も み ら れ る J

檀; l
h

的 なi.pI- 勤は . 比 較的どのn 引司掛 二 も み る こ と が で き.

fT7 時間か ら長崎問ま で 幅広 < 晴刺が子｣1. わt l て L･ ゝる ,
l 発 展

的な1.Tf. 動ほ､ 3 〔) 分以 上か らflTT- 勤割(-? の 半枚以 上を占め る

よう に なり, f <-時間 の 活動とな E) や す い ,
;

表 5- 9 類型 化 した 遊 び
.

;舌勤 と活動時間

r
J ≦ t < l O 牙 17 2 (7 6 ウG) コ5 〔l 6 % ) 18 (B Iぢ) 2 2 5 い0 0 光)

ー0 ≦ t く ー5 フナ 7 9 (6 0 %) 3 1 2 4 y
.〕

2 2 ( l 7 ) T 3 2 ( ー0 0 ワ1;.l

l 5 5- t < 2 O 分 5 3 ( 56 %) 2 7 2 B y 1〕 l5 [■1∈ ) 9 5 ( l o o ヮ,:)

2 【) く t く 2 5 分 3 7 ( ヰ6 %) 2 7 く3 5
■

.
■

乞) 1コ〔】7 X 〕 7 7 くlロO H )

2
z-_ , 三≡ t < 3 D 分 2 2 ( 39

o

i) 1 S f 3 2 % j 1C ( 2 9 フ;) 5 6 ( 1〔)0 フS ,t

3 0 ≦ t < コ5 牙 ー5 (3 3
1

X) ー1 ( 2 4 光) 19 ( 4 2 y:) L!5 ( l O O
t

X )

3 5 t く 4 0
J
'
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1 7 3 9 X J) 18 ぐ■4 け弓) 4 J1 ( l O O ㌔)
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図 5- 4 類 型 化 した 遊 ひ 活動の 活 動時間 の 割 合

罪 五 菜 子 と もの 遊 び;昌助の 良問 か らみ る保 育ス ペ ース のi畠成

5-3-3 類型化した遊び着動の 特徴

以 ヒ. 年齢 . 行 為種 ･ 場所放 ･ 所動柿間か ら 類型化 L

た遊び活劇の 特徴を捉えて きた ⊂ 以 卜に . そ の 特徴を無

理 する ( 京 5 川) ( .

1) 持続的な活動の特徴

持続的なi.
=

5- 勤は , 各年齢と も に よ く み LT ' れ る が ､ 4 .

5 歳 児 に な る に 伴 っ て 1 つ の 遊びを持続して 行う ｣
'

･

が 多

く な る 傾向が み ら れ る ｡ 行為種 の 数や 利用 場所 の 放と も

に 少な L ) 傾向があり ､
1 つ の 遊び行為をあ る場所に留ま 7

てi;1-動 を行 う こ とが多い . そ し て ,
こ の 活動の 活動時間

は比較的短 い 岨句に あ るが , 小 に は :i() 分以 上 も持続して

遊ぶ子 もみ ら才l る o

2 ) 複合的な活動の 特徴

複合的な捕動ほ , 比較的二三 歳児な ど年齢が 低しpl 子 ど も

に 多 く み ら .n る 傾向が あ る ｡ 守｣
二

為禰 の 数は l ← 2 種類 の

行為穣を複
/

rl

h
. し て い る こ と か よ < み ら才l る ｡ 利 用場所の

数は 少な い 傾rLJ] が あ り､ 持続的な】舌勤 の よう に あ る 場IrT

に 幣ま っ てi[,- 軸を行う ことが 多 い ｡ こ の 活動 の 泊敵将間

は どの 時問布で もよ く み ら わ る 机 持続的な活 動に 比 べ

て捕動時間は長 < な る傾向があ る っ

3) 発展的な活動の特徴

発展的な活動は . 各 年齢 と も に み ら れ る が , 特 に 年齢

が高し= ま どみ ら れ や す く な る 傾向が あ る,; こ の 活動 で は,

行為種 の 数や利 用 場所 の数 は｣
r

li も 多くな る こ とが み ら れ ,

晴動時間も長崎問の 活動と な りや す し) ｡ 7i- 為が 発展して

い く こ と で 異 な る 種類 の3.L
# ぴ を関連づ けた り い ろ い ろ な

墳J
f
ji をT [Jz う こ と が 多くな る こ と で 良 い 時間括軌が続い て

い く こ とに な る としユえ る し

表 5- 1 0 類型 化 した 遊 び 活動の 特 徴

三三柘;
4

.
5 涌 児に 多く み 3 /T2 児に 多 く み られ 4.

5 歳 児 に 多 く み

られる /
i られ る

jーち時の琶主
~棒苧 の竜 ぴ

/

T了f l を

Fl 挿 !妻の 遊 び の 姐

みぅ わ ti. もしく
Eま

巽 l= ろ 2 つ の 超〔L の

経み 今≠) t i.
.

γ宕 も 多

媒 /7 な酋 ひの書重苦売主

久 美あ け- r 迅 ,5 ∴二と

真 申して寺i う が上ヒ琶E勺よく み られ
/
a

f ILF = 塙fJr の 恕

z 9 る
+
J= 所lこ留吉-)- r あ る 芳 郎に 習三 つ て 蝶 々 /i 環 所を一貫い 分

讃 勤をそ了う こ と /

h
J
i 壬 ニf . 如 /L) rl

l

J こ { ′1 nA与 りて ;吉臥 そ子l LJ こ {_
が r
=f , い

,7.重力頃 頚 福時P53 u7 r ;六新がJ
,

i5J
'

:
. I

: 巨 喝 笥 .
J? ,

′7 . 蔓,t
1!

I
t 多しー 裂時 間のン言動か 多 い

1 3 9



顎五 芸 子 と もの 遊び;L昌勤 の 展開 からみ るiち1 育ス ペース の 絹成

5 4 遊び所動 にお け る遊び の 展 偶像

前節で ほ､ 額T-
r

i 化し た遊び活動 つ L･ 1 て そ 才l ぞ4 1 の タ イ

プ の 特 徴を捉え た.
ニ 本 節で は. 遊びが 巌関して い く 際 に

ど の よう な遊び の つ な が り が み ら れ る かを遊び の展 開放

とし て捉 え てし1 く 【

5- 4- 1 持続的な活動にお ける遊び の 展開像

1) 年齢別の遊び の 特徴

持続的な爪勤は .

r 5 ) る 行為 を集中して 持続的 に行 う遊

び方｣ で あ る L 別 の 言 い )j をす才1 ば､ 活動小の 行為 の 変

化が なく 1 つ の 行為白体がそ の ま ま活動とな っ て い る も

の で あ る D ニ の 縞剃で
/

(;- わ[1,
る 遊びを捉え る こ と は､ ど

の よ うな遊び が長 い 時間続 きやすい か と い う こ と を示 す

こと に なる_ 各
,
L

声年 とも に 活動の約半数が こ の 活 動 に あ

た る .

点 5- 1 1 は ､ 持続自勺な活動に おけ る活動r) ,J 容と年齢の 関

係 をみ た も の で あ る ご 各年 齢を通 し て 多く み ら れ る 活動

ほ, 製作遊び の 括軌 ･ 運動遊び の 活動が比較的よく み ら

わ る o
これ に 上寸し て ､ あ る 年齢に特徴n

'

J なず7:.1 勤 は ､ ≡現題

遊び の活 動で あり ､ た んぽぼ 組 で こう6 活 臥 うめ 組 で 3 5

r7;. 勤 と √4･
- 5 歳 児 に 多 く み ち れ る o こ れ は ､ ｣

.
5 歳 児

で ほ保再プt トゲ ラ ム に よ っ て 課題遊びが守｣
こ

わ れ る こ とが

多い た めと思わ れ る｡ 同様 に ､ 造形遊びの 活動 ･ 模倣遊

び の 活動 ･ 雪容遊び の 活動 ･ 象徴遊びの 活動 ･ ゲ- ム 遊

び の
.

ii与勤が . あ る fF. 僻だ け に 特徴的に 多く み ら れ る ヮ 去

5-1 :≡ は . 節 /l 章で ,I( し た 保
1

r1
;

重 刑 の 遊び千｣
二

為の 割合で あ

る が ､ 行為割合が[
'

こ
･

バ ゝ遊びがそ の ま ま活 動数 の 多さ に つ

なが っ て い る こ とが分か る ⊂ 人気の 高 い 遊びは ど遊 ぶ 人

数も多 く な る た め ､ 許 米的iこ音詩動汲も多く な る と思わ れ

ら ,J ま た ､ 構 築 遊び や 場｣
r
if 遊びは､ 全体的に 活劇数が 少

な く , こf l ら の 遊びは l つ の 行為だけ で す っ と続 く こ と

は行わ4 ) に く い 遊びと)Ll, わ れ る ｡

2) 持続 しやすい 遊び の 特徴

二欠に . f'f.- 動内
?

(
'

rI)I) にi.r[ 勤相 聞を み る こ と で ､ ど の よ う

な活 動】人｣ 容が 長く 続 きや す い か を拭え る 亡 国 5- 5 は そ

j~l ぞ れ のiLTT. 勤内市別 に .
L i7 分以 上 1 5 分大仙I . 1 1 5 分 以

1･,
:i () クJ 未満｣ ､

I : w
'
J
J

i

以 卜L CT) こi 段 階の 割f†をL
-i+ た も U)

1 4 0 -

蓑 5
･

1 1 持続 的な 活動に おlナる保 育室 別 の 活 動数

製作懲 びの諮 動 t7 さ2 2 1 2 2 9 2

還さF; 立 ひ のi六勅 9 6 l 8 ■ 3 4

嘆
I
h 延 びの議 動 7 ー2 3 2 2

受容遊 びの活 動 2 9 十 El (=

敦子故遊 びの;7t 動 2 :

:

1 ー､ 3 ー6

ゲーム遊びのン吉勤 El ～ l 4 2 0

(1笥葉虫 ひの;岩動 4 ■ ■ 6

竃所遊 びの 嘉ょり 2 2

運動泣 ぴの 活動 1 4 1 3 ー5 4 6､､ 呂8

課題逗 びの 講勤 3 3 6
∵

. 7 5

そ の他の 遊びの 活動 ■ / 6 14

表 5- 12 保育室 別 にみ る 遊 び 行為の冨り台( 蓑 4- 1 0 と 同内容)

監件鞄び 3 9 6(2 3 馬) 5 6 O:3 2 :]≦) 8 2 4(2 8 % ) 6 5 O(2 3 % ) 2 43 0

･呈形遊び ー込6( 1 l 方) T 3 3( 8 % ) 3 7 占u ○
t

};) l 4( 一光) 7 ー1

項(姐迫E .i 2 B 7( l G 3名) 2 了9f l G ヲ(i) 1 1 4(4 2 t) 2 4 G
/

9 ラ言) 9 2 6

受容迫ひ 4 5(3 ヲ1) 9 l(5 ア≦) 2 6 0( 9 %) 1 1 6 (4
4

j<) 5 ー2

無敵遊び 6こl(4 % ) l ヨ6 = ー>I) 1 5 B
｢
5 ノ;:) 6 5 (2 % ) 4 B 2

ゲーム 母ぴ 5 3 (3 〕s〕 0 2 5( 1 %) 1 7 α6
'

J

1

芸) 2 4 B

構 築遊 び l 2 q 7 % ) 5 B( 3 H-) 6 こ)( 2 先) 1 8 B(7 ジ≦) 4 2 9

場所-超ぴ T7 (I
l

k) l(0 )
-

≦) l7( 1 ソム) l 5 2(5: i) 1 8 7

運男一澄ひ S O 凸(

_
l 7 ぎ≦) 2 9 次ーE'ラi) ヨ6 ⊇( 一之た;)

I-J G Z3i2 0 窯) 1 5 2 9

ヂ こ+TL + 9 7( 6 % ) 0 Ll3 8( l 5 ブ≦) ヨ9 y
1
2 O} ;ち 9 3 4

その 他の虫 ひ l 9 4( l l %) 1 6 9( ーD % ) 3 0 0( ー0 3j ) 3 0 三/ 1 15 岩) 9 6 且

表 5- 12
'TT の 濃く 示した箇所は塑ひ弓1 ぉ の｢ 垂 5･ 1 5 持続的屈同r = お ける 年梼別の 活動致｣

で 孟勤さ全h l 多くみ られ た笥所 を ,T t して い る ;



笥 五 喜 子 と も の遊 び活 動 の星 間 か らみ る保 育 ス ペース( T) 鳴成

で 3) る ｡ 3 0 分 以｣二 とi
=

% rt7 = 問続 < 所動は､ 製作遊び の 柄勤 ･

造TF
'

;l豊び の 治効 ･ 実
'

容遊び の 緒軌 ･ ゲ ー

ム 遊び cT) 活 劫 ,

課 題遊び のt.f.- 動で あ る ,

T 特
に 憩E璽遊び のTTi 勅 ほ .

3 0 分以

l 二続 く こ と も よ く み ら れ ､ か な り の 時間 をか け て 遊ん で

い る こ とかクj
.

か る ∪ 禦什遊び の 晴動 ､ 造形遊びのi( .-動 は

l つ の も の を作 る の に 時間がかか る こ と もあ り比較的活

動時間が良< な る と 思 わ れる ,

.
また ､ 絵本を読む など の ｢ 受

'
J

8 遊 び｣ ､

IてズJL な ごの ｢ ゲ -

ム 遊び｣ は ､ 同掛 こ良く 続

い て い る こ とが み ら才l る が ､ こ れ ら の 遊びは子 ど も に と っ

て あ る程度架小ノJ が 要求さ如 る 遊び で あるた め時間 も長

くな っ て い る と 恩われ る ｡

3) 持続的な活動における遊びの 展開像

以 上､ < f J
'

- 為の 持続ゲル - プ > の 展開蝕を拭え て きた ｡

ニ の 矧凋像 と L て は次 の よ う に まとめ る こ とが で き る ｡

･ 人 気があ り ､ 遊 び人数が 多い 遊びは持続 しやす い

･ 中 で も集中的に取り組む遊び は長時間の持続がみ られ る

･ 他の 遊びと結び つ きやすい遊びは持続 しにく い

持続 的な 活動の)iiliE] 飽 を示 し た i , の が 同 5 6 で あ る L

l つ 1 つ のl
l

】カてそ3 1 ぞ れ の 遊び清軌の まと ま り を､ L ') の

大きさがそれぞ才1 の 遊び所動の 所動致をホ L て い る .

持続的な括B)) は l つ の 遊びを続け る･t ) の で あ る ため ､

全休rJ() に TT .･ 動 致 は 多しゝ っ 中 で も製作遊び ･ 出勤遊び の 緒

軌ほ ､ ど の 年i 齢 で も比較的よく 行わi'L て お り､ 言放題遊び

の 柿勃は ､ ヰ
-

5 歳I, F]L (こ よ く行わ才l てt l る G テ.pr.- 勤叩間を

み る と､ 最 も晴軌峠rT'l が 長く な り や す い の ほ､ 灘 題遊び

で あ る ｡ 同 掛 こ製作遊びの7T- 動や 造形遊び. 賃料壁び
. ゲ1

-

ム 遊 びほ , 集小 ノ) が;g ､ 要と され る 遊び で あ Ll ､ 活 動時間

が 同様に長く 続きや す し】 ｡

宝･
/
乍i壷ひ u

-

j 詔勅

造形真空びの活 動

横倣遊びの; 舌ilJ

受音速 びの;7. 動

洩
/

# 遊 びの三六勤

/
J

'

- ム遊び の講勤

構築避 びの 詰邑ゴj

主芸所i簸びの 講勤

運動遊 びの;六NJ

琵黒愁 びの 諸 臥

そ の 他のう珪ひ;舌yl

｣ 1 l l ■

T 二 Ⅰ: = 三二二｣ 二
r

_
l ~~T L l ⊥ + ∴ _ _

=~~~~~=二L 二 __ _
｣ :

iゞ/ lこl 汚 2 ロ>:p :5 D-iS
^
n 7
/
5( ) % e こ宵 / U T J H {) )二

(; ( が IL YJ yl

lコ さく t く 1 5p-･
汁) ⊂コ5 ≦ t < - 5( 労 ) 8ヨ 3 O く 【く告~

･

図 5- 5 持 続的 な 活動に お け る 責 動時間 の 割合

ゲーム 遊u t
( ∩

二

2 〔))

(rT 2)

ヒニ三き]

土芸所遊 び

( n- 6)

国 5-6 持硫的な 活動 に お け る展開像

l
ノ ー

9 1 0･
-

1 9 2 D
-

2 9 吉0 - 3 9 41)
･ -

4 9 5 0･
-

;言動C?p つ Ti か リ u7 歩 現√.
1 六 ･T

｣
･

- ･ 1 1･

1 4 1 -



第五 童 子 と もの 遊 びi岩勤の 展 開 か らみ る 保 育ス ペース の 瑞成

5-4-2 複合的な活動におけ る遊び の 展開像

挺(T l
∫

)
I

.

) なfr(,一勤は .
1 い ろ い ろ な遊び行為を淫続して 行 う

遊びノjl で あ り . 括劫IF F で 様 々 な遊びを組み 缶わ せ が み

らオl る
o そ の た め . こ のiTI 効 に お ける遊び のJ東関橡を明

ら か に す る 卜で ､ どの よう な遊び行 為 の 組 み 合わ せ が み

ら れ･や す い か を捉え て い く o 行為 の 細み 合わせ は . 同L;

行為極 の 組 み 合わせ
三7 】

と 異な る子i 為種の組み 台わ せ に 分

け T 捉 え る｡ そ才l ぞ れ の 描勤致を衷 5 1 3 に 示 す c

1) 同種の遊び行為種の 組み合わせ

まず . 同 じ遊び行為種 の 糾み 合わ せ を み て い く G 茨

5-1-1 は勾二齢別に そ れ ぞ4 1 の 活動数を示した も の で あ る が ､

同 じ行為雌 で 組 み
/

.l

h

わ せ が 多 い も の は ､
｢ 製作遊びの

.

m-

動｣ ,

｢ 模倣遊びの 活動｣ .
｢ 運動達びの晴動｣ で あ る ｡ 各

年齢で 同様に 括勤致が 多く ､ ど の 年齢に と っ て も こ才l ら

の 組 み 缶わ せ が み ら れ やす い ｡ そ の 他の 同じ行為･確 の 組

み 合わ tl･まit-rl-勤放も多くなく あまりみ ら才1 て い な い ｡

こ CT) 遊び の 種桓に よ る活 乱数の 違いと し て ､ 道 具 の 種

類 と そ の 帯 き場所に あ る と考え られ る ｡ 【裂fl 三コ ー ナ- -】

に は製作遊びの ため の紙 ･ y;q: き 相 ･ 廃材 ･ 折 り紙な ど, 【ま

ま ごと コ -l ナ ー-】 に は料 軌冒l
･

布卜土]
･ 人 形

･ 診鰯道具
･

衣装道 具な どが , 置 か れ る こ とが多い L こ わ ら の コ
ー ナ ー

で ほ ､ 様 々 な避 T

H
= が 豊富 に 胃かれ て い る こ と が特徴で あ

る コ ニ才l に 対し て ､ そ の 他の コ - ナーーは, 【ブ L ト ノ ウ コ -

ナ--】 に はIj u .
L

/ ク ､ 【粘土 コーー十一
-

】 に は粘⊥､ と い う

よ う に､ 其本的に 1 種類 の 遊貝の み が 置 かj~1 て い る こ と

が 多し1 , こ の た め . こ31l
,
ら の コ I

- ナ -
-

で は ､ い ろ し) ろ な

遊びをI d 川寺に 組み 合わ せ て 遊 ぶ こ と ば起こ り に < く な-j

て し) る と思われ る D

圭 た ､ 運動遊び は, 体 を動か す遊び で あ るた め , 遊 具

の 制限を
･

_
l

l (･十 る こ とが 少な い ｡ そ の た め .
い ろ い ろ な遅

効遊びが続きや す < な っ て い る と ,

[
iしわ れ る し

2) 異 なる遊び行為種の 組み合わせ

次 に 果 な る 遊び行 為種の 組 み
'

rl

･

わ せ を み て い < G 表

5-1 5 は , 複缶的な活動の 中で ､ 只 な る 遊び子;･ 為の 組 み 合

わ せ が み ら わ た
･

iiri 動救を ､ 行為 の 糾 み
'

rl

～

わ せ ご と に 示 し

た も め で あ るし 了｣
二

為 の 組 み 缶わ せ ほ ､ 昂 人で･1 挿の 組 み

'

rl

h わ せ 手, み Ll) 1 t る こ と もあ る.:. し か し . i,-r,.垂州つ の
_
'

L; て の

遊びそj
=

為 の;
/

:illみ 合 わ せ を示 す と檀推に な
L
_
) す ぎ る た め､

- 1 4 2

51 7) 同じ 行あ確の 組み合 わせ

雇
■

ユ 行亀子士1 1 穐頓 に.;f 類L ノ 7
"

. ･ る が . 子才L そ才~h J7 f ･巨Tfi･J) 巾岩二は い F ,
1

. ▲ ろ な還
-

J が言

責t l てし J .

ー型
fi

;

超て) て iま流や 空 き箱 (i
.

( Fと っ た動 作
.

主i
'

.i;応 き
･

iFr F ) 統 rJ.t-: か , 弟 形

還〔ノ トこ
∫

[･ i ノr= ､

_･
･!/ J J 臥み 止て . 粘土 ･

掘-･叫匂な
L

~が 台 圭I 1.
7
J = そ } } た ,? ' 同 E; 斤払唖で あーI,

T と､ 迅 ′,

T

i 缶さつ
J

L

_
+ /J l キ l

_
:
J 才l る こ
.
'

1.
にf l ろ く

表 5- 13 複合的な 活動の活動数 (同 種 と異種)

EE3 M 塵

計うさぎ鼓且

(3 歳)

ち中う

リ つ ふ組

( 3 歳)

たん1まぱ

紹(4 ぎ嘉)

うめ毒且

(5 扇)

TE) じi吐こ> R 為硬の組み合と) 哩 2畠 3 8 3 D 3 2 l 2 &

異なる遊び子7 為種の 絹み合わ 畦 1 8 2 7 2 8 1 3 B 6

汁 ) 4 6 6 5 5 S 4 S 2 ー4

表 5-1 4 同種 の 遊 び 行為種 の 組み 合わせ

同
逮
ひ
1 Ⅰ

負
け
め

細

わ
せ

い ろい ろ7._
T富ま作遊び i 5 T B 79 7 5 9

ー2 8

しヽ ろい ろ左i岩形遊 び 1 ■ 2

い ろい ろI= 壌 (u坂遼 び E] 2 8 2 7

い ろい ろな空軍i延び 1 .I) 2 6

い ろい ろな魚徳遵 ひ 1 ■

しヽ ろい ろな構築迅 ひ 2 ■ 3

い ろい ろな葛所遊 び 4 4

こヽ ろい ろIj: 運動遊 び El 7 4 Eq ∴

只/三る運 びi7 鵜控の 相 み合わ Li ー8 2 7 2 8 l 3 写6

蓑 5- 1 5 異な る遊 び 行為種 の組み 合わ せ

～ 6 3 5 2 3 3 A

_
?
≡

義 ,

l
L> 遁ひ 6 5 ■ 2 ■ 4 ■ 1 2 1

J真髄遊び 5 El ■ ■ 2 E] ■ 2 5

空谷遊び 5 ■ El ■ 2 ■ 3 2 ー

宏一萄;竪ひ 2 ? ■ ー 5 4 l 5

/
)

I

- ム】きび コ ■ E] 7

械装遊び E] ■ 2 5 7 2 2 1

岩R7 T rTC( び ■ 2 ■ 4

蓮軌i孝ひ J q E] 3 4 3 4 _ ∵

i
E

2 笹逝ひ

他の 遊び ■ 2 4

実現U ) ;占も〕で!j- 忠犬 T 4 f_
41!f の 確み合わ Li I

'

)†み られ る活 軌もある′しか し今 て のi･R

み 合わ Ll モ /7Tt す こ i: !よ)巨塔rこ娃故 に なる た め に あ る ;占軌 町 亡君 もよく みられた 2 つ の

千ラ亀を取 :) ド.
し

T

: こ の 芸 に 宗 L ･ た_
{i お . この 策て_

=

Lt . 二 軍に 組み 合わ ti の ;六如致 を

示 して い るた め r= 今計 の ;7 1 朝霞 1了2 ri 冥昏の ;六鮎替 8らの ilイ号と Ii つ て い 7EJ っ



箭五 章 子 とも のi竣ひ三昌勤
'D 展 開 加 らみ るづ呆酉ス ベ- ス (.

I) 構成

ニ ニ で ほ遊び捕酌の 中で占i- も よ く み L1
-

, れ た コ種類 の 遊び

子｣-. ,為
5- 1
_
y 選 定し て ､ 遊び行 為の 組 み 合わ せ を みた ｡

夫 .T) l H を み る と ､ そ わ ぞ音l の 遊び行為 に は ､
い ろ い ろ

な 組 み :†わ せ が み ら わ る ｡ J
l

t
'

も J:):L& び の rT 1 で は ､ ふ と

し たき･ ' か(i- で 遊びが つ な が る こ と が 頻 繁に み ら れ 干

ども に よ 1 て 遊び の 組 み 合わ せ ほ 多様 に存TL7 す る と い え

る
く
. そ の 中 で 同じ行為稚 の 組 み 令わ せ が多く み らゎ た

｢ 製作遊び の枯軌｣ .

｢ 模倣遊び の 活動｣ ､
｢ 運動遊びの 揺動｣

は . 他 の 遊び と の 組み 合わ せ が よ < み ら れ る D ニ才l ら の

遊び は . 前述L た 同じ遊び行為樋の 組 み 合わ せ で み た同

じ傾r(,｢ であ る｡ ニ と こ とか ち ､

l 製作 ･ 模倣 ･ i
l

i! 勤遊びI

の 二与 つ の 活 動ほ同じ行為縄 . 異な る了i 為樺と も に 遊びの

組 み fi わ せ が 多く. 複 合的な展阻 へ つ な がり や す い 括勃

で あ る と い え る ⊂

3) 複合的な活動における展開の特徴

以 上. 複
'

r l

h

的な 活動 に お け る遊び の 展開像をij
rl

t え て き

た ⊂ こ の 展開陵の特徴を以 卜に ま と め る ｡

･ 遊具の 種類が多くまとま っ て 置かれ て い る場所 で は運び

の 複合がみられやすい .

･ 子 ど もの遊び方によ っ て遊び の 複合の パ ターン (組み合

わせ) は多様 に存在する.

･ 運 動遊びは遊具を必要と しな い ため様 々 な遊びと複合す

る こ とが 多い ｡

裡
'

ri 的なi-ET,L 勃 に おt･i- る 憾開腹とし て 蓋 と め た もの が 同

i-r 9 で あ る ｡ 括軌敦 をF
I

j の 人きさ, 活動 の つ なが ･
'

J) の 歎 を

線 の 人 さ で 示 し て しゝ る , 重 た . H の 人さ に つ い~r ､ 同 じ

行為篠v-) 組 み 合わ せ の 場合はI
T

】間U) 太さ . 児 な る 行 為稽

の 糾 み
'

H
h L

わ せ の 場
'

r ,

-

は
/

6 円 を粁 ぷ 線 の 太さ で ､ そ れぞ才1

の 活軌 の つ なが りの 敦を ,T( L て い る〉

こ の 岡 か ら ､ 各行為は い ろ しユ ろ な 遊び と の 糾 み
'

n

L

わ せ

が み らか ､ J
'

･ どt j の 遊 び の 多様さ を み る こ と が で き る ｡

そ の
[r-
l で l 製(ll:遊 び l や l 模 倣遊び l , I n( 動遊びL は ､

栢 に 他 の 遊び と の檀 告が み ら わ や す しゝ遊 び で あ る こ とが

('J か る-

5- 1) 活軌中に最 もよ くみられた 2 捷類の 遊び行為

益こ･
〔
1i メ〉J) 約 与 台わせ を 郎碓に躍 }1 J: J

_
: : .

'

j. iL
7 こ,
(?占句 て み ▲: , t ! た 渥二【T+,み相

し
'J r
t
].

Ll連子) よ < み L_
I, I l / こ コ 塵領 u-) 荘L

'

,

(
庁謁･

'

i: 壁竜iノた_
そ J) 感受lよ率ぃi ､ ri 為r二かけ 7こ的rF)】

噸て ある J 例 /i- 以下r: 示∃∴

例 : 有事ヱ告的 ,

.

i

.
; 酒興F: 台 l ▲ て ､ 製作矛訂 卜 帽胤%l- I ･ 岸grhrJl･

'

J
t を そ I l ぞナ1 行-.ンた.ヒ ㌻ { ,

.
i (J t r t_

7
j) 活 内剛 町J-_

) 中で ､ 製作落L
'

,
t
在 Ⅰ.

r

, 汁 . ftW i
l

l 岸 LJ/ ( 1.
I

J r)
l

jI ､ j琴曲)
Jffp

'

j (
i
･
.

r
, け行-I ,

I
= と丁 る
､
=･J

l

) 場 合で は ､ 厄 も よ･く 与 こ
:
, 1 t r =-J 尉Ll‡1 Lり還こ･

(
r r 為は , 製作荘-J

'

.

椴 倣挺
-

J と なろ.
上
L

l 卜ĴJ よ
'

) 氏. t

L

塁
I

ii
r

v? 仕方 こ . そ才
1

_
･

亡I l･ T J手葛f.
.

的た 1
;

Jf 執 u7 中て , 1
'

蝕すi J 7 避 こL-けあ

を1空正し~こ . 義 5- 1 S 引i = 成した <

.

手品芸道び( n- 2 4)

･I†異 なる遊び手7 白骨の‡8 み 合わ せの 遥今 は 両方の 速びに 活動敦 を計 卜して い る, 千
の た の L 旗色E与と講鍬 ま 2 1 4 の ;舌動で あるが ､ Ea 中cO ;71 勤敦の 合計 はそれ よ り与く/ & つ

て い る,
図 5- 7 遊 び行 為 の複 合 的展開 に お け る展開像

凡I=F)

:A-融芸女二 ∃の 大草さ

1
-

9 1 O
-

1 9 之0
-

2 9 3 0
-

3 9 4 0
-

4 9 5 0･
-

三昌九戸JeT) つ ,
'

E , 1 j
T こ｣ の買主 L頚の 太さ

- - ･ 二

_ _ ~ ∴ ■ +
l

-
･ 4 5 - 9 1 0 - 1 4 1 5 - . l⊆∋ Z O -

ー1 4 3



窮五 菜 テ と もの皇室ひ 話 勤 の 展開か らみ る 保育ス ベ- ス の 鴫成

5 ヰ 3 発展的な活動に おけるあそぴ の展開俊

子引釧勺なi.帽力は ､

r あ る 遊びを｣ムげなが ら様 々 な遊びを

〒i う遊び)JL｣ で あ る ヾ 1 つ の あ る 日標 に 向か っ て 遊びを

発J表さ せ て い < c 例 え ば ､ た だ幽 い ご っ こ をす る の で は

な く ､ 自分たち で 武旨S
･

やP]j ,

Ej
< を 作 っ て 闘

T
v ) ご っ こ を す る

よ う に ､ あ る遊び に k寸し て 様 々 な遊び を関連づけて 行う c

:LB5j: び の 発 展白体ほ . (- ど･も で あ る こ とか ら ｢ も の を作-)

て そ れ で 遊ぶI と い う 簡単な も の が=多し､ が , 中 に は大人

数 で 計L垂j 的に 遊びを行う よ う な大が かりな も の も み ら れ

る こ と も5) る e

遊び の 発展のfl:)j をき賢母 する と . も の 作り ( 製作遊び

や 造形遊び) の 遊びか ら の 発展 し て い く勘合と､ 場所 づ

く り (柄築遊び) の 速び か ら 発展し て い く場合が あ る (表

5-1 6 ) 8

1 ) も の作りの 遊びからの発展

も の 作L) の 遊び か ら の 発 朕 に つ い て ､ どの よ うな LW び

の つ な がりが ある の か を み て い < ｡ 表 5-1 7 は . 遊 び の 充

櫨を行為櫨別に4,
r'

i= え た も の で あ るo 全 体 的にF
･

ま､

【製作遊

び - 象徴遊び｣ ､
｢ 製作遊びや 造形遊び- , 運 動遊び｣ の･稚

)東が多く み ら れ る 白

iL l 齢別 に特徴的な遊びの つ なが り を み て い くo 二う康L
U
L .

で は d 製作遊び > 象徴遊びI . Ll 歳児 で は l 製作遊び > 受

容遊び｣ ､
5 右転IL

]
L _ で は ｢ 製作遊び- ,ゲ ー ム遊び｣ が 特徴的

に よ < み ら わ て い る c 3 歳 児L･: 多 い
【築作遊び , 象徴遊

び｣ の
'

7E 尉 ま例え ば
''

E き符 で 飛7 ｣
二

確 を作 っ て ブ ー

ン と い

い な が ら 飛ばすよう に l も の を 什こっ て そ れ を付か に み た

て て習ミしむ遊びカ｣ で あ る ｣ 特 に 象徴遊びが多く み ら1
,

l

る 3 歳児 に よ く み られ る発 憤 で あ る .; 歳 児 に 多 い r 製作

- r 受容｣ の 予E 展 で は お絵描きか L:-, や が て韓会本作L1 へ とヲ巨

櫨し てし) き み ん な で そ の 絵本を読む と い う も の が み ら れ

た J
こ の 保育室 で は絵本好きな r

･ ど も が多 い こ とも あ っ

て こ の 絵本作りの 発J東が よ く み {:' 才1 た と 思 われ る c 5 歳

J ,U. _ に 多 い ｢ 製作 - ゲーム｣ Cr) 発 展 ほ ､ く じ柏や ビ ュ ン ビ ュ

ン ご まな ど子 ど もたち で 考 え たゲーー ム を実際に 作 っ て そ

わ で遊 ぶ と い うもの で あ る =
二 U)I *

r"

= 宵竃iこは手作り の ゲー

ム がた くさ ん 炭しゝ て あ
-

, た こ と i , 5 J つ て 干 ど も た ちがFl

'

JJ で ケ- ム を作 りLLl す こ と が ,多く み ら ゎた.:

1 4 4

表 5- 1 6 発展的な 活動 にお け る 2 つ の 発展の 形

表 5-17 も の 作の 遊び か らの 発展 にみ る 遊 び の つ な が リ

¢
作
リ

卑
､

ら

形

党
i

袈
J

f 一 道形 3 コ

梨キ ー モ鼻倣 4 4

聖一腎. - 豹
′丑 ? lO 4 Ll 2 5

架F F. 一 覧容 ー lコ 1 1 3

盟/-f- - }i - A i + ー6

袈作- - 運動 8 El 2 7

三告1じ- , )責イ放 I ■

蓮形- , 無才数 ■ 1

逼 ,

LB- . ゲ- A 2

造形 - 運動 3 ー2 2 0



第五 言 子 とこ- の 遊7J; 忘 勅の 展開 か らみ る保 育 ス ペース の 描成

2) 場所づくり の遊びから の発展

;:x に . 場 所 づ く り J) 遊 びか ら の 7E 展 に つ し- て . 遊 び の

つ な が り をIJJ
rl

i= え る 亡 夫 5 】8 よ り . こ の
y
p

引東 でITi も 多 い遊

び の つ なが り は ､

｢ 帖築造び- ･ 模倣遊び｣ で あ る ご 積 み 人

や つ い た て を伐 っ て 部屋 や [家 を つ く っ て そ こ で ま ま ご と

をす る と い う形が 多く , 各i卜齢 で 共通し て多 く み ら わ て

い る心 模倣遊び の た め の 遊び場所 と し て . ま ま ご と コ ー

ナ ー が 設定さ わ て い る が ､ さ ら に 子ど もた ち で 場J ITT を づ

く る こ と に よ っ て ,
コ ー- ナーーをJ言問､ 新しく つ く っ た場

所を他室の ような使 い)]l を して 遊ん で い る e

重 た . 5 歳 児 で は り荷築 造び , 場所遊び
_
l の 発 展が 多

く み らわ る
与
5 議シ

Li は ､ 玄以外の 場]
･

Jf ( 滑り台やお 化け

屋敷な ど) を つ く る こ と もよ く あ り､ よ り 多様な場所を

T
_一夫し

て つ く-J' て い る と い え る u

3 ) 発展的な活動に おける遊び の展開像

以 上､ < 行 為 の 手引良グルーー プ> の 展開散を捉え て きた )

こ の 展開悔とし て は次の よ う に まとめ る こ とが で き る こ
.

一 遊び の 発展には ､ も の作り の 遊びからの発展､ 場所づく

U の 遊びからの 発展がある u

･ 中 で も ｢ 製作 ･ 造形遊び - 運動遊び｣ ､
｢ 構築遊び 一 棟倣

遊び｣ の 発展がよくみ られ る

I 3 歳児 で は基本的な発展､ 5 歳児 で はより複雑な発展 と､

年齢 に応 じた 発展がみ られ る

発展的な所動L7)jitit現像を まと めた も の が阿 5 と主で あ る ,

.
.

活 劇数をrJJ の 人きさ ､ 活 動の つ なが り の 敦 を繰の 太 さ で

7 r; し て し､ る o 売 場的なi[.1 勤で は.

I 製作 ･ 造形遊びl ､ り稲

築遊び｣ が 鼠烹と な--' て 遊びが 発展す る こ とが 多い こ と

が 分か る L, 特 に r 製 作 ･ 造形 遊び , 運動遊び L L 構築 遊

び 一 校倣 遊び｣ が 治効致が多く よく み ら れ て し} る ∈ また ､

EF- 齢 別 の 特徴と し て は , 同 3 歳 児 でi･ま 基本的な 発 凪 5

岸豆児 で はよ り煩雑な 丁巨屈が み らt L る よ う に な る ⊂.

表 5一相 場 所 づ く り の 遊び か ら の 発展 に み る 遊 ひ の つ なが リ

エ芸
節

作
リ

守
r
}

の

ヽ
■

磨

稲築 一 宏 作 1 ■
低第一一 道 ,

11三 5 5

構築 -

f兵イ急 田 8 7ー 12 4 2

一読集- - 空 蕃 2 2

構集. - 顛 i丑 E] 5 g

精 嚢- .場 所 2 15 ー9

縞5t r- - 運 軌 了 ■ Z ーO

稲築i蜂u
'

( n- 8 8)

-i
; 異 なる遊び行 払芋類の 浦み 合わ L+ の ia 今 は. 両方の 選びに 着払

■

J 冒曳を汁 ｢ して い る: 千

の ため ､ 複合β勺な;7 . 動lま 2 l Ll r/ ,六副て ある が 国中の;7i 動致 の合計E.3 それよ
二) 多く / & つ

て ｣ l る_
園 5- 8 発 展 的な 活動 に お け る遊 び の 展開像

I - 9 1 0･
- 1 9 2 0 - - 2 9 3 O

-

3 9 4 O
- 4 9 5 0･L 一

議魁の つ f,i / Ji L) の塾 司忠GT 大 r

- - ∴ : + ~~~二
l` - 4 5

-

･ 9 1 〇
-

1 4 1 5
-

lE] 2 0
-

1 4 5



第 五 章 子 どもの 遊び活動の 展 開か らみ る保 育ス
ペ ー ス の 構成

5 ヰ 4 遊び活動における遊びの 展開像

遊び活動を ､ 持続的 ･ 複合的 ･ 発展的の 3 つ の 展開に

ょ っ て ､ そ れぞi-l の 遊び の つ なが りを読み 取る こ とによ

り ､ 子 ど もが 保育室で ど の よう に遊ん で い るか そ の 展開

像を明 らか に した ｡
こ こ で い っ た ん , 遊び の 展開像を考

慮した コ
- ー ナ - -

設定に に つ い て 考察を行うo

持続的な展開に関して ､ コ
ー ナ ー の 設定､ 集中 で きる

場所が必 要で あ るc まず コ
- ー ナ - ー の 設定する こ とで子ど

もが遊びやす い場所を しっ か り と用 意する こ とが 大切で

あるo そ し て どの ような コ
- ー

ナ
- ー が 人気 の ある場所とな っ

て い るか を見極め､ そ の 場所を広くした りするなどし て

対応 し て い く o 長 い 時間じ っ く りと取り組む ため にはよ

り集中で きる場所とするこ とが 必要で あ る｡ う め組 で は

課題遊びの コ
- ー ナ - - を 保育室で はな くテ ラ ス ヘ 設定して

い たo こ の 例 の よう に独立 した 場所で コ
ー ナ - を 設定す

る こと で そ の 遊び に集中で きると思われる ｡

複合的な展開に関して ､ コ
ー ナ ー に 置かわ る遊具の種

類 に考慮する こ とが必 要で あるc l つ の コ
ー

ナ
ー ー に た く

さ ん の 遊具を置く場合もあ るが ､
コ - ナ - を 隣接させる

こ とで複合的な 活動を生み 出しや すくする こ とも考えら

れ る. そ の 際には同じ種類､ も しくは似通 っ た遊びの コ
ー

ナ ー - を 隣接す る こ とがよ り効果的で あ る と考 えられ る｡

複合的な展 開は 3 歳児 に 多く み ら才1 た展開で もあ り, :1
3

歳児保育室で これ ら の こ とを行う こ とが必要と思われ る.

発展的な活動に関して ､ 基点 とな る遊びを中心 に コ
ー

ナ
ー ー

を 設定 して い く こ とが必要だと思 われ る｡ 基点とな

る遊びは製作遊び
･

造 形遊び
･ 構築遊びで あ っ た｡ こ れ

ら の遊びの コ
- ー ナ - ー と そ の 他の 遊びの コ

- - ナr-1
1

の 場所を

近づ ける こ と で よ り発展的な活動 を行 いや すく なる と思

われ る｡ 遊び の つ なが り方は各保育室の 状況 によ っ て も

変わ ると予想さ れ どの ような 遊びがつ なが りやすい か

を日頃から把握 して い る必要があ る｡
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持続的展開

･ 人気があり遊び人致が多い遊びは持続 しやすい

･

中で も集中的 に取り組む遊びは長時 間の持続 がみ られる

･ 他の遊び と結びつ きやす い遊びiま持続 しにく い

複合的展開

･ 遊 具の種類が 多く まとまっ て置 かれてい る場所で は遊び の複合がみ られやすい

･ 子どもの遊び 方によ っ て遊びの複 合のパ タ
ー ン ( 組み合 わせ) は多様に存在する

･ 運動遊びは遊具を必 要としない ため種々 な遊び と後台 するこ とが多い

発展的展開

･ もの 咋りに関連した発展 ､ 場所作り に関連 した発展 がある

･ 中でも r 製作
･

造形遊び - 運動遊び｣ ､ r構 築遊 び
一 報倣遊びJ の発展 がよくみ ら

れる

･ 3 歳児では基本的な発 見 5 歳児で 払より複雑な発展 と､ 年齢 に応じた発展がみ

られる

図5
-

1 1 遊 び行為 の展開像の特徴
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5 5 遊び所動の 展13馴二伴 う所 動場所 の

広が り

5-5-1 遊び活動の場所利用

1) 活動場所の 抽出

前節で は .

1 拝読 ･ 複合 ･ 托11!! l と し1 う 遊び活動の 展開

にクナけ て ､ そ れぞれ の 遊びん､ 遊 び の つ な が り の 特徴を

U
_
T] ら か に した し 木酢で は ､ 遊 び

Ii.1r.- 動が 腰間し て い く 中で .

晴 軌喝ITrT が ど の よ う に 広が-二, て い く か を明 らか に す る o

そ し て ､ 住居 な個人 のff,. 勤 が七引潤し て い く こ と で . 保育

室r人岬) 茶 コ ーナ ー が ど の よ う に 関連し て い る か を明 らか

に す るc

活 劫場所は､
コ - ナ -

の 成魚 に加 え て ､ コ ー ナ - 以外

の 場所 ら含め て み て い く. 保育宅 に よ っ て 設定され る コー-

ナ - の 樋鞍が 異な る た め, 保荷重別 に遊び活動に お け る

7TT@力場所を示す ( 国 5 ] () - 5 1 0 ト

前述 の ｢ 5･･:うー2 類型化 した遊び活動の 比較｣ の IE ' で ､

遊 びf.'r.1 勤に お け る活動場 所の 致 を把握した が､ そ の 中 で .

幸 ti コ･
ノ

1 の 活 動の 内､ 7 () 8 の 宿割 ほ 1 - 2 ケ 所 の コ ーナ ー

/ 場所を利用 した も の で あ る こ と が み ら れ た で こi l よ り .

は と ん ど の 遊び活動が 2 ケ 所以 卜の 場所を利)-u L , て い る

こ と が分 か る . よ っ て ､
こ こ て は ､

コ-- ナ-- / 場 所 の つ

な が り を簡略化し て み る た め に . 繕 抑EF に 最も利 川した

仲間 の 多し川毎に .
i) ヶ 所 の 均所を仙1

J

, し て コ ー

ナー
ー / 職

I
ll斤の つ な が り を把握した o ま た , Ⅰ ケ 所し か利川 し て い

な いi;.
r
F 勤は ､ そ の 安 ま l ケ 所 と し て い る

仁

2) 遊び着動の場所利用の 類型化

遊びi'r111 勤の 展開に 伴 っ て ､ 怯 々 な 場 所 の 利 用 の 仕方 が

み ら わた.J そ こ で ､ 場LAjf の 利川 の(1
'

ノいこ よ っ て ､
｢ 点的 ･

線 的 ･ 面的F の 3 つ の 均所 利用 に 類 型化した G ,

.

:
E

.

.
:n く) な 場

r 那り｣1｣ とは ､ 図 5-9 の 左の よう に あ る 上 つ の 蟻凧こ留ま っ

て遊び活動を行 う も の で あ る . 線的な場所利用 とは. 岡

5-9 の Fl
l央の よ う に段数の 場所を使 っ て 遊び括軌を行 う も

の で あ る c そ し て 面 的な場所利用と は､ 国 5- 9 のj lr の よ

う に あ る 場所 に 留ま る こ となく動き阿 っ て遊び繕動を行

う も の で ある
o

姦 5一柑 遊び 着 勤(= お ける 場所 利 用 の 訴型 化

内tf

貞飼 左堰所封l用 ある ｢ つ の壕所 に
E

gi
'

三 つ て遊び fL-行 う もの

絹的 な張所利用 橡数 の 渇所を雇 つ て 超ひを千7 うもの

面的 な堤所J IJ R 確 定の 譲所 に留 まら㌻に広 い ス ペース をtk つ て連ひを行う も7)

国 5-9 雲貞型 化 L , た 場所利用 の 事例

1 4 7
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ー ス の 構成

5
-

5
- 2 年齢別にみる遊び活動の場所利用の 特徴

1) う さぎ組 ( T 園 ･ 3 歳児) の場合

うさ ぎ組 ( T 園 ･

3 歳児) に お ける遊び活動の 場所利

用 の 特徴を､ 大きく 点的､ 線的､ 面的の 場所利用 の 場合

に分けて ､ み て い く (図 5- 1 0) 0

まず ､ 点的な 場所利用 の場合をみ るo 点的な場所利用は､

1 ケ所に留まる遊び活動で あるo こ の場合, 持続的な活動 ､

複合的な活動､ 発展的な活動の 順に､ 徐々 に コ - ー ナ - ー の

種類 の 数が減 っ て き て い る｡ 持続的な 活動で は､ 活動数

も多く ､ 利 用する コ - - ナ - ー の 種類の 数 も最 も多い o し か

し､ 発展的な活動の利用場所をま､ 【製作 ･ 家 コ
ー ナ ー

】 や

コ
ー ナ ー -

以外の 場所の 3 つ 場所の み で あるo こ の こ とか

ら､ 1 つ の 場所だけで 行為を発展して い く こ とは限られ

た場所だけにみ られ る こ とが分か る｡

次 に, 線的な場所利用の 場合をみ て い く｡ 線的な場所

利用 は､ 複数 の コ - ー ナ - - / 場所を移動 して 活動を行うも

の で ある｡ 持続的な活動では活動数 6 と少な いた め各コ
ー

ナ ー ー の つ な が りが あ まりみ られて い な い ｡ 複 合的な活動

や 発展的な活動で は活動数も多く なり ､ つ な が り の み ら

わる コ - ー ナ･-1
1

の 種類が増えるo そ の 中で ､ 特 に 【製作 コ
- I

ナ
-

】 と 【ま まご と コ
ー

ナ
ー

】 が ､ 他の コ
ー ナ ー

/ 場所

と つ なが る こ とが多く･､ 中心的な コ
ー

I
-

ナ
- ー

と な っ て い る

こ とがみ られ るo l 人 1 人 が自由に活動す るため ､ 様 々

な コ
- ナ･-

-

の つ な が りがみ られ るが､ 他の コ ー ナ ー - / 場

所と つ なが りやすい 中心 となる コ ー ナ ー もみ られ る こ と

が分か るo

最後に , 面的な 場所利用の 場合をみ て い く っ こ の 面的

な場所利用は ､ 活動場所が 一 定 し て い なく 動き回る活動

で あ り､ コ ー ナ ー よ り は コ ー ナ ー

以外 の 場所で よく行わ

れ ており､ コ - ー ナ - ー 以 外の 場所が中心とな っ て各 コ
- ー ナ - I

と つ な が る こ とが多い ｡ う さ ぎ組 ( T 園 ･ 3 歳児) で は､

持続的な活動 ･ 複合的な活動 ･ 発展的な活動の 違い によ っ

て , コ
ー ナ ー

の つ な が りが特に異なる ことばみ られ な い .
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2) ち ゅ うり っ ぶ組 ( M 園 ･ 3 歳児) の場合

ち ゅ うり っ ぶ組 ( M 固 ･ 3 歳児) にお け る遊び活動の

場所利用 の 特徴に つ い て大きく点的, 線的､ 面的の 場所

利用 の 場合に分けて ､ み て い く ( 図 5-l l) 0

ま ず､ 点的な場所利用 の 場合をみ る8 ち ゅ うり っ ぶ組

で は , う さぎ組と同様に ､ 持続的な活動数は活動数
･ コ ー

ナ ー - の 種類も共 に多い が ､ 複合的な 活動や 発展的な活動

は ､
コ ー ナ ー

の 種類が限られ て い るo ま た, ち ゆ う り っ

ぶ組 で は､ こ の 場所利用で の 発展的な活動が 4 回 しかみ

られ て おらず､ 3 歳児で の活動で は, 1 つ の 場所に留まっ

て活動を展開させ る こ とは少な い と考えられるo

次 に､ 線的な場所利用の 場合をみ る｡ ち ゅ うり っ ぶ組

では ､ 持続 ･ 複合 ･ 発展的な活動の 活動数
･ 活動場所の

つなが りが､ 同 じ 3 歳児 の うさぎ組と比 べ て ともに多い｡

他 の 場所と つ な が りやす い コ - -

ナ
-

は･, 【ブ ロ ッ ク コ
ー

ナ ー

】 や 【ままごと コ
ー

ナ
ー

】 が あげられ る. ち ゆ うり っ

ぶ組 の 【ブロ ッ ク コ
- ー

ナ-
- -

】 は部屋 の 中央に敷物が置か

れた 設え で あり , ど の コ ー ナ
ー

か ら も行きや すか っ た こ

とか ら､ 活動場所の つ なが りが多くみられた と思われ る｡

また､ 持続 ･ 複合 ･ 発展的な活動の 順にみ ると､ コ ー ナ ー

以 外 の 場所が , 徐 々 に活動の 中心的な場所とな る こ とが

みられ るo 特 に発展的な活動で は､ コ ー ナ ー か ら コ ー ナ ー

以 外 の 場所 へ の つ なが りが ほ とん ど で ある｡ こ の こ とか

らも､ 活動が展開して い く際には､ コ
ー ナ ー だけで なく ､

コ - ー ナ - ー 以 外 の場所も必要で あると い える｡

最後に､ 面的な 場所利用 の 場合をみる｡ 面的な場所利

用 の 場合で は､ 線的な場所利用 に比 べ て･ ､ つ な が り の み

られ る コ ー ナ ー

の 種類は 限られ て い る こ とが みられ るo

う さぎ組と どう ように ､ そ れ ぞわの 活動場所の つ なが り

は似た傾向が あり､ 【製作 ･ ブ ロ ッ ク ･ ご っ こ コ
ー

ナ ー】

と コ - - ナ - -

以 外 の 場所や テ ラ ス が つ な が る こ とが多い o

反対に い えば､ 【ままごと ･ 絵本 コ ー ナ ー 】 は面的な場所

利用の 活動の 際にはあまり関係しな い とい える｡
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凡例

図 51 1 0 うさぎ組 ( T 園 ･ 3 歳児) の 遊び活動 に伴 う活動場所 図5-1 1 ち ゅラリ っ ぶ組 ( M 園 ･ 3 歳児) の 遊び活動 に伴う話動場所

図5･･1 2 たん ぽ ぼ組 ( M 園 ･ 4 歳 児) の 遊び活動 に伴う活動場所 図5-1 3 うめ組 ( M 園 ･ 5 歳児) の遊 び活動 に伴う 活動 場所

∩ - 活動数 【場所の表記】

1 ≦ r･≦ 5 6 ≦ r'≦ 10 1 l
l

i r l≦ 1 5 1 6 ≦ n ≦ 2 0 2 1 ≦ n ≦2 5

三 三 白 Q 旦豆
製: 製作 コーナー
柄 : 折り紙 コーナー
柵 : 編み物 コーナー
枯 : 粘土 コーナー
プ : ブロ ック コーナー

ま : ままごと コ ー ナー
ど : ごっ こ コーナ ー

象 : 家コーナ ー

絵 : 絵本 コーナー
昔 : 青菜 コ ー ナー

ゲ : ゲ ー

ム コーナー
課 : 課愚 コ ー ナー
他 : その 他の 場所

チ : テ ラス の そ の 他の 場

所
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3) た んぽぼ組 ( M 園 ･ 4 歳児) の 場合

たんぽぼ組 ( M 固 ･
一4 歳 児) に お ける遊び活動の 場所

利用 の 特徴をみ て い く ( 図 5--i,2) o た んぽぼ組の 子ど も

の 人数は , 前述 の 3 歳児 の う さぎ組や ち ゆ うり っ ぶ絶 と

比 べ て ほぼ 2 倍であり､ 活動数も全体に多い

まず, 点的な場所利用 の 場合をみる ｡ た んぽぼ組で も､

点的な場所利用 の 中で複数の 行為が関連する複合的
･ 発

展的な活動は, コ ー ナ ー の 種類が 限られ て い るが､ 活動

数は 3 歳児の 保育室 と比 べ て 多 い ｡ 活動場所の つ な が り

をみると , 【製作 ･ ま ま ごと ･ ご っ こ の コ ー ナ ー

】 やコ
ー

ナ ー - 以外 の 場所で､ 発展的な活動が行われ て い る. また ,

1 つ の 場所だけで 行為を発展する際iま, 4 歳児 の 方が 3

歳児 に比 べ て ､ よ り多く の場所で 行 っ て い る｡

次 に, 線的な場所利用の 場合をみる ｡ た んぽぼ組で は ､

【製作 コ
- -

ナ
-

I
-

】 と コ
- ー

ナ - ー 以 外の 場所の つ ながりがよく

みられ る｡ ま た､ 複合的な活動､ 発展的な活動で は 【ま

ま ごと コ ー ナ ー ー】 と コ -I - ナ - ー 以 外の 場所の つ なが り も比

較的よくみ られ る｡ コ ー ナ ー

間が つ ながる こ とは少なく ､

コ - ー ナ - - と コ - - ナ ー ー 以外 の 場所が つ な がる こ とが多い o

最後に､ 面的な 場所利用 の場合をみ る｡ 面的な場所利

用 の 場合は ､ コ
ー ナ ー ー と コ - -

ナ
- ー

以 外 の 場所の つ なが り

が ､ よ り顕著にみ られ るよう にな っ て い る｡ そ し て ､ 持

続的 ･ 複合的･ 発展的な活動の どの 活動をみ て も､ コ - ー ナ -

以 外の 場所が中心的とな っ て い る ｡

- 1 5 0 -

4) うめ組 ( M 園 ･ 5 歳児) の場合

最後に､ う め組 ( M 園 5 歳児) に おけ る遊び活動の 場

所利用の 特徴をみて いく ( 図 5--].
3) ｡ また､ う め組は ､ た

んぽぼ組と同様に 子どもの 人数が多い た め､ 活動数は 3

歳児保育室に比 べ て多くな っ て い る｡

まず, 点的な 場所利用 の 場合をみるo う め組 で も､ そ

の他 の 保育室で の 場所利用 の 傾向と似て い る｡ 持続的な

活動で は様 々な コ ー ナ ー

で の 活動がみ られ る｡ 複合的な

括動､ 発展的な 活動で は ､ 利用 する コ
- ー

ナ
- ー

の 種類が限

られ て い るo

次 に､ 線的な 場所利用の 場合をみ る｡ う め組で は､ 練

持続的な活動で ､ 【課題コ
ー ナ ー 】 とテ ラス の つ なが りが

よくみ られるo こ れ は ､ ある日 の課題遊びが絵の具を使っ

た遊びで あ っ た こ とか ら, 水 を汲む ､
パ レ ッ トを洗う こ

とをテ ラ ス で行 っ て い た ためで あ るo 5 歳児は課題遊び

を行う こ とが多く ､

一

時的に こ の つ なが りが つ よくみ ら

れた と考え られる｡ そ の 他 の つ なが りをみ ると ､ 【製作
･

ま ま ご と コ ー ナ ー 】 や コ ー ナ ー

以外の 場所が ､ 比較的よ

く他の コ - ー ナ - I / 場所と つ な が っ て い るo 特 に･, 発展的

な活動で は 【製作 コ
ー ナ ー

】 と コ
ー ナ ー

以外 の 場所と の

つ なが りがよくみ られ る
｡

最後に, 面的な 場所利用の 場合をみる｡ 面的な場所利

用 の 場合は･､ 他の 保育室 の 傾向と同じよう に､ コ
ー ナ ー ー

以外 の 場所が中心 とな る｡ ま た､ 発展的な活動で は､ 【製

作 コ
- - ナ - ー

】 と コ
- -

ナ
- -

以 外 の 場所と の つ なが りがよく

み ら て い る
｡ 前述した線的な場所利用 の 場合で も､ 行為

が発展し て い く 際には こ の つ な がりがよくみ られ てお り､

う め組 で は行為が発展 して い く活動の 際には 【製作 コ
ー

ナ ー
ー

】 が関わる ことが多い .



第玉 章 子 どもの 遊び活動の 展 開か らみ る保 育ス ペ
ー

ス の 構成

ー1 5 1 -

5-5 -

3 遊び活動の展開に伴う活動場所の 広がり

前項 で は､ 各保育室遊び活動の展開にお ける コ
- ー ナ - -

の つ な がり をみ て きた ｡ 各保育室 で 比較するこ とにより ､

コ - - ナ - - の つ な が り方に つ い て類似点､ 相似点を見いだ

す こ とが で きた ｡ 以下に遊び活動に伴う活動場所の 広が

り に関す る特徴をま とめる ｡

･ 遊び活動の展開で中心となる コ
ー

ナ
ー

個 人 の 遊び活動の 展開を捉え て きたが ､ 個人 によ っ て

活動場所は様々 で あ り､ 様 々 な コ -
-

ナ
- 一

間の つ な がりが

み られ る o そ の 中 で , 他 の 場所と つ な がりやす い 中心的

な コ - -

ナ
-

を 読み取 る こ と こ とが で きる o そ の 中心的な

コ
ー ナ ー

は ､ 活動 の 展開の 際に他の 場所との つ ながりが

各年齢を通 して よ くみ られ て い るも の で あるc 特 に 【製

作 ･ ま ま ごと コ ー ナ ー】 が 中心 的な コ ー ナ ー とな りやすく ,

これ ら の コ - ー ナ - ー を 基点に遊び活動が展開して いる｡

･ コ ー ナ ー と コ ー ナ ー 以外 の 場所との つ ながり

遊び活動の展開における活動場所を捉え ると､ コ ー ナ ー

と コ - ー ナ - ー 以 外 の 場所が つ なが る こ とが多く の 活動で み

らゎた ,
3 特 に､ 動 き回る面的な 場所利用 の際は , は - ナ -

以 外 の 場所 を中心 に活動を行う こ とが多い o 同様に ､ 行

為が発展して い く活動 で も､ コ ー ナ ー と コ ー ナ ー

以外 の

場所が つ な が る こ とがよ くみ られ るo 遊び活動が展開し

て い く に つ れ ,
コ ー ナ - か ら コ ー ナ ー 以 外 の 場所 へ 遊び

が広が っ て い く こ とが読み とれ る｡
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5--･6 まと め

本章で は ､ 保育施設にお い て , 任意な個人 の 活動を取

り上げ､ そ の 活動が展開 して い く中で の コ
ー

ナ ー
ー

の 使わ

れ 方を明らか に し て きた｡ 個 人 ベ ー

ス で 任意に活動が行

わ れ る場合で は ､ 子 ど もによ っ て 実に多様に括動が展開

して い く. そ の ため ､ 実際に コ
ー ナ ー を 形成する際には ,

展開の 仕方や展開に伴う場所利用 の 特徴的なパ タ
ー -

ン を

把握する必要があ る｡ そ こ で ､ 個 人 の遊び活動の 展開を｢ 持

続的 ･ 複合的 ･ 発展的な活軌
_
[ の 3 つ の タ イプに整理 して ､

遊びの つ なが りや ､ 展開に伴う場所利用 に つ い て 明らか

にした o

5
- 6 - 1 遊び活動の 展開にお ける遊びの つ ながり

遊び活動の 展開は ､ 活動中の 遊び行為の つ なが りによ っ

て ､ 持続的な活動
･

複合的な活動
･ 発展的な活動に 分け

られ るo

持続的な活動は , あ る 1 つ の 遊びを続ける活動で ある.

様 々 な遊びが み られ るが､ 活動時間は他の活動に比 べ て

短 い傾向がある ｡
しか し､ 中 には 3 0 分 以上 も ]. つ の遊び

を続ける活動 もみ られ ､ 製作遊びや 造形遊び､ 受容遊び

やゲ
ー

･
- ム 遊びな ど の 活動が比較的長い 時間続きや す い傾

向が ある-

複 合的な活動や発展的な活動は , 複数 の 遊び を行う活

動で あ る｡ 複合的な活動は複数の 遊びを連続して 行う だ

け であり ､ 遊び どう し の発展性はみ られ な い ､
- そ の た め ､

い ろ い ろな 遊びを組み 合わせ て 遊ぶ こ とが多く ､ 子 ども

に よ っ て遊びの組み 合わせ は多様にある こ とが みられた ｡

反対に, 複数の 遊びを関連させ て 遊びを広げて い く発展

的な 活動で は ､ 概 ね r も の づ くりか ら の 発 展J と r 場所

づ くりか ら の 発展｣ の.
/i タ

ー

ン が ある こ とを明 らか にし

た 0

年齢別に遊び活動の 展開を捉 える と､ 3 歳児 の 遊び活

動と 4 -

5 歳児 の 遊び活動 で は若干傾向が異な る｡ 年齢

が 低い 3 歳 児 で は , 複 合的な活動が よく み られ ､
い ろ い

ろ な遊びを同時に行 っ て い る こ とが多い ｡ 年齢が高くな

る は ど, こ の 複合的な活動はみ られ なく なり ､ 代 わ り に

持続的な活動, 発 展的な活動が よくみられ るようにな る｡

つ ま り､ 一4 歳 児 , 5 歳 児 の 遊び活動で は ､ 集‡=lr( し て l つ

- 1 5 2 -

の 遊び に取り組む こ とや ､ 複数 の 遊びを関連させ て 遊び

内容を発展して い く こ とが多くな ると い える｡

5 せ 2 遊び活動の展開における活動場所の広がり

遊び活動が展開して い く際の コ
ー

ナ
ー / 場所 の 使 い方

を r
~
点的 ･ 線的 ･

面的.
1 な場所利用 に整理 して ､ そ の 特

徴を捉え る こと で ､ 持続､ 複 合､ 発展 の 順に活動場所が

広が っ て い く こ とを明らか とした｡

任意で 個人が活動を行う場合､ 個 人 によ っ て様 々 な場

所の 使い方がみられ ､ 各コ
- ー ナ - - が 複雑に 関連 して いる o

そ の 中で ､ 遊び活動にお ける場所利用 の パ タ
ー

ン を捉え

ると ､ 他の コ
- -

ナ
- ー と つ な が りやす い中心的な コ

- ー ナ -

が あ る こ とが読み 取れ る o そ れ は 【製作
･ ま ま ご と コ ー

ナ ー ー】 であり､ 各年齢を通 し
~

r 他の コ
- ー ナ･1

- と つ な が る

ことが多く み られ る ｡ 保育室 で コ
ー ナ ー を 配置し て い く

際には ､ まず こわら の コ -
ー

ナ
- ー

を基本と して 配置し て い

く こ とが考え られ る｡

ま た ､
コ ー･ - ナ - ー 以 外 の 場所 も遊び活動が展開して い く

中で よく利用 され て い る こ ともみ られ て い る o 特 に, 広

い 場所を必 要とする面的な 場所利用 で は､ コ
- ー ナ - - 以 外

の 場所が中心 とな ニー て 各 ｢
- 十 - と つ な が

--, て い る ｡ さ

ら に､ 行為が発展する活動で も コ
- - ナ - - と コ - - ナ - ー 以 外

の 場所が つ なが る こ とが多くみ らゎ た｡ 遊び活動が 展開

して いく ため には､ 各 コ
ー

ナ
ー -

の 設定に 加え , 済度な!克

く空 いた ス ペ ー ス も意識的に設け る必要が あると い えるo
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第六 章 授業中の 学習活動の 展 開か らみ る学習ス ペ
ー ス の 構成

6 1 本章 の 目的 と方法

6-1-1 は じめ に

3
-

5 章 で は 保育施設 を対象に個人 が自由に活動を行

う場合の コ ー ナ ー

の 利 用特性 に着目 し､ 分析を行っ て き

た｡ 本章では ､ 小学校 を対象に授業の プログラム の あ る

中で 集団べ
-

ス で活動に着目 し､ こ の活動の 展開に伴う

コ ー

ナ
ー ー

の 利用特性 ･ 形成 の仕方を明らか にして い くo

小学校の 学習ス ぺ
-

ス の 課題と して , 教室 ､ オ ー プ ン

ス ぺ -
-

ス ( O S) で 構成され た学習ス ペ - ー

ス を もつ 小学校

が普及して い るが､ 依然と し て教室中心 の活動を行 っ て

い る 小学校が多く み られ て おり ､ O S の 特性が 十分に措

か され て い な い こ とが挙げ られ るo 一

般 的な O S は , 敬

師や 子どもたち が多様 に使え る こ とを想定し, 大空間と

する こ とが多い o しか し､ こ の O S は あ まりに も均質的 ･

画
一

的で あ り､ () S で 活動を行う弊害とな っ て い る｡

こ の () S で の 活動を促す ため の 空間づくり として ､ コ
-

ナ･- 一 に 着日した既往研究がみ られるo こ れ ら の 研究で は ､

オ ー プ ンプ ラ ン の 小学校や O S 内に コ ー ナ ー を 設定した

小学校 を対象に 学習場面の 分 析を行い ､ 家具な ど で O S

を分節し て コ ー ナ ー を 形 成する こ とが 望まし い と指摘し

て い る
611 )

o
こ の こ と は .

コ - - ナ - - が O S 内の 活動の 基点

と して重要な場所で ある こ とを示 し て い る｡

本章で は ､ 教 室内に コ -･ 一 ナーー
ー を有す る小学校を主な対

象にし て い る ｡ 小学校を対象 に した既往研究は数多くな

され て い るが ､ 教 室 内に コ - - ナ - ー を 設定 した小学校を対

象と した も の は 少な い c ′卜学校 の授業は教室中心 に行っ

て お り､ 学習 の 形式に よ っ て 多様な使われ 方が され て い

る
6-2 】

｡ そ の 教室 内に コ ー ナ ー を有する こ と で ､ 授業の プ

ロ グラム 内で行わ才1 る活動の 展開に い かな る学習効果が

得らわ るか を検討する必要がある っ

8- 1) コ
ー

ナ
ー

設定 の必要 性

倉斗 静 =f ･ ､ 上野淳 ､
r 学習

･ 生活活動 における コ - ー ナ - ･ 形成 ･ 括軌 展開 の実態からみ

た 小学校学年ス ぺ--- ス の空間構 成に 関する考察 仁文6- i)J ､ 柵薄雪 ､ 柿沼艶-
-

郎､ 季美麓､

r /L ､ 学 校オ し ; / ニ ス ぺ - ス し,
T

) 家具 ･ コ-
ー ナ し

- の 使われ方に 関する調査研究 収 L
l

'- 2) j ､
な どで O S へ の コ､-- チ- 設定 J ,) 必要性が述べ て られて い る.

6- 2) 教室内の 多様な使われ 方

今井正次 ､ 赤松光哉 . 中井孝幸 ､ 上西其哉 ､
r 複式学故に去

>

,ける 学習活動の たふ
'

) J) 教

室レ イアウトの 適合性 学習ス ぺ -

- ス の利 鞘計簡に 関する研 究 1 ( 文 6-3 )』 , 今井正 九

上西其哉 ､ 中井孝 幸 ､ 赤松光哉 ､
『教童 ･ () s における学 習活動 のた タ

'

) の環 境 要東 学

習 ス べ -

- ス J)利 用計画 に 関する研究 2 (文 t L･-山 , な どで ､ 載窒 'J;
r

多様な使われ方J) 莱

態 が明 らかに さ才l てこj る ,.

6
-

1- 2 本章の 目的と方法

1) 本章 の 目的

･ 授業プログラム下 で行われる学習活動の展開に伴うコ
ー

ナ ー の利用特性を明らかにする こと

多様な学習の 展開を促す空間づくりが必要であるが､ 具

体的に学習の 展開を ど の よ うに捉えるか を示す必要が あ

るo そ こ で､ 学習の 形式や単位に着目 して学習活動の展開

を捉え､ 学習 の展開に伴うコ
- ー

ナ
- ー

の 利用特性を明 らか に

する｡

･

プログラムのある集団の活動として ､ 授業中の学習活動

の展開の 特徴を明らか にするこ と

第 5 章で は, 任意 の 個人 の 活動として , 自由保育中の

遊び精勤の展開を捉えたが､ 本章 で は､ プロ グラム のある

集団の活動とし て ､ 授業中の学習活動の展開の特徴を明ら

か にす る
c
また ､ 本研究では教室内に コ ー ナ ー - を有す る小

学校を対象にして い る｡ 多 く の既往研究では, コ ー ナ ー を

O S に設定した事例を扱 っ て い るが ､ 教室内に コ
- - チ - - を

設定した事例を扱 っ た も の はほ とんど行われ て い な い ｡ そ

の た め ､ 学習活動の 展開を明らか にする中で ､ 教室内に コ

ー ナ ー が こ の活動の展開にどの ような効果があ るの か も明

らかにするc
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ー ス UT)構成

2) 本章 の 方法

本章は以下の 手順で 進める ｡

･ コ
ー ナ ー

･ O S の 使われ方の実態の整理(6-2 ､ 6- 3)

教室内の コ
ー

ナ ー の 有無によ っ て異な る平面型を持つ 2

校 の学習ス ペ ー

ス の活用実態を把握し, 学習活動を活動内

容と活動単位か ら整理し､ コ ー ナ ー ･

(
I
) S へ 展開 しやす い

学習活動を明らか にするc また ､ 教室内の コ - ー ナ - や o s

が どの よう に使われ て い る の かを コ
ー ナ ー ･

(
I
) S が 利用さ

れた学習活動の場面か ら整理する｡

･

学 習活動の展開に伴う学習 ス ペ
ー

ス の 使 い 分けの 分析

(6
1

4)

授業中の 学習活動の 展開に伴い学習ス ペ
ー

ス を使 い分け

る こ とがみ られ る｡ 学習活動の 展開には学習活動が順番に

移行して いく もの と, 同時に行われ るも のがある ｡ そ れぞ

才1 の 学習活動の展開にお ける学習ス ぺ -
-

ス の 使 い分けをみ

る こ と で ､ 学習ス ペ ー

ス に どの ような場所が必要かを明ら

か にする｡

･ 学習ス ペ ー

ス における学習領域の分析 (6 -

5)

観察した授業中に利用された全て の場所の範囲を学習領

域として , ク ラス 別に学習嶺域を整理する｡ そ して ､ 各ク

ラス 教室から どの ような場所 へ 学習領域が広が っ て い るか

を分析するこ とで , 学習活動の展開する中で , どの ような

学習ス ぺ
- -

ス の 使われ方がされ て い る の か を亜紀 r か にす

る
｡

以 上 の 分析結果よ り､ プ ロ グラム の あ る集団の 活動の 展

開を明らか にす るc ま た こ の 括動が展開す る際に ,
コ -

ー

ナ

-
･ (I) S が 積極的に使われ るた めに学習ス ペ ー

ス にどの よ

うな設え を用意しておくかを考察するQ

- 1 5 8 -

3) 本章で用 いる用語の定義

オ
ー

プ ン ス ぺ
-

ス

オ
ー ー

プ ン ス ペ
ー

ス と は ､ 小 学校で 多様な教育
･

学習を

行うため に教室に隣接して設置された学習ス ぺ
-

ス . ワ
ー

ク ス ペ - ー

ス や多目的ス ペ
- ー

ス と も呼ばれ るが ､ 本研究で

は オ ー プン ス ペ ー

ス と称す るo 多 目的 ス ペ
ー

ス の 補助制

度 (1 9 8 4) が 定め られて 以来､ 多 く の 小学校で オ
ー

プ ン

ス ペ
ー

ス を有して い る｡

学習活動

授業中に行われる活動 を学習の 内容
･

進め方によ っ て

分類 した個別の 活動o 本研究 で は､
一

斉授業､ 発表､ 話

し合 い ､ 演習 ･ テ ス ト､ 実習 ･ 作業､ そ の 他の 6 つ の 活

動に分類して い る o

学習単位

個々 の学習活動を行う集団の 人数単位｡ 本研究で はク

ラ ス ( 学級全員) , グ ル ー プ ( 4 - 8 人) ､ 個 人 ( 1 人)

の 3 つ の 単位に分類し
~

r い る｡
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6- ト3 調査の 概要

イこ~弓引二お け る 調査 は ､
コーーナーーの 包' 触 に よ り S 小 ,

T( 小

の コ 校の 学習ス ペ
ー

て の 平面巧
■

l!
{
L

_
r- 選 定し､

｢ 授業時の 観察

調 査l , I 教帥の 空間設定に 対す る .古識調査l を行 っ た o

l 授業時の 観察調査｣ は 2 l ‖1 に 分け て 行 っ て い るo 川 ･l

日 の 調 香は 2 O O (3 年1 1 戸= 二 S 小 と N 小 の 両校で 行 っ て しユ

る ｡ こ の 時, S 小 で ほ まだ特別発毛棟が竣工 して おらず普

通教宅梯の み で 全校繋を行 っ て し1 る o そ こ で 2 O O 7 年 6
-

7 J】に S 小 で 追加調査を行 っ た ⊃

l 空 間 設定 に 関す る毅郎 の 居識調香i は 2 () 0 7 年 6 月 に

s 小 で行 っ て い る｡

2 較の 学習ぺ - 7
L の 特徴を簡単に 示す .

S 小 の学習 ス ペ

ー

ス は教室l^j に 2 つ の コ - ナ - を持ち､ () S が 雁11J･ 状 とな

っ て い る こ と､
N 小 の 学習 ス ぺ-- ス は 伽 ド部クJ カ寸拡大した

(
_
) s を も つ 平面型 で 敦基の 扉 を調性する ことによ りこ弓l重り

の 教室を設定す る ことが で き る こ とがそれぞれ の特徴とな

っ て い る｡

表 6- T 訂封査 対象 校 に お ける学 習 ス ペ ース の概要

1) 授業時間の 観察調査

こ の 調
J

& の 目的は､ 授業小に 翁 け る 活動 執軒が孜窒 に

加え ど の よ う な場所で 行わ れ て しl る か ､ そ の 内容は(IJl か

を 把掘す る ため で あ る ｡ 粥 企期F
l

u

r

J は ()(う年 l() - l l Jl と

0 7 年 6 - 7 月 で あ り .
】 回 日が S 佼全ク ラ ス .

N 校 2 .
3

.

(う 年 生各 1 ク ラ ス の計 9 ク ラ ス , 2 同 Ej が S 校全 ウ ラ ス

の み で行 っ たG

授 業時間 に お い て . 予 め月j 志 した学 習ス ペ
ー

ス の 1
''
- 面

岡 に 教師
. 児並 の 付 置. 家 具 の 位置 をapEl 人 し . 同 時 に 授

業rJ ,j 容 . 学習単位 . 児竜の 様子 を詳紺に 記述し . 補 足 と

し て写i三!_般影を行 っ たっ

2) 教師 へ の 空 間設定に関する意識調査

こ の 調査 の 目的は ､ 教師 が後室周 り の 場所 ( コ ーナ ー

や o s ) を ど の よ う に 利用 し よ う と し て い る の か､ ま た

() S な どに コ ーナ ー を設定し て い る の か を把掘す るため で

あ る Q 調 査期間は 2 0 0 7 年 6 月 で あり , S 佼 の 仝 6 ク ラ

ス の 担任に ヒ ア リ ングを行 っ た.

S 佼で は教宅内に コ -- ナー- が あ る こ と が特徴で あ り ､ そ

の コ
-

ナ
ー

が 日常的に どの よう な こと に利用され て い る

の か を中心 に ヒ ア リ ン グを行 っ た. そ の他 の ヒ ア リ ン グ

項 別 ま､ O S に お け る コ - ナ
-

の 設定､ 授業中に よく つ か

う場所､ 干 ど もが滞(j: し や す し1 場所な ど に関す る こ と で

あ る L ヒ ア リ ングを7J-- つ た時間は教帥 1 人 あた【〕約:ir) 〟

で あ る ｡

表 6- 2 S 小 ､ N 小 に お け る 評 童日 の 概 要

所 存 三 守 J6i 多気町 ≡弓 異色L J 而

廷最｣ ≡ O 6 ( 音 速数 亨噛)
0 6

( 現 在の校 合) O 7 (璃 S :J 教室億)

学級芸女 6 革紐 ( l 革≦± ｢ 芋版)
1 L1 学級 (

ー

- 2 左 3 苧担)

( 3 -

6
立
2 学級)

提要 碍 u7

2 O D 6 年 2C ¢ 6
丘三

､

pp- J 2 年 こー1 / l l 1/ 2 . z 生 : 1 l / 2 l
,
1 l/ 2 9
ー

3 - 4 毎 : ー1 / 2
.
l 1 /7 3 k : l l /2 2.

5
- ′ 6 主 : ー1 / 7

.
l l/ I)

.
6 年 : 1 l /2 5 . l l/2 9 .

朝雲 iq 常 2⊂8 7 年
1 -

2
i = :
6 / 2 ー. G ノ2 〔l

.
7 / 4 .

A -- 4 j 三. 看ノ2 2 . ∈/ 2 6 . 7 /(3
L

.

5
- .

6 壬三p [j/2 2 . ど./ 2 8 . 7 / 伝.

空 間孟乏l二関する

2 C O 7 三≡

i -

Z 三 : -
r

5 /i:,
劫もi1 の 夏 # .a ≒j缶 3

-

4 丘 : 6 パ;

5- - 6 年 : 6 . 〇

1 5 9



第六章 授業 中の 学習活 動の 展開か らみ る学習ス へ
-

--L ス の 構成

6 2 学習活動 の 類型化と空 間設定

学習ス ペ ー

ス に は教室
･

教室内コ
ー

ナ - ･ O S な どの い

ろ い ろな場所から構成され て い るQ 本節では授業中の 観察

調査によ りどの ような学習の 形式が教室内コ ー ナ - 早 (:) S

を利用しやすい のか を明らか に して いく o

6
-

2
-

1 学習活動の薄型化

授業中にみ られ る学習活動をみ ると､ 学習の 進め方や教

師 ･ 子どもの 主体性によ っ て い く つ か の 学習活動に分ける

こ とが で きる｡ 授業時にお ける空間設定を考察するため に ､

学習活動を学習の 内容 ･ 空間の 使 い方な どの 視点か ら l

斉授業｣ ､ ｢ 発表｣ , ｢ 話 し合 い｣ ､ ｢ 演習 ･ テ ス ト｣ ､ ｢ 実習 ･

作業ム r f の 他｣ の 6 つ の 学習活動に類型化した
6-3 )

Q

1 ) 一

斉授業

卜 斉授業..1
の 学習活動は教師が 主体とな っ て講義の 形

式で学習を進め る形式で ある｡ 教師が子 どもに向か っ て 一

方的 に教え込む と い う こ とは少なく ､ 実際には子どもと質

問をやりとりしなが ら学習を進めて い く こ とが多い ｡ こ の

学習活動には教科書の 内容の説明, 問題の 解説, や る こ と

の 指示､ 連絡の 伝達な どがあるo

2) 発表

｢ 発表｣ の 学習活動は 子どもが考えや 成果物 を友達や教

師に伝え る こ とで学習を進め る形式であるo 意見を述 べ る､

成果を発表するこ とは子どもの 自己表現を行う機会で もあ

るo そ こ で ､ 歌 を歌う､ 教科書の音読､ 採点なども考えや

言葉の 表現の 1 つ と して ｢ 発表｣ に含める｡

3) 話 し合い

｢ 話し合い｣ の 学習活動は子どもたちが討論や 意見交換

を行う こ とで学習を進め る形式で あるQ Q 主に子 どもた ち

だけ で話レ合う こ とが多い ｡ 教師はそれ を見守 っ て い るが､

必要に応じて助言をす場合もあるe

4) 演習
･ テ ス ト

r 演習 ･ テ ス ト
_
l の 学習活動は子どもが自分の 力でプリ

ン トや課題に取り組むも の であり､ 個人学習とな る｡ 1 人

l 人 の学習ぺ
- -

ス は異な るため､ た い て い の 場合は､ 課題

が終わ っ た 子か ら順に違う活動に取り組むと い っ た個人 の

学習ペ
- ー

ス を大切に した学習を行 っ て い るc 問題演習やプ

リ ン トな どテ ス トの 形式 で行うも のや , 感想文を書く ､ 漢

- 1 6 0 -

字の練習をする, l 人 で読書をす るな どがあるっ

5) 実習
.

作業

｢ 実習 ･ 作業｣ の 学習活動は作品の 製作､ 実験な どを通

して子 ども自らが体験する こ とで学習を進め る形式で あ

る
o 作品の 製作, 実験 の 他に子どもた ち で参考書やパ ソ コ

ン を使 っ て調 べ る ( 調 べ も の学習) ､ 劇の 練習, ゲ
- - ム な

ど幅広い 内容がある｡

6) その他

｢ そ の 他｣ の学習活動は､ 授業 の準備､ 机の レイ ア ウト

の変更, プリ ン ト配布な ど直接学習とは関係の な い精勤で

あ るゥ l) - 5) の 学習活動の合間に行われ る｡

表 6 - 3 学習活動の類型化

- 斉授業
教師から子ど もヘ 知識 を講義 レクチ ャ

ー 問題の解説 答え合わ せ
する活動 ,

, 教師カす主体 とな つ 教科書の 内容の説明 指示 連絡
て授 業を進 めて いく ℡ ビデオ鑑賞 本の読み聞かせ

発表

子ともが行 つ た こ とや成果 を 意見の発表 成果の発表
他の子ども ､ ある いは教師 に 九九の暗唱 歌の練習 本の音読

発表 する講 動○ 成 果 ( テス トな ど) の添削

話し合 い

子ともたちで意見をま とめ る

ために話 し合う活動○ 教師 は クラス
. グループでの話 し合 い

子どもたちが意見をま とめる

にあ たつ て アドバ イス をす る○

議論 デ ィベ
ー

ト

演習 . テス ト
子 どもが個別 の力で行う課題

へ の 取リ組 む活動 ウ

テス ト 開運 . プリン ト演習

課題 の演習 J

=

-ス ト直 し
亨 の練習 読‡

実習 .作業
子 どもが創作や作業な どの 自

らの 体験を通 して学ぶ活動 p

調 べ もの学習 作業 実験 制作

発表会 (刺) の練 習
算数ゲ ー ム ゲ ー ム

その他
I受業の準備 . 道 具の 整理な ど

授業 とは直接 関係 のない 活動o

ノ ー ト . プリントの配布 席 替え

授業 の準備 片付け

レイアウトの変更 移動

6- 3) 学普活動の類型化

学習活動の 類型化の 際に は ､ 以下 v
T

) 既往研究 を参考 にした｡

･ 今井正 風 赤松光哉 ､ 中井 孝幸 ､ 上 西異哉 ,
r 按式学萩 にま;

i

,!j･ る学 習活動 L･n た y ) LJ)

教重 L,･1 アウ トの 適合性 学習ス ペ -ース の利 伺計 酢 こ関す る研究 1 (文 6- 3 )j
･ 武i~l子洋二 ､ 今井正次 ､ 松崎悟 ､

r家 具 レイアウ トの状 況から見た毅宝空 間 学習環

境 における教室 計画に関する研究 そ の 1 (文 6- 5)A
一 倍崎情 ､ 今井正次 , 武 市洋二 ,

r教師 J/ J家具 レイ アウト選択からみ た教主空間 学

習環境に おける叔宝 計画 に 関す る研究 そt /) コ ( 文 (ラ- 6))Jl
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2 学習活動の 場面数

1) 調査対象校にお ける学習活動の 場面数の比較

2 0 0 6 年の S 校
･

K 校 ､ 2 0 () 7 年の S 校 の観察調査により､

延 べ 1
,
5 8 コ マ の 授業を観察した中で学習活動は 6 6 6 場面

を観察する ことが で きた (表 6- 4) o l コ マ あ たl:) 平均 4 . 2

場面 の 学習活動が 行われ て い るo 表 6･･5 よ り こ れ ら の 学

習活動を類型別にみ ると､ ｢
一

斉授業｣ が最も多く ､
｢ 発表｣ ､

rL演習 ･ テ ス ト1 が次に多くな っ て い るo こ れ に対し r
~
話

し合い｣ ､ ｢ 実習 ･ 作業｣ の 場面数は少ない ｡ 次 に 1 場面

あた り の時間数をみる と､ 場面数が多い r
一

斉授業
_.
1 は 8 .0

分 ､ ｢ 発表｣ は 9 . 0 分 ､ ｢ 演習
･ テ ス ト｣ は 1 1 .7 分で あ る

が ､ 場面数が少な い r 話し合いJ は 1 3 .3 分､ r
~実習 ･ 作# -

J

は 2 2 .8 分 と時間数に差がみられ る｡ こ の こ とから短時間

で頻繁 に行われ る学習活動､ 頻繁 で はな い が長時間か け

て 行う学習活動が ある こ とが分かる ｡

調査対象校別 に学習活動の 場面数を捉えて いく o な お ､

S 校 は異な る 年度で 2 回調査を行 っ て い るた め, 0 6 年度

S 校 ､ 0 7 年度 S 校とそれ ぞわ別 々に分け て み て い くo 表

6-6 よ り 1 場面あた り の 時間数, 活動場面の割合からそれ

ぞれ の 学習の 特色を捉える こ とが で き るo N 校 で は指導

をした後に課題を出すとい う ｢
一

斉授業｣ と ｢ 演習･ テ ス ト｣

を繰 り返す学習の 進め方が特徴的で あり ､ 両活動場面の

割合が 高い o S 小 で は ｢ 一

斉授業｣ と ｢ 演習 ･ テ ス ト｣ と

もに [ 発表l の 活動場面の 割合が高くみ られ ､ S 小 で は

K 小 に比 べ て より ｢ 発表｣ を重視し て い る傾向があ ると

いえ るo ま た S 小 にお い て 0 6 年度は r
一
笑習 ･ 作業

_
l の 活

動場面の 割合が高くみ られ 1 場面あた り の 時間数も 3 0 . t
F

.
i

分 と長時間とな っ て い る｡ こ れ は調査時期が 1 ]. 月
の ち ょ

う ど文化祭が間近に控え て い た 時期で あ っ た ため ､ 行事

関連で r 実習
･ 作業J が多くな っ た と思 われ るo 以 上 の

よう に､ 学校や時期によ っ て 学習の 進め方に特徴がみら

わ る こ とが分か るo

表 6-4 学習活動 の場面数 (全体)

授業 コマ 数 2 3 コ マ 5 2 コマ 8 3 コ マ ー5 8 コ マ

学習活動の 総揚面

敬( 回)
1 0 3 場面 1 7 7 場面 3 8 6 場面 6 6 6 場面

学習活動の総時 間

( 分)
8 5 8 分 2 5 1 1 分 3 6 3 0 分 6 9 9 9 分

各校 の調 査時期につ い て

S 校では 2 0 0 6 年
､
2 0 0 7 年 と異なる時期 に調 査を行っ て いる o

2 00 6 年 度で は改築の

途中であ っ た ためまだ特別教 室棟 が竣工 してお らず普通 教室棟のみで全授業を行 っ て

お り ､
2 ∝)7 年度から全ての 校舎で授 業を行うよ うになっ た ｡ 0 6 年と O7 年t

,

引ま若干

授業 の仕方も異なる と思われ ､
0 6 S 小 ､

0 7 S 小 の 2 つ に分けて集計する ｡ 各校の調査

時期 は以 下の通 り ｡

･ o 6 N 校 : 2 O CX5 年 1 1 月
･ 0 6 S 較 : 2 0 C 粒 年 1 1 月
･ o 7 S 校 : 2 0 0 7 年 6 へ ′ 7 月

表 6-5 学習活動の場面数 (全体)

活動場面数(回) 学習時間 (分)
1 場面あたりの

時間数( 分/ 回)
活動場面の割合

一 斉手交薫 2 0 1 ー6 1 5 8 . 0 3 0 %

発表 1 4 0 1 2 5 5 9 . 0 2 1 %

話 し合 い 3 4 4 5 1 1 3 .3 5 %

演習 . テス ト 1 2 8 1 49 5 l l 7 1 9 %

実習 . 作業 1 2 8 'ー7 8 2 2 2 . 8 1 2 %

その他 8 5 4 0 1 4 . 7 1 3 %

表 6 - 6 学校別の 学習活動 の比較

一

斉授業 7 .9 9 . 8 7 .2 3 8 % 3 0 % 2 8 %

発表 9 .0 ー0 .9 8 .2 1 5 % 2 0 % 2 3 %

話 し合 い 8 .3 1 4. 4 1 4 . 7 7 % 7 % 4 %

演習
.

テス ト 7 .6 1 9 . 0 ー0 .5 2 1 % 1 4 % 2 1 %

実習 , 作業 1 7.9 3 0 . 3 1 8 . 9 8 % 1 6 % 1 1 %

その他 3 B 4 .1 5 .2 ー2 % 1 2 % 1 3 %

- 1 6 1 -
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2) 学習活動の 場面数の 年代別の比較

次に
･

1

i
i
'

瑠 活動 の 場 面敷に つ い て 年二代別 の 比司萱立をfi う ｡

比 較対象とし て 小研究 の 関連TIJf 究 で あ る
/

T )l'-
･ 上 世 ら の

研 究
L{~1

1

､ 松 崎 ･ 今井ら の 研究
しこ5 j

に お け る 学習泊劫の 場

面奴を用 い る ,

_
ニ れ ら の 研究に お け る 場面故 の 拍出

･ 調

査方法 ほ 本研 究の も の とは若干 異な っ て い る
川

が , 全

て の 調奄 に お い て 二 重県下 の 小学校を対象と し て 調査 を

行-/ , て しゝる = そ f L ぞれ の 調査を
^

f ｣
:

っ た 叫皇は ､ 今井 ･ I

西 ら は 1 9 9 8 EF 度 ､ 松崎 . 今jL= ET) iま 2 0 0 2 年 度の . 木 研究

が 2() () (5-コ【)り7 年峻で あ り､

,1 年 お-き の 授業の 様相を把梶

して い る ｡

年代別の 比較をす る と ､ そ れぞ才1 の 耶究に お け る 学習

清動の 割
'

rl

l

は - 斤授菜
･ 発 表

.

話 し合 い の 学
>

1当
J

壕‡面 の 割

合が異な っ て い る (E4 【うー1) D 松崎
･

今井ら の 研究で は一

斉授 業の割 合が 他の 研究に 比 べ て 低 いが ､ こ れ は教師 へ

の ア ン ケー トに よ り
J
L

f 習 括動の 場面を把掲し て い る ため

で あ る ｡ 一斤招~芸は､ 直接､ 授業内容を干 ども に 教え る

ほか ､ 次 の
L

-
'

j = 習 晴劫の 指,I; や 連絡事項 も含め て い る ため ､

教師 の 感覚と
′

美際の -･ii
=

授業の 堀 何故に ズ レが
'

_
i={ じた と

考え られ る =

以 上 の 理山か ら. 一片授業をの ぞい た 学
･

i
t7 fL.TI 勤の 場面

数を比較す る ( 過 (5-2) ラ ｢ 発 議｣ ･ ｢ 讃し告 い｣ . ｢ 演習 . チ

ス トl I l 実 円 . 什岩l の 学円 満勤の 場面数 の割
'

.l

h

を 比峨

をす る と, そ れ ぞ才l の 桝 究 に お け るさ周盛 で柵Lll し た 場 面

数の割合に 大芹はな い 亡 君T
･

で は あ る が .
r 積

;

EpL1.
'

･ テIL 卜l

の 割合が , 9 8 叫皇 ()iZ 咋庄一()(; - () 7 年 度に かけ て ､ 徐 々

に減少し て お F) .
f 構う甲 ･ テ ス トt の 汗壬式で学itl-)

l

を 進め る

も の か ら. (- ど も どう し の 意 見を山し 合う ｢ヲ芭表 ･ 話 し

合し1 ｣ ､ 体験を過 し て 学
>

[
l>i
l す る I 実

;

(p5
]

･ 作3E:- l の 学浜
｣

を進

め る も の へ 移子j- し て い る と思 われ る .

1 6 2

D % 2 0:
1

?i J18 % 6 〔)ヲ≦ 8 0 % l 00 %

園 6- 1 年代 別 の 学 習活動の 割合 l

9 8 年監の 観雲出 会

( 今井 . ヒ西ら)

土星面翰 : 4 5 1 馬面

o 2 年度の 観空出立

( 塩崎 ･ 今蘇 ら)

塙燕致 二 1 8 1 塙霞

o 6 - O 7 年度の

観堅調丑 ( 25L研究)
±毒匠ぢ卓: 3 8 1 ±芸屈

0 ):: 2 O % 4 0 % 6 0 アく B O Vt , l D :) %

図 6- 2 年代別の 学習活動の割合2 (一斉授業を除< )
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6-2-3 学習活動の 空間設定

挽宍さ才】た事例 をもと に ､

/

[ 邦吉曲がT｣
-- わ れ る場Irr に

1

7 し1 て み て しユ く L, 学
:

r
k
.

l

il.- 勤が 行われ る 場所の 分類とし て

は人きく放量
･ 教室F ]̂ コ - ナ ー ･ O S と 分けた ｡

ま ず. 学
:

,ち
`

所 動 の 行わ れ る 空間を大きく捉え ると､ 表

(i-7 よ り ､ 教室 の み で 行わわた晴朗は 5 1 コ 場面 , 放室 の

他iニ コ -- ナ ー-
･

O S を 利用 したf.7l- 勤 は ‖) 2 場面, 特別教

室 を利川 した了舌動ほ 5ニZ 場面み られ た｡ そ の 小で コ ーナー
･

(⊃s を利用 した(+i 動で あ る 1 0 2 場面を中心に み て い く v

凶 (5-こうよ り, 各活動の T卜で ｢演習 ･

テ ス ト｣ ､

｢ 実習 ･ 作業｣

が コー- ナI - ･ C)S を 利用す る こ と が 多 い こ と が分か る c I 演

習 ･ テ ス ト｣ は個人
･
l

f 習 で あ る ため . 子 ど もた ちが自Ff]

に 場所を選 べ るl去3 合､
コ ーーナーー ･ () S を利 用す る こ とが よ

く み ら か る ｡ 個 人学習と し て 小さ い ス ペ
ー

ス が より適 し

て し1 る と思われ ､ 微積 内の コー
- ナ ー を 利用 す る こ と が 多

い
｡
こ か に対し,

｢ 実習 . 作業｣ で は活劇内容に よ っ て は

Ii( いl差さ所を要す る こ ともあ り､ 仁)S や コ ー- ナ -- ･ O S の 同

時利JH が よく み られ る.;

ま た .
1 つ のj実業 で は しゝ く つ も の 学

}

tq
J

活 動が 展 開さ

わ て い る が , 授業とし1 う中位で み た 場合に ど の 程度 コ ー

ナ
ー .

() S が 利用され て い る の か み て い く. 園 6 4 よ r) 学

校別 に 搾業の空間設定i･ま｢耐交に 差があ る こ とが分か る {
N

小 で は コ ー

ナ
ー ･ () S を 利用 した授業t･ま約 3 0 % で あ り預

重だ け で搾 巣が7-i わ わ て い る こ とが多し1 ｡ S ′トで は コ
-

ナーー ･ (⊃S の 利用 した婚 #- が約 5 0 % 以 上 で あ り . 授業中

に コ
ー

ナ ー
･

O S を よ < 利 川 し て い る と い え るo また特別

孜
`

制 約音竣 工 した 0 7
'

rf･ 厚か ら は特別敢填 で の授業が行わ

れ る こ と も み らi L る ｡ 両校 に 差が み られ た 変凶 の
一

つ と

し て コー- ナ1 - の 有無が挙げ らわ る ｡ 染毛 1 0 S を 利鞘 した

授業の割缶と L て は両校で それ ほ ど違L･ l ほ な い ｡ し か し ,

S 小 で は教室 E コ ーー ナーー

. 教
L

4!
_
1 コ 1 - ナ ー ート O S の 利用

の 授業が多い こ とが両校の 差 とな っ て い る c 教 室内 に 予

め コ -- ナ
ー か あ る こ と で O S の 利用 も促進され て い る と

.

lil. わi L る ｡ K 小 で も教室ト)｣ に コ = ナ - を作る こ とは Ill宙巨

で あ る が . 壁 を移動し て 教宅をJi; げ る 必 要が あり . そ 才l

ほ ど積極的に は コ
ー ナ ー を つ く る こ とはさオ1 て い な い u

表 6-7 学 習活 動の 空 間設定

孝女撃 のみ で

吊 っ た ;7 1勤

教 習 ･

コ- ナー
･

O S で 行 っ た;t右鮎
≠毒別初 空

で 行 っ た;六載

- う写招芸 ー7 5 山 1 5 2 0 1

党葬 1 1 8 9 1 3 1 J4 0

講 L . 合 い 2 4 10 0 3 L1

演雫
,

I- ス ト 1 0
'

2 2 5 ■ 1 2 B

黒蜜
.

作業 2 4 3 9 ー5 7 昌

その 他 6 g E] 8 8 5

6- 8 コーナI 1 0 S 利用 時の学 習 活動の 空 間 設 定

一斉i受実 5 I E] 2 6

発意 ■ 4 3 ■ 2 2

岳 し合 い 4 ■ ■ 4 1 0

演 習
,

テス ト ■ Eq 2 5 6 2 6

冥習 . イ乍慧 5 E] 9 1 2 (】 5 4

そ の他 ■ ー 1 2 3 ー6

- 巴
･1i ま

汚毒

喜毒し合い

演習 ･

テ ス ト

美声 ･ 作荒

その 他

0 5 1 0 1 S 2 0 2 5 3 0 3 5 4 0 ( l 青函 )

国 6- 3 コーナー
･ O S 利 用 時の 学習活動の 空 間設 定の 割合

表 6- 9 調 査対 象 校別 にみ る 授業の 空 間i設定

N 小 ( 0 6 左 度 )
ー7 コ マ 1 コ マ 4 コマ ー コ マ 2 3 コ マ

(7 4
l

X ) [ 4 % ) ( け ㌶) (4 % ) (ー0 0 X )

s / :
ヽ r o6 空 虚 )

EZE E)
{
j コ マ 亡. コ 7 16 コ マ 5 2 j マ

(4 0 % ) ( 1 7 % ) ( l 2
o

ji) ( 3 1
"

A ) (1 0 〔)7 !,)

s ′
:
ヽ〔o 7 岳 窪 )

3 5 コ マ l 3 コ マ ー2 コマ ー3 コ マ 1() コ マ 8 3 コ マ

( 4 2 ヲ∈) ( l 6 X ) ( 1 5 % ) ( 1 6 % ) ( ー2 % ) (l o o n )

N 小( 0 6)

ち† 2コ コ 7

S ノ∫
､ (0 6)

計 5 2 コ マ

S 小(0 7)

計 8 3 j 7

図 6- 4 EJ翁査 対象 校 別 に み る授 業の 空 間&
JLL定 の割 合

1 6 3
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6- 2- 4 授 業料目からみ る学習活動の 空間設定

1) 授業科目 の サ ンプリ ング

視察した授業を授業料Ll
l

/,
Ij に 去 (うー1() に 示 す o 科H 別 め

帽7t:･ 数は 国語が 3 3 コ マ ､ 算数が 2 5 コ マ ､ 総 合が 2 8 コ

マ と や や 多く な っ て い る ｡ 綴字した授業の割 合を実僚 の

･ 週 間 の 時間割 と比較す る と . 穂
'

n

h

の 科目がやや多い
■う~7L

l

が ､ 授 業の 割缶はほぼ 一致 し て い る o こ の こ と か ら授業

料日の サ ンプ I) ン グは妥当で ある と い え る G

2) 授業料目と学習活動

二欠に招賃料日別に コー- ナー- ･ (⊃S の 利用 が行われた学ii
r

.
I

活 劫 に つ い て み て しl く ｡ 表(;-1 1 ほ科目別 に学 習活軌の 場

面致を示したも の で あり , ( ) 内の 数字が コ
ー ナ ー ･

O S

を 利川した場面致を示すじ コ
ー ナ ー

･

( ) S を よ く利川 し て

い る 科目は国語
･

礼会
･

園 ⊥
･

総合があり
r l~R)

I
r 演習

･

テ

7
1 卜】 ,

｢ 実習 ･ 作業｣ の 学 習活 動を行 っ て い る こ とが多

し)
. 子 ど もたち で1pI か を 調 べ た r人 も の を製作す る 際 に

コ ー ナ ー . () S を利川 して い る こ とが窺え る ｡ 算数は コ ー

+ -1 ･ (⊃S の 利 用が多 い が ､
l 漬門 ･ テ ス トl で は な < r 発

表｣ 時 に よく利用 し て い る.｡ 常数
の 学習 の 流れ とし て ｢

■
閃

題を僻言柁-
ゝ 関越潰

>

t

_
y - ゝ 教師 の チ ェ ッ クl が多く み ら才1 て

お り ､ 教師カi 問題をチ エ : ./ ウ す る ため の 場所と して コ ー

ナ1
- を 用し) て い る 事例が 多く み らわ たo また . 理 科や 告

発 で は ｢ 実習 ･ 作業｣ の 場 d]-数 は多 い が､
コ -

ナ ー .

( ) S

を 利用す る こ と は
/i) な い ｡ こ れ ほ 理 科 毛 ･ 苦楽重な ど の

特別教室 に移勤して 授業を子Jう こ とが多いた め で あ る ｡

表 6- 1 1 授業寺斗日別 に み た 学習活動の場面数 ( 全体)

1 6 4
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第六 章 授業 中の 学習活 動の 展開か らみ る 学習ス ぺ
- ､

ス の 構成

6
-

2
-

5 学習単位からみ る学習活動の 空間設定

次に各 5 つ の 学習活動 をク ラ ス 単位 ･ グル ー
:

j
'

単位 ･

個 人 単位の 3 つ の 学習単位に分け て ､ 学習単位か らみた

学習活動の 空間設定に つ い てみ て い くo 表 6--1 2 よ り コ - I

ナ -
･ () S が よ く利用 され る の は ｢ 演習 ･ テ ス ト｣ の個人

単位の学習､
r 実習 ･ 作業J の グル ー プ単位 ･ 個人単位の

学習で ある こ とが分か るo 特 に､ ｢ 実習 ･ 作業｣ で は クラ

ス 単位の学習で は コ - ー ナ - - ･

O S の 利用 は み られな い こ と

か ら, コ ー ナ ー ･

O S の 利用は基本的にグル
- プ ･

個 人単

位の 学習で あ る こ とが分か るo 以下に学習活動別に学習

単位による空間設定の違い を考察する (表 6-1 3) o

1) 一 斉授業

教師は もと もと ｢
一

斉授業｣ を想定 して 計画され て い

るため , 教室 で の 活動とな りや すい . グル
ー -

プ単位の 個

別学習を行う こ とは 1 事例だけ で あ っ たが ､ こ わ は他の

子が演習を終わ るま で の 間､ 教 室内の コ
- - ナ･-I

-

で 教師が

一

部の グ)i
, - プに 対 し て本 の 読み聞かせ を行う も の で あ

っ たo 教師が---
･

部の グル･-I
-

プだけ別に------
一

斉授業を行う こ

とは少な い が ､ コ
ー ナ ー

で 行 う こ とで 他 の活動をする子

どもに配慮して い る こ とがみ られ る｡

2) 発表

r 発表.J
は学習単位によ っ て 内容が異なるc ク ラ ス ･ グ

ル ー プ単位で は教師や他の 子 どもを対象に意見や成果物

を発表する形 式で あ り､ 教室 内で教師が指揮す る形 で行

われ る ｡ 活動 の 際にお互 い の顔が見えるよ うに レイ アlラ

トを変更する こ と もあるo 個人単位の 発表は 主 に成果物

の 添削で あ るが ､ 教師机で 行わ れ る こ とが多く , 他 の 子

ども の活動の 妨げにな る こ と もある｡

3) 話 し合 い

r- 話 し合 いJ は クラ ス ･ グル ー - プ単位で 行われ るo ク ラ

ス全員で の 話し合い で は相手の 顔が見やすくなるように､

コ の 字型や 丸型の 座席配置が好 ま才l る｡ グル
ー

- づ
o

で の 話

し合い は机を グル ー プ毎に集め て 行う こ とや , 教 室内の

コ - - ナ - - に 移動 し て行う こ とが み られ る｡ 各グル ー - プが

話し合うた 捌ここは適切な距離を保つ必要があ る o

4) 演習
･ テ ス ト

｢ 演習 ･ テ ス ト｣ は全 て個人単位の学習で ある ,
3

一

人ひ

とり の ス ペーー
ー

ス が 必要 とな るが , ほ と ん どは教室 で個人

机を離 して 距離 を保 つ こ とが 多い o 子 どもが自由に場所

を選 べ る場合は ､
コ - - ナ - ー な ど の 好きな場所 へ 移動 して

学習を行う こ とも み られ るo

5) 実習
･ 作業

｢ 実習 ･ 作業｣ は各学習単位がみ られ るが ､ 作品の製作 ･

実験 を行う 際には グル
ー ー プに分かれ て 作業をす る こ とが

多い o そ の 際には各グル
ー プが コ ー ナ ー

･ O S へ 自由に場

所を選んで 作業を行う こ とが みらわる. また ､ 劇の 練習 ･

ゲ ー ム な どはク ラス全員で 行 っ て い るc 広 い ス ペ ー

ス が

使える理由から O S へ 広がる と思われたが ､ 吾が 出る､ 騒

が しく なる こ とか ら他の ク ラス に騒書に配慮して い るた

め教室 内で行 っ て い た｡

6
-

2
-

6 コ ー ナ ー ･

O S を利用 しやすい 学習活動

以 上 ､ 学習活動の 類型 化を行い ､ 学習活動の 空間設定

を捉 えて きた ｡
コ ー ナ ー ･

() S を 利用 しや すい 学習活動

は ､ グ
.
ル ー - プ ･ 個人単位の l~j寅習 ･ テ ス ト

.
ト t̀ 実習 ･ 作業

_
J

で あ る o グ ル ー プ ･ 個 人 ご と の ま とま っ た ス ペ ー

ス が 必

要であるた めに､ コ ー - ナ - ･

O S で ス ぺ
- -

ス を確保 して い

る とい える ｡

学校別にみ ると､ S 小 の方が N 小 より も コ
ー ナ ー - ･

O S

を 利用する こ とが多くみ られ て い るo 両校 で () S を利用す

る こ とは ほぼ同じよう にみ られ るが､ S 小 で コ - - ナ ーーー で

の 利用 が多く み られ こ とが 両校の 違い とな っ て い る｡ S

小 で は教室内に予め コ ー ナ ー - が あ る こ と で O S の 利用 も

促進され て い る と思われ る｡

こ の 教室 内に コ - - ナ - - が あ る こ と で 学習活動が多様な

場所で行え る こ とを示 して きたが , 次章以降で はそ の コ

ー

ナ1 -I - の 使われ方に つ い て よ り詳細にみ て い くo

- 1 6 5 -
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表 6-1 2 活 動単位別 に み た 学 習活動の場 面 数( 全体)

一声寸支菜 L
'
亡¢ f l O ) E u 2 0 ー ( 1り

発表 lC (I く4) ,i 2 3 (5) ー4 0 (9)

話 し合し
､

1 5 (3) 1ヨ ( 7) 3 4 H O)

最胃 . テス ト 】2とH z 5) T 2 8 (2 5)

冥孝一咋芸 ー6 3 S t2 6) z 7 ( 1 3) 7 8 ( 3 9)

そ の 他 5 T〕( 3) ー1 (2 l 5 ( 3) 8 S (8 )

表 6 1 3 学 習 活 動 の 類 型 化 と 学 習 単 位 (1/ 4 5 0) 凡劉 ‥ t

r

;L
.
:･
教師 ･書 男の 子

･-≡ 女の子

i 芋虫)良 化 : ク ラ ス 学 習j呈L t
'

1 :
)
} ループ 学習単 相 こ個 人

育

上覧
i

.
科白 : 暴政

E Z -. . -..
.

●l Q l< =
_
r- I; 学校

: S 小

E ) f~Q : : [
tJ C j 乙 C J コ

L
朋 9 [二 つ いて 見 抜 を

. :
■忘芸

.
.j ___ 剤 脱 は ベ ア塾 .

｢

Lゴ つて寸E言古して いる
_

･
㌻
の 宇撃- シ ン /} ル 型 の

r
: L｣
, 琵雲∴三言三三芳完≧

はJ畜
7 =
i= す虫TT ? る こと で

u

'
■

------.
i
,
,

4

三三?
i

.

LI
P

{ 三 笠

鴨 聞 こ 2 コ マ- l 10 2

I
■

( j ロ
ー
■亡｣ r(
_

7= 子は 二し
__
ヱ二二二 亘ゝ

き叔師の 泰 の三三み 引ーか

茄
判
欝言……… ､額一対な し

集中i7 を苛め て い る ,

-
.~~~ ー -

(一貫 性一浩かゴ頓人 里I.
I

_
J で 而≠-J れ る こ くヒはみ ら れ(f い)

要

科 白 : 生 活 羊斗E3 : 辛+ 会 竿斗巨. 妄空令
÷■
?
pき慧蒜 孟宗子2

=

三芳. ∽

･

萱草宅≡:崇_
■

.書芸義蓋書芸芦
良

】

-

jL=:
.
鮒E : 喜誓言誓書害…真書声

l
l

｢
-
LT F

J

間 き芋 の 関係か= ま つ き

i

-jl 岩石子三三諾.o 7
了 ,

H;1 j
学校 = S J
-
: ､

ロ

~

儲野董室室蕃蓋
E 朝日ち召

. 蓋慧慧畠喜き皇喜も,:
ちが 無 芸る こ と で 屈 々

r T - r
- - - 一

丁....
-

-
= - ≡- l

リせず ､ あ 云 リ 明 い て し く IJ るpー

■
L

~~~｢ 一 一

＼上
.

い繊子で あ 二 た
a

請

L=
い

- - - - - - ヨ 才斗Fj : 言 語 科 R 二戸湾会

宇 曹｣j1= し

L - :
// ラスL 6 年 隻 ■.■-I_

… i
'

ラス : 6 ≒一重
時 間 : 2 コ マ-ー1 0 9

･

L

.
_
≡:華甲

ノ

■

-
J

学校 二 S ′.
!
､

i宍
8 - ′ ｢文化室の 血lで 伝 3 ' t= い■

c =

室
′

㌻億憂≡蕪喜毒芸■

｢
=

i

l こ : コ ら ;害 し今 い そ 進 め る 【

挺≡.
! =
二三≡書≡≡…妄

言i=≡望

uT) 飼 二 2 コ マ 1 1 2 1

ルーフま岩動を行 コ て い

l r 雷;レ竺貨が諾要望言
■

土貴所 h
1
必要で あ る【

(話 し合 い r51 偶 人一
里 位て 行わ ,h :急こ とは 6/+ らi 1 な い)

て

ス

卜

準例f= L ,

牒藍 望≡
o

7̂. の

慣耀
言ウ3月を才子つ岩= 縫 .

子 ど

+ーは
F

J -
/

) シートの 】岩】

テ ス トの よ う IJ 講究演

雪の 三界台. J九を 艶し て

し ■些聖= -_
= ≡ ≡ ≡ 蔓 冨三三; 多子.千

穂任 すL 貫罵
'

- テ ス ト/P- Jj ラ ス- クループ到l
t

l て 行メ) れ ろ こ { はみ ら
.
豹ない) ㌔

=
､

常

(千
⊥

TI L ユ - 仁 →
l
転 巨 : Ea r

汁

-
■

:
±

…

.

;

琶 ㌢買喜喜子g
=

三言竿TO 2
l

一

l:J C j m

8 巧闇 二 3 ｢ マ 1 ーO 7

5 つ の /J ルー- フ に-)f カl れ

I

) 損料そ f乍成 寸 る_
コーナーや 入 隅 を 7JI 岸
して

一

毒所.空-H≡正 しr
T

: しヽ

才i L E : 苧さ呂

… i
e

,l
- て n

.

-.-;-
ク フ ス 二 1 宇 室

∴
H∃問. 5 ｢ 7 - 1 1 02
学校 : ら/: I

lT L:::一日-
-
B= J , D

. (⊃5 で 例の 綴 習 を ㌻る､
㌻1

汝 グーq) 少
1

LJ の 糊 l ま冬
/

/

ル プで王≡雪
'

した 絶_

;] l ■ ロー≡才一
コt】

.

;: ユ1 l 莞警主
潮'

2

p-竺喜悪霊至E
J

･ T =

…ヱ二三与;3 {-.
矧 ∴ 暑9 塁 枇 テ フ

純 ス を 仁
.

い-; .) け て い る 与

.
f巨人上土1 ､

L

I の 冥 駕
■

-
/J
F 某

⊥ 上 土 二｣ 芸-L ､芸詰塵言喜歪警護芸 JJH 空言三き三? {…E-竿誓
_______________｣

三l で く与ろ よ う に する凸′℡
.7 , 香

:
の 際l 二 コーナーは テ /-:

,b
1
必 要Jt ' ふ ろ′ r1 ′1 き宗≡警諾警告去_

~r よ

1 6 6



耶 六 苛 円 貨巾､,-, ･
■

{
=~折 占軌√J flli 間カ ･ =

_
I, =-i+ る J

'

;
:: 習■く- ､･ -/A_

.

･

Ln葺r.
1

■

こ

6 3 学習 捕勤 に お け る コ ー ナ ー ･ O S

の 利用特性

6-3 - 1 学習活動における j
-

ナ
ー ･

O S の 使われ方 の分類

観察さ れた苧菖り古勤の 延 べ (i 仙 場面 のF Ĵ . コ
ー

ナ
ー ･

(
I
.
)s が 使 われ た

一

半習活動は l 〔) 2 上毅伯i で あ っ た｡ これ ら の 場

面を分類す る と､
コ ー ナ ー ･ (

_
〕S の 使われIjj と し て ク ラ ス

学習, グル ー- プ学習. 個 人半円､ 多勤行臥 その 他の 5 つ

の特徴に 分けられ る ｡ そ のIfT で ､ グ ル
ー プ学沓､ 個人予習

で の 利鞘が よ く行われ て い る ｡ 反 対に
j
} ラ ス 学習で C

') 利開

はほとん ど行われ て い な い '

学校別にみ る と､ N 小 は コー- ナ
-

･ O S を利用す る こと

が少なく､ S 小 は コ - ナ - ･ (
_
) S を よ く 利用 し て い る ( 表

6 ト1) c S 小 で はグル ーープ学習･ 個 人学習で の 利用も多いが ､

そ の他 に多勤行勅で の 利m と して特徴的な使わ れ))i ' み ら

れ て い るっ また , 〔) 6 年度r]:f L
O 7 年J馴寺と比較し て も上凱f]l-

数は人差な く , 学習法勤に お け る コ - ナ - . () S の 利 m が

7t
-

ヂf して い る モ

6-3 2 ク ラス 学習における コ ーナー ･ O S の 利用特性

ク ラ ス学酋で は ､ 教 室だけ で 行う ことが 多( , ク ラ ス

学田を行う燭台, 広 い () S を利用して い る｡ し か し､

/) ラ

ス 全員が ()S で 活動を行うと､ 騒が しく な り他の ク ラ ス の

揺.3竺の 抑ヂにな る こ と か L･
I

.
, コーーナーー ･ O S で 行 う こ とは は

とん どみ られ なか っ た ( 表(-～-1 5) ｡ 臣妃察した事例で は劇の

練習や 取合場所とし て の 利 川が み ら れ て い る ( 図 6 5
-

( 捕 ) / ; また . 環境
.

芋
'

H の 一項 で ､ 小学校の 太陽光ヲ邑電の(上

組 み を示した パ ネ ル の 前で 授繋を行 う こともみ られ た ( 周

(ト7) 亡

表 6- 1 4 学習活動に お ける コーナー
･

O S の 使わ れ 方の 分 類

表 6-†5 ク ラ ス 学 習に お け る コ - ナー ･ O S の 利 用 場所

コ- ナ-

○S 2 2

そのf E の 遠f斥 1 ■
コーナー- C I S

コーナー十 O S
⊥

他

コーナー一 帖

囲 6-5 ク ラ ス 学 習 に お け る
コーナー 1 0 S の 利用 そ の l

(s e a " : l/ 3 5 0)

園 6-6 クラ ス 学 習 にお け る
コーナー

･ O S の 利 用そ の 2

( s c a rl : i / 3 5 0)

s 小 0 7 /
:

白6 / 2 8 4 ≦三･ 5 時間 E:
理科.
/ - 芹援慧 (1 4 二3 0- 1 4 :3 4)

1 = 府下 にある学校の太良) 芯地の 吐

紺みを示 した ハ ネルの古山こ集ま り . 早

佼の 大鰐芯 ,Q につ いて を孝女師が邑呈明 ㌻

ら ( その 前 に太陽 電池を追 っ た芙 療を

i7 っ て いた) ､

図 6-7 クラ ス 学習 に お け る
コ ーナー ･ O S の 利 用そ の 3

- 1 6 7 -
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6-3-3 グル ー プ学習にお ける コ
ー ナ ー ･

O S の 利用特性

コ -

∵ ト - O S を利用 した場面の 中で ､ 最 も多くみ られ

た の がグル ー プ学習で の 利用 で ある. グル ー プ学習を行

う場合､ 教 室 と コ - ー ナ - -

,
( ) S ､ そ の 他の ス ぺ

- -

ス を組み

合わせ て 利用す る こ とが 多い が ､ 特 に S 小 で は教室と コ
ー

ナ ー ー と(:)S の 組み 合わせ が 多い o 図 6--8 - 6一一9 は そ の 事

例で あ るが ､ 各グル ー プが教室 , コ ー ナ -

､
O S へ 移動し

て 学習を行 っ て い るo コ -
ー

ナ
- ー

は グル ー プ学習の ため の

場所と して は適した大きさ で あ り使われ る こ とが多くみ

られ るo ま た ､
() S に家具で コ - ー ナ ー- - が つ く られ て おり ､

各グル ー プ の 場所が 予め用 意され て い る こ とが 分かる o

こ の こ とで 各グル
ー - j の 場所が適度に離れ て おり ､ 他 の

グル - プの 妨げ を受けずに グル
ー プで の学習が 集中して

行え て い る｡ ま た ､ 予 めグ.
ル

ー ー プ学習 の た め の 用 意され

て い る こ とは ､ 図 6- 1〔) の よ う にグル
ー

プ活動の ため に机

の レイ アウ ト の 変更 を大幅に行う必要が なく ､ グル
ー

づ
o

学 習 ヘ ス ム
ー ズに移行で きる ｡

O S を グル
ー ー

プ学習に行う 場合､ 家具 の 置き場所が グ

ル
ー プ学習の 場所に影響を及ぼす｡ 図 6- 1 2 は 子どもた ち

が() S 内で 自由に場所を選ん で 学習を行う場面で あるが ､

家具を中心 に場所を選んで い る o 床 で 作業を行える場合

もあるが ､ た い て い は机
･ テ - ー ブル が必要で あり ､ O S で

は 子どもたちが テ ー ブル を運ん で グル ー プ学習の 場所と

して い るo また ､ O S で の グル ー ー プ学習 で もグル ー - プ間

の距離が離れ て い る方がよく , 図 6- 1 1 の 事例 ではグル
ー

プ間の距離が近す ぎたた め他の グル
ー ー プの 作業を見たり､

騒が しくな る こ と もみられ て い る｡

コ
- - ナ - ー が あ る こ とで ､ グル

ー -

プ学習 へ の移行が ス ム ー
-

ズ に な る ､ 各グル ー プ の 距離が保た れ る こ とが い える｡

ま た､ 教師 も コ - ー ナ - ー の 必要性を認識して 自分で O S に

も コ ー ナ ー を つ く ろうと し て い る こ とがみられ ､
コ ー ナ ー

が 教師の 空間設定の刺激 を与えて い る と思われ る｡

表 6-1 6 グル ー プ学習 における コーナー ･ O S の 利用場所

コーナー ー 4 5

O S 5 3 1 9

その 他の 場所 3 3

コーナー+ O S 1 0 1 0 2 0

コ- ナ - + O S 十 他 1 1

コーナー十 他 4 4

- 1 6 8 -

図 6-8 グル
ー プ学習 にお ける

コ ー ナー
･

O S の利 用そ の 1

( s c alt : 1/ 3 5 0)

図 6 -1 0 グル ー プ学習 にお ける

コ ー ナ ー ･ O S の 利用そ の 3

( s c all : 1 / 3 5 0)

図6 -

9 グループ学習 に お ける
コ ー ナ ー ･ O S の 利用そ の 2

(s c a川: 1 / 3 5 0 )

図6-1 1 グル
ー プ学習 に おける

コーナー ･ O S の 利用そ の 4

(s c all : 1 / 3 5 0 )

5 年生 6 限 家庭(l l /
′

0 7)

1 4:2 3- 1 4 :5 0 実習 ･ 作業 (調 べ もの学習)

調べ もの学 習 : ｢ ご飯
･

み そ汁の 件 り方｣

パ ソコ ン利用の ためコ ン セ ン トの 近く に溜

まりや すい ｡

図 6-1 2 グ ル
ー プ学習 における

コーナー
･ O S の 利用そ の 5

(s c all : り3 5 0)
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6-3
-

4 個人学習における コ
ー ナ ー

･ O S の 利用特性

rL演習 ･

テ ス トト r
L
実習 ･ 作業J で の個人学習を行う場合､

子どもが自由に 学習する場所を選 べ る こ とが ある｡ そ の

防, 自分 の机ではなく , コ
ー

ー
ー ナ - -

や O S の 場所を選ん で学

習する こ とがみ られ る｡ 教室内の コ
ー

ナ ー は ､ 教師が子

ど もた ち の 様子 を見守れ る こ ともあり ､ よ く利用され て

い る
｡
ま た () S を 選ぷ 際に も予め教師が家具で つ く っ た

コ ー ナ
ー ー

で 滞在す る こ とがみ られ るo そ れ 以外には､ 本

を読む ために図書ス ペ ー

ス へ 行く こと もみ られた o

個 人学習の 場合 ､
コ･-I- ナ - ー ･ O S の 利用は子どもの 場所

の好みが反 映さわ て い る と い えるo 図 6- 1 3 - 6- 1 4 の よ

う に､ 自分 の机 では なく ､
コ - ー ナ - ー ･ () S を特別な場所と

し て よく 好ん で 利用 する子 どももみられた ｡ ま た､ 教師

が コ - ー ナーー を利用する こ とを指定する場合もあるo

個 人学習で は ､ テ ス トや プリ ン ト演習の 際に, 学習進

度の 違いか ら ､ 早 く学習を終え た子は 他の 子が終わ るま

で 別 の 学習を しなが ら待 つ こ と もしばしばみ られ るo そ

の 際は ､ 好 きな場所 へ 移動し て ､ 本を読んだり､ ド リル ･

プ リ ン トを行 っ て もよ い こ とが 多い ｡ 教 室か ら出て い っ

て もよ い 場合は 図書ス ぺ
- -

ス や O S が 利用 さわ るが､ 教

室内だけで 学習す る場合は コ
ー ナ ー が よく 利用 され て い

る (図 6-･】,5
- 6･-1 6) a

表 6-1 7 個人学習 における コ ー ナー ･ O S の 利用場所

コーナー 2 4 7 1 3

O S ■ 3 3 7

その他 の場所 2 2

コ
- ナ - + O S 3 3

コ
ー ナ ー

十 O S + 也

コーナー十他 4 4

図6 -

1 3 個 人学習における

コ ー

ナ
ー

･ O S の 利用そ の 1

( s c a】l : 1/ 3 50 )

図 6 - 1 5 個人学習における

コ ー

ナ
ー ･ O S の 利用そ の 3

(s c al‡: 1 / 3 50 )

図6 - 1 4 個人学習 における

コ ー ナ ー
･ O S の 利用そ の 2

(s c all : 1 /3 5 0 )

国6
-

1 6 個人学習 における

コ ー ナー ･ O S の利 用そ の 4

(s c a暮l : 1 / 3 5 0 )

- 1 6 9 -



6- 3 - 5 多勤行動における コ ー ナ ー
･ O S の 利用特性

多勤行動とは , 授業中に学習活動に集中で きな (
-

こ立

ち歩く ､ 別 の 他 の こ とをす るなどを行う こ と で あ る. こ

わ は学習活動の 放棄ともとれる行動であるが､ A D / H I)
紺

の 子ども に 関し て は 教育方針によ っ て は容認 し て い く動

きが ある｡ 小学校に よ っ て こ れ を容認 して い く か どうか

は異な り, S 小 で は A D 乃-I D の 子ども の 行動を容認し て

い る
o
S 小 で は ､ 図 6･ 1 7 - 61･ 1 8 の よ う に､ 教室 内の コ - ー

ナ
ー

は A D /l
=

-1 D の 子 ど もに と っ て しばらく本を読んだり､

別 の こ と を行う場所と し て ある種の 居場所とな っ て い る

よう で あ っ た ｡ また 教師に と っ て も授業を行い なが ら同

時に A D / H t) の 子 ども の動き も見守る こ とが で きるため､

コ ー ナ ー が 受 け い られ て い る ｡
(
.
) 6 年度 の S 小 で は 比較

的コ - ー ナ - ー が 利 用 され て い るが､ 0 7 年度の S 小 で は コ - -

ナ -

の 他, 図 書 ス ペ
ー

ス で 本を読む こ とがみ られ て い る c

環境 の 違 い
… )
に よ っ て A I)/ H D の 子 ども の 居場所は異

な っ て く る こ とがみ られた ｡

表 6
-

1 8 多勤行動 の使われ方 における コ ー ナ ー
･ O S の 利用場所

コ
ー ナ ー

4
つ
J 7

O S ■ 1

その他の場所
⊂
=
ヽ■

一=

コ
ー ナ ー + ○ S 2 2

コ
ー ナ ー + O S 十 他

コ
ー ナ ー

+ 也

図6 - 1 7 多勤行動 における

コ ー

ナ ー ･ O S の 利用 そ の l

(s c all : 1 //3 5 0)

- 1 7 0 -

図 6-1 8 多勤行勤 における
コ

ー ナー 1 0 S の 利用そ の 2

( s c all : 1 / 3 5 0)
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6
-

5
-

6 そ の 他の コ
ー ナ ー

･ O S の利用特性

その 他は教師の 作業場､ 物 を取りに行く こ との 利用が

み られた ｡ コ
ー

ナ
ー

は 子ども の 利用 だけで な く ､ 子 ども

が演習 ･ テ ス トな どを行 っ て い る 際に 教師が 作業する場

所として も利用され て い る ( 図 6- 1 9 - G- 2 ()) o

6- 9) A D/ H D

A D /r q .) とは注意 欠陥多 動性障春 着( A t二t e r 血 ･ n r) efi cit/ H yI 肥 m (
･

tj v it y D i ョ(:) r (】e r)

の略称で あり ､

. '

年齢又は発達に不釣り合い な注意 九 又ほ衝動性
･

参勤性が琵 i
l

ちら れ

社 会的な活動や学業 の機能 に支障をきたす もの で ､ -一茶特別 な指準 を必 要とする程度

の もの (文 部省Ⅰ･王P よ F) 抜粋)
I -

を持つ 人で ある .ン 授 業時間 に集中す るこ とがで きず,

1 人で 立ち歩い たり ､ ボ ー

つ としたりす る行動 をとる】､ 小学校 に おE,ゝ て A 上) ′
∫

l-1nA) の 子

どもの行動 を春霞する か どうかは小学校 に よる教育 方針 に鼻な
-

)
'

T: い る
o

6
-

1 0) 環境の遠い

環境 の轟い として ､ 図書スぺ1 - スがで きた こ と､ また 調査員 が教室 ･

O S に い た こと

が考え られる c O 6 年度は特5(J 教室嫌が工 事中で あっ たた輯 ､ 因 垂ス ペ
､

一ス がなかっ た o

教師の諦 による と､ O 7 年度で も A D /l･1L ) の 子 どもは普段コ ー1- ナー
→ をよく利 昭し. て い る

らしく ､ 観察調査の た紡数人 t

'

D 調査員 が数量
･ (⊃s をみて いたた LJj ､ より静かな場所と

して 図書 スぺ-- ス を選 んだ とも考えられ る｡

表 6 - 1 9 そ の他 の使われ方 におけ る コーナー ･ O S の 利用場所

図 6
-

1 9 そ の他 の コ ー

ナ
ー ･

O S の 利用そ の 1

( s c aI暮: 1 / 3 5 0)

図 6 - 2 0 そ の 他の コ ー

ナー
･

O S の利用そ の 2

( s c a r( : 1 / 3 50 )
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6-4-1 学習活動の展開

搾某FF] の 学習所動の 展開 に 博し
I

.
､ I .)L の レ イ ア ウト の変化 ､

教 室か ら コ
ー ナ ー ･

( )さ へ 移動したり と予習 ス ペ
ー

ス[
^
J を

任し＼分け て い る こ とが み ら れ る. 木BTj で は学習指動 の 展開

に付 い ､ どの ような空間の 使 い 分けが 行われ て い る か を考

察す る Q

視察した.
1 .
L-
)ti コ マ の 授業の 小で 複数の学割古曲が行わか

た授繋は l ヰ0 コ マ で あ っ た (E
t

XI 6 2 1 )_; ほ と/ L/ ど
の 授貰で

予習活動が眉間して い る と い えるG 学習活劇の 展開は主に

2 つ の 展開に 分けら才1 る, 1 つ はaj.
･

の 学習措勤が順番に

格子i し て い く 活動の 移1]
l. ( 図tト2 2) で あ り ､ も う 一

つ は

複数の 学習活動が同l 捌 こ展開し て い る活軌の同時展開 (I;羊1

(i- 2こi) が あ るぅ そ れぞt l の 事例数とし て は i 4() コ マ の 授

貰 の 中で学割吉敷の展開は 4 3 2 剖列み られ て お り､ そ の 内,

活動の 移行t･まこi7 9 事例､ 晴劫の 同時展開は 5こi 事例で ある{

学習柿劃 の展開 で は l--･-jn 5Z-繁 ト l
~
発 表, な ど の学習内

容か変わる場合と ｢ ク ラ ス苧宙｣ ､ ｢ グ ル - プ予習｣ と学習

単f)
l

': 7
'

] )
'

変わ る場合がある｡ 岡 6 2 2 の 例で は.

I ク ラ ス で の

一

斉授業｣ の 後､ ｢ グ ル
- プ で の 実習 ･

作業｣ ､

｢ ク ラ ス で

a ) 実習
･

作漂｣ , 【ク ラ ス で の 許 し今い】 が展開して し1 る ｡

そ の 際､

｢ グル ー プで の 実皆 ･ 作業｣ で 教室か ら コ
ー ナ ー ･

r) S へ 弼 削 が広が っ て お り .

l ク ラ ス で の実習
. 作繋l で は

ま た教室に 戻っ て い く こ とが みられ る｡ そ の 後 r ク ラ ス で

a ) 話 し合いl で は 引き続き教室 で 学習が行われ て い る ｡

こ の例 の よう に . 学習活動の 展開に 作っ て 予習ス ぺ
-

ス

の使 い
J
Jl け がみ ら れ る の は ､ j =. に 学習単相が変わる燭台で

あるu そ の ため , 以降の 学
;

B 括身 の展開の分 析では学習単

位が変わる燭台を中心に みて い く c

図 61 2 1 学 習 活 動 の展 開 の 抽 出

s 小 ( O C- 生皮)

T 1 月 O 1 日

l 生 年

ヨ喜吾

ベ ラ ン 夕
悪 勤の 番手7 講初のキ多i7 着軌の 移行

琶蜘 コ- ナ-

(,表≡幣器;
-

;…ぎ
′

童矧多b
,

,

■篭義盛■転法主芸貢■
I L

,

グ' ♭ - プ竿申きの海 軍-i
: ;≡
■

敏空

I,
fl T 例 コーナー

4 時l墳 E O S l F

戦
:- : ; l l l

1 l :2 5-l 2 1 0
巴 ≡≡巳一■■■■■■■■■■
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第六 章 授業 中の 学習活動の 展開か らみ る 学習ス ぺ
-･ ス の 構成

6-4-2 活動の 移行に伴う学習ス ペ
ー

ス 内の 使 い分け

活動の 移行は学習活動が順番に行われ て い る こ と で あ

るが, 各学習活動に移る際に学習ス ペ ー

ス が ど の よ うに

使い 分けられ て い るか をみ て い く｡ 活動 の 移行は学習単

位の 変化から ｢ ク ラ ス 学習 へ の移行｣ , ｢ グル ー プ学習 へ

の移行.
h ｢ 個人学習 へ の 移行

..
1 と整理 した

6一山
o ま た空間

設定の変化につ い て は ｢ コ ー ナ ー ･

O S を 利用｣ ､ ｢1)
J
L の レ

イ ア ウト の変更_ト
r
'
教 室 へ 戻る

6~
1

' 2
J

'

J . r
~
変化な し

_
J の 場合

がみられ る｡

表 6--2 0 よ り ､ 活動の 移行の 際に空間設定が大きく変わ

る もの は 7 1/ 3 7 9 ( 事例) で あ っ た ｡ そ の 中で 大 きく事

例数の 傾向をみる と､ ク ラス 学習 へ の移行では コ
- ー ナ - - ･

( ) s を利用するよりは机の レイアウ トの変更で対応して い

るが ､ グル ー ー プ学習や個人学習 へ 移行する際は コ
- - チ - -

( ) S を利用する こ とが多い ｡ こ の こ とから､ 基本的には教

室 の 場所､ コ
- ー ナ - ー

･ () S は グル ー

-
- j 学習､ 個人学習の 場

所 とし て 位置づけられ て い る こ とが分か るQ グル
ー

プ学

習､ 個 人学習 へ の 移行をさ らに詳しく み ると､ グル ー
ー

プ

学習 へ 移行する場合は 2 1/ 3 4 ( 事例) が空間設定を変え

て い る の に対 し､ 個人学習 へ 移行する場合は 2 0/ 】.
1
.8 ( 辛

例) と それ は ど頻繁には空間設定を変えて い な い o 個 人

学習 へ 移行の 中では r
'
ク ラス で の 一 斉授業

.J
か ら l~~個人

で の 演習
･ テ ス ト｣ が繰 t:) 返 しがよく行われ て お り, こ

の 場合はそ の まま自分の机 で取り組む こ とが多い た めで

ある｡ 以
~"
F に事例を挙げ詳しく 空間設定の 変化をみ て い

く
｡

図 6-2 4 の 事例 で は各グル
ー プが教室や空き教室 で作業

し て い るが ､ ク ラ ス で の
一

斉授業を行うために教室に戻っ

て い る｡ グル
ー

プ学習の 場所 とクラ ス 学習の 場所を使い

分けよう として い る こ とがみ られ るo

図 〔;-2 5 の 事例 では ｢ ク ラ ス で の 発表｣ か ら ｢ グル ー プ

で の 話し合いJ に移行した際に コ ー･- ナ - - ･

O S が 各グル
ー ー

プ学習 の 場所と し て い る｡ 各グル
ー プの 場所が適度に離

れて い るため に各グル
ー - プ が集中 して 作業しやすく な っ

て い る,
3 ま た予めグル ー プ の 場所が 設定され て い る こ と

で活動が ス ム
ー ー ズに移行で きる｡

ー1 7 2 -

表 6 -

2 0 学習活動が移行 し て いく 場合 における活動場所の変化

コーナー.

O S を利用 3 1 9 1 4 3 6

レイアウト変更 8 3 E] l5

教室 に戻る 1 8 0 2 2 0

変化な し 1 98 1 2 9 8 3 08

6- 1 1) 学習単位か らみた活動 の移行の整理

学習単位 かちみて 活動の 移行を整理 する際に , それぞれの移行 ではクラス
- クラス

とい う学習単 位が変 わらない もの も含≧らて い る 〉 その ためクラス単位 の移行 の例で は.

_
T

) ラス - ク ラス , グル し 一 プ - クラス , 値入 -_
T
J ラス とい う 3 つ の移行が含 まれ て い る

ことに なる〉

6- 1 2) 穀皇 に戻る

貴重 へ戻 る場合ほ 前の学習 活動 で コ
-

-･+
-

I ･ r ⊃S を利用 した後 に次の 学習活動へ 移行

する際 に子 どもたちが救窒 に集まるもの で ある｡

図6 -2 4 活動の 移行 にみられる空間の使 い分け そ の 1

(s c all : 1 /3 5 0)

図6-2 5 活動の 移行 にみ られ る 空間の使 い分け そ の 2

( s c at( : 1 / 3 5 0 )



第六 章 授業 中の 学習活動 の 展開か らみ る 学習ス ぺ
- -

ス の構成

図 6･一2 6 の 事例 で はク ラス 全員に これ から行う ことを説

明した 後､ 個 人 で の 実習 ･ 作業 へ 移行し, そ の 際に ()S

が 使われ て い る｡ 作業内容は 七夕の ため の飾りを折り紙

で 作る も の で あ っ たが ､ 飾 りを作る場所は教室で ､ 笹に

飾 りを つ け る場所は () S で と い う空間を使い 分けて い る

こ とがみられる ,
3

国 6･･2 7 - 6-- 2 8 の 例 は活動の 移行の 際に机の レイアウ

トが変 更され た例で あ る｡ 机 の レイ アウ トを変更す る こ

と で 各学習活動に適合する空間
611 3 11 を 設定す る こ ともあ

る
o 教室 内で い ろ い ろ な活動 を行え る反面､ コ ー ナ

ー
･

O S へ 活動が広が らな い こ とにもなる ｡ 実際､ O S の 利用

が あまりみ られ なか っ た 0 6 N 小 で は机の レイアウ トの変

更を行う こ とが多か っ た c

図 6-2 7 の 事例 で は劇の セ リ フ の 練習を行 っ て い るが ､

個 人 で の 練習か らク ラ ス 全員で 練習する際に机の レイ ア

ウトを変更し て い る｡ 全員 で の セリ フ練習 を進めやす い

よ うにお互 い の 顔を見えや す い コ の 字型の レイ アウ トに

し て い るo

また , 図 6･･2 8 は ク ラ ス で の-------
･

斉授業から個人で の漢字

テ ス トに移行する際に, 机 の レイ アウトを変更 し て い る ｡

テ ス トを行う場合は ､ 机 の 間隔を離 した レイ ア ウトをと

る こ とが多い｡ こ の 事例だけで なく､ 個人学習を行う場合,

1 人 1 人 の ス ぺ - -

ス は ′J ､ さ い が
一

度に大人 数が個人学習

を行うため には結果的に広い ス ペ ー

ス が 必 要とな る｡ 基

本的に個人学習の 場所は机で あ り､ ク ラス 学習から個人

学習 へ 移行す る場合は ､ そ の ま ま教室 で 行われ る こ とが

多い ｡

以 上 ､ 学習活 動の 移行に伴う空間設定の 変化を捉え て

･きた o 教室はク ラ ス 学習の 場所 とし て ､
コ ー ナ ー ･ (

.
) S は

グル
ー - プ学習 ･ 個 人学習の 場所 として利用さわて い る こ

とが読み とれ る｡ こ の 学習単位によ っ て 空間を使い 分け

る こ と で コ -
- ナ - ･ () S が 副学習空間とし て 上手く使われ

る こ とにな っ て い る と思 われ る｡ ま た コ ー ナ - ･

( ) S の 利

用 は机の レ イ ア ウ トを最小限に変更する こ と で済むため

活動がス ム ー ズ に移行で き る こ ともある｡

図 6 - 2 6 活動の 移行 にみられ る空間の使い分け そ の 3

( s c at‡: 1 / 3 5 0 )

6- 1 3) 各学習活動 に適 した机の レイアウト

教師は学習環境 によ っ て机 のL･-1イアウトの配 置を使い 分け て いる こ とがみ られる .,

また ､ 学習活動 と机の レイ アウトの 関係を扱っ た研究 も報昏-されて いる . ､ 今井 ･ 上西

らは詳 細な事例分析か ら学習活動 の環境 要康を明 らか にL て い るが , その 中で 学習活

動によっ て 根の レイ アウトの仕方が 艶なるこ とを示 して い るら また ､ 枕崎
･

今井 らは

4 小学校 4 8
_
7
/ ラス から机の L･-･イアウ トを抽出 ､ 分類す る ことで 机の レイアウトが学習

活動 を行う上で 重要な環境 とな っ て い るこ とを示L て い る .

(文 61-3
-

二丈 61 6 よさフ)

図 6 - 2 7 活動の 移行 にみられ る 空間の使い分け そ の 4

( s c a " : l / 3 5 0)

図 6-2 8 活動 の 移行 にみ られ る空間の使い分け そ の 2

( s c alF : 1 / 3 5 0)

- 1 7 3 -



第六 章 授業 中の 学習活動の 展開か らみ る学習 ス ぺ
- - ス の 構成

6 - 4 1 3 活動 の 同時展開に伴う学習ス ペ
ー

ス 内の 使 い分け

複数の 学習活動が 同時に行われ て い る場合､ 教室 と コ
- I

ナ - ･

O S を 利用 し て 場所を使い 分け て い る こ とが多い ｡

事例数と し て も全体で 2 5/ 5 2 ( 事例) と活動が 同時展開

に伴 っ て 空間設定を変えて い る事例は約半数で あ り､ 教

室と コーー
ー ナ -

- () S を使 い 分ける こ と で 複数の 学習活動が

同時に展開 しや す い と い え る ( 表 6-2 1) ,
3 活 動単位から

み る と活動 の 同時展開で は ､ 個人学習 と個 人学習の 同時

展開が よくみ られ て い る｡ しか し, 事例数は少な い が ク

ラ ス 学習と個人学習, グル ー - プ学習と個人学習な ど で う

まく 場所を使い 分けて い る こ と もみ られ て お り ､ 以~~~F に

事例を用 い て 示す｡

図 6-2 9 - 6- 3 0 は 教室と O S を 上手く 使い 分けなが ら

活動が 同時展開して い く事例で ある｡ 図 6･･2 9 の 事例 では

教室で ク ラ ス 全員に よる テ ス ト の 答え 合わ せ を行う
一

方

で () S で は テ ス トを受け て い な い 子 どもがテ ス トを して

い る｡ ク ラ ス学習は教室 で , 個 人学習 を (
_
)S で 行う こ と

で異な る活動を同時に進行して い る｡ また ､ 図 6･･3 0 は グ

ル ー プ学習と個人学習の 同時展開の 事例で あ り､ 教室で

は傭 人 で落ち葉を使 っ た絵葉書作りを行 っ て お り､ ()S で

はグル ー プ で 大きな地図を製作 して い る ｡ こ の 事例で は

絵葉書作りが メ イ ン の 活動で あ っ たが , 絵葉書作りが終

わ っ た 子 たちが ()S に 移動 して グ ル
ー プ作業を行･つ て い

るo グ ル ー - プ で の 作業は 子ど もた ち の 話 し合う こ と で 騒

が しくなりやすい が , () S で 行 う こ とによ っ て まだ絵葉書

を して い る子 ども の 邪魔 とな らな い よう に して い る ｡
こ

れ ら の 事例で は それぞれ , 教室と O S の 異な る場所で 学

習活動を進め る こ と により ､
2 つ の 学習活動がお互 い に

妨げるこ となく学習を進める ことが で き て い る｡

- 1 7 4 -

表 6-2 1 学習活動 が同時展開する場合 に お け る 活動場所の変化

コ
ー

ナ
ー .

O S を利用 ■ ■ E] ー8 2 4

レイ アウト変更 0 0 0 0 0

教圭 に戻る 0 0 0 ■ ■

変化な し 4 ■ ■ 2 1 2 7

図 6-2 9 活動 の 同 時展開 にみられ る空間の使い分け そ の 1

(s c al[ : l / 3 5 0)

図 6-3 0 活動の 同 時展開 にみ られる空間の使 い 分け そ の 2

(s c aEI : l / 3 5 0 )
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2 つ の 個 人学習によ る活 動の 同時展開で は教室 と コ
- ー

ナ - を 使い 分けて い る こ とが多い ｡ 図 6-3 1 の 事例で は漢

字 ドリル の 個人学習を行 っ て お り , 漢字ドリルが終わ っ

た 子た ちが 他の 子が終わ るま で の 問 コ
-

ナ
-

や () S へ 行

き本を読み始め て い るc r
'
演習 ･ テ ス ト｣ の学習で は個人

の 学習の 進度に差が 出るた め､ こ の よ うな 同時展開がみ

られ やすい o 学習が終わ っ た 子が コ
ー -

ナ -
ー

で 過 ごす こ と

に よ っ て ､ 学習中の 子 どもた ちは特にせか され る こ とな

く集中して学習を続ける こ とが で きて い る｡ ま た教師か

らみ て も､ 教 室 内の コ ー ナ ー で 読書をす る こ とば演習中

の 子ど もを指導しなが ら読書を し て い る子ど もを同時に

見守る こ とが しや すい と い え る . 教室内に コ ー ナ ー が あ

る こ と で ､ 教室 内 で 2 つ の 活動を同時に行え る こ とが し

やすい ｡

図 6･･3 2 の 事例 も 2 つ の 個人学習が同時展開して い く

も の で あ るが , 個 人 の 演習 ･ テ ス トが 終えた 子が コ
ー

ナ ー ー

で 教師にチ ェ ッ ク を受けて い る｡ こ れも学習中の 子

どもに配慮 した 空間の 使い 方だ とい える｡ 特 に学習中の

子ど もの 視線の 方向とiま逆 の 場所でチ ェ ッ ク を行う こ と

で ､ 学習中の 子 どもが 集中 して学習を続ける こ とが で き

る
｡
こ れ に対 し､ 図 6･-3 3 の 事例 で は ､ 前方の 教卓で 教師

がチ ェ ッ ク して い る o 教卓前に子 どもが列にな っ て 並 ぶ

こ と で 学習中の 子 ども へ 話しか けて い るな ど､ 学習 の 妨

げ とな っ て しまう こ とにな る ｡ ｢ 演習 ･ テ ス ト｣ の 内容に

もよるが , 子 どもが集中して 問題な どを解く場合な どは ､

別 の 場所を使 っ て教師の チ ェ ッ ク を行う方がよ い と思 わ

れ るo 教師によ るチ ェ ッ ク の た め にわざわざ () S で 行う

こ と も考え にく く ､ 教室内の コ ー ナ ー が そ の ため の 場所

とし て利用 しやすい と い えるo

以 上､ 活動が 同時展開して い く際の 空間設定をみ て き

たが , コ ー ナ ー ･

O S を利用す る こ とで それぞれ の学習活

動が妨げな く進め る こ とが で きる と い え るo 特 に教室 と

コ
ー

ナ ー を利用す る こ とが 多か っ たが ､ こ れ は教室内で

複数の 活動が 同時に展開して い く方が教師とし て も指導

しやすいため と思われ る (
)

図6 - 3 1 活動の 同 時展開にみ られる空間の使 い分け そ の 3

( s c atl : 1 /3 5 0)

図 6-3 2 活 動の 同 時展開 にみ られ る空間の使い分け そ の 4

( s c a‡l : 1 /3 5 0)

図 6-3 3 活動の 同 時展開 にみ られ る空間の使 い分け そ の 5

(s c all : 1 / 3 5 0)

- 1 7 5 -



6- 4-4 学習活動の 展開に伴 う学習ス ペ ー

ス 内の 使 い分け

以 上 活動の 展 開を活動の 移行､ 活動 の 同時展開の

場合に分けて ､ そ れぞ才1 の 学習ス ペ ー

ス 内の 使 い分けを

捉え て きた . 特 に複数の 活動が 同時展開して く際に コ -
ー

ナ
-

･ (̀ ) S が ある こ とで うまく場所を使い 分ける ことが で

き て い る と い え るo ま た活動の 移行を行う際で も学習単

位の 変化に合わせ て 空間設定を変えて い る こ とをみ て き

た .
コ - ー ナ - ー ･

O S を 上手く活用する こ とで学習活動が多

様に展開する こ とが で き る,
3 特 に教室内の コ ー ナ ー は グ

ル ー ー プ活動 へ の移行が しや すい 他､ 学習進度の 違い によ

る 空き時間の 有効 に使え る こ とが で きるな ど､ 学習活動

の 展開にお い て 有効に使われ て い るo

ー1 7 6 -

第六章 授業 中の 学習活動の 展 開か らみ る学習 ス ぺ
-･ ス の構 成

6 5 学習ス ペ ー

ス にお ける学習活動の 簡域

6
1

5 - 1 各 クラス の学習活動の領域の設定

これ ま で学習活動の場面か ら コ - - ナ - - ･ O S の 利用特性

に つ い てみて きた.-) 学習活動では主に教室ではク ラス学習,

コ -ーナ - ･ O S で は個人学習が行われ やすく ､ 字種単位の

変化によ っ て教室か ら コ
ー

ナ
ー

･ ( ) S へ 学習が広が っ て い

ると いえる
｡ そ こ で各クラ ス の 学習が教室から どの ように

広が っ て い る の か をみるために各ク ラス の 学習蘭域に着目

して いく
.

学習領域は各授業にお ける学習活動が行われ た場所の範

囲を示 すも の で ある｡ 授業中では い ぐ っか の学習活動が行

われ てお り, 前節までは授業ごと で はなく学習活動の場面

ご とに コ - ー ナ - ー ･ O S の 使われ 方をみ て きたo し か し, 学

習麗域につ いては授業中の活動場所の 全体像を捉え る意味

で , 授業ごとにみて い る｡ 各ク ラ ス に お い て全授業の 学習

領域を重ね合わせ る こ と で ､ 調査 中にお ける各クラス が教

室からど のように学習活動が広が っ て い るか をみ る こ とが

で きる,, 各ク ラス の 学習領域をみ る ことで , 学習ス ペ
ー

ス

の平面型や O S 内の 家具な ど の 設え によ っ て学習場所の 広

がり方の違い を明らかに して い く｡
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,
!L ん.Li:=召~く ノ~ ス (
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6- 5
-

2 S 小学校における各クラ ス の 学習領域

l) 平面構成によ る学習領域の特徴

s 小の 学習 ス ぺ - ス ほ教室が雁行イ人に 配置され る こ と で

o s が適性にうT 節された iL
;

-l封型で あ る ｡ (二) S が(/1 卸さj l る こ

と に よ 二-' て 鞭基前の O S が や や凶われ た ス ペ
ー

ス と な っ て

い る ' そ の UTlわ れ た ス ヘーース に は漁師が凍-!
=-i- で つ く っ た コ

- ナ ー が み らオ1 て い る｡ ま た .
S 小 で は()(i 年 度と() 7 年

僅で は学門ス ぺ-- ス 0) O S が 若T- 異 な っ て い る. O 6 年度

で は特別教室輔がⅠ二省【1
】
で あ っ た た め ,

(
_
) S の

一 部が壁面

で閉L: らて お り そ の 燭所が図書ス ぺ
-- ス と な っ て い る ( 図

(i-:弓4 - ti一二i5 小の 図~ぷス ぺ
-

ス) ｡ 0 7 年獲で は O S の 壁面

が な < な り ､ 吹き抜けo ) あ る多目的ポー- ル と O S が連続し

た平間とな--' て い る c

2) 0 6 年度 s 小における各クラ ス の 学習領域

∫)(5 年 摩 の S 小 で は各ク ラ ス の学習領域は､ ク ラ ス に よ

っ て 学田領域が叫J 確 にクJ か才l て い る ( 図 6 3 6 . 囲 3 3 8) ｡

これ は雁行1人の 教室 の配置 に よ っ て O S が適度に 分節され

て い る ため で も あ る が ､ O S 内に家具が吊かれ て い る ため

で もある L. 各ク ラ ス の教皇
の前に教室が家具で つ く っ た コ

ー ナ ー

が あ り , O S に おける各ク ラ ス の 学習親戚は こ の家

具で つ く っ た コ
ー

ナ
-

を小心 に広が っ て しl る ｡ そ の た め､

各ク ラ ス の 学田鯨域がク ラ ス に よ っ て 明確とな っ て い る .

しか し､ :i 年 生の ク ラ ス で は 教室前の ( )S は 十分な虹さ

がな く, 竜一具を~F_
FT く こ とが で きな い心 他 U ) ク ラ ス の よう に

()s に 家El.1 を 置 け TJ: い こ と で ,
: 川三生 の ク ラ ス の 学習韻域

はあ 去 り りS へ 広が る こ とは み られず､ 敦宅や教宅内の コ

- ナ ー

に 広が る こ とが多い ｡

ま た回書ス ぺ-- スは各 ク ラ スが学円領域が峯な る場所と

な っ て おり. 各 ク ラ ス の 共通 の 場所とな っ てし】 る こ とがわ

か る . 【文｣書 ス ペー- ス に は い く つ か の 机が盲引 j て あ り ､ その

机 の 間組に 予告
】

領域がJょがる ことがよく み ら才1 て い る｡

3) 0 7 年度の S 小における各クラ ス の学習領域

り7 年度o-) さ 小 で も各 ク ラ ス が家具で コ
ー

ナ
- を つ < る

こ と が み ら わ て し1 る (E文E 6 3 7 ､ 榊 6 3 En ｡ O S 内 で はif,- 動

態城が家具で つ く っ た コ
ー

ナ
ー

に 広 が っ て い る が , そ の 広

が り方は 〔) r) TF )
t

i- に 比 べ て ′トさ い こ とがわ か る ｡ () 7 年度に

特別教室煉がで きた こと で . () S が 吹き抜け uj あ る多H 的

ス ペ
ー

ス と;壇続した空r
J

H

L

J と な ｢〕 て お り ､ り【二i 年!:空に 比 べ て

o s が 関根的に な-1' て い る ,

_
りS が 岡方細りにfj / J た こ とで 逆

に学部
`

領｣或が O S に 広 が ら な く な っ て い る }
こ れ は, O 6 年

摩と同様に各ク ラ ス の共
.
7麺 の場所とな っ て い る 図 ,-

】J

i ス ペ ー

ス ヘ の 子ども の 行き来が多く ､
( )S が 学習す る場所とし て

は塔頭がしすぎるため で あるu 学習を了Jr･ う た め に は集中で き

るよ うなIp ,:B F
･

JT がか[ ま れ る ため､ あ ま り に他 の ク ラ ス の子ど

も の 行き
.
来が多い と,

(つS で 活動を行う ことは しなくな っ

て い るD

こ の S 小 で さら に O S が 括 用 さf 1 て い く ため に は. 他 の

+ ども の 動きが気に な らな いよ うな ､ あ え て 閉鎖的な螺pTr

を つ く る こ とが必要と思われ るu

以 卜､ S 小 に お け る学習額城をみ て きたc 各ク ラ ス で は

毅宅内 の コ -ーナ ー に))U え ､ O S に も コ -- ナ
-

を つ く る こ と

で一各ク ラ ス の 予習領域を明確に し て い るo O S 内で は学習

帳域が家-,
Ei- 0 ) あ る鳩pTr を中心に 広が っ て お り､ O S 内 で 学

習が多様に行わ れ るた め に は家具の 充実して し1 く こ とが必

要で あると い える｡ また 〔) 6 年伎と 0 7 年度を比較すると､

() S が 多1∃的ホ ー ル と連続した開放的な空間とな っ た こ と

で ､ 各
j
) ラ ス の 学習鴇域が変わ っ て い る こ とがみられ る ｡

学習活動にお い て 図L
l
与ス ペ

ー

ス を利n] す る こ とが多い こと

もあ っ て ､ 学習領域が図書ス ペ-ース の場所に集中する
一

方

で ()S に は あ重 り広が っ て い な い o 今後､ ( ) S を 活 用 し て

い く た め に は家具 を上手く利用して 閉鎖的な場所 を O S に

つ く る こ とが必要にな っ て く る と思わ れ る D

囲 3-3 4 0 6 年J夏の O S

o s の一男巧か ･3 育 となっ て おり . 匙l じ

られ /J
L

= 空
p
E,l と/ i つ■r いる.

国 3-3 5 0 7 年 度 の O S

u三) ノウ
†多 巨t-i ノトール { つ / L b

i LJ ､ 同左文

F勺Ii 空 P13 / JTl) つ T い 萎

- 1 7 7 -
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図 6- 3 6 0 6 S 小に お ける 学習ス ペ - ス の 蕃動領域 ( 3 - 6 年) 1 / 4 0 0
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図 6-3 7 0 7 S 小 に お け る学 習 ス ペ ース の 宗勤領域 ( 3 - ノ 6 年) 1 / 4 0 0

1 7 8

学 習 ス ペ ース の 悪 動領域

l コ マ の‡里実に お ける 学習

活動の 場所の 範囲を 困 っ た

もの をゴ昌動領域と した ､ B ] rP

で は 各ク ラス におい て 観饗

したコ マ 数 分 を 重ね て あ り ､

調査 期間て 各ク ラス の 利 用

場所 の範 囲を 示 して い る く N

小は比較対象と して;濁査 して

い る ため に 1 ク ラ ス の み の

宗勤領域とTj: っ て い る .

FL 例 : 学習一声:読

†
- ･

3 コ マ

d -

6 コ マ

7
-

9 コ ?

･■叩芸竿 1 D -- 1 2 コ マ

l
､

一 卜L･ 】 {

( 特 別教室 の 活動籍蟻)

O 7 年S 小学校の 弛査で は

特別畝室 で の 授業も観察 し

て おり ､ 特 別教室 を利用 した

場合は各ク ラス とは別 に単

独に 領域 を 示 して い る '

調 査 時で 特 別教室 を利 用 し

た ク ラ ス は 以 下 の過 り ｡

理科室

･ 5 年 生 2 画

I 6 年 皇 2 雪

国工 重

I 4 年生 1 亘

芭慧重

･ 3 年生 1 巨

･

4 年 隻 l 至

･ 5 乍F 生 1 亙
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図 6-3 8 0 6 S 小 に お け る学習ス ペース の 活動領域 ( I - 2 年) I / 4 0 0

国 61 3 9 〔) 7 S 小 に お け る 学 習 ス ペ ース の 活動領 域 ( l へ 1 2 年) l / 4 0 0

学習ス ペ ース の 活 動領 域

1 コ マ の 授 業に おけ る学 習

嘉勤の 場所の 範囲を囲 っ た

i ) の を 活 動領域と した , Eg] rrT

で は 各ク ラス にお いて 観 資

した コ マ 数分 を重ねて お リ L

調 査AFl 間で 各 クラ スの 利 用

場所の 範囲を 示 して い る '
N

小rよ比較対象とし てiq 重 して

い るた め に 1 ク ラス の み の

;言動領域 と1j: つ て いる ｡

凡例 : 学習て負磁

1
- ′

3 j マ

4 - 6 コ マ

7 - - 9 j y
1

1 0
- ′

l il) j L7

宅
' : こ: ハ

1 3 - 1 5 コ マ

(特別教室 の 活動領域)

0 7 年 S 小学校の 調査で は

特別奴宝 で の 授薫も細 無 し

て おり . 特 別教委 を利用 した

場合は 各ク ラス とは別 に 旦i

故 に領j或を示 L/ て い る '

調 査時 で 特別教室を利 用 し

た ク ラ ス は 以下 の 止 り ｡

EZ) 工 蓄

･ 1 年生2 直

音支室

I 1 年生 1 亙

･ 2 年 生 1 互

1 7 9 一
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6- 5- 3 N 小 学校に おける各ク ラ ス の 学習領域

1) N 小 の 学習ス ペー ス の 平 面型 の特徴

:< 小
;

;
J

て較 の
;

;
I
: 習 ス へ - ス は a

/

;
'

‥咋 で 分かれ て お り､ :ラ

I
/ ラ ス の 教

'

i! と そ の 前面 に O S 7
'

)i あ る 平河当当で あ る ｡ N

小cT) O S は 某本的には家具は壁面に 沿 っ て 置かれ て お Fl1 ､

s
′トで み ら わ た よう な家具 で コ-

-

ナー- を つ く る こ と は し

て い な い., ま た N
′トの 特徴と しrlC 頗宝 の ()S 他の 壁面 を

動か す こ と に よ っ て 教室 の 広さ を:∃段階に
J

32: え る こ とが

で さ る G 穎重 の 広さは各学年 で 共通 して 銅盤され て おり .

調 査時 で は 2 年
'

+,
の ク ラ ス は通 常 の 放

'

+(
T
のJl l- さ , 3

･

6

年生 の ク ラ ス は最 も広 い 裁量 の 広さとな っ て い るo また ､

N 小 で は S 小 の 比較対象とし て 分析して い るた め､ 各学

年 l ク ラ ス の み の 調査 とな っ て い る ⊥

2) 各 ク ラ ス の 学習領域

各ク ラ ス の 乍習領域を み て い く ( 国 (i-4 ()) ｡

Li' 年
′

1:.
の ク ラ ス で ほ学習領域が教

'

+;.前面
の () S へ 広 が っ

て し1 る こ と が み ら れ る t N 小 の () S i･ま各ク ラ ス の 前 に連

続 し てお り､ 家 具な どほ 特 に 帯かi l は い な い っ そ の た め ､

人 きな広しゝ ス へ - ス と な っ て い る が ､ 各 ク ラ ス は そ れぞ

わ教宅 の 前面を自分たち の 場所と し て 利用し て い る と思

われる
ー

二き午牛 の ク ラ ス で ほ学吊
i
領域は () S に は 広が らず . 敬

室ILJ に 留ま っ て い る o 教室 の 広さ に 1-･ 分な ゆと りが み ら

才1 る . 方で ､ 教宅 を広げて い る た め に (二)S は 廊下 の ような

絞しl ス ヘ - 7
, とな っ て い る

｡ そ の た め ､
( ) S に 活 動領域が

!i J )i りiこく く な っ て い る D 苧1t
:

1
1
領域は教室内だけに 田ま っ

て い る が . 帖り＼机 の あ る ス へ -- ス の 他 に 教室内の
J

!こ雪い た

ス / く-- ス も利用 さ才l て しゝ る く 敢宅 のJム さ を純かし て 学 習

が〒i. わオl て い る と思われ る ｡

6 年 牛は 2 ク ラ ス で あ る た め ､ 6 年 生 の 学ゼ4 ス ぺI
-

ス

に は v;ワき故壷が あ る c そ の た め ､ t; 年生 の ク ラ ス で は学

:

. 朋 副或が空き染毛 にJiこが る こ とが よ く Lみ ら才1 る. O S 内 の

よく刺)｢ ほ れ る 喝所は特に
J

'lg き 頴室 の 入隅や ､
パ ーテ ィ

シ I l ン でしi L]｣ ら れ た ス へ
-

ス で あ り . あ る程度の 囚われ

た 場J
i
Jf が 利 川 され て い る こ とがわ か る_ また

(; 年 生 の ク

ラ ス で ほ占i もJム い 教
'

4 i: と な っ て も E) , 款
r

i i:_ 内 を移動式
の

しト ノ-]J - で
_
'

'j l
J

諦j し て い る こ とが ･み ら か る ｡ 教 室rノ｣ を
J

}J 節

す る こ と で コー- 十一- を つ く 1 て L ) る よ う に も み ら れ る が ､

i51 重l 小 か!
'

: 習行員域 はfJL の あ る 71 ' ､ - 7, だ け と な-コ て い る ｡

1 8 0

学 習ス ペ ース の 活動領域

1 コ マ の 授業に おけ る 学習…岩勤 の 場所の 範

囲 を 囲 っ た t) の を 嘉動領域と した ､ 国 中で は

各 ク ラ ス に おい て 組敷 した コ マ 数 骨 を重ねて
凡例 : 苧 酢男城

お
'
･) ､ i]司璽箕月間で 各 ク ラ ス の 利用 場 所の 範囲

を 示 して い る n

N 小 は S 小の 比較対象 として 調査 して い る

た め に 1 ク ラ ス の み の≡言動領域 とな っ て い

る b また N 小で は O S
I
埜の 教書 の 壁 を動 かす

こ とで 数量 を 3 段 階 の 広 さ にす る こ とぴ で き

る c 調 査 日で は 2 年生 が迫 常の 広 さ . 3 . 6

年 生 が環 も広 い 収態 に して い る ,.

1
→ ノ

3 コ マ

4･ - 6 コ マ

7 - 9 コ マ

･
こ;
t

≡･ 1 0
-

1 2 コ マ

1 3
-

1 5 コ <
-

1 6 - 1 8 コ マ

ド
L

L

-

.

i

r
-

~

.

I≡

≡≡
l l

.

1

1

開票
-

荒1
図6-4 0 0 6 N 小に お け る 学習 ス ペ ース の 活 動領 域 l / 4 0 0



教室内で 場所を使い 分けるた めには ､ 教室 内を分節する

だけで なく ､ 机 な どの 作業で きる家具が必要と思われ る｡

以 上､ N 小 に お ける 各ク ラ ス の 学習領域をみ て きた ｡

N 小 で の 活動領域は教室 を中心 に空き教室 の 入 隅やパ
ー ー

テ ィ シ ョ ン の 間な どに広がりがみ られ てお り､ O S で は囲

われた場所が利用され て い る . しか し､ 全体的に O S へ 学

習領域が広が っ て い る こ とは あまりみ られ て い な い ｡ こ

れ は観察した授業 コ マ数が少な い こ ともあ るが ､ () S 内に

家具が 置かれ て い な い こ と も.影響 して い る の で はな いか

と思われる ｡

第六 章 授業 中の 学習活 動の 展開か らみ る 学習ス ぺ
-･ ス の 構成

6
-

5- 4 学習ス ペ
ー

ス における O S 内の コ
ー

ナ
ー

設定

学習ス ぺ
- -

ス に お ける学習領域に つ い て 平面型 の 異な

る 2 校 で捉え て きた ｡ 以上 の結果をふ まえ, () S 内にお け

る学習領域の広がり方の特徴を整理 し､ O S 内 に コ ー ナ ー1 -

を 設定す る場合どの ような ことが必 要か を考察するo 学

習領域の 広が り方として次の特徴があるo

･

各 ク ラ ス の 学習嶺域は教室の 前面の () S に広がりやすい ｡

･

O S 内に家具が用意され る こ と で , 学習領域が () S に広

が りやすくなるo

･ ( )S 内の 家具で コ
ー ナ ー を 作るた めには ､ 閉鎖的な設え

が必要となる｡

各 ク ラ ス で は教室の 前面の O S を自分た ち の 利用 で き

る場所 とし て 認識 して い ると思 われ るo 各 ク ラ ス の 学習

領域は教室の 前面の O S に広が る こ とが多く ､ ク ラ ス に

よ っ て 学習領域が 明確に 分かれ て い るo ( ) S で の 主 な活

動は グル
ー

プ活動で あ るが , S 小 で は教室 の 前面に家具

で コ
- ー

ナ
- ー

を つ く る こ と で ､ () S 内で も作業に集中で きる

ような ス ペ ー ス を 用意し て い る こ とが みられ るo こ れ は

教師が 教室 内の コ ー ナ ー
ー に 加 え て さら に もう

一

つ の コ
- ー

ナ ← を () S 内 に設定し て い る とみ る こ とが で き､ 教室 内

に コ -
- ナ - -

が あ る こ と で 教師 へ の コ -
-

ナ
-

-
-

設定 の 刺激 と

な っ て い る と思 われ る｡ O S 内で は こ の よう な家具で つ

く っ た コ
- - ナ ー -

が あ る こ と で 学習領域が 広が りやすくな

ると思 わ才l る ｡ しか し, O 7 年度の S 小で みられた ように ､

(二)S 内に コー
- ナー

-

を設定す る場合､ 学習が集中で きるよう

な 閉鎖的な 設え とする こ とが必要にな っ て くる ｡
S 小 で

は 雁行状の 教室 の 配置によ っ て 閉鎖的な場所を比較的 つ

く りやすく な っ て い るが､ さ ら に つ い た て な どの 家具の

充実させ る こ と で ､ よ り教師によ る コ
- ー

ナ
- -

設 定 を誘発

で きる と思われ る,
3
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第 六章 授業中の 学習活動 の 展開か らみ る 学習ス ペ
ー

ス の構成

6 ･･･6 まとめ

本研究では コ
ー ナ ー の 有無による平面型の 比較により空

間の使われ方を把握してきた ｡ 調査対象が 2 校だけであり､

2 校 の違 いが即ち平面型の 違い とはならな い が, コ ー ナ ー

の 学習情動におtナる有効性や 学習ス ぺ -
-

ス の 可能性に つ い

て まとめる
｡

6 - 6 -1 コ ー ナ ー ･ O S が 利用される学習活動

コ ー ナ ー ー で は 主にグル ー ー プ活動 ･ 個人括動が積極的に利

用されて い るo グル
ー プ活動では , 予め場所が設定されて

い るためスム ー ズに移行できる､ 各グル ー
ー

プの 適度な距離

が保たれ集中しやすい とい う特徴があるo

6
-

6
-

2 コ
ー

ナ
ー

･ O S を用 いた学習活動の 展開

コ
- ー

ナ
-

･ O S を上手く使い 分ける こ とで学習活動の 多

様な展開を行う こ とができるo 個 人活動にお いては､ 作業

進度の違い による空き時間の 利用や A.D / H D の 子 どもの 居

場所とする こ とがあり､ 授業を進めて いく中で柔軟に子ど

もの 学習に対応するこ とができるo そ して 異なる場所を用

意して いる ことは, 複数 の活動が同時展開しや すい と い え

る
o 特 に教室内にそ の ような ス ペ

ー

ス がある こと で積極的

に多様な学習が展開される こ とが誘発されやすい ｡

6
-

6
-

3 教 師による コ
ー

ナ ー の 設定の誘発

教室内にコ -
-

ナ - を 有する こと で 一

定の利用効果が得ら

れ る こ とを確認した｡ 特 に コ
ー ナ ー

の 利用だけでなく､ O S

にお い て教師が家具や囲われ た場所を利用して コ
- ー

ナ -
ー

を

設定する意図も読みと れ 教室内の コ
ー ナ ー

を 利用する こ

とで ､ 教師の環境設定 へ の刺激とな っ て い る こ とも推測さ

れる o 均質的な ス ペ
ー

ス を提供するの みではなく, 空間を

効果的に配置するこ とで利用を誘発する ことにもなるo

- 1 8 2 -
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第 L 字 詰読

7 1 結論 の 構1戊

7-1-1 結論の構成

l コ
ー

ナー-1 と い う概念は , 建築計画 に お い て uj] 確な 定

義はさわ て い る わ け で はな い u 本研究で は ､ コ
ー

ナ
- と

を単位空間 の ･ 部 と し て 家具や壁な どを用 い て 園化され

た場所と定義 して . ニ の コ - ナ ーが､ 活動が展開して い

く中 で ど の よ う に使わ れ て い る か を明 らか に し て きた o

こ の 節 1 - 2 責の 既往研究 . 実態 の 懲嘩 ､ 第二3 - S 章の

保育施設
･ ,卜学校 の ケーー ス ス タデ ィ に よ る 成果をまとめ .

コ ーナ
ー を 形成す るた め の 要件を提示する こ と で ､ 本研

究 の結論とす る .

本研究 の 態論は, こぅ つ の 段階にクテけて 蓋とめる.

まず､ 研究 の 成果を保育施設と小学校 の 施設別に 圭と

め るD 保育施設は任意 で 行わ れ る個 人 ペ ー ス の 活動 を､

･ト学校で は プ ロ グ ラ ム の 下 で行われ る 集L話l べ …ス の亨'fl
.

勤

を肥 り l-I. げ た コ 施 設別 に こ の括動の 展開の 特徴 ､ そf l に

よ る コ ー ナ1- の 蛙わわ方の特性を蓋 と め る ｡

次 に ,
コ ー ナ ー 形 成の E

l

j 件 を提示 する c こ の 要件は ,

本研究 で明 らか とした活動の 展開､
コーー ナーー の 利用特性

に 基づ き､ 単位宅間の 構成と単体の コ
-

ナ ーの 形成と い

う 2 つ の 臥点から述 べ る o ま た ､ こ れ ら の 要件の 提案を

ふ まえ ､ コ ーナ - の 計画的意義をまとめ る c

占主役に ､ 提 示した コ I
- ナ-

-

形 成 の 要件を他施設種 へ の

応川 に つ い て 述 べ る ｡

7- 4 : コ
ー

ナ
ー

形 成の 要 件

L 任憲 な個人 の活動 の展 開

･ 〉ラテ ィス モ デル
･

プ ロ i( ラム の ある集Ei] の活動 の展斡

⇒ ヒエ ラル キ- モ デル

↓
7
･

4- 2 単位空間の構成
( 活動 の展開 からみ た コ- ナーを含め
j = 単位空間の構成.

の提案)

7 ヰ 3 コーチーの 利 用 既
･ r専用一束用｣ 的 な利用
I r嵐定- 可愛｣ 的 な利用
･

r独立一連損｣ 的 な利用

↓
7
y

4
･

4 コ
ー ナー設定

( コ- ナーの朋 栢特性 からみ た単体の
j

.-
j-- の形成の足 芸)

〉7 ナ5 コ
ー ナー形成の 計画的蕉義

7- 5 : 本研 究 の 成 果 の 他施 設種 へ の 応 用

国 7- 1 結 論 の流れ

7 2 保 育施 設にお ける馴究 のJ戊果

保育施昌辻を対顔 とした既往研究で は ､ コ
ー ナ ー

の 利用

実態をIJ
n

L え た も の ほほとん ど行われ て い な い . そ の た め .

まず ､ 保存室で の コ ーナ ー 設定 の 概要を大きく拭え る 必

要があ っ た｡ 第 3 卓で は保育者&rJ の 和L r.
L

,i か ら ､ コ -- ナー-

を設定す る 際の 要因や l 年間の コ ー ナ ー 設定 の変 化を,

第 4 章 で ほ 子 ど も側 の 乱【ょか ら , 各 コーーナ
ー ー の 利 用特性

を明らか に した ｡. そ し
て

､ 第 5 費で は ､ 個人が自由 に揺

動をす る場合の ケ
ー ス ス タデ ィ とし て . 白山保育時の 個

人 の 遊び活 動の 展開を明 らか に した o 以 上の 分析で 待ら

才l た成果を以下 に まとめ る c

7-211 保育室の コ
ー

ナ
ー

設定の 要因 (外的 ･ 内的)

保育施設で ほ 主 に 保育者が コ - ナ ーを設定して い る が ､

保育 賓 で コ 1
- ナ1

-

を設 定す る 勝 に は様 々 な 条件 ･ 利 用 要

式な ど の 褒凶が影響して い る ｡ 第 3 孝で ほ ,
1 年間 に 渡

り コ-
ー

ナーー設 定を捉え る 中 で ､
コ ー ナ ー 設定 に 影響す る

要因を内的要因と外的豊凶に 分け て 読み取 っ た ｡

1) 内的要田

内的変凶は , 保育計画に 基づく 保育の ね ら い で あ る .

コ ー- ナ
-- 設 定は子 どもた ちが i :

_ 体
的に活動に取り組む た

め の 環 境づく り と して 行わ1t て い る が､ そ れ はただ場所

を周忌す る だ け で なく , 子 どもが遊びを通して 成長す る

た め の 保育の ね らt･ 1 が 反 映さ才l て い る c コ
ー ナ ー

設定と

保育計画の 関係を示す こ と で . コ ー
ー

ナ 1
-

に 保育 的な意義

があ る こ とを明 らか に した｡

保育計画 に は 年間保育計画 と月間 , 週間保育計画が あ

る ｡

_
大きな 保育の 流れは年間保存言｢ 両 に 基づ い て い る が ,

具 体的な コ ー ナ1 一 設
'

Ii
L

の 詳細は月 間 ･ 週間保育計画 に よ

る こ とが 大き い ｡

偶良七聖E))

･ 子どもの 淫ひ ･ ;詩勅の 敬 り組み

･ 去i至粥併

･ 子 どもの 心 情

･ 季節

･

亙て の 竺 議

I 7 ともの J1 受･ 行動絹
■

;呈

･ 菅iP ･

安
中

( 外的要囚)

L 渠の 方言~
･ 保育室転成

･ 食雫空 間と乍l匪空間

一隻Fn 京動を行うiS 所
･

雪 空間の つ なカり

･ 保育雪の芹‡･ 広さ
･ 項え

J
L] けの 家具

･ 葬具･主堅塁の 拝王亘

図 7-2 コ ーナーの 設 定の 要 図
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こ れ ら の要因の 中で ､
l 子 ども の遊び

･ 活動 の取り組み.
I

は , 日 々 の 子ども の 遊びや過 ごし方の 様子を捉え た もの

で あり ､ 最 も コ
- - ナ - ー

設定に影響す るc そ の た め ､ 子 ど

も の 遊びや過ご し方の 様子を ど の よ うに コ
ー

ナ
ー

設定に

反映す るかは 保育の 中で も重要な課題で もあるo 子 ども

の コ ー ナ ー で の 遊びに つ い て は 7- i-2 - 7- ト3 で 詳細に

述 べ る｡

2) 外的要因

外的要因は コ
- ー ナ - - を設定する際の様々 な条件で あるo

園 の方針､ 施設の 平面計画 などによ っ て 保育室の コ
ー ナ ー

設定に影響がある こ とを明 らか にした ｡

コ ー ナ ー 保育を行う N 園 で は基本的な コ
ー

ナ
-

の 配置

を方針と して定めて い るo 園 で 共通し て コ -
ー

ナ
-

の 具体

的な設定の仕方を決めて おく こ と で ､ 保育者間に コ - ナ
一

に 関する認識を共有する こ とがで きるo

保育室は遊びだけ で なく 食事や午睡な ど生活行為も行

われ るo こ の 生活 の た め の 場所を コ - ー ナ･-I - と し て 設定す

るかは保育室の 広さに よる こ とが大き い ｡ コ
ー ナ ー と し

て設定しな い 場合は ､ 他 の 場所で行うか ､ 時間帯に よ っ

て コ
ー ナ ー を片付け て 場所を確保して い るo

そ の 他､ 保育室 の 形 ･ 広 さ､ 備 え付けの 家具の 位置な

ども コ - ナ
-

の 設定に影響するこ とを明らかに した ｡

- 1 8 8 -
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7-2-2 コ ー ナ
ー

にお ける遊びの多様性

1) コ ー ナ ー の専用性と兼用性

保育者は ｢ 製作
･ ま ま ごと遊び｣ など遊びを想定 して コ ー

ナ ー - を設定し て い るが , 実際の コ
- ー ナ - - の 使 われ 方をみ

ると､ コ ー ナ ー

で は様 々な遊びが行われ て い る o

第 4 章で は､ 各 コー-
- ナ - -

で の 遊び行為の 割合か ら ､
コ･-･ -

ナ - の 使 われ方には 専用 的な使われ 方と兼用的な使われ

方がある こ と､ 始めは専用 的に使われ る こ とが多い が徐々

に兼用的に使われ て い く こ とを明らかに した ｡

2) 遊び場所の分布の広がり ( コ
ー ナ

ー づく L) )

同 じく第 4 章で ､ 保育室 にお け る遊びの 分布を捉える

と.. 始め は コ
- ー ナ ー ー に分布が集中して い るが ､ 徐 々 に コ

- I

ナ -

以外の 場所 へ も分布が広が っ て い く こ とを明らかに

した
｡
こ の 傾向は ､ 各年齢で 共通 して み られ るが , 特 に

年齢が高い ほどコ
ー ナ ー

以 外 の 場所 へ 広が る時期が 早い ｡

ま た , コ
- ー

ナ
- -

以 外 の 場所で は子どもた ち自身で コ
- - ナ - -

を つ く る こ ともみら才1 る｡

こ の こ とか ら､ 子 ども と コ･--
-

ナ
ー -

の 関わり方 と し て ､

始 めは コ ー ナ ー 内で の受け身的な遊びか ら､ コ
ー ナ ー を

つ く りだすな ど能動的に遊びを行うよ うになる とい える.



7 -

2
-

3 遊び活動の 展開

自由保育 で は 子 ど もが 自由 に遊びを取り組ん で い る｡

本研究で は こ の 自由保育時の 活動を任意で 行わ才1 る個人

べ - -

ス の 活動と位置づけて い るo

個 人 ベ
ー

ス で 任意に活動が行われ る場合で は , 様 々 な

子ど もの 遊び活動の 展開の 中で特徴的な パ タ ー ー

ン を見 つ

ける必要が あ るo そ こ で 第 5 章 で は､ 個人 の遊び活動の

展開を遊び行為の つ な が り､ 遊び場所の つ な がり の 視点

から捉える こ と で ､ 特徴的なパタ
ー

ン を明らか にした ｡

遊び行為の 展開で は､ 持続
･

複合 ･ 発展の 展開がある｡

年齢が低い 3 歳 児 で は複合的な展開が多く ､ い ろ い ろな

遊びを同時に行う こ とが 多い ｡ 年齢が 高くな るはど､ 複

合的な展開は みられ なく な り､ 持続的な展開, 発展的な

展開 へ 集約 して い く こ とが明らか とな っ た ｡

ま た, 遊 び の 中 で ｢ も の 作り の 遊び｣ . ｢ 場所づく り の

遊び_
｣ が発展的に展開して い く こ とが多い こ とを示 した ｡

遊び場所の 展開は ､ 点的 ･ 線的 ･ 面的な展開が ある ｡

遊び場所の 展 開で は ､ 年齢別で はそ れは ど違い は なく ､

コ
ー ナ ー

の 設定によ っ て異な る ことが明らかとした c

帝七草 結論

7
-

2- 4 子 どもの発達と コ
ー ナ ー

設定

保育室 で は 子 ども の 発達に伴 っ て 時期によ っ て コ 1 -

ナ -

設定を変え て い る ｡ 第 3 章 で は 1 年間を通 し て コ ー

ナ ー -

設 定 の 変化を捉え る こ とで ､
コ - ー ナ - ー

設定には 3 つ

の 段階が ある こ とを明らか に したo こ れ に第 4 章､ 第 5

章で 捉えた子 ども の 遊びの 変化を明らか に した 知見を加

えて , 子 どもの 発達に伴う コ ー ナ ー

設定に つ い て 示すo

l) コ
ー

ナ
ー

設定の段階性

3 園 で 1 0 保育室 の 1 年間の コ
ー ナ ー

設定を捉え ると､

1 年間 で 大き く 3 つ の 段階に分けて コ
- ー

ナ
-

設定を行 っ

て い る こ とを読み取 っ た ｡

･ 各 コ ー ナ ー が独立的に設定される段階

子どもは年度 ご とに新 し い 保育室に編成され る た め､

年度始め の 時期は 保育室 の 変化､ 友達関係の 変化な どの

環境の 変化に よ っ て
一

時的に気持ちが 不安定な状態にな

る｡ そ の た め ､ まず遊びやす さ, 遊び の 分か りやす さに

重点をお い て コ
ー ナ ー

を 設定す るo そ れ は各 コ ー ナ ー を

独立して 小さな部屋 の ように設定す る こ と で あるo

･

コ
ー ナ ー

間に つ ながり を持たせる段階

園の 生活に慣れ て くる と伴い ､ 子 ど もの 遊び方も徐々

に変わ っ て い く ｡ そ の変化は専用 ･ 兼用 性､ 分布 の 広がり ､

活動の 展開の 分析か ら も明 らか に した ｡
こ の 遊び方 の変

化に伴 い ､ よ く 遊びが 関連しやす い コ ー ナ ー を 近づ け る､

設 えを 開放的にするな ど､ コ
- ー

ナ
- 一

間 に つ な が りを持た

せ る設定が必要 とな る｡

･ コ ー ナ ー

以外の場所を広くとられ る段階

子 どもの 遊び方によ っ て は ､
コ ー ナ ー が な く て も自分

た ち で コ - - ナ - ー

を 作 っ て 遊ぶ こ とも行うよう にな るo 特

に後半の 時期はそ の 傾向が よく み られ る ｡ そ れ に伴 い ､

コ - - ナ - -

の 数 を減少する ､ ス ペ
- -

ス を狭くするな ど､
コ

- I

ナ -

以外の 場所を広 くと る こ とが必 要となる｡

2) 年齢別の コ
ー

ナ
ー

設定の違い

前述 した流れ で コ ー ナ ー 設定が行われ る こ とは各年齢

で 共通 し て い る｡ 年長 で ある 5 歳児 で あ っ て も 4 月 時は

環境の 変化 ( 保育室 の 変化､ 友達関係の 変化) に 戸惑う

こ ともあり､ 始 めは独立的に コ - ー ナ - が 設定される .

年齢別の 違 いは ､ 次 の 段階に移行す る時期の 早さ で あ

る
｡ 年長ほど ､ 次の 時期 へ 移行 して い く時期が 早 い ｡

晃年齢で 保育室が 編成され る場合､ :.3
-

5 歳 児 の 子ど

もが 同時に遊びを行うた め ､ 次 の 段階に移行す る時期は

3 歳児保育室 と同様とな る,
)

- 1 8 9 -
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7･･-3 小学校 における研究の成果

本研究では ､ 小学校の ケ
ー

ス ス タデ ィは ､ 保育施設の自

由保育時の 活動の 比較として取り上げて い る｡ 小学校では

授業の プロ グラム の下で活動が展開されて おり, 自 由に子

どもが遊びに取り組む活動とは異な る｡

7
1

3
1

1 学習活動の展開

り コ
ー

ナ
ー ･

O S が利用される学習活動

第 6 章で は, 学習活動を学習の 進め方
･

形式によ っ て類

型化すると､
一

斉授業, 発表, 話 し合い , 演習
･ テ ス ト,

実習 ･ 作業､ そ の 他 の 6 つ の 学習活動に整理できる｡ そ の

中で, コ
ー ナ ー ･

O S を 利用しやすい 学習活動は演習 ･ テ

ス ト､ 実習 ･ 作業であっ たo

また , 学習活動をさらに活動単位によ っ て も整理すると,

ク ラ ス学習
･ グ ル ー - プ学習

･ 個 人学習の 単位に分けられ るc

主 にグル ー プ活動 ･ 個 人活動で コ ー ナ - が 積極的に利用さ

れ て い るo 特 にグル
ー プ活動では , 教室周りに コ

- ー ナ -
ー

が

設定され て いる ことで､ 予め場所が設定されて い るため ス

ム ー -

ズに移行できる, 各グル
ー ー プの適度な距離が保たれ集

中しやすい と いう点で有効である ことを明らか にした ｡

2) 学習活動の展開 (活動の移行と同時展開)

/ト学校の 授業で は､ 教師 の指導の下で 子ど もた ちが同様

に学習を行うo 本研究では , 授業時の活動をプ ロ グラム の

下で行わ才1 る集団ベ
ー

ス の活動 として位置づけて , 活動の

展開を明らか にした o

授業中に学習活動が展開する場合, 順序的に展開する ｢活

動 の 移行._J
と並行して展開する r

'
同時展開｣ があるc 活動

が 移行 して い く場合, 活動単位が変化する際にコ
ー ナ ー ･

o s が よ く利用され て い る｡ 主 に ク ラ ス 単位の学習活動は

教室で行い , グ ル ー プ単位 ･ 個 人単位 へ 分かれ る際に コ
ー

ナ ー - O S に学習活動が広が っ て い る こ とを明らか にした｡

複数 の活動が同時展開して いく場合, 教室とコ
ー

ナ
ー
･ ( ) S

と学習活動の 場所を分ける こ とで､ お 互 い の学習活動が妨

げなく進め て い る こ とを明らか にした o

以 上 の 通り, 授業プロ グラム の 中で ､ 学習活動が展開し

て い く際には , ク ラ ス学習 (全員) とグル
ー プ ･ 個 人学習

の 異な る活動単位が分離 ･ 集合が繰り返され て い る ｡ グル

ー

プ ･ 個 人学習と い う小 さな単位で活動を行う際に コ
- ナ

- 1 9 0 -

- ･

o s を利用す る こ とが多い o つ ま り, 基本となる大き

な活動単位の場所(教室) と､ よ り小 さな活動単位の 場所( コ

ー ナ ー ) が あ る こ とで , 学習活動の展開にと っ て必要であ

る
e

7 - 3 - 2 学 習領域の 広がり

授業中に学習活動が行われ る場所の 広がりを学習席域と

し て各授業の学習領域を捉える こ とで , 以下 の特徴を整理

した｡.

･

各 ク ラス の学習領域は教室の 前面に広がりやすい ｡

･

o s 内に家具で コ
ー ナ ー が 設定され る こ とで , 学習領域

が O S に 広が りやすくなる ｡

･ o s 内 に家具で コ
ー ナ ー を 設定する際には , 閉鎖的な設

えが必要となるo

7 - 3 - 3 教師による コ
ー

ナ
ー の 設定の誘発

教室内にコ - - ナ -
-

を有する こ と で---
一

定の利用効果が得ら

i , i 7

_
ナ し ナ

_
地 ≡才一T + _ 妹=ヒ 1･- -

-

↑ J.
ー ′T ヽ 1 - ( l ロ コ セ _

11

I J ･ - T S + > ノ r ヽ( I
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7 4 コ ー ナ ー 形 成 の 要件

7-4-1 活動の 展開か らみた単位空間の 構成の 提案

り プロ グラ ム の有無による活動の展開モデル

本研究で ほ ､ 活動 ｣
･

.
の プ [j グ ラ ム の 有無に よ っ て . i)

つ の 場合 の活動の展開の 特徴を明 ら か に した . 1 つ は ,
E 注

意 で 行わか る 個人 の 活劇｣ で あ り ､ こi1 は 自由保育時の

遊び活動か ら捉えた . もう l つ は ､
I プ ロ グ ラ ム の ある集

団の 活執｣ で あ り . こ わ は授業時の 学習活動か ら捉えた ｡

ニ の 2 つ の 場合 の 所動の 展開 の 違 い に は ､ 大 きく7T .' 勤

の 展 開の 仕) i . 活動 の 単位が あ る ｡ 以~F- に , そ れぞれ の

i.Ti 勤 の 展開の 特徴を挙げt そ こ から考え られ る 活動の 展

開モ デル を示す ( 国 7-3) c

･ 任意 で行われ る個人 の 活動の 展開の 場合

任意で行わt l る 個人 のぞ舌劫の 展開の 特徴を整理す る と .

1 干 ど も に よ っ て様 々 な活動 の 麦とまr
'

) が み ら れ る が ､ 個

人 の 活動で あ る ため ､ 活動 の まと まり自体は小規模で

ある こ と

･ 活動 の つ なが り方も 多様で あ り ､ J
'

.

ども の遊び方に よ っ

て 様々 な遊びが関連す る こと

･

そ の r]コで ､ 遊び の 発展と い う視点で捉えた 場合､ 活軌 の

つ なが り 方 に はあ る 特徴的な バ ターー

ン を見 いだす こ と

が で き る こ と

が挙 げられ る D こ の こ と から , 活動の 展開モ デ)L と し

て は ラ テ p( ス 的 モ デル が考 え られ る ｡ こ の モ デJしは ､ 多

数 の 小親損なま とまりが 同時に 形成され て い る こ と､ そ

れ ら の 活動の つ なが Ll 方は多様にあ る こ と を示し て い る コ

憂義臣璽
(ラテ ィ ス的 モデ ル) ( ヒ エ ラ ル キー的モ デ ル)

任 意な 個人 の活動 の展開 プ ロ グ ラ ム の あ る

集 団 の 活動の展開

;六動の 京と芸り

;六勤の つ / =カH )

図 7-3 活動の 展開モ デル

･ プ ロ グラ ム の ある集団 の 活動の 場合

これ に 対し て ､ プ ロ グ ラ ム の あ る 集lヨ･】の 活動の 展 開 の

特徴を準用 す る と ,

･ 全 員が粂ま るた め の中心 的な統勤の 麦 と ま りがあ る こ と

( そ こ で 主にプ ロ グ ラ ム を行う)

･ 活 動が展開し て い く際 に より ′｣ ､ 規模な活動の ま とま り に

分かれ て い る こ と

が挙げら才1 るG こ の こ とか ら, 括動 の展開モ デ ル とし

て は ヒ エ ラルキ ー 的モデ)L が考え られ る o こ の モ デ ル ほ,

大 きな中心 的な活動の まと ま り があ る こ と､ そ の 周辺 に

よ り小さな活軌の 王とまりが あ る こ と を示 して い る ｡

以 上の よう に ､ 2 つ の 場 合の 活動の 展蘭の 特徴 を明 ら

か とす る こ と で ､ 活動 の 展 開モ デル が 晃な る こ とを示 し

:

. L

J
__
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2 ) 活動の 展開からみた単位空間の 構成

前項 で 示 した打キ勤の 届悶モ デJL は , 保育ス ペ-ース や 学

習 7, へ -

ス な ど の 中位
'

/
L学問 を構成す る 際 の 基礎と な る u

ニ の 所動の 壌開モ j
=1 ル を基 に そ才1 ぞ れ の 単位空間 の 構 成

に つ い て 提案す る,
;

学f:I: 空間を構成する空間巽東は ､

l 壇 . コ
ー ナ ー

･ 地 の

ス ぺ - ス ( 広 く空けらf l た 場I
lji) ｣ が あ る と第 2 章で 示 し

た r 基本的な考え方と して ､ どち ら のf再勤 の 場合で も ,

F 基E

や r コ ー ナー｣ は 活動が行わ わ る場所として ､

｢ 他 の ス ぺ -

7 J は 予劃 で きな い 活動 に 対し て 柔軟に 対応す る こ とが

で き る ス ペ ー ス と し て 構b昆し て い く こ とが考え られ る コ

こ わ ら の 空間要素を基に所動の 展開から み た単位空間

の 構成を以~~F に述 べ る ¢

･ 任 意の個人の 活動の場合

任 ,B
r

.

- の 個 人 の 所動の 場
/
rl
-

､ 捕動 の 展開は ラ テ ィ ス 的な

モ デ ル と し て ,I ( さ れ る ｡
ニれ は ､

い く つ か の 小 さな活動

の ま と ま りが 一 様 に あ る モ デJL で あ る ぅ こ の 活動が行わ

れ る 場合は ､
l つ l つ の 活動 の まとま りは小規模で あ る

た め .
コ ー

ナ
ー

- 香_基本単l
l

l

r と し て 構成し て い く こ とが 考

え ちれ る ( 図 7-･4 左 図) ｡
コ - ナ ーを隙間なく 敷き詰め

~ご つ くるよ りl･ま ､ 析勤 の 中 で コ
ー

ナ
ー

の 規模を柔 軟に 変

え ら れ る よう に ､ 間隔 の 広げて コ - ナ ーを点在して つ く

る ほ う が有効で あ る っ ま た ､ 全 て の 活動 の ま とまり の 場

所を コーーナ ー と して つ く る こ と は必ずし も必要で は なく ､

l
･

ul の ス へ -

ス を効果的に 設け て お く こ と で ､ 利JH 省 が自

分たち で場所を つ く る こ と も促す ことも で き る ｡

･ プ ログラ ム の ある集団 の 活動の場合

プ ロ グ ラ ム の あ る 集川のi,pr.一動の 場合､ 活動 の 展開は ヒ

エ ラ ル キ
ー

的 モ デル と し て示 され る c こ れ は､ 大 きな活

動 の ま とま りが * ･L ､ に あ り . 小 さ なi'
=

EI動 の まと ま り がそ

の 周辺にあ る モ デル で あ る ｡ こ の 活動が行わわ る 場缶は､

大 き な活動の ま とま り の 場所を中心 に配置して い く こ と

が考え られ る ( 図 71･4 右図) ｡ ｢ 童｣ を大きな繕動の まと

まり の 場所.
｢ コ

ー ナ ー

｣ を よ り小さな満勤の まと まり の

場所とする と､ 教室 をL トL ､ と し て 各 コ ー ナ ーが周辺 にあ

る 構成が適す る と思 われ る c ま た ､ 現在 の 小学校 で は .

採光な ど の考 愚か ら 教室と 〔)S が 並 行 し て 配直され る 形

が
一

般的で あ る o
こ の 場

/

rl

i
L

で は . 教 室前 に コ
ー ナー- を配

置する こと で ､ 教室か らよ り小さ な 執弱 へ 移行で･き る よ

う に す る こ とが必要だと考え られ る ¢

以 上 の よ う に ､ プ ロ グ ラ ム の 有無に よ る 2 つ の活動 の

展開に よ っ て 単位賛同の 構成が盟なる こ とを示 した ｡
こ

れ は ､ 活動がよ り展開して い くた め の 単位空間の 構成の

1 つ の考え方で あ る ｡

コ - ナーの み コーナー+ 他 の ス ペ ース

( ラテ ィ ス 的 モ デ ル)

任意な 個人 の 活動の 展 開

･ 大き 右京載の まとま LJ は警を .
′｣ ＼さ T= 活動の まと 喜り に 対してEi コーナ- を副

り当 て るこ とが考え られる .

･

教塁 と O S が=7f言責する偶成で は ､ 劫空 の周 囲に j - ナーが 必要で ある

㊨

室 + コ ーナー 室+ コ ーナー

+ 地 の ス ペース

( ヒ エ ラル キー的モデル)

プ ロ グ ラム の あ る 集団の活動の展開

･ 詔動 の まとまりか†′l＼圭見項で ある ため .
コーナーや1由の ス ペース を劃 i) ∃ て る,

･ 全て の活動のまとまり に コ- ナ- をgl i) 当てる必要はなく . 子どもが自 肘二;7.

動 を 行 える 也の ス ペース があ る こ とで , 講動 の 庶固の 幅を 広I f る こと がで き

る

l

コ- ナ- ]生の ス ペース

図 7- 4 烹 勤の 展 開 か らみ た 単位空間のキ完成

一｢ 9 2 -



第七草 結論

4 ヰ 2 コ
ー ナ ー

の 利用特性か らみた コ
ー

ナ ー 形成の提案

1) コ
ー ナ ー の 利用特性

本研究 で は､ 活動 の 展開を明らか にす る 一 方 で , コ ー

ナ ー -

の 利 用特性 を明らか に し て きた o
こ の コ･- - ナ -ー- の 利

用 の 仕方 とし て ､ 子ども の 遊びや学習によ っ て ｢ 行為の

種類
_
h r
L
場所づ く り

_
h ( 行為 の つ なが り] に特徴が みら

れ る こ とを整理 した ( 図 7- 5) 0

･ 行為 の 種類 (専用 一 兼用)

各 コ
ー ナ ー

で 行 われ る行為の種類に着目すると､ コ
ー

ナ ー ー の 利用 と して､ あ る特定の 行為を中心 に行う専用 的

な利用 と､ 様々 な行為を同様に行う兼用的な利用が あるo

･ コ ー ナ ー づく り ( 固定
一

可変)

コ ー ナ ー

の 利 用 を捉える 中で , 子 どもた ちが自分たち

で コ
- ー ナ - ー を つ く りだす ､ ま た は つ く り変える こ とがみ

られ た o こ の 場所づ く りに着目すると､ コ ー ナ ー の 利用

と して､ そ の まま の 状態で 使う固定的な利用 と､ 新 しく

コ ー ナ ー を つ く る ､ つ く り変える可変的な利用があ る｡

･

コ
ー ナ ー

の つ な が り (独立 一 連続)

コ
ー ナ ー を 利用す る 中で ､ 複数 の コ ー ナ ー を使 い 分け

るする こ とがみ られ るo こ の コ - - ナ - ー の つ な が りに着日

す ると､ コ ー ナ ー の 利用 とし て ､ 1 つ の コ ー ナ ー に留まっ

て 行為を行う独立的な利用 と､ 複数 の コ - → ナ -･ - を使 い 分

けて 行為を行う連続的な利用があ る｡

以_.
との よ うに ､ 本研究 で は､ 3 つ の 観点から コ ー ナ ー

の 利用特性を整理 した ｡
こ れ ら の 観点は ､

い ずれ も コ - I

ナ - と行為 の 関係を示 す指標 となり､ 保育施設 ･

/ト学校

だけはな く ､ 他 の 施設 で も同様に コ - ー ナ - - の 利用を評価

で きるo

･ 行為の 種類 ( 専用 一 兼用)

専 用 : あ る特 定の 行為だけで利用す る

兼用 : 様 々 な行為で利用す る

･ コ ー ナ ー

づ く り (固定 一 可変)

固 定 : 場 所を そ の ま ま の 状態で 利用する

可変 : 場 所を新 しく つ く る ､ また は つ く り変 え る

･ コ
ー

ナ
ー

の つ なが り (独 立 一 連続)

独立 : 1 つ の コ ー ナ ー に留 ま っ て 利用す る

連続 二 他 の コ - ナ - と関連して 利用 する

図 7 - 5 コ ー ナ ー

の 利用特性

- 1 9 3 -
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2) コ ーナー設定の 手法

･ コ ー ナ ー

の 図化

家具な とをr(乙く こ と に よ っ て コ ーナ ーを形 成す る D こ

わ は ､ あ る 空 間 の 中 で ､

二

束具 に よ っ て コ I
-

ナ 1
-

が l 国L

と し て ､ そ才I 以 外の 場 所が ｢ 地｣ と な る c コ - ナ - と
'

/

三

間 の 関係は ､ - 櫨の l 同r と り也l の 関係で あ る とし1 え る ｡

と こ ろ で . コ ー ナ - の 形成 の(J_ )j
に よ っ て ､

｢ 園｣ と

し て み え る 柏度 が巣な る ｡ 机だけが 開かれた コ ー

ナ
ー

と ､

パ -

テ ィ シ ョ ン で比tl わ わ て 机が置か れ て い る コ - ナー で

は , 後 者の 方が F 岡l の 程度が強 い o そ し て . も っ と も

明確な r 凶｣ が 宝 で あ る とすれ ば. コ
- ナ - は場と墓の

中間に あ る l 同 化l さ才l た場所で あ る と付置づ け る こ と

が で き る ( 匡1 7 イりc

･ コ ーナー設定の 方法

次に ､

｢ 回｣ と し て コ - ナ - を 形成する-)J 法 に つ い て 述

べ るo まず. 他 の 空 間と の 接続の 什方に よ l
'

) .
コ1 - ナ ー

の･型 と し て 付属L
f
[
r
･! と /

'
FI 節 型 の 1) つ の 型に('J け らI l る ( 図

7-7) ｡ 付属型 は ､ あ る 空間に( ､J け 足 す形 で コー- ナ-- を 形

成する もの で あ り , 本研ブ官で 扱 っ た S ′トの 教室内の コ -

ナ -- が こ わ に あた る ｡ 分節型ほ , あ る 空 間内を分割 す る

こ と で コ ー ナ ーを形城す る もの で あ り､ 本 研究 で 扱 っ た

保育施設の コ ー ナ-- が こ才l に あ た る ｡

ま た ､
コ - ナ - の 磁界 に よ っ て も ､ 包LtE卜型 と象徴型 の

2 つ 型 に 分 け らf l る ( 同 7 8 ) c 包囲 型とは同 国 を閉 む こ

と で コ ーナ …をfr-S hk す る も の で あり ､
パ - テ ィ シ ョ ン な

ど で 囲われ た コーーナー- の こ と を指す ¢ 反 対 に ､ 象徴型と

は コ ー ナ - をut-けブず に一象徴的な も の をL iB く こ と で 形戎す

る も の で あ り . 机だけが 置か才l た コー
ー ナ-l や 段幕に よ っ

て 形成された コ ーナーの ことを指す｡

1 9 4 -

コ ー

ナ
ー

( 国)

コーナーEまr土嘉( 也) ｣ と ｢ 室 ( 図)｣ の 中間 に存在す る園4ヒされた曝所で あ る.

国 7-6 コ
ー

ナ
ー

の 園化

_ = T

L

二
大きg (こ相主ヰ的 に 小さくな るほど. 個E LJ の 場所 とし て ｢ 図化｣ される .

套[ニコ⊂コ[ニコ
あるコ- ナーが空間 に分知的 に痩続 する局舎 ､

コーナ- の大 きさが空 間の
大きさ に対 して 相対的に 小さくなる Eまど､ 個別の 場所 として｢ 国化｣ される .

図 7 イ 空間 との 接続関係 ( 付属 一

分 拓)

国 7- 8 コ
-

ナ
ー

の 窺界 ( 包 囲 一 象 徴)
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3) コ
ー ナ ーの 形成モデル

以 上 の こ とか ら . コー- ナー
-

を 形成す る た め の 胎標を ま

と め る 上 . 園 7-9 と な る っ こ の 図 の 中心 は ｢ 地｣ で あ る

場で あ り ､ 中 ･L ､ か ら 遠ざか る に つ れ て l 岡
_
J の 程度が強

去 る こ とを ,T; し て い る ｡ 蓋 た ,
コ ー ナ ー 形 成 の .

,

i つ の パ

ター-

ン か ら ､
rイ､f 属-一分節1 が横軸に .

r 包囲I
- 象徴I が

縦軸に 設定し て い る ｡. そ し
て

､
コ ーナ ー

の ｢ 凶｣ の 程度

が 強ま る と
A

j ･! とな る c そ の た め .
コ ー ナー

ー と し て 成i7: す

る 稲匪=･引~
TJ 形 と な り､ そ の 外側は宝で あ る

o
ま た ､ コ -

ナー- の 関係要 素か ら み る と . 個 と し て の コ I - ナ - ー は よ り

重 ( 外側) に近 い 側 に ､ .鮮とし て の コ
ー

ナ
ー は よ り場 ( 小

心) に 近し) 但IJ に 位置づけ る こ とが で きる o

そ れ ぞれ の /1 つ の 手法の /ミタ - ン に つ い て ､
コ ー

ナ
-

の 繋例を用 い て ､ 以 下 に 述 べ る ,

象徴

図 7- 9 コ
-

ナ
-

を 形成 する方 法の 指標

ー1 9 5
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イ 分節 一 旬 囲｣ 型 の コ ーナー

｢ 分節- 包臥】 型 の コ ー ナ ーは､ あ Z/
I
.

I

-:_ 間l
ノt] に 場所を 幽

･

)

て コ
ー ナー- を形 成す る も の で あ る . こ の 場合. 周 謝 が他

の 場所が 連続して い る た め ､ 喝Iyi の 周 囲 の ′.1■面をど の よ

う に 囲 むか に よ っ て r 同 化｣ の 程度が 異な る c 周 囲 を囲

む た め の要素 に は､ 棚な ど の 家具
･ パ ーテ ィ シ ョ ン

･ カ ー

テ ン ･ 桂 ･ 壁 ･ の才1 / u な ど が あ る
シ
こ れ ら の 要素の 操作

と し て ､ よ り ′トさく 組む こと で より分節的な コ - ナ
-

な

り . さ ら に ､ 周 囲 が 囲 まれ て い る ほ ど. ま た什切り の 点

さ が 高 い ほ ど､ よ り 包囲的な コ - チ - を 形成する こ とが

で き る F 普通 , 角地や壁側 の 場所に コ-
-

ナ
- ー を 配 置す る

ため . 壁d]
'
に よ っ て l -

2 面はE] 然 と 凶わ れ る こ と にな

る
｡

L
l

_4
7- l l - 7- 1 .

'

弓 は ､ 本研究で 扱 っ た保育施設 の コ
- ナー

で あ るE. 保育填 で ト分節一一包 軌 型の コ1
- ナ -

を形 成す

る 場合は､ 家具で 幽 う こ とが多い . 多 く の 家具は軌や ラ ッ

ク な どあ重 り高さ の な い 家具 で あ る が ､ 高 さ の あ る 家具

とし て は ピア ノ や本手LITJ が あ る ｡ 凶 7-1 1 の コ - ナ ーは,

zl

面 1> 何 が欄や つ い た て に よ っ て 囲われ て し1 る o ま た ､ 図

7- 1 2 は . 家 ,

E]
T

I- で 囲わ才l て い る こ と に 加え て ､ 畳 が あ る こ

と で よ りl 岡l と して 強調 され て い る ｡ こ の よ う に ､

r 分節
- ～

包 囲｣ 型 の 場合は , 側 面 の 要素が ｢ 図化｣ に 関係す るが .

床 面 や ) (A 井部の 要素 を;un え る こ と で よ り l 開 化l の 程 度

を強 め る こ とも で き る｡ 凶 7-1ニi の コ ーナ
ー

は ､ こi 曲が壁

向や高さ の あ る誘く具 で 閑む こと に よ っ て ､
l 同 化l さ才1 て

い る.=

次 に t 他 の 事例か ら コ ー ナーー の 形 成 の 仕方を み て い くc

凶 7-1 ^

･

1 i よ 小学校 の O S に / i - ゴ ラ の 柱に よ っ て 甜われ

た コ ー

ナ
ー

で あ る . 往で 囲う喝合. 柱 の 本数や 間隔のJi ,'

さ に よ っ て ｢ 園 化｣ の 程度が異 な る 七 ま た､ 図 7-1 5 は ､

保育
'

i;. に テ ン ト に よ っ て 囲 われた コ 1- ナ
ー

で あ る c テ ン

トは側面 と天井d]
'

が 一

体 と な--' た 薮 素 で あり､
｢ 図 化｣ の

程度が強 い ゥ

- 1 9 6

方三成要垂

粗a /i との 褒美 . /i - テ ィ シ ョ ン
カーテ ン ･ ii ･ 窒 ･

t7) れん なt

付属 r 剛ヒJ の 程度を歯■
1t) る方;玉

･

よ り小さ い毒所r= する ( 分節)
･ 周詔の 讃む面を 多< ㌻る (-B Ed )
･ 仕tJ; りの 高ぎを高く g-ら ( 琶bl)

飯村

図 7-1 0 ｢ 分 節- 包 囲｣ 型の コーナ- の 場合

図 7-l l ｢ 分 節一包 囲｣ 型

の コーナー 1

N 監 ト トロ 描 の まま ご と コー
ナ

ー

【 4 両全蘭 が蜜 やつ い たて に
よ っ て男われて いる 十

( 本村 究の 対象地叔)

図 7- 1 2 ｢ 分 節一包 囲｣ 聖

の コーナー 2

M 重 た ん ぼ ぼ 韻 の 桧 芥 コー
ナ ー

【保声
望 で この タイプ の コー

ナーをI臣成する甥合Eま, 席 具で 責
うこ とh で多 L l , 角均1 = コーナーDl
,% 成 されて い る ため ､ コーナーの
2 両 が壁面で 盛われ て いる , その

他の Z 荘 には . 別 によ っ て 仕 tJ3 ら

れてい る . ( 本研 究の 対象指穀)

囲 7- 1 3 ｢ 分 節一旬囲｣ 型

の コーナー 3

o 濁さ < らul の 鎗 写 コーナ-,
1 荘 fJ†空で ､ もう 2 面カ†不甥 t_ ど
ア ノ とい っ た鎖さの ある家 具で 囲

われ て い るため . 聞出的/= 三堂えと

なっ て 右り ､ よリ r 団J と して嘘

己司さ れて い るゥ

( 天野 究の 対 魚座 誠)

国 7- 1 4 ｢ 分fT)一包 囲J 型

の コ ーナー 4

/j L早坂 にあ る O S に形成 された

コ- ナー【
パ ー ゴ ラのイ主によ っ て

Ea われ て い る, ヰモで 細う三具合 ､ llT
の 苓致 や閉院の 広さに よっ て r国

化｣ の硬度が異 なっ てくる_
( 福 Fj市 立 博多小官校)

因 7- 1 5 ｢ 分 節一句 困｣ 型

の コ ーナー5

保 胃塁 に 形成され た コ- ナ- ｡

シ ュ タイ ナー保育を 行う 医■では.
この よう/i テン トで 表 われ た コー
ナーもみ られる こ とが 多い′ j

=

ン

トはtj.
1価 と 天声 画/I(一体とIi っ た

賢弄て あり . ｢国化｣ の 控庶 か 5毒し1_
( 私立 や≡さとイ架胃盃)



祁 t J--l声 結論

イ分節 一 象徴｣ 型の コ ーナ ー

r!7J 節 - 象徴J 型 の コ ーナ - は ､ あ 7 J Jこy L.1 内 に象徴的な

も の を配置 し て コ I - ナI - を 形成す る も の で あ る . 象徴 的

な もの とし て , 天 井面やJ末面に 関係する家具
･ オ ブ ジ ェ ･

敷物
･ 段 差 .

テ ク ス チ ュ ア な ど の 要素が あ る o こ れ ら の

要素を操作す る こ と に よ っ て ､ よ り分節的に . 象徴的に

コ ー ナー- をナl
こ
壬成 す る こ とが で き る が､ そ の 操 作の 方法は

要素に よT ) て 児 な る ｡ 例 え ば . 段差 (くぼみ , 舞台な ど) は ､

段 差が よ り深 い ( あ る い は高い) ほ ど, 家具 ( 机 ･ イ ス な ど)

や オ ブ ジ 工 な どは, 複数 の も の が
一

様 に 置かれ て い るよ

りは 1 つ の も の が置かれ て い る ほ ど､ よ り コ -

ーナ
-

- と し

て ｢ 図 化｣ さ才1 る ｡ ま た ､ 敷物や テ ク ス チ ュ ア は ､ 色 や

素材で 他の 場所と の 違 い が強調す る こ とが 考え られ る｡

ま ず . 本脚光の 対一象で あ る保育施設 の コ ーナ - の 事例

を み る. 園 7 1 7 は . 机だけで 形成さわた コ-- ナーーで あ る ｡

机が象徴的な役割とな り､ コ ー ナ ー と し て ｢ 園 化｣ さf l

て い る c 同 7 】8 は ､ 敷物が 象徴的に置かれた コ -一十 - で

あ る . これ ら の コ - ナ ー

で は ､ 周囲の 仕切りが な く ､ 自

由 にH!. 入 り が で き る｡ ま た ､ 干 ど もたち の 遊びに 合わせ て ､

簡単に 形城す る こ とが で き る コ ーナ ー と い え る ｡

次 に ､ 他 の 頚: 例か ら コ- -

ナ
-ーの 形成 のf上方を み る ｡ 固

7-1 9
一
- 7- 2 () は 段差 に よ っ て 形成され た コ

ー ナ ー

で あ る ｡

段荒は象徴性 が高し) 要素で あ り ､ 段差の 深さ/ 高さiこよ っ

て ｢ 図 化｣ の 程度が異なる ｡ 凶 7-2 1 は , 敷物とイ スを組

み 合わせ て 形成され た コ-
-

ナ
ー

で あ る . こ の 場 合は ､

_象

徴的な 変嘉を組み 合わ せ て . よ り ｢ 図化｣ の 程度を強め

て い る
G

形成変急

落 具
･

オブジ⊥
･

敦 物
I

f旦差･ テ
/

) ス チ 1 ア なと

｢図化｣ の 控度を弓色め る方法

付属 ･ よ L) /.■＼さい塙所 に { る ( 分節)
･ f票差 の深さ を下げる ( 恵1数)
･ f9 差 の 高さ を上げる (g( 7也)
･ 葬具や オフ ジ ⊥ の 敬を少な ( して

効 果FI F= 丑く く艶敏)

魚徴

図 7- 1 6 ｢ 分 節一包囲｣ 型 の コ- ナーの 場 合

囲 71 1 7 ｢ 分 節一義懲｣ 型

の コーナー1

M 富 ち ゆ う り つ ふ 組 の コ-
ナ-_ 机か

■

虫害数的に置 かれる こ と

は 簡 掛 こ用意す るこ とがで きる要

義で ある T その た払 子ともの 遊

び に全書つせ~r 莞敢 に コーナー3
'
E 形

成するこ とがで さる .

( 芥研 究の 対象粘畠t)

国 7- 1 B r 分 節一象徴｣ 型

の コーナー2

M 蚕 ち ゆ う り つ ,:三相 の コー
ナ-. 丑幼

が敦子削 引こ丑か れ るこ

とで コーナ- が形成され て い る ,

放物は 間 引 こ用意する ことh( で き

る要荒である . その ため ､ 子 ども

の遊 びに 合わせ て 莞軟 に コーナー
を形成するこ とカi で きる..

( 太研究 の対象地i漁)

囲 7- 1 9 r 分 節
一

意 徹｣ 型

の コーナー3

槌 音 園 の ホール に あ る コ-
ナー｡ 段差が象徴的な要義とな L) .

コーナーh †冗三J戎されて い る.
( 四番i重昂立 中央 保育所)

( 迷 妄f t 科研 究 所鼠 r 建 築 設計

IB 料 9 1 環 胃 薮 L 地 杏 農 3 ( 文

7-I) ｣ . Tユ.6 7 よ
'

r) 引用)

図 7- 2 0 ｢ 分節- 象徴｣ 型

の コ ーナー4

小 官 較 の 図 書 室 に あ る コー
ナ- < 茶 楯 の近 く に舞 台の よ うに

段差 がつ けられ るこ とに よ っ て ､

コ- ナ- が形成 され て い るu 段差
は象得色が 高しl 要義で あリ L 段差

の 深 さ/ 高 さlこよ っ~r ｢ 図化 J の
夢監が晃な る｡

( 福岡而 立 怖多小 学校)

園 7-2 1 ｢ 分 節一象徴｣ 型

の コーナー5

図書館に ある コーナー= 忠1壬と

イス を細み 合わ 巨 て コーナ- を形
成してし＼る′無懲占

t
) ,
J-i 要義のkt]み

合わ せる こ とr = よ っ て ､ よ り｣ E]

化｣ の 得度を 戒め~r し1 る_
く馬券県ii 同書宝)

- 1 9 7 -



J75 ヒ章 転.,-読

･ r 付属一包囲｣ 型 の コ
ー ナ -

｢ 付属 一 也 凶｣ 乍
E

i U ) コ ーナ ー

t･ま､ あ る Yl号間 に 付け足すよ

う に つ く らt l 空 間 と の 噴 に 仕切 りが あ る も の で あ る .
こ

の
ノ

/
]竺間 に付属す る コ ー ナ - i･ま∴欠の ｢ 付属

-

濠徴｣
_
7Tj u] コ ー

ナ
ー

も そ う で あ る が . 3 何 が壁や窓に よ っ て【-W わ れ て い

る u そ の た め ､ こ U) コ
ー

ナ ーを包囲的にTrs j戊す る 場合で は .

コ 1 - ナー- と 他の 噸F
]Tr の 噴 を つ く る こ と で コ1 -

ナ
ー が r 囲

化｣ さi l る ｡ 墳 を つ く る 要素に は . 壁 ･

格子
･ 家具 ･ 往

な ど の 側頂i の 要 素 かあ る ｡ こ れ ら の 要素を使 っ て ど の よ

う に(上切 る か に よ--' て ､
コ - ナ ー

の ｢ 凶化｣ の 挺疫が 異

な る｡

こ の タ イ プの コーーナ ーは ､ 本研究で対象と した施設で

ほ み ら才l なt･ ゝ た め ､ 他 の 事例から コ
ー

ナ ー
ー

の 形 成の 仕方

を み て い くっ 図 7-2 こi - 7- 3 4 は , 小 学校 の ()S に 形成さ

才~l た コ ーーナーーで あ る o 1 つ は . 柱 に よ っ て コ ー- ナー
ー

と 他

の 場 所と の 碩を[L- 切 り ( 図 7-2 3 ) ､ も う 一 つ は髄1 に よ っ

て そ の境を什り｣ っ て い る ( 同 7- 2 4) ｡ 後者の 棚 で 仕り) られ

て しゝ る コ - ナ - は ､ 背 の 高 い相 で ほぼ全面を仕切 っ て い

る こ と もあ り ､ 柱で 仕り｣ る コ ーーナ
-

ーに 比 べ て , よ り l 同化
_
l

さ れ た 童に 近 い コ ー ナ
ー と な っ て い る

し
また ､ 図 7-2 5 -

7 2 6 は ､ 保育 牛 に 付民さ1 1 た コ
ー ナ ー

で あ るG 保育宅 と

の 噴が狭ま っ て 寸H 〕 . ま た窓が なく ､ /( < ら の よ う な閉

じ た つ く り とな っ て い る ｡ こ の よ う な場所 も､ 他 の 場所

と連続して お り ､ 宝 で は な い ｢ 付属 - 包 囲｣ 型 の コ ー ナ
ー

の 1 つ と い え る ｡

1 9 8 -

ミ `･ iT
E
i~.

塁･ 格子･ 4三
･ 砧J

'

i j:
'

の 家具

r= と

付属 r 凶化｣ の 程度を鎖める 方法
･

よ り小 さし＼エ宗所 に する ( 付項)

･ 間 u を諌め る. ( 包表)

･ 仕tn る空虚 を高く ㌢る (
I -

t i 囲)

･ 11 tJ] リ 0) 高さを 高くする ( 包 囲)

泉社

園 7-2 2 ｢付 属- 包囲｣ 型 の コーナーの 場 合

園 7-2 4 ｢ 付 属 - 包 囲｣ 型

0 ) j - + - 2

小 学 校 の O S にTキ属 す る コー
ナー, 革 欄 によっ

て O S とコーナー
の

,

芸h(イ士tTJ られ てし＼る_ 苛 の 覇い
不切に よ っ■て . l引j-

r

今面 h lfl tT J ら

れて い る . 上 E] の コーナ- lこ比へ
て よリ r 匡Ⅰ化｣ され た. 宣 lこi重い

コーナ- とい える .

( 塩賃市立博 多小学校)

国 7-2 5 ｢ 付属一包 囲｣ 製

の コーナー 3

保 帯≡T = 付属 ㌻る コーナーゥ 伽

両軍 との ;島と Ti るI
P
nl 口は壬央まっ て

志 リ L また濯がな いため . 六 < ら

のよう/i j - ナーで ある ､

( 払 i L やまさと保育監)

図 7- 2 6 ｢ 付属一包 囲｣ 塑
叫
? ㌢ の コ ーナー 4

保 胃注 盛.の ′ト- ルに イ-) 属 す る
コーナーーPE.u 丑の 下の ス

ペ ース
を j LJ 持 し~r コーナーをつ く つr r い
る
ー

〈ナーサ リーつ つ き)

( u 比 野設計鼠 ｢ 也児のtEE 4 ( 文

7-2)｣ ､ r ).
7 2 より引Fn)



窮 ヒ宇 宿. .
=

烏

イ 付属一象徴｣ 塑の コーナー

｢ 付属
一

象徴｣ 型 の コ ーナーーは､ あ る 雫田iこ付け足すよ

う に つ < ち れ 他 の 場所と の 境に 什切りがな い も の で あ る o

他 の場所との 違 い を,I( す た め に. 段差 ･

家具
･

テ ク ス チ ュ

ア の 違 い によ っ て ､
コ -- ナ1 - を象

'

al 的 に して い る 中 空間

に 付保す る コ - ナ -

は ､
:う 面が 囲わ れ る こ と に な る た め

コ-- ナーーが形 成さ才l て い る と い え るが , 他 の 場所と連続

す る 血の 間口が 広い と一体的な場所と して み ら れや すく

な る
o
コー

ー ナー
-

と し て I 同 化E す る た め に は. 段差 ･ 家具･

テ ク ス チ ェ ア な ど床面 ･ 天 井面の 要素によ っ て ､ 他 の 場

所 と の違 い を示す こ と が必要とな る ｡

ニ の タイ プの コ ー ナ ーは ､ 本桝究で 対 象と した もの で

ほ ､ 岡 7-3 8
- 7 - 2 9 ほ ､ 教室にLJ' 属し て 形 成され て い る コ

ー

ナ ー で あ る c そ れぞれ . 教室 の フ ロ
ー

リ ングか ら コ ル ク

あ る い は ピ ニー
ー ル タイ ル ヘ と床面の テ ク ス チ ェ ア を変 え

る こ と で ､ コ ー ナ - を象徴的に ｢ 医l 化｣ して い る u ま た ､

家具 や長押が あ る こ と で . 他 の 場所 と の 仕-り｣ り を より強

調され てし) る ｡

次 に 他 の 事例 か ら こ の タ イプの コ -ーナ ー の 形成 の 什方

を み て い くD 図 7-B O は , 保育施設の ホ ー Jしに 形成さわた

コ - ー ナー
:

e あ る o ホ ー ル に コ ー ナ ー が 付民し て おり ､ ホー-

ル と コ ー ナ ー の 違 い を象徴的に み せ る ため ､ カ - ヘ ッ ト

をしき t か つ 段 差を-･段下げて い る ｡ こ の~封列で は. コ
ー

ナ ーの 大き い ため､ こ れ ら の 要素がな い と .
コ ー

ナ - と

し て r 周化】 さJ l な い 恐れが あ る ｡ 岡 7-3 1 は ､ 体育友引こ

あ る ス テー ジで あ る . こ わ は空間 の 7, ケ - ル が 保育室 や

O S に 比 べ て 大き い が ､ 他 の 場 所から r 同 化】 され て い る

意味 でi･ま､ ス テ
ー

ジ も コ ー

ナ ーの 1 つ で あ る ｡ ス テ ー ジ

は段器を上げる こと に で ､ コ ー- ナ1- を象徴的に して い るo

こ才1 ら の 事例から見て 分か る よ う に ､ 段 差 は象徴 性が

r
lji]- し1 要素で あ り , 段差 を設 け る こ と で コ ー ナ ー → を 象徴的

に み せ る こ とが で き る ｡ 特に ｢ 付罵一象徴｣ 型の コ ーナ -

~'C は ､ 段斧は効果的に使われ て い る こ とがよく み られ る ｡

こ の 他 の 変素とし て は ､ 洗 面の テ ク ス チ ュ ア の 違 い , 天

｣F= llm を 下 げ る ( 上げる) ､ 家i:i-
･ オ-/ ジ 工 な どを帯く こ と

に よ っ て . 他の場所と の仕切 りがなく て も､ 象徴的に コ ー

ナーーを l 同 化J す る こ とが で き る ;

n 3 成要量

寂 晃一オフ ジ⊥一致切･ 段 差 ･ テ
/
/ ス チ コ ア (1 と

rEa 化｣ の 程度を!生める方;吉
･ より小さい土岩頭 に ㌻る (乍丁尾)
･ f丑芹 の深さ を下げる ( 象;敬)

･ fi! 差 の高さ を上ける ( 象1
'

8)
･ 付属 T る空間 との 床の テ // ス チ 1

7 のi空し＼を つ け る (象 徴)

敵役

図 7 - 2 7 ｢ 付尿一象徴｣ 型の コーナーの鳩舎

図 7-2 8 ｢ 付 属一義 徴｣ 型

の コ ーナー1

S 小の 汝雲内 ある コーナ-ー床
面 の テ ク ス チ 1 ア を変 え る こ と

;L? で . コ- ナ- を熟視 附 こして い る†
:

コーナーと糸貫の 冨がユ里概 してい
㌢

芸
】
るように みえ . コーナ- と し て の
r 図化 ｣ の 寧 度が扇 い { 表 具 や長

押が 象徴巨勺た亡存在となっ て い る .

( 不宙卜究の 対象 鞄畠巨)

図 7-2 9 ｢ 仲尾一象徴｣ 型

o) j - + - 2

S 小の孝真空内ある コーナ･- . 戻

面 の テク ス チ ｢ ア を貰 え る こ と

で ､ コ- ナーを執稚 的 に し て い
る. , 上匝の コ- ナーに 比 べ て . .S
顔 /g い ため . よリriil 盟約七つ < り

とノ≧っ て い るD

( 木伊宋の 対象施褒)

図 7-3 0 ｢ 付 毘 一象徴｣ 型

の コーナー3

保 胃施 設 の ホ- ル に 何 局 軒る
コ- ナ1 . . コ- ナーが 比較的 大き
い ため

.
コーナーの T 詞化｣ の 梓

豆は 弱 い , その た 臥 カ ー ベ
y 卜

を敷き ､ 段差 を -

- t& 下げるこ i: で .

コーナーを負徴既 にして い う rl
( 格革 りん ご保 育兎)

( 日比畳字畠生計編 L
r幼児 の城 4 ( 文

7- 2)J . L).
6 1 よ り 引用)

国 7-3 1 ｢ 付 属一象徴｣ 型

の コ ーナ- 4

年育 館にイ､｣ 属す るス テ- シー 保
育室や O S に 比べ て 空間の ス ケー
ルbi 大 きい 仇 他の 宅研か ら ｢E2]

化｣ さ れ て い る意 味で且 こ れ も

コ- ナーで ある｡
( 宕丁弄∃市 立葛l零中予校)

ー1 9 9 -
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4) コ ーナ
ー

の 利用特性か らみ た コ ーナー設定

保有地設 . 小学 校 で の 電場か J , ､ コ -- ナーーの 使 い方 には .

活動 のf1'Jj か ら ｢ 寺川 - 鵜川｣ ､
｣ 軌 軒5 く り の 視点から ｢ 岨

I

,

.ト
ー 可 射 ､ 活動の つ なが り か ら l 独立1 一

連続｣ の 使 い方

を明 らかとし ､ これ ら の 使 い Jj と コ - ナ - の 設定が少な

か らず朋わ っ て い る こ と を指摘した ウ
ニ れ ら の 成果を ふ

まえ ､ そ わ ぞれ の 使 い )j に 対 し て どの ような 手法を川 い

る こ とが適し て い る か を考察する c

ま ず ,
｢ 専用一波)IJ｣ 的な利川 に 対する コ

ー ナ ー

形成 に

つ い て 考察す る ( 周 7 3 2 上 阿) c あ る コ -- ナ -
ー

を 専用Ft(J

に 使 う場合はあ る痘動を集It-
】し て手｣-} L る よ う に 周Bil を 囲

む包PFT 的な T-･ 法 が 適し て い る と 恩われ る. 反 対 に ､ あ る

コ ー

ナ ー を兼用的に 使う 場合は, 様 々 な 人が自由に山人

り し て 活動を行え る よ う に . 周囲を囲わ な い 来観的な手

法が適す る とJ且われ る. ;

次 に .
r 固

'

iL
!

-
- 可 変｣ 的な利用 に 対す る コ

- ナ ー

形 成に

つ い て考察す る (囲 7-こu l†個) 8 r4 定的な利J･･EHpま ､ コ
ー ナ ー

の 設 え を変えずに そ の まま の 状態で 使う も の で あ る｡ こ

の 場 合は ､ 組や パ ー テ ィ シ ョ ン な ど の 容易に 動か せ な い

も の を 用し) て ,

'

i;_
の よ う に 設

'

liI す る や り方が適す る と思

われ る ' 反対 に ､ 可変的な利]l~1 は 活動を行う際に コ - ナ ー

L7) 設 え を つ く り かえ る ､ 新 し ( コ ー ナ ー を つ く る よ う な

利 川 で あ る G コ - ナ - を つ く り変 え る , 新 しく コ
ー ナ ー

を つ く り出す ような場
/

rl

h

i･ま､ 動 か し やす い 家具な どを 用

い て ､ コ
-

ナ ー の 設 え の □由度が高 い 状態で 設定す る や

り 方が適す る と恩わ3 1 る ｡

最後に,

｢ 独立
一

連続｣ 的な別川 に 対する コ
ー ナ -

n
{

! 成

に つ い て 考:r:i す る ( 園 7 3 2 下 関) c 独立的な 放い 方は ､

他の コ ー ナ ー と の 活動とほ関係せず に あ る コ
ー ナ - 内だ

け で 捕勤を行う放 い 方 で あ る . あ ま り他 の 場所とは つ な

が らく独立怖が高い 場合ほ ､ 付属 や 包囲の や り)j が適す

る と思 われ る . 反対 に . 連続的な使 い 方 は 他の コ
ー ナ ー

と の 活動 と 関連し て 複数の コ ーナ-- を使い 分け る も の で

あ る り 他の 場所と披 い 分けた r) な どしp ) く つ も の 場所 と 関

連し て い る 場 合は , 分 節や 象徴の や り)j が適す る と思 わ

才l る ｡

以 J-.
の よ う に , コ - ナ

ー

の 利｣‡川.

1

il[1.
l･ニ 合わせ て . ど の

よ う に コーー ナ-- を 形成する かが適L')) で あ る かを提案L た G

一2 0 0 -

専用的I 3 利用

可FT;白与I= 糾用Lj: ある 特定の 行為 を 主に
/

f7 う利用 で ある ,
l つ 7)f[ 為に 額 小 て き

る よ-
-

) [ こ .
コーーナー- の J占｣ Ftほ 四 む 1

b l) 方

付属 //;;塵する と思われ る1.
浪用的な利用

瀬Tr7fT:) な利用は様 々 7こ[ 庁鴇 Ei ･ 行--I TrJ 耶

で あ Z3 . 描
/
/ な 人 か 自 由にLLj 入

,) i

_ て行

為 を 行 rL るよう ヒ L 剛
l胡を ml ナ′たし 増 僻

的に 設
r

,E する や り方 が適寸 る 上_
l且わ √E る
.

固定的な利用

国定 杓rJ: 糾Ffl は . 斡 E: コ- ナーの 設 え

を空 且-J
'

にそ v7 ま まの 快感で 縫う も vIJ て

3 うる ｡ 柑 J. t , '1一千ー( シ ョ 1 な rt
'

の 等-,q
】二

r W J ､ せ な1/ . もの を用 r. . 7: . 宅 vrJ よ1
-

) に 設

定 g
.

るや
(
) 方が適す ると思われ る

_
可 変的な 利用

可全的 な利 耶ほ 岳劫 {_
r 行う B宅に , .

j
,L':;.
r1
･

つ く り /J l え る ､ 荊 L ′ コ- f-･ 萱J )
ノ

こる

よ うな 判同 て あろ..
コI- ナー

J
L
, つ /l o 空

I?

_
ら

. F 卜ちコーーナー･ をつ く り出 す よ うfJ

蝿 t J
Ll ほ , 呪力. しや すい 家具T i ど壬FT]

t
:
▲ て ､

n

'

l え J) 自 由l!E-か 島し▲頓 に iftミp 】 状態 て .て上淀

'rT るや r〕方 が適す る と 監4p) れ る ｡ 】

独 立的な利用

盈■た的 な~fE川∃は . (& J) コー-ナー･ 土･)) 広

軌 丁二は問 罷tl ず に 5 , る コ- ナ ーIJ LJ だ けで

宿 曲 全行._
:l 利 昭で あ J:J /

,
Lp{) £ り 他 J.

1
1弓席

付属 と に つ T1 /)
h

_
I
, < iP . 立吐 が 如 ゝ均 針 ま . 付

同 や 包LFR ･D や り方/J
'

r適す る ･t 思わ之l る ｢ ,

蓮概的な 利用

i堅耗的T { 刊 確 は 他 J
l

/ コーナーーと･ J) 前軌

.
I

:T/q] i生
し て 禎取 刀 コー｢ト- を 放し 】 分t･?■7J

,

i

,
J) て あ ろ
_
也 j/, 嘩 所

=

二L ･3j し ▲ か ,

f た り .
/
i

u
: い : つ 吉,L-

:
) t当所 ヒ1R] 越 し てし i ろ柁台 l士 L

分[3L7) や 莞懲 J) や り 方 !Ii 適 す る と ,

tJA ～ ノ h

ろ
_.

,

図 7- 3 2 コーナーの利 用特性か らみ た コーナー形成



帝 七草 結論

- 2 0 1
-

7 -

4- 3 コ ー ナ
ー

の 計画的意義

最後に､ 本研究を通 して得られ た コ
- ー

ナ -
-

の 計画的意

義につ い て 以下にまとめ るo

1) コ
- ー ナ - ー は ､ 空間を埋め尽くすもの ではな い o コ

- - ナ -
ー

は 地 とし て の 空間の 中で 図化された 場所で あり ､
コ ー

ナ
ー ー と空間は l

'
図と地_

J の 関係であると いえ る(第 2 章) ｡

2) コ
ー ナ ー は , 活動を行うた め の最も小さな場所であ るo

そ の ため ､ コ
- -

チ
- は ､ 単位空間の ゾ

- ー

ニ ン グを形づ

くる重要な要素となる ( 第 5 章 ･ 第6 章) o

3) コ - ー ナ - - は ′J ＼さ な ス ぺ
- -

ス で あるため にそれ 自体だけ

で は 存在意義は大きくな い が ､ 他 の 空間と連続するこ

とによ っ て､ 空間の 多様性を演出する こ とができる (第

3 章, 第6 章) .

4) コ
- ー ナ - ー を用 い る こ とで ､ 複数 の 活動の 同時進行や集

中的 ･ 発展的な活動の展開を誘発する ことが で きる (罪

5 章 ･ 第6 章) o

5 ) コ ー ナ ー は 設えや 利用者によ る場の 働きか けによ っ て

専門的な場 ･ 多 目的な場となり得る ( 第 4 章) ｡

6) 設計者 ･ 保育者 ･ 教師 ･ 子どもた ちが誰で も コ
ー ナ ー

を つ く る こ とが で きる (第3 章) ｡

7) 利用者自らが利用要求を満たすために コ
ー

ナ
ー

を 作り

か える こ と で がで き る｡ 利 用者によ る空間の 使い こ な

しを促すことが で きる (第 3 章) o

8) 保育施設で は 保育の ね ら い ､ 小学校では学習の ね ら い

が 反映して コ
ー ナ ー を つ く っ て お り､ コ ー ナ ー の 関心

も高い ｡ そ の ため ､
コ - ー ナ - ー を 建築 ･ 保育 ･ 教育関係

者の 共通の 言語と して 用 い る こ とが で き る ( 第 3 章
･

第6 章) 0
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7 -5 本研 究 の 知 見 の 他施設種 へ の 応 用 に

向けて

本研究で は ､ 保育施設 と小 学校をケ
- -

ス ス タデ ィ と し

て コ
ー ナ ー

形 成 の た め の 要件を明ら かに し て き たl
)
こ の

本研究で得られ た知見を他施設種 へ 応用に つ い て簡単に

述 べ る ｡

7 -

5
-1 コ ー ナ ー 形成がみ られる空間の特徴

コ - - ナ - ー は 他施設種 で も形成され て い るo 例 えば､ 学

童保育の 保育室や 小児病棟の プ レイル
ー ム な どは保育施

設の保育室 と同様に コ
- ー ナ -- - を 形成する こ とが 多い ｡ そ

の 他 で は ､ 図書館の 閲覧空間や オ フ ィ ス 空間､ ま た複合

施設な ど の ロ ビーー
ー

で も コ ー - ナ - - をよ く みる こ とが で きるo

こ れ ら の 空間の 特徴を あげ るとすれ ば､ 大空間や多目的

に使われ る空間とい え るo こ れら の 空間で は ､ 異な る行

為が 同時並行的に行わ才1 て い るた めに ､ 空間を 1 つ の 場

とし て
一

体的に利用す るよ りは い ぐ つ か の 行為の まと ま

り の 場に分け て 利用 す る こ とが多い ｡ こ の た め, 大空間

や多目的に使われる空間で は ､
コ

- ー

ナ
- ー

を 形成す る こ と

が効果的とい える c

本研究で 得られ た 知見を 他施設種 へ 応用 する ため に､

施設固有の 課題 を明 らか とし つ つ も､
コ ー ナ - の 利 用を

普遍的に評価す る視点を提示 し て コ
- ー ナ -･ 一 の 形 成 の 要件

をまとめた o 本研究では ､
コ ー ナ ー を 形成す る,__

とで
､
｢ 活

動 の 展開ート
r コ

- ー ナ - -

の 利 用特性J が重要な切 り 口 とな

る こ とを示 した ,3 こ れ ら の 切り 口 は､ 他施設で も同様に

用 い る ことが で き る で あろうo

7 - 5 - 2 活動の展開と単位空間の構成につ いて

｢ 活動 の 展開｣ に関 し て ､ プ ロ グラム の 有無に よ っ て

活動の 展開の 仕方が 異な るため コ
- ー ナ - - の 構成も変わ っ

て く る｡ プ ロ グラム の な い 活動とは個人が 任意に活動を

行う も の で あり ､ プ ロ グラム の ある活動 とは 集団が同じ

枠組み の 中で活動を行う も の で あ る｡ 保育施設は任意の

個人的な活動 ( 自由保育中の 遊び活動) を , 小 学校は プ

ロ グラム下の 集団的な 活動 ( 授業中の 学習活動) を対象

と し て きた ｡ 実際には ､ 保育施設や小学校で は どち ら の

活動も行われ て い る が, 特 に コ
ー ナ - を 形 成する 際 によ

- 2 0 2 -

り重要視され る と い う意味で は 保育施設と小 学校で は異

な っ て い る｡ 他施設で も､ 基本的には こ の 2 つ の 活動の

どちらかを対象とし て コ
ー ナ ー を 形成し て い る とい える o

個人が任意に活動を行う場合で は , 活動の 展開は ラテ ィ

ス 的 モデル と して 示 すこ とが で き る. 個人 によ っ て 様 々

な活動の 展開の 仕方がみ られ るた め, 活動 の 中心的な 場

所は個人 によ っ て 異な っ て く る . そ の た め , まず各 コ
ー

ナ ー - を･
一

様 に配置し て い く こ とが必要とな るo 例 えば学

童保育の 保育室
･

/卜児病院の プレイ ル
ー ム ､ 図書館の 閲

覧室な どで は個人が任意に活動を行う こ とが多い ｡

集団がプロ グラム の下 で活動を行う場合で は､ 活動 の

展開は ヒ エ ラ ル キ
ー ー

的 モ デル とし て 示す こ とが でき る.

集団が活動を展開 して い く 中で , 集団が集まる中心 的な

場所が必要 とな っ て く るo そ の ため ､ 中心的な場所を国

定して ､ プロ グラ ム の活動の 展開に適するように ､ 各 コ
ー

ナ ー - を配置す る こ とが必要 とな るo 例えば, オ フ ィ ス 空

間やイベ ン ト空間な どは集団が あ るプ ロ グラム の 中 で活

動を行う こ とが多い o

7-5
-

3 コ
ー ナ ー の 利用特性と コ

ー ナ ー 形成に つ い て

｢ コ
ー

ナ
-

の 利用特性｣ に関し て ､ ｢ 行為の 種類｣ ､ ｢ コ
-

ナ -
- づ く り ト r コ

- ー ナ - ー

の つ な が り
.
j と い う観点か ら整

理 した｡ こ の コ
ー

ナ
ー

の 利用 特性は､ 保育施設や 小学校

だけでなく とも､ 他施設種 で も同様 に コ
- ー ナ - - の 利 用を

図る指標と して用 い る こ とが で き る｡ そ の ため ､
コ ー ナ -

形 成 の考え方 として も､ 本研究で 示 した コ
- - ナ - -

形 成の

手法を用い る こ と で , 学童保育の 保育室 ･ 小児病院の プ

レイ ル
ー ー ム ･

図書館の 閲覧室な ど で ､ コ
-
ー

ナ
- -

を利 用実

態に基づ い て 形成するこ とが行えると思 われ る｡



帝 七草 結論

7 6 今後の 展 開

7
-

6
-

1 本 研究の成果

本研究の 成果は ､ 概ね以下 の 通りである ｡

1) 活動の展開モデルの提示

コ - ー ナ - ー の あ る単位空間における活動の展開を概念的

モ デル とし て 示 し､ プ ロ グラム の 有無によ っ て , 展開の

様相が異な る こ とを明らかに したo

2) コ
ー

ナ
ー の 利用特性の整理

コ -
ー

ナ
- ー

の 利用特性に つ い て , l
~
行為の 種類J ､ r

'
コ

ー

1
-

ナ
-

づ く り｣ ､ ｢ コ ー ナ ー の つ な が り｣ と い う 3 つ の 観点から

整理を行っ た｡

3) 時期に伴う コ ー ナ ー の利用の変化の解明

保育施設では ､ 継続的に調査 を行うこ と で ､ 時期に伴っ

て 保育室の コ
ー ナ ー

形成や子どもに よる コ
ー ナ ー

の 利 用

が 変化して いく こ とを示 し, 子 ども の 発達 と コ
- ー ナ - -

の

関係を明らかに した ｡

4) 利用実態に基づいた コ
ー ナ ー の計画手法の提案

活動の展開か らは単位空間の構成を､ コ
ー

ナ
ー

の 利用

特性からは コ
- ー

ナ
- ー

の 形成を､ そ れぞれ導き出す こ とで ､

利用実態に基づ いた コ ー ナ
ー

の 計画手法を提示 した ｡

7 - 6 - 2 本研究の今後の展開

本研究の 今後の 展開は ､ 以下の ように考えて い る｡

1) 他施設種 へ の 応用

他施設種で もコ - ー ナ - ー は形 成されて い る. 本研究で 提

示 した活動の展開､ コ
ー ナ ー

の 利用特性と いう切り 口 で ､

他施設種で も同様に コ
- - ナ - ー

の 利用を分析する こ と で ､

コ
ー

ナ
ー

研究 の 幅を広げるこ とが で きる｡

2) コ
ー

ナ
ー

形成の尺度の 解明

本研究で は ,
コ ー ナ ー

の 形成に つ い て の 概念を示 した

が ､
コ - ー ナ - ー の 利 用 に対 して コ - - ナ - ー の 面積､ コ - ー ナ -

の 仕切り の 高さが どの くら い が有効で あ るかなど､ 具体

的な尺 度を示すこ とまでは踏み 込め て い な い ｡ こ の 具体

的な尺 度を示すこ と で ､ よ り実践的な コ
ー ナ ー 計画を提

示する こ とがで きると思われ る｡

3) 利用者による コ
ー ナ ー

形成のた めの提案

本研究の 結論は ､ ･
一

般論と してま とめ るため ､ で き る限

り抽象化して い るo こ れ により , 建築計画の中で コ
ー ナ ー

計画 の位置づけを示すこ とができた と思われる｡ しか し､

結果的に保育者や教師た ち の 利用者が実際に コ
ー

ナ
ー

を

計画する こ とまで は反映で きて い な い ｡ 3 章 で 示 したよ

うに, 利用者は個々 の コ ー ナ ー に対 して 様 々な要求を抱

い て い る｡ こ れ ら の要求に対し て ､ コ -
ー

ナ
- ー

を 計画する

た め の 手法を考案 して い く こ と も必要で あ る. 図 3- 1 で

は コ - - ナ - ー の ね ら い と コ - - ナ - - 設定 の 関係を示 した が､

こ れ をさ らに発展させ る こ と で , 利 用者による コ ー ナ ー

形 成 の た め の 計画相針 へ と フ ィ
ー ー ドバ ッ ク させた い . 1

つ の 考え方と し て は､ パ タ ン
･ ラ ンゲ ー ジ の よう に個 々

の 要求を積み重ねてい く ことで ､ 個別の 要求に対する コ
- I

ナ
-

形成の 手法を 体系的に ま とめ て い く こ とを考え て い

る
｡

- 2 0 3 -



籍 七草 結論

参考文献の
一

覧

文 7 1 )

建築 資料研究所.

f
l

建築 設計資料 9 1 保育 園 ･ 幼 稚 園 3 』､

建 築資料研究社､
2 0 0 3 .() 4

文 7- 2 )

日 比 野 設計 (編') ､ F幼 児 の 城 `4 幼稚 園･ 保育園 施設特泉』､

星雲社､ 2 0 0 6 .0 2

- 2 0 4 -



終わり に ･ 謝辞





終わ りに ･ 謝辞

終わ りに

本研究は ､ 修 士課程から取り組ん で きた 5 年間 の 成果

を ま とめた も の です ｡ 修 士 論文で は､ 保育施設を 対象に

1 年間の 保育室の コ
-

ナ
-

形 成に つ い て ､ 保育者た ちが

どの ような 保育の ね ら い で コ -
ー

ナ
-

を 形成 して い る の か

を明 らかに し て い ますo こ れ は本論中の 第 3 章の 内容に

あたり ます｡

博士課程に進学 して か らは ,
コ ー ナ ー

形 成と い う テ
ー

マ で横断的に施設を研究で きな い か と考え ､ 保育施設で

研究内容を深め ると同時に､ 新 たに研究対象と して 小学

校を加え､ コ
- ー

ナ
- ー

形 成 につ い て研究に取り組み ました o

こ の研究に取り組む き っ か けは､ 修 士課程だ っ た 頃､

い く つ か の 幼稚園や 保育園 に見学に行 っ た 際に ､ 園 に訪

才1 る度に コ - ー ナ - ー

の 設定の 仕方が変わ っ て い る こ とに驚

か され ま した o 保育室に コ
ー ナ ー が あ る こ とは知 っ て い

ま したが､ 子 どもの 遊びの 変化に応じて定期的にコ
- ー

ナ
- I

設定が変えられ て い る こ とか ら､ 子ども の 発達 とともに

保育環境も変えて い く必要が ある の だと感じま した ｡ そ

し て ､ 建築に携わ っ て い な い 保育者さ んた ちが
一

所懸命

に空間につ い て考え､ そ の考え を実践 して い る姿をみ て

い く と､ 設計者や研究者だけで は なく ､ 保育者さんた ち

も同じよ うに空間に対す る意識を も っ て い る こ とに気付

かされ ました ｡

そ こ で ､
コ - ー ナ - ー と い う設計者も利用者 も つ く る こ と

が で きる空間を対象に研究 し､ 保育者と
一

緒 に保育室の

コ -ーー ナ -ーー づ く りを考えて い きた い と思 い ま したo

こ の研究を進める中で大きな 悩みは コ
- ー

ナ
- とは なに

か と い う こ と で した｡ 机が 1 つ 置かれ て い るだけで そ の

場所が コ
- ー

ナ
- ー と な り得ますが､ そ れ で は家具が置かれ

て い る場所は全て コ
ー

ナ
ー

で は な い よ うに感じ て い ま し

た o
ど の 場所が コ

- ー

ナ
- ー な の か ､ そ の 説明に非常に苦労

しま した ｡
コ ー ナ ー は ｢ 単位空間の

一

部 と して 特別 に異

化された 場所
_
｣ o そ れ が ､ 私 が､ 今井先生や研究生た ちと

の 議論を通し て 辿り着い た 1 つ の 答え で す｡ 家具 の 置き

方､ 場所 の設え方によ っ て 他 の場所から異化するこ とに､

コ ー ナ ー の 潜在的な意味が現れて い る と感 じて い ます ｡

本研究の 結論 で は , 保育施設や 小学校 で の 研究 で 得

られ た成果を施設計画論と して示す とともに､ 最後に建

築論と して コ ー ナ ー 形 成に つ い て 言及 し て い ますo コ
ー

ナ ー - は ､ 保育施設や小学校に限らず､ ど の よ うな施設に

も つ く られて い ます｡ そ し て ､ 設計者や研究者だけ で な

く ､ 保育者や教師をは じめ とした利用者によ っ て も簡単

に つく る こ とが で きますo そ の ため, どの ような施設で も､

ど の ような人々 に対し て も､ 共通する概念を提示 す る こ

とが必要だと考えま したc 最後の ｢ コ ー ナ ー 形 成 の要件｣

は ､ 研究で行う中で の成果や実際にみてきた実感を基に ､

で き るだけ抽象化 して まとめ て い ます ｡
コ

ー ナ ー と して

l
-̀
図化.I
するた め の指標を整理し､ 段差や桂､ 家具 の操作

によ っ て 図 の 程度が異な ると い う､ コ ー ナ ー 形成に対す

る考えを提示 できた と思 い ますo そ こ から研究をさ らに

発展させ て ､ 段差を何 c m 下げれば よ い の か ､ 仕切りを

何 c m の 高さにすればよ い の か と い う尺度を 与える こ と

ま で は で き ません で したが , それ は今後の 課題と した い

と思 い ます｡

こ れ か ら も継続 して研究を行い ､ 本研究で 得られた成

果を基に､ 今後も継続して研究を行い ､ コ
ー ナ ー と は何か､

コ - ー ナ - の 意味に つ い て追求して いきた い と思 い ますo

最後にな り ますが ､ こ の博士論文を読んで くれ た方に

感謝の 意を述 べ る と共に､ こ の 論を受けて何か感じ取 っ

て くだされば, 幸 い に思 います｡
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一

緒に

研究が で きた から ､ 毎 日 の つ ら い研究の 日 々 を乗り越え

る こ とがで きた と思 い ます｡ 特 に､ 池谷君､ 松 田君､ 吉

岡君､ 伊藤君, 矢部君た ち には､ 研究室で
一 緒 に過ごす

こ とも多く､ 頻 りにな る後輩と して研究を 手伝 っ て くれ

て , あ りが とう｡

そ の 他に も本当にた くさ ん の 人 に支え られ て ､ こ の 博

士論文をま とめ る こ とが で きま した ｡ 本当にありが とう

ござい ます ｡

最後に, 筆者 の 身勝手な博士課程進学を快く 進め て く

れて ､ 遠く離れ て い て も い つ も温かく励ま して下さ っ た ､

両親と姉に心より深く感謝いた します｡

2 0 0 8 年3 月 西本雅人



主要参考文献 ･ 図表 ･ 研究業績の 一 覧





主 要 参考 文献
･

図表
･

研 究業績の
一

覧

参考文献の
一

覧 稽 者
･

編 著者昌は 左 憎 順 による)

【著書】

･ 東孝光 (著) I

F s D 選書 1_
9 9 都市 住居 の 空間構成.! ､ 鹿 島出

版会 1.
9 8 6 .0 6

･

小 川 信 子 ( 著) ､

F 子 ど も の 生 活 と 保育施設.! ､ 彰 国 社､

2 0 0 4 .0 7

･ 岡田光 正 (育) ､ F 建築 人間工学 空間デザイ ンの 原点』. ､ 理

工学社､ 1 9 9 3 .l l

･ 岡 田正 章 (著) , F 保育教室 乳幼児の 生 存 と 発達 の 保証を求

め て
くト 有 斐閣､

1 9 8 0 .0 4

･ 岡 田正 章 ･ 松 山 と し 子 (編 著) ､
F 現代 保育原理.! ､ 学文社､

2 0 0 3 .0 3

･ 小 川 博久 ･ 新 井孝 昭 (共著) ､ F
■

領 域別保育内容 シ リ
ー ズ 1 3

帝 境』､ ひ か り の く に- ､ 2 0 0 2

･ 片LIT
l 忠次 ･ 名須川 知子 (編 著) ､

F 生活保育の 創造』､ 法律文化社､

1
.
9 9 8 .0 ∠1

･ 神沢良輔 (著) ､ F保 育内容 の 研究EI . 光生 館､ 1. 9 7 l

･ 亀 ヶ谷 三 郎 ( 著).､
F
'

幼 稚 園 に お け る指導計画-- そ の 理論 と実

際』､ 酒井 書店､ 1 9 8 2 .0 5

･ 川 崎道夫 (編 著) ､ F 子 ど もの あ そ び と発達』､ ひ とな る 書房､

l
,
9 8 3

･ 工 藤 和 美 ( 著) .
F 学 校 を つ く ろ う ! 』､ T O T O 出 版 .

2 0 0 4 .0 7

･ 建築資 料研究所､

f
'

L* 築 設 計資料 9 1 保育 園 ･ 幼 稚 園 3 』､

建築資料研究社､ 2 0 0 3 .0 4

･ 佐 々 木 正 人 (香) ､ F ア フ ォ ー ダ ンス 新 し い 認知 の 理論』､

岩波書店 ,
二l
.
9 9 4 .0 5

･ 塩川 寿平 (著) I
F 大地保育環境論.! ､ フ レ

ー

ベ ル 館､ 2 0 () 7 .0 7

･ 柴崎正 行 ･

田 中奉行 .
F 新 ･ 保 育講座 9 保 育内容 ｢環 境j .J .

ミ ネル ヴ ァ 書房 ､
2 0 0 1 .0 4

･ 柴 谷久 雄 ･ 森樹 (編 著) ､ F 遊 び の 教育的役割』､ 費明書房､

1 9 9 6 .0 1

･ 新 ･ 保 育 土養成講座編纂委員会 ､
F 新 ･ 保育 土 養成講座 第

7 巻 保育原理』 ､ 社会福祉法入室国社会福祉協議会､ 2 0 0 2

･ 鈴木賢
一

( 著) I
F 子 ども た ち の 建築デザイ ン 学校 ･ 病 院 ･

ま ち づ く り』､ 農山 漁村文化協会､ 2 0 0 6 .0 7

･ 鈴 木 成 文 ( 他 著) ､ F
'

r~い え｣ と Fr ま ち｣』､ 鹿 島 出版会､

1 9 8 4 .0 6

･ 仙田 満 (著) ､ F 環境デザイ ン講義E 卜 彰国社､ 2 0 0 6 .0 6

･ 仙田 満 (香) ､ F こ ども の あ そ び環境』, 筑摩書房､ 1 9 8 4 .0 9

･ 仙田浦 (著) ､ F 環境デザイ ン の 方法.ト 彰国社､ 1 9 9 8 .0 6

･ 高橋鷹 志 ( 著) ､ r 子 ど も を 育て る た て も の 学』､ チ ャ イ ル ド

本社､ 2 0 0 7 .0 5

･ 高橋た ま き ･ 中沢和子 ･ 森__
ヒ史郎 ( 共著)-､

r遊 びの 発達学

展開鼠卜 培風館､
1 9 9 6 .O 6

･ 高橋た ま き ･ 中沢和 子 ･ 森上 史郎 (共著) I
F遊 びの 発達学

基礎編【托､ 倍風 館.
1 9 9 6

･ 立川 多恵子 ･ 上 垣内信子 ･ 疾 口順子 ( 共著) , r 自 由保育 と は

何か r 形｣ に と らわ れ な い r心｣ の 保 育』､ フ レ ー ベ ル 館 ､

2 O O l .1 2

･ 勅使
==

F
･

鶴 (著) ､ F 子 ど も の 発 達 と あ そ び の 指嵐J . ひ とな る

書房､ 二】.9 9 9 .0 7

･ 長滞悟 ･ 中村勉 (香) ､ b-
'

ス ク ー ル ･ リ ボリ ュ ー シ ョ ン
一 個

性 を育 む 学校』､ 彰国社､ 2 0 0 1 .0 7

･ 中山 徹 ･ 杉 山 隆･--
A

･ 保育行 財政研究会 (編著) ､
『幼保-･--1

一 元化

一項状 と課題.J ､ 自治体研究者､
2 ()() 4
_
.0 2

･

日本建築学会 ( 編) ､ F 第 2 版 コ ンパ ク ト建築設計資料集成.J ､

丸 善､ 1.
9 9 4 .0 8

･ 日本建築学会 (蘇) ､ i
】

建 築 ･ 都市計画 の た め の 空間学事典

改訂版』､ 井 上署員､ 2 0 0 5 .0 4

･ 日本建築学会 (編) ､ r 建築人間 工学事典』､ 彰国社､ 1 9 9 9 .0 5

･ ノ ベ ル ク ･ シ ュ ル ツ (普)
･ 加藤邦男 ( 釈) ､ F s 上) 選書 0 7 8

実存 ･ 空間 ･ 建築一男､ 鹿島 出版会 ､
1 9 7 3 .0 9

･ 日比野設計 (編) ､
F 幼児の 城 4･ 幼稚園

･ 保育 園 施設特集h

星雲社､ 2 0 0 6 .0 2

･ 藤森 平司 ( 著)-､ r 関わ
t,

_
) か ら 生 き る 力 を 育て る 2 1 世紀型保

育の スス メ 2 』･､ 世界文化社 ､
2 0 0 1 .0 6

･ 保阪陽
一

郎 (著) I
F 境界 の か た ち そ の 建築的構造亡I . 講談社､

:[. 9 8 4 .0 7

･ 無藤隆 ･ 高 橋恵子 ･ 田 島信元 (編) ､ F 発達心 理 学入 門二1 乳児 ･

幼 児 ･ 児童j ､ 東京 大学出版会 , 1 9 9 0 .O 2

･ 無 藤 隆 ･ 清 水 益治 ( 編 著) ､ F
■

保 育 心理学』､ 北 大 路書房､

2 0 0 2 .0 8

･ 森上 史郎･ 大豆 生 田西友 ･ 渡辺英則 (編) I F 保育内容総論 新
･

保育講座 4 .J ､ ミ ネル ヴ ァ 書房､ 2 0 0 l. ,OL･
4
.I

･ 森上 史郎 ･ 大 豆生 田啓友 ･ 渡辺英則 (編) ､ F 保育内容総論 ･-1. tJ ､

.ミ ネル ヴ ァ 書房､ 2 0 0 1

･ 柳浮 雲 ･ 鈴木賢---
-

･ 上野 淳 ( 共著) ､ F
'

y メ リカ の 学校建築』､

ポ イ ッ クス ､ 2 0 0 4 .0 6

･ l
..
i
.
j 田 あ すか ( 著) I F ひ とは ､ な ぜ ､ そ こ に い る の か ｢ 固有

の 居場所.1
の 環境行動祭旦､ 育弓社､

2 0 0 6 .0 1.
･

山根 桝平 ･ 米谷光弘 ･ 赤西雅之 ･ 白川 蓉 子 ･ 伏野 彰 (著) .
F 自

由な 子ども の 発見』､ ミ ネル ヴァ 書房､ 1 9 8 5 .0 1

･ 吉田 尚子 ･ 片岡基明 (編著) ､ r 子ども の 発達心理学 を学 ぶ人

の た め に』､ 世界思 想社､
2 0 0 3 .0 4

･

ク リ ス ト フ ア
･ -

･ ア レグザ ン ダー -

( 他者)
･ 平 田翰 那 ( 釈) I

F パ タ ン ･ ラ ン ゲ - ー

ジ 環 境 設 計 の 手 引.4 ､ 鹿 島 出版会､

1 9 8L4 :. 1 2

･

クリ ス ト フ ァ
ー ･ ア レグザ ン ダ

ー

(普) ･ 平 田翰那 ( 釈) ､ r 時

を 越 えた 建設 の 道』､ 鹿島 出版会､ 1 9 9 3 .0 1

･ ジ ョ ン ･ ラ ン グ (著) ･ 高橋 鷹志 ･ 今井 ゆモ) か ( 釈) ､ i
(

建築

理論 の 創造 環境 デザイ ン にお け る 行動科学 の 役割Eト 鹿 島

出版会､ 1.
9 9 2 ,() 8

- 2 1 1 --



主 要参考文献
･

研究業緒の
一

覧

･ L e.( m t,
-i e v

,
A N . ( 香) ､ 松野 豊 ･ 西牟 田久雄 ( 釈) ､ f 号 ども

の 精神発達』､ 明示 図書､ 1 9 6 7

･ ロ バ ･ -

ト
･

ソ マ
ー ー

( 著) ･ 梅 山 貞登 (釈) ､ F 人間 の 空間 デ

ザイ ン の 行動的研究卜 鹿島出版会 ､ 二19 7 2 .0 5

･ ロ ジ ェ
･ カイ ヨ ワ ( 著) ･ 多 田 道太郎 ･ 篠崎 幹生 ( 釈) I

F 遊

び と 人間』､ 講 談社､ 1 9 9 0 .O 4

【雑誌 ･ そ の他】

･ 上 野 浮 + 東京都立大学 上野研究室 ( 監修) ､ F s D 9 9 0 7 特 集

学校建築 個性 を育む環境創出に向けてJ ､ 鹿島 出版会､

1 9 9 9 .0 7

･

日 経ア ー キ テ ク チ ュ ア (宿) , F 日経 ア ー キテ クチ ュ ア 2 0 0 2

年 1 1 月 1 1 日号』､ 日経 B P 社 ､ 2 0 0 2

･ 保育指針研究会, F 保育所保育指針(ト 厚生労働省 雇用均等 ･

児童家庭局､ i. 9 9 9

･ 保 育指針研究会､ F 幼稚 園教育要観卜 文部科学者､ 1 9 9 8

【論文】

･ 青木 正 夫 ･ 河野泰治 ･ 竹下輝和 ･ 北 岡俊郎､ F 保育所乳児部 ( 3

才未満児) の 平面用 と構成 に関す る研究 - そ の 二l 保育 の

集 団性 と行為 の 転換時 よ り み た 保育室空間 の 使 わ れ 方 の 特

徴』､ 日 本 建築学会 論文報告集､ 第 2 9 3 号 ､ p l) . 1 2 7-･1 3 6 ､

1 9 8 0 .0 7

･ 青木正 夫 ･ 河 野泰治 ･ 竹下輝和 ･ 北岡俊郎､ F
■

保 育所乳児部 ( 3

才 未満児) の 平 面用途構成 に関す る研究 - そ の 2 準備 行

為先行型 と 平 面用途 の 分化要求- .! ､ 日本 建築学会論文報告

集､ 第 3 0 2 号 ､ p p .7 7- 8 6 ､ 19 8 l .0 4

･ 青木正 夫 ･ 河 野泰治 ･ 竹下 輝和 ･ 北岡俊郎､ l
'

保育所乳児部 ( 3

才未満児) の 平面用 と構成 に関す る研究 ･･ そ の 3 ほ ふ く

重 の 空間概念 と設計指針固定化 の 歴史的解析･ム r='='=T 本建築

学会論文報告集､ 第 3 二lー
4 号 ､ p p Jl_

4 3- 1.
4 8

､
:1 9 8 2 .0 4

･ 青木 正 夫 ･ 竹下輝和､ F ｢ 逃げ の 空 間
.
j を もつ 平面用途分化型

にお け る使わ れ 方 の 検証 一保育所乳児部 ( 3 才未満児) の

平面用途構成 に関する研究そ の 4-･』､ 日本建築学会計画系論

文報告集､ 第 3 4 5 号 ､ Ⅰ)l･) .1 2 2･･1 2 9 ､ 1 9 8 4 1 1

･

青木 正 夫
･ 竹下 輝和､ L-

■

2 才 児 の ク ラス 集団構成 が幼児 の

集中度お よ び保 母の 疲 れ 度 に及ぼす影響 に つ い て - 保育

所乳児部に お ける 保育室の 空間構成 に関す る実験的使 わ れ

方 の 研究- .ト 日本 建築学会計画系論文報告集､ 第 34 9 ･臥

m-) .2 2-･3 1.､ 1 9 8 5 .0 3

･ 青木正 夫 ･ 竹 下輝和､ F
]

1 才児 の ク ラ ス 集団構成が転換期 の

保育 の 流れ お よび保母 の 疲 れ 度 に及ぼす影響 につ い て - 煤

育所乳児部 に お ける 保育室 の 空間構成 に関す る実験的使わ

れ 方 の 研究- ( ト 日本建築学会計 画系論文報告集､ 第 3 5 8 ･乳

I-) p .4 4- 5 3 ､ I
,
9 8 5 .]
.
2

- 2 1 2 -

I

.
'F 柴 三 ･ 斎尾直子 ･ 藍滞宏 ･ 後藤匠､ f

l

公立小 学校屋外空間

に お け る 児童 の 居場所形成 の 特性 と空間要素 の 整備 に関す

る研究
一 一 部市既成住宅地 に お ける 小 学校児童 の 活動実態

を事例 と し て ･ -

i , 日本建築学会計画系論文集､ 第 5 6 4 胃 ､

r) p .1･4 9- 1 5 6 ､ 2 0 0 3 .0 2

･ 伊藤俊介 ･ 長滞泰､ F 小 学校児童の グル ー プ形成 と 教室 ･ オ ー

プ ンス ペ
ー

ス にお け る居場所選択に関す る研究』､ 日本建築

学会計画系論文集､ 第 5 6 0 号､ Ⅰ)Ⅰ) .1 1 9･-1 2 6 ､ 2 0 0 2 .0 1

･ 今井 正次 ･ 赤松光哉 ･ 中井孝幸 ･

上 西真哉､ F 複式 学級 にお

け る 学習活動 の た め の 教室 レイ ア ウトの 適合性 - 学 習ス

ペ ･ -

ス の 利用計画 に関す る研究l / ( ト 日本建築学会計画系論

文集､ 第 5 3 5 号 ､ p p . 1 0 7･･･1 1 3 ､ 2 0 0 0 .0 9

･ 今井正 次 ･ 上 西真哉 ･ 中井 孝幸 ･ 赤松光哉､ l
'

教室 ･ O S にお

け る 学習活動 の た め の 環境要求 -･ 学習ス ペ
ー

ス の 利用計画

に関する研究 2- .書､ 日本建築学会計画系論文集, 第 5 4 8 号､

p p .9 7- 1.
0 4 , 2 0 0こ1 .0 :L

･ 井本 佐保里 ･ 走 行 ま り 子 ･ 小池孝子､ F 保育 空間 の セ ッ テ ィ

ン グ と子ども の 行為に関す る研究』､ 日 本建築学会大会学術

講演梗概集､ E-･1 分冊､ Ⅰ)王).4 5 9･.4 6 0 , 2 0 0 5 .0 9

1 岩 下 将務､ F
'

遊 び 環境における 障害児 と健常児 が居合わす

場面 の 考察 .

_
J ､ 日 本 建 築学 会計画系論文集 ､ 第 5 4 0 弓,

p ロンl二1 9-二L 2 4 ､ 2 0 0 1. .0
2

･

上 野浮 ･ 連健夫､ f
'

小学校 オ ー プン ス ペ･
-

ス に お ける場 ･ コ ー

ナ ー

の 形 成に 関す る分析 小 学校オ
ー

プン ス ペ
ー

ス の 使 われ

方 に関す る調査 ･ 研 究 ( 1 )』､ 日本建築学会計画系論文報

告集､ 第 3 8 6 号, 王) p .9 0- 9 9 ､ 1 9 8 8 . 0 4

･ 上 野浮､ F 小 学校オ ･
-

プ ンス ペ ー - ス にお ける 学習展開に関す

る 分析
一

小 学校 オ ー プ ンス ペ ー ス の 使わ れ 方に 関する調査 ･

研究 ( 2 )
-

.J ､ 日本建築学会計画系論文報告集､ 第 40 6 号 ､

I)王) .7 3-･8 5 ､ 1 9 8 9 .1 2

･ 上 野 浮 ･ 原 田 純､ r 多 目的スへ
○

-

スを 有す る 公立 小 ･ 中学 校 の

平面計画動向j ､ 日本 建築学会計画系論文集､ 第 4 5 8 号 ､

p p .7 】.-7 8 ､
二L 9 9 4 .0 4

･

上 野 浮､ Ffキ
と

t) 7. に お け る 小学校建築 の 計画動向と そ の 使わ

れ 方 の 概要』､ 日本建築学会計画系論文報告集､ 第 43 3 胃 ､

i)王) .6 3･-7 4 ､ 1 9 9 2 .0 3

･ 浦添 綾子 ･ 仙 田 滴 ･ 辻 吉隆 ･ 矢 田努､ I
-

あそ び環境よりみ た

小児専門病院病棟 の 建築計画 に関する基礎的研究』､ 日本建

築学会計画系論文集､ 第5 3 5 号 . p D .9 l-].
0 5 ､ 2 0 0 0 .0 9

･ 浦 添 綾 子 ･ 仙 田 満 ･ 辻 吉 隆 ･ 矢 田 努､ F 遊 び 環境 よ り み

た 小 児専門病院病棟 に お け る プ レイ ル ー
ー

ム の 建 築計画 に

関す る研究』､ 日 本 建築 学会計画系論文集､ 第 5 5 0 号､

Ⅰ)i) .1 4 3･-1 5 0 ､ 2 0 0 1 .1 2

･ 岡崎甚幸､ f
]

居住空間構成法と児童Jl ､ 日本建築学会計画系論

文報告集､ 第 4 3 8 弓､ p p .I O 91 1_
1
.
8
､
二J
.
9 9 2 .0 8



主 要参考文献 ･ 図表 ･

研究業績の
一

覧

･ 岡崎甚幸 ･ 柳沢和彦 ･ 難波 美絵､ i
'

居 住空間構成法 と幼稚園

児』､ 日 本建築学会計画系論文集､ 第 51 8 号 ､ Ⅰ)王) .3 1 3- 3 2 0 ､

1 9 9 9 .O 4

･

小 川 信子 ･ 石 井順 子 ･ 斉藤幸 子 ､ f
'

保 育空間 の 機能分離 保

育所の 平面計画 に関す る研究 ( 1 ) J̀ . 日 本建築学会論文報

告集､ 第 2 7 5 号 ､ I)Ⅰ) .8 7- 9 4 ､ 1 9 7 9 .0 1

･ 小 川 信 子 ･

石 井順子 ･ 斉藤幸子､ F
l

保育所 に お け る生活 と保

育室 の 使わ れ 方 保育所 の 平面計画 に関する研究 ( 2 ) 』､ 日

本建築学会論文報告集､ 第 2 7 6 号 ､ ロロンi_
2 3-1. 3 0 ､

二1 9 7 9 .0 2

･

小 川 信 子 ･

石 井 順子 ･ 梅 島 邦江 ･ 斉 藤華 子､
F 4 歳 児の 生

括行為に対応す る保育空間 の あ り 方 保育所 の 平面計画 に

関す る 研究 ( 3 )』､ 日 本建築学会論文報告集､ 第 2 7 7 号､

I) P .9 9- 1 O 5 ､ 1 9 7 9 .0 3

･ 北 浦か ほ る ･ 萩原美智子､ F
'

保育環境 と して の 遊 び空間 の あ

り 方 一夜間保育所の 保育環境整備に向け て( け Eト 日本 建築

学会計画系論文集､ 第 56 3 弓 ､ r) p .1 3 9- 1L4-6 , 2 0 0 3 .0 1.
･ 北浦 か は る ･ 木 下 千絵 ･ 萩 原美智 子 ･ 木下 恵 津子 ､ F 保育環

境 とし て の 子 ど も の 生 活空間 の 検討 -一夜間保育所 の 保育環

境整備 に向け て(2)--』､ 日本 建築学会計画系論文集､ 第 56 8 号 ､

mA) .3 3- 4 O-､ 2 0 0 3 .0 6

･ 北浦 か ほ る ･ 木'下恵津子 .
F 夜間保育所の 設置形態 に よ る建

築計画 の 実態 とItT･f･ 面 の 類 型化 一夜間保育所の 保育環境塞

備 に向け て( 3)- .J ､ 日本 建築学会計画 系論文集､ 第 57 5 号 ､

Ⅰ二)Ⅰ) .3 7-- 4 5 ､ 2 0 0 4 .0 1

･ 北 浦 か ほ る. ､ r 幼 児 に お け る 空間構成要素 の 認識 に関す

る 基礎的研 究』､ 日 本 建築学会 論文報告集､ 第 2 0 9 号 ､

p rj .5 3- 6 0 ､ 1 9 7 3 .0 7

･ 倉 斗綾 子
･

上 野 浮 ､
F 小 学 校 に お け る 児童の

一

日 の 学 習 ･ 生

活 活動 の 実態.J ､ 日本建築学会計 画系論文集､ 第 5 2 0 -臥

f)t) .1 3 9･･ 1 4 4 ､ 1 9 9 9 .0 6

･ 倉 斗 ,* 子 ･

上 野 淳､ #
'

学 習 ･ 生活 情動 に お け る コ ー ナ ー 形

成 ･ 活 動展開 の 実態 か ら み た 小 学校学年ス ペ
ー

スの 空 間構

成 に関す る 研 究
(l ､ 日本 建築学会計画系論文集､ 第 5 3 1ー号

､

p r) .1 1.
1 / 二I 1 8 ､ 2 O O O .0 5

･ 倉斗綾子 ･

上野 浮 ､
F 打瀬 小 学校の 4 年間 一場の 形成 と集団

編成に着 目 した 学年ス ペ
ー

ス の 構成 に 関す る考察･ム 日 本

建築学会計画系論文集､ 第 5 4 0 号 ､ p p .1 1 1--1 1 8 ､ 2 0 0 1 .0 2

･

小 池孝 子 ･ 定行 ま り 子､ F 東 京都 区 部に お け る複合型保育所

の 施設環境 に関す る研究』 ､ 日本 建築学会計画系論文集､ 第

6 0 5 号 . 1) D . 4 T 5 3 ､ 2 0 0 6 .0 7

･ 佐 藤将 之.
『園 児の 社会性獲得 と空間 と の 相互 作用 に関す

る研究 - 子 ども の 環 境行動原論 -

』､ 東京大学博 士論文､

2 () 0 4 .0 9

･ 佐 藤将之 ･ 高橋鷹志､ l
'

園 児 の 関係構築 と 共 存す る遊び集合

に つ い て の 考 察 ･
一

園児 の 社 会性獲得 と空間 との 相互 関係

に関する研究 そ の トー.J ､ 日本 建築学会計画系論文集､ 第

56 二三 弓､ lプロ..
[ 5 11 1 5 6 ､ 2 () 0 2 . 1 2

･ 佐藤 将之 ･ 西出和彦 ･ 高橋鷹志.
r 遊 び集合 の 移行か ら み た

園 児 と環境 に つ い て の 考察 一 園児の 社会性獲得 と空間 と

の 相互 関係 に関する研究 そ の 2 - -

. =卜 日本建築学会計画系

論文集､ 第 5 7 5 弓 ､ p p .2 9- 3 5 ､
2 ()() 4 .0 1

･ 菅原麻衣 子 ･ 藍 滞宏 ･

山 田将 史､ 『小 学校 にお け る 地域 の 教

育力 を活 か し た 活動発展 の 要件
一 次世 代 に 向け た 教育環

境 の 整備指針 と方法 そ の 1 -

』･､ 日本 建築学会計画系論文

集､ 第 6 1 1 号 ､ i-)i-) .3 7-4 3.. 2 0 () 7 .0 1

･ 鈴木 賢 一

.
F 小 中学校 に お け る 実習 ス ペ -

ー

ス の 再編成 に関す

る研究! ､ 名 古屋大学博士論文､ :I
.
9 9 2 .0 2

･ 鈴木 賢 一
･ 柳 滞要 ･ 上 野 浮､

F 公 立小 学校 に お け る ク ラ ス

ル ー ム と ユ ニ ッ トプ ラ ン に 関す る 研究 ･- 米国 の 学校建築

に 関す る研究』､ 日 本 建築学会計画系論文集､ 第 5 2 7 号 ､

Ⅰ)Ⅰ) .1 2 9･- 1 3 6 ､ 2 0 0 0 .0 1

･ 仙田 浦 ･ 宮本 五 月夫､
F こ ど も の あ そ び環境の 構造 の 研究

- あ そ び場 の 構造 の 研究- .! ､ 日本 建 築学会論文報告集､ 第

3() 3 弓,

.
r) p .:l o ョ- 1 0 9 ､ 1.

9 8 l
ー

,0 5

･ 仙田 満･.
r 原風 景 に よ る あ そ び空間 の 特性 に関す る研究

- I
.
大

人の 記憶 して い る あ そ び空間 の 調査研究 -

』､ 日本建築学会

論文報告集､ 第 3 2 2 号 ､ i)Ⅰ) . 1 0 8--1 1 5 ､ 1 9 8 2 .1 2

･ 高橋大輔 ･ 船 越徹 ･ 横 田洋 ､

F パ ズ ル マ ッ プ法 に よ る 小 学校

の 内部空間 の 分析 ･ 一 新 し い 認 知 マ ッ プ 実験法 の 開発 と そ

の 適用( そ の 2 ト ー

』､ 日本建築学会計画系論文集､ 第 5~1 5 弓 ､

i) i) .1 5 1･･ 1 5 8 ､ 1 9 9 9 .0 1

･ 武市 洋 二 ･ 今井 正 次 ･ 松崎 悟､

f
'

家 具 レイ ア ウ ト の 状 況 か

ら 見 た 教室空間 学習環境 に お け る 教室計画 に 関す る研

究 そ の .
I
. LJ ､ 日 本 建 築学 会大会学術講演梗概集 ､

E- 1 ､

p t) .3 7- 3 8 , 2 0 0 3 .0 8

･

田代久 美 ･ 長揮泰､ F 児童 の 学習 ･ 生括活動の 展開か らみ た

′ト学校 の 建築計画 に関す る研究』､ 日本建築学会計画系論文

集､ 第 50 3 号 ､ Ⅰ) i) .1 0 9･- 1 1 3 ､ 1 9 9 8 ,0 1

･ 谷 口新 ･ 仙 田 滴 . 矢 田 努 ･ 水谷考治､ B-
-

ぁ そ び環境要素か ら

み た 計画集合住宅地 にお け る こ ど も の あそ び構造! ､ 日本 建

築学全計画系論文集､ 第 5 1 8 号. 1コD ,8 91 9 6 ､
1 9 9 9 .0 4

･ 谷 口新 ･ 仙 田 満 ･ 天 野 克也 ･ 梅干 野 晃 ､
F 計 画集合住宅地 に

お ける 日 当 り ･

日 影 と こ ど も の あそ び場 に関する考察』､ 日

本建築学会計画系論文集､ 第 5 3 1 号 ､ i)Ⅰ) .8 7-1 9 4 ､ 2 0 0 0 .0 5

･ 谷 口新 ･ 仙 田 満 ･ 天 野克也 ･ 梅 干野 晃､ F 計 画 集合住宅地

の こ ど も の あ そ び壕年間利用 と住 区空間 にお け る あ そ び利

用分布 の 特性 【ト 日 本 建築学会計画系報告集 ､ 第 53 8 弓､

r)r) .6 9- 7 6 .
2 0 0 0 .1 2

･ 仲 綾 子 ･ 仙 田 満 ･ 辻 吉隆 ･ 矢 田 努､ b
= l

入 院時 の 遊 び環境意

識調 査 に 基 づ く 小 児専門病院病棟 の 建築計画 に 関す る研

究』､ 日 本建築学会計画系論文集､ 第 5 6 1 号､ t)王) .1 1 3一･1 2 0,､

2 ()() 2 .1 1

- 2 1 3 -



主要 参考 文献
･

研究業績の
一

覧

･ 西本雅人 ･ 今井 正 次 ･ 木下 誠 - ､
f
l

保育プ ロ グラ ム に 伴 うコ ー

ナ ー 設定 の
一

年 間 の 変化 一 保育 者 に よ る 空間設定か ら み

る保育室計画に関す る研究･ -

【卜 日本建築学会計画系論文集.

第 6 0二l 号 ､ p r) ,･4･7-5 5 ､
2 0 O 6 .0 3

･ 西本雅 人 ･ 今 井正 次､

F 保 育者に よ る 保育室の コ - ー

ナ
･一設定

とそ の 構 成 に関す る研究』､ 日本建築学会大会学術講演梗概

集､ E-1 分冊､ ‡) p .4 9一-5 0 ､ 2 0 0 4 .0 8

･ 西本雅 人 ･ 今井 正 次 ･ 木下誠一一
-

､
i
'

自 由保育中 に お け る 子 ど

も の 遊 び活動 と コ･
- ナ･

-

の 拠点性 に関す る研究.ト 日本 建築

学会大会学術講演梗概集､ E
-

1
. 分冊

､ p p . 2 6 5- 2 6 6 ､ 2 0 0 6 .0 8

･ 西本雅 人 ･ 今井正 次 ･ 木 下誠
一

､
F 自 由保育中 に お け る 子ど

も の 遊び の 展開性 に関す る研究』､ 日本建築学会大会学術講

演梗概集､ E- 1 分冊､ i)f) A 9 7･14 9 8 ､ 2 0 0 7 .0 8

･ 萩原美智子 ･ 北浦か ほ る . 増 田 朋子 ･ 宮 内美和､ f
]

子供 の 空

間表象 に み る住空間執念 の 発達.ト 日本建築学会計画系論文

集､ 第 5 2 1 弓. r) p .1 5 31 1 5 8 ､ 二1 9 9 9 .0 7

･ 萩原美 智子 ･ 北浦か は る ,
F 空間経験 と規模が 子 供 の 空間把

握 に及ぼす影響 -一任宅 と児童館 の 比 較 を通 し て--』､ 日本建

築学会計画系論文集､ 第 5 2 4 号 ､ i)Ⅰ) . 1 6 3一一1 6 8 ､ 1 9 9 9 .0 1

･ 萩原美 智子 ･ 北浦か ほ る､ F 個人 の 成長 に み る子供 の 住空間

概念 の 発達 - 2 年後の 空間表象追跡実験 よ り
-

(ト 日本建築

学会計画系論文集､ 第 53 O 弓､ p p . 1 5 7- 1.6 2 ､ 2 O O O .0 4

･ 萩原美 智子 ･ 北浦か ほ る､ F 描画表現 にみ る 住空間概念の 発

達 -一助児 と 小 学校低学年児 の 模型 によ る 空間表象 と の 比較

～-』､ 日 本建築学会計画系論文集､ 第 5 3 4 号 ､ I)I). 1 1 7- 1 2 2 ､

2 0 0 0 .0 8

･ 藤 田大 輔 ･

山 崎俊裕 ､
r 幼稚 園各室 ･

空 間 に お け る 保育活動

の 時間的特性 に つ い て .J ､ 日本 建築学会計画系論文集 ､ 第

5 9 9 号 ､ pr) . 2 0 3- 2 0 8 .
2 0 0 6 .0 1
.

･ 梧 崎悟 ･ 今 井 正 次 ･ 武市 洋 二 ､

F
'

教 師 の 家 具 レイ ア ウ ト 選

択か らみ た 教室空間 学習環境 における教室計画 に関する

研究 そ の 2 』､ 日 本 建築学会大会学術講演梗概集､ E-一1 ､

r) p .3 9
-

4 0 ､ 2 O O 3 .0 8

･ 宮本文 人 ･ 中 尾友子､
F 幼稚 園 にお け る 園児 の 生活習慣行動

と生活支援空間tト 日本建築学会計画系論文集､ 第 6 二l_ 1 号 ､

pI) .4 5--5 1 ､ 2 0 0 7 .0 1

･ 宮本文 人 ･ 木 村
一

哉 ･ 山 口 勝 巳､ F 小 学校 に お け る オ ー プ ン

スペ ー ス と個 を 生か す学習モデル に関す る研究3 ､ 日本建築

学会計画系論文集､ 第 4 7 0 号､ p p .7 3- 8 3 ､ 二】_9 9 5 .0
4

･ 宮本文 人 ･ 古畑順也 ･ 伊藤 博明､ F 小 学校に お け る特別教科( 哩

科) の 授業方法 と学習空間計画に関する研究』､ 日本 建築学

会計画系論文集､ 第 5 5 9 号 ､ Ⅰ)Ⅰ) .1 0 9--1 1 5 ､ 2 0 0 2 .0 9

･ 宮本文 人､ f
l

小 学校 に お け る特別教科( 生 宿 料 ･ 図画 工 作科)

の 授業方法 と学習空間計画』 ､ 日本 建築学会計画系論文集､

第 5 8 8 号 ､ p r) .3 1- 3 8 ､ 2 0 0 5 .0 2

- 2 1 4 -

･ 宮本 文人 ･ 下倉玲子､ l
'

′小学校 の 授業 に お ける 床座 の 形 態 と

学習活動 に関す る 研究』･､ E卜本建築学会計画系論文集､ 第

6 0 6 弓 , r) D A 9- 5 6 ､ 2 0 0 6 .O 8

･ 宮本 文人 ･

下 倉 玲子 ､ F 小 学校 に お け る 主 体一客休閑係 の 学

習活動 と床座の 形艶J ､ 日本建築学会計画系論文集､ 第 6 1 5

号 ､ 1)Ⅰ) .3 7･一4 4 ､ 2 0 0 7 .0 5

･ 宮 本文人 ･ 谷 口汎 邦､ f児 童 の 空間認知 と 小 学校校合 の 平面

構成 に関す る研究よ 日 本建築学会計画系論文報告集､ 第

4 3 6 号 ､ p p .1 9- 2 9 . 二[. 9 9
2

.0 6

･ 三 輪 律江 ･ 仙 田 満 ･ 矢 田 努､
F こ ども の あ そ び空間発生性 に

関す る研究
一

大都 市市街地 に お け る こ ども の あ そ び環境

実態調査デ ー

タ に も と づ く 分析 -

』､ 日本建築学会計画系論

文集､ 第 53 9 号 ､ I)Ⅰ) . 1 8 7-･1 9 4 ､ 2 0 0 1 .0 1

･ 三輪 律江 ･ 仙 田 浦 ･ 矢 田 努､ l
'

市街地 に お け る こ ど も の あそ

び空間発生量 の 予測 に関す る研究 -
-

こ ど もの あ そ び環境

実態調査デー 一

夕 の 重 回帰分析 よ り -

.J ､ 日本 建築学会計画系

論文集､ 第5 4 3 号, p p ,2 0 1- 2 0 臥 2 0 0 1.
.0 5

･ 無藤 隆 ･ 倉持清美 ･ 柴坂 寿子 ･

田代 和美 ･ 中島寿子 ･ 柴崎 正1-l
･

-､

F
'

園環境 は 子ど も に とっ て ど の よ う な 意味 を持 つ か』､ 日 本

保育学会保育学研究､ 第 3 1 巻 ､ Ⅰ)Ⅰ) .1 1 3-･1 2 2 ､ 1 9 9 3

･ 村井 虞理
･ 長 橋純男､ F 保育 園児 の 探索行動 の 発達 に及ぼす

保育施設空間 の 影響 に関す る研究
- 一 保 育環境空間 の 総合

評価指標 と して の 開放度 に つ い て そ の ト
-

.J ､ 日本 建築学

会計画系論文集､ 第 5 0 4 号 ､ Ⅰ) i) .1 1 9--1 2 6 ､ 1 9 9 8 .0 2

･ 柳沢和 彦 ･ 岡崎甚幸 ･ 菊 池憲---
-

･ 難波 芙絵, F
'

幼 稚園児 の 居

住空間構成法 と描画 に見 る 図式 の 研究』､ 日本建築学会計画

系論文集 ､ 第 5二1 9 号 ､ r)
.
p .3 0 9- 3 二1 6 ､ 】.

9 9 9 .O 5

･ 柳 揮要, F 児童 の 行動場面 か ら み た 空間解析 に関す る研究Eト

東京大学博士論文､ 二1.
9 9 2 .0 3

･ 柳滞要 ･ 柿 沼 雄 一 郎 ･ 李美 慧､ F 小 学 校オ ー プ ンス ペ ー ス の

家具 ･ コ ー

ナ
ー の 使わ れ 方 に 関す る調査報告』. ､ 日 本建築学

会技術報告集､ 第 2 4 号 ､ p 壬) .3 2 3--3 2 8 ､ 2 0 0 6 .1 2

･ 柳 滞要
･ 鈴木 賢 一 ･

上 野浮 ､
F 米 国 の 郊 外立地型 の 小 学校

建築 の 変遷 と今 日的状況 - 米 国 の 学校建築 に関す る研究

- .ヨ､ 日 本 建築学会計 画系論文集､ 第 5 3 1 号､ f) D .9 5- 1.
0 2

､

2 0 0 0 .0 5

･ 柳滞要､ r ′ト学 校 オ ー プ ン ス ペ ー ス に お け る 児童 の 行動領域

形成 に つ い て 児童の 行動場面か ら見た 空間解析 に関す る

研究 そ の ].-』 ､ 日本建 築学会計画系論文報告集､ 第 z-1 2 4 号､

p p .3 i.-
∠1-2 , 1 9 9 :1 .0 6

･ 柳鐸要､ F 小 学校 に お け る 児童 と物理的環境相互 の 関連 に関

す る考察 一児童 の 行動場面 か ら 見 た 空間解析 に関する 研

究 そ の 2-ム 日 本 建築学会計画系論文報告集､ 第 4 3 5 号､

IA)工) .5 1-5 8.I 1 9 9 2 .0 5

･ 山 田 あ すか ･ 樋 沼 綾 子 ･ 上 野浮､ F 幼 保 一 体型施設の 現況 に

関す る報告及び考象! ､ 日本建築学会技術報告集､ 第 2 4 号 .

p p .3 0 7- 3 1ー2 , 2 0 () 6 .二】2



主 要参考文献
･

図表
･

研 究業績 の--･-
･

覧

- 2 1 5 -

･

山 田 あす か ･ 上 野 浮 ･ 登張 絵夢､ l
'

保 育所 にお け る 園児 の居

場所 の 展開 と活動場面 の 抽出方法 に関する考察 - 保育所に

お け る 子 ども の 生活行動特性 と居場所 に関する研究 ( 1ー) ,J ､

日本建築学会計画系論文集､ 第 5 8 () 号､ p p .5 7- 6 4 ､ 2 () () ∠1 ,0 6

山 田 あ すか ･ 上 野 浮 ･ 登弓長絵夢､
F 園児 の 固有 の 活動場面の

成立 に影響す る環境要素 の 分析 - 保育所 に お け る こ ど もの

生 活行動特性 と居場所 に関す る研究 ( 2 )』､ 日本建築学会

計画系論文集､ 第 58 7 弓 ､ 王)1) .4 9- 5 6 ､ 2 0 0 5 .0 1

･ 山 田あ す か ･

上野 浮 ･ 登弓長絵夢､ F 保育所 に 易 け る 園児の 居

場所 の 反復性 に関す る研究J ､ 日本 建築学会計画系論文集､

第 6 O 2 弓､ D D .3 5- 4 2 ､ 2 0 ()6 .0 4

･

山 田 恵美 ･ 服部寄生､
F
■

登 園後 の 自由遊び時間に お ける 子 ど

も の 行動分析』､ 日本 建築学会大会学術辞清輝概集､ E-一1 分冊､

I)Ⅰ) .4 6 1--4 6 2 ､ 2 0 0 5 .0 9

･ 楊 鳶 徴
. 仙 田満 ･ 矢田 努､

F こ どもの あ そ びの 場 とな る 道の

特性 に関す る研究
一

北京市 にお け る観察調査患 よ び イ ン

タ ヴユ ､ - 調 査に も とづ く 分析･
-

.ト 日本 建築学会計画系論文

集､ 第 5 9 0 号 ､ Ⅰ)Ⅰ) .1 0 3-- 1 1 0 ､ 2 0 0 5 .0 4

一 吉 田祥 子 ･ 森 傑､ f 鳳 児の 協 働 に よ る遊びか ら見 た遊び環境

と自主創造的遊び に関す る研究 一 札幌市 の 市立幼稚 園の

三 歳児 と五 歳児 の 比較･
-

tJ ､ 日本建築学会計画案論文集､ 第

6 0 9 弓､ pr) ,2 5- 3 2 . 2 ()O 6 .0 1 1

･ 連健夫 ･ 上 野 淳 ､
F イキ

.

I) スの 小 学校 に お ける 学習･ 生括活動と

学習スへ
D

-

スの 構 成』 ､ 日 本建築学会計画系論文集､ 第4 6 0 号､

Ⅰ)工) .9 5･･1 O 2･ . 1 9 9 4 .0 6



主 要参考文献
･

研究業績 の
一

覧

図表 の
一

覧 特 異 に - て , 出典 を明記して い ない もの は本人の 秘 による写真 で ある)

【第･ 一 章】

図二卜1 研究 の フ ロ
ー ー ( p ,6 )

図 ト2 本研 究 に関す る既往研究の 整理 l (r) . 1 6 )

図 l-3 本研究 に関する既往研究 の 整理 2 ( D , 1 7)

図 1･･4 平面 図

図 1-5 平面 図

図 1一･6 平面 図

図 1.-
7 51ft

A

一面 図

図 1-8 平面 図

図 1-9 平面 図

( M 園) (Ⅰ) .2 0 )

( 0 園) (Ⅰ) .2 0)

( N 園) (玉) .2 1)

( T 園) ( p .2 :l_)

( S 校) ( p .2 2)

( N 校) ( p .2 3)

表 1--1 調査 日 ( 保育室の レ イア ウト通年調査) ( p .1 9 )

表 1･2 調 査 日 ( 保 育者 へ の コ
ー

ナ
ー 設定 に 関す る 意識調 査)

(Ⅰ) .1 9)

表 l-3 調査 日 ( 子ど もの 遊 びの 観察調査) (r) .1 9 )

表 ト4 調査 日 (教 師 の 空間設定 に関する意識調査) (ロン1 9)

義 :I_-5 調査 日 (授 業時間
の 観察調査) ( p . 1_9 )

表 1-･6 保育室 の 編成 と園児数

表 1-て 保育室 の 編成 と園児数

表 1･-8 保育室 の 編成 と園児数

表 1-9 保育室 の 編成 と園児数

表 二】_-
1() 教室 の 編 成 と児童数

表 1.一
二1∴Ⅰ
. 教
室 の 編成 と児童数

( M 園) (Ⅰ) .2 0 )

( 0 園) (Ⅰ二). 2 0 )

( N 園) (Ⅰ) .2 1 )

(
′

r 園) ( p .2二l.)

( S 校) (r) . 2 2 )

( N 校) ( p . 2 3 )

【第二 章】

図 211.
M 園の 保 育室の コ - - ナ ･- 設定(T) .3 6 )

図 2･･2 M 園の 保育室 の 平面図(主).3 6 )

図 2-3 聖テ レジ ア 幼稚園 の 保育室の 平面図(i) .3 6 )

図 2･･ 4 イス 座 と床座 の 積み 木遊びの 遊び方 の 違 い ( 小川) (i) .3 8)

図 2-5
ニ

チども の 滞留 しや す い 3 つ の 場所 (仙 田) ( p .3 8 )

図 2-6 旧宮 前小 学校(p ,3 9)

図 2-7 札幌市立真駒内 小学校( p .3 9 )

図 2一･8 春日井市立不 二 小 学校(Ⅰ) .3 9 )

図 2･･9 館 山市立北条小学校(Ⅰ) .3 9 )

図 2･1 0 加藤学園初等学校(t).4 0 )

図 2- l l. 東浦 町立緒川小学校( D ,
4 0 )

図 21 1 2 つ くば市立 二 の 宮 小学校(T) .4 0-)

図 21 1 3 千 葉市立打瀬小学校( D .L41:i)

図 2-･1 4 つ く ば市立東′ト学校(1) .4 1)

図 2-- 1 5 千葉 市立打瀬小学校 の 学習ス ペ
ー

ス (壬) .4 2 )

図 2- 1 6 つ く ば市立東小学校の メデ ィ アセ ン タ
- (1:).4 2 )

図 2-二1 7 S 小 学校 の 学習 ス ペ ･
-

ス(r) A･2
')

図 2- 1 8 S 小 学校 の 教室内の コ ー ナ ー (r) . ∫-
J

1 2 )

図 2- 1 9 S 小 学校 の O S 内の コ - + ･
- (ll) . 4 2 )

- 2 1 6 -

図 2･･2 0 学習ス ペ ー ス の 空間構成 (倉斗
･

上野) (i) .4 3 )

図 2--2 1 学習モデ ル と コ ー ナ ー の 関係 ( 宮本 ･ 他) (p .4 4)

図 2- 2 2 イギ リ ス の 小学校 の 学習 ス ぺ ･
-

ス の 事例 ( 上野) ( p .-4 5 )

図 2- 2 3 ア-* リカ の 小 学校 の 学習ス ぺ ､
-

ス の 事例 (柳滞 ･ 鈴木
･

上 野) ( p .4 5)

図 2･-2 4 壁を 利用した コ
ー ナ ー 1 (I) .4 6 )

図 21-2 5 壁を 利用 した コ
ー

ナ
ー 2 (I) .4 6)

図 2一-2 6 家具を 利用 し た コ
ー

ナ
ー 1 (王) .4 6 )

図 2- 2 7 家具を 利用 し た コ
- ー

ナ
- 2 (
.
r) . 4 6 )

図 2-2 8 パ
ー ー ゴ ラ を利用 した コ ･ -

ナ
- ( p ,14 6 )

図 2-2 9 布 を利用 した コ
ー ナ-

I - ( p .4 6)

図2-3 0 段差 を利用 し た コ ー ナ ー (1) .4 6)

図2--3 1 敷物 を利用 し た コ ー ナ ー (I) .4 6)

図2-3 2 座席面 を利用 した コ ー ナ
ー

(I) .4 6)

図 2-3 3 保育施設 の 単位空間 と各場所 の 位置づけ( p ,4 9 )

図 2-3 4 小学校 の 単位空間 と各場所 の 位置づけ(D .･4-9)

図 2-3 5 単位空間内の 各場所 の 位置 づけ( p .4 9 )

表 2-･1 保育 内容 の 分類(王) .3 5)

表 2一-2 既往研究 に よ る コ ー ナ ー の 種 類 の 比較(1) .4 3)

表 2-3 コ
ー ナ ー

を形 成する要素 の 具体例(Ⅰ) .4 7)

【第三章】

図 3-1 M 園 にお け る 生活 の 流れ (Ⅰ二) .5 6)

図 3- 2 0 園に お け る生 活 の 流 れ( p .5 6 )

図 3-3 N 園 に お け る 生括 の 流 れ( p .5 6)

図 3- 4 保育活動の 流れ と活動場所 ( M 困) ( p .5 7 )

図 3-･5 自由保育以外 の 活動 の ス ペ
ー

ス ( M 園) (I) .5 7 )

図 3-･-6 --
･ 斉保育 の 様子 ( M 園) (Ⅰ) .5 7)

図 3-て 保育活動 の 流れ とス ペ ー ス ( 0 園) (1二J.5 8 )

図 3-8 自 由保育以外 の 活動 の ス ぺ
･ -

ス (0 固) (p .5 8)

図 3-9
一 斉保育 の 様子 (0 園) ( p .5 8 )

図 31 1 0 食事 の 様子 ( 0 園) (p ,5 8)

図 3--l l 保育括動 の 流 れ とス ペ
ー

ス ( N 園) (Ⅰ) .5 9)

図 3-1 2 自由保育以外 の 活動 の ス ペ ー ス (N 園) (I) .5 9)

図 3-1 3 -- - 斉保育 の 様子 (N 園) (Ⅰ) .5 9 )

図 3- 1 4 種類別 の コ･
- ナ ･- の 事例( p .6 1.

)

図 3- 1 5 室空間 の つ な が り に よ る コ ･ -

ナ
- 設定 の 影響( p .6 5)

図 3-1,
6 ち ゅ うを) っ ぶ 組に お け る コ -

ナ
･ 一 設定 の 変化( p .8 6)

図3･･1 7 た んぼぼ組 に お け る コ
ー ナ ー 設定 の 変化(I) .8 6 )

図3- 1 8 ゆ り組 に お ける コ ー ナ ー 設 定 の 変化(I) .8 7 )

国3一一1 9 ト ト ロ 組 にお ける コ ー

ナ
ー 設定 の 変化(Ⅰ) .8 7)

表 3一二】. 調 査対象施設の 概要 ( 第 3 章) (p .5 5)

表 3- 2 調査対象保育室 の 概要 ( 第 3 章) ( p .5 5 )

表 3-8 コ
､ -

ナ
･ -

の 種類 とそ の 内容(p .6 0 )



主要参考文献 ･ 図表 ･

研究業績 の
一

覧

表 3-･9 う め 組の コ ー

ナ
ー

が設 定 され る 期間(王).6 3)

表 3･-1 0 さ く ら組 の コ ー

ナ
ー

が 設定さ れ る期間(Ⅰ) .6 3)

表 3- 1 1, た んぼぼ組
の コ y -

ナ
- ー

が 設定 され る期間(r) .6 3)

表 3- 1 2 す み れ組 の コ ･ -

ナ
･

- が 設定さ れ る期間(r) .6 3 )

表 3- 1 3 ち ゅ う り っ ぶ 組 の コ -

ナ
､ -

が 設定 され る期間( D .6 3 )

表 3･- 1 4 ゆ り組 の コ ー

ナ
ー

が 設定 され る期間(Ⅰ) .6 3)

表 31-1 5 さ く ら組 の コ
ー

ナ
ー

が 設定 さ れ る期間(工) .6 3)

表 3･-1 6 ピ ノキ オ組 の コ
ー

ナ
ー

が 設定 され る期間(p .6 3 )

表 3- 1 7 ト ト ロ 組 の コ-I
-

ナ -
ー

が 設定 され る期間(r) .6 3 )

表 3- 1 8 ライ オ ン 組 の コ ･
-

ナ -
ー

が 設定 され る期間(p .6 3 )

表 3一二l_9 保 育室内 の 構成( p .6 4)

表 3--2 8 ち ゅ うり っ ぶ 組 の 月別 の 保育者の 意図(王).6 6)

表 3--2 9 ち ゅ うり っ ぶ 組 の
一

年間の コ ー

ナ
ー 設定( p .6 7)

表 3-2 6 す み謹t 組 の 月別 の 保育者の 意図(王) .6 8 )

表 3-2 7 すみ れ 組 の
一

年 間の コ , -

ナ
- 設定( D .6 9 )

表 3-2･･4 た んぼi･ぎ組 の 月別 の 保育者の 意図( p .7 0 )

表 31 2 5 た んぼぼ組 の
一

年間 の コ ー

ナ
ー 設定(r) .7 1_)

表 3一一2 2 さ く ら組 の 月 別 の 保育者の 意図(Ⅰ) .7 2 )

表 3一-2 3 さ く ら組 の--
L

年間 の コ ー

ナ
ー 設定(王) .7 3)

表 3--2 0 う め組 の 月別の 保育者 の 意図(Ⅰ) .7 4)

表 3- 2 二l うめ 組 の 一 年間の コ ･ - ナ ･ 一 設定( p .7 5r)

表 3-3 2 さく ら組 の 月別 の 保育者 の 意図( p .7 6)

衰 3-3 3 さく ら組 の
一

年 間の コ -

ナ
〉 - 設定( p .7 7)

表 3--3 0 ゆ り組 の 月別 の 保育者 の 意図(I) .7 8)

表 3--3 1 ゆ り 組 の-----･年 間 の コ ー ナ ー 設定(i) .7 9 )

表 3-3 6 ピ ノ キオ 組 の 月 別の 保育者 の 意図(Ⅰ) .8 0 )

表 3-3 7 ピ ノ キオ組 の 一 年間の コ -

ナ
･ - 設定(r) .8 1_)

表 3-3･∃. ト ト
ロ 組 の 月別 の 保育者 の 意図(r) .8 2)

表 3-3 5 ト ト ロ 組 の 一 年 間の コ1
-

ナ
- 設定(r) .8 3)

表 3･･3 8 ラ イ オ ン組 の 月別 の 保育者の 意図( p .8 4 )

表 3-3 9 ライ オ ン 組の
一

年間 の コ - ナ - 設定(王) .8 5 )

表 3-- 4 〔) コ ー ナ ー の ね ら い とそ の 内容 (工) .8 9 )

表 3- 4 二l コ ー ナー
ー の ね ら い 別 に み る コ ･ -

ナ･
-

の 設定方法( D .9 O)

表 3- ′4- 2 コ･
- ナ - の ね ら い と保 育計画 の 関係(T) .9 1_)

表 3- 4 3 ち ゅ う り っ ぶ組 にお け る年間指導計画(
.
p ,9.
I
. )

【第四 章】

図 4- 1 自 由保育中 に お け る 全行 為中 に対す る遊び行為 の 割合

(Ⅰ) . 1 0 2 )

図 4一-2 製作遊 び の 様子 (Ⅰ) . 1 0 3 )

図4-3 造形 遊 びの 様子 (i) . 1 0 3)

図 4- 4 模倣遊びの 様 子( p .:l
ー
0 3)

図 4-5 受容遊びの 様 子(r) .1 0 J:1-)

図 ;1 - 6 象徴遊びの 様 子(ロ｣ 0 4)

図 4-7 ゲ - ム 遊び の 様子 (Ⅰ) .1 0 4)

図 4-8 構 築遊び の 様子 (f) .1 () 5 )

図 4-9 場所遊び の 様子 (p JI O 5 )

図･14一二l.
O 運動遊びの 様子( D .i.

0 5)

図 /

-:i- I 1 課題遊びの 様 子(r) .1 0 6 )

図 4･一1 2 そ の 他 の 遊 び の 様子 (I) .1 0 6 )

図 4-1 3 保 育室 に お ける あそ び行 為 の 分布 ( う さ ぎ組 1 0 月)

(I) .1 1 2 )

図 4 1_1
4 保 育室 にお け る あ そび行為 の 分布 ( う さ ぎ組 1,

1 日)

( D . 1 l.
2)

図 41 1 5 保 育室 に お け る あそ び行為 の 分布 ( う さ ぎ組 1 2 月)

(Ⅰ) .1 1 3)

図 4-･1 6 保 育 室 に お け る あそ び行 為 の 分布 ( う さ ぎ組 1 月)

( D .1 1 3)

図 4- ]. 7 保 育 室 に お け る あ そ び行為 の 分布 ( う さ ぎ組 2 月)

( ロンl.
1 3)

図 4 : i, 8 保 育 室 に お け る あ そ び行為 の 分布 ( う さ ぎ組 3 月)

(Ⅰ) .1 1 3 )

図4-1 9 保育 室 にお け る あ そ び行為 の 分布 ( ち ゅ うt
,

) っ ぶ 組 9

月) (王) .1 1 7 )

図･･1 ' 2 0 保育室 にお ける あ そ び行為の 分布

月) ( D .l l.
7 )

図･4- 2 1 保 育室 にお け る あそ び行為の 分布

目) (i) .1 1 7 )

図 4･一2 2 保育室 にお ける あそ び行為の 分布

目) (I) .1 1 7 )

図 4- 2 3 保 育室 に お け る あ そ び行為 の 分布

(ロン1 2 0 )

図 4- 2 4 保 育室 に お け る あ そ び行為の 分布

(i) .1 2 0 )

図 4-- 2 5 保育 室 に お け る あ そ び 行為の 分布

(王) .1 2 0 )

図 ,

-
･

1- 2 6 保 育 室 に お け る あ そ び行為 の 分布

( ち ゅ う り っ ぶ 粗 1_
2

( ち ゅ う り っ ぶ 組 1_

( ち ゅ う り っ ぶ 組 3

( た ん ぽ ぼ組 9 月)

( た ん ぽぼ組 1.
2 月)

( た ん ぼ ぼ組 1 月)

( た ん ぽぼ組 2 月)

( p ,】.
2 0)

囲 ∫l :1 2 7 保 育室 にお け る あ そ び行為 の 分布 ( う め組 9 月) ( D . 1 2 2)

図4･･2 8 保育室 に お け る あそ び行為の 分布(う め 組 12 月)(i) . 1 2 2 )

図 4一一2 9 保育室 にお け る あ そ び行為 の 分布 ( う め組 1 月) (I) . 1 2 2 )

図4･3 0 保育室 にお ける あそ び行為 の 分布 ( う め組 2 月) (I) . 1 2 2)

表 4- 1 対象施設 の 概要 ( 第 `4 章) (p .9 9)

義.4- 2 調査概要 (第 4 章) ( D .9 9 )

義 /

ll- 3 カ イ ヨ ワ に よ る遊びの 分類(D .1 0 :I,)

表 4･一4 ピ ア ジ ェ に よ る遊びの 分類(i) .1 0 1)

表 4-5 バ ー

テ ン に よ る遊びの 分類(王) .1 0 1)

衷 4･-6 山 下俊郎 に よ る遊びの 分類(Ⅰ) .1 0 1)

表･-1--7 仙田 満に よ る遊び の 分類(r) .:[, O
])

義 /

-:L 8 本 研究 に ぁ け る 遊びの 分類( D ..I. 0 2)

ー2 1 7 -



主要参考文献
･

研 究業績 の
一

覧

表 4一･9 本 研究 の 遊び の 分類 と山下 に よ る 遊び の 分類 と の 比 較

(Ⅰ) .1 0 2 )

表 4- 1 0 年齢別 に み る遊び行為 の 割台(.
r) . 1, 0 7 )

義 ,

-
･

:1 - l l コ
-

ナ･
-

の 設 定状況( p .i. O 8 )

表 4- 1 2 コ
･

- ナ
- -

･ 場 所 別 の 遊 び行為 の 割合 ( う さ ぎ組 3 月)

(i) .1 0 8 )

表 4- 1 3 コ ー ナ ー の 専 用 ･ 兼用 的な使 わ れ 方 の 時期的 な変化

(i) .1 1 0 )

義 ,:1 - 1 41 コ
- ー ナ ･ -

と遊 び行為 の 対応関係(r) .l l 1.)

表 41 1 5 コ - ー ナ - - ･ 場 所別 の 遊 び行為割合 ( う さ ぎ組.
】
.
0 月)

( p .1.
1
,
2 )

表 4一一1 6 コ
ー ナ ー ･ 場 所 別 の 遊び行為割合 ( う さ ぎ組 1 1 月)

(i) .1 1 2 )

表 4-1 7 コ ー ナ ー
. 場 所 別 の 遊び行為割合 ( う さ ぎ組 1 2 月)

( p Jl.二】_ 3)

表 4 ' 1.8 コ
･ -

ナ
･

- ･ 場所別 の 遊び行為割合( う さ ぎ組 二l 月)(r) ,i 1.3 )

表 4-:1 9 コ
ー

ナ
ー - 1 場所別 の 遊び行為割合( う さ ぎ組 2 日)( p .1.

1 3)

表 4-2 0 コ ー ナ ー ･ 場所別 の 遊び行為割合( う さ ぎ組 3 月)(王) .1 1 3 )

表 4･･2 1 調査日別 の 各 コ
ー

ナ
ー

の 使わ れ 方 ( う さ ぎ組) (Ⅰ) .1 1 5)

表 4･-2 2 調 査 日 別 の 各 コ
ー ナ ー

の 使 わ れ 方 ( ち ゆ う り っ ぶ 組)

( p .1.
1
,
6 )

表 4- 2 3 コ ー ー ナ - ー ･ 場 所別の 遊び行為割合 ( ち ゅ う り っ ぶ組 9 削

( p .1.
1
.
7)

表 4-2 4 コ ー ナ ー ･ 場所別 の 遊び行為割合 ( ち ゅ う り っ ぶ 組 1 2

月) (Ⅰ) .1 1 7)

表 4-12 5 コ ー ナ ー ･ 場 所別の 遊び行為割合 ( ち ゅ う り っ ぶ組 1 月)

( p .二l_
二l
_7)

表 4- 2 6 コ ー ー

ナ
･ - ･ 場 所別の 遊び行為苦り台(ち ゅ う り っ ぶ 組 3 月)

( D .1 1 7 )

表 4-･2 7 コ
ー ナ ー

･ 場 所 別 の 遊び行為割合 ( た ん ぽぼ組 9 月)

(Ⅰ) .1 2 0 )

表 4-2 8 コ
ー ナ ー

･ 場 所別 の 遊び行為割合 ( た ん ぼぼ組 1 2 月)

(
.
T) .1,
2 0 )

表 4-2 9 コ ･- ナ -
ー

･ 場 所 別 の 遊び行為割合 ( た ん ぼぼ組 ]. 月
)

( p .1.
2 0 )

表 4･･3 0 コ ー

ナ
ー ー 場 所 別 の 遊び行為割合 ( た ん ぽtぎ組 2 日)

(Ⅰ) .1 2 0 )

表 4-3 1 調査日別 の 各 コ ー ナ ー の 使 わ れ 方 (た ん ぼぼ組) (Ⅰ) .1 1 9)

表 4.-3 2 調査 日.
L

iu の 各コ
･ -

ナ
-

の 使わ れ 方 ( うめ 組) ( p .1.
2 1)

表 4-3 3 コ - -

｢ト
ー

･ 場 所別の 遊び行為割合 ( うめ 組 9 月) ( ロン】ー
2 2)

表 4 ' 3 4 コ ･ -

ナ
- ー

･ 場 所別の 遊 び行為割合( うめ 組 1 2 月) ( p .].
2 2)

表 4-3 5 コ ー ナ ー ･ 場 所別の 遊び行為割合 ( うめ 組 1 月) (i) .1 2 2)

表 4--3 6 コ ー ナ ー ･ 場 所別の 遊び行為割合 ( うめ 組 2 月) (I). 1 2 2)

- 2 1 8 -
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図 5-1, 遊び活動
の 抽出の 例( p . 1 3 6 )

図 5-2 活動の 展 開か ら み た遊び活動 の 類型化( D .二l.
3 6)

図 5- 3 保育室別 にみ た 類型化 した遊び活動 の 割合(ll .].
3 7 )

図 5一一4 類型化 した 遊び活動の 活動時間 の 割合(Ⅰ) .1 3 9)

図 5-5 持続的な活動 に お ける 活動時間 の 割合(1) .1 4 1)

図 5一-6 持続的な活動 にお け る 展開像(p .1 4 1)

図 5- 7 遊び行為 の 複合的展開に お け る 展開像( p .:1.L
4 :3)

図 5-8 発展的な 活動 に 掛ナる 遊び の 展開像( p .1 4 5 )

図 5-9 額型化 した場所利用 の 事例(I) . 1. 4 7)

図 5-･1 0 う さぎ組 の 遊び活動 に伴 う活動場所(I) .1 4 9 )

図 5-1 1 ち ゅ う りっ ぶ 組 の 遊 び活動 に伴う活動場所(Ⅰ). 1 4 9 )

図5･･1 2 た ん ぼぼ組 の 遊び括動 に伴う活動場所(I) . 1 4 9)

図5-1 3 うめ 組 の 遊び括動に伴 う活動場所( pJtー
4 9)

表 5- 1 調 査概要 (第 5 章) (r) .:1 3 3)

表 5- 2 観察調査よ り抽出 した 遊び活動 の数( p J1 3 5)

表 5一一3 類型化 し た遊び活動の 活動数(1) .1 3 7 )

表 5-4 類型化 し た遊び活動 と保育室(i) .1 3 7 )

表 5-･5 類型化 し た遊び活動 と行為種数(Ⅰ) .1 3 8 )

表 5-6 遊び行為 の 分類( p .i. 3 8)

表 5-7 類型 化し た遊び活動 と活動場所 の 数(p .:1 3 8)

表 5-8 活動場所 の 分類( p .1. 3 8)

表 5･･9 類型化 し た遊び活動 と活動時間( p .1 3 9)

表 5- 1 0 類型 化し た遊び活動 の 特徴(I) .1 3 9 )

表 5-1 1 持続的 な活動 に お け る 保育室別 の 活動数(i) .1 4 0 )

表 5- 1 2 保 育室,

-

Bu に み る 遊び 行為の 割合(p .1 4 O )

表 5- 1 3 複合的 な精勤 の 活動数 (同種 と異種) (p .1L･1:2)

蓑 5- 1.
4 同種 の 遊 び行為種 の 組 み合 わ せ (p ,i.

4 2 )

表 5一-1 5 異なる遊び行為種 の 組 み 合わせ (Ⅰ)ユ42 )

表 5-1 6 発展 的な活動 にお け る 2 つ の 発展 の 形(Ⅰ二) . 1 4 4 )

表 5-1 7 も の 作 の 遊 びか ら の 発 展に み る 遊び の つ な が り(I) .1 4 4)

表 5- 1 8 場 所 づ く B.
) の 遊 び か ら の 発展 に み る 遊び の つ な が り

( p .1. 4 5)

表 5-二1_
9 遊び括動に お ける場所利用 の 類型化( p .i , 4.7)

【第六章】

図 6- 1. 年代別
の 学習括動の 割合二】. ( p

.1
.
6 2)

図 6一一2 年代別の 学習活動の 割 合2 (
一 斉授業 を 除く) (I) .1 6 2 )

図6-13 コ
ー

ナ
ー

･ O S 利用時 の 学習活動 の 空間設定 の 割合(I1.
)
.
1 6 3)

図 6･･4 調査対象校別 に み る 授業 の 空間設定の 割合(i:) .1 6 3)

図 6-5 ク ラス 学習 にお け る コ
､

･
- ナ - ー

･ () S の 利用そ の 1 ( p .1 6 7)

図 6-6 ク ラ ス学習 にお け る コ
- -

ナ
､ -

･ O S の 利用そ の 2 (1) .1 6 7)

図 6-7 ク ラス 学習 に お け る コ -
ー ナ - ー

･ O S の 利用そ の 3 ( p .1 6 7)
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図 6･8 グル
ー プ学習 に お け る コ ー ナ ー ･ O S の 利用そ の 1 (王) .1 6 8 )

図6 9 グル ー プ学習 にお け る コ ー

ナ
ー ･ O S の 利用そ の 2 (i-) .1 6 8 )

図 6- 川 グ ル･ - プ 学 習 に お け る コ -- ナ - ･

O S の 利用 そ の 3

(r) .1 6 8 )

図 6- 1 1 グ ル･ - プ 学 習 に お け る コ ･ - ナ ､

･
- ･ O S の 利 用 そ の ∠

･l

(Ⅰ) .1 6 8 )

図 6一一1 2 グル ー プ学 習 に お け る コ ー

ナ
-

･ O S の 利 用 そ の 5

(Ⅰ) .1 6 8 )

図6- 1 3 個 人 学習 にお ける コ･
- ナ ･

- ･ O S の 利 用そ の l ( D .1_
6 9 )

図6- 1_
4 個 人学習 にお け る コ - ー

ナ
t

1
-

･ O S の 利用 そ の 2 ( p .1 6 9 )

図6- 1 5 個 人 学習に お け る コ･
- ナ ･ - ･ () S の 利 用そ の 3 (p .1 6 9 )

図6-･1 6 個 人学習 に お け る コ
ー

ナ
ー

･ O S の 利用そ の 4 (Ⅰ) .1 6 9 )

図6- 1 7 多勤行動 に お け る コ ー

ナ ー ･ O S の 利用そ の 1 (p .1 7 O)

図 6--1 8 多勤行動 に お け る コ ー

ナ
ー

･ O S の 利用そ の 2 ( p .1 7 0)

図 6- 1_9 そ の 他 の コ
､ - ナ ー ･ O S の 利用そ の 二】.( p

.】
.
7 0)

図 6- 2 0 そ の 他 の コ
- ー

ナ
- ー

･ O S の 利用そ の 2 (p .1 7 0 )

図 6- 2 1 学習活動 の 展開 の 抽出(r) .1 7 1_
)

図 6-2 2･ 授業中 にお け る 学習宿動 の 展開の 事例 1 (Ⅰ) .1 7 1)

図 6- 2 3 授 業中 にお け る 学習活動 の 展開の 事例 2(I) .1 7 1)

図 6･･2 4 活 動 の 移行 に み られ る 空間の 使 い 分け そ の 1 (Ⅰ) .1 7 2 )

図 6- 2 5 活 動の 移行 にみ ら れ る 空間の 使 い 分け そ の 2 ( p .1_ 7
2)

図 6- 2 6 活 動の 移行 にみ られ る 空間の 使い 分け そ の 3 ( p , 1 7 3)

図6- 2 7 活 動の 移行 にみ られ る 空間の 使い 分け そ の z11.( p
.1 7 3)

図6--2 8 活 動の 移行 にみ られ る 空間の 使い 分け そ の 5 (Ⅰ) .1 7 3)

図6･2 9 活 動 の 同時展開 に み られ る空間 の 使 い 分け そ の 1

(Ⅰ) .1 7 4 )

図6-3 O 括動 の 同 時展開 に み ら れ る 空間 の 使 い 分 け そ の 2

(r) .1 7 4)

図 613 1 括 動 の 同 時展開 に み ら れ る 空間 の 使 い 分 け そ の 3

(i) .1 7 5)

図 6--3 2 活 動 の 同 時展開 に み ら れ る 空間 の 使 い 分 け そ の 4

(Ⅰ) .1 7 5 )

図 6-3 3 活 動 の 同時展開 に み ら れ る 空間 の 使 い 分 け そ の 5

( D .1 7 5 )

図 6-3･-･1. 0 6 年度 の O S(D . 1 7 7)

図 6--3 5 0 7 年度 の O S (i-) .1 7 7)

図6-3 6 0 6 S 小 に お け る 学習 ス ペ ー ス の 活動領域 ( 3 - 6 年)

(Ⅰ) . 1 7 8 )

図6-3 7 0 7 S 小 に 創 サる 学習ス ペ･
-

ス の 活動領域 ( 3 - 6 年)

(.I
) .1. 7 8 )

図6-3 8 0 6 S 小 に お け る学習ス ペ･ -

ス の 括 動領域 ( i.
- 2 年)

(i) .1 7 9 )

図 6･･3 9 0 6 S 小 に お け る学習 ス ペ ー

ス の 活 動帯域 ( 1 - 2 年)

(i) .1 7 9 )

図 6- 4 0 0 6 N 小 にお け る学習 スペ ー

スの 括 動領域( p .1 8 O )

表 61 1 調査 対象校 にお け る 学習 ス ぺ ･

- ス の 概要(r) . 1 5 9)

表 6- 2 S 小 . N 小 にお け る 調査 日 の 概要( p .1 5 9)

表 6一･3 学習活動 の 類型化(工) .1 6 0 )

表 6･･4 学習活動 の 場面数 ( 全体) (王) .1 6 1)

表 6-5 学習活動 の 場面数 ( 全体) ( D .1 6 1)

表 6-6 学校別 の 学習活動の 比較( p .二】_
6二1)

蓑 6-7 学習活動 の 空間設定( p . 1 6 3)

衰 6一一8 コ ー ナ ー 1 0 S 利 用時の 学習括動の 空間設定(I) .1 6 3)

表 6-･9 調査対象校別 に み る授業 の 空間設定(Ⅰ) .1 6 3 )

表 6･･1 0 授業科 目別 の サ ン プリ ン グ(Ⅰ) .1 6 4 )

表 6- 1 1 授業科 目別 にみ た学習活動 の 場面数 (全体) (1) .1 6･4)

表 6- 1.
2 活 動単位別 にみ た 学習括動 の 場面数 ( 全体) ( p .1 6 6 )

表 6-二】ー
3 学習活動 の 類型化 と学習単位( p . 1ー

6 6)

表 6-･1 4 学 習情動 に お け る コ ー ナ ー
･ O S の 使 わ れ 方 の 分類

(i) .1 6 7 )

表 6-1 5 ク ラ ス 学習 にお け る コ ー

ナ
ー ･

O S の 利用 場所(i-) .1 6 7)

表 6- 1 6 ゲル ･ - プ学習 にお け る コ ･ - ナ -

- ･ O S の 利用 場所( p . 1 6 8 )

表 6 1_ 7 個 人学習に お け る
コ ･ -

ナ
- ー

･ O S の 利用場所(r) .1 6 9 )

表 6- 1 8 多勤行動に お け る コ ー ー

ナ
･ -

･ O S の 利 用場所( D .1 7 O )

蓑 6- 1 9 そ の 他 の コ
ー

ナ
-

I 0 S の 利用 場所(Ⅰ). 1 7 0)

表 6-2 0 学 習活動 が移行 して い く 場合 に お け る活動場所 の 変化

(Ⅰ) .1 7 2 )

表 6- 2 二l_ 学 習活動 が 同時展開する場合 に お け る活動場所 の 変化

( D . 1 7 4)

【第七章】

図 7一二lー 縫論 の 流れ ( ロン】.8 7)

図 7-2 コ - ー

ナ
- の 設定 の 要 因(r) .二1 8 7)

図 7-3 活動 の 展 開モデ ル(Ⅰ). 1 9 1 )

図 7･･4 活 動 の 展 開か ら み た 学位空間 の 構成(Ⅰ) .1 9 2)

図 7-5 コ ー ナ ー

の 利用特性(I) .1 9 3 )

図 7-6 コ
､ - ナ ･ -

の 図化( p .】_
9 4)

図 7-7 空 間 との 接続関係 (付 属･
一

分節) ( p .1 9 4)

図 718 コ ･ -

ナ
- ー の 境界 ( 包囲

ゝ

･
一

象徴) ( p .1 9･4･)

図 7-9 コ
ー

ナ
ー

を形 成す る方法の 指標(I) .1 9 5)

図 7一･1 0 l
~分 節 一 包囲｣

図 7･1 1 r分 節
一 包囲｣

図 7- 1 2 ｢ 分節
-

包囲
_
I

図 7 1
.
3 ｢ 分･節 ･

一 包 囲｣

図 7- 1 4 ｢ 分節
- 一 包囲.i

図 7-･ 1 5 F~分節 一 包 囲｣

図 7･1 6 r 分節 一 包 囲｣

図 7･- 1 7 l~分節 一 象徴｣

図 7- 1 8 ｢ 分節 ･ 一 象徴l

図 7- i_
9 ｢ 分節 ､ - 象徴

_
I

図 7- 2 0 ｢ 分節 ･
一

象徴
__
l

型 の コ ー

ナ
ー

の 場 合(i) .1 9 6 )

型 の コ ー

ナ
ー

1 (I) .1 9 6 )

型 の コ -
-

ナ -
-

2 (
.
p . 1.
9 61)

型 の コ･
-

ナ ･ - 3 ( D . 1 9 6)

型 の コ -
ー

ナ t･
-

,:1-(r) . 1,
9 6 )

型 の コ ー

ナ
ー 5 (王) . 1 9 6)

型 の コ
ー ナ ー の 場 合(Ⅰ) . 1 9 7 )

型 の コ ー ナ ー 1 ( p . 1 9 7)

型の コ ー ナ ･- 2 ( pJl.
9 7)

型 の コ
--･ ト ー 3 ( p . 1 9 7 )

型の コ･
-

ナ
･- 4 (p . 1 9 7)

- 2 1 9 -



主要参考文献
. 研究業績の

一

覧

図 7･･2 1 r 分節 一 象徴｣ 型 の コ ー

ナ
ー 5 (工) .1 9 7)

図 7 2 2 rr付属 一 包囲｣ 型 の コ ー ナ ー の 場 合(I) .1 9 8 )

図 712 3 ｢ 付属
･ 一 包囲
_
] 型 の コ ･ - ナ - ー 1 ( D .1 9 8)

図 7- 2･]_
｢付属▲一包囲_

l

図 71 2 5 ｢ 付属
一 包囲
.
1

図 7･-2 6 r 付属
一 包囲｣

図 7--2 7 l~付属
一

象徴｣

図 7-2 8 r 付属
一

象徴｣

図 7- 2 9 ｢ 付属 ､ - 象徴
_
l

図 7-3 () ｢ 付属 - 一 象徴
_
】

図 7-3二l ｢ 付属 一 象徴
_
J

型 の コ ､ - ナ.- 2 ( D .1 9 8)

型 の コ ･ -

ナ
- 3 ( p .1 9 8)

型 の コ ー

ナ
ー 4 (i) .1 9 8)

型 の コ ー

ナ
ー の 場 合(I) .1 9 9 )

型 の コ ー ナ ー

1 (Ⅰ) .1 9 9)

型 の コ - ナ ･
-

2 ( p . 1 9 9)

型 の コ ･
-

ナ ー
ー

3 ( p . 1 9 9)

型 の コ - ナ ･
-

4
. ( p

. 1 9 9)

図 7--3 2 コ
ー ナ ー の 利用特性 か らみ た コ ー ナ ー 形成(Ⅰ) .2 0 0 )

1 2 2 0 -
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子 ども の遊び ･ 学習活動の展開か らみ た コ ー ナ ー 形成に 関す る研究

西 本 雅 人

本研究は ､ 多 様な 活動の 展開を促すた め の 空 間づ く り と して ､

コ ･ -

ナ
･ 一

に 着 目 し ､ ケ
- -

ス ス タ デ ィ を通 して 活動の 展開や コ
･

-

ナ ･- の 利 用 の 仕方を 明 らか に し て､ コ
･ -

ナ
､

-
一 形成 の 要件 を提案す

る も の で あ る ,,

第 一 辛 研究 の背景と目的

1-1 は じめ に

図書館 の
一

般 書架 コ
ー

ナ ー
ー

, 複 合施設内の ロ ビ ･
-

の 情報 コ -

ナ
- ー

､ オ フ ィ ス空 間の 業務 コ -
-

ナ
- ー

､ な ど私 たち が普段過 ごす 施

設に は 身近 に コ ･ -

ナ
- ー

を数多く み る こ とが で きる.

こ れ ら の 大規模な空間や 多 目的な空間は , ユ ニ ヴ ア ー

サ ルス

ペ
ー

ス の 計画理論 に み られ る よ う に､ そ の ま ま 1 つ の 空間 と して

活用 され る よ り は ､ 実際に は い く つ か の 行為 ･ 業務が 行わ れ る場

とし て コ
- -

ナ ー で 分節 さ れ て い る こ とが 多い ｡

コ - - ナ ー

は 独 立し た 部屋で は な く ､ 他 の 空間 と連続 した 場所で

あ る ,, そ の た め ､ 個 々 の コ･
-

ナ ゝ
-

で 行わ れ る行為 ･ 業務 が 連動

しや すい o コ ー ナ ー を用 い る こ と に よ っ て 連続的な空間 を構成す

る こ とが で き ､ そ こ で 行わ れ る 活動は多様な展開 をつ く り だす こ

と が期待さ れ る｡

1
-

2 本研究の 目 的

1) ケ ー ス ス タデ ィ (保 育施設 ･ 小 学校) を 通 し て､ 多種多様な

活動の展開を行為や場所の つ な が りか ら明らか にする こ と

2) 保 育施設 ･ 小学 校 に お ける コ ー ナ ー の 形成の た めに､ 個別の

問題提示 ･ 提案 を行 う こ と

3) 多種多様な活動の展開を容認する べ き 単位空間 の計画の た め

に､ 単位 空間の 中で コ ー ナ ー を 形成する の た め の 要件 を提案す

る こ と

1-3 研 究の構成

1) 本研究の 対象施設の位置づ け

本研究 で は ､ 保 育施設 (幼稚園 ･ 保育 園) ､ 小 学校 をケ ー ス ス

タ デ ィ と して 選定 し た｡

こ の 理 由は ､ プロ グ ラム の 有無 と い う視点か ら括動 の 展開を捉

え る た めで あ る｡ 保育施設で は プロ グ ラム 個 人 の 自由な 活動 を.

小 学校で は 授業プ】コ グ ラ ム の あ る集団 の 活動 と し て取 り 上げ る｡

保育施設 の 自由保育 は 子 ど もた ち が 自由 に遊び に取 り組 ん で お

り､ 保育室で は 不特定の 子 ども の 遊び を想定 しな が ら コ ー ナ ー

を

形成する必要 が あ る｡ --･--
･

方 ､ 小 学校 の 授業 は､ 教師 の 指導 の 下で

千ど もた ち が 学習 を行っ て お り . 授業 と い う大 きな 全体 の 活動の

流れ の 中で多様 な学習 を行 うた め に教室周 り に コ - - ナ ･ -

を形成 し

て い る ,
i

こ の 個 人 が自由 に活動 を行 う場合､ プロ グラム と い う大 きな 凍

れ の 中で 集団で活動 を行 う場合で は ､ コ ー ナ ー 形成 の 方 向性は大

き く異 な る と 考え られ ､ こ の プロ グラ ム の 有無 によ る活動 の 展開

を特徴 を明ら か に する c

2) 研 究の 方法

第 2 章で は､ 保 育施設
･

小 学校 の コ ･

- ナ
･

- の 実態整理 を行 い ,

本研究で扱 う コ
ー

ナ
ー ー

の 定義 を行 うo な お ､ 保 育施設 ･ 小 学校 を

対象 と した既往研究は共 に数多く ある が ､ 保育施設で は コ ー ナ ー

の 使わ れ 方 を論 じ た も の は研究は ほ と ん どみ ら れ な い ｡ そ の た め､

両施設で 活動 の 展開を論 じ る前 に､ まず 第3 - 4 章で は 保育施設

で コ - ナ ･一に つ い て ､ 二1_ 年間
の コ - ー ナ - - 設定の 変化､ 子 ども の 遊

び の 時期的な変化 とい う 視点か ら捉 え る｡ そ して､ 第 5 章で は 保

育施設 に･k
h

:

1

,tj- る活 動の 展開､ 第 6 章 で は 小 学校 にお け る活動 の 展

開 を明 らか に し て い くc 第 7 章は 本研究の 結論で あ る｡ そ こ で は､

まず､ こ れ ま で の 分析結果 よ り得 られ た 成果を施設別 に ま と め る｡

そ して ､ 研究 の 成 果を よ り
一

般論 へ 展 開 し､ コ ー ナ - を形 成す る

際 に どの よ うな 要件 が 必要 と され るか を提案す る｡

3) 用語の 定義

本研究で用 い る 主 な 用欝に つ い て ､ 表 :i_
に定義 を 示す .

,

第一芋 : 研 究の 目的と方法
･

研究の背景 .

研究の日岡 ･ 研 究の方法 ･

用語の定義 ･

調査概要

兼二 芋 : 保育施設
･

/Jt 学校 における コ
ー

ナ
ー

の 定義 と社会的背景
･ 保育施設にみ られるコ･--･サー･･- ･ 小学校にみ られ るコ･-･一ナ･･･一･

･

コーーーナー･一一を形成する要素
･ コーナー･･-の課蓮

. コ-- ナ･-･･の定義

【

【

＼
～

1

l
｣
≡

第三 手 : 保育ス ペ
ー

ス における
一

年間の保育室の構成

･ 保育室の 1 E3 の保育の淡オ
J

L

･

保 #'におけるコ- チ-- の概要
･

保-# 主における 1 年間の コーナー設定
･ 保育プロ グラムに基づく コー･-- +-･ のね らい
･ まとめ

兼四章 : 保育ス ぺ- ス にお ける遊び の場面 か らみる

ナーの専用
･ 兼用性 に影響す る筆 画

･ 保育室 ･-j
=

-ラ ス におrj'るあそび行為の分類
･ 遊 び行為の割合か らみる コーナーの専用 - 兼用性

･ 遊び行為の分布か らみる コープ̀- の専 用 ･ 兼用性の要因

･ まとめ

兼五千 : 保育ス ベ- ス における並び

活動の展開

･ 遭び活動の類型イヒ

･ 類型 した 遊び講動タイプの特徴

･ 遊び活動の展開

･ 遊び活動の展開に おげる活動場所の広が リ

･

ま と拭)

兼六千 : 学習 ス ペ
ー

ス における学暫

活動の空間設 定に伴 う教室 内コー
ナーの有効 性

･ 学習活動の類型化と空 間設定

･ 学習活動にお けるコーー-一ナ-･･-利用の特鞍
･ 学習活動の展開 に伴う学嘗ス ぺ一･一一ス内の使
い 分け

･ 学習活動の展開 にお ける学習領域

･ ま とめ

第七章 : 揺論

･

結論 の!乱読
･

保育施設にお ける研究 の成果
.
/｣ ＼学校 における研究 の成果

･ コー)I- 形成の要件
.

他施設種 への応用に向【ナて

ー＼t

!
l
l
l
l

図1 研 究の フ ロ ー
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ト4 既 往研 究 にお け る 本研 究 の 位置 づ け

保育施設 ･ 小
':糾

I

l *L_
u ･

f 象と L た上淀往 研 究の 多く で . 干 ど も0) 活

動 在促 す ため に 多様 なLB r ])子を 札鼓す る こ と が 望ま L h こ とは 桁和

さオl て い る r
J 様 々 た & ,

L加 ､ ら ､ + ･t-
f

も の 活 動 の 場面 の 分析を 通 し

て コ ･- ナ.- の 利用 や 必 資性か 触 n られ て しp l る 机 コ
･- ナ ー

に つ L )

て体 系的に 論じ て い る もの は 少 な い っ これ らJj 既 往研 究 に対し て ､

本研 究で は保育施 設 ･

小 学 校 の 愉 郎勺な分析か ら ､ 繕勤の 展開に

伴う コ ーナーの 形 成 に つ し ･ て 明 らか に す る もの で あ るc

第 二 章 保育施設 ･ JJ＼学校 に お け る コ ー

ナ
ー

の 定 義 と社会的背 景

2-】 は じめ に

建築計画 に お い て ､ コ ーナーに つ し1 て 明 臆な 定義は行わ れ てお

ら ず . 研 究 を行 う 卜で ､ ご0) よ う なt-< 画 ､ 場 所が コ ー ナ - で あ る

か を 明確に 示 す 必 要 が あ る ｡ 本台 の 目 的は ､ 保育施設 .

小 学校 に

お け る コ
ー

ナーーが段定さ れ て きた 社会的背魚 . 実際 の コ ー

ナー
- の

設定状況 の 整理 を通 し て . コ し- ナ ーの 定義を 行う こ とで あ る ｡

2- 2 保育施設 にお け る コ ー ナ ー

1 ) 保 育施設 に お け る コ ー

ナ
ー

の 歴 史的背景

供育施設 にi13 い て . 子 ど もが 自由に遊 ぺ る よ う に保育室 に様 々

I3: 遊 び喝 所 を用 意 され てし･ . る ｡ こ の 遊 び喝 所を コ
ー

ナ- とし て 広

く 忍 知 され て-r51 た の 辻 I 9 6 O 年代 で あ I'
.
7

､

一

斉保育 か ら自 由 保庁

へ と 保育の 主流 が 移り 始め た頃 で あ る o そI l ま で 一斉 保育 に 慣れ

て い た 保育者'. = と っ て ､ R 由保 育 ,

I-a : 行 うた め に どの よ う な遊 び場

所を7T] 意す る か は 最大 の 関心 で あ っ た o そ う し た 状況 の 中で ､ 煤

育宝 の 4 隅 に 遊び噸 所 ( コーナ ー ) 孝配正 す る 考えが 受 け 入 れ や

す い こ と も あ っ て ､ コ
ー

ナーが 広 く 諸 相 され た o 現在 で は ､ 環境

を通 し た 保育 の 蚤蟹I生か 問 わ才l る よ う にな り ､
コ -

T - も重 要な

環 境 の J つ で ある と. W . 品 され る よ う に な っ て い る .,

2) 保 育室 に お け る コーナ ー

設 定

保育室 で み られ る コ - ナ 1 0) 多く は ､ 家具 を 用 い て 設定 さオL-I

い る ( 図 2 ) c そj t らは 保 育室 内を 分節す る 形 で 設定さ れ て お り ､

1 T ) 1 つ の コーナ -

がPiI 有 の 遊 び場 所 とし て 図化 され て い るっ ま

た ､
コ - ナー- に よ っ て 保fT' 竜 か 埋 め 尽く さi t て しj る こ と は な < .

コ ーナーI!1 外 に も 広く 空け ら れ た 場 所 も み られ る
｡

表1 用 語 の 定義

コ- ナ- 形成

コ- チ- を刃{ 1 < る こ と つ コ- ナ- を形成する際F= Ei . ある l つ の
場所をt

'

の よう につ く るか とい う視点 と. 他の 堤所 とどの よう に蘭坪

づけ るか とい う乱 皇b i あ ると考 える c そこ で
.
2S: 研究T ユ前金の 重 態 の

コーナーをつ < る場合rよ r コーナ- 設定｣ と し. 他の 軍や コーナーと
菓昏づけるこ とを ｢.別 記軍 司の焼成｣ とする ことで . 2 つ の 視点を佳

しヽ 分け る_

保育施云勇

保育施穀は . y]和国 と傑 芹画の 両方を籍す鳩 舎に用い る._.
宏た ゝ 保

育 憂rま盟 主逼礼法で 保育所 と定 義 され て い るが , 幼 保- 元化/} i 産 まれ
て い るこ ともあリ . uJ 椎轟に対する用語と して 用い る ○

一束覇者
保育旗 盈で Eま保育を行う者を ､ 幼榊 歪で は戯 師､ 保 育盃でEユ保育士

とされ て い るJ T . ｢保 胃者｣ と続- して 称する .

f韻育ス ペース
幼確 園や保育 霊の保 育室 とそ の 前屈の テ ラス を含 め たス ペース 空 箱
す一也項 厘

一 飯胃園でlこt 主r = コ- ナ- を保育室 内に 誠左 して い るが ､

まれ にア ラス で も意足 して い るため であ る^

遊び;岩動

迎ひ ;六勤とヒL 閑遷 する遊び の まとま iJ ( 鮎体) を い う . 2
.
5 分i3

き に抽出 L J た iE; 面を喝
p

,
.W d .J- に述べ て 捉えると ､ 遊び亨JT 為 かi皇統 して

い るこ と TJi ある- その 謹呈莞した場 面 lこみられた ;六動を
1 つ の 泣ひ ;L六動

として い る ∩

苧 *
J
ス ペース

小 学校の 範塁 とオープンス ベ- ス を含め た ス ペース を亨岩す ｣ 小 学校

の投 票は教 室以 外 に もオープ ンス ペース で 行われるためで ある_

学習活動

･

L .
I

z
l

の活 机 三 好果~では . 一斉技芸 . 党 友 ぎ2, し会 い ､ 演習 , j
=

ス ト , 買

冒
. /
f 業 ､ その 他の 6 つ u7 ;Li 割に 丹野して い る_

ー2 2 6 -

樽十~i-: 泣 詣11 :,二階 六 ･

剛究

2- 3 小学校 にお け る コ ー ナ ー

1) 小学校 に お け る コ ー ナ ー の 歴 史的背景

小学校 に お い て . コ1- ナーーは(_
) S の一瞥及 と央 にi2 )E さ れ て 圭 た ,

,

I 9 6 O 年代か ら 小 学 校で は 教 皇 閉 り の 空 間 の 菟 棄 化 が 試み らナIL I

きて お り ､ 先進 的な 小 学校 で 教室 前に O S が 計出 さ わ て き た ｡ そ

の 臥 1 9 Fi 4 年に は多 口 町 ス ペ ース の 補 助制度が導 入 さj~L た こ と

で .

･

椴 VJ な 小 学 校Lで も O S が 計画 が 行わ れ るよ う に な り ､ 多様

な 学習環境づ く 1) の た め に O S 内 に コ ーナ - が 設 定さ れ て き た ｡

() S が 小 学 校(･こ急i*-(･こJi: ま-J た 一方で ､ 大空 間でJi; 々 と し た O S

が 画
一

的に 計 出 さ れ る こ と も 多い L . 近年 で は , コ-- + L- の 必 要

性 も 認 識さ れ る よ う に な り ､ O S 内 の コ-- ナ･- が 積 垣紺勺に 設定 さ

れ る こ とや 教 室 内に コーナ ー が 設定 され る こ と もみ られ る よ う に

な っ て い る c

2) 教室 ･ O S に お け る コ ー

ナ
ー 設定

小 学校 で は O S 内 に コ-- ナ
-

が み られ る こ とが 多 く､ 保育 施設

と 同様に家具 な どで 分 節的に設定 され て い る . ま た ､ 斗童r Ĵ(･こコ -

ナ ー が あ る 小 学校 も あり ､ 本研究の 対 象校 の 1 つ で も ある . こ の

kl 嶺校 で は ､ 図 3 に み られ る よ う に ､ 繋室 に 付属す る 形で コ ー

ナ-

が 設定 され て い る ｡

2- 4 コ ー

ナ
ー

を 形成す る 要 素

コ ー

ナ-- を】ti 成 す る要素は ､
r
.
J三井 面 の 要 素. 壁Ii

r

(i の 草 案 , 床

LI
T

iL- の 変 乱 作熟1
r

l]y の 璽 射 が あ る ｡ 主 に t 壁 面 の 要素は コ-- ナー

のI司醐 を囲 む た め に . )こ井TFllJ ･ 床rl
'

17
1 1 作業面 の 要 宗C･まコ-- ナ

-

を

象徴的 にみ せ る た y )
I
.こ m い られ て い る6

2- 5 保育施設 ･ 小学校 にお け る コ ー

ナ
ー

の 課題

コ ー

ナ
ー

に 関す る 課 題 と し て ､
コ

- ナ ー

が 家 具 な どで 設定 さ

れ る こ とが 多 い た め 設計 段階で あ ま り 有賀祝 され て い な い こ と ,

コ ー ナ ー に 対 す る腰件が趨lヒされ て お らず保育者やぎ鮒耐 号経験的

に コ-- ナーーを設 起せ ぎ る を 得な い こ と が挙げ られ る p

2- 6 コ ー

ナ
ー

の定 義

木 酢究 で は コ- ナ ー を l 単 位 空 間 の一部と し て ､ 異 化 さ れ た

場 所｣ と定義す る. コ ー

ナ
ー

とは ､ 壁 な どで 完全に(⊥切 ら れ てt･ゝ

な く ､ 他 の 燭T .-Ff rヒ連続 し て い る o ま た 単位空 間 の rl 】に あ る 一部の

場所で あ り .
コ-- ナ1一日 体は J つ の 部 岳と して 成 立 し な い 域T7A)f で

S ) る , ,

ま た , 本 研 究 で はIq
i

一位矧臼ほ 構成 す る 要素 を､ 壷 ､
コ ーナ･--- ､

地 の ス ペ
ー

ス ( 何 もな く 空 け られ た 空 間) の 大 きく 3 つ の 要素 に

rI_ 別 して い る ｡

分57J

国 2 M 園 の 保 育室 図 3 S 校の 教室 内 コーナ- と OS 内

の コ- ナ- 設 定 の コ ーナー( 1/ 8 0 0)

(1 / 4 0 0)



第 三 章 保育ス ペ ー ス にお け る 1 年 間 の 保育室 の 構成 か らみ る

コ ー ナ
ー

の 設定 プ ロ セ ス

3- 1 は じめ に

3 - 5 牢- I:1･ま信 fT- 施設 を 射急 に E∃論をj些め る .

ノ 俣f
L

T 施設 で の1珪
'

(i:

研 究 に ぉ い て t 保f T 塞 の コーーナ.一長 詩鰍に 分析 した 研 究は な く ､

まず ､ ど の よ う な コ･
- ナ 一説定 OJ 繋-E =

y

i< が あ る の か を明 らか に す る

.ピ･ 要が あ るっ そ こ で ､ 本Iき̀-C
ILL告ま ､ 各中断の 1 年間 の コ ー

ナー設 定

を好 j L . 保育プ リ グ ラ ム と の 例撞か ら 子 ど も の 充 越 に 伴て) た 院 育

'

i の コーーナ-- i迂)E の)j 向性をr
lJpl {r) か に す る こ とを 臼 的と す る .

㌔

.弼杏 概要は表 2 - :ヰ に 示 す ｡

3- 2 保育室の † 日の 保育の流れ

保育室 の 1 i_】
の 保育のfポけ1 を図 4 に 'T ,- す c 幼稚園 と保育園 で 終

H の 供育時制 は真[3: る が . 午前 の 自由 保育 - 食事 ま で の 流れ は ほ

ぼ 同様 で あ る . 保育室■では い < つ もの コーナーが設定さ れ て~い る

机 一斉保育 .

食事 ･ 午睡 な tl の 除はi再鞄喝F,TT を 確保 す るた め に

コ･- ナL
-

を
一

帖 的 に 片 付 け る こ と もあ る .;

3- 3 保 育 にお け る コ
ー

ナ
ー

の 概要

i) コ
ー ナ - の 種類 と設定期間

保育室 に設定 され る コーナ - の 種類 は､ 遊 び の た め の コーナ-

生 活 の た めの コ- ナ - , 管児 の た め の コ - ナ一に 大き く 分け ら れ

る
., R

JI J

長期間に 関 し て ,

′
1:
.柄
や管理 の た め の コ ･- + - は l 年 を 通

L て 設)i: され て い る か . 遊 びの た め の コ-- ナーーは T- ど もの 遊 び に

(? わ せ て 設定さ れ る た め , 1 年 左 通 し て 設 定され る も の もあオ= ぎ､

1 F】や 1 週l
'

a ほ 短 い 用rFl だ け設定 され る も の もあ るっ

3) コ
ー

ナ
ー 設産 に影響 を与え る外的要 因

コ- ナ
-

は テ ど も の 遊び や 生 活 の た め に 設定 され て い る ｡ そ の

他 に コーーナーの 設定 され る 要レこl を外 的 宴 レ; は して 王 と め る と . モ

に , 同 の 保 育内 容 . 矧の
､

l
7

1 I(VL哨 戒 ､ 保 育 宅 の 平I(Tf lrj 態 な と に よ -

)

て コーーナーーの 超頓 や 設)との 仕 方が 影 轡 さi l る こ と が あ る｡

3- 4 保育室 にお け る 1 年間 の コ
ー

ナ
ー

設定

終年齢 の 保育室 につ い て コ
ー

ナ - 設定 の-
.I
-T-.間 の 大 きな 流 れ を

押 え る と ( 寅 4 ) , 各 保育 室 と も大 きな 流 れ は 似た よ う な 流 れ が

み ら れ る′
. そ の 大き な 流 れ を 以 卜に 示 す ,,

･ 1 r] の 段階で は . 新 し い 環境 に 頃才1 る こ と を 環視す る た め . コ ー

ナー- の 種類 や 扱が 多く な る6 重た t 始め の 頃 は 各 コ ー + - が波

立 して 設 定さj~L ､ コーナー内 で U:) 遊 びが 重 視さ れ る'

･

次 第 に 干 ど も の 遊TJ q )こW L
に よ-
_
) て

. 段数 の コ ー ナーに-I) な が E･.〕

か み ら謹1 るよ う に な る ｡ そ し て . 製作材料や製作道具 ･ ま ま ご

との 道 具な ど ､ 遊 具u ) 也軒 や 門が 充来す るよ･う に な る ,
,

･ 促 hp 基 が 一 体的 に 故 わil る よ う に な り ､
コ ､- チ-一以 外 の 均r l-rr を

Jムく と るよ う に な る ( M L包 . し) 帖I) .
.

年齢 よ る適 い と し て;
I
)( の F x

L

階 へ 移行 す る 時 期の 遠 い が あ る っ 3

歳し
L
l は 始め の 時期 は あ ま り コ ーナー設定を変え ず に至芸境に 昭1 1 る

こ と に配慮す る が . 5 歳ilL! は比 較 的 rP- い 時_
fgl か ら コ- ナ

ー の T ) 伝

か り や コ-- ナ1一以 外 の 場所 をJi lL < と る こ とが み られ る ｡

3-5 保 育プロ グ ラ ム に基 づ く コ ーナ
ー

の ね らい

コ.- ナ.一品)とに 関す る 保ff K. め ,Ei
'

: Jf哉を K .1 法 に よ -

) て 整理 L て .

傑 育計i薗とのrLLJ 旅を読 み 取 る こ とで ､ 保 育者は 保育計画 に 堪づt j

て コ ー ナ- 設 定 を 行
･

_
) て い ろ こ と を 咽 ちか 上 し た. ⊃

コ ーナーの ね

･:ノ I. ･ は;i F)
():) コ ーナーー設定 に て) I . ･~■･:- fll 否者 に ヒ-)

′

り ニ･ グし て . 読

博~l二
･
､

芦(j:Iこ論~丈:I.
二飯台 .

緋僻

み取- J てしユる ( 表 4 中 に ち 沖 う り つ ぶ 租 の コーナ- c r) ね ら い をカモ

す)
｡ 様 々 な ね ら い を 把促 し た が ､ そ れ ら を1く] 法 に よ-/' て 節理

し た も の を 図 5 の 左 に 示す リ
コ.- ナ1- の ね ら い と保 庁計山 の 関連

在1J
[

` え る と ､ 保育 斉は . まず ､ 年 間r
=

H- 軌と い J たf:2 m E
r

l勺な 計uill の

小 で コ
-

ナ･-- 設定 の 大童な 見通 し を 止て て お り ∴ 央際 の 丁･ ど もの

活 動 を.
反 映 した I引告j ･ 過r岩] の 保 育計画 に 益-r5 し- て コ ーナー0:) 配 置

や 設 え な ど の 詳細な 設 定を行 : )--i- い る仁

3- 6 ま とめ

保 育竃 で は ､ 俣 斤 計 画 に基 づ い て コーーナ-- 設)ii
'

が行 わJ t て お り .

コーーナ･ 一 段)Z
r

を起姻1
E

伽こ 変え て い く こ と で T ･ ど も の 発 達に 作 -

) た

空間づ く りが 行わ れ て い る こ と をrn らか とし た ｡

表 2 岩田査対 象施設 の 概要 ( 第 3 章)

L I

L
三 奇兵

-署市

3 遺 児クラス × 1 望 ( 与ゆ うリ つ ぶ組 : 2 O 人)

3 5 人 , たんF i
'

ぱ嘉.8 : 3 Jユ人)
5 歳i
F1
[. クラ ス X 2 雪 ( さ < ら蔓且 3 `l 人 . うめ柑 : 3 5 人)

0 認
三 重県 4 歳l

E]
L.

/
/ ラス X l 呈 ( さ< ら碁B 2 7 ^)

津市 5 J毘児 クラ ス X 1 空 ( ゆ リ皐月 : 8 人)

N 薗
三 宮具 晃年鮎 ( 3 ー5 歳iE ]L .)

/
} ラス × 2 三 ( ピノ キオ組 : 5 3 人 ､ トトロ孝且: 5 4 人)

鈴鹿市 5 歳L
JI
L. タ フ ス × l 宝 * 1 ( ラ イオン 鞘 : 3 8 人)

* 1 N 圏の 5 講児クフ ス Eよ辛血別保冒を了弓う日に5 炭児の書き昏と し~r 利用して い る 1

去 3 調 査概要 (窮 3 童)

こ L ,7言B)･査 J) 目的は. f7{管玉
L
･

7 1 コーーナ-- の設 えや I.串所｣ を 1 年間1 : 渡っ て把握 する
二.
i- で ある D 安■軒 . 隈育i ; にI嗣 1 つ て い る 全て J) 冠-Ft-

･ 遠 島 J) 宰寸
Jl, 崇7V
.
1Jl ー て , 撞か

～EーT
.
し■上る位 臣を早IBJ 国 に u7: 載し た.

､ そ ･7) 轡 ま . 柾目 l 回ごとにCf=育毛カ レ f 7
'

ウ トを

写禁絶 附 こよ∵J て a7
1妄丑し て 1 年間うJ ･ J ) 信青 息 J) レ イ ア ウトを稲 田L た､ J? j 5 , 幼 観官

L]

では ･S T7 や 官放み 1二あた るた L

Y
.j 調賓･空行っ~L-

I
.
J ない〉

この 疏査 u,
l

目的;三, 採清音/Ji 千-_
L
三もc,) 摺軸 をぎの ように捉 え てこ1 --)I- モ設定 して

I
. . る の か. また コ-･- ド- 設

'

LE
'

す る 泣 tTJ
L

罷点を把長する こ とで &, ち.′
幼稚し芭= b l匝】.I

_
)】園)

? は と~'
ー

リ >
.
I;J r= よ 1

,
i
. 粍名園 (T l 圃) でト壬:)

1

ン ケートに よ】_
1 保f7 者J ) 讃鼠.之把宛l ノ た,.

幼鞘 詞の
1A 全

備 胃盟の

土呂台

.
■ ー . L I .

■ー■L 甲 . ー . 甲 .

自白 梶育

l虫保盟Eri冨冒芋
僧 r逢蛋

号 科Iゝ

I +
昼食 ｢｢T｢ 右やつ I Li 長保 膏

一男伽
l

屯
空ヨ
lーl

n
午 睡 (y 自由保

q 一斉1ノ

胆q
■

胃

暴言 L幣
■

-l
'i 底

l■■l

地8 孟でEi 亡 荊中で 保育が終わ るEl ( 1 1 3 0 EB で1考査) もあるR また ､ 保 育現にお いて .

十 塵 は 3 ′ -
LI Su E jL が行 い ､ 5 品児11 その 間L1 自白 保育や一帯 保胃を行 う･ ただ し . 時

点 によ っ て 5 虚iEa もと一睡をrT うこ ともある 小

国 4 幼 稚園 ･ 保 育園 で の 主 な保 育 の;売れ

( コーナーの ね ら い)

遊び- 活動へ の 取り組 み
I t 旨帝石か ちの至i けTJ

' け 〔脇 7､§)

･ 遊び･ 請ij の坤 EJ 組みの託化

友望 との交流

･ 1束司看 fJ､ らの垂丁三か 丁 てW i与)

･ 友達 との 女i,11 の要
ノ
ヒ

子 どもの心括

･ 冨 ぢ右 さや~T 吉･ J- )一歩雰E r,
<
し什
こ)

甑で の生;売

- i 一宇･ 宝議の; /u
l

.

了 ども¢ 六っIii I rr 勤 q
'

･三
･

召唱 g) 遍 L) やすき･ コ ナ LD ji //
･ i) 申 ち~壬

･ むきやブさ

こ 寸･ i-
1 -

･ 半可者 L
T

)寺F Ei?-
:
a :L { ) 放資･

,

. t 苛Ff1 芸
= d
,
I
,

h

? ㌻工兵

(保 育計画)

ク豆当,q の 保育計 房

( 月笥- 』 『寸旨e; 計両)

長期の 保育計声

( 土 間藷煎計石)

ヱ
I

r■~心.･1
(
.保 百計房とは笥1宗門

仁 発i t して い る)

国 5 コ ーナーの ね ら い と保 育計画 の 関 係

2 2 7 -



博t
′
､

I
::†よ論:丈:･二枚 会

.

セij 概

蓑 4 ち ゅ うり っ ぶ 組 ( M 園 ･ 3 歳児) に み る保育室内 の 構成の 変化 ( S C A LE : 1 / 3 50 )

月 4 月 5 F] 6 月 7 月

保
育
垂
の

レ
イ

ア

ラ

ト

･cf
'

-

:

:
二

l ノ コ ノ

. クI- _I_
J

匝
ゝ ← ヰ ｢- r 汀 f f . = 戸 テ
v [

.: 喝 し⊥:■､
A ｣ ｣

テ ラ ス ●

>
t

#
f r 転≡-p

'

. を.

テラ ヮ.
● テ ラ ス ●

保
育

E】
に
よ

る
コ

I
ナ

J 5 t 皇 r} L . ,
T

+ 乃 ､
-
i~r克.い 二.= ろ /_I

:
.

こ 垣 リ鞍 せ し 亡 [} 立 至 g いた しミ L こ･ ノコ芦1J. イ 7 ワ ト 左記_-.
A

_
ろ Et / ど q, ぴ P 包

_
1 7t B 3 JI . 】ヾ a ･ 患 rこL :p < 7 ワ ト雪;=_

t ろ 亡 ｣′⊂ {J こ■.
,l ℡ つ rp_

,-L ナ′= め. ･.
トJ_
こ} 変 ぇ.T し i ) と ヲ と ち ,T

一
巻 ナの~LT.--事わ

】1 ろ丈 リ

ノー. ヱ √r L_
. 6
r
.
. ′1 /l ′ 7 F 画 策) 0)TB L u = と と¢ 亡 こ† J i一子～て1) L

T

,
' トT ,Y ′ 号 r. 毛 7

P ヘ} r 三:≡ - ｢
ー▼耳弓ゴる 云 リ大 全 < 旺 }

_
rJ い よ うlこ

1

/ ( い る し仝1 A . 千 レ イ 7 ウ ト 卓B え(L い ,

'

t 'L5 ` 子 く: ～( /1 / 有J 請 r > 屯 ≠ ､つ

･ 不安旦i乞 : / い 示 亡 ,T I ヤ 聖 二 一:.
'

二U7 ､ こ 地 c) ‡ち 8 r1 る J: うJ2 u い q 叫~∈立正 と泣 こ I_
うlこr A ⊃7

L

_ た
8 > ス ペースモ少 ⊂ らtT..pL

. 1一.. 落
ち I 達

し
h す 2 1 て 言)

罰 L- 設 定 し た ! 三 三 二J 二 I { もF J.し. 仰い
′

貫 T)■Ti ゃ や T 1ウ しだll JZ; く した ほ 麦 二ピー
1f 革 L T 毛

1

T: . 三1 七) L 芋/
'
7 , / 1 ち D < 遵 ∧p~

1
い 6 i I 軒 並 乍f1 挙が 今/_

. ーる ,こ う.こ ソ T=

一手也 7
り

.
く
S

_
領 ｢ r 迎.1.

r I , A

_._
l

せ Tl 仝1 ■♭フ 三 Jt ○

.
洗T 済bヽ与勺 しJ= i よ p 笥 1p

L

_
BUl- 昏 こ1 :二Li E} b1 / u 丁 む .: i_

1 T- ¢〉.
L1 さみ やJa 土e ( 全f =一正全. 召 q Tk 7)-S

LY / 更 巧)

荒 二 r一博
L1- 丑 今

′

-) ご仁 免ia二. 1 I い てj* A を I や L , 亡 〔賢一乍
.
A/a t) U 7 屯 E} W . r E- ,7 y) ･

}
～
lイ
｣

■

1 T 2し
､ r)- が亨

仁

一ろ で L
r r =_ ヒ T

ノ せJIFfl L ' T 4l ま つ

■■ ■ . TE /_ .-
′ 一途 々 ■こL? E 7f ス t 7j ミナニー方

r
<
恵一p

.て 寸■らt- う E: t
n
つ とr = め, 皇 た 朋 L= n

r

つ た EJ 三 三.= と
. チL: 7J ､て. L.ワr ′悪 E ､ B ' n.

♭ T

事斤L) 抵壱E L い て コーナーをモーつ た r_
書た.) E =

^
T
.皮) L'7】 m l リF E み / u TTl) 二 カーQ〉jda L = で 卓与4k.正方阜の屯み ホ モ少 し出 し丘 r(A + +

p 8 0 ) つ き ヤ ー い 入
l) 口 付L= f f つ た u ^ LJー≡ . 訊 芳一戸 I)

′ 硯L W / 連J)
. b T . ; ) } ー: 七- 3 t h 'P n L) 用 3_

. / 厨子TF〕

I
の

ね
ら
い

･

/Q 石
J= 岩こf :二 r J i} q 1 人. て

ミ

J
A:. } f = J T. 事C

こ も あ る /] L さ j7 7 ロ ッ ク を 温 い ･ い 1 r L 亙li 適u t q J 案 ヨ モ1う つ て もらt ､ Jt u7 t iff コ-
て いr

.
;

.:-J コ-/ クー蓋 t5 L
lプ3 iJ q l ) し. 最 Tr:I ナ- にiE い 4 席 に什つ た ( 班.キム J 孟tI .

ウ

〕n J) 柁 J ..
.

W 待)

T

_
■`

- .

..
Y ･ ≡があ も ⊂ 見ちl t T =G ) 怒ろlこ空 P 布 く . 前Ⅱ毛広く と ーLiB

た 一三 二
P
.-- 1 雛 RZ L) lA み

′

局
i
‡) JE B f 1 = し た (同 相- m - 軍全 .

′

B E D

_
酌 菅 ⊆ L,T 血 F I J

･ ナ チ.
7

.J J
､.1 萱V , ,( q 薄t T /i >.よ

÷ こ 丁 るr = の.
E= シ カ- e 各軸しn: ( l l_

1

_.
7? 二 ･ 石材メ_

S

_
l〒う

,
Tp
<- ス E.

E E L .:f T る た 0. 甘食 沸 しl= tl 〇 フ
- t7 守 一 安 全.

({ 苛 石 L T
■

だ f a J i L L
= 馬主三 / 皇 ^ i.の竺れう

月 9 月 ー0 月 1 一月 l 2 月

保
育
重
の

レ

イ
ア

ウ
ト

臥---一週★-一触 苫,

-
竺球 筆
1
F亨軒≒
-

r

i
b -

-I. ラ ス
-

r圭ニ臣
u

%F& " __E M .
L

-

.≡
-
L ｣ ⊥

= = ~

A
-

子 チ プ.
■

l
卜二".
由

′

]
さ = r菅 亘 苛

･

こ . .
g

I

.萱
L.

-

.
=

)

!
L

.

テ ラス
ー

描

:
<

■

-.≡
:‥

消

】
巨

: :こ

テ ラ ス
■

煤
育
香
に

よ

･ テ と dJ と ぅ ～1 1T a 呑㌻JI G L J 刑-{J急t - I t . r ぎた u7 て レ イ 7 ウ トe 正 1 た ･
1

- 口 月■声 盟 <この-
5 El~E 外 ヘ k > J■._

(7 <‥こ J_
q きO ､ : ー た の ･ t-

.: J 7 を 允 ぺ る 唱 軒 と 与 ん ,
'

tl 7j1 + よ i t1 坊 ミ定義石勺. J
.
h 1

.I.
t
T
, T = T三A■( J n 7 = か 1) E W.▲ま冒転セ 1 < 堵 再~.T

J ? らi ? . 二

(
/

{ t五 . 干∠
l √

}
t 7
l

"
､t■rL/ 言 古. >3 r S { . マ-V ･.

.._
､p

- -
I

. てt- .石 .■全止 = 印字 J 5
;
聖ざ≦L '=p ,T! ～-L) E = ーh , ら 肘 け や T Ll. L , ○ う 亡 んE=Ji え た . 孟 夏 こと =

･ 槙: .) 芥 亡 堤 ⊇ モ;守,T- i i J t 争 フ と ,亡 め. ti み 方 の済
( 噌 EE L= L , I t ( j- 二.二 t

/ 琵 C : ･ lユみ 7k と J / = な が L.
] を ナ U ル し. r こ の 御 e & 争 レで い 出5h l ..■た 事:

.

･
, a l一

;

: y 7 Lノ 和 み.
′

ぎーf E7 1 L 外 へ
ご
f どイJ こ qtI毛T l

{

( 向 11 . t い !- い う こ とL = 弓 ミ 1 1
l

. た た : 育

.
誘 こ ナ =

)-= t hJ: h E} 曜′ - M F∃二.
･ 些 追 蔓.書 い~r 軌lp[ 題 .: I

/
L
l

_
.~r t .ち う ,T :J a r =. 圭 一ゴC j+ つ て 8 亡

.

_
引(

'
J一子 (含1 て一軍戸) ･ f

J

i J J 並
-

J e u
-
] 和 /tL 包 れ せ て 並 ん f-i ;)_

い
:
J ′L .r i 領E

'

】 乞-)
～
]
ー
,■. i.T古/ て享r ? l

7

, T
, L O T/7 ) ･ 干 L

J.F_
､ r = tp L

L ぎ 雪 C / q =

.
ケ.
/
1 クー 乃七T ■ 子.

'

y
言 方.I-

!
J 1 うl二. E= ツ i-.

ーJJ_
普 ,:1 二 と f, F T 1∃ン て l1. /i> (三 三 ご｣J = 活1b 耳.E7 L }

る
コ
p チ (! {> が T

,L- こfi . i う .こ う T二 子 ど b 6P B ーuこ合わ せ て g q や3J A 毛TI い A- 0) R I t 執 し た 【r 1 ノ{7- ▲ ℡ 甘L ー1一I . 範さ長のj5 稽 ED / F : ; .7 )

た ｢ 忘l T ? T と ' , I , こ､
'

T

.
r L F 7 J JA りty'プ さ) リ.♪1 三: . ･ 望 ≡ '1 4 空 包 ) た 滋f} {= し r い

～

そT L 色 充 宗 主■JJ r ,トL I /-
n l! T1 <〔 L ,5 , L 9 TJてた ヨ 汁L 7, l1 見7

_
ぺ- El て ゃ か . 5 1L) lニ ス ペース e 広く して い と3u-ノ r = .7_

て 軒fq { J r や L ' 亡
. TT3
4
作 ⊂ ゝ≧1

l
) 1
T

,
. t7 L) 碓1

ふ

ナ

∩
の

ele) 中か一区で き る ,L 5 L = し た (広 T 1.
≡ b 泣. l

J
.旦ト■こ y.

E; 小 せ = ＼ ･ 更
ノ

ヒヽ

- E)
′

'iJ. -L, 塗 市 子:三マl こ.
ー
L-l T T 忘 L , て 入 口 e E j I した .

_
1モ不 二

: さ払 丁n .) - 1一 三ー
. て L 1-: ーL7 lこ乍 _T i 竜rd ∠: ♂ 又J= ー_

.千 (

_
r

も が 気 l= r

r
L h

'

, i

ね

ら
い

a . { y. ⊆k 巧) < T1 ｢ J仁 た中 位a i そ8 勤 した ( ヒ7 ノー了と t ｢の. L
.

-
Lう

ー
きL 7 E■ノ.T し ,?

(

治 よ L) 乙 』 l

..
こー ぐl

_
もf } る G .

▲

l こ

.
FI Q ) つ 書 やすい ^

E) 血 亡持 つ て t た (せ
二
歩カートl2研み 木計tI の邪並l= 在 れ1王_

子 ど も た ち

タ ii うL= 罰 に捗 血レ T L
L る) ( l三X.. h ㍍. T

; 邑ト
', T h = ハ ) 1 t

_.
,

1 7 ‥葛 与書 Z
t
や 下~三l

月 一月 2 月 3 月 ちゆ ) I) -,
J ぶ氏につ い て

ち u . ラリ つ ぶ 掛,. 元醗且璽 を保 育塁に 廿[声し
て い るた 53 ､ I. 成 児

一

〇 意1 空保 肖二≡と
r
'

j t 中 三 由

コ 百形モ≦iは異な フ てい る .

コーナーの h らい
駕官 省 ヘ の見識諾否 由令r T から17 . , た コ ナ

の >王ら い モ モれ ぞ書.｣ の ｣- )-- B El に分けて 歪
述

l

J r< , 辞 背 苛の蛋邑の ⊂りこは t= ア / 1 5 u >L
刀 fT ど j ナ ふ 外

'J-要具 rこ良汀 る] ユ I> い
もあ ) /T = ので . 同竜に喜己▲毛して いる . それ ら0)

良-h の 軍旦 に つ い て は 7 ノ ダ ライ ン で示 し
てL L る .

ね ら い に丈1 丁 る男
L
,t 的な己冒市政 1p ふ大 7 で志

去己した . また ｣- J - のね らい. 設】ご7 .
:

法 は;欠

空でFy+ L , く
L

/ 沖 ト>
7 '

る .

貢完E
)
上のt E 普

良
g

El
の

レ

イ
ア

ウ

ト

国

F
'

■ テ ろ Il l

_
写土塁壷豊

テラヮ.
ー

日
育

- 1i
t
ら:- t T} 尽JT 1 ,?

1

ii- ＼ ユr { ,
'

1 い

_
亡Jニ~_.

入 E)¢ 顔 せtI でtt Lq つ て い た 1 壬f f_
,･ ヂ =l =lP

,
T- I.

n

'

j l ｣ - ) - ⊂i Q_
ニ7
L

卓 こq . 乍 貞少L. r 二 ^L
L

し .: ≡J1 !コ い ろ ト ち′,てf v 事 E ,) ～) 串r1 勺is い T : め
.
レ イ ブ ウ T .

† ー∵

EZ E

り T = L

,L
7

_
Lb D , した 机L 1そ 0} ま王 に して しヽろ (- 貢 三 こ .J :

王 か.
.n ;1 甘 み■買 . こノ

El m
コーナーu) 場所は声,モ つ

: 7 て衰;己した = 苛 :｣

全う ｣ - ) - は
J

ig
.

の 正 さによ っ て そ刀 違い そ

云 して
'

v

.

. る 芸 た
LB み 7R コ ナ- と * プン

者
に

よ

申でd . l T の シール手留れ る よ うf= し た (主= 迎 ⊇j 盟且L-
-

pF 左
! .

･ 1 1 二 三 遭 コ とiA ` L コ .9
T

J/1 買連 ミそ号 コ r 赦 し
, Tp_
T P

_
LT. て e5武 士 L: し た

て i ょ .J ニー′
lミh T .i r i) 叱 キ

.
貝} ーj

-/
I

- E=p
r
) た! ,

_
ly ;子 さこ-. 弓rJ 三 一丁､ Pl :一等≒Lニ し こ≡Lp S 三 に立 つ

r = L. J
Y

_
i

_
特 に コーナーとして規定 して い 伝 い

.p一三羊- ,三11
コーナ ほ コーナーの覇 EJ JL

L

,
1
l i-J きリ しない

たカ ノモ 包まてEj 1 て い る .

る ･ 弓l 戸J : ー I =- L
レ ‡

.ち
-

j I L .< J> '与FZ-=/ J い (,二.yT､
引 書出L J ¢ 代 b LJ l = b . = l = 入 ーL

く F J L; C u 呆. E= 1七) コ-- ナ- の毛符J; L 【 ー で呑; I
_
LLた ;

:コ T 1 庄 山- ろ よ うL= し亡 [ ,1.
主

.■
亡- tu t,王p T T t) / ノI-

'

'J
L)- p 1 ≡■: -

L
云～ 仁 貢 し土 し

i

_ 戸 う三 司
F- ÷■i 外 vL. ∋■左. B 車 力- L

L L ILJ
｣ - ノーの托 らL■.f よ又 の 珪 に L

'

) ノj で

I
･ ユ

{
]
■p. /_
7:A/_

.
`

5 { l T-/:
I

: 1∃ く コ て ら .㌻ チl 二, t . ノ / 二t 'J て I g L& 研 せ確保 した 作 コーナーC)7n = ZI しヽて 現 T 巳 め も よ うl= L , T t ヽる (珪石
～: r) コ ナ 乞ーE-し て い るのか亨: 蛋;≡L ' た_ 侯

ナ

I
` S r 1～. i_

l J〇仁 h
L) ～: .;一 打

,-I ; L-/T_
三宅C) b i) } h.

L L E L ,:t_
,

を｣-i.i
.
r = 7f ;
i

の

ね
･ 重 婚 コ こi毛ZLh-, 冒 しJ 上 ノ

,

-1l_
■て t-.

i) コ
J

/) て 手 蔓34 ｢ る こ う∴ ⊂ 入 口声

くt けB t =F1 くJB j * `こ埠車や 卓L I い た 亡
! 皇王- f o r- 1 7t

l
一
, ∫

,1:J
L

.
:PF T-

て

:-
供 出 L

ユ
Pl ■L t L r) .㌔_

.
′Tl { T

it 土-=-1.や 丁 j
E■:

ら･ T.
二1G 生 L

｢
= : L

T

/.
請

.
テ ラ; ?

...
t3 つ

ご

ホ.
t
フ

.~E. r も :-- c も ∴ 七. 乙1 + 主 リ 1
■

い ～J, t = 7 ノ 毛 入 口 C n= 持 つ T ま た ′L
J

7 ノ こ 子 L.■l
コ ′ JJ 皐;ち コ ナ- のL コJ-) い < , :

:一 書 子 守
7 n1 1J; ;

空
'

pB した
ニ

_
5 2

ー2 2 8



第 四 享 保育ス ペ ー ス に お け る 遊 びの 場面 か らみ る コ -

ナ
ー

の

専用 . 兼 用 性に影響を与え る 要 因

4- 1 は じめ に

:3 章で は , 保h' .汁由 に 基づ い て コ-- ナ1- ,I
'

:1
'

J2 が 定期rl勺に変 え J >

れ て い る こ 上 長l】†1 {J か とし て きた ｡ 特 に . r
･

ど もの 遊 び の 変 化に

伴っ て コ- ナ ー設定 を変え る こ とが 多( . コ ーナー を設定す る 上

で 子 ど も0 )i填び//, との よ う に 変わ っ■てしゝく の か をj-JT え る必 要が あ

ら .ニ そ こ で . 木卓 で は 子 ご もの 遊び に 任 点 -

+

i

_
T
･

あて て . 様 々 な 利 用

喝 面を 通 し て 1
■

- ど も の 遊 び に 伴 r) コ--~トーの 他わ れ 方 を明 ら か に

す る こ と 走E] 的 と す る ｡

本 革の 凋 禿概要 をIJ毒5 - 6 に 示す ,
,

4- 2 保育室
･

テ ラ ス にお け る 遊び 行為の 分 類

白[fl 槌育中■-L
;

は 約を し ま う ､ 靴 を層き ぜえ る ､ 着替え る な ど遊

び 以 外の 行為も み ら れ る T 本類 で は 子 ど もの 遊(J( に 伴う コ ー

ナ
ー

の 使わ れ ]j をIIJ] ら か に す るた め ､ こ れ ち の 遊 び とはLgiA 掩関 連し

な い 行為 は 分析 対 象外 と し た u 全飼 査 定 合計する と ､ 自 由保 育Lい

に み ら れ た遊 び 行為は 9 3 3 2 f T 為で あ り ､ 全体の 8 O % に あ た る ｡

そj 1 ら の 遊 び 行為 を 1 1 鍾筆削･二分煩 した (義 7 を参 .

a
.珪) ｡

4- 3 遊 び 行為 の 割合 からみ る コ -

ナ
ー の 専用 性 と兼用性

保 育 室 には コ ーナ - だ け で は な く コ ーナ -

以 外 に 広 く空 け ら れ

た 鳩 F
17f ち あ る ( 2- 2 参P .弓) ,

J そ れ ら の 場 所 左 含め て . 各i .[臥査 R の

俣fTl 窒 の 遊びi T 為 詔泊 7:y コ - ナ - ･

喝 i
17f 別 に読 み 取 っ た ( 表 7 ) ｡

行為割台 から コ-- ナ-- の 催わ れ )j を出 え る と , 専 用 的 な 蛙わ れ カ

と庶m 的な 使わa.l 方 が あ る こ とが 分 か るc ■こl]L rf] 的/j:使 われ 方と は ､

衰 7 中の 製作 コ ー ナ ー の よ う に ､ あ る特 定の 遊 び 行為ヰ垂が 際 立 っ

て よ く 行わ 汁
T

LT い るi)こ感で あ る ( あ る遊 び 行 為が コ ーナー ･

場 所

に お け る 行為剖F今の 6 O % 以 上 占め る 場(=7 と した) ゥ )立村 に ､ 兼用

的な 使わ れ /J- と は . 議 7 LTJ の ま ま ご と コ･一ナL- の よ う1･こ､ い ろ い

ろ な 遊び 行為fj
'

; 同寺剥 こ行 わ れ て い る 状逸 で あ る .,

4- 4 年齢別 の 子 ど もの 選び行為の 分布

調 査t= 柑｣ の 保育室 ･ テ ラ ス で の 遊 び 行為 の 分/t]' を ,1( し . 子 ど も

の 遊 び 方J_
) 時周別 の 変 化 を 据え ろ ( 蓑 8 ) ゥ

1) コ
- ナ ー . 場所 の 使わ れ 方 ( 専用

一

兼用 性)

各保 庁 毒 の コーーナーー
･ 場 所の 使わ れ 方を捉え る と . コーーナ.

:

L
7

は L 基本l
'

】勺に は 専Ff]F】勺な使 わ れ カ が さ れ る こ とが 多 く ､ 年 齢別 の

適 い もあ まり み ら れ なL 】 ｡ これ にk LJ し . コ ーナー以外 の 場 所で は ､

〕圧Jl] 的 な 使わオl 方が さ れ る こ とが 多く ､ 特 に 3 - 4 歳 児 にそ 0) 傾

向が 強い ｡
つ ま り . 終コ ー ナ- が 特定0) 遊 び 槻 所 と し て使わ れ て

_
･L>
.
5 り ､

コ--1)-1一以 外o 1 場 所で は様 々 な 遊びか行わil て い る L.

た だ L ,
9 月 あ た り で は コ

･- ナ-- が 専用 的に 掩わ れ る こ とが 多

い が , 時期に 作 7 て . 兼用 閃に 悼わ れ る こ と もみ られ るよ
=
) にな

る c こ 0:) 憤｢川ま､ 【王 吏 ご と コ ー

ナ
ー 】 や 【絵 本 コ

ー

ナ
- 】 な ど .

常 に 設 定され て( 1 る コ ーナーに み ら れ ,
コーナーの 設 定期間が 島

い ほ ど 干 どt , た ち!/まい ろ い ろな 遊 び を 行う よ う に な る と い え る c

2) 遊 び 行為 の 分 布 の 広が り

大 きな 特徴 と
I

L て ､ 9 H G ' た り 始 め は コーーナ-- を■トい 二遊 び

か)j
･ 布 し て い る/]■- . ;欠前 に コ-- ナ-

-

以 外 の 埼 所 へ のクナ/-/TT がJlこが
-

)

て い < こ とが 挙げ られ る c 特 に . ･4 ､ ;

r

) 鼓]) Ll の 扶育壬■-L
=J【ま比 較的

r
P･ いI堵 捌か ら コ ーナー以外 の 場所 へ 遊 び行為u_

j 分 村が 広 がT-,-てい

る ｡ 3 歳
I
,

l
1 は チ〉･- - l 二 L] で は 上土 - :I; 読

I
,

r
l に 比 べ ると コー ナー- !･= i旋

稗一卜j二[1 論文:I:こ桔会 ･

t
lJ] 経

び行 為 か 分 hrす る こ とが 多 く ､
1 - 3 月 に か け て は コ ーナー以外

の 場 所 へ も遊 び 行為の 分 布が よく み られ る よ う に な っ て い る ｡

コー- ナーー以 外の 場 所 に 昔 日 し て み る と . 特 に 分 布か み LL) れ る

喝 所 は ｣
'

･ .どもた ち が 大型 の 積 み木 や つ い た て で つ < っ た場 所 が 多

い .
こ の よ う な均 凧ま. 新た に 干 ど もた ち日々が つ く っ た コ･- +

-

で あ り . 遊び に 合わ せ て相 所の 設 え を白 仙 に 変え て L , ら (可_
変的)

また ､ 干 ど もた ち が場所 を つ く りか え る こ と は ま 王 ごと コーナー

で も比 較的 よく み ら11 て い る { こ の 槻 所 づく り と い う 観点か ら 捉

え る と . 時期 に 伴 っ て ､ コ-- ナ1- I
)
｣ で 遊ぶ と い う 固定的 な使わ れ

) )l か ら ､ コー
- ナ-一以 外 の 場 所 で-J

'

- ど もた ち が糾 しく コ-- ナ - を つ

く る よ う な nT 変杓な 植わ れ 方が み られ る よ う にな る と い え る ｡

4- 5 コ
ー

ナ
ー

の 専用 ･ 兼用性 の 要 因

コ ー ナ ー

は 基 本的 に は l.
I:L 用 的 に 掩わ れ る こ と が 多 いc しか し ､

子 ど も の 遊びの 状況 に よ-) て〕LF 用 的 に 掩わ れ る こ と も み られ てさ5

り ,
こ の コ-- ナ ･- が 兼用化さ れ る要P] を 子ど も の 遊 び の 状 況 を詳

細 に
4

u
?
,;z み 脈 っ た ,

,
こ の 兼用 化さJ t る 要因 を 整理 す る と . j

=

_
に r コ--

ナ-- の 設 え】 や ｢設)主用 間J と い う 物 的晋因 と ｢ 保育芹の 存 在｣

や l 少 グ ル- プ の 利rf] ｣ とL ) う 人的要 因 が あ る ｡ こ の 内､
コ ー

ナ- の 設 え に つ い て 述 べ る と ､ コーナ
ー

の 同 園 が 囲 わ れ て い な い

こ と や 床 畑で あ る こ と によ っ て 様 々 な 遊 び が 行わ れ やす い 傾l恥 こ

あ る .,

4 ･6 ま とめ

以 上 ､ 遊び 行 為 の 剖.! I や 分布に よ っ て コ1- + - の 使わ れ)j の 特

徴 ､ 干 ど もの 遊 び の 時期的な焚化 を貯え て きた ｡ 子 ど もの 遊 びi-ま ､

コ ーナー中心 の 遊 び か ら次第 に コーナー以外 の 域 所 へ 遊び が 広が

る こ と ､ 重た ､ 各コ - ナーをこらモ用 的に使 われ る こ とか ら次第にヨ在

用 的に 使われ る よ う に な る こ と が大 き な 傾向と し て み られ る ｡

表 5 調 査対 象施 設 の概要 (第 4 - 5 章)

国 l
こ
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M 圃
≡雪具

てチ7ヨ
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5 歳児クラ ス × 2 宇 ( ラめ柑 : 3 5 人)

T 乱
三■聖具
声 r1

3 i T
I

R 児 /} ラス :( l 重 ( うさぎ組 : l 6 人)

裏 6 調 査概要 (第 4 - 5 章)
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1 日LJ-j へ- スで ip刃滋 tT.

･ 行･/' て113
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A
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∫ 一

l
･
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表 7 コ - ナー ･ 場所 別 の 遊び 行為割合 ( う さぎ組 3 月)
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表 8 保育室 の 遊び 行 為 の 分 布

う さ ぎ組 ( T 園 3 歳 児) た ん ぽぼ組 ( M 園 4 歳 児)
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第 五 享 保育ス ペ ー ス にお け る子 と も の 遊び 活動 の 展蘭

5-1 は じめ に

箭-
;

t 串で は ､ 各 コ
ー

ナー- で ど の よ う な遊 び が み らj T る か を 加

え て ､ T
･

ど も の 遊 び と コ･
-

ナ.- の 設 え の 関 わ り を読 み 般 っ て き

た9 干 ど もは 各 コL- ナ1- を 自 由 に 選択 し て様 々 な遊 び 'L_
> 行-/ C し1

る が . こ れ ら の 1 ∵) 1 つ 0 ) 遊び が関連す る こ と で遊 び が多様 に 広

が っ て い く こ とが み られ るc そ こ で ､ 本草 で は ､ こ の 遊 び の 多様

な 広 が り に 着 日し て . 1 J＼ 1 八の 遊び 活 動 を詳細 に 読 み取 る こ と

で
. 遊び括 軌の 展開 を明 らか にす る こ と を 目的 とす る ｡

本章の 分析 は 第 ,1 亭で の 銅盤 で 得 られ た デ ー タ を基に 行 う｡

5- 2 遊び活動の類型化

2 ,5 分お き の ビ デ オ随零 調査 ( 表 5 - 6 ) か ら .
2 J'

'

* お き の

場 面 の つ な が り を 読み 取 る こ と に よ っ て , 子 ど も の 遊び 活 動 を

掴Lu し た ( 図6 ) i. 2 園4 保育室 で 4 4 0 人 の 干 ど も
･

保育者か ら

1 4 8 3 の 活 動 を 得 る こ とが で き ､ 概算 す る と自 由 保育 中に l 人あ

た り 3 . 4 U ) 活 動 を 行
-

) て い る こ と にな る
｡ 遊び 活 動 の 平 均時間は

3 歳児 で は 1 /I .6 分 ､

,l 歳児で は 1 6 .9
/
/J ､ 5 歳 児 で は I 6 .2 分で

あ り ,
3 歳 児 の 活 動 時 制 は や や 短 い 傾｢(J] に あ る (,F( 略) ｡

抽出 し た遊び 情動を , 持続 型 ･ 複合型 ･ 兼敏型の 3 タ イ プ に 類

型化 を行 っ た o な お ､ 宿勤 時 間が 短 い 5 分 未満 の 活 動でiま遊び の

展開 してしゝく こ と は ほ と ん ど み られ な い た め に . 分析対象 は 5 JJI

以 上 の 8 2 ′1 のぎ古市わと した ｡

5- 3 類 型 化 した遊 び 活動の特徴

3 タ イ プ に 類型(i: し た遊 び 暗 動 につ い て ､ 年 齢 ･ 遊び の 種類 ･

活動場 所 ･ 活動時間 の -l つ の 指 標で 特徴 を読 み 取 っ た .

こ こ で は 年齢 に よ る特徴 に つ い て 述 べ る ｡ 責 9 に 保育董 別の 各

タ イ プの 活 動 数 在示 す ｡ -i- ども の 成 艮 と 共 に . い ろ い ろな 遊びを

同帖に行う複合型 のili(~動 は あ 去 りみ られ な く な り ､ 1 つ の 遊 7J Eこ

集中し て 遊ぶ 持続型 0) 繕 劾 ､ 遊 び を 瓜 ナて い く 発 展 型の 晴 動 か み

られ や す < な る こ とが ､ 大き な 矧看J と して み られ る.

還
'

J
t

蟻勤 J .' S
r

f lJ化
･ 持続 : ある 上 つ の荘ひ たもT き行 う もの
･

.‡空合 : 手襲i
F
/ v7 見なる 握

-

J ∴引司時 に 行う もの
･

発展 : 甜S( J j 掠 J を間控~さ 音 て臆 コを広け て い ( ち L!J)

｣ 類
~
魚雷
~~~~~~
扇

･ - H
.
.
. : I? 川 .…㌻三き呈;喜…湖

l~:::;書: l( : ; A:エ郎 - ; ニl;:
■

. .
.

■
什

■

;捕 :≡朋矧
図6 遊 び.

;吉勤の 抽出例 ( あ る 女 の 子 の 自由保育中 の 活 動)

表 9 活動時 間 が 5 分 以 上 の 遊び活動の展開タ イ プ (全保育室)
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省議軌の 活削諏に つ い て . 持続
71
9 の 京助~r 【:土司の 大きさ̀ ご ､ 亀今を

■
･ 発貢7

T

iJ の活 動でE .t 緯の太 Li で 示す.

(持続型 の 活動) (複合型 の 活動)

5- 4 子 ど もの 遊び 着動の 展開

こ こ で は ､ 持 続型 ･ 複合型 ･ 発出 型 の 3 T ) の 遊 び活動の 展開 を

冴 え る こ と で . そ れ ぞれ の 活 動 が どの よ う に つ な が っ て い く か を

;T/
'

L
;
み 放 る . 主な 特徴 を以 下に 王 とめ る ,

, 持続型 の 宙 執 で は 製作遊

びや 課 題遊び､ 遅 効 遊び が よ < み られ る o また .
二 の 活 動 で の そ

れ ぞ れ の 揃 数 時間 を手巴才星す る と ､ 製作遊び や 課 題遊 び は 3( りJ 以

L も の 長 矧告] 硬く こ とが み ら れ る こ と もあ る. 複 合型 o) 活 動で ほ

複数 のiS = び を同 時 に 行う も の で あ るが ､ 様々 な遊 び の 組み 合 わ せ

か み られ てJf j り . 子 ど も の に よ っ て 虚7
'

J
( の 組 み 合わ せ 方は 多様で

あ る .

,
､ こ れ に 射 し . 遊 び を丘1 f て L･ 1 ( 発展 型 の 活 動は . 製作 遊び

や 造 形遊 びの r も の つ くり に 関 係し た遊 び か ら の 発展
_
, と桶 築遊

び の ｢場 所づ < りか ら の 発展l の パ
1

7-- ン が あ る こ と が み られ る ∪

以_
l二の よ う に ､ 個 人 が 自l:fl に 活 動が 展 開す る場合は様 々 な 遊

び の つ な が りが み られ る こ と が 大きな 特徴 で あり ､ テ ど もに よ っ

て そ れ ぞ れ 主 要 な 活動が 晃 丘Ij-てい る ｡ そ の 中で ､ 様 々な 子 と も

の 展 開か ある 叶で も ､ 遊び が 発 展 して い ( 均台で は 主 に 2 つ の / (

チ-- ン の 発展 のJ[
=
i が あ る こ と を 見し｣ だ した c

51 5 遊び 活動の 展開 に お け る活動場所 の 広が リ

iE
:

び 清勤の 展 開 は 前節で 明 らかE･= し た が . 遊び 暗動 が展開 す る

中 て 活 動 均所の ひ ろ が り に つ い て も押 えた 9 3 タ イ プ の 活 動 に つ

い て
. そ れ ぞれ 点的 ･ 線的 ･

面的 と い う 3 つ の 喝所 の 旺い 方 に 分

tl て ili! え た ｡ 1p:1i亀右型 の は 動 で は l つ の IJR 所で 違ぶ こ と が多 く . 複

致 の 鳩I
l

rr を使 っ て も ｢ コ---_
トー+ コ1-- .卜- 以 外の 場 所l の 組 み 合

わ せ か 多 いり こ れ に 対 し て . 楕 白型や 発 展 型 の 活 動 で は ､ 1 つ の

場 所で 遊ぶ よ りミま ､ 複数の 均 所 を使 っ て遊 ぶ こ とが よ < み られ る ｡

こ れ ら の 宿動 で は ､ 特 に T コ ーナ
ー

か ら コ
ー

ナ
ー

へ ｣ 移動 し て 遊

ぶ こ と も多 く . ;5 1 コ ーナ - を 捷t-一分け て 遊 ん で い る o

5-6 ま とめ

【 人 l 人の 遊 び 括淘 を▲洋細に 読 み と る こ とで . 個 人の 自 由 な 捕

釣 の 展 開 に /:うけ る韓徴 をH月ら か とし た u (- ども に よ- ) て 様 々 な 辞

軌 o:; Cf,l 階が み ら れ 多様な遁 7LJ( の つ な が り が み ら れ る｡ 中 で も製

f.F 遁 1 L
'

や 描築遊 び1ま . 他 の 遊7
'

J
( と

I

) な か F) やす く16
= ぴ で あ る

c
王

た ､ 1
I

) 0:) 遊 び だ け の 活 動 (]寺績#i
r
い よ r) も､ 皐日数 の 遊 び を 行 う

i.ち･ 朔 ( 緯f†ii9 ･ 発展型) の ) i/j̀ L い ろし J ろ な 将irr に｣i .
'

が っ て 崖/l_
■で い る..

(発展型 の 活動)

図 7 遊 び着動の 展 開

図 8 た ん ぽぼ組 ( M 園 ･

4 歳 児) の 遊 び 着 勤の 活動場所

遼び 活動 にお ける活 動等所【よ l つ の
.

iS 所れ 挽粒 の 宅所 を使う か に よ っ て .

以下のよう に分け た ,

･ 貞印 : ある■つL7) 場所 に留 吉っ て逝 ひ を守一うもの
･ 締約 : 視
_
漁 の積所 を伝 っ て出 びを寺7 うもの

･

1百的 : 特jミの長所 に留 まらデに勤 卓回っ て重宝びを 行う もの

凡例 rl
- 活動数

o o O O
-

･
- ■ - ■ -

【場所の 鼓陀】

封■禦作 コーナ- まJ ままご と コーナ
抗 : 折 L) 砿 コ- ナ- こ : ご っ こ コ- ナー
碩 : 楓み与勿コーナー 最 : 家 コーナー
枯1 粘土 コーナー 絵■監本 コーナー
プ1 ブロ ック コーナー 音1 盲蛮 コーナー

旦 Q
ゲ : ゲーム コーナー
誘 : 害実見e コーナ-
他 : そ の 他の場 所

チ : テ ラス の その他 の L芸所

2 3 1
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第 6 章 学 習 ス ペ
ー

ス に お ける 学 習活動の 空 間設 定 に伴 う 教室内

コ
-

ナ
ー

の 有効性

6-1 は じ め に

顎 5 軒 ∈は . 他 人の Fl 由 な 荊 勤 の 展 開の 特徴 を 示 し て き た o 第

(i 串 で は . プIコ ケラ ム F で の 集 同の 活動0 つ展 開 に 伴う コ ー ナ ー の

箆わtL 方 を 押え て い く た め に ､ 小学 校 の 搾 慧 中 の 活 動 に着 日 し て

い く . 本市u-) Fl 的は . 学 習活 別 の お け る コ - ナ - の 利jT] 持株 を 明

ら か とす る こ と ､ プロ グ ラ ム の あ る放 出 桝 言動が 展開 し て い く 際

の 縞 勤 の つ な が り を【明ら か と す る こ と で あ る ｡

調 査 吸蟹 を 表 1 () へ ｣ l に 示す .

6-2 学習活動の 頬型 化 と空間設定

l) 学 習活動 の 類 型化

授業 で は . 学 潜 の 進 め方 や 教師 ･

子 ど もの 主 体作 に よ っ て 様々

な 学習 活動 が 行わ れ て い る ｡ こ れ ら の 学習 暗動をl -･黄 綬業｣ ､

J 発

表J . ｢ 話 し L
'

_
言い h ｢ 演習 . テ ス トl .

｢ 央習 ･ 件 数 ､

｢ そ の 他i の

6 つ の7
1

占働 と して 模 型化 した .
, ま た ､ そ れ ぞれ の 学習 活動に は ｢ ク

ラ ス 単位l , ｢ グル ープ単位J . ｢ 個 人単一位l の 学 習単侍 が あ る u

2) 学 習活動 の 空間設定

令 タ イ プ に 類型 化 し た 学 習 宿動の 雫IL!ほ設定 に つ しp j て ､ 人 きく ､

l 致室 内だ け で の 宿勤｣ ､ r 教重以 外 の 矧･弔 ( コ ー ナー や O S) ち

利 用 す る桔 軌 に 分け て 活動敬 &._
'
･

把握 した( 表 1 2) ｡
二 れ よ り ､

r 満

習
･

テ ス ト の 個 人単 位 で の 活 動｣ ､ ｢ 実習 ･ 作菜の グ)L-- プ単 位や

個 J＼単位 で の 揃勤｣ が コーーナ-- や () S な と教 室 以外 の 場 所を 使 う

こ とが 多い こ と が み られ た ｡ こ の こ と に 対 し て ､
ト . 剤 実業｣ の

宿劉で は ､ ク ラ ス 単位で の 学 習 が 多く､ は と ん ど が 致重 内だけ で

活 動を 行-I) てし･ l る ｡ 学留宿割 に よ っ て ､ 敦 重内だ けで 行う か ､ 故

皇 以 外の 均r ]7f も利用 す る か が 異な り ､ 空間 &
'L

定に 特徴 が み られ る ｡

6-3 学 習活動 に お け る コ
ー

ナ
ー

の 利用 特性

鞄墓以外 の 場 所 を利 用 し た 学 習帝 掛 ま全 体で I O 2 の 痛 勃が 5 )

る が ､ こ の 活 動 故 に は O S を 広 く 使っ た 活 動 や 図雷 ス ペース を利

TTl し た 活 動 も含ま れ る¢ そ の 中 で .
コ - ナー を利 用 し た学 習活 動

は 吊n の 活 動 で あ
}) , 主 に グループ学 習､ 個 人学

;
B ､ 多勤行勤で コー

ナーー を 利用 して い る √｣

二 れ ち の LT
l で . グル ー プ予 習 に よ る コ ー ナーーの 利 用 は 3 8/ 8 O

と最 も多く み ら淫1 る u 図 9 の よ う に ､ 杏 グルーープが 予 習 を 行う た

め に
､ 教室 内の コ ーナ

ー と ｢ )S 内の コ - ナ
ー

を う ま く 利用 し て い

る⊂ (51 グ)L - ブ が適 度 にL
l

fr 藤を 保
-

J ニ とで . 他 の グル
ー プ か ら の

妨 げ を空 けす に 態申し て学 習 を 行 っ て い る亡

そ の 他の 利用 と し て , 個 人予 習 の 利 用 は 2 5 / 8 0 . 多 勤行殉 で

の 利 用 は 9 / 那) ､ そ の 他の 利 用 は 8/ 8 O で あ っ た ｡ 多勤行動 と は .

A rつ/ H l) ( 注 旦 欠r軌多 酬生障害宵) の 11 の 授業小の~i?: ち 歩 きの こ

とで あ る ｡ S 小 で は こ の 行 動を 容孟宜し て お F人 A D / II D の 子 が 教

室 内 コ ー ナー で過 ご す こ と が 多く み られ る ( 囲 1 0) o 教師 と っ て

も授男 を 行い な が ら A D / l r D の 子 も見 守 れ る た め､ 教室 内 コ
ー

ナ･ 一 に 対す る告-
'

j 訓勺な教師 の ,-a: 見が ヒ ア リ ン グで 聞 かゎ た｡

6- 4 学 習 活 動の展開に お け る学習領域

学習街 域 上は 各授業に お け る 学習消勤がfT わ ;I l た･喝 所の 範F[日を

示 す ちJ) で ある ｡ 図 1 1 は S 小 の O 6 ･T- の 調査 時 の もの で あ る<

O S へ 宇 宙 を 行 う 際 は . 白 ク ラ ス 前 の コ ー ナーをji- 点 に 広 が っ て

f13 1) . .行ク ラ ス 0 )
'I
i 召 領域 は 明 確 に 分か れ て しユ る ,J

一2 3 2 -

表 1 0 調 査概要 (第6 章)

l ) 軽業時間の 托察調軒 ( 0 6 年 1 0 -

1 1 臥 D T 牢 6 → 7 月)

民 業暗r耶(二患いて . 7
･

y , m 意 l ノ た学 習ス ′こ- スIJ ) 平Il百団 にfi
r師 L 】

.

E

1 笹 J-j()
l

L 旺 , 篭 E
=

i

J ノ使 臣をiL
.

入 L , 同時 に招 卦/ t]容 ･ 草習嘩 位-
lP
L 賓 c･〕梅i = を辞令]lf =

'

al 妙 .･ . 櫛 足_
I-_
l ,

て 写真塩 野を行 っ た .
(IL; 年 1 U ､

1 1 日 T iよさf老生
'

} ラ ス_ [
寸tき 1) ･

3
I

6 年/il l
,

i l

I
/ ラ
.
/ I

.
() 7 年 r1

-

- 7 r] で; 三 S 校.
七夕 ラス･J)_T

'

I で行-_
7 た ,

こ u > 詞 丘桔､ 範加 が鼎立周一〕 vlj‥均帝 l コ ーナーや n S ) き =

L

-7 J . A- う に frJFT] l. よ う
1
二

L て いる J-) か ､ また () さな.i- に コーーT-- を点
'

,E L /.
r
.
･ る J7 か: = ) ト■-L 乾酪 :: ヒ ア りニ

ケ を(i･ ' た･ 題奄力網引まL
'
O L17 年 6 日 で あり . s 怯 J) 針 ) ? ウp^ J 7 担 任堂Ei に 対して 行- 〟

表 1 1 調 査対 象施 設 の 学習活動 の場面 致

s 収では 2 0 〔)6 生 . 2 0 O 7 毎 と呆怠る唱 ,q r= 訪企を行 っ て い る. 2 〔) D 6 年庶で は 改築の

途中であ っ たためまだ笥BJ わ軍 棟 h ( 竣 T し てお らF 昔ia 劫至像の みで 全田糞を行 っ て

おり . Z O O 7 主 産か ら全~r の 校舎で 授業をTi う よ =) に T1 っ た r O 6 左 と O T 立 とで は若干

上皇笈の仕方 も異なると思われ . 0 6 S 小 . 0 7 S /j ＼の 2 つ に分けて兼計 T る,

表 12 学習活動の空間設定 (全体)

- 芳壬実業 2 D O ( 1 0) Lt d 2〔) i ( 1 ー)

莞表 l o g (J9) 2 2 9 (5) 1 4 D (9)

E3 し 合い l 5 (3) T 9 (7) 3 一l ( 1 0)

哀習 .

テ ス ト 1 2 8 (2 S) l 2 B (2 5)

実 習- (f 真 1 6 3 5 (2 6) 2 7 [ー3) 7 8 (3 9)

その f巳 5 9 (3) 1 ー〔2) l 5 (3) 8 5 (8)

各タイプr= 鞍 E 4 化 し た京 勤故を示 ㌻､ ( ) の数字はそ の 内コーナ- や O S な との 盈塁
以外の±昌所を別R : した 急勤致を示す,

4 宜 生 l 悶 社会
J

L1 1/ 0 2)

o 9 :O 5- 0 9 :1 8 昌益し合 い
4 つ の グループに/ 3 リ､ ｢ 嘗無 官 の 仕
雪J につ いて 意見を ま とめる ^

2 年t= 2 BE弓 芽致( l l/O l)

D 9:4 O- 1 O :2 0 1 斉士至宝
苫数 を負える ⊂ 0 9

.
4 4- O9 :4 9 rこ男0 ) チ

1 人が 苛偶 コーナーr = ふらふ らと移動
し

, 茨た琵に 戻る ( 参勤行動)

国 9 グループ学習 に よ る コ一 回10 多勤行勤 に よ る コー

ナーの 利用 ( s c aJl : 1/ 3 5 0) ナーの 利 用 ( s c 血l : 1 / 3 5 0)

5
…し.
J 6 T

{;､三葱･ 8 写真ぎき 9 (怒J I O垂夢
図 1 1 学習 ス ペ - ス の 活 動領 域 (0 6 S 小) 1 / 5 0 0



学 召芦頁域 か ;二, 将 器 叫 こ言うけ る 学 部舌軌の 開 閉を み る と ､ まず 大

きな 活 動 の まL 壬 り が 艶室 内に あ り . 小 規 模な 括u7)) の ま と 重 り が

コ.- ナーーや (_
)S に Jムかp- ) て い ( こ と か 読み とれ る .

,

6- 5 ま とめ

プ ロ_
?1 ラ ム J) あ る 集 同 のt占 刺 と し て 絹 業 LI J の 予 習活 動 を 捉 え

た .
; 学 部 告別Ei 鞄 室を 中心 にJii 閤 して i 3 r

,

)
, グループ 学習や 偶 人

苧 留な ど小 '7 jL-- 7 C
?:) 晴執 を行 う 除に コ ーナーや O S 7) 叩川1 さ れ

て い る ｡ 重た . 宇 宙と は 直 積｢対達 しfI しゝが ､
コ ーナー が A L)/I-l D

のIT- の 吊l宗戸l
'

r とし て 使わ れ る こ と もみ られ る.

第七 草 結論

7-1 は じめ に

結論 で は . 王ず ､ 各施設 にき3 け る研 究の 戎果 を 王 と め ､ そ の 成

果に 塩 づ き コ- ナ ー 形成 の 要 件に つ い て提 案す るウ ニ の コ
ー

ナー

形 蛇 の 提 案は ､ 単体 の コ
し

- ナ ーの 設定 . コ-- ナーーや 竃 を 含め た 単

位空間 の 梢b E の 2 つ の 臥点に)ナけて 行 う,,

7- l 各施設 に お け る研 究の 成果

り保育施設 にお け る 研 究の 成果

捉育施設で は 岡J ＼ の 白由 な緒軌 とし て 自 由保育中 の 遊び活動 に

著El し た っ そ し て ､ 第玉 串で は 退び活動が 展開し て い く 際 の 活動

の つ な が り を . 箭四 率で は 丁 ど も の 遊び におlナる コ1- ナ
ー の 使い

) )
'

を そ れ ぞれIIJl ら か とし た ｡
王た , 節:3 車 で は 保 育者 は保育計 画

に 基 づ い て コ ー ナ ー

設 定を 行っ て お り . 子 ど もの 発達 に 伴 -

) て 定

周的に そ6) 設 定 を 変え て い る こ とを 明 ら か と し た ｡

2) 小学校 にお け る 研 究 の 成果

小 学校で は プ ロ グ ラム の あ る 失脚の 活動 と して 授業中 の 学習活

動 に着E] した L. そ し て ､ 学 習清動が 展 開 して い く 際 のf.キ勧の つ な

が F ) や コ
･

- ナー- の 使い.
方を 明 ら か と した ｡ また ､

コ1- ナーーが予習

の み に 使わ れ て い る の で な く .
A t)/ H D の ｣

'

- の 居場所 とし て も使

わ れ て い る こ と を 示 した ｡

7-2 コ ー ナ ー 彩 成の 要件 の 提案

l) コ
ー

ナ
ー

設 定 の 手法 に 関す る 提案

まず . 単体 の コ ー ナ ー を ど の よ う に 設)i
l

す る か に つ t･ ) て 提 案す

る
｡
コ

･- ナーーと は r 単[:/: 空 間の 一部と し て . 羅 化 咽 (i:) さ れ た

頓r
.

77 で あ るl とjii
]

義 した v つ ま‡) , コ-- ナ-- をj-j <
r L

定す る こ とは ､
r 地l

で あ る 和佐空 間 0:) 中 で 噌 所 を盟 化 ( 図 化) す る こ とで あ る｡ 本研

究で は 単位空間 を 鱗戎す ろ要 素 と して ｢壷 ･

コ
ー ナー ･ 地 の ス ぺ -

コーナーほ ｢曝( 也) ｣ とr 皇 ( 園) ｣ の 中間に存在する 幽化された場所で ある｡

図 1 2 コ
ー

ナ
ー

の 固化

□□
(分節) (付属) ( 包囲) ( 象徴)

図 1 3 コ
ー

ナ
ー

の 設定 手 法

博十
'
'

/ ll .1
t

i{ ZJ ,ユ陪会
･

]
･

別宅

ス ( 広く 空 け らj L た 喝所)｣ に 桝 ナた が ､
コ ーナ

ー

は . 重 と 地 0)

ス ペ ー ス の rf l 制 的 な 存(-f
:
と し て 仕出 づ け られ る ( 園 1.

2) っ

コ･ - ナ-- を設
r

J宣す る手 法 と して ､
2 つ の 規 一点が 考え ちれ る(

周 1 :i) . 】 つ は 他 の 場 所と の 紘続 開 係 で あ る ｡
二 の 視 点か ら 捉 え

る と . あ る 空 間 の 内部 に コ1- ナー を設)とす る 分節的 な手 法 と ､
あ

る 空相] に 付け 足 す 形 で コ - ナ- を 設定 す る付属 的 丘
=

T: 法が あ る｡

もう 1 T ) は コーナー のJ魔界面 で あ る{ 二 の 軌烹か ら捉 える と ､ 周

囲 を 囲 む こ と で コ - ナーを 設定す る包 囲 的[3: 手 法 と . 周 囲 を 囲わ

ず に 象徴的 な も の ( 例え ば､ 飢や 敷物 な と) を配置 す る こ とで コ--

ナ-r を 段)ii
.

す る 象徴 的な 手法 で あ る｡

FrJ え ば ､

f lh Utl(杓な 手 法で は ､ 1 . 字 型にtl_
tl う よ り

l
.i .
1 コ

L

f 型 にu召

む 方が よ り コ ーナ - とし て T 図 化J さ れ る と い え る で こ の よ う に

そ の 他 の 手法 で も コ ーナーの 設 え 方 に よ っ て l 囲化｣ の 程度を 操

作 す る こ と が で き る o そ し て .

r 囲 化
.
1 の 程度を 強め る こ と で よ

り 童 に 近t･ ユ コ
ー ナ1- とな り ､

｢ 担川二J の も! 度 を 弱め る こ と で よ り

｢地j の ス ぺ･一ス に 近い コ-- ナ
-

とな る ｡

以 上 の一考え
f
.r 蓋 と め る と .

コ ーナ-- 設定 の 手f去は 図 l ･1 の よ う

に ,I ,- さ れ る ｡ r 分 節と 付 属｣ の 軸 と F 包囲 と象徴｣ の 軸が あ り ､

コ ー

ナ
ー

設定 の 手 法は こ の 4 つ の パ タ ー ン (象 限) とし て 王 と め

る こ と が で き る ｡ こ の 園の 中心 は り出の ス ぺ - ス｣ で あ り , 周 辺

に い ( に つ れ ｢l洲 ヒl の 程度 が 強ま る こ と を示 す ｡ 様 々 な 施設 で

み られ る コーナ
ー

は ､ こ のI~
E

i の L- げ れ か に1:_
r 屑 づ け る こ とが で き

る ( 固 1 5 L

包囲

象徴

囲 1 4 コ ー ナ ー を 形成す る方法の 指 標

園 1 5 コ
ー

ナ
ー

の 事例

2 3 3



博十
.
L

i 二t:i 議
.
て:,二曙会 ･ 他 紙

2) コ
ー

ナ
ー

設 定 の 手 法 と コ
ー ナ ー

の 使 い 方 と の 関連

傑育施設 ･ 小学綬 で の 実 態 か ら ､ コ ーナーの 使 い 方 に は , 桔 動

の 仕ノj か ら r 専 朴一席 削 . 均 巾づ ( り の 観点か ら ｢ 樹 定-- n[ 変l ､

ざ古物 の つ な が り7
r

]1. ET' ｢ 独 ､
▲

r : 連 続l の 性し) 方を 明 らか とし . 二 れ

ら の 催 い カ と コ･一ナ･一の [設)ii
'

が 少 な か らず 関 わ っ て い る こ と を指

摘し た ` こ れ ら0:)Li見栄 を ふ ま え . それ ぞれ の 圧しユ方に 対し て どの

よ うrj- 手 法 を用 い る こ とが 娼し て い るか f.
_
r 考察す る c

こ こ で は r ] .
]
,
.1 1ロー｣たIT)｣ U) 使 い 方を取 り 上げ るゥ あ る 場所 を吋

即 郎こ使
J
) 鳩 令は あ る 捕勃 を集中 し て 行 え る よ う に 圃IJ

.
白をu村む

f .
A

L郡内な 手 法 が 適 して い る と J

r
i
]
j ) れ る .

J また ､ あ る場 所を 兼用 的 に

使う 燭台は､ 様 々 な /＼が日 由 に汁1 人 り し て 括 動 を 行え る よ･うに .

周Eq を 囲わ な い 象徴的 な 手 法 が 適す る と思 わ れ る｡ こ の よ う に ､

ニ の 他の 使い 方に 対し て も同様 に手法の 考察 を行っ た ( 囲 1 0) ｡

3 ) 活動の 展 開モデ ル

本研 究で は ､ プ ロ グラ ム の 有 無 によ っ て ,

｢ 個 人 の 自 由 な括 軌 ,

｢ プT j プ ラム の あ る 集 団の 精 勤l の 2 つ の 所動 を取r
,

) 上 げ ､ 括泡

の 展 開 の 特 徴をIiJl ら か と し た｡ こ の 成 果 か ら 考え られ る 2 つ のぎ弄

動 の 賎関モ デ ル を 園 1 7 に 示す ｡

l 防人 の 白日-lid:活 動｣ 7)ミ罷関す る モ デ ル と して ラテ ィ ス 的モ デ

ルが 考え ら れ る｡ こ の 場 合 , 様 々 な括 軌の ま と まり が あ るが ､ 個

人の 活 軌 で あ る た め . 去 と よ り 自 体は 小 現 櫓で ある ｡ また . 活 動

の つ なが り も多様 に み らil る 机 そ の つ な が り の パ タ･一ン を1
･

;i み

】丑る と , 清朝の 中 で も 他 の 消 却 とつ な が り や す い もの もみ ら4~l る ,,

l-プT j グ ラム の あ る 央EiJ の 情 動｣ が 展開 す る モ デ ル と し て ､ ヒ

エ ラ ル キ ー 的 モ デ ル が 考え られ る ｡ こ の 活 動の 場合､ 全員 が 集 ま

る大 きな 活 動 の ま と 重 りが あi) ､ そ の 周辺 に 幾T ) か の 小 規 模な 活

動 の 王 と ま;) が あ る ｡
ク ラ ス 全員 の 予 習 か ら グル - rf ･ 個 人予習

へ 移行す る よう に ､ ～六動が 展 開し て い < ri l で ､ 活 動 の 麦 と ま り の

集Lr] ･

分 数が 繰 り 返 し 行 わ れ て い る ,
)

4) 活動 の 展開 を基 に しT= 単位空間の 構成 に関 する提案

こ の 活動 の 東関モ デ ルは ､ 槌音 ス ペー ス や 学習ス ペ ー

ス な どの

単位賛同 を構成す る除7) 基 礎 とな る ｡

r=
'

Li 位雫偶の 要素 と し て ､ 墓
･

コ ー + --
･

地 の ス ぺ.- ス ( 広く 空 けら れ た 損F
17TT) が あ る ｡

ラ テ ィ ス 的モ デル に 関し て . 宿鈎の ま と ま りは 小規 櫓で あ る た

め .
l つ の まと 王り に対 し て コ ーナ

･

- あ る い は地 の ス ペ
ー

ス を 割

り 当 て る こ とに h : る . 土て の ま と 王E) に 対して コーナ ーを割 り 当

て る 必 要は な く , 子 ど もた ち が 自l｣] に 宿動 を行え る他 の ス ペ ース

を軍妄す こ と で ､ 活 歩Iu c73 展 開 の 幅 を広げ る こ とが で ぎ る .

ヒ エ ラ ル キ-一的モ デル に 関 して . 大 きな 活動の ま と ま り に 対 し

て は 童 を ､ 小 さ な活 動 の 王 と 圭
r) は コーーナ-- を割り 当 て る こ と が

考え ら .T t る
｡ 項 在の 小 学 校 の 多 く は歓喜と O S 7つi 速純す る こ とが

多 い ､ し か し . 学 習 宿割 の 展開で は 教室 で の 大き な 情動 の ま と ま

りか ら ､ よ り/トさ な 活歩1J O) ま と 王事) に 移行 し て い く こ と が 多く .

艶宝 前 に 小 さな 括軌の ま と ま り を 受lナ入 h る コ- ナーな ど の 宅間

が 必 要 と い え よ う ｡
また ､ 必 ず し も大童 な 活 動 の ま と 重り に 対 し

て 墓 で あ る必 盤 は な く ､
コー- ~ト- や地 の ス ペ-- ス を 割 i_

) 当て る こ

と も 考え られ る .
)

以 l二の よう に . 活 軌 の ま と ま り に対 し て 宝
.

コ
ー

ナ ー ･ 他 の 7 ,

へ - 7. の どれ を割 り 当て /,J か は 平 面計画 c?) 中で 決 め ら れ て い く こ

上 で あ るく た だ .
こ の 活 軌 の ま と ま り Uj T ) な が り を 示 し た モ デ ル

2 3 4

専用的な6E わ れ方

専芹F ,勺な伝 い 方 は ある l 挿の 活動 を幸

にf7 う使 い 方で ある【 1ー
J U-J i古市J にI

Th 中

で 着る よ う に . 二1--I)L一しF; 同園 をE司 ･L チや

t:J 方が 適する と 竪孟ノ才E る_
付属 兼用的な 使われ方

~塘m lyJ な 馴 ) 才1 方【ま｣薯々 な請出 を行 う
挺し) 方 で ある . 侍 々 た 人が自由F : 出 入 り

し て流 動 を 行 える よ.
T

) J ∴ 喝周 をLW 壬) な

い 無敵rLf 19 に 設定 する や り方う; 蚕す る (

L

, 普
[ )～L る J

｢

固定的な使い 方

間確 約な 使い 方 は. 特
に コー･ ナ1- J) 設

え を変 えず に そ v7 まま の 状過で 佳
'
) もJ )

で あ る , 組や J7 - T イ シ ョ ン な どの 魯 毎
に 軌う､ 普 な い も の を用 =~て . J塁 J? よう に
設雀 す る や ぃ方が 適する と患われ る ∩
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